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宮古島市告示第１１２号

平成２５年第５回宮古島市議会（定例会）を次のとおり招集する。

平成２５年８月２８日

宮古島市長 下 地 敏 彦

１ 期 日 平成２５年９月４日（水）

２ 場 所 宮古島市議会議事堂
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上 程 案 件 処 理 結 果

議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

議案 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第 平成25年 平成25年
市 長 原案可決

第７３号 ３号） ９月４日 ９月25日

議案 平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別
〃 〃 〃 〃

第７４号 会計補正予算（第１号）

議案 平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正
〃 〃 〃 〃

第７５号 予算（第２号）

議案 平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特
〃 〃 〃 〃

第７６号 別会計補正予算（第１号）

議案 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会
〃 〃 〃 〃

第７７号 計補正予算（第１号）

議案 平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正
〃 〃 〃 〃

第７８号 予算（第１号）

議案 平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会
〃 〃 〃 〃

第７９号 計補正予算（第１号）

議案 平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算
〃 〃 〃 〃

第８０号 （第１号）

議案
宮古島市税条例の一部を改正する条例 〃 〃 〃 〃

第８１号

議案 宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正す
〃 〃 〃 〃

第８２号 る条例

議案 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条
〃 〃 〃 〃

第８３号 例

議案 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する
〃 〃 〃 〃

第８４号 条例

議案 宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃
〃 〃 〃 〃

第８５号 止する条例

議案
宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 〃 〃 〃

第８６号

議案
宮古島市子ども・子育て会議設置条例 〃 〃 〃 〃

第８７号

議案
市道路線の認定について 〃 〃 〃 〃

第８８号
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

議案 平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処 平成25年 平成25年
市 長 原案可決

第８９号 分について ９月４日 ９月25日

認定 平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算
〃 〃 〃 認 定

第 １ 号 認定について

認定 平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別
〃 〃 〃 〃

第 ２ 号 会計歳入歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ３ 号 歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特
〃 〃 〃 〃

第 ４ 号 別会計歳入歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会
〃 〃 〃 〃

第 ５ 号 計歳入歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入
〃 〃 〃 〃

第 ６ 号 歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会
〃 〃 〃 〃

第 ７ 号 計歳入歳出決算認定について

認定 平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定
〃 〃 〃 〃

第 ８ 号 について

報告 平成２４年度宮古島市健全化判断比率及び資
〃 〃

第１７号 金不足比率の報告について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 平成25年
〃 〃 適 任

第 １ 号 について ９月25日

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ２ 号 について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ３ 号 について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ４ 号 について

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
〃 〃 〃 〃

第 ５ 号 について
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

全国ハンセ

ン病療養所

請願書 国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医 入所者協議 平成25年 平成25年
採 択

第 １ 号 療・看護・福祉の充実を求める請願書 会宮古支部 ９月４日 ９月25日

長

豊見山一雄

来間自治会
請願書

来間中学校の存続を求める請願書 代表 〃 〃 不 採 択
第 ２ 号

来間得良

宮古和牛改

陳情書 宮古食肉センター建設の早期実現について要 良組合組合 平成25年
〃 採 択

第 ２ 号 請 長 ２月27日

平良一夫

池間自治会
陳情書 平成25年

灌水施設の設置について（要請） 会長 〃 〃
第 ８ 号 ９月４日

奥原正美

全国市議会

議長会会長
陳情書 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出

佐藤祐文 〃 〃 〃
第 ９ 号 について（依頼）

（横浜市議

会議長）

全国森林環

境税創設促

進議員連盟
「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関す

陳情書 会長
る地方の財源確保のための意見書採択」に関 〃 審議未了

第１０号 板垣一徳
する陳情について（ご依頼）

（新潟県村

上市議会議

長）

沖縄県教職

員組合宮古
陳情書 教職員の過重労働を軽減し、児童・生徒の学 平成25年

支部執行委 〃 一部採択
第１１号 習指導に力を注げるようにするための陳情 ９月25日

員長

池村博和
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議案番号 件 名 提 案 者 提出月日 処理月日 結 果

アジアと日

本の平和と

陳情書 『緊急事態基本法』の早期制定を求める意見 安全を守る 平成25年
審議未了

第１２号 書提出の陳情 沖縄フォー ９月４日

ラム会長

西田健次郎

意見書案 総 務 財 政 平成25年 平成25年
地方税財源の充実確保を求める意見書 原案可決

第 ７ 号 委 員 会 ９月25日 ９月25日

意見書案 国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医 文 教 社 会
〃 〃 〃

第 ８ 号 療・看護・福祉の充実を求める意見書 委 員 会

※ 陳情書第３号、消費税率引き上げの中止を求める陳情書（提出月日：平成２５年２月２７日、提出者

：消費税廃止沖縄県各界連絡会代表委員 仲本興真）

については、審議未了となった。
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開会日（９月４日）に応招した議員

平 良 隆 議員 新 城 元 吉 議員

富 永 元 順 〃 亀 濱 玲 子 〃

高 吉 幸 光 〃 前 里 光 恵 〃

仲 間 則 人 〃 山 里 雅 彦 〃

西 里 芳 明 〃 上 地 博 通 〃

下 地 博 盛 〃 下 地 明 〃

長 崎 富 夫 〃 佐 久 本 洋 介 〃

前 川 尚 誼 〃 新 城 啓 世 〃

上 里 樹 〃 嘉 手 納 学 〃

嵩 原 弘 〃 垣 花 健 志 〃

棚 原 芳 樹 〃 池 間 豊 〃

砂 川 明 寛 〃 下 地 智 〃

眞 榮 城 德 彦 〃 新 里 聰 〃



平 成 25 年 

第５回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

９月４日（水）  初 日 

（議案上程、説明、聴取） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 -

平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第１号

平成２５年９月４日（水）午前１０時開会

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

〃 第 ２ 会期を定めることについて

〃 第 ３ 議案第７３号 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号） （市長提出）

〃 第 ４ 〃 第７４号 平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ５ 〃 第７５号 平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号) ( 〃 ）

〃 第 ６ 〃 第７６号 平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ７ 〃 第７７号 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第７８号 平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第７９号 平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１０ 〃 第８０号 平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第１１ 〃 第８１号 宮古島市税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第８２号 宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第８３号 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１４ 〃 第８４号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例 （ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第８５号 宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例 （ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第８６号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第８７号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例 （ 〃 ）

〃 第１８ 〃 第８８号 市道路線の認定について （ 〃 ）

〃 第１９ 〃 第８９号 平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処分について （ 〃 ）

〃 第２０ 認定第 １ 号 平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第 ２ 号 平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第２２ 〃 第 ３ 号 平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２３ 〃 第 ４ 号 平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第２４ 〃 第 ５ 号 平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）
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日程第２５ 認定第 ６ 号 平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（市長提出）

〃 第２６ 〃 第 ７ 号 平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２７ 〃 第 ８ 号 平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

〃 第２８ 報告第１７号 平成２４年度宮古島市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

（ 〃 ）

〃 第２９ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３２ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３３ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）会期日程計画表

平成２５年９月４日（水）午前１０時開会

月 日 曜 種 別 日 程 摘 要

会議録署名議員の指名

９月 ４日 水 本会議 会期の決定 開 会

議案上程、説明、聴取

９月 ５日 木 〃 議案に対する質疑（付託）

９月 ６日 金 休 会 委員会

９月 ７日 土 〃

９月 ８日 日 〃

９月 ９日 月 〃 委員会

９月１０日 火 〃 〃

９月１１日 水 〃 〃 通 告 締 切

９月１２日 木 〃 〃

９月１３日 金 〃 報告書作成

９月１４日 土 〃

９月１５日 日 〃

９月１６日 月 〃 敬 老 の 日

９月１７日 火 本会議 一般質問

９月１８日 水 〃 〃

９月１９日 木 〃 〃

９月２０日 金 〃 〃

９月２１日 土 休 会

９月２２日 日 〃

９月２３日 月 〃 秋 分 の 日

９月２４日 火 本会議 一般質問

９月２５日 水 〃 委員長報告、質疑、討論、表決 閉 会

本会議 ８日

会期＝２２日間 委 員 会 ５日

休 会＝１４日 休 日 ８日

そ の 他 ― １日
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２５年９月４日

（開会＝午前10時06分）

◎出席議員（２６名） （散会＝午前10時23分）

議 長（４ 番） 平 良 隆 議 員（１３番） 新 城 元 吉

副 議 長（２３〃） 富 永 元 順 〃 （１４〃） 亀 濱 玲 子

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 （１５〃） 前 里 光 恵

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 （１７〃） 上 地 博 通

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 （１８〃） 下 地 明

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 （１９〃） 佐 久 本 洋 介

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 （２０〃） 新 城 啓 世

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 （２１〃） 嘉 手 納 学

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 （２２〃） 垣 花 健 志

〃 （１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 （２４〃） 池 間 豊

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 （２５〃） 下 地 智

〃 （１２〃） 眞 榮 城 德 彦 〃 （２６〃） 新 里 聰

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 上 下 水 道 部 長 川 満 好 信

副 市 長 長 濱 政 治 会 計 管 理 者 奥 原 一 秀

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 伊 良 部 支 所 長 川 満 勝 彦

総 務 部 長 安 谷 屋 政 秀 消 防 長 来 間 克

教育長職務代行者
福 祉 部 長 渡 真 利 健 次 田 場 秀 樹

教 育 部 長

生 活 環 境 部 長 平 良 哲 則 生 涯 学 習 部 長 垣 花 徳 亮

企 画 政 策 部 次 長
観 光 商 工 局 長 下 地 信 男 友 利 克

兼 企 画 調 整 課 長

総 務 部 次 長
建 設 部 長 下 地 康 教 兼 総 務 課 長 砂 川 一 弘

兼行財政改革班長

農 林 水 産 部 長 村 吉 順 栄 財 政 課 長 仲 宗 根 均

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷 川 取 辰 美 議 事 係 調 整 官 仲 間 清 人

次 長 伊 波 則 知 議 事 係 下 地 博 正

補 佐 兼 議 事 係 長 友 利 毅 彦
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）諸般の報告書

平成２５年９月４日（水）

平成２５年第４回臨時会で議決した「米軍ＨＨ６０ヘリ墜落事故及びＭＶオスプレ

イ追加配備に反対する意見書」並びに「同抗議決議」は、８月７日付で関係機関に送

付した。

６月定例会の閉会後、請願書２件、陳情書１７件の計１９件を受理し、そのうち７

件をお手元に配付の請願・陳情文書表のとおり各所管委員会に付託したので、ご審査

をお願いします。

なお、受理した１９件のうち１件は議会運営委員会終了後の９月２日提出の要請書

であるが、本件は今定例会提出の議案第８３号条例案や請願書第２号と関連があるた

め、議長において今定例会で処理することとした。（請願・陳情申し合わせ事項ただ

し書き）

また、同要請書の趣旨が「継続審査を求めるもの」であることから、委員会付託に

なじまないと考え、資料配付とした。（規則第１４０条ただし書き）

次に、宮古島市監査委員の富浜浩委員、新里聰委員のご両名から、平成２５年４月

分、５月分、６月分の例月出納検査結果報告があった。

８月 ７日 「第３１回宮古南静園納涼祭り」で挨拶を述べた。

８月１１日 宮古島市総合体育館で開催された「第４０回宮古体育大会開会式」で挨拶を述べた。

伊良部漁協荷捌施設内で開催された「第７回パヤオの日式典」に富永元順副議長が

出席した。

８月１３日 伊良部運動公園で開催された「第２７回伊良部・仲地たなばた運動会」で挨拶を述

べた。

８月２３日 「第１５４回沖縄県市議会議長会定期総会」が沖縄市において開催され、欠員とな

っていた会長に安慶田光男那覇市議会議長を選出の後、平成２４年度歳入歳出決算、

２５年度補正予算のほか４件の要請議案のうち３件が議決された。なお、議決した３

件のうち、「日米地位協定の抜本的な改定について」「子育て環境の整備について」の

２件を九州議長会第３回理事会への提出議案と決定した。

宮古島市消防本部構内で開催された「第２３回宮古地区消防操法大会」で富永元順

副議長が激励の挨拶を述べた。

８月２５日 市内ホテルで開催された「第３２回全宮古書道展表彰式」で富永元順副議長が議長

賞の授与を行った。

８月２８日 下地敏彦市長から平成２５年第５回定例会の招集告示をした旨の通知とともに今定

例会に付議すべき議案の送付があった。

宜野湾市内で開催された「沖縄県商工会連合会設立４０周年記念事業“地域活性化

サミット”」に参加した。

８月３０日 議会運営委員会が開催され、諮問した会期については、本日９月４日から９月２５
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日までの２２日間とするのが適当であると決した。

８月３１日 城辺地区保良で進められてきた、「沖縄県・天然ガス資源活用促進に向けた試掘調

査事業『城辺ぱり鉱山宮古Ｒ―１号井』開坑式」に出席した。

以上
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◎議長（平良 隆）

ただいまから平成25年第５回宮古島市議会定例会を開会いたします。

（開会＝午前10時06分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第１号のとおりであります。

直ちに本日の会議を開きます。

この際、諸般の報告をいたします。

事務局長より報告します。

◎事務局長（荷川取辰美）

議長の命により、諸般の報告をいたします。

去る６月定例会の閉会後、請願書２件、陳情書17件の計19件を受理し、そのうち７件をお手元に配付の

請願・陳情文書表のとおり各所管委員会に付託したので、ご審査をお願いします。なお、受理した19件の

うち１件は議会運営委員会終了後の９月２日提出の要請書でありますが、本件は今定例会提出の議案第

83号条例案や請願書第２号と関連があるため、議長において今定例会で処理することにいたしました。ま

た、同要請書の趣旨が「継続審査を求めるもの」であることから、委員会付託になじまないものと考え、

資料配付としたところであります。

その他の諸報告については、お手元に配付の報告書によりご了承願います。

◎議長（平良 隆）

これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第87条の規定により、議長において高吉幸光議員と新城元吉議員を指名い

たします。

次に、日程第２、会期を定めることについてを議題といたします。

今定例会の会期は、本日９月４日から９月25日までの22日間といたしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、会期は本日から９月25日までの22日間と決しました。

なお、議事の都合により、９月６日及び９日から13日の５日間の計６日間は休会といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

なお、会議予定につきましては、さきにお配りした会期日程計画表のとおりでありますので、ご了承願

います。
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次に、日程第３、議案第73号から日程第33、諮問第５号までの計31件を一括議題とし、提案者から提案

理由の説明を求めます。

◎市長（下地敏彦）

平成25年第５回宮古島市議会定例会に提出しました議案についてご説明を申し上げます。

今回提出した議案は、予算議案８件、条例議案７件、議決議案２件、認定８件、報告１件、諮問５件の

合計31件であります。

最初に、議案第73号、平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）についてご説明申し上げます。

今回の補正額は５億8,247万2,000円で、歳入歳出予算の補正のほか、債務負担行為及び地方債の補正を行

い、補正後の歳入歳出総額を355億7,505万4,000円と定めてあります。

次に、議案第74号、平成25年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。今回の補正は36万2,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を69億7,641万9,000円と定

めてあります。

次に、議案第75号、平成25年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げ

ます。今回の補正は1,614万4,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を２億958万4,000円と定めてあり

ます。

次に、議案第76号、平成25年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてご説

明申し上げます。今回の補正は12万9,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を7,924万9,000円と定め

てあります。

次に、議案第77号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申

し上げます。今回の補正は972万6,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を５億4,446万4,000円と定め

てあります。

議案第78号、平成25年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

今回の補正は1,155万5,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を56億8,431万5,000円と定めてあります。

次に、議案第79号、平成25年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明申

し上げます。今回の補正は94万1,000円の補正減で、補正後の歳入歳出総額を４億4,791万3,000円と定め

てあります。

次に、議案第80号、平成25年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

今回の補正は、収益的収入及び支出で費目がえ、資本的収入及び支出で330万円の補正のほか、継続費に

関する調書の設定を行っております。

次に、議案第81号から議案第87号までの条例議案についてご説明申し上げます。議案第81号、宮古島市

税条例の一部を改正する条例。地方税法、地方税法施行令及び地方税法施行規則の改正に伴い、条例を改

正する必要があるため、本案を提出します。

議案第82号、宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例。地方税法、地方税法施行令及び地方

税法施行規則の改正に伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。

議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例。宮古島市立来間中学校を廃止するには条

例を改正する必要があるため、本案を提出します。



- 15 -

議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例。宮古島市立体育施設の管理運営に関し、

指定管理者制度を導入するには条例を改正する必要があるため、本案を提出します。

議案第85号、宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例。宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター施設の老朽化に伴い、同施設を閉館するには条例を廃止する必要があるため、本案を提出します。

議案第86号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例。消防法施行令及び建築基準法施行令の改正

に伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。

議案第87号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例。子ども・子育て支援法に基づき、条例を制定する

必要があるため、本案を提出します。

次に、議決議案についてご説明申し上げます。議案第88号、市道路線の認定について。久貝ムイ原線は、

県道及び市道に連結されており、交通上、重要かつ系統的であることから、本路線を認定したいので、道

路法第８条第２項の規定により、本案を提出します。

議案第89号、平成24年度宮古島市水道事業会計利益の処分について。地方公営企業法第32条第２項の規

定に基づき、議会の議決を求めます。

次に、認定第１号から認定第７号までの決算認定について、一括してご説明申し上げます。平成24年度

一般会計及び特別会計の決算認定について、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、議会の認定に付

します。

次に、認定第８号、平成24年度宮古島市水道事業会計決算認定について。地方公営企業法第30条第４項

の規定に基づき、議会の認定に付します。

次に、報告についてご説明申し上げます。報告第17号、平成24年度宮古島市健全化判断比率及び資金不

足比率の報告について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定

に基づき、議会へ報告します。

最後に、諮問第１号から諮問第５号までの人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、一括

してご説明申し上げます。人権擁護委員の任期が平成25年12月31日に満了となるため、その後任を推薦し

たいので、本案を提出します。

以上、今回提出しました議案についてご説明申し上げました。慎重なるご審議の上、議決を賜りますよ

うお願い申し上げます。

◎議長（平良 隆）

これで提案理由の説明は終わりました。

本日の日程は、これで終了いたしました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午前10時23分）



平 成 25 年 

第５回宮古島市議会(定例会)会議録 
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（議案に対する質疑（付託）） 
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第２号

平成２５年９月５日（木）午前１０時開議

日程第 １ 議案第７３号 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号） （市長提出）

〃 第 ２ 〃 第７４号 平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ３ 〃 第７５号 平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号) ( 〃 ）

〃 第 ４ 〃 第７６号 平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ５ 〃 第７７号 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ６ 〃 第７８号 平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号) ( 〃 ）

〃 第 ７ 〃 第７９号 平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第８０号 平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第８１号 宮古島市税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１０ 〃 第８２号 宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１１ 〃 第８３号 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第８４号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例 （ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第８５号 宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例 （ 〃 ）

〃 第１４ 〃 第８６号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第８７号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例 （ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第８８号 市道路線の認定について （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第８９号 平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処分について （ 〃 ）

〃 第１８ 報告第１７号 平成２４年度宮古島市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

（ 〃 ）

〃 第１９ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２０ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２２ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２３ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第２４ 認定第 １ 号 平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について （ 〃 ）

〃 第２５ 〃 第 ２ 号 平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第２６ 〃 第 ３ 号 平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について
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（市長提出）

日程第２７ 認定第 ４ 号 平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第２８ 〃 第 ５ 号 平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２９ 〃 第 ６ 号 平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第 ７ 号 平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第 ８ 号 平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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議 案 付 託 表

平成２５年９月５日（木）第５回定例会

委 員 会 名 議案番号 件 名

議案第７３号 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）

議案第８１号 宮古島市税条例の一部を改正する条例
総務財政委員会

議案第８６号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例

認定第 １ 号 平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第７４号 平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第７８号 平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第７９号 平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第８２号 宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第８３号 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例

議案第８４号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例

文教社会委員会 議案第８５号 宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例

議案第８７号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例

認定第 ２ 号 平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

認定第 ６ 号 平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ７ 号 平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

議案第７５号 平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７６号 平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

議案第７７号 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第８０号 平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第８８号 市道路線の認定について

議案第８９号 平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処分について
経済工務委員会

認定第 ３ 号 平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ４ 号 平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について

認定第 ５ 号 平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

認定第 ８ 号 平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定について
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議案第７３号 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）

歳出款項別審査委員会表

平成２５年９月５日（木）第５回定例会

委 員 会 名 款 項 頁

２．総 務 費 ３．戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 ２１

３．民 生 費 １．社 会 福 祉 費 ２５

２．児 童 福 祉 費 ２７

３．生 活 保 護 費 ３０

４．衛 生 費 １．保 健 衛 生 費 ３１

２．清 掃 費 ３２

文教社会委員会 １０．教 育 費 １．教 育 総 務 費 ５０

２．小 学 校 費 ５２

３．中 学 校 費 ５３

４．幼 稚 園 費 ５４

５．社 会 教 育 費 ５５

６．保 健 体 育 費 ５８

１３．諸 支 出 金 ５．雑 支 出 ６１

６．農 林 水 産 業 費 １．農 業 費 ３３

２．林 業 費 ３７

３．水 産 業 費 ３８

８．土 木 費 １．土 木 管 理 費 ４１
経済工務委員会

２．道 路 橋 り ょ う 費 ４２

３．都 市 計 画 費 ４３

４．住 宅 費 ４５

５．港 湾 空 港 費 ４６
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２５年９月５日

（開議＝午前10時00分）

◎出席議員（２６名） （散会＝午後２時43分）

議 長（４ 番） 平 良 隆 議 員（１３番） 新 城 元 吉

副 議 長（２３〃） 富 永 元 順 〃 （１４〃） 亀 濱 玲 子

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 （１５〃） 前 里 光 恵

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 （１７〃） 上 地 博 通

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 （１８〃） 下 地 明

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 （１９〃） 佐 久 本 洋 介

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 （２０〃） 新 城 啓 世

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 （２１〃） 嘉 手 納 学

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 （２２〃） 垣 花 健 志

〃 （１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 （２４〃） 池 間 豊

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 （２５〃） 下 地 智

〃 （１２〃） 眞 榮 城 德 彦 〃 （２６〃） 新 里 聰

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 会 計 管 理 者 奥 原 一 秀

副 市 長 長 濱 政 治 伊 良 部 支 所 長 川 満 勝 彦

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 消 防 長 来 間 克

総 務 部 長 安 谷 屋 政 秀 教 育 委 員 長 宮 國 博

教育長職務代行者
福 祉 部 長 渡 真 利 健 次 田 場 秀 樹

教 育 部 長

生 活 環 境 部 長 平 良 哲 則 生 涯 学 習 部 長 垣 花 徳 亮

企 画 政 策 部 次 長
観 光 商 工 局 長 下 地 信 男 友 利 克

兼 企 画 調 整 課 長

総 務 部 次 長
建 設 部 長 下 地 康 教 兼 総 務 課 長 砂 川 一 弘

兼行財政改革班長

農 林 水 産 部 長 村 吉 順 栄 財 政 課 長 仲 宗 根 均

上 下 水 道 部 長 川 満 好 信

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷 川 取 辰 美 議 事 係 調 整 官 仲 間 清 人

次 長 伊 波 則 知 議 事 係 下 地 博 正

補 佐 兼 議 事 係 長 友 利 毅 彦
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、26名で全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第２号のとおりであります。

この際、日程第１、議案第73号から日程第31、認定第８号までの31件を一括議題とし、質疑に入ります。

まず最初に、日程第１、議案第73号から日程第23、諮問第５号までの23件について質疑の発言を許しま

す。

◎亀濱玲子議員

質疑をさせていただきたいと思います。

まず、議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例についてですが、私は議案の全員協

議会で説明の際に、この議案は取り下げるべきではないかという発言をしたこともありますので、私のほ

うから先に質疑をさせていただいて、また次に続く質疑を重ねていただけたらなというふうに思います。

この間の状況を、来間の住民が請願書を持って、請願を持って、72戸の戸数の中から69あるいは70とい

う住民の見直してくれという、取り下げてくれという、そういう声を、思いを届けて請願書を出している

という現状があります。この間、５月の住民説明会にも、教育委員長は、何度でも地域に足を運ぶ、何度

でも、要請があれば何度でも足を運ぶと言い、６月議会にも、教育長職務代行者である田場先生は、地域

と対話を深めていくということをおっしゃっていました。その段階においては、議案が上程できるという

状況ではないという認識であるというふうに受けとめています。ですけど、これが突然この９月議会に提

案されているということですので、この間、住民の中からの質問に十分答えていないまま出されたという

ことがあって、この議案は今度の９月議会にふさわしくないということで私は質疑させていただきたいと

思うんですが、まず昭和31年に文部省が統合を進めるに当たって12学級から18学級が基本であるというよ

うなことを教育委員長はいつも持ち出しておっしゃるんですが、その後に昭和48年に文部省は通知を出し

て、こういうふうに言っているんですね。これは、これまでも私は繰り返し言っているんですけれども、

例えば地域住民との間に紛争を生じたり、十分に地域住民と理解を得て行うよう、紛争を生じてはいけな

いと、十分に地域住民との合意を得て行うようにということが文部省から通達があります。それについて

どのように考えて、この議案が今の時期に出されたかということについては質疑をしたい。これは、例え

ば当局がもう委ねたということであれば、市長にも、この議案が十分にそれが論議されて議会に出された

かということについてはお聞きしたいと思います。例えば二、三日前にも市長は住民からの要請を受けて

いるはずです。そのことを考えるならば、市長はこの案件は十分に合意を得て提出されたかということを

市長は振り返って教育委員会には問うべきであるというふうに思っています。なので、市長の見解、ある

いは教育委員会、教育委員長の見解を求めたいと思います。

これは、72戸の、もう一点、72軒のうちの69戸あるいは70戸という住民の署名が集まって提出されたと

いうことについてどのようにお考えかということを市長にも、教育委員長にもお聞きしたいと思います。

市長にもお聞きしたいんですが、今現在、来間の人たちが生徒をふやすという努力をされています。卒

業生も戻ってきて、子育てをするというふうに、戻ってきて何カ月かの方もいらっしゃいます。そのよう
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にこの地域を宝として戻ってきている人たちがいるということをご存じでしょうか。そういう努力をされ

ていて、この学校をみんなで育てていこうというさなかにあると、その芽を摘むようなことを今されよう

としているんですよ。そのことを、地域の人たちが努力をして住民をふやしたり、あるいは生徒をふやし

たりしようという努力は、とってもこれは大事なことだと思うんです。そのことをご存じでしょうか。こ

れを３点目に聞きます。

それと、もう一点、市長の施政方針の中では、たった２行ですけれども、学校規模適正化を進めるとい

うふうに施政方針の中にうたわれています。その最後にですね、市長は、この施政方針の中で、地域の均

衡ある発展、市民とともに活力あふれた平和な島づくりというのを高らかにうたっております。これは、

市長が就任されて、ずっとうたっていることです。来間に新しい実証事業をしようとして進めている。そ

んな中で学校をもぎ取っていくと、分断していくというようなことが市長の政策として整合性があるでし

ょうか。そのことを、この４点に関してお答えいただいて、再質疑したいと思います。よろしくお願いし

ます。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、何度でも足を運ぶというような話をしたんだが、いかがなものかというふうなことなんですが、

実は最初の適正規模の案を作成し、それを持って我々は行ったわけです。その後、そこでの意見を聴取し

てですね、さらに事務方を通して、教育長初め、それ事務方を通して意見の聴取を行っております。それ

を踏まえて、我々は当初の方針を再検討してですね、形としてもう一度提示をするという方向にいったん

ですが、実は当初からですね、我々の言うところの学校規模適正化と地域住民が学校を残さなきゃならな

いという理由とがなかなかかみ合わないと、こういう状況がたくさんございまして、私個人的にも地域の

住民の皆さん方とはそれぞれの意見の交換をしながら、あるいはほかの委員もそうです。地域の意見を聴

取しながらですね、教育委員会の中でいろいろ議論をしたわけです。しかしながら、その中において、な

かなか私どもの言うところの学校規模適正化の考え方と地域住民の学校を残す理由との話のかみ合わせが

なかなか合わないと、合致しないというような状況等もございましたが、私どもとしてはそういうときに

教育委員会でこういう形にしましょうという、したいという意見の取りまとめをしてあるわけです。です

から、必ずしも地域住民の皆さん方との話し合いというのがなかったというような思いはしておりません。

さて、その流れの中で、昭和の大合併、これは昭和30年代から40年代にかけての話だと思うんですが、

その昭和の大合併、いわゆる当時も行財政改革の中での昭和の大合併が進んだわけですが、そのときに市

町村の合併と並行して学校の統合も進んだわけなんですね。そこでいろんな地域間同士の意見の相違が出

ましてですね、いわゆるいうところの学校統合による紛争というのがあったんですが、これにはですね、

我々宮古島と他県とのですね、社会的背景が違うんです。この辺はよくご存じだと思うんですが、歴史的

な流れ、あるいは思想的な、思想といいますか、具体的に言うと同和問題等々が絡んでですね、Ａ校区と

Ｂ校区を一緒にしましょうかといったときに、校区同士が議論、もうだめだと言うんです。だめだと。じ

ゃ、どうするかとなると、校区をまたいで、こっちとだったらいいですよというような話などもですね、

出たりするような状況があったもんだから、これではちょっとまずいということで、ここでの文部省等々

からの通達があって、ひとつおさめて、この辺をおさめて、時間をかけて調整をしながらやってほしいと

いう通知が出たことは出たわけです。県を挟んでですね、県をまたいで、あそこの学校とならいいですよ
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とか、こういうふうないろんな話がそこにあったわけです。だから、そういう意味からすると、当時の昭

和48年度の通達と今日の我々宮古島市の状態とは社会的背景が違うんじゃなかろうかというのが私ども教

育委員会の認識でございます。

それから、学校規模適正化の問題は、これはご案内のとおり平成18年に宮古島市総合計画がつくられま

して、議会でこれは承認を得てありますね。平成19年からこれはスタートしているわけなんです。その中

で、教育の課題として、１つにいわゆる学力の向上ですね、まとめて言えば学力の向上、次にいわゆる食

育からするところの教育のあり方と、そして耐震構造ですね。それから、もう一つが学校の規模適正化を

図るべきだと、この３点が実は総合計画の中に教育の課題として我々に示されているわけなんです。とこ

ろが、総合計画というのは６年間計画し、見直しをして、３年、３年のスパンが示されておるわけですか

ら、この５年なり６年なりが来ているにもかかわらず、我々は何らそのことに対して手をつけなかったと、

こういう状況がずっと続いてきたもんですから、私たちは、じゃこの学校規模適正化について考えようと、

もう議会のほうからも多分お叱りを受けるはずだから、このままでは、これをやりましょうということで

ですね……

（議員の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

はい、わかりました。この学校規模適正化の問題は出たわけなんですね。だから、突然にこの問題が出

てきて、地域との形が、今の状態が生まれてきているというわけではないんです。

それから、地域に戻るということ、これは非常に大事なことなんで、私どもは卒業生あるいは島の人た

ちが地域に戻ってきて、地域の活性化に大いに寄与するというのについては大変好ましいことだと思って

おりますが、今の子供たちを、今の来間の状態、それからあと５年なり、10年なり、あとこれはもう事務

局のほうできちっとした数字を持っておりますが、この状況の中で今の過小規模校の状態が解消されると

いう見通しが立たないと、こういう状態がございますので、この地域に戻ってきて、地域の活性化に頑張

る若い人たちというのは大歓迎だけれども、それゆえに、もって今の状況が大きく改善するというような

見通しは立っておりませんので、私どもはこのような考え方を今していると、こういうことでございます。

◎市長（下地敏彦）

私のほうは、学校の規模の適正化と均衡ある地域の発展という部分のお答えをしたいと思います。

来間島に限って言えばですね、来間島が橋がかかっていなかったころ、人口は大体400から500名ぐらい

おりました。橋がかかって、今現在100名前後です。でも、行政の仕事として、島を活性化するために農

業の基盤の整備もやりました。水道の整備もやりました。いろんな事業をあの島に今投下をいたしており

ます。したがって、今来間島は農業の生産量、あるいは農家の所得というのはかなり向上している。橋が

なかったころとあったころを比べてみた場合は、そういう意味では生活はかなり豊かになりつつあるとい

うふうな認識を持っております。しかし、現実に人が減りつつある。これは、そこに住んでいる人たちが、

より利便性の高い生活を求めて島外に出ていったという結果であります。小学校、中学校まではそこにい

ても、高校はやはり出ていかざるを得ない、親もまた別の仕事を求めて出ていくというこの現実、しかも

今４名しかいないという現実、先ほど教育委員長が言ったように近い将来そんなにふえるという見込みも

ないという現実を考えた場合、子供の教育の環境を整えるということは私ども行政の責務であります。し
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たがって、それを宮古島市の基本計画にのっとって粛々と実行していきたいということであります。

◎亀濱玲子議員

質疑したことに答えていただきたいんですが、私はこの議案が、例えば教育委員長はまるで文部省の通

知が宮古とは関係ないところの状況で出されたようなことを言っていますけれども、これは全国に出され

た通知です。大事なのは、地域の合意はとられているかと、地域の合意をとらないまま出されている案件

ですよと。市長にもそれ聞いているんですよ。ほとんどの世帯が請願を出して、つまりこれ地域との合意

がないままに出されているから、このことをこういう手法ではとるべきではないというふうに通知が昭和

48年に来て、それ以降変わっていないわけです。これをどうして教育委員長は本土のほうでこういう事例

がある、宮古と違うとおっしゃるんですか。宮古でもそういう事例があって、教育委員長は地域に来ての

説明の会のときに、まだ地域の人たちが質問している中で、もうこれ以上はと言って立たれていかれたで

しょう、２度も。そのときに皆さんがとめたんですよ。とめて、もっと話をしてくれと頼みました。教育

委員長は、その席を立っていかれました。それが教育行政の手法として、そうやって切った上で条例を出

す。十分に地域の合意を持って出すべき案件なのではないですかと。118年もなる学校を変えていこうと

する案件ですから、それについてはもっと時間をかけて論議をしていいのではないですか。それを何度で

も足を運ぶというんでないですか。何度足を運んだんですか。そうやって住民説明会で何度でも足を運び

ますよとおっしゃったことを約束をほごにして、こうやって提案することが行政手法として正しい手法で

すかということを聞いているんですよ。それをどうして本土のほうでこういう事例があったからとかって、

そういうことをおっしゃるんですか。誠意のない方法で、それは我々が考えると統合と乖離がある。これ

は合併から決まっていた。合併からそういう予定があったとしても、それは地域の合意を持って進めるべ

きという物差しに照らし合わせてみると、今上程する時期ではないでしょうということを聞いているんで

す。だから、市長も、その議案が上がったときに、これは十分に地域と合意を持って上げてきたかという

ことを問うべきではないですかと。こんな大事な案件を上げようとするときに、本当に丁寧に、丁寧に、

市長がいつもおっしゃっている丁寧な行政というものは何を指していうんですか。時間をかけていいじゃ

ないですか。118年の歴史をどういうふうにして、今地域が頑張って地域おこしをしようとしている、そ

のことも考えるならば、１年様子を見ながら議論をしよう、そういう姿勢があったっていいわけじゃない

ですか。それを教育委員長は住民の前で、いやいや、もう市長に委ねました、提案しましたから、市長に

言ってください。市長は、住民の要請に、いやいや、議員が決めますよ、議会で決めますよ。お互いがも

うそうやって責任を押しつけ合っている。だから、こういう住民の合意のないままでは進めてはいけない。

地域の合意を得て、協力を得て進めるべきだという文部省の通知をどう捉えているんですかということを

聞いているんです。何もそういう何かほかの他県の事例を出して説明してくださいなんて質疑していませ

んよ。それを、市長、教育委員長、お答えいただいて、また再質疑いたします。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、地域の合意というふうな形になるんですが、実は私どもは学校規模適正化の考えを持っていきま

す。その学校規模適正化の私どもの持っていく考えと学校を残さなければならないという地域の人たちの

理由とがですね、反対の理由と進める理由とがなかなかかみ合う議論が生まれないという状況が実はあっ

たということです。だから、堂々めぐりです。またもとに戻るんです、何回行ってもですね。同じ結果に
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なると、こういう状況ですので、じゃこれは私どもとしては進めるべきだという立場に立つわけだから、

ぜひ地域の住民の皆さん方には理解を得たいという姿勢をずっと私ども持ってきたんです。

それで、何で、じゃこういう状況の中で上程になるのかということですが、実は私どもには、先ほど申

し上げましたけれども、５名の委員がおりますけれども、委員それぞれが進めるべきだという意見が各個

人が持つ、各委員が持つに至るまでにはですね、たくさんの情報収集もあるんです、一人一人が。私のと

ころにもたくさんの情報が入るわけです。これをどう判断するかということになるんですが、私どもは反

対という声があることは十分承知をしつつも、あの場面で出せない声なき声に私どもは実は耳を傾けるの

もまた行政の一つのあり方かなとも考えてはおります。上程する時期がなぜ今かということになるんです

が、できればこの学校規模適正化の条例は今じゃなくて、去年も、一昨年も、あるいはその前でもよかっ

たんです。今の状態を、今の来間の状態を、あるいは来間に限らず、ほかの地域もそうですけれども、あ

の過小規模校、１クラス１人、１人ですよ。先生と生徒で一日中１人なんです。英語の先生来ます、国語

の先生来ますけれども、この子供は１人なんです。友達もいないんです。人との交わりもない。人との交

わりないというのは、同じ年同士のですね。こういうふうな状態の中に子供たちを、この状態がおくれれ

ばおくれるほど、そのような状態が進むということなんです。来年、再来年も次の、後から来る子供たち

がそのような状態の中で進んでいくというのが私どもには耐えられないと、こういうことなんです。です

から、この子たちが、あとこの上程されている議案が結果によって、来間の子供たちが下地の学校に行け

ば、少なくとも30名、40名の同じ年代の子供たちと一日中いろんな話をしながら、いろんな価値観に会い

ながら、いろんな選択肢を与えられながら人間形成を進めていくんだから、このほうがよろしかろうと、

こういうふうなことで私は、私どもは今まで進めてきたと、こういうことでございます。地域の住民の皆

さん方にはこれからも、これからも、この統合が進んだ中での話なんですけれども、統合したらよかった

と、統合してよかったねというようなね、こういうふうな作業はどんどん進めていきますし、子供たちに

もそれ相応のアフターはするように私どもは実は準備はしております。ひとつよろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

先ほどから話しているとおり、市の行政というのは市の全体を見ながら、よりよい方向に持っていこう

というふうに常に考えてやっているわけです。子供たちの教育環境をどうやったら整えることができるの

かと、今でいいのかと、そういう視点で見た場合に、今教育委員長が言ったようなこの現状をそのまま続

けるのかと。それは違うだろうと。今いる子供たちにも、よりよい教育の環境をつくってあげると、これ

が私どもの責務であると、そういう考えで上程したほうがよかろうという判断をしたところです。

◎亀濱玲子議員

今宮古島市がやろうとしていることに、例えば教育委員長は私たち５人は勉強してきました、耐えられ

ないんだと、１人でいる生徒に。私たちが視察した大分県で、文教社会委員会は視察しました。大分県は、

中学生１人でもいたら単式、１つの学級が成立するというふうに大分県自体がなっています。地方公共団

体は、自分たちで形をつくることができます。１人の生徒がいたら学校は成立するものだと私は考えてい

ます。それだけ子供の学ぶ権利というものは保障されなければいけないと思っています。耐えられないと、

５名、僕たちは勉強してきた、耐えられないとおっしゃった。だけど、来間の中学生は、話し合いの途中

で退席した教育委員長を連れ戻した中学生はこう言いました。ちゃんと生徒の意見を聞いてほしい。小さ
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な学校でもできることはたくさんあるということを教育委員会の人たちはわかっていない。学校をなくさ

ないでほしい。そういうふうに、帰らないで、帰らないで、僕たちの話を聞いてと詰め寄っていましたよ

ね。僕たちは耐えられない。いいえ。子供たちは、しっかりとあの教育環境を望ましい、いいというふう

に望んでいるんです。じゃ、何で宮古島市は池間を同じように幼小中連携として併置校として置き、同じ

ように来間も100年になんなんとする歴史でそういう、むしろ先進としてやってきた学校を潰す。それっ

て整合性がないんじゃないですか。そういう一つ一つのことを、僕たちとの考えが地域と乖離がある、だ

から何度でも足を運ぶとおっしゃったんでしょう。何度でも足を運んで対話を深めるというのは、その乖

離があるから、話し合いが必要なんじゃないですか。私は、議会も問われていると思うんです。議会の根

底というものが今問われている。地域住民のために、行政は地域の福祉のためにある。地域の発展のため

にある。市長も施政方針で話された。合併した私たちの責任は、地域の隅々、地方も、あるいは島も元気

になるという施策を考えることが行政の責任だし、議会の責任ですよ。それは僕たちの考えと乖離がある。

１人で遊んでいる子がかわいそうだ。そういうような考えでこの議案を出したとするならば、私はもっと

もっと地域との対話を続けるという、そういうことを考え直すべきではないかと思います。

私は、はっきりと答えていただきたい。教育委員長は、住民との約束である何度でも足を運ぶというこ

とは約束を守っていない。そのことに対して守っていない。ちゃんとこれは答えてほしい。

それと、地域の合意形成がなされないままにこの議案は上程したのだと。基本的には合意形成がなされ

ないとうまくいかない。これは、私たちが大分県の日田市を行って、合意書を交わすという作業がどうし

ても必要ですから、地域と。物理的に無理じゃないですかと６月の議会に聞いたのはそういうことでした。

合意形成が生まれないですから、４月からのスタートを強引に進めようとしても、それは乱暴ですよと、

地域との合意が前提でしょうというのは６月議会にも聞きました。

教育委員長は、何度でも足を運ぶという約束は守っていない、このことを１点。合意形成のないままこ

の議案は上程したのだ。この２点、明確にお答えください。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、質疑の大きな流れの中で答えていきますが、教育を受ける権利がというふうな話なんですがね、

我々はむしろ教育を受ける権利を、子供たちの教育を受ける権利をよりよい状況の中で進めていこうとい

うことなんです。これがいわゆる学校の規模適正化の趣旨なんです。よりよい教育環境を整えて、そこで

子供たちの教育を受ける権利を保障していこうと、これが今の学校規模適正化の本旨であるわけです。

それから、もう一点、池間地区との整合性ということであるんですが、私どもは池間地区を学校規模適

正化の対象から外したわけじゃないんです。何度も申し上げているとおり、池間地区は今学校規模適正化

を進めて、私ども考えている北部、仮にＡ校区としましょうね。北部、Ａ校区にした場合でも、さらに、

さらにまた学校規模適正化の対象になるような状況にあるもんだから、しばらく考える時間を持って、で

きるだけ早い時期に、どういう形にするのか、これを結論づけたいということであって、大きな長い学校

規模適正化の計画されるスパンの中には必ずしも池間地区が除外されていると、こういうことではござい

ません。その辺をご理解ください。

それから、地域の発展と学校という話になるんですが、実は学校と地域はですね、地域と学校の発展は、

地域の発展は非常に近いような感じなんだけれども、実は案外と遠い状況にもあるわけなんです。私ども
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は、そういう場面はよく見てきました。例えば今那覇で合併をしようとしているんですね、久茂地と前島

と。久茂地地区は、発展をし過ぎたがゆえに子供たちが外にみんな出ていってしまって、統合しなきゃな

らないという状況が生まれてきたということですが、そういう状況もあります。

それで、今２つだけ答えなさいということですが、地域との合意形成はなされたかというんですが、地

域との合意形成をするまで、仮にですよ、地域の人たちが全員オーケーですよという形になるまでにはあ

とどれぐらいかかりますかね。そこが私は問題だなと思っているんですよ。どうなりましょうかね。亀濱

玲子議員にその見通しを、私に質問権が、反問権があれば、あと何年ぐらいが見通せますかというふうな

お聞きしたい気持ちなんですが、恐らくですね、こういう学校の統廃合というものはね、相当時間が、時

間かかるんです。だから……

（議員の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

だから、私は一生懸命答えていますよ。だから、ある程度の時期で、行政の責任として、もうやりまし

ょうという話を決めて、それを見識のある議会のほうにお伺いを立てると、これが今私どもの立場なんで

す。ひとつその辺をですね、よろしくご理解いただきたいと。だから、あなたは地域の住民が納得するま

で行っていないよといってもですね、あと100回通ってもなかなか私は合意に至るという場面がつくれる

かなという自信はございません。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時35分）

再開します。

（再開＝午前10時37分）

ほかにありませんか。

◎新城元吉議員

たくさん議案が上程されているんですけど、やはり全市民が注目しているのは今論議の対象になってい

る来間島の廃校の問題だろうと思います。そのほかにも質疑はいたしますけど。

まず、これは根本的に言えるのは、学校統廃合の対象地域の住民とそうでない住民との間には、市民と

の間には余りにも温度差があり過ぎる、こういう状況の中で学校統廃合が進められようとしている。説明

会を十分持つ、持つと言いながらですね、２年経過しているんですけど、２年近く、最初は地域住民に説

明会、いわゆる意見を聞こうということで進められて、物すごい猛反対に遭うわけですね、それぞれの地

区で。それで、今度２巡目だといってＰＴＡの人だけ集めて、やろうとした。そしたら、出席者は学校に

よっては三、四名あるいは五、六名という状況。これで十分説明は一巡したということで、いわゆる具体

的な統廃合案に入るというような段取りになって、具体的に今来間中学校がされようとする中で、やはり

今の統廃合、いわゆる廃校、来間中学校の廃校の進め方というのはですね、非常に重大な問題持っている。

まず、教育とは何かという、これはね、人類の歴史始まって以来、これが本当の教育だというのはいま

だかつて、洋の東西を問わず、見つかったことはありません。いろんな形態の学校があります、現実にも
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フィンランド初めね。東南アジアでもいろんな形態の学校がある。そういう中でやっぱり教育の効果、教

育の価値と、あるいは教育をどういうふうにすればいいかというのは本当にこれ人類の永遠の未決のテー

マだとして捉えられている、状況的にはですね。もう一つは、民主主義とは何か。我々の日本国はもう本

当に高度に成長した民主主義だと世界的には言われています。民主主義というのは根本的に何かというこ

とをまず考える。こういう２つの点からして、今来間の住民が教育委員会の決定に、いわゆる廃校の議案

を上程していることについて、この２つを問うている、大きくはですね。教育とは何か、なぜ過小規模校

がだめなのか、教育的にね。それから、市長にお尋ねしたいんですけど、さっきから亀濱玲子議員がおっ

しゃっているように、住民の合意形成ということは住民の要望、こういうものが非常に民主的にですね、

手続を踏んで、大半の住民が学校を残してくれというような要請、要望しているのに対して、やはり強権

的とも言えるぐらいですね、我々の方針でやっていくんだというようなことを押しつけている感じがして

しようがないですよ。ですから、問われていることは、教育とは何か。人類の理想的な教育のあり方とは

何か。それから、本当の民主主義というのは、大きな自治体の中で小さな地域の、利害関係のある小さな

住民の民主的な要望、要求、こういうものを抑えつけていいのかどうか、こういう２つの大きな問題が問

われているんですよ。

そういう観点から教育委員長と、まず市長にですね、こういう現実的にこの問題が出てきた段階で、教

育とは何なのか。主観的でもいいですよ、それぞれの持っている。じゃ、それに基づいてどういうような

教育方針を自分としては持っているのか。あるいは、教育委員会はその話し合いの中でどういうように一

致した見解を持っているのか。非常に地域とマッチしないということはさっきからおっしゃっているんで

すけど、地域のそういうような教育に対する、あるいは百何年続いてきた学校の存続、こういうものを今

全く否定されようとしているわけですから、これ大変なことですよね。ですから、こういう方々を説得す

るような未来の教育を示す。来間島における教育のあり方を示していく、子供たちの。

それから、市長にとっては、この民主的な要望に対して、これを市長の考え方を実現するために潰して

いっていいのか。非常に非民主的な手続を今まさにとろうとしているんじゃないかと、これに尽きると思

うんですよね。

まず、その点からお伺いをして、また再質疑いたします。

◎市長（下地敏彦）

私のほうからは、民主的な取り扱いをしているのかというご質疑だというふう思ってお答えをしたいと

思いますけれども、教育委員会は、教育行政は独立しているというのが大原則でありまして、教育委員会

としては本当に子供たちの教育を受ける権利をより保障するためにどうするかという視点でこの問題を論

議をしてきたものだというふうに思います。本当に４名ほどの学校で、学年別にいくと１人ぐらいしかい

ないという中での教育と、義務教育という公教育の中でどんな形でやったらいいのかというふうなものを

考えた場合は、やはりよりよい形というものはおのずと見えてくると、そう思っております。そういう意

味で、学校規模適正化という形が出てきたというふうに思います。そういう中において、手続はきちんと

踏んでいると。そして、教育委員会としてきちんと、このほうがいいという判断で、議会に上程してほし

いというふうな形に出てきていると。ならば、それはちゃんと議会に報告をし、議会の判断を受けるとい

うのがまさに民主主義のとるルールであるというふうに思っておりまして、まさに粛々とそれをやってい
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るというところであります。

◎教育委員長（宮國 博）

新城元吉議員からのお話でございますが、教育とは何かというふうなことを踏まえた話になるんですが

ね、実は教育とは何かというのは私自身結論がありません。私自身というのか、世界中、このことについ

て結論を出している国なり地域なり人なりはなかなかいないんじゃないかなと私は思っております。そう

いう本も読んだことないですね。これだと、これが教育だという話は、定義されている形は私はね、なか

なか本の中でも話の中でも聞いてはおりませんが、しかしながら子供たちの健全な育成という意味、それ

から公民ですね、公の人、これをつくっていくというふうなものはいずれの国も同じなんです。その国柄

によって、そういう公民のあり方なりは決まってくるわけなんです。我々日本では、憲法、そして教育基

本法、そしてその教育基本法を生かすためのもろもろの関連法の中で、学校の規模適正化はこのような形

がいいですよと法律にうたわれているわけです。それを進めるために地方教育行政法というのが私どもに

課されているということなんです。ですから、そのような流れからいくと、この流れにしか我々は立てな

いと、こういう考えをしております。

民主主義とは何かというふうな話なんですが、これは私、教育委員長が答えるべき話ではないと思うん

ですが、少なくとも代議制をとっている以上ですね、日本の民主主義は代議制をとっている以上、皆さん

方の意見がね、最終的な決定になるんです。私どもの考えよりも、この議会の決定が最終的な意見になる

わけです。この辺をひとつ私どもとしては静かに見守っていくというふうなことでございます。

それから、学校の歴史を否定するというふうなお話ですが、決して私どもそういう形は考えておりませ

ん。必ず学校の形を残す、そして学校の歴史が引き継がれるような、こういう形にならないといけないわ

けですから、多くの学校規模適正化のために進められてきた学校は、小学校、中学校、高等学校いろいろ

ありますけれども、これはちゃんとこれまでの歴史とこれからの歴史と、ちゃんと連綿として続き、次の

世代に移せるような手だては講じられておりますし、当然我々もその手だては講じなければならないと、

このように考えております。

◎新城元吉議員

私がですね、先ほど大前提として教育とは何か、民主主義とは何かということをお伺いしたのはですね、

今来間の住民たちが99％そろって自分たちの意見を集約して、そしてこういう方向でいこうというような

まさに来間島における民主的な方法でですね、学校存続を求めているということ、こういう意味で民主主

義とは何なのかということを根本的に問うたわけですよね。

もう一つは、教育というのはですね、教育の多様性というのをお認めになりますよね。教育の多様性と

いうのは、教育の技術的方法論から、もう一つはですね、教育環境というのは全部、世界を例に出すまで

もなく、日本の中においても、特に島嶼、こういう島においてはですね、やはり適正規模という美しい用

語を使わなくても、それぞれ学校がなぜできたかという歴史的背景のもとに成り立っているわけですから

ね、学校がね、100年も続いていたわけですからね、そういうような状況を鑑みてね、やはり人が住めば、

そこには教育を必要とする。西部劇をごらんになるでしょう。西部劇は、新たに移民していったら、まず

最初に何をしたか。学校をつくるんですよね。学校をつくって、そこに地域を発展させるための子供たち

を育てていくと。教会と学校をまずつくるんですよ。そういうようなのはですね、全世界同じような流れ
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があるんですね、調べてみたら。だから、来間島に100年前に学校ができたというのもそういう背景をも

とにして、向こうの住民が自分たちの地域にどうしても学校が必要ということでできてきたわけです。そ

ういうようにですね、それぞれの地域の状況、特性に応じて学校というのは、形は違うにしても、その所

属している行政、その所属している国の法律のもとにちゃんと成り立ち、そして認められてきたという事

情がある。ですから、宮古島みたいなですね、非常に経済的にも貧しく、それから宮古島の中でも幾つか

の離島を抱えているところ、そこにもみんな学校が存続しているわけです。そういうようなところでの教

育のあり方、教育がどういうぐあいになされてきたか、そこで育った子供たちはどうなったか、これは非

常に歴史的に背景は物すごく大きいものがありますよ。

じゃ、現時点でも、じゃ来間島の１人、２人で、マンツーマンで教えられた子供たちの、じゃ全国的な

到達度テスト、具体的にですね、学力テスト、こういうものが大規模校と余りにも劣るのかどうか、そう

いうような検証も必要。だから、いろんな意味でですね、これから本当に学校の統廃合を行政側が地域に

対して求めていくならば、いろんな面でね、時間をかけて議論をして、そういうものを地域住民に納得す

る、納得させる。それで、その結果、やっぱり学校を残すべきだと思えば、譲歩する。どうしてもやるん

だというんであれば、地域住民と民主的に、徹底的に説明し、合意を得てからやるという手法が本当の今

の民主主義国家における政治手法、行政手法であると思うんです。

なぜ私がこういうことを申し上げているかというのは、来間の住民の中で、教育委員長もよく聞いたと

思うんですけど、まるで来間島は戦前のような扱いを受けていると。戦前の教育のような扱いを受けてい

る。自分たちが全く関知しないところで決められたことを強制的に、戦前の教育そうでしたよね。教育勅

語にあるように。そういうようにですね、権力が押しつけた教育、こういうものの反省の上に日本の教育

基本法は戦後できたわけですから、そういうようなことを基本にしてですね、やはりそれぞれの地域、そ

れから地域の特性に応じた教育の、特色ある教育のあり方というものを深めて、研究していくというぐら

いの姿勢が教育委員会にはあるべきだと思うし、それから……

◎議長（平良 隆）

質疑に入ってください。

◎新城元吉議員

それから、市長にとってはですね、その地域を発展させるようなことと並行して、やっぱり学校の統廃

合の問題を考えていくべきなんですけど、市長が全くそれぞれのね、合併対象校に来て全く顔を出さない

というのもまた非常に市民が不思議がっている理由の一つにもありますので、その点を踏まえて、その点

に答えていただきたい。

次にですね、議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例、これずっと見てみますと、

いわゆる指定管理をさせるための条例をつくっていると思うんです。これに料金が細かく示されているわ

けです。非常にこれを読んで不思議に思ったのは、市民のための市民の税金によるあらゆる体育施設であ

るにもかかわらず、料金を徴収することになっていますね、細々とね、料金を。指定管理をされた場合の

指定管理の、いわゆる指定管理によって宮古島市の行政上の節約というんですかね、そういうものが一体

どれだけ、この条例をつくることによって、そして指定管理をすることによって、今まで、この条例に示

されている施設のですね、管理維持費、こういうものが一体どのぐらいあるのか、これを指定管理された
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場合にどういう形でこれが変わっていくのか、それを大まかに示していただきたい。

以上、質疑をいたします。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、各学校ができた歴史的背景というふうなことになるんですが、きょうは資料を持ち合わせており

ませんけれども、来間幼小中のできた年代なり、それなりのことは持っておりますがね、向こうができた

という理由はですね、私も来間におりましたからね、２カ年もおりましたから、実はご案内のとおり向こ

うは離島なんです。来間にいる子供たちが小学校なり、中学校なり、小学校なりの学校に行くためには下

地に来て寝泊まりをしなければ行けないわけなんですね。だから、向こうには来間分校ができたわけなん

です。ですから、下地と来間は兄弟校であり、本校は下地の学校であったということです。その流れの中

で、小学校、中学校が独立して今日に至るわけですが、これは離島がゆえに分校であり、過小規模校であ

る状況の中でも向こうに学校を置いておかなければならないという状況がございます。しかし、今日です

ね、いよいよ来間は離島ではございません。ですから、向こうで分校なり過小規模校なりを置いておくた

めの理由は、学校の存置からいえば、理由はそんなにこゆくはありません。ですから、歴史をどうするか

という話なんですが、歴史は残るんです。受け継ぐんです。次の形で受け継がれていくんです。みんなそ

うなんです、学校というのは。Ａという学校がＢという学校に入れば、この学校からその歴史は続いてい

くと、こういうことなんです。歴史は、決して消すことはできません。この辺をぜひともご理解いただき

たいと思います。歴史を残すモニュメントなりなんなりは、これはまた別の問題であってね、歴史は消え

ないんです。多くの学校から歴史は続いていきます。よろしくお願いします。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例でございますけども、これ今の条例上で

は指定管理に持っていくことができないということで、指定管理制度を導入するための改正条例でござい

ます。ただ、今の段階で、どれだけ差額が出るかとか、そういうふうなものはこれから公募しながら、い

ろんな団体、体育協会も含めながら公募していきたいとは思っているんですけども、その中でいろいろ、

どれぐらいの差が出るのかというふうなものも精査しながら、積算しながら考えていきたいと思います。

今のところ、細かい資料というのは作成はしておりません。

（議員の声あり）

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

ちょっと今のところ詳しい資料を持っていませんので、ちょっと調べてから答弁したいと思います。

◎新城元吉議員

学校の統廃合、一般的にも、それから特に今回は来間島の中学校の廃校に関する条例を上程しているん

ですけど、要するに私が言いたいのはですね、それぞれの学校というのはそれぞれの地域の特性によって

それぞれつくられてきた。生きてきた。そして、その中で長年にわたって教育が育まれてきた。その地域、

地域によって、大都会における学校の適正規模、それから島嶼地区、中山間地区ね、北陸、東北あたりに

おける、こういうようなところによってみんな学校のあり方が違うわけ。それぞれの教育のやり方という

のは、それぞれの地域に基づいた特色ある学校をつくろうというのが教育のあり方として努力されてきて

いるわけですよね。ですから、宮古島みたいな島嶼の中で、さらに離島である地域においてもですね、伝
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統的に教育は行われてきたし、そうせざるを得ないような地理的条件、橋がかかってもそう変わりはない。

そういうようなものに鑑みて、地域住民というのはそれぞれの、これから合併対象地区の地域住民という

のも地域と教育というものは非常に表裏一体のものとして捉えてきているわけですから、ここに対してメ

スを入れようとするときにいろんな問題が出てくるわけですよ。そういうような状況というものを十分考

慮した上でこの条例案は提出されるべきだったんですけどね、非常にいわゆる……

◎議長（平良 隆）

簡潔に質疑してください。

◎新城元吉議員

結論から言えば、余りにも拙速過ぎる条例の出し方じゃないかと思うんで、十分話し合いがされていな

いということは再三指摘されているわけですからね、こういう問題を指摘しておきたいと思います。

それから、スポーツ施設に対して、体育施設に対してですね、これは市民の側からすれば、市民の税金

によってつくられ、市民のためにスポーツが享受できるような施設ですよ。それを民間に管理委託した場

合に、委託管理した場合にどういうような問題が生じるのか、非常に市民はまだまだ、条例化されていな

いんで、はかり知れないのがあると思うんです。何でここで料金が細々と設定されているのか。本当は全

部ただにすべきものじゃなかったの。だから、ただにすべきのが市民に対するサービスなんだから、行政

のですね。しかも、市民の税金でつくった施設だ、建前上は。これから細々と料金を取るということはど

ういうことなのかというのは、必ず市民は疑問に持ちます。それから、それがトータルして一体どのぐら

いの維持費かかっているかと、なぜこれを条例化して民間委託しようとしているかということを十分説明

しなければですね、この条例についての理解ができないので、その点を問うているわけですよ。

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前11時01分）

再開いたします。

（再開＝午前11時02分）

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

体育施設管理費に係る総経費は、職員の人件費を除いて１億3,150万9,000円でございます。使用料をな

ぜ取るかというふうなことという質疑でもあるかと思うんですけども、これもともと使用料は取っており

ます、現在でも。よろしいでしょうか。

◎議長（平良 隆）

ほかにありませんか。

（議員の声あり）

◎議長（平良 隆）

誰の答弁ですか。

（「指摘しておきますと言ったもんだから、あれになっ

ていない」の声あり）

◎下地博盛議員
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同じく議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例関係ですけれども、いろいろ教育委

員長の答弁をお聞きしておりますけれども、これ平成19年からこの論議が始まっているということなんで

すけれどもね、でもこれ平成19年から始まったとはいっても、それは行政内部の話であって、来間の住民

が聞いたのはここ二、三年前ですよね。ですから、十分この論議が地域でも尽くされているかというと、

僕はそうじゃないなと思っています。現在の時点では、やっぱり住民との合意の形成というのは果たされ

ていないというふうに誰もがこれはもう知っていることだと思います。そういう意味で教育委員会はです

ね、やっぱり行政、教育行政の中においてもう少し時間をかけてやるべきじゃなかったのかなというふう

に考えています。そういうことで、住民にとっては非常に唐突に思えるし、拙速に思えるというのは、こ

れは自分も同じような考えを持っております。

そこで、１点お聞きをしたいんですけれども、もう少し丁寧にですね、あと２年、３年ぐらい時間をか

けて論議をする余地はないのか。ただし、この件に関しては教育委員会だけで話をされてももう、教育委

員長おっしゃったように、堂々めぐりです。何でここまで来間の住民、来間の皆さんがかたくなに反対す

るのかというその原因をやっぱり教育委員会は考えなきゃいけないというふうに思うんですね。何でこう

なったのか。これはですね、学校という問題と、学校の統廃合という問題と地域ということを切り離して

最初からやっているから、住民が、じゃこの地域これからどうなるんでしょうかという不安を持つわけで

すよ。その中で、僕は再三、私も自分の対象校があるもんですから、そのあたりに参考にさせてもらって、

これは教育委員会だけじゃなくて、市長部局の皆さんも来て、この地域を今後どういうふうにつくってい

くのかと、学校がなくなったときにどういうふうにつくっていくのかという論議を一切やっていないんで

すね。そうでない限りはちょっと厳しいだろうなというふうに思っています。ですから、そのあたりも含

めて、今後例えば来間がどういう地域にしていくのかという明確なビジョンをつくりながらこの話を進め

ないと、これはちょっと泥沼になるんじゃないかというふうに心配をしております。

そのあたりで１つだけ伺いたいのは、あと数年、２年あるいは３年、時間をかけて、拙速に統合し、来

年から来間の中学生は下地に通ってもらうということではなくて、向こうはやっぱり橋がかかっていても

離島は離島なんです。橋を渡っていかなければならないんですね。そうすると、父母が送り迎えすること

になります。あの橋を歩いていきなさい、あるいは自転車で通いなさいというのは子供たちに言えないん

ですよ。そういう面等も含めて、もうちょっと通学の問題もですね、これは蛇足ですけれども、そういう

関係の中で地域の手当てを今後どうしていくかということも総合的に含めて考えてやっていく、それが大

事なんじゃないかというふうに思いますけれども、もう少し論議を全体的に総合的に重ねていくというこ

とでやっていただけないか。そういう面では、あと二、三年この統合問題先延ばしできないのかというこ

とを伺います。

◎教育委員長（宮國 博）

なぜこの議論がなされなかったかということですが、これ何度も申し上げるとおり、平成19年からスタ

ートするところの宮古島市総合計画の中でうたわれているにもかかわらず、実は教育委員会はこれに全然

手をつけなかったという、だから私は前皆さん方には、議員の皆さん方には、これは教育行政の瑕疵であ

ると深くおわびを申し上げた経緯がございます。ですから、この総合計画を宮古島市の将来像、そして今

日の実態であると、この宮古島市総合計画の進捗状態が今日の実態であり、総合計画が完成したのが将来
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の宮古島市の形であるとするならば、今私どもはこの学校の規模適正化の問題をどういうふうにして議会

の皆さん初めとする市民に見せることができるかとなると、何らかの形での議論を進めなきゃならないと

いうのが今の学校規模適正化の問題であり、そして当面あるところの10年計画であるわけです。その緒に

就くのが来間島の来間中学校の廃校と下地中学校への統合であると、このようにご理解をいただきたいと

思います。

それで、実はですね、下地博盛議員にお話ししますけども、この問題がこういう形になるので、統合し

たらこういうふうな手当てをし、十分地域の人たちの疑問なり不安なりには応えますよという話をしよう

ということで教育部長初め職員を、対策班も含めて、出向くんですけれども、話をするんですけども、い

や、あんたなんかの説明は統合がありきなんだと、このような、通学も含めてですね、子供たちの条件整

備も含めて話をすると、これは統合ありきなんじゃないかと、統合も決まっていないのに何でそんな説明

をするかというふうな話になるもんだから、わかりましたということでそれは引っ込めてあるんですが、

実はそこは紙にして、きちっと紙にして、事務方のほうにあります。だから、これがあれば、この決着が、

結論が出れば、早速この紙が作業の工程になると、こういうことになるわけです。だから、何もしないわ

けじゃない。やろうとするけども、結局またもとに戻って、絶対反対というふうな形になるもんだから、

大変苦しみながら、今その総合計画を進めていこうというふうにして議会のほうにご相談を申し上げてい

るところでございます。

◎下地博盛議員

今の教育委員長の答弁を聞いていますとですね、既にこの条例上程されているわけです。そうすると、

今来間の住民の思いですとですね、例えばここにリンゴが１つあると。誰が食べるかという論議をすると。

教育委員会のほうは先に食べてしまって、食べた後で、誰が食べようかという話を決めましょうというよ

うな話をすると、そういう感じなんですね。ですから、こういうことは食べてしまった後で、あるいは議

案として上程する前に、こういう２年、３年話し合ったわけですから、この中で総合的にやるべきだった

んですよ。それを何度も私は繰り返してきたんですが、一向に取り上げてもらえない。そういうことで、

教育委員会だけが学校の問題として、地域とは切り離した形でやっていると、そうすることで非常に住民

の中で不安が出てくる。ですから、これは学校の問題、地域がなくて学校があるわけじゃないですから、

これは緊密に関係しているわけですよ、地域と学校というのは。そういう面で、教育委員会だけがそうい

う役割を学校の問題だけに限ってやってきたということがこれ非常に今の状況を招いているんだろうとい

うふうに思いますけれども、今後やっぱりあと数年かけて総合的に、市長部局で、市長を先頭にして、こ

の来間を今後どうやってつくっていくのかということも一緒に同時並行で進めなければならないだろうと

いうふうに思っています。そういう意味では、今後そのあたりのことも含めて市長部局はどうお考えなの

か、市長にもお話を伺えたらと思います。お願いいたします。

◎市長（下地敏彦）

結局要約して言えば、学校の規模適正化と地域の振興の整合性をどう図るかというお話だと思います。

学校がよりよい環境をつくるかという中身については、教育委員会にお願いしてやっていただいていると、

地域の活性化は、私の所管する部門としてしっかりとやっているというふうに理解をしていただきたいと

思います。現に来間に関して言えばですね、いろんな農業の基盤整備も行いました。生活の基盤整備も行
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っております。そういうふうな形で地域がよりよい、住みよい環境をつくるというのは、全体、来間全体

をどうするかというのの中で着実にやっているというふうに思っております。したがって、その中の一つ

として教育環境をどうするかという論議をしているわけですから、よりよい環境にするために、ここがな

かなかかみ合わない部分なんだなといつも思っているわけですね。よりよい環境をつくろうというのに、

地域が廃れるという論理になぜなるのかと。では、子供たちのいい環境を、そのまま、よりよい環境を整

えなくて、そのままでいいというのかと。ここがやっぱり非常に難しい問題で、地域に住んでいる人々に

とってみれば学校という存在が非常に重い存在であるというのはよく理解できますけれども、では今いる

子供たちをよりよい環境やるためにはどっちがいいですかという問いを素直にやっぱりお互いに論議すべ

きであろうと思います。

◎下地博盛議員

確かに一部は学校教育、学校の問題と地域の問題は別かもしれません。しかし、学校と、それから地域

というのは緊密に絡みついているわけですから、その辺はやっぱり取り違えてほしくないというふうに思

います。教育委員長が１人、２人の子供たちを見ると大変耐えがたいというお話しされましたけれども、

これは教育委員会側の僕は主観だと思います。本人たちはそう思っていないし、地域もそう思っていない

かもしれない。ですから、主観で、こうすべきだという判断は僕はすべきじゃないというふうに思います

し、実際に子供たちが来て、教育委員長にですね、私の目を見てくださいということで話をしている場面

を我々も見ているわけです。そういう中においては、私たちは教育委員でいろいろ情報を持っているから、

皆さんがそう訴えても、客観的に見れば、あなたたちより私たちのほうが正しいんですよというのが論理

でしょうけれども、やっぱりそれは主観だと僕は思うんです。そういう面では大変残念です。ですから、

何とかあと数年、地域の住民と、この来間という島をどうするか。橋がかかっているから、離島じゃない

という言い方は、ちょっとこれは偏りだと思います。偏り過ぎだと思います。台風が来れば孤立するんで

す。そういうような状況の中にある島ですから、このあたりはやっぱり離島は離島として、利便性は確か

に図られていますけれども、離島であることには間違いないという思いは僕はいたします。ですから、や

っぱりこれまで市長がこの問題の中に入ってきて、一緒に、教育委員会と一緒に説明会を受ければ、いろ

んな要望が来間から出ただろうと思います。その要望を丁寧に広いながら論議をしていけば、ここまでこ

じれなかっただろうというふうに思っています。そういう面で大変残念ですし、何とかあと数年、このあ

たりも含めて、これからの来間島を市全体としてどう考えていくのか、どう形づくっていくのかという将

来的な展望を話し合いながらやれればいいのじゃないかというふうに思っています。ぜひこのあたりを市

長にはもう一度お考えをいただきたいなと思いますし、教育委員会も拙速にすぐ来年からやるというよう

なことではなしに、そのあたりは猶予を置いてですね、もうちょっと総合的に考えて、じっくりとやって

いただきたいと希望いたしまして、終わります。

◎議長（平良 隆）

ほかにございませんか。

◎上里 樹議員

ただいま議論になっております議案第83号の来間中学校の廃校の問題ですけども、この間の議論の中で、

いわゆる教育委員長は議論を、話し合いをしたいと現地に足を運んでも話がかみ合わないと、何度でも足



- 37 -

を運ぶと言ったけども、これ以上やっても平行線だと、そういう判断のもとで、結局もう話を打ち切った

わけですよね、教育委員会が一方的に。いわゆる１年前の話し合いは、宮古島市学校規模適正化検討委員

会が答申をしたことに基づいて、答申にない小学校の統廃合を教育委員会が独自に盛り込んで、適正規模

ということで出してきました。だから、そういう決定をして地域説明会を始めたもんですから、決定を撤

回してから話し合いをするなら進めてほしいと、それが上がった反発だったと思うんですよ。全地域的に

上がった大きな反発でした。まず、話し合いをするなら白紙撤回をというのは、そのときから始まってま

す。どの地域でも反対が多かったです。それを踏まえて再度検討した、持ち帰って。地域の住民の意向に

配慮して、来間の住民に配慮したという説明をなさっていますけども、それに配慮して小学校は中学校の

廃校後、様子を見ながら進めると、これは他の地域にも言えることなんですけども、そういう判断に至っ

たということなんですけども、ここで、それもやっぱり白紙撤回を求めた住民の声に応えていないやり方

ですよね。決定をして、廃校後の条件整備について説明をすると。これでは話し合いにならないのは最初

からわかっているじゃないですか。そこら辺のところをどうお考えになっているのか。まずは、私は一般

質問でも繰り返し申し上げてきました。統廃合ありきではなくて、住民との十分な話し合いを進めるため

にも、本当に丁寧な、統廃合を進めるためにも、まずは教育委員会の決定を撤回すべきと、そうでないと

話し合いは始まらないと。私は、そういう中で議論が始まっていれば、もっと中身の濃い、教育委員会の

考えよりももっとよい方向が出てきたかもしれないと残念に思います。この２年間一体何だったのか。で

すから、その撤回をしなかった理由、お聞かせください。

それから次に、適正化、適正化と教育委員長も市長もおっしゃいます。適正規模。法律で決まっている。

けれども、新城元吉議員が質疑なさったように、教育のあり方、適正のあり方というのは世界中で結論が

出ていないと。教育委員長もお認めになりました。私自身も考えはないと。けれども、法律でもって適正

規模なるものがあるということをおっしゃいますけども、その適正規模というのは、望ましい教育、子供

のためにこの規模がいいという確固たる根拠があって適正規模がうたわれている法律なのか。その法律は、

私の認識では、国が補助金を出すための国庫負担の対象にする、教育の観点とはずれた適正規模の方針だ

と思います。ですから、法律で決まっているから、そうするんだというんですけども、学校には自治権と

いうのがあるんですよ。皆さんの教育委員会が決める。適正規模というのは皆さんが決めるんですよね。

それを決める際に、今、だから住民を巻き込んで、適正規模はいかにあるべきかという議論が始まったば

かり。それで、白紙撤回を求めた全地域での中に小規模校、過小規模校の話がどんどん出てきました。過

小規模校を解消しない限り、望ましい教育環境は整備できない。とんでもない話ですよね。その根拠を説

明会の中で示せましたか。切磋琢磨がないだの、まるで学力が劣るみたいな話が出たり、まるで社会の適

応能力がないだの。今現在来間で、過小規模校という宮古で、そういう大問題になっている問題があるの

かどうか、お聞かせください。

それから、要するに適正化というものは誰も根拠がないということです、私が言いたいことは。それで、

もう一つ、住民の合意がないという大問題ですよ。これは、手続上も、学校の教育の中でも学級会を開い

て、物事は多数決で決めるというその民主主義の議論、それには多数決で最終的には決めますけど、その

過程を重視するのが民主主義ですよね。話し合いが十分なったかどうかなんですよ。さあ、議案を上程し

て、はい、判断はあなたたちの責任だ。議論なし。いかほど私は議員で共通認識が得られているかどうか
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も今の状況では疑問です。ましてや議会に責任があると市長も教育委員長もおっしゃいますけども、誰が

学校統廃合を、来間中学校を廃校にするといって公約を掲げて議員になった議員がいますかね。私は、そ

ういうものはきちんと住民との話し合いを十分踏まえた上で、議論を尽くしたと堂々と胸を張って、これ

だけ私たちは頑張りましたと言えるくらいの、それこそ何百回足を運んだけども、住民の話し合いが平行

線だったと。何十回運んだんですか、これまで。ですから、たった３回の説明会、こんな中で結論を一方

的に教育委員会が決定して、議会に上程を市長にお願いして、市長は十分に民主的手続を踏まえて上程を

したとご答弁なさっていますけども、これが本当に法令遵守の民主的な手続に基づくものだったのかどう

か、甚だ疑問です。市長は、十分な住民の合意がとれて、それが上程されたとお考えでしょうか、お聞き

します。

それから、地域の振興という点で、教育の振興と地域の振興とは別問題だとおっしゃいますけども、私

はさきの議会の６月議会の一般質問の中で大分県の日田市と豊後高田市、その事例をお話ししました。適

正規模にはならない統廃合を何十回、何百回足を運んでやっているんですよ、何十年もかけて。それでも

適正規模になり得ていない、いわゆる法律に基づく、補助金対象と、国庫負担法に基づくね。じゃ、なぜ

そういうことを時間をかけてやるか。昭和48年の文科省の通達ですよね。それを大事にしているからです

よ。まるで同和問題がある地域だけの問題かのようにおっしゃいますけども……

◎議長（平良 隆）

質疑をね、簡潔にしてください。

◎上里 樹議員

そういう地域との問題、そうは私は理解していません。これは全国共通の今でも生きている通達の中身

ですから、それが、その認識が本当に宮古は別問題だと、そういう認識なのか。これは、過小規模校を適

正規模にといって幾らやろうとしても、そこで無理やり統廃合を進めれば問題が起きるから、十分な議論

を重ねなさいと国がわざわざ全自治体に通達を出しているわけですよ。私はそう理解しますけども、そう

いう認識かどうか……

（議員の声あり）

◎上里 樹議員

質疑ですよ。それをお伺いします。

◎議長（平良 隆）

質疑は簡潔にしてください。簡潔に。

◎上里 樹議員

簡潔って。何をしているかわからないって、わかるじゃないですか。

それとですね、要するに住民合意がとれていないと私は思いますけども、そういう一方的なやり方が本

当に民主的な手続にのっとったやり方だと言えるのかどうか、お伺いします。

それから、平成24年度の決算ですけども……

◎議長（平良 隆）

決算はね……

◎上里 樹議員
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ごめんなさい。失礼しました。

じゃ、以上、お伺いします。

（議員の声あり）

◎上里 樹議員

何がやる必要ないんですか。質疑に答えてくださいよ。

◎教育委員長（宮國 博）

どこからどこまで答えればいいのかがさっぱり私、集約というのか、整理できておりませんが、まず小

学校を取り入れたことがこの学校規模適正化をおくらせているんではないかというふうなご指摘かなと思

っておりますがね、批判を受けているんじゃないかと、市民から、の話なんですが、それではなぜね、あ

の総合計画の中に学校規模適正化という文言があったかというと、あれはいわゆる我々が言うところの過

小規模校が余りにも宮古には多いと、数が多いと。だから、こういう形を整理をしようじゃないかという

のがあの学校規模適正化の問題だったですね。前から議会でも答弁しております、21校のうちの７校ぐら

いが複式学級の、いわゆる過小規模校の状態にあるから、これがあるから、あの学校規模適正化という問

題が起き上がってきたわけであるけれども、これも教育委員会の失態といえば失態になりますね、強いて

言えば。学校規模適正化の検討委員会を立ち上げるときにこの問題を十分に提起し切れなかったという我

々の弱さがあることは認めます。ですから、そこを出して、市民に投げて、浮き彫りにしたと、問題を浮

き彫りにしたという意味では、私どもの一歩踏み込んだ、私どものいわゆる意思は十分に市民には理解で

きると、できているものと思っています。したがって、白紙撤回せいということですが、これは白紙撤回

にはなりません。

２年間は何だったかというふうなことなんですが、ようやく我々は今、議会に上程するに至るまで２年

間努力をしてきました。ですから、何もやっていないということではございません。

学校規模適正化の根拠につきましては、学校設置法、それから教員の配置法等々でうたわれておるわけ

ですから、これについてどのような解釈をなさるかについては議員個々のご判断になると思うんですが、

これがいわゆる学校規模適正化の根拠になるわけです。これがだめだよと、これ違うんじゃないかという

のは、私どもに言うんじゃなくて、国会のほうとの議論になると思いますので、その辺はひとつよろしく

お願いしたいと思います。

◎上里 樹議員

私の質疑に十分に答えていませんけども、いわゆる私が言っているのは過小規模校が教育上、環境上好

ましくないと国が言っているんですか。それがよしと認められる場合は、過小規模校、複式学級でも置い

てよい場合があると言っているでしょう。だから、今過小規模校でどんな問題が起きているのか言ってく

ださいと言ったわけですよ、私はさっき。だから、教育環境の整備とは何ぞやという場合に、学校規模適

正化って、適正規模というのは何の根拠もないと。国の補助金を出す対象の適正規模であって、それはく

るくる、くるくる法律で変わっていくもんですよ。だから、教育環境というのは大事な地域づくりともか

かわりのある大事な問題なんだから、十分な話し合いをやれと。それを何百回足を運んでも結果的には同

じ平行線だとなぜ断定なさるんですか。どんな問題が起きているのか、お答えください。

◎教育委員長（宮國 博）
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なぜ過小規模校が適正規模の学校にしなければならないかというとですね、過小規模校というのは、い

わゆる複式学級でいいですよと、複式学級というのはいわゆる異学年が１つのクラスとなる形ですね。こ

ういうふうな状態をつくっていいですよというのはですね、特段の理由があるときにですよ、そう言って

いるんです。だから、じゃ特段の理由があるのかと、この間隔で置いて、宮古島において複式学級を持た

なければならない特段の理由が教育委員会には見つからないということです。だから、私どもはまとめて

ね、できるだけ学校規模適正化の方向に持っていきたいけれども、それが現状においてはなかなかつくれ

ないが、少なくとも、少なくともですね、何度も申し上げておりますけれども、１つの学級に異学年の生

徒がいるような状態は解消したいと。教育課程が１つのクラスで展開できるように。２つの教育課程が生

まれるんですよ。１年生の教育課程と２年生の教育課程が同じ時間に行われるんです、時間差はあります

けれども。具体的には教育部長でもって答えさせますけれどもね。本当にそのような状態がいいのかどう

か、これはもう考え方にしかなりませんけども、それがいいといえばいいんですよ。いいという人は。し

かし、いや、それは違うでしょうという人がまたあります。だから、どっちの人をいいかというと、我々

は、教育委員会としては、１つのクラスにおいては１つの同じ年の子供たちが１つの教育課程で授業を受

けるのがよりいいと私どもは判断しているから、今のような作業を進めていると、こういうことです。

◎上里 樹議員

いわゆる住民は撤回を求めて話し合いをやれというのが最初からの要求です。現在もそうです。だから、

そういうね、丁寧な議論をやる構えが、自分たちの考えを理解してもらいたいというお考えがあるんでし

たら、むしろそういう謙虚な立場で、一旦白紙に戻して議論を進めるほうがよりよい方向に向かったんじ

ゃないかというのが私の意見なんですよ。だから、それをあえて説明会をやっている中で平行線だといっ

て逃げ帰るようなことを２度もやる。学校教育上もよくないですよね。だから、子供の教育現場で、学校

教育現場で、同じ時間帯に２つの教科を教えているというようなことをおっしゃいますけども、必ずしも

そうなっていないですよ。説明会場でも校長先生がおっしゃっていましたよね。また、私たちが視察して

きた大分の地域では、大分県は単式、中学生１人でもおれば単式ですよ。あなたたちの誠意が、だからな

いんですよ、実際には。だから、そういう中で、望ましい教育環境、教育環境ということをおっしゃいま

すけども、あなた方がおっしゃる望ましい教育環境という根拠は何も今まで説明会場で示されていません。

それを一方的に打ち切って、文科省の通達にももとる、住民の合意もとらない。74世帯中ね、72世帯が集

まっているんですよね。そんな中で、寝たきりとか介護している、事実上100％の住民の反対の署名が議

会にも上がっていますし、教育委員会にも上がりましたし、市長にも届けられました。

市長と教育委員長に問います。十分な民主的な手続をとってそれが提案された、上程に値する議案だと

言えるのかどうか。

◎教育委員長（宮國 博）

民主的な手続をとって市長にこの議案を依頼したのかどうかということになると、私としては地域の住

民の反対という声は承知をしつつも、教育委員会で十分に検討して、教育委員会の総意をもって私は市長

に上程を依頼したと、こういうことでございますから、手続上、民主的な手続上、瑕疵はないと思ってお

ります。ですから、そのような形で白紙撤回したほうがいいんじゃないかという立場にはもう現在立って

おりません。
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◎市長（下地敏彦）

今教育委員長が話したとおり、教育行政の最高責任者として意思決定をし、これが宮古島市のためには

望ましいという形で提案がございました。したがって、これは何ら私が拒む理由は何もないということで

上程をしているというところです。

◎長崎富夫議員

何点かご質疑させていただきます。

まず、議案第73号の一般会計補正予算の中で25ページ、社会福祉総務費についての節の15、工事請負費

について、その内容を示していただきたいと思います。

あと、27ページの児童福祉総務費の中の節で19節負担金、補助及び交付金、この中身についてもお聞か

せをください。

委員会で関連する部分は、委員会で質疑させていただきたいんですが、ただ１点だけ、35ページの畜産

業費の中で19節の負担金、補助及び交付金、この中身についてもお聞かせいただきたいと思っております。

次に、議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例についてでありますが、この条例

で第３条で、施設は宮古島市教育委員会が管理すると定めております。これ法令審査会で十分論議されて

いると思うんですが、その中で17ページの21条で、市長は、必要があると認めるときは、法人その他の団

体を地方自治法云々ありますが、市長が必要と認める場合は、３条に関係なく、行うような条文になって

おりますが、これでいいでしょうかということですね。市長が必要があると認めるときは、第３条の規定

にかかわらずということになるのかなと思っているんですが、これから見ると、市長が必要と認める場合

は３条は関係ないよというような感じがいたしますが、この件についてご説明をお願いしたいと思ってお

ります。

先ほどから論議されている学校統合、来間中学校の問題なんですが、少しばかり触れてみたいと思って

おります。教育委員長が先ほどから学校規模適正化は総合計画の中でうたっていると盛んにおっしゃって

いるんですが、総合計画ではあくまでも適正規模なんですね。複式学級の解消とは一つもうたっておりま

せん。その中で、文科省が進める学校規模適正化をすると、果たして宮古で小学校何校、中学校何校必要

になるのかなという思いがいたします。それについてお示しいただければお答えいただきたいと思ってお

ります。

議員の中でも確かに担当地区というんですか、地区によってかなりの温度差があるのが26名の議員でも、

いろいろ雑談や話の中でうかがえるんですが、例えばその総合計画にある学校規模適正化、これを進めた

場合には宮古全体の多分相当な議論が必要、巻き起こるかなと私は思っているんですが、将来的にこうい

う要するに学校規模適正化を進めていかれるのかどうかですね、これは来間とは関係ないかもしれないけ

ど、お答えできればありがたいと思っています。来間中と下地中がいわゆる統合しても小規模校に変わり

ないですね。小規模校に変わりないです。学校規模適正化には多分入らないはずです。の中にはですね、

基準には。そうなってくると、将来的な展望としてね、どういうふうなお考えか、ちょっとお聞かせくだ

さい。

◎教育委員長（宮國 博）

学校規模適正化についてはですね、方針が示されましたね。実はあの方針があれ10年スパンになってい
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ますね。ですから、将来像として宮古島で我々が学校の規模適正化と考えているのは、北部、Ａ校区をど

ういう形で整理するのかなというのが大きな課題なんですが、城辺に１校区、それから北部に１校区つく

れる場合にどうなるかというのはまだこれ大きな課題ではございますね。伊良部に中学校区を１校区、こ

ういうふうな大きな流れを、でもこれは10年間のスパンですから、現状を踏まえて、そして現状から将来

の人口の動態、これは適正班のほうでしっかり押さえてありますから、それを踏まえていくと、少なくと

も10年間ではこういう形になるのかなと。その後また社会の情勢の変化に応じては、さらにまた適正化が

進むというふうなこともまだあり得るわけですが、これはもうはるか遠くのことでございますので、言及

はしませんが、少なくとも私どもが責任を持って皆さん方に申し上げることができるのはあの10年の総合

計画であるというふうにご理解いただきたいと思います。

それに付随して、来間が下地に入ったら、それでも小規模校ですよというふうなお話なんですが、先ほ

どから申し上げておりますとおり、小規模校ではあるんですが、１クラスの状態とか、１学年１人の状態

とかいう、あるいは欠学年の状態がありますね、学校が。そういう状態を解消するためには下地に移ると

いうのがいいんではなかろうかというのが私どもの考えですよというふうな、先ほどから申し上げている

ところなんです。ですから、将来像はどうなるかということについては、少なくとも10年スパンの間であ

の学校規模適正化計画の中にある形をご認識いただきたいと思います。それ以上の期間は、私には申し上

げることはできません。

◎福祉部長（渡真利健次）

補正予算の25ページの工事請負費の件なんですが、これは小規模多機能型施設にですね、スプリンクラ

ーを設置するという工事請負費になっております。これまでスプリンクラーの設置については、消防法で

定められた基準だけにしていたんですが、本土のほうでそういった介護施設等の火災事故が起きたという

ことで、そういった小規模施設についても県のほうがですね、補助金を交付して設置するという事業であ

ります。

次に、27ページの負担金、補助及び交付金の保育士等処遇改善事業なんですが、これは今年度国のほう

から待機児童の解消事業の一環としまして、法人保育所の職員等の給与改善を図るためということで交付

されますので、それを活用した事業費として予算要求してあります。

◎農林水産部長（村吉順栄）

議案第73号、平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）、35ページ、４目畜産業費の負担金、補

助及び交付金についてでございます。この補助金は、宮古第３地区担い手育成総合整備事業において草地

を整備しました担い手農業者を中心とする生産組合に助成する草地管理一式の助成事業でございます。ト

ラクター、フロントローダー、ラッピングマシン、ブロードキャスター、マニアスプレッダーなどの一式

を助成する事業でございます。県補助金で６分の５でございます。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例でございます。この中で第３条は第21条

に関係なく、市長が必要であると認めるときはという条文は第３条は関係ないというふうなことですかと

いうふうなご質疑だと思います。市の方針として、行財政改革の中でも指定管理導入ができる公共施設に

ついては積極的に指定管理者制度を導入するというふうな方針を打ち出しておりますんで、これは体育施
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設に関しては宮古島市教育委員会が管理をしているんですけども、指定管理導入については市長部局と十

分な協議をしながら進めていきたいというふうに思います。

◎長崎富夫議員

議案第84号について今ご答弁あったんですが、それじゃ第３条の規定にかかわらずという文言は別に必

要ないということですね。わかりました。

学校、来間中のですね、統合問題については、本当に先ほどから何名の議員がおっしゃっているように、

十分に住民の合意をとっていただきたいという要望と、今いろいろネットで千葉県の市川市にも自治労出

身の議員がおりましてですね、この方の統合問題に関する資料もいただきました。市川市、こんな大きな

市川市でも、過疎地について７年かけて合意したそうです。７年かけて。学校統合問題に関してはですね。

ですから、十分に時間かけて住民の合意を得るような丁寧な行政をしていただきたいなと要望しまして、

終わります。よろしくお願いいたします。

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前11時54分）

再開します。

（再開＝午前11時54分）

午前の会議はこれで休憩し、午後の会議は１時半から再開します。

休憩します。

（休憩＝午前11時55分）

再開いたします。

（再開＝午後１時30分）

午前に引き続き日程第１、議案第73号から日程第23、諮問第５号までの質疑を行います。

質疑の発言を許します。

◎前里光恵議員

最初に、議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例についてご質疑いたします。

宮國博教育委員長は、これまで私の一般質問で、地域住民やＰＴＡ、あるいは親御さんの頭越しのです

ね、統廃合は進めない、何度でも足を運んで合意形成を図ると答弁をしてきているところでありますけれ

ども、今回のですね、議案第83号については、この提案に対してどのようにお考えか、お伺いいたします。

それから次に、議案第73号、平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）、ページ数で42ページ、

８款の土木費、道路維持費の中にですね、真栄城徳松氏の銅像建立補助金163万3,000円が予算計上されて

おります。これについてですけども、この補助金を出す根拠と意義について、まず１点目にお伺いいたし

たいと思います。

２点目に、この補助金はどのような団体に補助するのか、お伺いをいたします。

３点目に、この建設場所については当局は伺っているのかどうか。

４点目に、この予算が道路維持費となっていますけども、これはどういう関係で道路維持費としての予

算計上になっているのか、これについてご説明お願いしたいと思います。
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◎教育委員長（宮國 博）

本議会に我々から提案していただくように依頼した来間中学校の下地中学校への統合案についてはです

ね、やはり多くの皆さんから指摘もありますように、賛否はありますが、賛の答えが具体的に私どもは賛

成ですよと署名なりなんなりで出てこない部分はございますけれども、しかしながら午前中もお答えとい

うか、お話し申し上げたとおり、いわゆる声なき声にね、耳を傾けるというのは我々の仕事でもあるんで

す。そういう中での我々の結論でございました。ですから、反対するという人たちの声はあるという認識

は持っておりますよと、こういうことでございます。その立場に立っての今回の上程依頼でございます。

この学校規模適正化の計画は進めていきたいと、このように考えているところです。

◎建設部長（下地康教）

一般会計補正予算の42ページのほうでございますが、道路維持費の中に負担金、補助金及び交付金とし

まして真栄城徳松氏銅像建立補助金というのを163万3,000円計上してございます。まず、この経緯でござ

いますが、真栄城徳松氏銅像建立期成会というのがありまして、その会よりことしの５月13日に要請を受

けております。その内容としましては、池間大橋建設に貢献し、大橋開通20周年を超えた現在、真栄城徳

松氏の業績を後世に伝えることを目的として予算を、補助金をいただきたいという旨の要請文を受けてご

ざいます。

建設場所は、池間大橋を平良狩俣側から渡りまして池間島側の橋のたもと、市有地でございますが、そ

ちらに建設を予定してございます。

（「指摘していいですか。答弁漏れがありますけど」の

声あり）

◎議長（平良 隆）

指摘してください。

（「道路維持費としての中に入っているんですけど、こ

れはどういう意味ですか」の声あり）

◎建設部長（下地康教）

答弁漏れがございました。

なぜ道路維持費のほうでやっているかというご質疑だと思いますけれども、一般的にこの項目の中で補

助金、負担金の項目がございますので、そこの中でやっているということでございます。

◎前里光恵議員

趣旨、意義は伺いました。大変実績のあるすばらしい元市長でございますので、大いに賛成していきた

いと思っております。

今部長の答弁で池間側のシユウチという答弁です。これ私なのか、市という意味なのか、どちらでしょ

う。後でお答えいただきたいと思います。

それから、教育委員長にお伺いしたいんですけどね、なぜこういう今問題、混乱が起きているかという

ことですけどね、実はこれまでの教育委員会の説明というのは、この案はあくまでも方針ですよと、こう

いう説明をずっとされてきているんですよね。その中で地域住民の合意もない、合意形成もない中で、い

きなり議案提案と、こういうむしろ教育委員会の姿勢そのものに対する不満じゃないのかなという思いが
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してならないんですね。その反対する父兄の皆さんとマンツーマンというかな、じっくり話をする機会が

ありますけれども、どんどん子供たちが減っていく中で、自分たちもいつまでも存続を希望と、廃校反対

ということじゃないですよと。子供がこれ主人公ですからね、児童生徒が続かないと、これはどんなに反

対したって、地域が反対したって、これは最終的には統廃合になるのは当然だということですけども、た

だ今は残してほしいと、しばらくね。それはなぜか。地域住民、我々も努力をして、何とか残すように。

学校を中心としたイベントも文化事業も多い。伝統文化も多い。運動会にしても地域住民こぞって、一つ

の地域の祭りみたいな感じで盛り上がっていると、こういう考えを訴えているわけですよ。ですから、む

しろ教育委員会のほうが地域住民の声をですね、理解しようとしていないんじゃないのかなと。あくまで

も、どこまでも、何年でも反対ですよと、こういう意見を持っている方は私はほとんどいないと思うんで

すよ。もう少し丁寧な説明と、先ほども午前中も議員の質疑の中にもありましたけども、後利用、それに

ついてもしっかりとですね、当局が示していくと、このことが大事じゃないのかなと。教育委員長は、宮

古島市総合計画の中で平成19年度からうたわれて、これスタートしているということでありますけども、

これ地域住民がわかったのは２年ぐらいだと思うんですよ。であるならば、やはりもう少し時間かけて、

そういう計画があるならば、後利用も含めた地域をですね、それぞれの地域をどういうふうに、じゃ計画

をしていくのかと、総合計画のようなそういうものまでもうたっているのかと思うんですね。それについ

ては、教育委員長ご存じですか。

申し上げたいのは、私の一般質問でもお答えをしていますように、頭越しの強行はしないという答弁を

丁寧にされていますよ。しかし、いきなり提案ということでは、やはりこれは議会での答弁というのは大

変重いですよ、教育委員長。これは、ぜひ考えていただきたいと思います。議会では、頭越しの強行は拙

速にはやりませんよと、何度でも足を運んでやりますよと、こういう答弁をされていながら、今回のよう

に出して、これは出すか出さんかは市長が判断する、市長が提案すれば議会が判断すると。最終的にはも

う議会の責任になすりつけているようなね、こういう思いさえしてならないんですよ。率直な気持ちです

けども。再度ですね、やはりこの問題はじっくり考えて、今回は市長に申し上げて、取り下げて、見直し

をすると、こういう考えにはなりませんか。お伺いします。

◎教育委員長（宮國 博）

私どもの取り組み、いわゆる推進、学校規模適正化に向けての取り組みの推進の仕方について、丁寧で

ないというふうなことがありますが、評価の分かれるところなんですけれども、それを踏まえて、いきな

り提案ではないかというふうなお話ですが、実はこれいきなりの提案ではございません。計画の中で、来

年度の４月１日をもって来間中を下地中に統合するということについてはですね、これは総合計画、学校

規模適正化方針の中で、議会の中でも何度も私どもは質問を受けておりますしね、ですから要するに来年

の４月１日をもって来間中が下地中に統合されますよというふうなことについては突然本議会で出てきた

わけではございません。ですから、いきなりの提案というふうなことにはなりません。それから、いきな

り提案して、議会のほうに全部責任を押しつけているんじゃないかというふうなことなんですが、条例の

改正になるわけだから、私ども教育委員会のほうでそれが議論されるものじゃないわけですね。こういう

ふうな考えを持っておりますので、いかがなものかというふうなものを議会のほうに判断を委ねるという

ことであって、私どもが責任回避のためにこの条例案を出したというようなことはございません。私ども



- 46 -

は、教育行政に関してはしっかりと責任を持ってやっていきたいと思っております。

◎建設部長（下地康教）

真栄城徳松氏の銅像建立の位置は、個人有地か、また市有地かというご質疑だったと思いますけれども、

建立場所は池間側の橋のたもとの宮古島市の市有地でございます。

◎前里光恵議員

教育行政についてですけども、今回の条例改正、今でも小中学校合わせても数少ない来間小中学校で中

学校を先に廃校にしていくと。これもですね、やはり本当にですね、小中学校も含めてやるというんであ

れば、私はもっと議論して、時間かけて、小中同時にやると、むしろそのほうがスマートじゃないかなと、

こういう思いがしてなりません。ぜひ宮古島市のですね、教育行政に禍根を残すような、こういう紛争ま

で生じたようなですね、統廃合というのはやはりいかがなものかなと思いますので、やめていただきたい

なと、こう希望して、終わります。

◎議長（平良 隆）

ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これで日程第１、議案第73号から日程第23、諮問第５号までの質疑を終わります。

次に、日程第24、認定第１号から日程第31、認定第８号までの８件について質疑の発言を許します。

◎長崎富夫議員

認定第１号につきましてご質疑いたします。

同じく歳入決算の事項別明細書の中で29ページ、財産収入、未済額149万7,829円のこれ土地建物貸付収

入の未済額になっていますが、その内訳をご説明いただきたいと思います。

33ページ、諸収入の雑入につきまして、これは不納欠損額が339万394円出ております。これ滞納繰り越

し分が全て、330万円余りになりますが、その不納欠損についてのご説明もお願いいたします。

もう一点、37ページ、これも諸収入の中の雑入、助成金でありますが、滞納繰り越し分の未済額が520万

円出ております。特にこれにつきましては滞納繰り越し分の中で調定額が520万円、平成24年度の収入は

一銭もありません。そのままそれが収入未済額に出ておりますが、この件については改善が一つもされて

いないということでありますので、このご説明もお願いいたします。

以上３点お願いします。

◎農林水産部長（村吉順栄）

認定第１号、一般会計決算の37ページ、諸収入、雑入、助成金のうちの２節滞納繰り越し分520万円と

いうのがございます。これは、海業センターの運営助成金でございます。池間漁協と宮古島漁協の滞納分

でございます。

◎議長（平良 隆）

答弁の準備がされている方からどうぞ。

◎福祉部長（渡真利健次）

ただいま長崎議員から一般会計決算書の事項別明細書で33ページ、滞納繰り越し分の不納欠損額339万
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円余についてのご質疑がありましたので、答弁したいと思います。

この339万円余については、生活保護費に係る不納欠損となっております。といいますのは、要するに

資産があったり、あるいはそういった収入等の申告とか、そういった関係で返還命令が出されていたんで

すが、途中でお亡くなりになったとか、あるいは住所を移転したとかいう方々で、もうこれは回収不能と

いう形のものについての一部不納欠損処理をしてあります。

◎総務部長（安谷屋政秀）

29ページの財産運用収入の財産貸付収入の収入未済額が149万7,829円、これはですね、貸地料の滞納繰

り越し分ということで９件の収入未済額となっております。

◎長崎富夫議員

37ページの助成金関係で、これ海業センターにかかわるいわゆる漁協の未収金ということだと思ってい

るんですが、平成24年度一円も入っていないという原因はこれ何ですか。

◎農林水産部長（村吉順栄）

海業センターのほうは、宮古島市、多良間村、宮古島漁協、伊良部漁協、池間漁協の負担割合で運営し

ております。池間漁協、宮古島漁協とも非常に財政が厳しいということで、請求はしているんですけど、

過年度分が入っていないということであります。

◎長崎富夫議員

これは大変な問題だと思っています。一つの大きい漁協、団体がですね、こういう未収、未済額が出る

ということ自体あり得ない話で、話は違うんですが、例えば先ほどコーラル・ベジタブル株式会社とかで

すね、こういうものに関して補助金も出している中で、例えばそういう漁協がですね、コーラル・ベジタ

ブル株式会社、話は別と思うんですが、こういう状態になってきた場合にまた市民の税金を使うのかとい

う、こういうこともあり得る話かなと思ってですね、大変危惧しております。この改善に向けて、いつま

でに未済金をなくしていくかということについてお答えいただきたいと思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

３漁協については、今漁協統合に向けてもう進めておりますので、その中で、できるだけ早目にですね、

滞納の分については清算していただくよう、今後とも要望してまいりたいと思っております。

◎議長（平良 隆）

ほかに質疑はございませんか。

◎亀濱玲子議員

委員会では聞けない部分をちょっと１点聞かせていただきたいと思うんですが、認定第４号の平成24年

度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計についてでありますが、何点かちょっと質疑いたします。

まずは、それの加入率ですね、加入率が今現在どうなっているかということと、今の課題が、例えば分

担金、負担金の収入率が15.4％、かなり低いという状況の中で来ているようですが、それについて、現在

の農漁業集落排水事業がどうなっているかという現在の課題について、まずお聞かせいただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

◎上下水道部長（川満好信）

ただいまの加入率関係の部分でですね、今ちょっと資料を持ち合わせておりませんので、早目に取り寄
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せて、お答え申し上げたいと思います。申しわけございません。

◎亀濱玲子議員

加入率とあわせて私は、分担金、負担金の収入率が15.4％、大分低い状況にあるということの現在の状

況をもう少し詳しく話していただいて、現在の課題はどういうふうに捉えていらっしゃるのかということ

を質疑したつもりなんですが、それについてもお答えいただきたいと思います。

資料を取り寄せている間にですね、もう一点、今年度の一般会計における繰越明許費が64件というふう

に……これ意見の中でですけど、いいですかね。この中での質疑でもいいですか。トータルでの質疑でも

いいですか。繰越明許費が一般会計で64件というので、金額が大分増になっています。これについての原

因を説明をいただけたらと思います。例えば幾つかにまたがっているから、合わせて64件だろうと思うん

ですが、それがそれぞれの部で答えるのが難しければ、例えばまとめて答えられる部署で答えていただく

のもいいと思います。

◎議長（平良 隆）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時01分）

再開いたします。

（再開＝午後２時03分）

◎副市長（長濱政治）

大きなのは一括交付金事業でございまして、61事業のうち39事業が完了し、22事業が繰り越し、額にい

たしまして約６億円です。それから、農林関係の大型補正がございまして、これが１つに農業基盤整備促

進事業、これが５億5,000万円、それから農業水利施設保全合理化事業、これが３億1,670万円、それから

農業体質強化基盤整備促進事業、これが５億7,000万円、この５億円とか３億円とか、約６億円とかとい

うふうな話はですね、事業件数にいたしますと１件四、五千万円ぐらいなんですよ。ですから、それが５

億円といたしますと10件ぐらいはあります。それが６億円だと十二、三件、そういうふうな形になりまし

て、結構大きな補正が出てきたというところ、それと平成24年度の一括交付金が結構、その年度で仕組ん

で、その年度で事業完了というところまではなかなかいけなかったというところが大きなところでござい

ます。

◎上下水道部長（川満好信）

農漁業集落排水事業、こちらのほうの負担金とか、これが低いというのはですね、旧平良の時代に池間

地区の加入率が非常に悪かったということでですね、これを市が一時立てかえて引き込みをさせたという

ことでございますけども、それの回収がなかなかできないということでございます。これが今まで続いて

いると、こういうものでございます。

◎亀濱玲子議員

とりあえず農漁業集落排水事業はおいておきまして、副市長から答弁いただきましたけれども、大きな

額がたくさんあって、しかもその年度中には終わらなかったので、繰り越すというようなことですが、そ

れについての会計監査のほうからも、一般会計における繰り越しについては計画的、効率的な事業という

ふうに指摘をされているわけですが、それについて、事業執行についての見通しはいかがですか。
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◎副市長（長濱政治）

一括交付金の中で一番大きかったのが伝統工芸センターでございまして、これが一応もう契約を済んで

いるということでございますので、これは見通しは立っているということでございます。それから、農業

関係の補正分につきましても大半もう、大半というのは６割、７割近く一応済んでおりまして、農道舗装

という工事でございましてね、その辺は７割近くはもう済んでいると。これからも計画的に全部執行でき

るという体制に今来ておりますので、大丈夫だと思っております。

（議員の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後２時08分）

再開いたします。

（再開＝午後２時11分）

◎上下水道部長（川満好信）

見通しでございますけども、今高齢者の方が大変多い世帯でございまして、加入率、今いろいろ頑張っ

ておりますけども、伸び悩みといいますか、そういうのが見られます。ただ、引き続きその辺の促進とい

うのは頑張っていきたいなと思っております。

それから、漁業集落排水の加入率でございますが、35.61％でございます。それから、農業集落排水の

ほうが78.92％でございます。

◎議長（平良 隆）

ほかに質疑はございませんか。

◎上里 樹議員

平成24年度の宮古島市の歳入歳出の決算についてですけども、決算に当たって一般会計、特別会計とも

に黒字だということなんですけども、２点お伺いします。

市債残高が389億円となっていますけども、市民にわかりやすくするために、市民１人当たり幾らにな

るのか、金額をお伺いします。

それから、平成24年度の一般会計の伸び、その中に市税の増収によって前年度に比べて17億6,720万円、

4.5％の大幅増ということなんですけども、景気が悪い中で、どういう理由でこれが増加が図られたのか、

その理由をお伺いします。

◎議長（平良 隆）

しばらく休憩します。

（休憩＝午後２時15分）

再開いたします。

（再開＝午後２時17分）

◎総務部長（安谷屋政秀）

負債のほうが一人頭幾らかということですけど、現在のところ起債の残高が389億円、それで人口が約

５万4,000ということで、一人頭約71万円となっております。
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それと、市税のほうが平成24年度は増額されたという話ですけど、これ16歳未満の扶養控除がなくなっ

た分と、それと徴収率が上がっていって、適正な課税と、それと差し押さえ等の件数がふえていったとい

うことになると思います。

◎上里 樹議員

今３つの理由をお答えいただきましたけども、１つが16歳未満の医療費の控除、これがなくなったこと

と差し押さえと適正課税によるものだということですけども、その３つのね、内訳がわかりましたら、金

額の。わかりません。大ざっぱでいいですよ。もし無理であるんでしたら、それでは差し押さえの平成23年

度の件数、それからどういうものを差し押さえているのか、お伺いします。

◎総務部長（安谷屋政秀）

平成23年度の差し押さえが件数でいえば3,854件になっております。まず、内容としましては不動産差

し押さえ、参加差し押さえ、還付金、給与等、それと預貯金等、それと賃料、報酬、自動車等となってお

ります。

◎上里 樹議員

これは、平成23年と平成24年を合計した数ですか。人数は。平成23年度だけで3,854件ということです

か。平成23年度だけ。平成24年は、じゃ何件になっていますかね。何人。それをあわせてご答弁いただけ

れば。それで、平成24年度の差し押さえ件数と金額、それから平成23年度、もし3,854件の金額もこれわ

かりましたらお答えください。

それで、差し押さえの物件が不動産、それから還付金、それから預貯金、給与、自動車等というお答え

でしたけども、ことしのお盆を前にして、年金振り込み専用通帳に振り込まれた年金が、引きおろしに行

ったら、丸ごとなくなっていたと、要するに差し押さえられていたんですよ。ですから、こういったもの

が、私はいわゆる皆さんがおっしゃる預貯金なるものが、年金専用の通帳、それ以外に収入ないんですよ

ね、に振り込まれているものを差し押さえるという行為は、これは正しいやり方ですかね。適正だ、適正

運用という言葉も出ましたけども、それならば児童手当も差し押さえの対象になり得ますよね。このよう

なことは、私は国からは強い戒めの通達が来ていると思いますけども、最低生活費、いわゆる最低基準に

照らし合わせて生活費を残すこと、給料の差し押さえもそれは同じだと思います。振り込まれてしまえば

預貯金に変わる。預貯金に変わるといえば、全てのものが変わります、給付金が。だから、そういう形で

いくと、年金を差し押さえたも同然になるんじゃないかと。私のもとには２件そういう相談がありました。

だから、適正に運用している、差し押さえを進めているというんですけども、本人にとってみれば、もう

それしか生活の糧がないような人もいると思うんですよ。しかも、お盆という特別な時期にね。それは、

納税は義務ですから、当然納めるべきものだと思います。だから、適正に運用したというその適正運用と

預貯金の差し押さえだというその預貯金、振り込まれれば、それはみんな預貯金に変わりますよね。だけ

ど、年金専用の通帳なのに、それを預貯金と見るのかと、見ていいのかと。こうなれば、全て差し押さえ

られますよね、生活費。そこら辺の見解をお聞きしたいと思います。

◎総務部長（安谷屋政秀）

まず、１点目の差し押さえの金額についてお答えしたいと思います。平成23年度が3,854件の２億4,824万

8,655円、平成24年度が2,447件の11億2,259万653円となっております。



- 51 -

それと、今の件ですけど、むやみやたらに本人に通告なしで差し押さえてはおりません。ただ、本人と

も相談をしながら、やはり生活もありますので、全て預貯金を差し押さえるということじゃなくて、これ

については調査、また本人の希望、本人が来て相談したときに分納納税とか、そういう方法もいろいろ話

をするんですけど、なかなか本人も見えない、いろいろ催告もしているという状況で、どうしても本人の

誠意も見られないということで、これは法的措置にのっとって措置をされている事例であります。

◎議長（平良 隆）

ほかに質疑はございませんか。

◎新城元吉議員

総務財政委員なんで、健康保険税について聞くことができませんので、本会議で聞きたいと思います。

まず、宮古島市歳入歳出決算書153ページ、平成24年度の国民健康保険事業特別会計について、歳入で

ですね、一番上の不納欠損が3,500万円余、収入未済額が５億3,000万円余と計上されています。健康保険

における不納欠損というのは、どういうような過程を経て、こうやって決算書に不納欠損としてあらわさ

れているのか。それから、収入未済額については、想像をはるかに上回る収入未済額なんですけど、これ

はかなりの額だと思うんですけど、こういうようなことで健康保険に関する運営ができるのかなという疑

念を抱いております。

それから、歳出の155ページ、保険給付費、不用額が１億600万円余計上されています。これは、不用額

が出るのは給付において非常にいいことなんですけど、余りにも額が多過ぎるんで、これは当初の予算と

比べて過大見積もりをした結果なのか、それとも健康保険を利用する人がかなり健康になって減って、そ

の結果、この数字があらわれてきているのかというような想像ができるんですけど、この２点について説

明をお願いします。

◎生活環境部長（平良哲則）

宮古島市歳入歳出決算書153ページの不納欠損額の3,563万8,729円でありますが、この額は平成24年度

の不納欠損額でありまして、件数は1,403件となっております。この不納欠損する理由は、地方税法第18条

による時効消滅、それから地方税法第15条の７の第５号、執行停止と、それによって不納欠損を行ってお

ります。

それから、収入未済額、これは現年額、それから繰り越しがありますが、そのうち一番大きいのは繰越

額で約４億円あります。現年度が１億円ということでありまして、これの取り組みといいますか、収納の

取り組みとしましては、週１回の夜間窓口業務、あるいは電話、戸別訪問、そういうふうなことをやって

おりまして、平成24年度、収納率は平成23年度が、これ一般被保険者の場合ですが、85.8％から88.46％

まで上げてあります。それから、退職被保険者の場合が95.65％から96.85％まで上げてありまして、全体

で2.58％の増というふうになっております。

それから、155ページ、不用額が出ております。不用額の最も大きいのは一般被保険者療養給付費の不

用でありまして、これは当初予算では、平成21年度から平成23年度の医療費の伸びから、平成23年度決算

見込み額に３％を乗じまして予算計上しましたが、平成24年度におきまして被保険者の大幅な減、あるい

は１人当たりの医療費が予想を下回ったということで、約１％の医療費の減がありました。そういった関

係で9,000万円余の不用額ということであります。
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◎新城元吉議員

不納欠損額について、法律に基づいてこの数字を上げたということなんですけど、不納欠損額が1,403件

ということなんですけど、非常にかなり多い件数ですよね。これは、時効による欠損額として計上してあ

るということなんですけど、健康保険税の場合は何年で不納欠損処理が数字的にあらわされるのかという

ことと、それから不納欠損額の推移ですね、は徐々にふえていっているのか、減っていっているのか、あ

るいはこういう数字で大体毎年、毎年度定着している件数なのか。この決算期において1,403件というの

は非常に驚くべき数字なんで、その辺のいきさつについての説明をお願いします。

それから、収入未済額、徴税に対して一生懸命努力して、85.8％も伸びているということなんですけど、

これはやはり締める段階でこれだけ上がっているということなんですけど、納める側、納税者のやっぱり

所得あるいは懐ぐあいですね、こういうものによってもかなり影響を受けるんじゃないかと思うんですけ

ど、この未済額の５億3,000万円余というのは大体毎年ほぼ同じ額で推移しているのかということをお答

え願いたいと思います。

それから、歳出における、これは療養給付費全体が１億600万円余と上がっているんですけど、算定の

予算をつくるときの一つの方法として見積もりを計上しているということなんですけど、具体的にですね、

じゃ療養給付を受ける人も低下しているということをおっしゃっていたんですけど、これも具体的にどの

ぐらい低下しているのか、その原因ですね、一生懸命健康増進に努力した結果、その結果的にあらわれて

いるのかどうかも含めてですね、これだけの不用額が出ているもんですから、見積もりにおいて過大にし

たんじゃないかということと、先ほど申し上げましたように健康増進によって療養給付を受ける市民が減

ったということ、それをもうちょっと具体的にお示し願えませんか。

◎生活環境部長（平良哲則）

まず、不納欠損額の時効は５年であります。

それから、不納欠損の年度別の推移ということでありますが、これは平成24年度に不納欠損したものは

平成14年度から平成24年度までのその年度別のものの不納欠損になりまして、それの合計であります。ち

なみに、平成14年度が35件、平成15年度が25件、それから平成16年度が14件、平成17年度が28件、平成18年

度が約174件、平成19年度が最も多くて約1,000件ほどあります。そういった推移で来ているということで、

今後もほぼそういった形でいくのではないかなという予測をしております。

それから、医療費、療養給付費が約9,000万円の不用額が出ております。これは、年間に36億円ほどの

予算がありまして、それを毎月３億円程度の支出をしているということで、そのうちの約9,000万円です

から、そんなに見積もりが多いということではなくて、むしろ標準的であるということであります。36億

円の約9,000万円ということで、それほど過大な見積もりということではないんじゃないかなというふう

に思っております。

◎新城元吉議員

今不納欠損について年度別に数字を上げてもらったんですけど、新しい年度になるに従ってだんだん、

だんだんふえていっているんですけど、これはやっぱり市民の所得の経済的背景によるものでしょうか、

それとも徴税努力を怠ったせいでこれだけふえていっているのか。もう数字が具体的に出てきているもん

ですから、年度が新しいほどかなりの件数になっていっているわけですよね。そういうものをどのように
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分析していられるのか。それで、それを踏まえてですね、どういうように不納欠損が出ないようにしよう

と思っているのか、そこまで言及してください。

◎生活環境部長（平良哲則）

不納欠損は、地方税法、法的にしかできない部分でありまして、この今、年度別に出ているということ

は法的な措置でしかできませんが、年度ごとに大きくなってくるということはたまたま平成18年度と平成

19年度が多かったということで、それ以降は、平成20年度からは件数は減っているということであります。

◎議長（平良 隆）

ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これで日程第24、認定第１号から日程第31、認定第８号までの質疑を終わります。

以上で全議案の質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております31件のうち、日程第１、議案第73号から日程第17、議案第89号までの17件

及び日程第24、認定第１号から日程第31、認定第８号までの８件の計25件については、お手元にお配りし

た議案付託表のとおり、各所管委員会に付託いたします。

なお、議案第73号の歳出については、款項別審査委員会表により所管委員会のご審査をお願いいたしま

す。

お諮りいたします。日程第19、諮問第１号から日程第23、諮問第５号までの５件については、会議規則

第37条第３項の規定により委員会の付託を省略し、最終本会議において処理したいと思います。これにご

異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

これで本日の日程は全部終了いたしました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午後２時43分）
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第３号

平成２５年９月１７日（火）午前１０時開議

日程第 １ 一般質問

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２５年９月１７日

（開議＝午前10時00分）

◎出席議員（２６名） （延会＝午後４時51分）

議 長（４ 番） 平 良 隆 議 員（１３番） 新 城 元 吉

副 議 長（２３〃） 富 永 元 順 〃 （１４〃） 亀 濱 玲 子

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 （１５〃） 前 里 光 恵

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 （１７〃） 上 地 博 通

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 （１８〃） 下 地 明

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 （１９〃） 佐 久 本 洋 介

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 （２０〃） 新 城 啓 世

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 （２１〃） 嘉 手 納 学

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 （２２〃） 垣 花 健 志

〃 （１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 （２４〃） 池 間 豊

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 （２５〃） 下 地 智

〃 （１２〃） 眞 榮 城 德 彦 〃 （２６〃） 新 里 聰

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 会 計 管 理 者 奥 原 一 秀

副 市 長 長 濱 政 治 伊 良 部 支 所 長 川 満 勝 彦

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 消 防 長 来 間 克

総 務 部 長 安 谷 屋 政 秀 教 育 委 員 長 宮 國 博

教育長職務代行者
福 祉 部 長 渡 真 利 健 次 田 場 秀 樹

教 育 部 長

生 活 環 境 部 長 平 良 哲 則 生 涯 学 習 部 長 垣 花 徳 亮

企 画 政 策 部 次 長
観 光 商 工 局 長 下 地 信 男 友 利 克

兼 企 画 調 整 課 長

総 務 部 次 長
建 設 部 長 下 地 康 教 兼 総 務 課 長 砂 川 一 弘

兼行財政改革班長

農 林 水 産 部 長 村 吉 順 栄 財 政 課 長 仲 宗 根 均

上 下 水 道 部 長 川 満 好 信 納 税 課 長 垣 花 秀 昭

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷 川 取 辰 美 議 事 係 調 整 官 仲 間 清 人

次 長 伊 波 則 知 議 事 係 下 地 博 正

補 佐 兼 議 事 係 長 友 利 毅 彦
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）諸般の報告書

平成２５年９月１７日（火）

９月１２日 議会運営委員会が開催され、諮問した「亀濱玲子議員申し出の『一般質問通告書の

差しかえ』について」協議がされ、「差しかえは認められない」とする決定がされた。

このことは、同議員提出質問通告書（１１日午後零時３５分提出）に対する当局の

質問聞き取りの中、提出されている通告書が去る６月定例会提出のものであることが

判明し、「今定例会通告準備していた質問通告書と差しかえてほしい」旨の申し入れ

によるものである。

一般質問の申し合わせ事項によると、通告締め切り時間を午後３時とし、その後の

質問追加は一切認めないことになっている。

しかしながら今回の件は、提出間違いと思われることであり、初めてのケースのた

め、締め切り後のことではあるが、その取り扱いについて議会運営委員会に諮問した

ところ、「これを認めた場合今後悪用されるおそれがある」「前例としてはならない」

「提出者自身の責任である」等の理由から全会一致により「差しかえは認められない」

とする決定がされた。

以上
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一 般 質 問 通 告 書

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

１ 18番 １．市長の政治姿勢について １．天然ガス試掘調査に伴う掘削作業開

下 地 明 議員 始につき市長の抱負について

２．平成24年度一般会計決算と今後の財

政運営について

３．ＴＰＰ交渉について

４．保育士の育児手当について

５．旧城辺町庁舎跡地利用計画について

６．長間自治会公民館改築について

７．漲水御獄と宮古神社間の整備につい

て

２．農業振興について １．圃場基盤整備事業の推進について

①整備率の低い城辺地区の事業推進に

ついて

②西中ソコバリ地区整備事業計画内の

排水路について

２．伊良部地区サトウキビ生産目標につ

いて

３．池間島へのⅢ型の給水施設について

４．池間島の野そ防除について

５．一括交付金を活用した肉用牛の増頭

推進について

①優良繁殖牛導入事業への助成につい

て

②家畜排せつ物（堆肥）処理について

３．道路行政について １．Ｂ―53号線宮古高校東側道路拡幅整

備について

２．西里通り整備について

３．出口通り拡幅整備について

４．Ａ―32号線整備について

２ 19番 １．市長の政治姿勢について １．沖縄県離島児童生徒支援センターに

佐久本 洋 介 議員 ついて

①進捗状況は？

②利用対象は？
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

２．造船場について

①運営継続は？

②ドック等への対応は？

３．下地島空港利用検討委員会について

①委員の構成は？

②案の絞り込みについて？

４．池間島グラウンドゴルフ場の整備に

ついて

①トイレ、休憩場の整備について

５．佐良浜漁港利用計画策定委員会の現

況について

６．伊良部振興センターの現況は？

２．漁業振興について １．平良港フェリー着き場の鮮魚売り場

について

①改善策は？

②売り場の集約はできないのか？

２．伊良部漁協荷さばき場の改築につい

て

３．教育行政について １．全国学力テストの結果は？

２．学力アップの体制づくりは？

３．土曜授業について

３ ９番 １．市長の政治姿勢について １．公共施設の有効利活用について

嵩 原 弘 議員 ①宮古島市民が待ち望んだ図書館と中

央公民館が併設する「宮古島市未来

創造センター｣(仮称）として、建設

へ向けた進捗状況が公表されまし

た。今月中に基本構想及び基本計画

を決定するとのことですが、設計者

選定及び特定のためのプロポーザル

審査委員会を発足したばかりで、基

本構想、基本計画はできるのかお伺

いします。

②国有地約２万3,000平方メートルを

購入し、2015年（平成27年）度中に
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

工事に着手、2017年３月の開館を目

指すと発表されました。施設概要と

して図書館部分が3,146平方メート

ル、公民館部分が2,083平方メート

ルで、共用スペース等を合わせた延

べ床面積は6,940平方メートルを予

定しているとしており、総事業費は、

30億円から35億円（用地取得費含む）

とありますが、具体的に建設費と用

地費はどのくらいを見込んでいるの

かお伺いします。

③音楽関係者からは、200名から300名

収容の音響施設を備えたホールを設

置してほしいとの声が多く聞こえま

すが、建設される「宮古島市未来創

造センター」内に併設することはで

きないか伺います。

④今月３日にドーム型交流施設の建設

計画に着手したと発表しています。

建設予定地周辺は一等農用地が広が

り、農業用地として活用すべきと思

うが、当局がなぜ、この地に計画し

ているのか伺いたい。また、計画敷

地面積は２万1,000平方メートル賃

貸して建設する方針とあるが、年間

の賃貸料はどのくらいか、詳しい資

料での説明を求める。

⑤計画では全天候型のスポーツ、伝統

交流拠点施設として整備する。とし

ているが、平良多目的屋内運動場は、

発表されたドーム型交流施設の面積

よりも広く、多目的に有効に活用さ

れている。この屋内運動場を整備し

活用すべきと考えるが、当局の考え
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

を伺いたい。

⑥市町村合併により、体育館等多くの

公共施設があり、多額の維持管理費

が市の財政の負担となっている現状

を踏まえ、新たに30億円もの予算を

かけ、施設を建設すべきか疑問を持

たざるを得ない。さらに、維持管理

費も莫大なものになり、市民負担を

考えると市民の理解を得るのは難し

いのではないかと考えます。現在あ

る施設を活用し、少しでも市民の負

担軽減を図るべきと考えるが市長の

見解を伺いたい。

２．宮古島市の将来構想について

①伊良部大橋の完成も間近に近づいて

きました。いよいよ１つになる宮古

島市の将来のあるべき姿をダイナミ

ックな発想で計画すべきではないか

と考えますが、市長の考えを伺いた

い。

２．都市計画について １．新クリーンセンター建設計画に伴う

取りつけ道路の整備計画はどのように

なっているのか伺いたい。

２．旧平良市時代から計画されながら整

備が進まない荷川取公園は、今後どの

ように整備していくのか伺いたい。

３．スプロール化が著しい市街地の中

で、特に平良地域の北学区の整備計画

が急がれる、市当局の考えを伺いたい。

３．農業振興について １．県営西東地区土地改良事業区域にお

ける防風、防潮林帯が全滅状態になっ

ている現状を市当局は把握している

か、どのように改善すべきか伺いたい。

２．かんがい事業で旧上野村、旧下地町
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ではスプリンクラーごとに取りつけて

いたバルブが合併後認められなくなっ

たと聞くが、限られた水資源を守るた

めにも必要と思われる改善策はないか

伺いたい。

３．野原越地区で圃場整備計画、かんが

い施設計画が必要と思われますが、市

としての計画はどのようになっている

か伺います。

４．肉用牛繁殖経営支援事業（新規）に

係る契約申し込みについて、具体的な

内容を伺いたい。

４．水産業振興について １．岡山理科大学では海水魚の陸上養殖

に取り組み、山間部でも魚を養殖でき

る天候に影響されない養殖技術が確立

されています。また、近畿大学水産研

究所では、クロマグロの完全養殖に成

功し、産官学が連携し、地域活性化に

取り組んでいます。宮古島市としても

水産業振興のためにも、これらの大学

に人材を派遣し育て、養殖事業に真剣

に取り組む必要があると考えますが、

当局はどのように考えるのか伺いま

す。

５．環境行政について １．家庭ごみ収集日の周知について、特

に資源ごみの収集曜日について市民か

らの問い合わせ（苦情？）があります

が、収集曜日の変更はできないものか

伺います。

２．宮古島市の指定ごみ袋は大、中、小

の３種類あるが、那覇市では特小まで

の４種類がある。宮古島市も市民の要

望に応える必要があると思いますが当

局の考えを伺います。
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６．教育・福祉行政について １．第２環状線と接続する宮古高校東線

３差路の信号機設置、及び同じくＡ―

63号線と接合する交差点の横断歩道の

設置について

４ 11番 １．市長の政治姿勢について １．天然ガス試掘開発について

砂 川 明 寛 議員 ①試掘調査で良結果が得られれば、城

辺地域に及ぼすメリットは。

２．宮古圏域空港の利活用に関する検討

会議について

①その内容について伺う。

３．県営広域公園について

①県はその場所について決定している

か。

②本市の県営広域公園に対する持ち出

しはあるか。

③個人の土地があるか。

４．砂川保育所の業務委託について

①いつごろの予定か、また、業務委託

する理由について

②今までの維持管理費の状況について

５．ＴＰＰについて

６．干ばつ対策費について

７．インギャー公園の歩道について

２．教育行政について １．学校規模適正化について

①来間中学校の廃校について

②城辺地域の中学校の統合計画は。

③奨学金貸付制度について

３．農業振興について １．サトウキビの年内操業について

２．宮古島市いも生産販売組合について

①今までの生産者売り上げについて

②今後の計画について

③カンショ機械機器具を導入したが、

その管理は。

５ ７番 １．市長の政治姿勢について １．自主防災組織について
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前 川 尚 誼 議員 ①自主防災組織は全国的にどうなって

いるか。

②本市の自主防災組織はどのくらいあ

るのか。

③今後の取り組みについて

２．消防職員について

①国が定める本市の職員数は。

②沖縄県内の各市別人口、面積、職員

数は。

③本市の今後の職員数の予定は。

３．安全、安心のまちづくりについて

①防犯カメラの設置について

②交番の設置について

４．大植木市展について

５．2020年、東京オリンピック聖火リレ

ーの誘致について

６．東小学校裏のウオーキングコース内

にトイレの設置はできないか

７．宮古織りについて

２．教育行政について １．市立図書館内の宮古（地元）新聞の

ＣＤ化について

２．学校図書館の図書の整備について

３．学校図書館の新聞の購読について

４．学校図書館司書について

５．子供たちの交通安全教育について

６．小中学生の自転車のヘルメット着用

について

７．いじめ問題について

８．土曜日の授業について

９．睡眠と学力について

10．青少年市民会議について

11．宮古民謡について

12．宮古島市陸上競技場内の一部に屋根

の取りつけはできないか。
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13．宮古島市陸上競技場の備品について

14．宮古島市多目的前福運動場の人工芝

について

15．宮古方言について

16．学校統廃合について

６ １番 １．県営広域公園について １．県営広域公園の整備について下地市

高 吉 幸 光 議員 長は2011年10月25日誘致促進協議会を

設置し活動を続けてきました。先日の

「美ぎ島美しゃ市町村会」の中でも要

請を行ったようですが、2020年東京オ

リンピックの開催が決定しスポーツ熱

が高まると予想される。

①オリンピックのキャンプ地への立候

補をしてはどうか？

②キャンプ誘致活動はどのスポーツを

考えているのか？

２．ムラサキイモの６次産業 １．８月15日に宮古島市いも生産販売組

化について 合の定期総会が開催され、55トンの実

績が報告された。

①見通しが甘かったのではないか？

②生産農家が多過ぎるのも問題、計画

的に期間募集をするべきだったので

はないか？

③「一部の芋は売れないので捨てた」

とあったが、牛などの家畜飼料とし

ての利用はできないのか？

３．保育行政について １．今回の議案に「子ども・子育て会

議」設置条例が上程されている。

①この設置によりどのように変わるの

か？

②支援３法成立に伴い平成27年度から

大きく変わるが認可外保育園の関連

の深い「認可制度」「小規模保育事

業」「家庭的保育事業」など、細分
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化されるようだが、これにより認可

外への支援は拡充されるのか？

③国の基準は現在検討中とのことだ

が、いつごろ明示されるのか？

④夜間保育のニーズを調査したことが

あるか？、していれば現状は？

４．道路行政について １．ばっしらいん交差点は下地線→城辺

線の交通量増加のため、迂回車両増加

で通勤時間帯の渋滞が発生している

が、右折矢印信号の設置は？

２．近年続く猛暑により道路の中央線、

横断歩道や道路標示などが消えている

箇所が各所に見られる。通学路付近な

どは危険なので優先的に整備してほし

い。

３．台風14号以降、カーブミラーなど、

破損されて再設置されていない箇所が

あると市民から相談を受けたが当局は

把握しているか？

５．超小型モビリティー導入 １．事業概要の説明を。

促進事業について ２．どのような展開をしていくのか？

３．機種は？

４．ＥＶだと思うが充電所の設置はどこ

になされるのか？

７ 15番 １．市長の政治姿勢について １．島の将来を支える人材育成の推進を

前 里 光 恵 議員 どのように図るのか伺う。

２．災害に強い島づくりの推進について

の取り組みについて伺う。

３．中、長期的な視点に立ったビッグプ

ロジェクトの推進で

①コンベンションホール建設の進捗状

況について伺う。

②図書館及び公民館の建設の進捗状況

について伺う。
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③市総合庁舎の建設計画について伺

う。

④以上３点の事業の財政的予算の計画

について具体策を示せ。

４．今定例会に提案された議案第83号、

宮古島市立学校設置条例の一部を改正

する条例について市長の見解を伺う。

①市教育委員会の下地市長への廃校手

続に必要な議案を市議会に提案する

よう依頼したことに対して、教育委

員会の事務手続は民主的、合法的な

手続と判断するのか、市長の見解を

伺う。

②来間自治会などの地域住民が来間中

学校を廃止する議案の取り下げを要

請したが市長は拒否いたしました。

その理由について市長の見解を伺

う。

５．市長は平成23年度の施政方針の中

で、「学校規模適正化については、過

小規模校の解消に向け、校区の再編と

弾力化、小規模特認校制度等も含めて

検討していく」と述べておりますが、

市長の見解は。

６．同じく平成23年度の施政方針の基本

政策の中で「島全体の均衡ある発展を

図るためには高齢化が著しい農村部

や、離島地域における若年層の定住促

進と地域力の向上を図る必要がある」

と述べられましたが、学校を廃校にし

て、若者の定住促進をどのように図る

ことができるのか、市長の見解を伺う。

２．教育行政について １．今回の来間中学校の廃校について、

来間地域住民保護者を完全に軽視し、
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さらには、地方切り捨ての教育委員会

の強権的、かつ一方的な頭越しの提案

依頼であり、方針であると考えますが、

宮國博教育委員長の見解を伺う。

２．来間中学校の廃校の議会提案依頼は

拙速であり、改選後の議会でもっと時

間をかけて議論をし、提案依頼するよ

うに申し入れたが拒否されました。今

定例会に提案するように市長に依頼し

た最大の理由は何か伺う。

３．小学校、中学校における問題行動に

は、暴力行為、器物破損、いじめ、家

出、金銭せびり、喫煙、飲酒、不登校

等があるが、平成24年度、平成25年度

のデータを小学校、中学校別に示せ。

３．福祉行政について １．ことし２月に発表された平均寿命の

都道府県順位の後退に強い危機感を持

った沖縄県は、全庁的に健康行政を推

進していくと発表しているが、宮古島

市の取り組みについて伺う。

２．私はこれまで、一般質問で本市もシ

ングルマザー世帯、いわゆる非婚世帯

に寡婦適用いわゆる、みなし控除をす

るよう要望してまいりましたが、公営

住宅の家賃、幼稚園の保育料、住民税、

所得税等があるが、現在の宮古島市の

取り組みについて伺う。

３．鏡原幼稚園では、平成23年度の入園

児が25名、平成24年度が32名、平成25年

度が41名と年々増加傾向にあり、鏡原

幼稚園と併設して、市立鏡原保育所を

建設してほしいと地域の保護者から強

い要望がありますが、当局の見解を伺

う。
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４．道路行政について １．市道七原１号線の現在の進捗率は何

％か、それから、現在工事がストップ

しているが、その理由は何か伺う。ま

た、工事完成年度についてあわせて伺

う。

２．市道野原越１号線、市道盛加１号

線、盛加４号線、盛加５号線の道路整

備計画について伺う。

３．地盛地域の道路整備計画について伺

う。

５．畜産行政について １．宮古島市はこれまで、乳牛専業農家

に対して、どのような助成や補助を実

施してきたか、その実績について伺う。

（平成23年度、24年度、25年度）

２．宮古島市の学校給食用の牛乳は

2001年度から生乳100％となり、今年

度の１学期終了まで継続して提供され

てきたところであるが、現在、島内で

必要な生乳の確保が困難となっている

が、見通しについて伺う。

６．農業行政について １．本市の去った干ばつによる被害状況

について具体的に示せ。

２．農作物への散水の実績について伺

う。（助成金額等）

３．農業用水確保のための地下ダムの増

設計画について

７．宮古空港周辺の農地（国 １．宮古空港周辺の農地国有地につい

有地）の払い下げについて て、市が国から一括払い下げて、その

後に各小作農家に払い下げていくべき

であると考えるが、市長の見解を伺う。

８．上水道行政について １．平成24年度、未処分利益剰余金１億

9,487万8,784円となっています。黒字

経営であり、上水道料金体系を見直し、

水道料金を引き下げるべきであると考
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えるが当局の見解を伺う。

９．環境未来税導入について １．環境未来税導入の推進について伺

う。

10．牛まつり補助金について １．平成24年度の牛まつりは台風のため

中止となったが、補助金執行状況につ

いて伺う。

８ 22番 １．市長の政治姿勢について １．市民の意見、要望について

垣 花 健 志 議員 ①市長へ直接、意見や要望を聞いても

らいたいとの声があるが、ファクス

または目安箱等の対応は行えない

か。

２．庁舎のＬＥＤ化について

①ＬＥＤの使用状況について

②今後について

３．航空機の飛行ルートについて

①下地字川満では航空機の離陸の際、

騒音がひどく、時には会話にも支障

を来すほどである。旧下地町時代は

騒音問題は解消されていたが、ルー

トが変更されているように思われ

る。調査等、対応が必要であると考

える。

２．教育行政について １．来間中の統廃合について

①統合についての委員会は設置される

のか。（統合に向けた作業工程）

②来間中の生徒たちと下地中学校との

交流（体験入学等）はあったか。

３．福祉行政について １．待機児童対策について

①保育士の確保について（就職要請活

動について）

②保育所用地の国有地提供について

③無認可保育所への助成について

４．農林水産行政について １．干ばつ対策について

①散水の台数と補助額について
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２．農商工連携事業について

①事業内容について

②進捗状況について

③半生モズク機の稼働について

３．池間島の野そ対策について

①キビ被害の現状について

②空中散布について

４．圃場整備について

①大浦地区の土地改良について

５．サンゴ礁の保全について

①サンゴ礁保全に関する国際会議につ

いて

ア．宮古島市からの参加について

②八重干瀬について

ア．日本一のサンゴ礁群と言われて

いるが、余り知られていない。全

国へアピールする必要があるので

はないか。

６．トラッシュ率について

①製糖会社によってトラッシュ率が違

うとの声がある。各社の手刈りとハ

ーベスターのトラッシュ率はどうな

っているか。

５．道路行政について １．市道の管理について

①腰原12号線について

②高野９号線について

６．環境行政について １．不法投棄について

①平成24年度、25年度（実績）の処理

について

②不法投棄監視パトロールについて

③今後の取り組みについて

ア．なぜ、不法投棄がなくならない

か、取り締まり方法に問題がある

のか。
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９ 20番 １．市民の健康問題 １．特定健診について

新 城 啓 世 議員 ①その対象者数とその受診者数（受診

率）の推移

②受診率に対する見解と今後の対応策

③県内市町村別生命表の結果から本市

の実態に対する見解

④今後の取り組み

２．特定健診対象者以外の市民の健康実

態

３．後期高齢者市民の健康

①2012年度介護サービス受給者の実態

ア．介護区分ごと人口比及び独居介

護か否かを含む自宅介護か施設介

護の区別

②2012年度サービス費用総額及び市の

負担額とその原資

③負担減額のための施策

④介護施設の実態

ア．施設の実態（事業所の概要：収

容力と入所者数、従事者等）

イ．需給バランス

⑤問題点と今後の施策

４．児童生徒の健康

①肥満児の実態

②市の分析と取り組み

③長期療養者の実態と行政の支援のあ

り方

５．市職員の健康問題

①メタボリックシンドローム実態

②今後の取り組み

２．教育 １．「来間中学校の存続を求める請願書｣

について

①通学に係る負担とは

②台風発生時等の安全管理とは
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③保護者の経済的精神的負担とは

④統合は学習環境の悪化とは

⑤廃校は教育を受ける権利を侵害とは

２．下地も含めた総合的な小中一貫教育

の考えは

３．行政サービス １．総合庁舎とシンボルタワーの建設

２．庁舎内喫煙室の設置

３．職員のサービス業としての意識改革

４．市道の里親制度の拡充

10 21番 １．下地島と伊良部島間の入 １．この入り江環境整備については、６

嘉手納 学 議員 り江の環境整備について 月定例会でも質問いたしましたが、こ

の入り江の整備は将来の伊良部地区の

観光産業の形態を大きく左右すること

になるのではないかと私は考えていま

すが、現在の進捗状況と今後の計画を

詳しく説明を求めたいと思います。

２．下地島の残地の有効利活 １．今、現在城辺にある農業試験場を下

用について 地島に移転する案が宮古島市から、沖

縄県に要望として上げられていると聞

いていますが、宮古島市が農業的利用

ゾーンとして85ヘクタールを整備して

無農薬の野菜、果樹栽培を計画する中

で農業試験場を下地島に移転すること

は、今後の下地島の残地の有効利用と

宮古島市の農業振興に大きな期待が寄

せられることではないかと思います

が、沖縄県と宮古島市の調整はどうな

っているのか聞かせてください。

３．都市計画区域の見直しに １．以前に質問しましたが、伊良部地域

ついて の都市計画について、都市計画区域に

編入された場合、道路幅員の関係上、

セットバックさえも設定できない、そ

うなれば自然に再建築ができない状況

が発生しますが、再建築が可能な場所
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と再建築ができなくなってしまう場所

が、特に北区、佐良浜において相当の

割合で生じてくることについての具体

的な対策はあるのか、現段階で当局は

どのように考えているのか、沖縄県と

の調整等も含めて進捗状況を聞かせて

ください。

４．スカイマークの再運航後 １．スカイマーク社の再運航後の利用状

の状況について 況は現在どうなっているのか、私たち

の生活路線としても、観光的な見地か

ら考えてもスカイマーク社の継続は大

きな役割を果たしてくれていますの

で、利活用促進もどのような状況にな

っているのか聞かせてください。

５．宮古島市の総合庁舎の建 １．旧町村には現在も支所があります

設計画について が、支所はなくてはならないと地域の

住民は考えていると思いますが、最低

限の業務以外は職員定数の合理化、市

民への行政サービスと利便性を考えた

場合、どうしても総合庁舎は必要不可

欠だと思いますが、市長はどのように

考えているのか、具体的な計画があれ

ば聞かせてください。

６．路線バスの見直しについ １．伊良部大橋完成後のバス路線見直し

て の案はできているのか。市民へのサー

ビス向上と観光的な見地から金額を幾

らか設定して１日乗り放題の料金設定

はできないものなのか。

11 ３番 １．旧城辺庁舎について １．今回の９月定例会に解体工事費が補

西 里 芳 明 議員 正されているのですが、この解体工事

はいつごろ行われるのかお聞かせくだ

さい。

２．旧城辺庁舎の跡地利用検討委員会

が、８月28日に第２回目の委員会が開
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かれたと聞いていますが、どのような

案が出されたのか、当局はこれについ

てどう対応していかれるのかお示しく

ださい。

２．観光行政について １．新城海岸のトイレ・シャワー施設が

手狭で老朽化が進んでいますが、取り

壊して改修工事をなされるのかどう

か、お聞かせ願います。

３．道路行政について １．市道Ａ―76号線の改修工事はなされ

ないのか。と言うのもこの道路は凹凸

も激しく市道と私有地の区別もしづら

く側溝もないため、雨の日は雨水が私

有地の敷地内に氾濫して入ってきてし

まうので、どうしても改修工事を行っ

てほしいのですが、当局の考えをお聞

かせ願います。

２．ばっしらいん交差点前信号機の時差

式信号について３月定例会でも質問し

ましたが、沖縄県公安委員会と調整す

るということで、答弁をいただいたの

ですが、沖縄県公安委員会とはどのよ

うな調整がされているのか。と言うの

も、信号機がＬＥＤに変わったにもか

かわらず、時差式になっていないので、

詳しく説明してください。

４．消防行政について １．城辺地区に城辺出張所をつくる考え

はないか。と言うのも、沖縄県立宮古

病院が移転してしまって、城辺地区か

ら車で10分ぐらい距離が延びているた

め、城辺地区住民の不安が大きくなっ

ていることから、この質問をさせても

らいました。答弁をよろしくお願いし

ます。

５．宮古島市城辺陸上競技場 １．宮古島市城辺陸上競技場のナイター
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のナイター設備について 設備が壊れています。早急に改修工事

を行ってほしいのですが、当局の考え

をお聞かせ願います。

12 24番 １．学校統廃合問題について １．来間中学校の統廃合について

池 間 豊 議員 ①なぜ、解散議会で提案したのか。

②新選良の次の年度でもよかったので

はないか。

③適正規模化が理由にあっても、子供

の人権をないがしろにする、または、

パトカーを呼ぶ騒動が起こったこと

について教育委員長の見解を求め

る。

２．なぜ、これほどまで、各地域住民の

強い反対があるのか、手続の進め方、

手法に問題があるのではないか。

３．統廃合問題は、地域の活性化、経済

問題と表裏一体であり、説明会では、

具体案を示しながら同時に説明すべき

ではなかったか、今後の説明会をどう

考えているのか。

２．狩俣地区の貯水タンクに １．建設年度は。

ついて（遠見台にある貯水 ２．コンクリートや配管の劣化の検査

タンク） は。

３．破裂したとき、真下に住む住民の危

険性があるが、移転についてはどのよ

うに考えているか。

３．観光地の保全と美化につ １．観光地の保全について

いて ２．観光地の美化清掃について

13 16番 １．市長の政治姿勢について １．宮古島市伝統工芸館建設事業につい

山 里 雅 彦 議員 て

①新聞報道によると、本年４月から８

月まで「宮古上布」が一反も完成さ

れず、非常に厳しい状況にあるとの

ことですが、現在の宮古織物事業協
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同組合の状況について伺いたい。

②施政方針の中において、老朽化した

伝統工芸センターについては、移転

新築し、上布の生産向上と後継者の

育成を図り、伝統工芸の振興に努め

るとうたっております。これまでの

取り組みについて伺いたい。

③新「宮古島市伝統工芸館」の取り組

み（事業内容）について

２．農業振興について １．サトウキビ対策補助金事業の取り組

みについて

①さとうきび株出管理機補助事業につ

いて

②緩効性肥料購入補助金事業について

３．道路行政について １．交通安全（出会い頭の事故防止）の

ための、農道整備状況取り組みについ

て

４．教育行政について １．宮古島市立小中学校運動場の全天候

型タータン整備は、一括交付金を活用

して整備できないか伺いたい。

２．西辺小中学校併用プール建設につい

て

３．学校統廃合、来間中学校廃校案につ

いて

①2014年度、下地中と来間中との統廃

合に向けて、来間中学校の廃校案を

教育委員会は提出し、市当局は今定

例会に議案を提出しております。学

校統廃合問題は、地域住民との十分

な議論がなされるべきであり、住民

との合意形成が重要だと思います

が、今回、教育委員会による来間中

学校の廃校案提出は、問題なく正し

い判断であると思われるのか伺いた
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い。

14 ２番 １．市長の政治姿勢について １．スポーツ観光交流拠点施設について

仲 間 則 人 議員 ①宮古島市として用地を整備するに当

たりこの用地を借地とするのか、買

い上げするのか市の考えを伺いま

す。

②完成後、年間の利用計画は、どのよ

うに試算されているのか。

ア．利用率

イ．収益

③同施設の西側の利用計画はないか。

（例えば10年後とか）

２．道路行政について １．信号機設置について

①あずき屋前に信号機設置はできない

か。

②久松小、中学校前に信号機設置はで

きないか。

２．街灯整備について

①松原29号線に街灯整備はできない

か、お伺いします。

３．道路整備について

①松原32号線の早期の道路整備はでき

ないか。

②久貝19―２号線と中学校前の県道と

の間に道路整備計画の考えはないの

かお伺いします。

③村づくり交付金で久松地区農道整備

が行われています。（赤浜）伊良部

大橋のたもとから、この農道への道

路計画は考えていないのかお伺いし

ます。

３．農業振興について １．株出し管理補助金について

①補助率

②申し込み時期（窓口）
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２．緩効性肥料購入について詳しく説明

してください。

３．スプリンクラーについて

①スプリンクラーのつけ根にバルブの

設置はできないかお伺いします。

４．村づくり交付金久松地区整備の進捗

率をお伺いします。

15 23番 １．市長の政治姿勢について １．宮古島薬草健康アイランド構想につ

富 永 元 順 議員 いて

２．下地島空港と残地の利活用について

３．下地島と伊良部本島間の水路の整備

計画について

４．八重干瀬（やびじ）の世界自然遺産

登録について

５．全島防犯灯ＬＥＤ化計画について

６．市営団地の雨戸の設置について

７．県立水産試験場の建設誘致について

８．ＩＴ企業の積極的誘致で雇用の創出

と若者の起業について

９．パイナガマ公園整備計画と進捗状況

について

10．コンベンションホール建設計画とそ

の周辺地域でのモータースポーツ施設

の建設計画について

11．男女共同参画社会における女性の登

用について

12．独居老人対策について（緊急通報シ

ステム等）

２．観光行政について １．観光地の公衆トイレの全面洋式化と

管理について

２．クルーズ船の受け入れ計画について

３．道路行政について １．宮古高校東通りの道路拡幅整備計画

について

２．出口通りの道路拡幅整備計画につい
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て

３．私道整備について

16 14番 １．市長の政治姿勢と市政運 １．市長の政治姿勢について伺う。

亀 濱 玲 子 議員 営について ①「防衛計画の大綱」の見直し案が自

民党から提言され､「島嶼防衛」の

名のもと、オスプレイ導入やＦ15戦

闘機の配備や、自衛隊の下地島空港

配備が浮上している。所在自治体と

して、「民間航空機以外は使用しな

い」との屋良覚書、西銘確認書を遵

守するとの姿勢を貫いていただきた

い。市長のご見解を伺う。

２．福祉行政について １．「難病患者等渡航費助成事業」につ

いて、現在の状況と課題、今後の方向

性について伺う。

①申請書における主治医については、

当事者の状況を考慮することが求め

られる。対応をお聞きしたい。

②付き添いの年齢制限についての考え

方。

③セカンドオピニオンについての対

応。

④課題と今後の方向性についてお聞き

したい。

２．ハンセン病問題への取り組みについ

て伺う。

①ハンセン病療養所所在自治体とし

て、「宮古南静園」の将来構想につ

いて、地域と共生する施設への取り

組みについて、本市のお考えをお聞

きしたい。

②地方公共団体としての責務を果たす

ため、「ハンセン病回復者訪問相談

支援事業」の実施に向けて、取り組
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んでいただきたい。

③偏見、差別をなくすための啓発の取

り組みについて、お聞きしたい（先

駆けて本市の職員、教育関係者の実

施）

３．本市における母子、父子家庭の支援

について、現状と課題について伺う。

また、母子世帯の自立支援について、

現状と今後の取り組みをお聞きした

い。

３．商工労働行政について １．まちなかコミュニティーバスの運行

について

①低額料金による小型周回バスの運用

について伺う。

２．生活路線バスへの「小型ノンステッ

プバス」の導入については、検討は進

んでいるかお聞きしたい。

４．教育・文化の振興につい １．学校の統廃合について伺う。

て ①地域説明会における状況について、

どのようにお考えかお聞きしたい。

②丁寧に地域の声をしっかり受けとめ

ることが求められる。今後の対応に

ついてお聞きしたい。

２．市立幼稚園の職員数及び配置につい

て、現状と課題についてお聞きしたい。

３．図書館サービスの充実に向けて伺

う。

①遠隔地住民サービスの充実につい

て、新年度の取り組みを伺う。

②障害者、高齢者へのサービス向上に

ついて、新たな取り組みを伺う。

４．新中央図書館の建設に向けて、建設

に向けての予算と今後の取り組みにつ

いてお聞きしたい。
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17 12番 １．県市町村民所得について １．宮古島市の市民所得について

眞榮城 德 彦 議員 （2010年度ベース） ①第１次産業（農業、漁業等）の市内

純生産額（総売上高）は幾らか。

②第２次産業（建設業、加工業等）の

市内純生産額は幾らか。

③第３次産業（サービス業等）の市内

純生産額は幾らか。

④宮古島市の平均所得は幾らか。

⑤第１次、第２次、第３次産業それぞ

れの平均所得は幾らか。

２．道路行政について １．下記の道路計画について説明してく

ださい。

①マクラム通り（ヤコブ保育園十字路

からサンエーカママヒルズ店十字路

前まで）

②大道線

③荷川取線

３．教育行政について １．全国学力テストの結果について

①宮古島市立学校の平均正答率を学

年、教科別に説明してください。

②各学年、教科別の全国平均との比較

③県内における各学年の順位

④結果を受けての教育委員会、学校関

係者の見解と総括

４．財政について １．決算について

①市税の減少と自主財源比率の低下に

ついての説明

②財政力指数が伸びない理由

③経常収支比率が上がった理由

18 ８番 １．ＰＡＣ３配備と航空自衛 １．ＰＡＣ３配備について

上 里 樹 議員 隊宮古分屯基地内工事につ ①ＰＡＣ３の展開候補地選定で市内３

いて カ所の調査を開始したという新聞報

道がありますが、防衛省から宮古島

市への要請と説明はありましたか。
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その内容はどのようなものですか。

②市有地の提供はすべきではないと考

えます。市長はどのような理由で土

地の提供を同意しましたか。

２．航空自衛隊宮古分屯基地内工事につ

いて

①ことし12月から同分屯基地固定レー

ダー換装工事を行うということです

が、どのような工事ですか。また、

建築確認申請は行われていますか。

２．学校統廃合について １．来間中学校の廃校について

①住民の声を無視して住民との合意を

得ることなく統廃合を急ぐべきでは

ありません。統廃合の前にやるべき

ことがあると考えますがいかがでし

ょうか。計画を直ちに白紙撤回し、

住民の合意を図っていくことこそ大

事です。急ぐ理由は何ですか。行政

手続上、それでよいと考えますか。

②複式における教育に問題があると説

明していますが、現在の複式は何校

でそのどこにどのような問題があり

ますか。

③教育委員会の言う「学校規模適正化」

は現在計画されている対象校を統廃

合しても達成できません。将来は現

在対象に上がっていない地域も統廃

合の対象になりますか。

④臨時教育委員会で住民の署名の存在

を知らない委員がいましたがそれで

よいのか。

３．ドーム型交流施設につい １．ドーム型交流施設の建設計画につい

て て

①どのような施設ですか。事業計画は



- 84 -

順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

どのようになっていますか。

②建設場所はどこで、敷地面積はどう

なっていますか。敷地は賃貸という

ことですが、賃貸料は幾らになりま

すか。また、建設費は幾らになりま

すか。アクセス道路の造成等の建設

関連の整備費は幾らになりますか。

③建物の維持、管理、運営費は幾らを

見込んでいますか。

４．税の徴収について １．滞納者に対する差し押さえについて

①差し押さえに当たりどのような基準

で対応していますか。また、どのよ

うなものを差し押さえの対象にして

いますか。

②納税相談はどのような対応をしてい

ますか。実態調査は行っていますか。

５．福祉行政について １．国保について

①短期証の発行件数と資格証明書の発

行件数、未更新世帯数はどのように

なっていますか。

②納税相談はどのような対応をしてい

ますか。実態調査は行っていますか。

③宮古島市の保険税は１人当たり幾ら

で県内市町村の中でどの位置にあり

ますか。また税の負担率はどうなっ

ていますか、それは県内市町村の中

でどの位置にありますか。

④保険税の引き下げに当たり１万円の

引き下げのために幾らの財源が必要

ですか。

２．介護保険について

宮古島市の保険料は１人当たり幾ら

になっていますか。また県内市町村の

中でどの位置にありますか。また税の
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負担率はどうなっていますか。それは

県内市町村の中でどの位置にあります

か。

３．子どもの医療費について

子どもの医療費を窓口で無料にすべ

きと考えます。入院・通院とも中学校

３年生まで無料にすると幾らの財源が

必要ですか。また、高校３年生までの

拡充で幾らの財源が必要になります

か。

６．屠畜場建設について １．地下水の保全について

飲料用水の保全に影響が懸念されま

す。予定している放流水の地下浸透に

よる放流は妥当ですか。

19 26番 １．教育行政について １．学校統廃合について

新 里 聰 議員 ①教育委員会では学校統廃合の手法に

ついて検証したことはあるか。

②学校統廃合対象地区において反対の

意思表示として、請願書や公開質問

状が出されておりますが、対象地区

住民が激しく反対している原因につ

いて市長及び教育委員会はどのよう

に受けとめているか。

③教育委員会で基本方針が示されても

市長部局において廃校後の地域おこ

しのビジョンが全く示されないのは

なぜか。

④中学校の統廃合は基本方針どおりと

しても小学校については、検討委員

会最終答申に戻り、中学校の推移を

検証しながら実施する等、柔軟な対

応に変更することはできないか。

２．農政について １．一括交付金による流通不利性解消事

業を恒久的な制度として法整備するこ
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とが農業政策として最も重要と考える

が、知事や県選出国会議員と一体とな

って国に要請していけないか。

２．ムラサキイモ生産農家は当局の計画

性のなさに不満を抱いている。今後ム

ラサキイモ生産の方向性、見通しにつ

いて説明を求めたい。

３．水産行政について １．宮古地区の漁港整備については、東

地区、西地区の区域設定で整備がなさ

れていると思うが

①西地区における久松漁港から川満漁

港への港路しゅんせつはどうなって

いるか。

②現行制度上しゅんせつ工事ができな

いということであれば、その解決方

法はあるのか。

４．道路行政について １．市道新豊線の改良工事の計画はない

か。

20 ５番 １．教育行政について １．学校の統廃合について（来間中廃校

下 地 博 盛 議員 の議案上程をめぐって）

①「学校の規模適正化」、「複式学級の

解消」を目標に掲げた今回の統廃合

方針だが、「来間中の廃校」によっ

て主目標の何が達成されるのか、伺

う。

②現時点では来間に住む市民の、下地

中への統廃合についての合意は全く

得られていない（98％が反対）。文

部省通達は、住民合意も統合の重要

要件としているが、これも満たして

いない。このことは、教育委員会の

不手際と言えるが、現今の委員会は

「問答無用」の感がある。なぜこう

まで統合実績づくりにこだわるの
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か。理由を伺いたい。法令遵守を信

条とする市長の見解も伺いたい。

③教育委員会の予定する来年４月の統

合は、過小規模校が廃校の憂き目に

遭い、比較的規模の大きい学校に吸

収されていくという構図にならざる

を得ないが、両校生徒間に対等な統

合意識は生まれにくい。少数校生徒

への配慮に欠ける。両校生徒の対等

な統合意識を醸成するための、相応

の準備期間（ならし期間）は必要な

いのか、伺う。

④教育委員会は今後、上程議案を留保

し、複数年をかけて手厚い統合のあ

り方を探る意思を持てないのか、伺

う。

２．市長の政治姿勢について １．旧城辺町庁舎跡地の利活用について

①平成25年度に旧庁舎の取り壊しが行

われるが、時期は何月になるのか、

伺う。

②跡地利用策定委員の構成（人数、役

職、男女比率）について伺う。

③具体的な跡地利用の計画策定及び今

後のスケジュールについて伺う。

２．ムラサキイモ生産に係る市の取り組

み及び生産組合の今後について伺う。

①生産組合の現状について

ア．参加農家数について

イ．市内における加工製造業者数に

ついて

ウ．販売先及び販売ルートの確立に

ついて

②今後の計画等について

ア．事業計画の練り直しがされると
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思うが、具体的な方針はあるのか、

伺う。

３．保良漁港の水深調査及びしゅんせつ

について

①去る６月定例会で測量設計委託料が

承認された同漁港の水深調査につい

て、その後の進捗状況について伺う。

４．市職員の定員適正化計画及び市保有

車両について

①職員数について

ア．市職員の定員適正化計画は、平

成25年度で830名、平成26年度で

798名、平成32年度で660名という

計画だが、平成25年現在の実数を

伺う。

イ．現在の臨時職員数を伺う。

②車両の保有台数について

ア．ことし６月時点での保有台数は

347台（６月定例会答弁）。うち、

総台数の中で普通乗用車の数及び

軽貨物車を除く軽自動車の数を伺

う。

イ．市所有のバイク（50㏄以下）の

数を伺う。

21 13番 １．教育行政について １．学校統廃合と学校規模適正化の関連

新 城 元 吉 議員 についての見解。

２．来間中学校を廃校にする教育委員会

の行政手法は妥当なあり方と思います

か。その理由。

３．複式学級の存在を教育委員会は、学

校教育の上でどのような問題を有して

いると捉えているのか。

４．宮古島市教育委員会は「教育環境改

善のためには統合が必要」としている
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が、その根拠を問います。

５．地域と学校、地域と教育についての

教育委員会の見解を伺う。

６．2013年度学力テストにおける宮古島

市の結果はどのようになっているの

か。それを踏まえてどのような認識を

持っているのか。また、どのように総

括しているのか。

２．福祉行政について １．子育て支援について

①子ども・子育て関連３法について

ア．その概要と、それに基づく本市

の取り組み計画を問い、これによ

って市の保育行政はどのように変

わりますか。

イ．特に子ども・子育て支援の概要

とその取り組み計画について伺い

ます。

②宮古島市の保育所の状況について

ア．平成25年度の公立、法人のそれ

ぞれの入所者数、入所率、待機児

童数はどのようになっています

か。

③児童館設置について

ア．宮古島市には現在幾つの児童館

施設があって、その運営利用状況

はどのようになっていますか。城

辺地域における児童館設置計画は

どのようになっていますか。

２．高齢者福祉施策について

①平成12年から介護保険制度が実施さ

れていますが、本市において現在、

在宅サービス、施設介護サービスを

利用している人はそれぞれ何名で、

今後の推移についてはどのように予
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測されていますか。

②高齢者の生きがい健康づくりや介護

予防サービス事業はどのようになっ

ていますか。各集落センターを利用

した老人サービス事業の展開を要望

があります。

３．市長の政治姿勢について １．地域の過疎化問題について

①合併後８年になるのに旧郡部の過疎

化は進む一方である。過疎化の問題

を市長はどのように受けとめ、その

対策、手だてを考えたことがありま

すか、伺います。過疎化対策こそが

市政、行政運営のバロメーターであ

ると思います。ハード事業面ばかり

でなくソフト事業面や人間が住みつ

くための行政が行われていないと思

うが、市長の見解を伺います。

２．ドーム型施設建設計画について

①施設の位置選定及び決定はどのよう

な過程を経てなされたのですか。

②総事業費30億円をかけての計画で、

一括交付金を活用するとのことです

が、その建設費は具体的にどのよう

に計画されていますか。

３．景勝地城辺仲原ムイガー周辺の整備

事業について

①同事業は平成21年に村づくり交付金

事業で新規採択されていると思いま

すが、その後どうなっていますか。

４．新城地区の湧水（公園）池の整備事

業が一向に進展を見せていないが、ど

のようになっていますか。

22 17番 １．市長の政治姿勢について １．地域間格差をなくすためにどんな政

上 地 博 通 議員 策を考えているか。
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２．産業の振興（商・工業）をどのよう

に図っていくのか。

３．農業振興の具体的政策

①畜産業の振興について

②サトウキビの振興について

③野菜（施設野菜）の振興について

④露地野菜の品目と振興策

⑤マンゴーの販売戦略について

⑥その他新規作物

４．観光業の振興について

①宮古島の観光産業の課題は何か。

②今後ＰＲすべき点は何と考えるか。

③イベント等は今のままでよいのか。

２．自衛隊配備について １．国防上、陸上自衛隊の配備は必要と

考えるが、市長の見解は。

２．外国公船の領海侵犯が多発している

が、宮古島市への影響は考えられるか。

３．自衛隊が配備されると、経済効果は

あると考えられるか。

３．焼却炉の撤去について １．新里の焼却炉の撤去はどうなってい

るのか。

２．なぜいつまでも撤去されないのか。

撤去時期を示せ。

23 ６番 １．市長の政治姿勢について １．宮古圏域空港の利活用に関する検討

長 崎 富 夫 議員 委員会について

①下地島の利活用などを踏まえ、８月

30日検討委員会が開かれ本市の企画

政策部長と宮古島商工会議所専務理

事が会議に参加されたとしている。

2012年度に開催した「下地島空港利

活用検討協議会」で示された実現可

能性のある提案を踏まえて５案が提

言されている。その具体的な内容と、

本市が目指すベターな将来像につい
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て示してください。

２．野鳥観察のネットワークづくりと体

験観光を推進するため、与那覇湾、池

間湿原及び嘉手苅入り江、伊良部島な

どの入り江水域の整備について（一括

交付金活用）

①与那覇湾…ラムサール条約の整備事

業で久松側（例えば通称：一郎島）

に、漫湖公園に類似した生態系の観

察センターの整備はできないか。

②池間湿原及び嘉手苅入り江…繁茂し

た水草を除去し、野鳥や多様性昆虫

類の生態系の保存はできないか。

③伊良部島を含む島内の入り江水域に

流入した赤土を除去し、野鳥の生息

地として整備できないか。

３．財政について（大型公共工事につい

て）

①伝統工芸センター、新ごみ処理施設、

未来創造センター（用地買収費含

む）、ドーム型交流施設、平良港漲

水地区再開発事業、各事業ごとの財

源の内訳を資料で示していただきた

い。

②財政計画について

ア．平成27年度で合併算定がえ分（交

付税特別枠）が終わり、平成28年

度から交付税の縮減が始まる。こ

れから大型公共工事が始まるが、

平成27年度以降の中期財政計画は

策定されているのか。

③平成24年度の決算における市債額は

幾らか。市民１人の借金額は幾らか。

４．久松漁港の埋立地の活用について
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①久松漁港の埋立地の活用計画につい

て、市は平成22年度の早い時期に地

元漁業者との意見交換会を持ちたい

と考えているとご答弁された。しか

し、具体的な進展が見られない。ど

うなっているか。

５．第二次集中改革プランについて

①宮古島市定員適正化計画では、平成

25年度の職員数を830名とし、21人

の採用を予定していたが、40名を採

用している。その理由と適正化計画

との整合性を伺う。

２．道路行政について １．松原29号線の道路植栽について

①平成21年12月定例会で質問しまし

た。「調査したところ植栽の木はク

ロキで、ほとんどが枯れたり、折れ

たりで景観を損ねております。早急

に取り除く方向で対応いたします」

とお答えされた。しかし、４年間一

向に改善されない。どのようになっ

ているのか。

２．新豊線の道路整備について

①平成22年６月定例会、副市長は「ほ

かに整備を優先すべき道路があるこ

とから、現在のところ道路舗装整備

の計画はございません。今後検討が

必要であると考えております」とお

答えされたが整備が進んでいない。

検討はされましたか。整備計画はあ

りませんか。

３．西里通りの整備について

①コミュニティー道路の整備が望まし

いとの本市の方針は示されているも

のの、整備計画が一向に進まない。
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

原因はどこにあるのか。

３．農業行政について １．宮古島産ムラサキイモの安定生産、

供給について

①2012年度（初年度）の販売量実績は

目標の計画の半分約55トンにとどま

ったとしている。これでは生産農家

が成り立たなくなる。原因と今後の

対策を示していただきたい。

４．教育行政について １．市長の進める教育行政の理念を示し

ていただきたい。

２．学校統廃合問題について

①学校の統廃合による適正化を進める

のであれば、宮古島市全域の市立小

中学校を対象とした議論を進めるべ

き。来間中を下地中に統合してもな

お小規模校に変わりない。文科省の

言う学校規模適正化にした場合、宮

古島市で小中学校は何校が適正規模

か。また、将来的な適正化の展望を

具体的に示せ。

３．教職員の働き方の改善について

①市町村単位での「労働安全衛生委員

会」の設置はできないか。

５．福祉行政について １．市町村別生命表（2010年度）が発表

された。それによると、宮古島市の平

均寿命は県内37位。男性の平均寿命は

県内でワーストとなっている。沖縄県

は、知事を筆頭に「健康・長寿おきな

わ」の復活に向けて推進本部を設置し

ている。宮古島市の取り組みを伺いた

い。

24 25番 １．市長の政治姿勢について １．スカイマークの利用状況と継続運航

下 地 智 議員 の是非について

２．先島航路の旅客船運航について
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

①県への働きかけはどうなっている

か。

②運航会社への働きかけはどうなって

いるか。

３．先島圏域としての観光振興の可能性

について

４．比嘉加治道集落排水路の今後の取り

組み状況について

５．旧城辺町役場跡地検討委員会での取

り組み状況はどうなっているか。

６．水溶性天然ガス開発の今後の計画と

活用策と相乗効果について

７．墓地集団化に向けての取り組み状

況。

２．農業振興について １．農林水産物流通条件不利性解消事業

について

①これまでの実績はどうなっているの

か。

２．本市が取り組んでいる宮古―那覇間

の助成策である生鮮水産物流通不利性

解消事業の内容とこれまでの実績はど

うなっているのか。

25 10番 １．市長の政治姿勢について １．伊良部大橋の進捗状況について

棚 原 芳 樹 議員 ２．県営広域公園の整備計画について

３．伊良部島と下地島間の入り江環境整

備計画について

①現在の進捗状況と今後の計画につい

て

４．伊良部地区観光地環境整備について

５．下地島空港残地の農業的利用ゾーン

の整備について

①現在の進捗状況と今後の計画につい

て

６．伊良部宇佐和田のコミュニティーセ
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

ンター建設について

７．伊良部地区での海洋深層水事業計画

の推進について

８．伊良部大橋橋詰広場整備計画につい

て

９．全天候型スポーツ観光交流拠点施設

整備について

①総事業費について

②施設の規模と内容について

10．中央図書館、中央公民館新築工事に

ついて

①総事業費について

②施設の規模と内容について

11．伊良部地区、生活雑排水の適切な処

理について

12．宮古島市のオニヒトデ駆除に対する

取り組み状況について

13．国有地の払い下げについて

14．トゥリバー地区リゾート開発計画に

ついて

①現在の進捗状況と今後の計画につい

て

15．伊良部下地島、シュノーケル、ダイ

ビングポイントの中の島でのトイレ、

シャワー施設、駐車場の整備について

16．総合庁舎建設計画について

①建設場所、時期、規模、総事業費に

ついて

17．伊良部地区、通称乗瀬橋の整備計画

について

２．農業行政について １．伊良部地区における枝豆生産の現状

と今後の計画、選果施設整備計画につ

いて

３．道路行政について １．伊良部地区市道35号線整備計画につ
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順位 発 言 者 発 言 事 項 要 旨

いて

２．トゥリバー地区臨港道路伊良部線整

備計画について

①現在の進捗状況と今後の計画につい

て

②上水道の整備計画について

３．伊良部大橋伊良部側つけ根のほうか

ら長山港への道路整備計画について

４．沖縄クボタ宮古営業所より、富士製

菓製パンに抜ける道路拡幅整備につい

て

５．イオンタウン宮古南ショッピングセ

ンター丁字路と宮古電水土木前の信号

機設置について

４．医療・福祉行政について １．宮古島市の平成20年度から平成24年

度の医療費の推移について

①宮古島市の医療費削減対策について
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、26名で全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第３号のとおりであります。

この際、諸般の報告をいたします。

事務局長から報告させます。

◎事務局長（荷川取辰美）

議長の命により、諸般の報告をいたします。

９月12日、議会運営委員会が開催され、議長から諮問した亀濱玲子議員申し出の「一般質問通告書の差

しかえ」について協議がされ、差しかえは認められないとする決定がなされました。このことは、同議員

提出質問通告書に対する当局の質問聞き取り中、提出されている通告書が去る６月定例会提出のものであ

ることが判明し、今定例会通告準備していた質問通告書と差しかえてほしい旨の申し入れによるものであ

ります。一般質問の申し合わせ事項によりますと、通告締め切り時間を午後３時とし、その後の質問追加

は一切認めないことになっております。しかしながら、今回の件は提出間違いと思われることであり、初

めてのケースのため、締め切り後のことではあるが、その取り扱いについて議会運営委員会に諮問したと

ころ、これを認めた場合、今後悪用されるおそれがある、前例としてはならない、提出者自身の責任であ

る等の理由から、全会一致により差しかえは認められないとする決定がなされました。

◎議長（平良 隆）

これより日程第１、一般質問に入りますが、通告外の質問及び一問一答の質問にわたらないよう議事進

行にご協力願います。

なお、質問の１人持ち時間は30分となっております。

それでは、通告順に従いまして順次質問の発言を許します。

◎下地 明議員

ちょっと風邪ぎみで喉の調子がおかしいですが、ご容赦のほどよろしくお願いします。

一般質問の前に、去った６月、前政権で売却された保良の土地を買い戻したことに対し、下地敏彦市長

に敬意を表します。また、我々与党議員団が台風７号の影響によるサトウキビへの塩害並びに干ばつ対策

について当局に要請したところ、迅速対応したことに感謝を申し上げます。

それでは、通告に従い、一般質問を行いますが、当局の誠意ある答弁をよろしくお願いします。まず初

めに、市長の政治姿勢について。天然ガス試掘調査に伴う掘削作業につき、市長の抱負について。去った

８月31日より試掘調査に伴う掘削作業が始まりました。天然ガス事業計画は、下地敏彦市長が旧城辺町助

役時代に企画立案がスタートしました。県は、当初試掘場所を他の候補を挙げていたが、城辺地区最良の

保良に変更したことは、城辺地区住民にとっては大変喜ばしい限りであり、当局に感謝申し上げます。あ

りがとうございます。そこで、市長の抱負をお聞かせください。

次に、平成24年度一般会計決算と今後の財政運営について。平成24年度一般会計予算は、全ての会計に

おいて黒字決算となっており、実質収支額18億8,654万円余の黒字となっておりますが、剰余金額の主な
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要因についてお伺いします。

次に、歳入について、自主財源であります市税全体の徴収率は90.8％で、対前年度より0.7ポイント上

昇し、2008年に納税課を設置して以後、毎年上昇しており、徴収対策の取り組み強化があらわれているが、

依然として市税徴収未済額は４億3,181万円余となっており、今後の滞納繰り越し徴収対策についてお聞

きしたいと思います。

次に、歳出について、義務的経費について人件費は定員適正化計画の取り組みにより3,823万円余の削

減、そして交際費については３億3,107万円削減となっているが、扶助費は３億2,451万円余の増となって

おり、主な増の原因についてお伺いします。

次に、ＴＰＰ交渉について、環太平洋連携協定です。国内、県内、特に宮古島市において大変重要な問

題であるが、最近の新聞報道で年内妥結へ交渉加速と大きな見出しで掲載されており、日本政府は今後参

加国との交渉、特に米国との２国間交渉が最重要課題と思慮される。しかし、政府は参加表明後、農業の

重要５品目は守ると断言しておりますが、これまでの情報とあわせて今後の取り組みについてお伺いしま

す。

次に、保育士の手当について。今度の９月定例会補正予算で国庫補助金として法人保育所の保育士等処

遇改善臨時特例事業費補助金が計上されておりますが、宮古島市としても公立保育所の保育士手当を検討

すべきだと考えますが、答弁を願います。

次に、旧城辺町庁舎跡地利用計画について。今議会補正予算でいよいよ庁舎解体費が計上されており、

城辺地区の住民にとっては懐かしい思いではありますが、社会的時代の流れには逆らえないものです。そ

こで、跡地利用計画について、これまでの検討委員会で議論の内容と今後の取り組みについて答弁を願い

ます。

次に、長間自治会公民館改築について。昭和44年、当時の弁務官資金によって建設され、自治会の諸行

事等、活動の拠点施設として大きな役割を果たしてきたが、築42年余が経過。コンクリート剥離落下が頻

繁に起き、危険であることから、議員になり始めて以来取り上げてきており、去った８月６日、下地敏彦

市長に対し、長間自治会長、伊良皆孝が改築要請を行っております。自治会の防災拠点施設でもあり、何

らかの助成金活用して改築できないでしょうか、答弁願います。

次に、漲水御嶽と宮古神社間の整備について。宮古島市において最も大事なイベントである宮古まつり

は、漲水御嶽と宮古神社で豊年祈願祭後、クイチャー踊りから始まります。両方の移動道にも利用されて

いる史跡、漲水石畳道北側を整備することで漲水御嶽と宮古神社の鳥居が正面となり、周辺の景観もよく

なり、観光客にとっても喜ばれると考えますが、答弁を願います。

次に、農業振興について。圃場整備基盤事業の推進について。整備率の低い城辺地区の事業推進につい

て。近代的農業を経営するためには圃場整備事業の推進であることから、これまで再三取り上げてきてお

り、整備率の最も低い城辺地域を今後重点に事業推進できないか答弁を願います。

次に、西中ソコバリ地区整備事業内の排水路について。最近仲原地下ダム工事の影響で地下水位上昇が

予想され、圃場整備事業で新たな排水路計画が出て事業推進もおくれていると地域の声がありますが、地

権者の負担率に影響があるのかどうかも含めて説明願います。

次に、伊良部地区サトウキビ生産目標について。伊良部地区の経済発展は、サトウキビ増産にあると言
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っても過言ではないと考えます。そのことから、去った７月25日、伊良部地区さとうきび糖業振興会代表、

渡久山毅氏主催で関係者約1,000人参加でサトウキビ増産大会が初めて開催されております。そこで、生

産農家の所得向上と製糖工場の安定した経営維持のためにもサトウキビ増産対策が求められますが、今後

の生産目標についてお伺いします。

次に、池間島へⅢ型給水施設設置について。サトウキビの干ばつ被害調査で池間に行きました。サトウ

キビの干ばつ被害の深刻さをつぶさに見て、今のところ池間島は地下ダム受益面積に入っておりませんが、

国へ特段の要請でⅢ型の給水施設を早急に設置すべきだと考えますが、答弁を願います。

次に、池間島野そ防除について。池間島には池間湿原があり、また原野が広いため野そのすみ場が多く、

毎年サトウキビのほか、野菜に大きな被害が出て農家は大変困っております。そこで、これまでの野そ防

除方法を見直す考えはないでしょうか、答弁を願います。

次に、一括交付金活用した肉用牛増頭推進について。宮古の子牛価格が全国と肩を並べ、キロ単価全国

３位と新聞で報道され、大変喜ばしいことであります。しかし、畜産農家の高齢化が進み、和牛飼養頭数

減少傾向にあることから、去った７月10日、肉用牛生産増進生産者大会が開催され、下地敏彦市長も激励

の言葉を述べられております。そこで、宮古の経済を大きく支えてきた畜産経営の継続、発展と最近設立

された宮古和牛改良組合青年部に夢と希望を与えるとともに、高齢者が安心して畜産経営に励むために次

の２点についてお伺いします。

１点目、優良繁殖牛導入事業への助成について。

２点目、家畜の排せつ物処理について。畜産農家の高齢化が進み、家畜の排せつ物処理が困難な状況に

なってきており、畜舎から畑へ排せつ物を運び、散布するまでの一連の作業への助成について答弁を願い

ます。

次に、道路行政について。初めに、Ｂ―53号線宮古高校東側道路拡幅整備について、約350メートルの

長さです。子供たちの通学路であるが、歩道がなく、危険な状況から、喜久川隆富名腰自治会長を先頭に

地域の代表が下地敏彦市長へ拡幅整備要請を行っていることから、これまでも幾度となく質問をしてきて

おります。当局は、県と調整して採択に向けて頑張っていきたいと答弁がありましたが、これまでの県と

の調整と今後の事業計画について答弁願います。

次に、西里通り整備について。宮古島市は、これまでの議会答弁で県のコミュニティー道路整備計画方

針に従っての考えを示してきておりますが、最近通り会の皆様と宮古島市と整備に向けた話し合い等は持

たれておりますか、答弁を願います。

次に、県道78号線、出口通り整備について。多くの市民の声がたびたびあることから、これまでも質問

してきておりますが、整備計画について答弁願います。

次に、Ａ―32号線整備について。宮古球場西交差点より古波蔵商店前、港までの道路で、昔から全く整

備されないままですが、整備計画はどうなっているかお伺いします。

以上、質問しましたが、答弁を聞いて再質問したいと思います。

◎市長（下地敏彦）

お答えをしたいと思います。

天然ガス試掘調査に伴う掘削作業開始についての市長の抱負ということであります。本市においては、
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過去の国等の調査により、相当量の天然ガスが賦存していることが確認されております。平成15年及び平

成16年には、旧城辺町において城辺町新エネルギービジョン策定事業といたしまして水溶性天然ガスコー

ジェネレーションシステム、この事業可能性について調査を行いました。また、平成22年には沖縄県によ

り宮古島全域を対象に天然ガスの賦存量調査も行われております。それらを踏まえた今回の試掘調査事業

では、沖縄県を事業主体として天然ガスや副産物である温泉水等を採取し、その成分分析を行うこととし

ております。天然ガスの利活用については、ガス成分等の分析結果にもよりますけれども、本市に大きな

経済効果をもたらし、産業振興にも寄与するものと考えられるため、沖縄県と協力し、未来に向けて本市

の発展に寄与するようなさまざまな方策を検討してまいりたいと思っております。

◎副市長（長濱政治）

市長の政治姿勢について。平成24年度一般会計決算と今後の財政運営について。まず、前年度と比較し

て依存財源比率が伸びた理由でございますが、平成24年度一般会計決算の歳入を国庫支出金、県支出金や

地方交付税等の依存財源と市税や繰越金等の自主財源の比率で見ますと、依存財源比率が77.9％、自主財

源比率で22.1％となっており、また依存財源比率は前年度と比較いたしまして、1.7％高くなっておりま

す。その主な要因は自主財源で、繰越金が前年度よりも約８億2,000万円と少なくなったために自主財源

比率が低下し、依存財源比率が高くなったものと分析しております。

それから、市税の徴収率が高くなっているけれども、依然として滞納が多いということの今後の対策と

いうことでございますけれども、まず基本的には滞納整理の早期着手、それから滞納処分を徹底的に取り

組んでいくというのが基本でございますけれども、そしてそれに加えまして、今年度、平成25年４月１日

からコンビニ納付というものを始めておりまして、特に軽自動車の税金納付につきましては前年度と比較

いたしまして0.9％の伸びを見せているということで、コンビニ納付が定着していけば、もっともっと税

収は上がってくるものというふうに考えております。

それから、扶助費が伸びていると、その主な要因ということの質問でございますけれども、主な要因と

いたしましては生活保護費や医療費、いわゆる社会福祉費の増によるものでございます。

それから、市長の政治姿勢について、ＴＰＰ交渉についてでございます。ＴＰＰ交渉は、８月22日に開

幕いたしましたが、政府対策本部ではサトウキビなど重要５品目につきましてはまだ交渉が始まっておら

ず、今後の動向に注視してまいりたいと考えております。ただ、ＴＰＰ交渉に向けて県選出国会議員が農

業経済団体などを対象に６月に説明会を行い、農業主要５品目、特にサトウキビについては農家がＴＰＰ

による悪影響がある場合は交渉の撤退を求めるなどの強い姿勢で対処するとのことでございました。いず

れにいたしましてもサトウキビ作を中心とした農業が持続的に生産されるよう今後の動向を注視し、県及

び関係機関と連携を図りながら対応してまいりたいと考えております。

◎総務部長（安谷屋政秀）

下地明議員の市長の政治姿勢についての保育士手当についてお答えしたいと思います。

保育士手当については、現在沖縄県内では11市のうち、本市を含めて６市が支給しておりません。保育

業務の重要性については十分理解しておりますが、保育士手当については平成20年12月定例会に提案し、

否決された経緯等もありますので、その経緯を踏まえて現段階では支給することは考えておりません。

◎生活環境部長（平良哲則）
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１点目に、旧城辺町庁舎跡地活用計画についてでありますが、旧城辺町庁舎の取り壊しは年内に予定を

しておりまして、跡地の利用につきましては、これまで２回の委員会を開催しました。先月行われました

委員会においては、事務局より旧城辺町役場跡地利用計画の整備方針を提案しました。協議の結果、次回

の委員会においては継続審議の施設６点と新たに提案された施設３点について事務局で資料作成を行いま

して、協議することになっております。今後意見集約を早期に行いまして、市の総合振興計画に沿って実

施に向け、取り組んでまいります。

次に、城辺地区の長間自治会公民館改築についてでありますが、議員ご指摘の長間自治会公民館は老朽

化が進んでいることから、新たな整備は必要であるというふうに考えております。整備につきましては、

集落基盤整備事業での補助メニューが厳しいことから、一括交付金での活用が可能かどうか県と調整した

いというふうに考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず最初に、圃場基盤整備事業の推進についてお答えいたします。

城辺地区では、現在整備中の地区が県営圃場整備事業で10地区ございます。地区名を申し上げますと、

長南、東福地、新城西、西西１期、村越１期、西西２期、村越２期、西新生、加治道、長中でございます。

また、平成25年度の新規地区として更竹地区、福嶺南地区、福地地区の３地区を整備します。そのほか市

営事業では、現在整備中の下南東地区があります。平成25年度新規地区としましては、竹後原地区を整備

します。城辺地区では、さらに平成26年度新規地区としまして、県営事業で挾間地区、ウズラ嶺地区、山

底地区の３地区、市営では大牧西地区、山田地区の２地区を整備する予定であります。議員ご質問の城辺

地区における圃場整備の推進については、これまで整備率が低かったこともあり、積極的に事業推進を図

っているところでございます。

２点目の西中地区の整備事業計画の排水路についてお答えいたします。議員ご質問の西中地区は、西中

ソコバリ地区のことと思いますが、排水路整備事業については仲原地下ダムの高水対策の一環として国営

事業で整備を計画しております。また、圃場整備については県営事業で整備する予定であります。この件

については、平成26年度新規採択地区として国、県、市及び関係者で協議を重ねて取り組んでまいりまし

たが、仲原地下ダムの流域見直し等に伴って排水路整備計画も見直しの対象になったため、県営事業で計

画していた圃場整備とともに、平成26年度新規採択から平成27年度に新規採択へ移行になりました。

次に、伊良部地区サトウキビ生産目標についてお答えいたします。伊良部地区サトウキビ生産目標とし

ましては、昨年度は生産目標を５万8,000トンに掲げ、その目標達成に向けて取り組んでまいりましたが、

夏場の気象災害等もありまして、結果としては５万2,000トン余となり、平年並みの生産量となりました。

７万トンの生産目標を掲げて去った７月25日に約1,000名の農家の皆さんが参加して増産生産者大会を行

っており、地域に適した品種の選定や夏株主体の作付体系を見直し、春植え及び株出し面積の普及を推進、

優良品種の適宜更新や土づくりも奨励し、目標とする７万トンが早期に達成されるよう関係機関と連携し

て取り組んでまいりたいと考えております。

次に、池間島へのⅢ型給水施設についてお答えいたします。池間島へのかんがい施設整備は、池間島で

の水源確保が厳しく、整備は考えておりません。また、地下ダムの受益地区にも入っていないため、かん

がい施設の整備は難しくなっております。そのため土地改良区及び関係機関と調整の上、かんがい施設を
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利用して狩俣側の橋近くにⅢ型給水施設を市の単独事業で設置を計画しており、本年度で設計、工事実施

は平成26年度を予定しております。

次に、池間島の野そ防除についてお答えいたします。池間地区においては、去った８月26日、地上用薬

剤を生産農家に配付し、地上防除をお願いしたところでございますが、生産農家からは地上防除には限界

があり、航空防除できないかとの要望もございます。今年度は、10月末に宮古本島、伊良部地区で予定し

ている航空防除を池間地区においても湿原や住宅地を除く圃場及び雑木林を対象に実施し、野その被害状

況などの経過を監視してまいりたいと思っております。

次に、一括交付金を利用した肉用牛の繁殖増頭についてお答えいたします。まず、１点目の優良繁殖雌

牛導入事業への助成についてお答えいたします。優良繁殖雌牛の導入事業としましては、優良遺伝子繁殖

雌素牛保留事業があり、ＪＡが畜産振興公社の補助事業を受けて実施しており、遺伝能力が高い雌子牛を

保留する農家に対し、１頭当たり12万円の奨励金を交付しています。平成24年度においては、208頭が保

留されております。議員ご質問の内容は、現在農協有牛に関する導入補助事業がないことから、それに対

する補助交付金事業で活用することができないかとの趣旨であると思いますが、子牛の導入促進は増頭対

策として最も重要なことでありますので、一括交付金の導入や既存の補助事業の見直しを含め、増頭対策

に向けて検討を始めております。

次に、家畜排せつ物の処理についてお答えいたします。ＪＡおきなわ宮古地区本部によると、ヘルパー

事業においては飼養管理ヘルパー作業においてふん出し作業の利用に対しての助成が行われているとのこ

とでありますが、堆肥舎から畑への散布については事業としてはまだ認められていないとのことでありま

す。現在堆肥散布に関する事業としまして、国の畜産経営力向上緊急支援リース事業があります。その機

械の導入が行われていることから、機械を導入した方を対象としてヘルパー要員にし、その作業に対する

補助ができないかどうか検討しているところであります。堆肥散布は大変な作業でありますので、同作業

がコントラクターと同様に機械の利用体系が構築されるとともに、ヘルパー事業の拡大ができるようＪＡ

と連携して積極的に推進してまいりたいと思っております。

◎建設部長（下地康教）

建設部に関するご質問は、Ｂ―53号線、出口通り、Ａ―32号線、それと西里通りの４点だと思います。

まず、Ｂ―53号線に関してでございますが、平成14年度から道路所管の交通安全施設整備事業で旧富士製

パン前の交差点から高校東線までの延長400メートルを整備しております。今年度宮古高校校舎前の歩道

整備を行い、事業を完了する予定でございます。ご質問の内容は、宮古高校東線から環状２号線までのさ

らに東に延びる約350メートルの区間についての整備が必要だというご質問だと思いますけれども、現時

点では拡幅計画はありません。しかし、当該区間の整備につきましては市としても必要性があると認識し

ておりますので、現在事業が継続中の他の路線における進捗状況を見ながら県と調整し、事業採択に向け、

前向きに検討したいというふうに考えております。

次に、出口通りの整備についてでございますが、当該路線は福嶺病院前の交差点から東に向け、アツマ

マ御嶽南側交差点までの約350メートル区間の県道78号線でございます。宮古土木事務所都市計画班に確

認したところ、現在拡幅改良の計画はないということでありましたが、本市としては市街地路線整備のあ

り方としては歩道つきの道路整備の必要性はあるというふうに認識しておりますので、十分前向きに取り
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組んでいく必要があると考えております。

次に、Ａ―32号線の整備についてでございます。これは、古波蔵商店前交差点から東へ宮古球場交差点

前までの延長550メートルの区間でございます。当該道路整備計画につきましては、現在その整備計画と

いうのはございませんが、平成26年度で市全体を対象とした道路整備計画調査を検討しております。その

中で整備順位を判断していきたいというふうに考えております。

最後に、西里通りの整備でございます。西里通りの整備については、沖縄県が管理する県道平良城辺線

でございます。県の考え方としましては、現状幅員のコミュニティー道路での整備方針を決定しており、

通り会の皆さんへの整備方針も伝えてあるということでございます。今後も県の整備方針は変わらないも

のと考えており、早期着工に向け、調整を行いたいというふうに考えております。また、最近の動きとし

まして、西里大通り商店振興組合がまちづくり先進地事例である高松丸亀町商店街振興組合理事長の古川

康造さんの講演会を主催しまして、新たなまちづくりを模索をしているという状況でございます。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

市長の政治姿勢について、漲水御嶽と宮古神社間の整備についてであります。漲水御嶽と宮古神社間に

ついては、市指定史跡、漲水石畳道が所在しており、民間団体によって定期的な清掃などの管理を行って

おります。この石畳道の整備につきましては、車両進入防止のための鉄柵を撤去し、石畳のたたずまいと

周辺景観に調和した琉球石灰岩材質の新たな柵の設置、説明板の設置などを検討しております。過去に民

間団体より漲水御嶽から宮古神社まで石畳道南側に灯籠を設置したい旨の提案を受けた際、宮古島市文化

財保護審議会で審議した結果、石畳道は祥雲寺、観音堂への道であり、宮古神社への参道ではないため、

宮古神社への参道と捉えられるような整備は好ましくないと決議をしております。下地明議員より石畳道

の北側に隣接する民間などが宮古神社から漲水御嶽を望む景観を遮っており、また宮古まつりの際に見物

できるスペースを確保するための広場を整備してはいかがかとのご提案を受けておりますが、漲水石畳道

に隣接する議員ご指摘の周辺整備等につきましては文化財としての指定範囲外となっており、文化財保護

を目的とした事業は導入できませんので、ご理解をお願いいたします。

◎下地 明議員

答弁ありがとうございました。天然ガスについては、市長、本当に城辺地域の発展のために当初から地

元の要請も参考にするというふうなこと等が聞かされていましたので、私たちの城辺住民の要望どおり城

辺に場所を移したことに対しては改めてまたお礼を申し上げたいと。本当にありがとうございました。

それから、平成24年度一般会計決算と今後の財政運営についてでありますけども、副市長からある程度

答弁がありました。自主財源比率と依存財源とは共通するものでありまして、やっぱりそれらも依存財源

が高ければ自主財源が低くなるというふうになりまして、依存財源比率は前年度と比較して1.7％高くな

っておりましてですね、ただこれになったというふうな数字だけの話です。どういうふうな事業をやった

から、こういうふうになったというふうな答弁が私はもらいたかったです。ひとつもう少しですね、この

辺について答弁がしてもらえればありがたいと思います。

それから、詳しい中身については申し上げませんが、歳入歳出の面で前年度よりは大分減額になってお

りますけれども、約10億円ぐらいの不用額が生じるということは、やっぱり予算執行に当たっては非常に

よくないんじゃないかと。確かに前年度よりは減っております。そういうことで新年度からですね、予算
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額は不用額ゼロとはいかないにしても、ひとつ予算執行に当たっては大いに頑張ってもらいたいと私は思

います。この件について答弁を願いたいと思います。

ＴＰＰ交渉については、もちろん現段階ではまだはっきりした情報はないということでありまして、確

かにそのとおりじゃないかなと私も思っております。しかしですね、非常に動きが余り見えなくて、また

我々が知らないうちに何か一方的に進んでいくような感じもいたしますので、この辺についてはですね、

しっかりと情報をですね、収集して、本当に宮古島市にとってはこの５品目の中の畜産、そしてサトウキ

ビ、これがないとやっぱり宮古島市においては死活問題でありますので、政府は参加するに当たっては必

ず守るべきものは守ると宣言していたわけですから、うそがないようにしっかりとですね、我々宮古島市

は市長を先頭にして県、国を動かすべきだと思います。市長にそのことについて答弁を願いたいと思いま

す。

次に、保育士の手当については前回も私は取り上げてきました。同じような答弁で残念でなりません。

確かに議会でもうやめてもいいというふうなことはやっておりますけれども、それでは総務部長にお聞き

しますけど、管理職手当、伊志嶺市政時代に削減したの増額しましたですよね、議会において。あれどう

考えますか。子供たちを預かる保育士の、わずかとは言えないけれども、この手当を、何も１万円とか額

を言っているわけじゃないし、手当というのは、それはもう気持ちだけ、わずかな額を考えて申し上げて

いるわけですから、保育士の皆さんがですね、喜んで楽しく、そして子供を預けに来る父母たち、本当に

安心して子供を預けられると、この姿は頭に浮かびませんか。これこそ少子化対策の大事な一環であると

私は思うんですよ。保育士の手当を上げなさいとただ言っておりません。正直申して、もう一遍繰り返し

ますが、管理職手当を上げたんじゃないですか、議会で。何でじゃこれを諦めたんですか。あえて申し上

げたい。だから、そういうふうなことで、あえてそこまで言いたくなかったけれども、同じような、しか

も国がですね、今法人保育所に2,200万円余の事業を導入して保育士の皆さんを本当に大事にしようとい

うふうにこうやっているわけですから、私は再三取り上げてきておりましてですね、この事業、何もそれ

をたくさんというふうな思いを私は持っておりません。ただ、保育士の皆さんが楽しく、明るく子供たち

を預かって、やっぱり子供をどんどん産んでもいいと、その親たちにその思いを持たせたいという思いか

らして私は再三取り上げてきておりますので、ひとつ前向きな答弁をお願いしたい。

それから、旧城辺町庁舎跡地利用についてはひとつ今後ですね、検討協議の段階でしっかりした地域の

要望する施設をつくってもらいたい。

それから、長間自治会公民館については一括交付金が活用できないか否か検討してみるということであ

りますけれども、風の便りでちょっとお聞きしましたけども、県内においては一括交付金、確かに確認し

たんだけども、ほか活用してつくられた場所もあるとも聞いておりますので、ひとつ調べて検討してもら

いたい。

それから、漲水御嶽の間については時間の制約上あえて申し上げませんが、これはですね、本土あたり

ではこういったところを整備して観光客を楽しませる場所なんです。これ石畳は外ですから、文化財審議

会の審議とは違うと思う。そういうことで今でもこの周辺住民には迷惑をかけているわけですから、ひと

つ今後ですね、検討してもらいたいと思います。

それから、農業振興については城辺地区の非常に低い地域なもんだから、これも取り上げてきておりま



- 106 -

すが、農林水産部長の答弁で数カ所事業をやっているのは事実であります。今後もひとつですね、今干ば

つで大変困っているのは一番城辺地域の農家です。ひとつそういったのも鑑みてですね、取り組んでもら

いたいと思います。

それから、西中ソコバリ地区の整備事業については農林水産部長もおっしゃったとおり、排水事業が新

たに浮かんでやっぱり地域の皆さんが困っております。事業も１年おくれるということでありますが、僕

は地権者の負担率についての影響も聞いたわけですから、それもお伺いしたいと思います。

それから、伊良部地区サトウキビ生産においてはひとつですね、７万トンをコンスタントにないと宮古

製糖伊良部工場の安定経営はちょっと怪しいのかなと私自身考えておりますので、ぜひともそういった方

法での増産体制をとってもらいたいと思いますので、もう一度答弁をお願いします。

それから、池間島へのⅢ型給水については、狩俣側で設置するという答弁がありました。結構やっぱり

地下ダムの受益面積に入っているわけですから、非常に厳しいと思うんです。狩俣側に設置するんでした

ら狩俣の人に使われるように、池間専用にさせて使わせないとちょっと問題が起きると思いますので、そ

ういった面を考慮してもらいたいと。

野そ防除については、ひとつ見直すようなあれがあったと思いまして、よろしくお願いします。

それから、牛の増頭計画については前向きな答弁があったと思いますので、これは時間の関係上、割愛

いたします。

道路行政についてはですね、特に宮古高校東側は子供たちの通学路であります。建設部長は、答弁の中

ではやっぱり今の事業を推進した後に優先的にここからやっていきたいというふうな思いを私は受けとめ

ましたけれども、それを確認したいと思います。やっぱり私はですね、非常に議員から指摘されるよりも、

皆さんも常に平良市街地、また田舎回っているけれど、自分で気づいて本当にこの道路を整備しないとい

かんというふうな思いが出てくると思うんですよ。私が思うに、市街地の道路整備が大変おくれていると

私は見ております。どうかその辺も加味して再答弁をお願いしたいと思います。

それから、長間自治会公民館老朽化の現状について、危険状態の解消に向けて自治会長の伊良皆孝さん

が察して写真を掲載しておりますので、市長にお上げしますから、ひとつよろしくお願いします。

答弁聞いてから再々質問行いたいと思います。

◎市長（下地敏彦）

まずは、ＴＰＰについてであります。なかなか外国との交渉ということで詳細な情報というのが伝わっ

てきておりません。ただ、私どもとしましては宮古島の沖縄県全体のサトウキビの半分を生産していると

いう地域であります。したがって、このＴＰＰによってもし関税が撤廃されるということになれば、宮古

島の経済そのものが大きな影響を受けるということを十分認識して情報の収集に今努めているところで

す。県選出の国会議員等に対しましても、特にサトウキビの関税の撤廃については少しでも情報があれば

提供してほしいというふうに申し入れをしているところでありまして、今後もしっかりと対応してまいり

たいというふうに思います。

長間自治会公民館につきましては、確かに老朽化が進んでおります。弁務官時代に建てられた建物であ

り、コンクリートの剥離もかなり進んでいるというのはよく理解をしております。先ほども答弁しました

ように、一括交付金でそれができるかどうか、これから調整を進めてまいりたいというふうに思っており



- 107 -

ます。

◎副市長（長濱政治）

一般会計の中でどういった事業があったから、自主財源比率が落ちたのか、それから依存財源がふえた

のかということでございますけども、これ一概にどの事業というよりも……

（議員の声あり）

◎副市長（長濱政治）

はい。一番特に大きなのは県支出金がですね、８億4,700万円余り、これは特に沖縄振興特別推進市町

村交付金事業、いわゆる一括交付金事業ということでございます。それと、沖縄振興公共投資交付金分と

いうことが上げられております。そういったものが一応ふえたということでございます。

それから、10億円の不用額ということでございますけども、これは当然不用額はできるだけ縮減すると

いうふうな方向でやっておりますけれども、何とかですね、これは本当に努力していかなければならない

と思っておりますので、ぜひ職員みんなで考えて縮減に努めていきたいというふうに思っております。

◎総務部長（安谷屋政秀）

保育士の手当を支給できないかということですけど、全国的には特殊手当については現在見直しを進め

ている状況であります。今後厳しい財政状況、平成28年度から普通交付税が段階的に縮減されてきます。

そういうことが見込まれることから、ほかの手当等も含めて再度検討していかなければならないというこ

とになると思います。ただ、今前政権というか、伊志嶺時代にみんなカットされたのではないかという理

由については、これは財政が非常に厳しくて赤字団体になろうという段階でみんなカットされております、

管理職手当も全部。ただ、合併して下地敏彦市長になってから積み立て部分も積み立てていることはいる

んですけど、今後合併交付金というのが平成32年度から約30億円縮減されて現在の予算より30億円少ない

金額で予算を執行しなければならない時代が来ます。ですから、そのためにやはり節約できるものは節約

する。しかし、しっかり支出するものは支出するという考えのもとでやっていきますので、今後特殊手当

についても見直しとか、そういう作業に進まざるを得ないということですので、今のところ保育士手当に

ついては支給する考えは持っておりません。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず最初に、西中ソコバリ地区が先ほど答弁しましたように１年新規採択がおくれましたけど、事業が

始まって不都合が生じる前にですね、やはり懸念される対策を行って１年後にその課題を解決してから採

択ということにしましたので、ご理解願いたいと思っております。それに伴って受益者負担が変わるかと

いうご質問がありましたけど、見直しによって受益者負担が変わることはございません。

次に、伊良部地区のサトウキビ生産７万トンの目標達成に努めるようにというご質問でしたけど、おっ

しゃるようにですね、やはり宮古製糖伊良部工場を存続させるためには７万トン程度の生産量は常時上げ

なければならないと思っておりますので、その基盤となる基盤整備なども含めてですね、できるだけ早期

に７万トンが常時収穫できるよう体制を整えてまいりたいと思っております。

次に、池間島のⅢ型の給水施設の使用についてでありますけど、通常ですと特に優先ということがなく

ていいかと思いますけど、例えば干ばつなどのときは議員おっしゃるような対策をとっていきたいと思っ

ております。
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◎建設部長（下地康教）

下地明議員の道路行政についての再質問にお答えしたいと思います。

内容は、Ｂ―53号線の宮古高校東線から東側の環状２号線までの整備をぜひ行ってほしいということだ

と思いますけれども、現在は旧富士製パン前の交差点から宮古高校東線までの、宮古高校の通りですね、

それを歩道つきで整備して今年度完了する予定でございます。それから東側の道路整備ですが、まず市と

しても非常に道路整備の必要性は感じてございます。それで、平成26年度にですね、来年度市全域を対象

とした道路整備計画調査、まずこの計画を策定したいというふうに考えておりますので、その中で優先順

位を決めていくんですけれども、その中でもかなり高い優先順位になっていくというふうに思っておりま

すので、これから十分前向きに検討していきたいというふうに考えております。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

漲水御嶽の周辺整備についてでありますが、観光客を楽しませるという観点からすると観光商工局の管

轄になると思いますので、観光商工局と協議をしたいと思います。

◎下地 明議員

再々質問になりますけども、２点だけ再確認したいと思います。

保育士の手当については、総務部長ですね、先ほど申し上げたとおり、子供たちを大事に預かる仕事で

もありますから、少子化対策の一環としての方向からも考えて今後前向きに検討するようにお願いしたい

と思いますけれども、その辺について。

それから、道路行政について、今先ほど建設部長が本当にＢ―53号線の取りつけについて答弁いたしま

した。少し聞き漏らしたので、もう一遍今の事業やっている地域が終わったら平成26年度の事業計画の中

で最重点的に取り組むと答弁したと思いますが、その確認もう一度お願いしたいと思います。

それでは、質問ではありません。最後に一言申し上げます。宮古島市民の皆様、下地敏彦市長初め職員

の皆様ありがとうございました。同僚議員の皆様、お互い４年間宮古島市発展と市民の生活向上並びに福

祉向上を図るため、いろいろと議論を交わしてきました。また、議会で席を並べ、宮古島市の将来発展に

向けた建設的な議論を交わそうではありませんか。そのことを祈念し、宮古島市議会第２期議員としての

質問を終わります。ありがとうございました。

◎市長（下地敏彦）

再々質問２点ございました。まず、保育士の特殊勤務手当について考えるべきだということですが、総

務部長が先ほど答弁したとおりですね、平成28年度から地方交付税の段階的な縮減が始まるという大きな

流れの中にあります。したがって、保育士の手当のみならず、全ての手当について見直しをするという形

で、その中で検討してみたいというふうに思っております。

道路についてでありますが、これまで道路のいろんな整備についてはその都度必要な部分を手当てする

という形でやってまいりました。しかし、そういうふうな形でやると、なかなか全体の整合性がとれない

ということで、平成26年度に市全体を対象とした道路整備についての調査を行うということであります。

したがって、その中でどの道路を整備すべきか、どの道路が優先すべきか、そういうふうなものを検討す

るということでありますので、道路全体については今後そういうふうな形で進めてまいります。よろしく

お願いします。
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◎議長（平良 隆）

これで下地明議員の質問は終了いたしました。

◎佐久本洋介議員

９月定例会に当たり、さきに通告しましたとおり質問してまいりたいと思います。

まず、市長の政治姿勢について伺います。１点目に、沖縄県離島児童生徒支援センターについて伺いま

す。県は、離島の子供たちや親の経済的負担、精神的負担の軽減を図るため、宿泊施設や交流施設を備え

た支援センターの設置を進めているようですが、現在の進捗状況や利用対象等について説明してください。

２点目に、造船所について伺います。市有地の賃貸料を長期にわたり滞納してきた造船業者２社を相手

に土地の明け渡しと滞納金の支払いを求めて裁判を行ってきましたが、現在の状況について説明してくだ

さい。この滞納状況については、これまでの旧平良市からですね、非常に滞納金についての請求がなかな

かなかったようで、これが莫大な金額になっています。今滞納金の処理は、これはもうこの２社にとって

は非常に厳しい状況だと思いますが、どのようになっているのか。それから、２社の運営は今後どうなる

のか。継続可能なのかどうか、そしてまたそれとも即明け渡しを求めるのか。

それから、２社の運営が継続できなくなると船のドックへの不安、これを訴える船主らが多数います。

宮古でドックができなくなると、沖縄本島まで行かなくてはなりません。現在八重山もドックがないため

に宮古あるいは沖縄本島で受けているようです。船体の塗料の塗りかえとか修理等については緒施設を利

用して行っていますが、ドックはそうはいきません。今後ドックへの対応はどうなるのか。

３点目に、下地島空港利用検討委員会について伺います。まず、委員会の構成メンバー等について説明

してください。現在幾つかの案が上がっているようですが、実現可能性の高い案についての絞り込み、こ

れはどのように行われていくのか。

４点目に、池間島グラウンドゴルフ場でトイレ、休憩所の整備をしてほしいとの池間住民からの要望で

すが、整備ができないものかどうか。お年寄りの健康増進、介護予防からも適度な運動は必要ですが、行

政のバックアップをお願いしたいとのことですが、いかがでしょうか。

５点目に、佐良浜漁港利用計画策定委員会の現況について伺います。佐良浜漁港利用計画については何

回も質問していますが、計画が見えてきません。ターミナル、浮桟橋等、それから駐車場、この利用を検

討している方もいますので、早目に利用計画、これを策定していただきたい。これを急ぐのは、橋があと

２年足らずで開通します。それまでにはやはり準備をしておかなくちゃいけませんので、佐良浜漁港周辺

の活性化のためにも早く利用計画を策定してほしいと思いますが、現在どうなっているのかどうか説明し

てください。

６点目に、伊良部大橋橋詰広場の伊良部振興センターの現況について伺います。６月定例会でも取り上

げましたが、その後の進展、特に用地取得交渉は進んでいるのかどうか。

次に、漁業振興について伺います。１点目に、平良港フェリー着き場の鮮魚売り場の改善策はどのよう

にお考えなのか。そして、現在別々に置かれている建物が幾つかになっていますが、この売り場を１カ所

に集約することはできないものかどうか。

２点目に、伊良部漁協荷さばき場の改築について伺います。この建物は、築何年が経過しているのかも

わからないぐらい老朽化が進み、天井はコンクリートの剥離、落下の危険に見舞われております。現在は、
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網で落下を防いでいますが、重量物の落下があった場合、網で防ぐのは非常に不可能になると思います。

鮮魚の小売をしている方、買い物に訪れる方、非常に危険な状態です。対策が必要ですが、改築に向けて

の前向きな答弁をお願いします。

次に、教育行政について伺います。１点目、2013年全国学力テストにおける宮古島市の結果はどのよう

になっていますか。小学国語Ａ、Ｂ、それから算数Ａ、Ｂ、中学国語Ａ、Ｂ、数学Ａ、Ｂについて伺いま

す。そして、全国平均、それから沖縄県平均と比べてどのようになっているのかどうか。

２点目に、学力アップの体制づくりについて伺います。2007年より始まった学力テストで全国平均との

差は縮まり、改善傾向にあると言われているが、中学校などは2007年度以降全教科で47位、つまり全国最

下位です。もはや今までの授業のやり方をやはり改善する必要があるんじゃないかと思います。改善傾向

にあると言われますが、今のままでは同じ繰り返しです。学力が全てとは言いませんが、基本的なものは

つけさせるべきだと思います。これまでの授業の改善を目指し、プロジェクトチームみたいな、あるいは

モデル校のような、こういうものの設置ができないものかどうかお伺いします。

３点目に、土曜授業について伺います。文部科学省は、特別に必要がある場合に限っている土曜授業の

要件を今年度秋にも緩和する方針だということです。そして、学力向上を目指し、土曜授業に取り組む公

立小中高への補助制度を検討する方針を決め、2014年度予算に要求していくとのことです。月１回以上の

土曜授業を実施するとなっていますが、宮古島市としてこの補助制度を利用するお考えはあるのかどうか

お伺いします。

以上、答弁を聞いて再質問したいと思います。

◎市長（下地敏彦）

伊良部地域振興施設について現況はどうなっているかということですが、伊良部地域振興施設は伊良部

大橋橋詰広場整備事業とあわせて建設することとなっており、設計は既に完了いたしております。現在事

業主体である県と協力し、宮古島市も地権者と用地交渉を進めております。再鑑定による用地単価の見直

しを行ったこと、市の地域振興施設へのかかわりについて話し合いを行ったことなどが功を奏しまして、

関係者４人の地権者のうち１人は契約を締結をいたしております。地権者の皆様は事業には賛成している

ことから、市としても引き続き用地交渉に協力してまいりたいというふうに思っております。しかしなが

ら、この事業、継続事業でございます。したがって、ことし10月末までに地権者の合意がもし得られない

ということになれば、同施設の整備は困難となります。したがって、市の次年度の予算計上はできなくな

るという形になります。

◎副市長（長濱政治）

平良港フェリー船着き場の鮮魚売り場についてでございます。改善策は、それから売り場の集約はでき

ないのかということについてお答えいたします。

平良港フェリー船着き場での鮮魚販売につきましては、平成27年１月に伊良部大橋の供用開始に伴って

平良―佐良浜間の船便発着がなくなることに伴い、集客量、それから販売量が減少するものと想定されま

す。しかし、この想定されるということから、じゃどうするかというところに問題がございまして、具体

的にじゃ先ほど市長が話しました橋詰広場の伊良部地域振興センター内に一応つくるのか、それとも平良

市側につくるのかというふうなところでいろいろ考えがあるようでございます。それによっては場所を本



- 111 -

当に集約可能なのかどうかということが議論されると思いますけれども、この鮮魚販売している方々とで

すね、再度具体的にどこでつくったほうがいいのか、どのような形がいいのかということは話し合ってみ

たいというふうに思います。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

市長の政治姿勢について、離島児童生徒支援センターに関する佐久本洋介議員のご質問に一括してお答

えいたします。

まず、進捗状況ですが、県では那覇市の東町での建設に向けて現在設計業務を行っており、平成25年度

中には建築工事に着手する計画としております。供用開始は、予定どおり平成27年度の４月となっていま

す。また、利用対象者についてですが、センターには離島の児童生徒を支援するための寮的な宿泊機能と

交流機能が整備されるとなっています。このうち、寮的機能は地元に高校のない離島の生徒が沖縄本島で

就学する場合、居住施設として提供し、負担の軽減を図ろうというものです。宮古島市の生徒が沖縄本島

の高校に就学した場合は、地元に高校があるため対象者にはならないということです。一方、交流機能に

ついては県内離島の全ての児童生徒が対象者となっており、ホール等活用してさまざまな交流事業を行う

ことができるということです。

次に、教育行政についてです。全国学力・学習状況調査の結果についてお答えします。小学校は、実施

した国語、算数の教科各領域Ａ、Ｂで全国及び県平均正答率を下回る結果になりました。しかし、昨年度

の結果と比較した場合、全教科領域において全国及び県との差を縮めることができました。中学校は、全

国平均正答率を下回り、県平均正答率との比較では国語Ａ、数学Ａ、数学Ｂの領域で県平均正答率を上回

りましたが、国語Ｂは県を下回る結果となりました。本市の課題としている無回答率は小中学校とも改善

の傾向にあり、問題を諦めずに解こうとする子供たちの意識の向上をうかがうことが今年度の結果で出て

おります。

次に、学力向上の体制づくりについてお答えします。まず、学力向上推進委員会を開催し、本市の園児、

児童生徒の学力向上を推進していくための方針について検討し、教育委員会及び学校の学力向上の取り組

みに反映させていますし、プロジェクトとしては魅力ある学校づくりとして主な取り組みに速読に取り組

んでいる学校が多数ございます。学校との体制づくりについては、教育委員会と学校が連鎖した重点項目

及び取り組みの指標を明確にした取り組みを推進しています。教育委員会は、各学校との重点項目の進捗

状況確認のため学力向上推進担当者等とのヒアリング、学校長面談等を行い、指導支援を行っております。

そのほか教育委員会研究指定校、その日の学び振り返り研究事業、文部科学省教科調査官招聘事業、検定

料半額補助事業、家庭教育講演会等の事業を通して学力向上の体制づくりに努めております。また、これ

らの取り組みは学力向上推進だより「ワイドー」を通して紹介し、管内の全教職員が本市の取り組みや課

題等について共有化を図れるようにしております。

次に、土曜授業についてですが、下村博文文部科学大臣は６月28日の閣議後、会見で土曜日にも授業を

行う学校週６日制のあり方について中間まとめを発表し、学校設置者である地方自治体の判断で土曜授業

が行いやすくなるように学校教育法施行規則を改正する方針を明らかにしました。本年秋までに最終案を

取りまとめ、来年度から実施を目指すとしております。公表された来年度予算の概算要求においても必要

経費約20億円を盛り込み、全国公立小中学校の約２割の6,700校を補助対象の予定としております。現在
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土曜授業に着手している自治体はありますが、数字としては２％程度です。実施日数は、小中学校ともに

年間１日から５日程度となっております。土曜授業の実施については、現在実施検討の予定はございませ

んが、今後国、県の動向や実施モデル校及び他自治体の実施状況とその成果と課題を注視していきたいと

思っておりますが、常に本市の各学校の教育活動及び児童生徒の現状を踏まえ、慎重に対応したいと考え

ております。

◎企画政策部長（古堅宗和）

下地島空港利活用検討委員会についてのご質問で、委員の構成、また５つの案の絞り込み等についての

ご質問にお答えをいたします。沖縄県は、平成24年度に下地島空港利活用検討協議会を設置しまして、当

該空港の現状や課題を検証し、国内外空港などの利活用事例を参考に実現可能な利活用策を調査をしてお

ります。その中で従来の実機操縦訓練に加えまして、試験機空港、宇宙ロケット発射拠点空港、商業宇宙

港、ビジネスジェットの誘致など５つの案を絞り込んだところであります。その利活用案を念頭により具

体的な検討を行うために今年度は宮古圏域空港の利活用に関する検討会議を新たに設置をしまして、去っ

た８月30日には第１回の検討会議が開催を開催しております。この検討会議の委員構成でありますが、県

土木建築部土木整備統括官を座長に県側の関係課長が５名、また宮古からは私、企画政策部長と商工会議

所専務理事の２名となっております。会議に臨むに当たりまして、市の基本的な意向としましては、１圏

域２空港のメリットを最大限に生かせるような活用を強く求めていきたいと思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、池間島グラウンドゴルフ場内でトイレ、休憩所の整備ができないかというご質問にお答えいたし

ます。

当該の土地は、法律上、用途は海底であります。海底の用途廃止手続を行えば公共用財産となり、国土

交通省所管となりますが、現状ではその手続が行われておりません。現状では、公共占使用、私的占使用

はできませんので、規模にかかわらず、施設整備を行うことはできません。施設整備には、まず土地の所

管問題を国が解決しなければなりません。同問題に対しては、平成16年から平成17年にかけて国財務出張

所、県宮古土木事務所、旧平良市企画課及び道路建設課で調整を行っておりますが、解決されてはおりま

せん。当該土地の事業導入等による施設整備は、国の問題解決以降になります。

次に、佐良浜漁港利用検討策定委員会の現況についてお答えします。同策定委員会がこれまで策定委員

会及び作業部会を８回開催してまいりました。その中で伊良部大橋開通後の佐良浜港の将来計画、具体的

に申し上げますと、振興総合センターの跡地利用、浮桟橋の利用、待合所、サンマリンターミナルの利用、

フェリー着き場の跡地利用、津波避難施設等についての審議を行ってまいりました。その審議をした結果

について、現在利用計画案の取りまとめを行っているところでございます。今月中にはまとまると聞いて

おります。

次に、伊良部漁協荷さばき所の改築についてお答えします。当施設は、昭和53年度に沖縄県農林漁業構

造改善緊急対策事業にて整備されております。施設は35年が経過し、老朽化が進んでいることから、早急

な対策が必要であると理解しております。施設の整備に関しては、伊良部漁協を中心に関係機関と調整し、

実効性、現実性のある取り組みをやってまいりたいと考えております。

◎建設部長（下地康教）
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ご質問の内容は、平良港下崎地区の造船所についてで、いまだ立ち退きをしていない造船業者２社の今

後の処理はということと、立ち退き後のドック等の対応はどうなっていくのかというご質問だと思います。

下崎地区造船所用地の賃貸料不払いによる明け渡し裁判は、造船所２社とも用地の明け渡しと滞納金の支

払い判決及び認諾を受け、終了しております。つまり市が主張する未払い金の全額支払いと用地の明け渡

しが結審をしているという状況でございます。現在１業者に対しまして退去通知を出す準備を進めており、

退去後、造船業を希望する方を公募して事業者の選定後、新たに賃貸契約もしくは用地売買契約を締結す

る予定でございます。その後、新たな造船所ができ次第、残る滞納業者に対しては退去通知を出して退去

していただくという考え方を持っております。

◎佐久本洋介議員

何点か再質問したいと思います。

まず、下地島空港について。県は、安定した空港運営が難しい場合は一旦空港を休港、つまり休みです

ね、とのことも考えているようですが、現在伊良部地域の職員がたくさんおります。２年前からのリスト

ラでやむなく仕事を求めて島を離れた方も何人もいます。休港となると大きな問題になると思いますが、

市はどのようなお考えなのか。そしてまた、現在の２つの空港の機能を集約することも視野に入れている

とのことですが、市としてはこれについてはどのように考えているのか。

それから、伊良部漁協の改築に向けて。先日ＴＰＰの交渉説明に来られた自民党の国会議員の方に漁協

も視察してもらいました。その中で非常に老朽化について心配しておりまして、ただ、今のような形のま

ま、そのまま改築というメニューは非常に難しいのではないかと。ですから、メニューを工夫して、ある

いはまた考えることによって利用の仕方では可能だということでしたので、市としてもできるだけいろい

ろな方向で考えてみまして、非常に老朽化がひどいですので、早目にやっていただきたいと思いますが、

どのように取り組んでいかれるのかどうか。

それから、造船所についてはドック機能はどうしても必要ですよね。それがないと非常に困ります。そ

して、１カ所退去してもらって、そこに新しく運営する方を入れたいということですけど、これは公募に

なるのか。それから、方法としては指定管理で持っていくのかどうか。さっき用地売買の話もありました

けれども、どのような方向に進んでいくのか。

それから、伊良部地域振興施設。これは、残念ながら非常に厳しい状況が続いております。もしことし

10月で決まらない場合は予算の計上ができないということですが、その場合はもう断念ということですか

ね。それとも、また場所を変更してやっていくというようなお考えはないのかどうか。

それから、学力向上について。非常に日本全国、それから沖縄県平均、その差は縮まっているようです

が、これはもう７カ年もやはり下位に低迷しているということは、これは抜本的な改革、これが必要だと

思います、改善がですね。学力向上に向けては、家庭、地域、それから学校の連携がどうしても必要です。

しかし、この中で一番大きな役目を果たすのは学校です。学校がリーダーシップをとって家庭や地域、こ

れを引っ張ってほしいです。それが一番の方法だと思います。これについて、この考えはないのかどうか。

強力なリーダーシップ、これを発揮してやっていただきたいと思いますけど、それについてもう一度答弁

をお願いします。

答弁をお伺いしてからまた質問したいと思います。
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◎市長（下地敏彦）

まず、下地島空港関連です。これまで下地島空港利活用検討委員会という形で論議をしてきて、これは

一旦閉めるという形になりまして、新たに宮古圏域空港の利活用に関する検討会議という形に名称が変わ

りました。したがって、下地島空港から宮古圏域全体の空港をどうするかという見直しの検討会議に変わ

ったということで、趣旨が変わってきたということであります。その中で下地島空港を今提案している５

つの案についてだめな場合は休港ということも考えられるという考え方を提案いたしているわけです。一

方、先ほどありましたように、下地島空港と現宮古空港のどちらかを使うかというふうなものについても

確かに論議はありました。でも、私ども市役所といたしましては２つの空港を使ってくれと、そういうふ

うな提案をずっとこれまでもやっておりまして、今始まりました宮古圏域空港の利活用に関する検討会議

の場においてもそういうふうに今話をしているところであります。したがって、休港したらどうするかと

か、二者択一をどうするかと、そういう問題こそ、これからの論議の対象になってくるというふうに思っ

ております。

次に、伊良部漁協の建物改築の件であります。これについては、これまでもいろいろとお話をしてまい

りましたけれども、もし改築するとした場合にもですね、当然漁協の持ち出しが要るわけです。補助事業

を入れなければならないという形になります。そうすると、今の漁協の膨大に持っている赤字を抱えてい

たら、補助事業を導入するというのは本当に難しい状況にあるわけです。今やるべきことは、伊良部漁協

を、それから宮古島漁協、池間漁協を統合して、そして赤字を解消すると、この作業からやらなければな

らないということで、伊良部の組合に対してはまずこれが先ですと。それがあれば、当然それと並行した

形で伊良部漁協全体の施設整備も考えますということをずっとこれまでも表明してきておりますし、今後

もそういうふうにやっていく計画であります。

それから、伊良部の振興施設についてでありますが、４名反対がおりました。うち１人は土地の再評価

をした結果、賛同していただきました。残り３者に対しては、今県が提示している価格の３倍を提示して

おります。したがって、かなり厳しい状況にあるという状況であります。私どもは、もし10月末までにで

きなければ、伊良部側は諦めざるを得ないと、そういう強い決意でおりまして、できるだけそういうこと

はしたくない。したがって、10月末までは粘り強く残り３者に対してですね、伊良部地域の振興のために

協力してもらえないかということを県と一緒になって話し合ってみたいと、そう思っております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

学力向上についての再質問にお答えいたします。

議員ご指摘のように、７年間本当に最下位という状況が続いております。抜本的な改善が必要だと。今

年度教育講演会をマティダ市民劇場で開催しました。そして、その次の日に伊良部公民館のほうでも開催

しました。多くの市民の皆さんに集まっていただきました。学校がリーダーシップをとってやらなければ

いけない、そして地域も引っ張っていってほしい、家庭も引っ張っていってほしいということですが、ぜ

ひ学校のほうでリーダーシップをとってやっていこうということで、今年度から魅力ある学校づくりの推

進事業を行っております。各学校からさまざまなプロジェクトあるいは事業等が出ております。それをぜ

ひぜひ支援しながら、今後改善された特にＢ問題、活用問題等を諦めて無回答で出すという子供が減って

いっているという状況から、ぜひ次年度に向けてこういう子がさらにふえて正答率アップにつなげていけ
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るように頑張っていきたいと思います。

◎建設部長（下地康教）

平良港の下崎地区の造船所の件に関してだと思いますが、まず２社とも退去した後はぜひとも宮古に造

船所が必要ではないかという内容だと思いますけれども、これはまず１社に立ち退いていただいて、その

１社の用地にですね、また新たに造船業を希望する方を公募いたしたいというふうに考えております。そ

れで、公募してですね、その業者を選定後にその業者の方に賃貸していただくか、もしくは用地を売却と

いいますか、売買ですね、買っていただくか、それを決めていただいて、その契約をした後、造船業を営

業していただくと。残りの滞納者については、その後退去していただくという手続を、段取りをしていき

たいというふうに考えております。

◎佐久本洋介議員

造船所については、これは絶対必要なものでありますので、公募でしっかりした方に引き継いでもらい

たいなとは思っています。よろしくお願いします。

それから、伊良部地域振興施設について。これについては、もう我々伊良部側の市民としても非常に期

待しています。ただ、非常に厳しい状況ですので、伊良部地域の市民の皆さん、ぜひ協力をお願いしたい

と思います。

それから、下地島空港と宮古空港の利用方法についてですけど、今市長が答弁なさったように、やはり

地域にとって必要な空港ですので、両方がうまく使えるような、そういう進め方といいますかね、それを

地域のみんなのためにもお願いしたいと思います。

それから、漁協の改築については、これはもう前から市長も答弁なさっているように赤字の解消、これ

が非常に大きなネックになっています。これは、３漁協の統合、これとともに進めていただきたいなと思

っています。

それから、学力問題については今教育長職務代行者教育部長からも答弁がありましたように、今年度か

ら非常に取り組んでいるということですので、それを続けて、できたら、必ず上位じゃなくてもいいです

から、テールエンドを解消してもらいたいなと思っています。

あと、所感を述べて終わりたいと思います。学校統廃合問題について来間島の皆さんが反対なさってい

る、この思いはもちろん非常に感じております。共通の思いでこれを持つ住民にとっては非常に残念なこ

とだと思います。まだ決定したわけではありませんが、ただ子供たちの未来を最優先して考えるべきだと

思います。子供たちは、日々成長しております。そして、いつまでも一つのコミュニティーの中に生活す

るわけではありません。よりよい教育環境、これを整備してあげるのも我々の責務です。来間の皆さんが

学校統廃合してよかったと言えるような教育委員会だけじゃなく、市長部局もともに来間の皆さんの不安

や懸念、これを払拭できるようベストな状態をつくり上げていただきたいと思います。

今市議選挙の真っ最中です。同僚の皆さん、健闘しまして、再度議場で相まみえ、市勢発展のために議

論できることを期待して私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで佐久本洋介議員の質問は終了いたしました。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。
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休憩します。

（休憩＝午前11時51分）

再開いたします。

（再開＝午後１時30分）

午前に引き続き一般質問を行います。

順次質問の発言を許します。

◎嵩原 弘議員

議長の許可を得まして、資料を２点ほどお持ちしましたので、後で披露したいと思います。

一般質問に入ります前に、私的な話で申しわけありませんが、私は先月で満59歳になりました。来年は

還暦を迎えますが、同級生の間ではどのように還暦を楽しく迎えようか毎月のように集まり、いろんなア

イデアを出し合い、還暦を迎え、久しくふるさとに帰ってくる懐かしい同級生と会える日を楽しみにして

います。ここに昨年12月定例会で使用しました来間小学校の子供と上野小学校の子供たちが地元の新聞に

紹介されておりました。この子は、ことしは小学２年生になっていると思います。皆さん、改めてこの写

真を見てどう思われますでしょうか。きょうの地元の新聞には、学校統廃合問題で投稿がありました。そ

の投稿の記事の中に私疑問に思うのがちょっとありましたので、これを紹介してみたいと思います。大多

数の中に入れられることでの子供の精神的な不安からくる登校渋りや学習不振、不登校など、また今まで

のように部活動が時間いっぱいできなくなることでの不満感などなど、保護者にとっても子供にとっても

リスクが大きいことが十分予測されているというふうにあります。私は、これおかしいんじゃないのかな

と思います。この来間小学校の子供、去年は１年生でした。ことしは２年生です。来年は３年生です。６

年卒業するまでずっと１人なんですよ。人生の節目、節目にたった１人で勉強に励むということが果たし

ていいことなのか。私は、いずれ中学に進み、いずれ卒業し、高校に入ったときにこそ、この大多数の中

に入れられることが本当にこの子供たちのためにいいのかと。そして、必ずまた高校を卒業し、激しい大

人の社会に入っていくわけですが、そのような順応性をつくるためにも一日も早くたくさんのお友達の中

で一生懸命勉強して立派な成長をしてもらいたいと思うのであります。申し上げるまでもなく、子供たち

はたくさんの友達に囲まれ、勉強はもとより、遊びや競争を通して健やかに育つものだと思います。そし

て、私たち大人はそのような教育環境をつくり、子供たちを立派に育てる重大な責任があります。教育委

員会には、子供たちの教育環境整備にしっかり責任を持って頑張っていただきたいと思います。

それでは、通告に従い、一般質問を行います。下地敏彦市長が就任して最初に取り組んだ仕事は、当時

の伊志嶺市政が決定していた図書館建設予定地の変更であったと記憶しております。当初の建設予定地は、

カママ嶺公園の一角に建設するとして図書館建設用地検討委員会の最終答申がなされていました。下地市

長は、県立宮古病院が新築移転後の国有地での図書館建設を決定し、カママ嶺公園には非常時の防災施設

が現在整備されております。そして、宮古島市民が待ち望んだ図書館と中央公民館が併設する宮古島市未

来創造センター（仮称）として建設へ向けた進捗状況が今月公表されました。今月中に基本構想及び基本

計画を決定するとのことですが、設計者選定及び特定のためのプロポーザル審査委員会を発足したばかり

で基本計画、基本構想はできるのかお伺いします。普通でしたら設計者が決まってから基本計画とか基本

構想は、いわゆる間取りというんですかね、平たく言えば。そういったものは決まってくると思うんです
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が、まだ設計者も特定していない中で基本計画、基本構想を発表したいということであります。それにつ

いてお答えをいただきたいと思います。

次に、国有地約２万3,000平方メートルを購入し、2015年、平成27年度中に工事に着手、2017年３月の

開館を目指すと発表されました。施設概要として、図書館部分が3,146平米、公民館部分が2,083平米で、

共用スペース等合わせた延べ面積は6,940平米を予定しているとしていますが、総事業費は用地取得費を

含め、30億円から35億円と発表しております。具体的に用地取得費と建設費はどのくらいを見込んでいる

のかお伺いします。

次に、以前にも議会で取り上げたことがありますが、音楽関係者から200名から300名程度を収容できる

音響施設を備えたホールを設置してほしいとの声が多く聞こえます。宮古島の現状は、活用できる施設は

マティダ市民劇場しかなく、200名から300名程度の発表会などでは大き過ぎて不経済で利用しにくいよう

です。新しく建設予定の宮古島市未来創造センター内に併設することはできないかお伺いします。

次に、今月３日に市長はドーム型交流施設の建設計画に着手したと発表しております。このドーム型交

流施設に関しましては、６月定例会で前里光恵議員の答弁に一括交付金を活用して整備したいと。そして、

地質調査をして地質調査の結果、今年度基本計画策定、実施設計を行う予定で事業を進めているという答

弁が当局からありました。そのときの答弁では、用地については借地でいくという答弁はなかったと思い

ます。私が建設予定地として発表された周辺を調査しましたところ、一等農地が広がっています。予定地

の中にもサトウキビが栽培されたり、牧草地として利用されたりしています。農振地域から除外されてい

るという話も聞きましたが、農振地域から除外されているとはいえ、基盤整備をして農業用地として活用

するのが最もよい活用の方法だと思いますが、当局がなぜこの地に計画しているのかお伺いします。

また、敷地面積は２万1,000平方メートルで、賃貸して建設する方針とありますが、年間の賃貸料は幾

らか。また、賃貸期間は何十年か、詳しい資料での説明を求めたいと思います。

市町村合併により旧市町村から引き継いだ、いわゆる体育館など多くの公共施設があり、多額の維持管

理費が市の財政に大きな負担となっている現状を踏まえ、新たに30億円もの予算をかけ、施設を建設すべ

きかどうか疑問を持たざるを得ません。さらに、維持管理費も膨大なものになり、市民負担を考えると、

市民の理解を得るのは難しいのではないかと考えます。現在ある施設を活用し、少しでも市民の負担軽減

を図るべきと考えますが、市長の見解をお伺いしたいと思います。

次に、発表された計画では全天候型のスポーツ、伝統交流拠点施設として整備するとしておりますが、

現在平良、添道、前福地域にある平良多目的運動場は延べ面積3,260平米の雨天練習場を初め7,140平米の

運動広場があり、総面積は２万3,114平米であります。サッカー大会やオリックス・バッファローズの春

季キャンプ、そして大学野球、社会人野球のキャンプ地として定着し、そして南部忠平杯グラウンドゴル

フ大会等が行われ、さらには市立保育園の合同運動会や老人クラブや愛好会のグラウンドゴルフ大会が毎

日のように行われています。また、民間企業のオリオンビール祭りでも活用されるなど、市民に広く、親

しく利用されていることは当局もご存じのとおりであります。今般発表されたドーム型施設の利用目的は、

既に今説明した平良多目的運動場周辺施設で全て行われております。ドーム型施設が必要であれば、むし

ろ現在活用されている多目的運動場で建設すべきです。宮古島市総合体育館も建設から約28年が経過し、

雨漏りもひどく、利用に支障を来し、毎年維持管理費に多額の経費がかかっていると聞きます。この際、
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新しく建てかえを検討なされてはいかがでしょうか。また、雨天練習場もかなり傷んできており、市民の

利用に支障があると聞きます。類似施設は、集約することにより相乗効果も高まり、市民の理解も得られ

るものと考えます。ぜひとも平良多目的運動場で計画し、整備活用すべきと考えますが、当局の考えを伺

いたいと思います。

次に、宮古島市の将来構想について取り上げてみました。今定例会で補正予算が組まれていますが、池

間地域の市民有志から池間大橋の完成20周年を記念して旧平良市の市長でありました真栄城徳松氏の銅像

を建立したいとのことであります。真栄城徳松市長の功績は、今でも市民に語り継がれ、市民生活に大き

な影響を与えております。池間大橋架橋計画や大原地区区画整理事業、竹原地区区画整理事業、熱帯植物

園の事業など真栄城徳松氏が約50年前に事業を立ち上げたものが現在の豊かな市民生活に影響を与えてお

り、今もなお市民に親しまれております。伊良部大橋の完成も間近に近づいてきました。いよいよ１つに

なる宮古島市の将来のあるべき姿を下地市長のダイナミックな発想で計画すべきではないかと考えます

が、市長の考えをお伺いします。下地市長は、就任以来これまで先送りされてきた多くの問題をほとんど

解決してきました。さらに市民に夢と希望を与える宮古島づくりを期待するものです。ぜひとも真栄城徳

松氏のように市民に親しまれ、銅像が建立されるよう頑張っていただきたいと思います。

次に、都市計画について伺います。現在工事が始まりました新クリーンセンター建設計画に伴う沖縄電

力旧発電所までの取りつけ道路の整備計画はどのようになっているのか進捗状況を伺います。

また、旧平良市時代から計画されながら整備が進まない荷川取公園や周辺の整備は今後どのように整備

していくのか、当局の計画をお伺いしたいと思います。

スプロール化が著しい市街地の中で、特に北学区の整備計画が急がれます。緊急車両が入れない狭隘な

道路が多く、公共下水道の整備や道路の拡幅整備など市民生活に直接結びつく都市計画が必要です。市と

してどのような計画があるのかお伺いしたいと思います。

次に、農業振興についてお伺いしたいと思います。ことしは、梅雨に入っても少雨傾向が続き、サトウ

キビの成長のおくれや牧草の成長がおくれるなど、農家にとって雨の降る日を今か今かと待ち望んでいま

した。そして、７月12日から13日にかけて宮古島地方を暴風雨に巻き込んだ台風７号は期待していた雨を

もたらさず、台風通過後は塩害が各地で広がり、生産農家はスプリンクラーをフル回転してあちらこちら

で除塩作業する光景が見られました。また、関係機関がかんがい施設の整備されない地域を優先にかん水

車をフル回転し、塩害対策に追われました。長濱政治副市長も東海岸沿いの塩害状況を視察し、余りの被

害の大きさに驚いたと話しておられました。私は、塩害被害が拡大し、その対策に追われる城辺地域の農

家の方からお手紙をいただきました。手紙の内容は、県営西東地区土地改良事業区域内の東海岸沿いの防

風林帯が全壊し、放置されたまま農作物に甚大な被害がもたらされているという内容でありました。当土

地改良区は、21億円余りの予算をかけて68町歩を整備して終わっているということであります。２年前の

台風で海岸近くの防風林帯がほぼ全滅状態になっていて、その後現在まで放置されて防草シートも山積み

になっているということでありまして、私も早速行ってみました。行ってみて、ちょっと写真を撮ってき

たんですが、このような状況になっているんですね。これ２年前です。今からいうと、約３年近くになる

と思います。そして、農家の方々は事業主体である県の宮古事務所へ何度も防風林の整備を要請してきた

とのことですが、担当者がいない、予算がないなど、いわゆるたらい回しをされ、困り果てています。私
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も現場に行き、余りのひどさに驚きました。皆さんもまず見てください。この現状を見ますとですね、責

任者を出せと言いたくなるぐらいの惨状なんですね。これ同じ、本当何百メートル、何キロまでもでしょ

うかね、この東海岸一帯、この柵のすぐ脇は例の一周道路なんです。海岸沿い。この柵のすぐ下は、もう

一周道路なんですね。このような状況が２年間も放置されてきたと。これは、まさにこの農地の被害は天

災ではなく、人災と言われてもおかしくない状況であります。そして、内側に入って何筆か区画整理して

いるところ入ってみますと、こういうふうに今度は中にはテリハボクが植えられていると思われるんです

けど、雑草を除草するために除草剤がまかれているんです。テリハボクという木は、非常に成長力のある

木で、大体１年間に１メートルぐらい成長するんです。これが２年余り前ですから、もう２メートル以上

になってなきゃならない。しかし、こういうふうに被害のなかったところでも全然生えていないというこ

とは、除草剤をまいているもんですから、テリハボクが弱って成長しないということになっているんじゃ

ないかなと思っております。県の事業とはいえ、被害をこうむっているのは宮古島市の農家であります。

市民の生命、財産を守る最大の責任は下地市長であります。宮古島市としてこのような惨状を見てどのよ

うに改善すべきと考えるかお伺いします。農家救済のため一括交付金等を利用して早急に防風林帯の改善

はできないかお伺いします。

次に、かんがい事業についてお伺いします。合併前の旧上野村、旧下地町では、スプリンクラーごとに

止水バルブが取りつけられていたが、合併後認められなくなったと聞きます。また、必要とする農家は自

己負担で取りつけているとも聞きます。さきの塩害で地下ダムの水も初めて給水制限するほど地下水もな

くなり、関係者を驚かせていましたが、限られた水資源を守るためにも要望があればスプリンクラーごと

に止水バルブを取りつけることはできないかお伺いします。

さきの干ばつ、そして台風７号での塩害の除塩作業に畑の圃場整備が整備され、かんがい事業が完了し

ている圃場はスプリンクラーが活躍し、農家の作業負担も軽減されたようですが、未整備地域の生産農家

のご苦労は大変なものがありました。平良地区の野原越地域には県の農業試験場や改良普及センター、試

験圃場がありながら圃場整備は未整備で、かんがい事業も導入されておりません。そこで、お伺いします

が、同地域での圃場整備計画、かんがい施設計画はどのようになっているのかお伺いしたいと思います。

宮古島市の子牛の競り値価格が全国の価格で上位にランクされたとの報道がありました。関係機関、生

産農家のたゆまぬ努力の結果であると敬意を表する次第です。ある農家からこのような案内が届いている

ということではがきを預かりました。肉用牛繁殖経営支援事業、新規に係る契約申し込みについてとあり

ます。ほとんどの畜産農家には案内があり、契約申し込みもされているようですが、新規で畜産を頑張っ

てみたいと思われている方々には届いていないという声もあります。そのような方にどのような支援事業

なのか具体的な説明をいただきたいと思います。

次に、水産業振興についてであります。経済工務委員会では、ことし５月に岡山理科大学を行政視察し

てまいりました。岡山理科大学は、内陸の山間部にありながら、海水魚の陸上養殖に成功しています。天

候に左右されず、安定供給することができる水産業も夢ではありません。また、近畿大学水産研究所では

クロマグロの完全養殖に成功し、産、官、学が連携し、地域活性化に取り組んでおります。宮古島市とし

て水産業の振興のためにもこれらの大学に人材を派遣し、育成し、これからふえてくると思われる空き公

共施設を活用した陸上での養殖事業に真剣に取り組む必要があると考えますが、当局の考えを伺いたいと
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思います。

次に、環境行政についてお伺いします。家庭ごみ収集日の市民への周知についてでありますが、ことし

４月から資源ごみの収集曜日の変更がありました。市民からの問い合わせや苦情が何件か寄せられていま

す。収集曜日について、カレンダーに合わせた収集ができないものか伺います。市長、ちょっと見てくだ

さい。11月のカレンダーを持ってきました。平良Ｂ地区を参考にしてみますと、月曜日、第１、第３、第

５の資源ごみの収集日は、缶が第１、第３、第５、瓶とか乾電池が第２、第４なんですね。私常識的に見

てですね、缶の第１月曜日というと、11月の第１月曜日は４日なんですよ。そして、第３月曜日は18日だ

と私は思うんです。これ全国的にみんなそうと思いますよね。でも、この収集曜日の一覧表でそう書かれ

ているから、そう出したら違うというんです。市の担当に聞きますと、その第１月曜日は１日が始まるこ

っちの10月28日が第１月曜日だというんです。それじゃわかりにくいんじゃないかなと。これで戸惑って

いる方は結構いらっしゃるんですね。ですから、資源ごみごとに曜日分けるのはいいんですけど、カレン

ダーどおり第１月曜日は４日ですよ、第２月曜日は11日ですよと言えばいいんですね。そういったものが

変更ができないものかどうか、カレンダーどおりですね、これを答弁いただきたいと思います。

次に、市民から問い合わせがありましたので、取り上げてみました。宮古島市の指定ごみ袋は、大中小

の３種類あります。那覇市では、特小までの４種類があります。こういうふうにこれホームページからと

りましたけど、大中小、特小というのがあって10リッターでありますね。宮古島の市民生活も多様性に富

んでおり、宮古島市としても市民の要望に応える必要があるかと思いますが、当局の見解をお伺いします。

最後に、教育、福祉行政についてお伺いします。当局からの聞き取り調査では、道路行政のほうがいい

んじゃないかというものもありましたが、あえて教育、福祉行政として通告しました。市道第２環状線と

接続する宮古高校東線、のひなアパート前３差路の信号機設置及び同じくＡ―63号線と接合する交差点の

横断歩道の設置についてであります。この件に関しましては、東小ＰＴＡ、北中ＰＴＡ、子供育成会、東

川根自治会などから何度も陳情要請がされているにもかかわらず、いまだに設置されるどころか、調査す

らした様子が見えません。親は、朝子供を学校に送り出し、安全に学校に到着し、お友達と楽しく勉強に

励んでいるものとごく自然に思われていると考えますが、市道第２環状線の朝夕の車両の多さは皆さんご

存じのとおり宮古島で一番多く、しかも産業道路としての位置づけから大型車両も多く、大人でもなかな

か横断できません。近隣には認可保育園もあり、たくさんの子供たちを送り迎えする若いお父さん、お母

さん、おじいちゃん、おばあちゃんの姿も多く、安心、安全な環境整備が急がれます。東北大震災の後、

地震や津波などの防災意識は高まり、防災訓練や防災施設の整備は急速に取り組まれてきました。しかし

ながら、毎日の生活のすぐそばにある危険に対する市民の声に行政は真剣に取り組んでいるとは思えませ

ん。子供からお年寄りまで安心、安全に道路を横断し、市民の生命が守られる取り組みをしていただきた

いと思います。この問題は、教育行政の課題でもあり、福祉行政の課題でもあると思います。早急に改善

していただきたいと思いますが、当局はどのように解決するおつもりなのかお伺いします。

答弁を聞いて再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

宮古島市の将来構想についてお答えをいたします。

伊良部大橋の開通は、産業基盤の確立、観光資源の開発、教育、医療、福祉の向上など島の活性化や本
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市の振興の起爆剤につながるものと大きな期待をしているところであります。市の将来構想については、

総合計画の島づくりの基本理念に基づき、将来のあるべき姿の具現化に向けて取り組んでいるところであ

ります。近年の厳しい社会情勢の中で自立発展していくためには、今後大胆かつユニークな発想が求めら

れていくものと認識しておるところであります。市といたしましても県立公園の誘致、図書館、中央公民

館の建設、大型コンベンションホール、天然ガスの活用など中長期的視点に立ったビッグプロジェクトの

推進と実行、そして本市の振興発展につながる産業の中で創出される新たな事業の発掘など、市民の皆様

が宮古島市に住み続けたいと実感できるような魅力ある事業の創出に努めてまいりたいというふうに思っ

ております。

◎副市長（長濱政治）

市長の政治姿勢について、公共施設の利活用について、宮古島市民が待ち望んだ図書館と中央公民館が

併設する宮古島市未来創造センター、基本構想、基本計画はできるのかお伺いしますという件についてで

ございます。宮古島市といたしましては、当初図書館のみの建設計画を進め、図書館基本計画を平成19年

３月に策定いたしました。しかしながら、現中央公民館の老朽化等により平成20年３月に庁内検討委員会

において図書館、公民館との併設建設を決定いたしました。これを踏まえ、去った平成25年９月２日に中

央公民館基本計画及び宮古島市未来創造センター、仮称でございますが、基本構想を策定しております。

今回発足いたしましたプロポーザル審査委員会においては、基本設計を行うための事業者の特定作業を行

うことになります。したがいまして、基本構想、基本計画は既に図書館についてはでき上がっておりまし

た。そして、中央公民館につきましてもそのような基本計画をつくっておりまして、仮称であります宮古

島市未来創造センター、これについても基本計画はつくっております。ですから、間取りとか部屋とかと

いうふうなものにつきましては既にその中でもう書かれていると、それをいかにして落とし込んでいくか

ということの基本設計分についてのプロポーザルということになります。

それから、国有地２万3,000平米を購入しという質問でございますけれども、土地購入につきましては

現在所有者の国と継続して協議中でございまして、今幾らかというふうな数字が出せない状況にございま

す。トータルで大体20億円から30億円ぐらいだろうというふうなアバウトな想定をしているところです。

それから、音楽関係者から200名から300名収容の音響施設を備えたホールという件でございますけども、

宮古島市未来創造センター、仮称でございますけども、基本構想の中で音響施設を備えた約300名程度収

容の多目的ホールや音楽スタジオ等を計画しているところでございますので、市民の意向に添える形にな

るのではないかと思っております。

◎生活環境部長（平良哲則）

まず、１点目に家庭ごみ収集日の周知について、特に資源ごみの収集曜日についてでありますが、今年

４月から始まった資源ごみの収集日の変更はクリーンセンター内での分別作業の効率を上げるためのもの

でありまして、収集時から分別収集を行っております。これまで曜日指定で収集を行っておりましたが、

月によっては曜日での割り振りが複雑になることから、週単位で指定をしているということでありまして、

分別収集開始から約半年が過ぎまして、市民からの問い合わせは少なくなってきているということで、お

おむね市民に周知されているというふうに考えておりまして、収集曜日の変更は今のところ検討していな

いということであります。
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次に、宮古島市の指定ごみ袋は大中小の３種類であるが、那覇市同様、特小までの４種類はできないか

ということでありますが、現在市で取り扱っている指定袋の大中小の中でも小の袋は最も需要が少なく、

小よりさらに容量の少ない特小の袋についてはコストの面、それから需要量の面から特に考えていないと

いうことであります。

次に、第２環状線と接続する宮古高校東線３差路の信号機設置についてということでありますが、議員

ご指摘の交差点については市道第２環状線と旧宮古病院方面からの市道が交差する丁字路交差点でありま

して、朝夕の交通量が多いため信号機設置要請を宮古島警察へ行っております。要請に対しまして、宮古

島警察署からは朝夕の交通量は多いものの、過去３年間に人身事故はなく、物件事故が２件発生したのみ

で視認性はよいという回答がありました。しかしながら、本市としましても同交差点における歩行者の安

全性確保と交通の円滑を図る上からも、宮古島警察署と連携して同所に横断歩道設置要請を行っていきた

いというふうに思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

ご質問の県営西東地区圃場整備事業は、平成23年度の完了となっております。議員ご指摘の箇所につい

ては、９月10日に現地を調査いたしました。議員のご指摘どおり、海岸沿いの防風林帯が機能していない

ことを確認しております。県担当課に問い合わせたところ、平成23年５月28日襲来の台風２号による被害

ということであります。県では、台風被害後、災害復旧を申請しましたが、防風林を植栽したばかりで施

設として機能していないということが理由で採択できなかったようであります。今後については、事業も

完了していることから、美ぎ島グリーンネット事業等を活用して改善を図っていきたいと考えております。

これについては、市も県と協力をして改善を図ってまいりたいと思っております。

次に、かんがい事業でのスプリンクラーの件についてお答えいたします。ご質問のかんがい事業で旧上

野村、旧下地町はスプリンクラーごとに取りつけられていたバルブが合併後認められなくなったと聞くが、

限られた水資源を守るためにも改善策はないかという問いにお答えしたいと思っております。このことに

ついては、平成25年３月定例会でも答弁したとおりでありますが、確かに合併前の旧上野村、旧下地町で

はスプリンクラーの立ち上がりに取水口を設置した地区もあります。合併後、宮古国営関連事業建設技術

検討会議で国からの補助事業による経費の二重投資ではないかとの指摘があり、県営、団体営事業の統一

が図られた経緯がございます。したがいまして、補助事業でスプリンクラーの立ち上がり部分に取水口を

設置することは考えておりません。なお、散水ホースで部分的に使用する対策として、給水栓ボックス内

に吸水口を設置してありますので、これをご活用していただきたいと思っております。

次に、野原越地区での圃場整備関係のご質問にお答えいたします。本地区では、宮古島市農業農村整備

事業管理計画に登載されておりません。圃場整備かんがい排水事業、いわゆる土地改良事業は農家団体か

らの申請事業であります。野原越地区からは、圃場整備かんがい排水事業の要望、要請等は行われており

ませんので、今後同地区から要望、要請等があれば農業農村整備事業管理計画に登載し、調査を実施して

取り組んでまいりたいと思っております。

次に、肉用牛繁殖経営支援事業についてお答えいたします。肉用牛繁殖経営支援事業とは、肉用子牛生

産者補給金制度を補完し、子牛価格が家族労働費の８割水準を下回った場合にその差額の一部を補填する

ことにより繁殖経営の所得を確保し、肉用牛繁殖経営基盤の安定を図る事業で、ＪＡが窓口となっており
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ます。内容としましては、全国の肉用子牛の四半期ごとの平均販売価格が発動基準41万円を下回った場合、

当該四半期に販売または自家保留された肉用子牛を対象として発動基準を下回った額の４分の３を交付す

る事業となっております。事業実施期間は、平成25年度から平成27年度までの３年間となっております。

なお、対象子牛は肉用子牛生産者補給金制度の契約牛となっております。現在宮古地区肉用子牛生産補給

金制度への契約者は1,039名で、生産農家のほとんどが契約対象者となっておりますが、肉用牛繁殖経営

支援事業の現在までの契約者数は582名となっています。ＪＡによりますと、７月に一斉に加入契約を行

っているとのことでありますが、随時受け付けるということも可能ですので、安定した畜産契約を行うた

めにも積極的に加入をしていただきたいと思っております。

次に、水産業振興についてのご質問にお答えいたします。本市は、周辺海域より海水の取水が容易に行

えるため、閉鎖式養殖技術よりローコストで陸上養殖が適していると考えております。本市周辺では、水

深の浅い 池が広く、モズクやヒトエグサなど海藻類及び貝類の養殖に適していると考えています。その

ため平成24年度の一括交付金で海業センター基本計画調査を策定し、平成25年度は実施設計に向けて取り

組んでいるところであります。平成26年度で同施設の整備を行う予定であります。これにより地元漁業者

が行う養殖業を支援する体制を整えたいと考えております。

◎建設部長（下地康教）

まず、スポーツ観光交流拠点施設に関する質問が３点ほどございました。まず、１点目ですね、建設予

定地周辺は農業用地として活用すべきだが、なぜこの場所に計画しているのか。また、予定地の２万1,000平

米の年間賃借料はどのぐらいになるのかという質問でございますが、道路建設予定地は農振地域の除外地

域となっておりまして、農地ではありませんということでございます。ドーム建設予定地の選択につきま

しては、平成24年度に宮古島市スポーツ観光交流拠点施設位置等選定委員会を設置しまして、体育協会、

商工会議所、観光協会、青年会議所、市の部長等を委員として計３回の委員会及び現地視察等を開催して

おります。審査内容としましては、地形、土地利用に係る規制、土地の位置と将来性、市民、観光客等に

おける利活用、敷地面積の確保、災害時等の安全性など評価項目を設定して市内５カ所の候補地の中から

現在の予定地が最適だというふうに選定されております。そこで、同委員会は平成25年２月26日に市長に

対して予定地の選定についての答申を行っております。市長は、委員会の答申を受けまして、地質調査等

を実施した結果、ドーム建設は可能であるとの判断から、事業の推進を指示しております。建設予定地の

用地につきましては、所有者である久貝、松原両自治会に事業説明会を行い、用地使用に関し、理解を求

めているところでございます。早期に用地鑑定評価を入れまして、両自治会と用地利用に向け、話し合っ

ていきたいというふうに考えております。

２点目でございますが、平良多目的屋内運動場、雨天練習場と通称申しておりますが、ドーム型建設施

設の面積よりも広く、多目的に有効に活用されていて、既設の屋内運動場を整備して活用すべきではない

のかというご質問でございますが、それに関しましては今計画しております同施設の延べ床面積は5,200平

米、うちアリーナ部分が3,600平米と現在ある雨天練習場より約1,100平米大きく、5,000人規模を収容で

きるスポーツとイベントが併用可能な施設となっております。ゲートボール場は６面配置可能で、現在屋

外で開催されている大会が熱中症対策など心配せずに屋内で快適に開催することができます。また、トラ

イアスロン大会の開会式、閉会式、ロックフェスティバル、クイチャーフェスティバル、産業まつり等の
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行事等が天候に左右されることなく開催が可能となってきます。

３点目のご質問ですが、市町村合併等により体育館等多くの公共施設があり、多額の維持管理費が市の

財政に負担となっていると。30億円もかけ、施設を建設するのではなくて、維持管理費等の面からも市民

の理解を得るのは難しいのではないかと。現在ある施設を活用して少しでも市民の負担軽減を図るべきで

はないかというご質問がありましたが、こちらのほうではですね、まず市町村合併により多くの公共施設

が点在しております。多額の維持管理費がかかっているのは事実でございます。しかし、今後の公共施設

のあり方も含めて旧市町村で整備し、老朽化が進んでいる施設の廃止、修繕等も十分検討しながら、宮古

島市民、さらに宮古島を訪れる皆様方の利便性や利活用を考え、新しいニーズに応える公共施設の整備は

必要だというふうに考えております。

次の質問でありますが、新クリーンセンターの新設計画に伴う取りつけ道路の整備計画についてという

ご質問でありますが、これは現在沖縄電力第一発電所からクリーンセンターに向かう取りつけ道路という

ふうになりますが、当路線は市道Ａ―76号線でありまして、平成24年度に市の単独予算で調査測量設計委

託業務を発注し、平成25年２月に住民説明会を実施しております。総事業費は概算で３億円、うち工事費

が１億9,000万円、委託費が3,000万円、用地補償費が8,000万円となっており、平成26年度から新規事業

として実施できないか県と調整中でございます。

次に、旧平良市時代から計画されながら整備が進まない荷川取公園は今後どのように整備していくのか

というご質問でございますが、荷川取公園は昭和37年、都市公園として都市計画決定され、平成３年度、

事業認可を受けまして、用地買収等の事業を開始しております。それで、荷川取公園整備事業としまして

は平成18年度に完了しており、平成19年７月に供用を開始しているところでございます。現在一部木道が

シロアリ被害にて滑落している箇所がありますが、今年度都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業によ

り改修を図っていく予定でございます。

次のご質問で、スプロール化が著しい市街地の中で特に平良地区の北学区の整備計画が急がれるのでは

ないかというご質問でございますが、現在県が実施している旧北市場から北へ抜け、北中前を通る環状２

号線までの県道市場通り線の改良工事や市が事業化を計画しております都市計画道路荷川取線の事業等に

より新しいまちづくりの推進をしていきたいというふうに考えております。

次に、環状２号線と接するＡ―63号線との交差点において横断歩道の設置ができないのかということで

ございますが、これは北中前の環状２号線と旧マルケンミートからニャーツの沖縄銀行社宅まで延びる道

路、これがＡ―63号線でございますが、その交差点について交通安全対策ができないのかということでご

ざいます。環状２号線の横断歩道の新設につきましては、公安委員会と協議、調整をして対応していきた

いというふうに考えております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後２時20分）

再開します。

（再開＝午後２時21分）
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◎嵩原 弘議員

ただいま当局から答弁いただきました。再質問をしたいと思います。

ごみ収集指定袋につきましては、小さいごみ袋がなかなか余っているということでありますから、それ

でカバーできていくのかなということであります。

今答弁いただいた中でですね、まず初めにドーム型の交流施設であります。今建設部長の答弁された全

ての使用目的はですね、現在ある前福多目的広場の中で全て利用されているんですね。私は、質問の中で

も話しましたように、こういった類似施設は集約したほうが相乗効果も高まるんじゃないかと私は思って

おります。答弁の中で、選考委員会は市内５カ所の中から当地を決定したという話がありましたけど、こ

の空港東のほかに検討に上がった土地は、残りの４カ所について答弁を求めたいと思います。

先ほど下地明議員の答弁の中で、総務部長は平成28年度から交付税がどんどん減額されていくという答

弁をされておりました。財政が厳しいので、保育士の手当までも支払い切れないと。そのような現状にあ

りながら、30億円という金をかけてドーム型のホールとしてつくるのはいいんです。しかし、新たにまた

向こう、未来永劫に続くであろう賃借料を払うことが本当に市の財政負担にならないのかどうか。今ある

敷地というのは全て市の敷地で、一切必要ないんです。整地もされています。下地敏彦市長は、空港東側

は答申を受けられていますけど、現状へ行って見たことありますか。市長、まずこれ答弁してください。

向こうは、地域名ちょっと思い出せないんですけど、すぐ近くまで圃場整備がされて、スプリンクラーも

設置されて、現在でも作業中なんです。現実この予定地とされているところは、実際サトウキビ畑、牧草

地もあります。そういったもの、小さな島、宮古島においてそういった一等農地は潰すべきじゃないと私

は考えております。ぜひこれについては、私は同僚議員と一緒に協議しながら取り組んでいきたいと思っ

ております。

そして、先ほどの西東地区のですね、防風林帯の現状を見て、農林水産部長もみずから視察されました

か。答弁の中では、美ぎ島グリーンネット事業を導入するという答弁でありましたけど、いつからそれを

手がけて、いつ完了するのかということがまだ聞こえておりません。ぜひこれについても答弁をお願いし

たいと思っております。

多くを再質問できませんけど、先ほど市道環状２号線とのひなアパート前の３差路について、生活環境

部長の答弁の中でちょっと私は理解に苦しむところがありました。過去３年間人身事故がないので、それ

をやっていないと。人身事故があってから行政というのは動くんですか。皆さんも向こうの道路何度も通

ったことあると思うんですけど、一番忙しいとき、全ての状況というのはピーク時を想定して設置するん

であって、昼間そんなに人がいないから、昼間車が通らないから、事故が過去３カ年起きていないから、

４カ年前、５カ年前に起きているんですよ。そういった発想で行政するのは、私はいかがなものかと思っ

ております。答弁聞いて再度質問したいと思います。よろしくお願いします。

◎農林水産部長（村吉順栄）

西東地区の防風林帯の件の再質問にお答えします。

防風林帯が機能していないことは確かでございますので、時期はこの場でちょっと明言はできませんが、

防風林帯としての機能を十分効果が出せるよう県と早急な対応をとってまいりたいと思っております。

◎建設部長（下地康教）
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内容としましては、建設予定地の候補地は５カ所あったということで、現在の箇所以外の箇所はどうい

うところだったのかというご質問と思いますが、まず１カ所目はですね、宮古空港の東側ですね、これは

現在消防署の東側というふうに考えていただければ……

（「西側」の声あり）

◎建設部長（下地康教）

西側ですかね、どうも済みません。西側のほうになります。それともう一つは上野陸上競技場と、それ

ともう一つは城辺のですね、多目的公園で、もう一つは下地地区の池原公園ということでございます。こ

れは、ほかの３つはですね、現在使用されておりますが、やはり市町村合併に伴ういろいろな施設の集約

化、合理化という形でこの３つの候補地を上げてございます。合計、候補地が５つあった中で１つに絞ら

れたという形になります。

なぜ今ある、もう一点ですね、前福多目的広場ですね、いろいろなイベントが可能であると、また施設

を集約する必要があるのではないかというご質問がありました。それに関して、我々は今の候補地を選定

した大きな理由としましては、やはり駐車場用地でございますね。そういったもののかなり大きなイベン

トを開催する場合には、やはりどこにおいても今現在の施設では駐車場用地等がかなり厳しいものがある

ということで、あちらのほうに選定をしたということでございます。

◎生活環境部長（平良哲則）

再質問にお答えします。

警察からの過去３年間の人身事故、それから物件事故の件がありましたが、それとあわせてこの交差点

は見通し、視認性がよいという回答があったということで、それならば横断歩道設置に要請をしようかと

いう話になっておりましたが、この横断歩道設置も含めて信号機も再度設置について要請していきたいと

いうふうに考えております。

◎嵩原 弘議員

答弁いただきました。このドーム型交流施設の建設場所につきましては、上野陸上競技場、城辺の多目

的公園、池原公園というのがありますが、むしろこのほうが今の決定地よりも私はいいんじゃないかと思

いますけど、何度も申し上げますように、やはり前福多目的広場というのは全てのイベントがここで集約

されてきていますし、特にオリックスのキャンプ地として定着しておりますし、いろんな要望もオリック

スからもあったり、また社会人、高校野球のキャンプ地としても定着してきておりますし、サッカー場に

ドームをかけることができれば、またプロのサッカーも誘致できる可能性あるんじゃないかなと。建設部

長の答弁で駐車場が足りないとかと言いましたけど、駐車場はあるんです。数えてきました。宮古島市陸

上競技場の西にも東にも全部整備されております。十分可能だと思いますので、再検討を市長にはよろし

くお願いします。

図書館の建設位置までも市長は、最初申し上げましたけど、変更して今立派なものをつくろうとしてい

ます。市民が納得できるような事業を進めていただきたいと思います。

最後に、私も４年間市民の指導仰ぎながら同僚議員と宮古島市発展のため、市民生活向上のために一生

懸命頑張ってきました。これからも頑張っていく所存でありますので、どうぞ皆様ますますのご指導よろ

しくお願い申し上げまして、一般質問を終わります。ありがとうございました。
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◎議長（平良 隆）

これで嵩原弘議員の質問は終了いたしました。

◎砂川明寛議員

眠たい時間ですが、一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

まず、先ほども下地明議員からも質問がありましたけども、天然ガスの試掘開発についてをお伺いした

いと思います。この天然ガス試掘調査は、確かに市長が先ほども言ったとおり、埋蔵量、そして活用方法、

いろいろ先ほどからお聞きしております。そして、経済の起爆剤ということも成功すればそのようになる

かなという考えはしておりますが、この天然ガス埋蔵量、そして今試掘をしまして、そして調査の結果、

いい結果が出たとします。そうすることで、いろんな利用ができる、そして活用ができるということであ

りましたけども、市長はよく天然ガスが出た場合に天然ガスを利用して電力や、そして温水が一緒に出る

ので、健康ランドとして使っていきたいと、活用していきたいと。そして、雇用確保にも期待できるとい

うことをよくおっしゃっておりますけども、どうしても実際に天然ガスを掘って、そして今のところです

よ、日本でもいいです。実際に活用している、例えば電力に試掘して天然ガスを活用している地域、それ

で潤っているような地域ね、そういうところはあるのかどうか。あるとするならば、どういった地域なの

か。具体的にですね、私もそういう地域余り確認したことないのでね、そういう地域があるのであれば、

その地域がどういった地域なのか、そして潤っているのはどういうところなのか、その地域についてです

ね、あるのであればお答え願いたいと思います。まず１点目です。

次に、宮古圏域空港の利活用に関する検討会議についてお伺いしますけども、これは佐久本洋介議員か

らも先ほどありました。これは、９月１日の地元紙の報道によると、まず第１回会議は８月30日に県庁で

開き、下地島空港の利活用案として１から５まで案が示されております。しかし、この案をどう見ても本

当にこれ簡単にできるのかなと。これを要請していくのに、これできるのかなというのがほぼ、私は余り

考えを持ったことはないのですけれども、この中において宇宙飛行士の事前訓練など商業宇宙港としてと

かあるんですね。そして、検討委員会ではその結果を要請して、それがみんなできない場合、下地島空港

を休港した上で新たな利活用や両空港いずれかに空港機能を集約することを検討していくということを述

べられております。そういうことになると、それが年内に結論を出した上で市と県、トップと相談をする

とこの新聞では報じました。このことについて市長はどのようにお考えなのか、まずこれについてお伺い

したいと思います。

次に、県営広域公園についてをお伺いをいたします。県営広域公園については、市長は去った３月定例

会では上野、下地にということで案を提示しました。そして、下地の場合は普通の運動公園とは違う海浜

を使った公園づくりにしたい。そして、もう一つの上野は高台であるので、体育館みたいなものをつくり、

災害時の避難場所も兼ねて、防災機能も兼ねるという点から選定されたということでありますけども、こ

の件についてね、県はどういう考えを示されたのか。多分答申もされていると思うんですけども、県の考

えはどうなのか。そして、この場所について決まったのかどうか。県の意見をお聞かせ願えればと、そう

いうふうに思っております。

そして、もう一つはこの公園の計画について、個人有地、市有地もありますけども、個人有地などが入

っていると思うんですが、この土地については、個人の有地ですから、その人たちとも話し合いをなされ
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たのかどうか、それについてもお伺いしたいと思います。

次に、砂川保育所の業務委託についてお伺いをします。私が聞いたところによると、来年度から砂川保

育所も業務委託というふうに決まっているようでありますが、そこでお伺いしますけれども、今まで維持

管理についてですね、どのぐらいかかっていたのか。そして、これは財政の問題で多分業務委託というふ

うになってきたと思うんでね、それについてね、今度維持管理するのと今まで本職員がやっているのとど

のぐらいの差額があって業務委託をするのか、その辺についてお伺いしたいと思います。

そして、もう一つはこの砂川保育所、今度のシミュレーション、園児のね、これについてもお伺いした

いと思います。

そして、もう一つはこの保育所、築何年ぐらいの建物なのか。多分もう公共施設としては相当古いもの

じゃないかなと思うんですが、それについてもお聞きしたいと思います。

そしてまた、次にＴＰＰについてお伺いしたいと思いますけども、この件については下地明議員にお答

えしたように、今どうしても見えないのがたくさんあります。これは、国と国との交渉でありますから、

ですから私たちはこれについてはもう宮古島市長を中心にですね、宮古島市の農業、そして関税、この農

業を守るためには市長を中心にしっかりと国の情報を市長には聞き、そして宮古島市の農業を守ってくだ

さるよう、これは強く要望だけしておきます。

次に、干ばつ対策費についてお伺いしますけども、これは去った６月から７月中旬ぐらいまでですか、

干ばつがありました。そして、朝から10トントラックで、僕は宮古製糖のすぐ隣ですので、毎日朝から晩

まで水をかけていた、そういう思いを見ております。そこで、お伺いしますけれども、このかん水作業の

補助金があったと思うんでね、その補助金幾らぐらいだったのか。そして、この費用は宮古島市の予算で

全て補ったのか。これは、私は県知事、副知事あたりが来てね、宮古を視察しておりました。そして、新

聞報道を見ると、どうしても県からも予算を出していきたいという話を聞いておりますので、どうなのか。

県からもその予算があったのかどうかね、これについてお伺いしたいと思います。

次に、インギャー公園の遊歩道についてお伺いします。これは、何月だったかな、去年もだったかな、

台風で甚大な被害を受けておりました、高波で。その場所について当局は把握しているのか。そして、把

握しているということであれば、その対策はどのように考えておられるのか、この辺についてお伺いした

いと思います。

次に、奨学金貸付制度についてお伺いをします。この奨学金貸付制度は、将来の人材育成に大きく貢献

しているものと私は思っておりますが、貸し付けの返済が滞っている、6,600万円ぐらいでしたかな、こ

れが本市の財政を圧迫している、そして圧迫しかねない額になってきているんです、少しは減ったんです

けども。これについてね、どうしても滞納状況、そして納付相談をしっかり受けているのか。支払い方法

の改善について、どのような方法を考えているのかね、当局の考えをお聞きしたいと思います。

次に、農業行政についてをお伺いします。まず、サトウキビの年内操業についてであります。今期のサ

トウキビは、干ばつがあったものの、恵みの雨が降り、持ち直しつつあると思います。しかし、水の整備

されていない地域や株出し、春植えなどはそんなによくない状況にあると私は思います。そこで、お伺い

しますが、株出し面積が急増している中、今年度、平成25年産から平成26年産はまず大丈夫として、来年

度の平成26年産、平成27年度のサトウキビ植えつけを考えた場合、どうしても年内操業して土地を早くあ
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けないと私は次の製糖期のサトウキビ生産が厳しくなると、そういう考えを持っておりますが、年内操業

について市長はどのような考えを持っておられるのか、この辺についてお伺いします。

次に、宮古島市いも生産販売組合についてお伺いをします。宮古島市いも生産販売組合についてお伺い

しますが、６次産業化の取り組みとして昨年度から芋の生産を奨励してまいりました。そこで、お伺いし

ますが、その宮古島市いも生産販売組合の設立はどのようになっているのか。そして、その組合販売額は

どのようになっているのか。そして、今後の計画としてどのように取り組んでいるのか。そして、宮古島

市いも生産販売組合に３月定例会で機械を導入の予算が計上されました。これ2,400万円だったと思いま

すけども、その運営管理についてどのようになっているのか。貸し出す機械はリースなのか。そして、そ

の貸し出す機械に対しては負担金はあるのかどうか、その辺についてお伺いしたいと思います。

次に、教育行政についてお伺いをします。これは、委員会でも話はしましたけども、学校規模適正化に

ついてですけども、来間中学校の廃校についてでありますけども、具体的に来間中ということではなく、

私としての考えは複式学級早く解消は私は一番望ましいと思います。しかも、来間の場合、中学３年生１

名、１年生は３名という、こういう中では私は望ましい学校、そして子供の教育にとっては物すごくいい

ものではないという考えであります。だから、地域がという反対たくさん出てきますけども、来間に関し

て言いますと、１名の中学３年生で３名の中学１年生、合わせて４名の中学校というと、この子供たちは

将来たくさんの人の中にまじっていかなければならない、こういう子供たちを育てるためには、ここはど

うしても大きな学校に行って、やっぱり20人、30人規模の学校でもいいです。そういうところでたくさん

の友達をつくり、たくさんの子供たちと育ったほうが私は望ましいと、そう思います。ですから、複式学

級は解消するのが一番いいと。そして、適正規模化を早く進めて将来を担う人材育成を進めていくべきだ

というふうに考えておりますけれども、教育委員長はどのような考えを持っているのかお伺いをします。

次に、城辺地区の中学校の統廃合の総合計画についてね、お伺いしたいと思います。まず、何年かと書

いてありますけども、決まっているんであればお答え願いたいと思います。城辺地区は、４つの小中学校

があります。１つの学校にするのであれば、現在どこの学校にするのか、それとも新しく学校をつくって、

そしてその学校をまとめるのかどうか、それについてお聞かせ願いたいと思います。

以上お聞きしまして、再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

県営広域公園について３点質問がございました。場所は決定しているかということですが、残念ながら

まだ決定を県はしておりません。せんだって城辺地区の敬老会に仲井眞弘多沖縄県知事が来たときもです

ね、なるべく早く位置の決定をしてほしいという要請をいたしました。それについて知事は今年度中にし

っかりとやるからというご返事でございましたので、それを期待しているところであります。

それから、県営広域公園をつくるのに対して市の持ち出しがあるかということですけれども、場所も決

定していない現状において持ち出しがあるとかないとかという論議もまだできない状況にございます。

３つ目の個人の土地があるからということですが、私どもが提示したのは上野地区と下地地区の２地区

であります。その中には個人有地も含まれておりますけれども、そこに決定するかどうかをまだ県が決め

ていないという状況だということであります。

◎副市長（長濱政治）
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砂川保育所の業務委託についてでございます。砂川保育所につきましては、公立保育所等のあり方作業

部会から平成25年度以降に民間へ業務委託を行うよう市長に答申が行われており、同答申に基づきまして、

平成27年度から業務委託を予定しております。公立保育所は、旧市町村ごとに１カ所設置することとして

おりまして、病後児保育、障害児保育、それから延長保育、一時預かり保育等、特化した保育を実施した

いと考えております。なお、保育士不足の中、保育行政の充実を図るためには公立と民間の役割分担を図

りつつ、民間の協力を求めることが必要不可欠だと考えております。

次に、干ばつ対策費についてでございます。今年度の干ばつ対策かん水事業は、宮古地区及び伊良部地

区さとうきび糖業振興会のサトウキビ増産緊急対策事業を活用し、実施しております。補助額の内訳とし

ましては、10トンタンク１台当たり農家負担1,500円で、補助金が2,000円となっております。散水台数は、

サトウキビで１万3,927台、金額は2,785万4,000円となっております。これは、糖業振興会からの補助と

いうことになります。また、草地には99台が散水されておりまして、補助金が19万8,000円となっており

ますが、草地に関しましてはサトウキビ増産緊急対策事業の作物対象外ですので、市の単独補助金で賄っ

ております。

それから、インギャー公園歩道についてでございます。インギャーマリンガーデンの遊歩道に関しまし

ては、平成25年度の一括交付金事業を活用し、改修工事に係る改修測量設計業務を委託する予定となって

おります。また、工事に関しましては平成26年度の一括交付金事業を活用して改修を行う予定をしており

ます。その改修箇所、被害を受けた箇所というのは、グラウンドゴルフ場からの遊歩道からということで

すが、全体を見てですね、危険箇所は全て平成26年度から工事で改修しようというふうに考えているとこ

ろです。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、学校規模適正化についての来間中の件でございます。教育委員会としましては、基本方針にも来

間中学校の規模適正化を図るために平成26年度までに実施をするという考え方で、今定例会に宮古島市立

学校設置条例の一部を改正する条例を提案依頼をしているところでございます。現在提案されているとこ

ろです。私どもとしましては、議員がおっしゃるとおりの考え方でございまして、いわゆる複式学級の解

消を含めて適正な学校の状況に持っていきたいというような考え方でございます。教育委員会としまして

は、この作業が進む中で保護者及び生徒の負担をですね、できるだけ軽減する。そして、よりよい環境を

つくっていくというふうなことを進めるために地域との対話は今後もよく高めていきたいと、このように

思っております。

次に、城辺地区の中学校の統合計画でございますが、城辺地区の福嶺、城辺、西城、砂川の４つの中学

校は平成33年度までに統合し、学校規模適正化を図っていく予定です。今後はですね、学校規模適正化に

向けた推進委員会、これは仮称ではございますけれども、このような形を設置してですね、その中で教育

環境や保護者、生徒の負担軽減についての協議もされてきます。議員ご質問のとおり、新設校で考えるの

かと、あるいはどこかの学校に統合するのかというようなことですが、この推進委員会あるいは校区審議

委員会あたり等の中でですね、いずれにするかというふうなことは議論されますが、現在教育委員会とし

ては新設校はどうだろうかと、新しい学校をつくったらどうだろうかというふうな考え方は持っておりま

す。
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◎企画政策部長（古堅宗和）

まず最初に、天然ガスの試掘についてのご質問であります。天然ガスの利活用につきましては、ガスの

成分等の分析結果にもよりますが、天然ガスを利用した発電や自動車の燃料としての利用、それから付随

水の温泉を利用したスパなどの保養施設、観光施設、農業施設としての利用、さらには付随水に含まれま

すヨード利用など、さまざまな分野での活用が期待をされております。その相乗効果は、地元のみならず、

島内における雇用の創出、事業促進など当市の経済に対して大きな影響を及ぼすものと考えられます。本

市としましては、調査結果を踏まえまして、沖縄県と協力して未来に向けて本市の発展に寄与するような

方策を検討してまいりたいと思っております。

それから、県内の主な活用事例でありますが、エナジック天然温泉アロマ、それからロワジールホテル

オキナワ、三重城温泉、それからスポーツクラブジスタス、浦添の湯ですね、それからユインチホテル南

城のさしきの猿人の湯、そういった主な利用がございます。

それから、あと１点のご質問であります。宮古圏域空港の利活用に関する検討会議についてのご質問で

す。今回設置されました宮古圏域空港の利活用に関する検討会議は、これまで下地島空港利活用検討協議

会の提案を踏まえまして、具体的な検討を行うものとするものであります。その検討事項としまして、１

番目に宮古圏域の空港の利活用に関する動向の把握、２番目に今後の管理運営の検討、３番目に国際線旅

客便受け入れのための機能の検討、４番目に宮古圏域の空港のあり方の検討、５番目にその他必要な事項

の５項目に沿って協議を進めることになってございます。第１回目の会議は８月30日に開催されましたが、

会議では主に下地島空港の今後の活用につきまして実現可能な５つの案が提示され、その５つの案の実現

に向けて県が次回の会議までに誘致に向けて調査をすることになってございます。それから、その誘致活

動の報告も行うことになってございます。

◎福祉部長（渡真利健次）

砂川明寛議員の砂川保育所の今までの維持管理費並びに建物は築何年になっているのか、そして業務委

託した場合の委託料は幾らを見込んでいるのかというご質問にお答えします。

砂川保育所の維持管理費については、平成24年度の決算で4,415万8,000円となっております。そして、

うち人件費が3,825万5,000円というふうになっております。建物については、昭和56年３月に完成して33年

が経過しておりますので、改修が必要な箇所が多々見えますので、今年度で改修していく予定であります。

次に、砂川保育所を業務委託した場合、委託費については幾らを見込んでいるのかというご質問もあり

ましたので、現在の施設の規模、定数保育をするという形で試算してあります。所長を含めて保育士７名、

調理師２名、合計９名で2,822万4,000円を見込んでおります。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、サトウキビの年内操業についてでございます。操業開始時期については、両工場とも未定となっ

ておりますが、今後の生育状況、生産量等の調査の上、判断したいということであります。

次に、宮古島市いも生産販売組合についてのご質問にお答えいたします。今までの生産者売り上げにつ

いては、ことし７月末現在で665万3,000円となっております。

今後の計画につきましては、取引数量に沿った生産計画について生産者、農政課、ムラサキイモペース

ト工場で策定し、さらなる販売拡大に向けて連携を図りながら取り組んでまいりたいと思っております。
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次に、機械器具については生産組合５地区の各支部長と協議し、賃貸契約を締結するとともに、カンシ

ョ生産農家にて有効利用を図りたいと考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

砂川明寛議員の奨学金貸付制度、奨学金滞納への取り組み状況についてのご質問にお答えいたします。

平成24年度末時点での繰り越し滞納額は5,590万4,000円で、平成24年度の徴収率は現年度分が73.2％、

過年度分が13.5％、全体で17.3％となっており、滞納者は85名となっています。滞納者及びその保護者に

は、文書及び電話による督促、戸別訪問、保証人または連帯保証人への通知などを行い、滞納金の徴収に

取り組んでおります。一方で、奨学生が卒業後就職しても経済状態が厳しい、また同じく保護者も経済状

況が厳しいことから、納付相談により分割納付を対応をするケースが多く、返還の長期化により徴収率の

向上につながりにくい要因となっています。しかし、繰り越し滞納額はピークであった平成21年度より低

減しており、今後も滞納者に対する取り組みの強化を図っていきたいと考えております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後３時08分）

再開いたします。

（再開＝午後３時09分）

◎砂川明寛議員

順を追って再質問をしたいと思います。

まず、天然ガスの件につきましてでありますけども、私が聞いたのは、インターネットあたりで調べて

みても温泉水の利用はたくさん利用されているのはわかります。しかし、実際に車に天然ガスを利用して

いる、そういうところがあるかというのを聞きたかったんですね。電力なんかもそうなんですね。実際に

これ試掘をして温泉水が出て、それを農業に利用しているとか、そういうのはホテルの温泉に使っている

というのはよく聞きます。ですが、実際に試掘したものを電力供給に使うとか、そういうところはまだな

いんですね。ですから、そういう事例があるのかと聞いたのは、そういう部分なんです。これについてね、

ちょっともう一度お伺いしたいなと思います。

この天然ガスの件についてはですね、今城辺で試掘調査始まっていますけども、よく城辺では天然ガス

もそうだし、地下ダムの水もそうなんですね。全体に送るのは、地下ダムの水も全部城辺の地域を利用し

たものが送られております。例えば地下ダムの件についてお伺いしていますけども、地下ダムができてこ

の地域が活性したか。地下ダムがある城辺地域ですね、そこが発展しているか。私はね、地下ダムでも天

然ガスでもそうだと思うんですけど、地域でつくったエネルギーというか、水ですね、これが同じ料金で

城辺から送っているんだけども、全体は発展はしています。しかし、城辺地域、地下ダムをつくってね、

城辺、例えば砂川地区あたりだと、せっかく整備した畑にね、その地下ダムをつくるためのたくさんのポ

ンプ小屋とか、いろんなものを畑につくりました。電柱が相当並んでいます。そういうものを考えた場合、

その地域は地域なりにもう少し料金の面とか、そういうのも考えるべきだなというところがあるんでね、

やっぱり地域の活性化とよく言いますよね。天然ガスもそうだと思うんです。だから、福嶺で、保良で天
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然ガスをつくって、その保良地域をどのようにするかというのをね、はっきり示してほしいなという考え

がひとつあります。答えられる範囲でいいですから、答えていただきたいと思います。

そして、もう一つ、空港の件についてでありますけども、私もせっかく２つある空港ですから、どこに

もない、なかなかつくれない、どこにも。２つをしっかり活用して利用していったほうがメリットはある

かなと。それに下地島空港、今圏域空港という形で検討委員会に入っているというんですけども、この２

つの空港ですから、別に宮古空港と下地島空港と２つの空港を考えていったほうが一番大事かなと思うん

ですが、その辺についてもう一度お答え願いたいと思います。

そして、もうこの空港は年内にも市と県とのトップの会談に入ると思いますので、ぜひとも２つの空港

をいい方向で使ってですね、いただきたいなという考えであります。よろしくお願いします。

県営広域公園については、市長みずからお答えなさったんですけども、まだ県からの場所決定はないと

いうことですが、私は県営広域公園を個人の有地を買ってまで県がするかというものが１つあるんですね。

やっぱり計画を出す場合、市の持ち物で、はい、もう場所はここです、そしてこの場所には個人有地もな

く、全部市の有地ですとかね、そういうものであれば県も認めやすいかなと、そういうのがあるんでね。

個人有地が入っているのに本当に県がそういうものをしてくださるのかどうか、いい結果を生んでくれる

のかどうか、その辺についてもう一度お伺いしたいと思います。

砂川保育所の業務委託については、まず今後の園児のシミュレーションというかね、そういうのをはっ

きりもう一度お聞きしたいなと思っておりますけども、築33年もなるということですから、もう大変な老

朽化ですよね。安全面も考えなきゃなりません。そこで、委託すると委託費も2,800万円ぐらいと言って

おりますので、相当節減できるんでありますけども、安全面とか、これからの保育所のシミュレーション

とか、そういうのをはっきりしてから考えてほしいなというところであります。

次に、干ばつ対策については、これはもうそのとおりだと思います。

インギャー公園の歩道については、大分調査なされて平成26年度での一括交付金で補修していく、ある

いは修理していくということですので、回ってみますと、たくさんの修復箇所がありますので、その点は

しっかりとお願いしたいと思います。この点については、答弁は要りません。

次に、奨学金についてでありますけども、この奨学金85名の方がいて5,000万円余りありますよね。こ

れは、徴収方法としてはですね、やっぱりこの子供たち借りて学校出ているわけですから、その子供たち

の職場といいますかね、そこまで把握できないかね、徴収するために。私の子供も今奨学金を払っており

ます。やっぱり何度も通知が来ますよ。１カ月おくれるたびに来ます。ですから、その通知が来るのはわ

かっていて払っていないんですね、これは恐らく。ですから、滞納している部分に対しては、卒業してし

っかりと仕事についているんであればそこまで調べて、給料差し押さえというかね、そういうことぐらい

しないとですね、これからずっとこういうふうになってくると、また多くなってくる可能性もあるという

ふうに思うんで、これについてはしっかりと考え直してもらいたいなと思っています。

次に、農業振興についてでありますけども、年内操業、私はずっと議員をしている中で何度も何度も言

ってまいりました。年内操業することのメリットというのはですね、特に今の場合、春植え、株出し、こ

れが相当普及しました。今台風や何やで物すごく成長もおくれている部分がたくさんあります。この土地

を早くあけないと来年の収穫というのは、植えつけから収穫ですから、今度の収穫は大丈夫です。その次
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の収穫が問題だというふうな観点からですね、早く土地をあけて、そして早く春植えを植えさせる、そう

いう考えのほうが土地利用についてはね、いいかなと。そして、その土地利用というのは確かにサトウキ

ビだけじゃないんですね。あいている土地は、夏植えまでも牛の草地としても利用できます。だから、早

く操業を開始して２月には終わるように、そうすれば早く３月では何でもできるんです。そういう考えで

すから、年内操業はぜひよろしくお願いしたいと思います。

宮古島市いも生産販売組合については、やっぱり６次産業として進めていくわけですから、機械の管理

は2,400万円ものお金を出してありますので、しっかりと管理しないといけないなという観点からね、こ

れは質問しましたので、この辺についてはよろしくお願いをします。

学校の適正規模化についてはですね、もう何度も何度も言っているとおり、子供たちを主体に考えるべ

きです。いい子供たちを人材育成をというふうに考えてやっていくべきだなと考えておりますので、その

辺については今の状況を踏まえてしっかりとこれからも進めていければなと考えております。よろしくお

願いします。

以上、再質問は３点ぐらいありましたので、答弁を聞いてからまた質問します。

◎市長（下地敏彦）

天然ガスの利用の例があるかということですが、ロワジールホテルはですね、温泉水と一緒に上がって

くる天然ガスで電力をつくっております。その一部をロワジールホテルの電力として供給してやっている

という事例がありましてね、両方使っているという事例もございます。

それから、空港の話ですが、先ほどから答弁しているとおり、宮古空港と下地島空港それぞれ特性があ

りますんで、両方使えるようにという形で私どもは協議会の場でこれからも主張を続けてまいりたいと思

っております。

それから、城辺には地下ダムもある、天然ガスも出てくると、地域に対してもう少し還元したらどうか

というお話でありますけれども、地下水はですね、これは宮古島全体が使うということで、特に城辺だけ

に何らかのおやつはいいんじゃないかなというふうに思います。天然ガスについては、実際に掘る場所が

城辺の地域ですから、そこに大量に出てくるということであれば、いろんな企業がその地域に立地してく

るという形で貢献できるんじゃないかというふうに思います。

県立広域公園、これ民間を県が買ってやるかということですが、こういう事例は十分あります。ですか

ら、それも含めて県は考えているものだというふうに思っております。

◎福祉部長（渡真利健次）

砂川保育所の委託した場合の園児のシミュレーションということでの再質問だと思っておりますが、委

託する場合はですね、一応定数の60人規模を確保してもらうという形での考えを持っております。現在の

入所率は約60％程度なんですね、砂川保育所の場合については。ですから、委託した場合は定数を確保し

てもらうという形での委託に持っていくという考えをしております。

◎砂川明寛議員

ありがとうございました。

最後になりますが、今期勇退する私から市民の皆様に一言ご挨拶、お礼を述べさせていただきたいと思

います。私も平成14年９月の城辺町議会議員選挙で初当選して以来10年余り、そして市議になって２期、
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合わせて11年間ですね、議会議員として皆様の温かいご指導、ご支援のもとやってまいりました。心より

市民の皆様に感謝申し上げます。このような拙い私でしたけども、たくさんの勉強して、そしてたくさん

の思い出もありますし、たくさんの勉強もさせてもらいました。おかげさまでこの11年間を私の心の支え、

そして宝としてこれからは宮古の一市民としてですね、また市長を支えながら合併して宮古島市になって

よかったと言われるような宮古島市に願いを込めながら、私も今後もまた市民の皆さんとともに一生懸命

市勢発展のために頑張ってまいりたいと思います。本当に長い、短いような10年でありました。市民の皆

さん、そして支持者の皆さん、どうもありがとうございました、11年間。これで私の一般質問を終わりま

す。

◎議長（平良 隆）

これで砂川明寛議員の質問は終了いたしました。

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長いたします。

しばらく休憩して、３時45分から再開いたします。

休憩します。

（休憩＝午後３時26分）

再開いたします。

（再開＝午後３時45分）

休憩前に引き続き一般質問を行います。

質問の発言を許します。

◎前川尚誼議員

それでは、通告に従いまして、一般質問を行っていきたいと思いますが、ひとつ当局の誠意あるご答弁

をよろしくお願いしたいと思っております。

まず初めに、2020年東京オリンピック決まったということで、子供たちへの未来がまた明るくなってく

るなということで非常に喜んでいるところであります。嵩原弘議員からは、決まったすぐから電話がかか

りまして、ありがとうございますと言いなさいと言うもんですから、はい、わかりました、ありがとうご

ざいましたと言ってですね、喜んでいるところであります。ぜひまたみんなの力ですばらしい2020年東京

オリンピックを成功させましょうということで質問に入っていきたいと思いますが、まず質問の初めに自

主防災組織についてということでありますが、自主防災組織、地域の安全は地域で守るんだということか

ら、自主安全組織がどうしても必要かと思われます。そこで、自主防災組織は全国的にどのようになって

いるのかをお聞かせください。

そして、本市のですね、自主防災組織はどのようになっているのかもお聞かせください。

それで、今後どのようにして取り組んでいこうとしているのかもお聞かせいただければと思いますので、

ひとつよろしくお願いいたします。

次に、消防職員についてでありますが、本市の観光客も40万人ということで、観光協会を初め宮古全体、

市当局もですね、市長を中心にしながら喜んでいるところではありますが、そこではやっぱり大型ホテル

がふえ、高層ビル等が多くふえましてですね、消防の力というのが必要にどうしてもなってくるというこ

とが思われますので、我が市のですね、国から定める職員の数と現在の職員数についてお聞かせください。
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次に、県内の各市のですね、人口、そしてその市の面積、その市の職員数、消防に関しての職員数です

ね、このほうもお聞かせください。

それと、今後職員数についてはですね、どのように予定をされているのかもお聞かせいただきたいと思

います。実は、那覇市などは５カ年計画で70名増員をしようというふうに今スタートしているところであ

りますので、我が宮古島市は今後どういうふうに人数を定めていくのかをお聞かせいただければと思いま

す。

次に、安全、安心なまちづくりについてでありますが、先ほど観光客も40万人と言ったんですが、この

40万人、どうしても安全、安心のまちづくりにはまた欠かすことのできないことだろうと一応思っており

ます。安全なまちづくりの会長は下地敏彦市長でありますので、そのことからもですね、ぜひ市長総会で

も地域の安全は地域で守るんだということから、防犯カメラの設置をですね、これはもう議会のたびに言

っているんですが、防犯カメラの設置を急ぐべきではないかと思っておりますので、どのようにお考えか

をお聞かせいただきたいと思います。どうしても観光客、そしていろんな形でのものから考えると、防犯

カメラはぜひ必要だということでありますので、その点をお聞かせください。

次に、観光客も40万人になってくると、町なかが非常に警察もしくは交番、駐在が必要かと思われます。

ぜひ交番の設置を急ぐべきじゃないかなと私は思っておりますので、これをどのように考えているのかを

お聞かせいただければと思っております。

次に、大植木市展は開けないのかなということで質問ですが、今宮古島市市民運動実践協議会にはクリ

ーン、グリーン、グレイシャスの３部会がありますが、グリーンの会のほうで緑の街角賞とかというのも

取り入れて一生懸命民間団体も頑張っております。そこで、やっぱり植木市をですね、市がリーダーシッ

プをとってやって、また緑をふやすということが必要になってくるんじゃないかなと思われますので、大

植木市を展開できないものかどうかをお聞かせいただきたいと思っております。

次に、先ほども申したんですが、2020年東京オリンピックが行われます。そこで、黙っていても聖火リ

レーは宮古にも来るんじゃないかなとも思うんですが、これが来ないとなると、また沖縄本島だけですと

言われたら困りますので、ぜひですね、市長、この聖火リレーについて誘致してですね、我が宮古島の子

供たちを勇気づけさせるようにお願いしたいと思いますが、どのようにお考えかをお聞かせください。

次に、東小学校裏のウオーキングコースでありますが、そこで多くの市民ランナーからですね、多くの

方々からトイレの設置ができないものかということで話があります。どうしてもいい距離がありますが、

ぜひトイレをつけていただきたいというふうに要望がございますので、このトイレの設置ができないもの

なのかどうかをお聞かせください。

次に、宮古織りについてでありますが、実は宮古織り、皆さんの力でですね、議会もしかりですが、職

員もしかりですが、力でぜひ宮古織りをですね、もっともっとふやさんといかんじゃないかなと。実は、

これは宮古織りでございましてですね、宮古織りをぜひつけてですね、宮古織りに対しての伝統を絶やす

ことなく頑張らせていただければなと思っておりますので、ぜひひとつ提案ですが、市長、宮古織りをで

すね、本議会、議員の皆さんも一緒、当局、職員もですね、一緒に宮古織りをつけて１日は議会をすると

いうことも宮古織りに対する認識を持ちながら宮古織りを普及させることになるんじゃないかなと思いま

すので、着物とは言わなくても、ぜひかりゆしウエアの宮古織りでですね、議会ができないかなと思いま
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すので、その点をお聞かせください。

（「賛成」の声あり）

◎前川尚誼議員

ありがとうございます。よろしくお願いします。議員が賛成しておりますので、市長、じゃやりますと

言ってください。よろしくお願いします。

次に、教育行政についてでありますが、まず初めに市立図書館内のですね、ＣＤデジタル化について、

宮古のですね、地元紙をですね、先に図書館内のデジタル化ができないかなと。図書館ができ上がってか

ら、計画はしているはずなんですが、それよりか先に宮古の新聞だけでもですね、地元紙だけでも先にデ

ジタル化してですね、見られるように、新聞社がスタートしてからのですね、全部するということ可能で

ありますので、ぜひこのほうを先にやっていただけないのかどうかをお聞かせください。

次に、学校図書館についてでありますが、学校図書館、文部科学省からはですね、たしか平成24年度ス

タートとして５カ年間で学校図書の整備ということでいろんな予算とかもついているかと思いますが、こ

の図書の整備はまず今どのようになっているのかをお聞かせください。

それと、学校図書館内のですね、新聞購読もたしか義務づけというのか、予算化されているかと思いま

すので、このほうもどのようになっているのかをですね、お聞かせいただきたいと思います。

また、文部科学省のほうは学校図書館司書をですね、しっかりとした形で図書館司書が置けるようにと

いうことで、このほうもその５カ年計画の中に入っているかと思いますので、図書館司書のですね、配置、

いろんなのはどういうふうになっているのかをお聞かせいただければと思っております。

次に、子供たちの交通安全教育についてであります。近年自動車事故のほうは少し減ってはきているん

ですが、自転車のですね、事故が少しふえつつあると、これは全国的ではありますけど。その中で自転車

の事故の中では後頭部をどうしても打つということがですね、非常に多くふえているそうです。そこで、

ルールの厳守をしながらですね、みずからの安全はみずからが守るんだという認識を育みながらですね、

指導の必要性があるんではないかと私は思っております。ぜひ子供たちの自転車のですね、事故を減らす

ためにもルールを守らせるということに徹したほうがよくなるんじゃないかと思っております。それも踏

まえてですね、実は今宮古の盗難関係はですね、自転車の盗難が非常に多いんですよ。それも少し子供た

ちが多いんじゃないかなというふうな感じがしておりますので、こういうふうな教育をすることによって

盗難も減るんじゃないかと私は思っておりますので、その辺をお聞かせください。

それと次に、小学校、中学校のですね、自転車のヘルメット着用についてでありますが、先ほどの中で

も申し上げたんですが、自転車の事故のほうがふえております。その中で交通事故のですね、死亡事故の、

自転車だけのですね、では全国では６割が後頭部を打って死亡しているという事故が非常にふえているそ

うですので、ヘルメット着用をですね、小学校、中学校には義務づけられないのかなと。そうすることに

よって、先ほど申した自転車の盗難事故も減ってくるのではないかと私は考えておりますので、その点も

お聞かせいただきたいと思っております。

次に、いじめ問題でありますが、法律がですか、今いじめ問題についてはいじめに関しての法律ですね、

これはいじめ防止対策推進法というのができて、今度いじめ防止基本方針というのがたしか今月中ぐらい

には出るんじゃないかなと思っておりますが、その問題とか、いろいろありますので、宮古島市でいじめ
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問題はあるのかどうか。あるとしたら、どのぐらいの件数なのか。それで、今後どのような取り組みをし

ていこうと思っているのかをお聞かせいただきたいと思っております。

次に、土曜授業でありますが、先ほど午前中の質問の中で佐久本洋介議員のほうからも土曜授業につい

ての質問がありましたが、実は私たち文教社会委員会のほうで大分県のですね、豊後高田市へ行ってまい

りました。このほう土曜授業をですね、進めて非常にいい成果が上がっているということであります。こ

の豊後高田市の場合は、完全学校週５日制がスタートした平成14年からまた土曜授業を入れているんです

ね。実は、学びの21世紀塾ということでスタートしております。このほうはですね、実は学校の先生方じ

ゃなくして、市民が講師となって行っているということでありますので、我が本市もですね、このような

ことはできないのか。実は、このほうですね、調べてみますと、大分県内の学力調査では市町村別で下か

ら２番目だったそうですよ。それが豊後高田市が土曜授業の中でですね、頑張って現在では大分県内では

トップと、１位ということで非常に功を奏しているということで、すばらしいなということであります。

それで、ことしの７月にはですね、下村博文文部科学大臣がですね、豊後高田市を訪ねて、やっぱり豊後

高田市を例にとりながらですね、頑張っていかなくちゃいけないというふうにですね、訪問してからです

ね、後の記者会見ではですね、成功事例は全て自治体で学んで、いいところの部分から着手していけばい

いんじゃないかというふうに大臣も言っておりますので、ぜひ宮古島市も取り入れてですね、いけないか

どうかをお聞かせください。

次に、睡眠と学力についてということでありますが、このほうはですね、先ほど教育長職務代行者教育

部長もですね、話しているように、実は７月５日に教育講演会の中で講師の先生がですね、笹澤吉明講師

のほうがですね、お話ししておりますが、那覇市のほうでもですね、このほうを取り入れて非常にいい成

果が出ているんじゃないかというふうなお話もしておりましたので、ぜひですね、いいことは文部科学大

臣もまねなさいと言っておりますので、ぜひこのようなことはですね、取り入れて、このほうは実は睡眠

日誌をつけて非常によくなっているという話をなされておりましたので、ぜひ我が宮古島市もですね、何

カ所か指定してですね、睡眠日誌をつけてですね、よくなればいいことじゃないかなと思いますので、こ

ういうことができないかどうかをお聞かせください。

次に、青少年健全育成についてでありますが、子供たちの健全育成を守るためには青少年健全育成の活

動というのは非常に欠かすことができない青少年育成市民会議でありますので、市民会議がですね、しっ

かりとした形で活動できるように手厚く補助金なり、また事務局なりをですね、指導していただけないか

なと思いますので、その点についてお聞かせください。

次に、宮古民謡についてでありますが、非常に宮古民謡、どうしても後世に残すためにはまた役所のお

力も必要かと思いますので、ぜひですね、このほう宮古民謡協会であるとか、保存協会であるとかという

ところがありますので、そういうところもバックアップしながらですね、ぜひ補助金出したり、育成のほ

うにですね、役所が音頭をとってできないかどうかをお聞かせください。

次に、宮古島市陸上競技場の一部屋根の取りつけについてということと、宮古島市陸上競技場の備品に

ついてということでありますが、実はことし県の中学校の陸上競技大会が宮古島市で行われますので、ぜ

ひスタンドのところで屋根の一部を取りつけできないのかなというふうに思っております。それについて

お聞かせください。
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それと、県の大会でありますので、備品についてきちんとした形でぜひ備品のほうもですね、備えつけ

ていただきたいなと思っております。

それと、あと１つはまた小学生用のハードル、そのほうもできないのかどうか。県大会では、小学生の

ハードル大会もありますが、宮古からだけ参加がありません。なぜかと聞いたら、いや、宮古にハードル

がありませんので、参加できないということでありましたので、これも備えつけていただいて、未来の子

供たちのためにぜひ安心して活動ができるようにお願いしたいと思っております。

次に、宮古島市多目的前福運動場のですね、人工芝についてでありますが、ぜひですね、宮古島市多目

的前福運動場、２月のプロ野球のキャンプを皮切りに非常に多くの方々が利用しております。そこで、養

生期間といって長い期間今は使えないとか、いろんなのが出てきておりますので、それよりか人工芝にし

たらどうかというふうに私は思っておりますが、いかがかお聞かせください。

議会のたびに話していますが、宮古の方言を残さなきゃならんと。方言をわからない若者たくさんいる

のでどうしてもこの島の言葉を大事に残していかなければ宮古島の文化がなくなるのではないかと心配し

ているので、どうしても宮古方言を残せるように教育委員会も音頭をとり、ぜひ方言を残せるようにして

ほしい。実は、沖縄本島もしまくとぅばを大事にしなきゃならんと協議会まで設置をされています。それ

も考えて宮古島もしまくとぅばを残さなければならないので教育委員長がリードしてやってもらいたい。

山形県の酒田市でも自分の島の言葉を忘れてはならないと一生懸命頑張っているところなので宮古も頑張

っていただいてほしい。教育長や教育委員長、よろしくお願いします。

次に、学校統廃合についてでありますが、学校統廃合、もう来間中学校が下地中学校に統合されるとい

うことで非常に心配しております。なぜ教育委員会はですね、このような大事なこと教育長もいないのに

やったのかなというふうに私は思っております、決めたのかなと思っておりますので、少し病気であれば、

もう少し待ってやってもよかったんじゃないかなというふうに思っております。教育長がいない間にやっ

たんですが、これについての見解をお聞きしたいと思っております。

それと、教育長は何度も足を運んでやっぱり納得いくまでというふうに言っていたんですが、なかなか

納得のいくまではできなかったような私気がしておりますが、このほうについてもお聞かせをいただきた

いと思っております。よろしくお願いします。

答弁を聞いてからまた再質問したい思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。

◎副市長（長濱政治）

防犯カメラの設置についてでございます。防犯カメラの設置につきましては、先行する那覇市の国際通

り、松山通りの事例などを参考に、これまで宮古島警察署を初め宮古島商工会議所など12団体と延べ13回

話し合いを行っております。この設置費用につきましては、一括交付金を一応考えておりまして、設置場

所や運営方法、設置後の費用負担等について関係者と今後とも話し合っていきたいと思っております。

次に、交番の設置についてでございます。沖縄県警察本部に問い合わせたところ、同地への交番移転の

計画はあるものの、移転時期については現在未定とのことですが、適宜確認してまいりたいというふうに

考えております。

◎教育委員長（宮國 博）

まず、来間中学校の廃校、統合は拙速ではないかというふうなご指摘でございます。さらには、教育長
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不在で行ったのは手続上おかしくないのかというふうなことでございますが、学校規模適正化については

ですね、宮古島市総合計画を受けて平成22年度に宮古島市学校規模適正化検討委員会を発足して現在に至

っております。来間中学校の規模適正化につきましては、宮古島市学校規模適正化検討委員会の答申以降、

教育委員会の方針として平成26年度までに行うこととして地域での説明会や宮古島市議会の場でも貴重な

ご意見、要望等を承っております。こういったこれまでの経緯からですね、今回の宮古島市立学校設置条

例の一部を改正する条例の依頼が拙速過ぎたとは考えておりません。

次に、条例の依頼に当たって健康上の理由から教育長が不在であるがというふうなことですが、これは

教育長にはですね、事前に説明をいたしましてですね、了解、承諾は得た上で、教育委員会の中で委員４

人で全会一致でこの上程依頼をいたしました。さらにつけ加えて申し上げればですね、条例の改廃につい

ての依頼は、これは教育委員長名で行われるわけです。したがって、教育長が病気で不在というようなこ

とであってもですね、この依頼については問題があるとは考えておりません。納得が得られないというよ

うなことでございますが、質疑あるいはこれまでの議会でもいろいろ答弁してきておりますとおり、なか

なか教育委員会の申し上げることと地域の皆さん方のいわゆる反対というふうな一つ一つの議論がかみ合

わなかったという事実がございます。絶対に向こうは白紙撤回じゃなければ話に応じないという状況があ

りましてですね、私どもも何回かお伺いしましたけれども、そういう意味では反対の意見があるというこ

とは重々認識をしながら議会の皆さん方の判断を仰ぐと、こういうところでございます。以上です。

それから、方言の問題ですけどね、これは教育長職務代行者教育部長のほうでしっかり段取りしており

ますのでね、生涯学習部長から話がございますから、どうぞ生涯学習部長のほうでしっかりとお話をお聞

きいただきたいと思います。よろしくお願いします。

◎総務部長（安谷屋政秀）

前川尚誼議員の自主防災組織についてお答えしたいと思います。

まず、自主防災組織について。１点目の自主防災組織は全国的にどうなっているのか、２点目の本市の

自主防災組織はどのぐらいあるのか、３点目の今後の取り組みについて、この３点を一括してお答えした

いと思います。自主防災組織については、阪神・淡路大震災や東日本大震災において地域における自主的

な防災活動の重要性が改めて認識され、自主防災組織の結成促進や活動活性化の取り組みが全国各地で行

われております。本市におきましては、これまで各地域において延べ23回の説明会を実施しております。

現在は、城辺地区、西中自治会で結成されております。今後も災害に強い島づくりを目指し、自主防災組

織の結成に向け、地域と連携し、防災力を高めていきたいと思っております。

次に、消防職員について。本市の今後の消防職員の数の予定はどうなっているかという質問についてお

答えしたいと思います。本市は、平成22年度から平成32年度までを実施期間とする定員適正化計画を策定

し、年次的に適正化を図りながら、平成32年度において668名の職員の数を目標としております。消防職

員については、定員適正化計画の中で平成26年度は92名、平成27年度は88名、平成32年度においては82名

の適正化計画となっております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、大植木市展についてお答えいたします。

市においては、花木、苗木等の販売は通年で実施しております。また、９月の防災月間期間中において
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はご家庭の防災、緑化をさらに充実させる目的において、防風林用の苗木を安価にて提供しております。

なお、平成24年度から一括交付金を利用し、花木、苗木、花の苗等を安定的に供給できるシステムの整備

も進めており、ご質問の大植木市展の開催についても検討してまいりたいと思っております。

次に、東小学校裏のウオーキングコース内にトイレの設置はできないかというご質問にお答えいたしま

す。通称学びの森の面積は約23ヘクタールであります。森の中には約2.5キロの遊歩道があり、散歩、散

策、ジョギング等有効利用、活用されております。学びの森大部分が保安林となっておりますので、トイ

レの設置については県の指導等も仰ぎながら検討してまいりたいと思っております。

◎観光商工局長（下地信男）

宮古織りの効果的な普及活動についてというご質問でございます。宮古織りの普及活動につきましては、

これまで織物事業組合と連携しながら、各物産展においてＰＲ活動を行いながら販路の拡大に努めており

ます。また、トライアスロン大会においても完走メダルのリボンに採用したり、あるいは帯ですね、それ

から小物など普及に向けた取り組みも進めているところでございます。宮古織りの普及に向けた課題は、

やはりその価格に、値段にあると考えています。市民の間に広く普及していくためには、価格をより手ご

ろなものにしていくという工夫が必要だと考えておりますけれども、宮古織りの規格が厳格に定められて

おります。また、それに使用する材料、糸とか染料ですね、これも限定されている。それから、全ての工

程を織り子が手作業で行っている、こういうことなどから、なかなか価格が下げられないという状況にあ

ります。なお、今後宮古織りの普及という観点からすると、全ての着用物をですね、宮古織りで仕上げる

んではなくて、ワンポイントあるいはアクセント的に活用してやはり安く、広く使ってもらうと、そうい

う工夫が必要になってくると思いますので、織物組合等にもその辺提案してまいりたいと考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

前川尚誼議員の教育行政について、順を追って答弁いたします。

学校図書館の図書の整備、新聞購読についてですが、文部科学省の発表では、１つ目に、平成24年度か

らの新学校図書館整備５カ年計画では、全国の公立小中学校に５年間でまず学校図書館図書標準の達成を

目指して1,000億円の措置を講ずる。２つ目に、新聞を活用した学習を行う環境を整備するため、５年間

で約75億円の措置を講じる。３つ目に、学校図書館担当職員の配置を要する経費として、１年度当たり約

150億円の措置を講ずるとして、一般地方財源で措置されていくということです。本市の予算措置として

は、特別にこれらに限定した予算措置はしておりません。各学校への予算措置は、学校管理費と教育振興

費に分けて学校規模に応じて配分してございます。書籍の購入費は、教育振興費の歳出にもありますが、

学校図書館図書の購入や新聞の購読費は各学校の予算の範囲内で各学校長の裁量に委ねられております。

次に、学校図書館司書についてですが、宮古島市立小中学校全てに図書館司書または司書補が配置され

てございます。

次に、子供たちの交通安全教育についてですが、交通安全に関する指導は各学校が生徒や地域の実態に

合わせて行っています。特に自転車通学を許可している学校においては、警察との連携による交通安全教

室、サイクル店を招いて自転車安全点検講習会、自転車通学許可証及びステッカーの発行など交通安全教

育に取り組んでおります。今後も必要に応じて学校と連携しながら、児童生徒の交通安全確保に努めてい

く所存です。
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次に、小中学生の自転車のヘルメット着用についてですが、平成20年６月１日、道路交通法改正により

13歳未満の幼児、児童の着用努力義務が施行されました。本市においては、通学時にヘルメットを着用し

ている小学校は３校、中学校では着用しているところはありません。ヘルメットの着用については、ほと

んどの学校で行われていません。今後本市教育委員会としては、法令によってヘルメットの着用努力義務

があることの周知、通学時における安全の確保及び指導の徹底に努めていく所存です。

次に、いじめの問題についてですが、これまで報告されているものについては平成22年度で小学校で１

件、中学校で２件、平成23年度、小中学校ともに報告はございません。ちなみに、学校から報告があった

場合、学校と連携し、必要に応じて教育相談室、スクールソーシャルワーカー、適応教室による支援を行

っております。また、今年度より学校教育課に臨床心理士が配置され、カウンセリングも要請に応じて行

うことにより、児童生徒の心のケアも行っています。さらに、沖縄県教育委員会の生徒指導関連事業や関

連機関との連携により、よりよい支援、再発防止に向けた取り組みにも努めております。学校においては、

学期に１回あるいは毎月１回いじめに関するアンケートを行い、保護者にもアンケートなどを行い、早期

発見、未然防止に努めております。また、定期的な教育相談を行い、生徒理解、相互理解に努めるなど教

育相談活動にも力を入れております。さらに、道徳や人権教育、平和教育等でも生命尊重といじめをさせ

ない、やらない学校づくりに努めております。今後もいじめの早期発見、早期対応はもとより、未然防止

に向けて学校、関係機関と連携しながら取り組んでいきたいと考えております。

次に、土曜授業についてですが、土曜日等休日や放課後などを子供たちにとって効果的な活動の場とす

る環境づくりは、学校教育、家庭教育、社会教育の共通の課題と認識しております。ご紹介いただきまし

た豊後高田市の学びの21世紀塾事業については、大変関心を持っているところです。現在生涯学習部にお

いて放課後子ども教室事業に取り組んでおります。学校現場においても放課後の補習指導や自主学習など

時間設定して工夫実践に取り組んでおります。本市教育委員会としても各学校の効果的な実践の他地区全

体への共有と実践拡大、さらに現在実施していますその日の学び振り返り事業の検証と充実に取り組むと

ともに、今後地域人材を有効活用した取り組みの検討を図っていきたいと考えています。

次に、睡眠と学力についてですが、学力向上を学校、家庭及び地域社会全体で支えていく機運の醸成を

指針に、７月５日、マティダ市民劇場、翌６日に伊良部公民館において琉球大学教育学部の笹澤吉明准教

授を講師に睡眠と学力をテーマにした講演会を開催しました。講演会で笹澤准教授は、夜型社会に伴う子

供たちの睡眠の質の悪さが学習に悪影響を及ぼしていると指摘し、学力向上に向けた睡眠改善プログラム

の取り組み等について紹介していただきました。講演後の市民の感想には、睡眠の大切さや家庭教育のあ

り方など睡眠日誌を活用したいとの感想が多く見られ、学校や家庭での取り組みのヒントをいただくこと

ができました。教育委員会としては、笹澤准教授が実践されている睡眠改善プログラムの取り組みを教育

委員会が中心になり、各学校が日ごろから進めている児童生徒の早寝、早起き、朝御飯などの基本的な生

活習慣の確立の充実が図れるように指導や支援を行っていきたいと考えております。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

市長の政治姿勢についての中で１点、それから教育行政についての中で７点のご質問でございます。

まず最初に、市長の政治姿勢について、2020年東京オリンピック聖火リレーの誘致についてであります。

皆様もご承知のとおり、2020年夏季オリンピックの東京開催が決定しました。56年ぶりの開催は、歴史的
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にも経済的にも画期的なことであり、日本経済の活性化に大きく弾みがつくものと思います。聖火リレー

が本市において実施することができれば、市民を初め子供たちに大きな夢と希望を与え、市の活性化につ

ながるものと考えます。本市としては、沖縄県と連携し、誘致できるよう積極的に取り組んでまいります。

次に、教育行政について、市立図書館内の宮古関係新聞のデジタル化についてでございます。新図書館

開館前に宮古関係新聞のデジタルデータ化についてのご質問にお答えいたします。既にご承知のとおり、

平成29年３月に開館を目標としております新図書館では貴重な郷土資料をデジタルデータ化し、保管、ま

たその活用を広範囲に供する予定であります。現在宮古関係新聞の保管については、平良図書館北分館で

製本版を毎年度作成し、永年保存し、館内閲覧でサービス提供している状況です。ご質問のデジタル化に

ついては、以前から沖縄県立図書館で県内の新聞をデジタル化して県内の各図書館で閲覧できるようなシ

ステムづくりが計画されていたようですが、いまだ各新聞社と協議及び検討中という段階にあるというこ

とで、その進捗状況と他の市町村の図書館の当システムの導入状況を見ながら市単独で導入するかどうか

を検討してまいりたいと思います。

次に、青少年市民会議についてであります。現在宮古島市青少年市民会議は、27団体の組織及び機関か

ら青少年問題の持つ重要性に鑑み、広く市民の総意を結集し、次代を担う青少年の健全育成を図ることを

目的に事業展開しており、生涯学習振興課としてもこれまで以上に連携して協力してまいりたいと思いま

す。

次に、宮古民謡についてでございます。宮古民謡の協会全般について補助金の支給はできないかという

ご質問でございますが、今のところ、そのような予定計画はございません。

次に、宮古島市陸上競技場内の一部に屋根の取りつけはできないかというご質問でございます。ご指摘

の放送施設の設置に関しましては、10月に開催される県中体連開催までに仮設のヤードを設置し、宮古島

市体育協会など関係機関とも調整を行い、各種大会開催に支障を来さないよう整備に向けて取り組みたい

と考えております。

次に、宮古島市陸上競技場内の備品についてでございます。宮古島市陸上競技場の備品については、昨

年度ほぼ全種目の備品をそろえてありますが、小学生専用のハードルはまだ備えておりません。学校側か

らの要望等もあり、関係機関の意向を踏まえ、大会に支障を来さないよう、そろえる方向で検討してまい

ります。

次に、宮古島市多目的前福運動場の人工芝についてでございます。宮古島市多目的前福運動場は、その

利用頻度も高く、芝の管理に苦慮しているのが現状であります。将来的には人工芝の導入も視野に入れ、

検討する必要はあると考えます。今年度スポーツマネジメントプランの策定作業を実施しており、宮古島

市全体の体育施設の利活用や各施設ごとの方向性を定める中で検討してまいります。

次に、宮古方言について、宮古方言が危機的状況にあるが、残していくための手だてはないかとのご質

問でございます。方言の普及、継承については、沖縄県は平成18年に９月18日をしまくとぅばの日として

島言葉県民大会の開催など、島言葉の継承に取り組んでおります。宮古島市においては、宮古島市文化協

会主催の鳴りとぅゆんみゃーく方言大会の開催を初め、文化祭における児童生徒の郷土の民話大会など以

前より宮古方言の普及、継承に取り組んでおり、鳴りとぅゆんみゃーく方言大会はおかげさまで第20回を

迎えております。しかし、話したり、聞いたりできる若者がふえているかといえば、年々厳しい状況にあ
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ると思われます。宮古方言の普及、継承においては、日常的に方言を使う環境が大事かと考えます。家庭、

地域、学校で方言を使う環境整備や子供たちへの宮古方言教材の作成など普及、継承に向けて必要な取り

組みを検討してまいります。

◎消防長（来間 克）

市長の政治姿勢について、消防職員について２点ほど質問いただきました。１点目が国が定める本市の

職員数は、２点目が沖縄県内の各市別人口、面積、職員数でございます。

まず、国が定める本市の職員数はについてでございます。総務省消防庁で定める消防力の整備指針に基

づく本市の基準人員は167名で、本市の職員数は92名となっております。

次に、沖縄県内の各市別人口、面積、職員数についてでございます。平成25年４月１日現在、県内９市

について、本市を含め、人口の多い順にそれぞれ人口、面積、職員数についてお答えいたします。まずは、

那覇市が31万8,708人、39キロ平米、職員数が271名、沖縄市が13万8,362人、40キロ平米の112名、うるま

市が12万340人、86キロ平米、130名、浦添市が11万3,752人、19キロ平米、99名、宜野湾市が９万4,961人、

80キロ平米、80名、名護市が６万1,080人、210キロ平米、67名、浦添市が５万9,349人、47キロ平米、51名、

宮古島市が５万4,519人、204キロ平米、92名、石垣市が４万8,023人、229キロ平米、57名となっておりま

す。

◎前川尚誼議員

それでは、再質問したいと思いますが、まず消防職員についてですが、先ほど総務部長のほうから平成

32年度までには82名にするというふうなお話でありますが、本当に82名で宮古の安全、生命、財産が守れ

るのかなと私は思っております。この82名というふうに決めた根拠ですね、まず示していただきたいと思

っております。今消防長のほうから人数についていろいろございましたが、どうしても我が宮古島、面積

的にも離島の伊良部もありましてですね、非常にこういうことでは82名で本当に守れるのかなという心配

がありますので、その辺をお聞かせください。

それと、市長、宮古織りについてですね、議会でも１日ぐらいは宮古織りをみんなつけて、議員も職員

もつけて議会をしたいと思いますが、ぜひ市長、決意のほどよろしくお願いしたいと思います。

教育行政でありますが、ぜひですね、生涯学習部長、地元紙のデジタル化を先に行ってやっているとこ

ろも、別の市町村もありますので、やっていただいて、新しい図書館になったらまた別の新聞含めていく

というふうなことをしながらやっていけば、もっともっと充実したのができるんじゃないかなと思います

ので、ぜひこのほうは努力頑張っていただきたいなと思っております。

それと、土曜授業ですね、いいことはまねていくということでですね、ぜひ宮古も取り入れながら頑張

っていただきたいなと思っておりますので、ひとつよろしく頑張っていただきたいと思います。

次に、宮古方言、教育委員長がどうしても学校へ出向いていただいて、宮古の方言をなくしてはならな

いので、ぜひ頑張っていただきたいと思います。教育委員長、一言よろしくお願いしますね。本当によろ

しくお願いします。

時間がもう少ししかありませんが、一言申し上げさせていただきます。12年間市議会議員をさせていた

だきました。本当に多くの市民の皆さんのおかげでここまで来れたなということで、勇退してですね、今

度は別の角度からいろいろな形でまた市政運営にですね、反映していきたいと思っておりますので、ぜひ
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またよろしくお願いいたします。長年にわたり議員をさせていただきまして、本当にありがとうございま

した。これで再々質問はしませんが、決意のほど、消防と宮古織りと方言の答弁を聞いて私の一般質問を

終わりたいと思います。よろしくお願いします。本当にありがとうございました。

◎市長（下地敏彦）

宮古織り着用の件であります。多分議員の皆様方も１着ぐらいは宮古織りは持っていると思いますし、

私ども執行部も大体持っていると思います。議員の皆様方で協議して１日ぐらい本会議でというお話があ

ればですね、それはそれで私どもも大いに協力をして宮古織りの普及に努めてまいりたいと思っています。

◎教育委員長（宮國 博）

前川尚誼議員がこれほど宮古方言にこだわっているといいますか、大事に思っていることはですね、き

ょう本当に強く感じました。言葉というのは、例えば日本語は日本人のアイデンティティーになるし、我

々宮古の人間は宮古方言こそが我々のアイデンティティーであろうと思っております。私は、宮古方言は

上手ですよ。非常に上手なんです。ただ、上手なんですが、公的な場所ではなかなか宮古方言を使うとい

う場面がなかったもんですから、すぐ切りかえて宮古方言にしていいですかねというふうなことになるん

ですが、なかなかそれは難しい。私にはね、誰も宮古方言の教科書を持ってきて教えたわけでも何でもな

いんですよ。親が、祖父母が、あるいは地域のおじいちゃん、おばあちゃんが絶えず宮古方言で話をする

わけでございます。ですから、自然にですね、言葉そのものが宮古方言になったということでございます

のでね、もし宮古方言が大事だということであれば、おじいちゃん、おばあちゃん、我々も含めてですね、

子供たちに宮古方言で話しかける。できれば宮古方言の返事が欲しいと、こういうことなんですね。とこ

ろが、実際私の経験からすると、私も孫が３名おりますがね、宮古方言で話をすると返事が来ないんです。

息子もそうなんですね。蹴っ飛ばしたりしますけどね、宮古方言でちゃんと答えなさいと。私が言えばそ

うですよと。最近は、そういう状況、これを絶えず社会のありようとして宮古方言で話をし、宮古方言で

答えられるというふうな家庭内の地域の状況が生まれれば我々のアイデンティティーは保たれると、こう

いうふうな認識でございますのでね、これから宮古方言の普及、発展のためにひとつ前川尚誼議員も私も

頑張っていきましょう。よろしくお願いします。ありがとうございます。

◎総務部長（安谷屋政秀）

消防職員をどういう人数で決めたかということですけど、これは平成22年度から平成32年度までの定員

適正化計画の中で公表されておりまして、類似団体を参考にして数字は算出しております。消防職員につ

いては、５団体の平均の77名、それとその当時ですね、平成22年当時の直営団体の平均の77名と、それと

空港消防の加算分の５名ということで82名となっております。参考までに、消防１人当たりの人口割につ

いては、沖縄市が１人当たり1,235人に１人、それと石垣市が842名に１人、それと宮古島市は592名に１

人となっております。今後はですね、消防の設備の充実と、それと職員の質の向上に努めていきたいと思

っております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後４時50分）
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再開いたします。

（再開＝午後４時50分）

これで前川尚誼議員の質問は終了いたしました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後４時51分）
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第４号のとおりであります。

この際、日程第１、一般質問について、昨日に続き質問を行います。

本日は、高吉幸光議員からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎高吉幸光議員

公明党の高吉幸光です。今回最終議会ということでありまして、私も４年間務めさせていただきました

けれども、本当に最初ここに立ったときに物すごく喉の渇いたこととか、この水飲んでいいんだろうかと

か、そういったことを思いながらやったのが本当に非常に懐かしく思うぐらい、今となってはちょっと長

く感じておりますけれども、また今回私の１期目の最後を締めくくる質問をさせていただきたいというふ

うに思いますので、よろしくお願いをいたします。

まず、県営広域公園についてでありますけれども、県営広域公園の整備について、下地敏彦市長は2011年

10月25日誘致促進協議会を設置し、活動を続けてきました。去った８月28日、美ぎ島美しゃ市町村会のほ

うでも要請を行ったようでありますけれども、2020年東京オリンピックの開催が決定し、スポーツ熱が非

常に高まるというふうに予想はされますけれども、まだ県営広域公園これから整備をするわけですが、東

京オリンピックは７年後でありますので、それまでにしっかりとした施設をつくって、スポーツキャンプ

のメッカづくりのために高レベルのスポーツ施設及び防災拠点の施設の機能を兼ね備えた複合施設として

の同公園の整備の早期実現を要請したというふうにありましたので、であればそのオリンピックのキャン

プ地への立候補をしてはどうかというふうなことを考えているのであります。

また、キャンプの誘致活動についてはどういうふうなスポーツを考えているのか。これまでに宮古の場

合には野球が中心であったというふうに思うんですけども、あとは陸上、サッカー、そういうふうなのが

ありますけれども、これからまた複合施設ということですので、さまざまなスポーツのキャンプができる

ようになってくるんじゃないかなというふうに思います。また、スポーツアイランドという観点からも、

年中を通していろんなことができるような施設であればなというふうに思っております。これについて質

問したいというふうに思います。

次に、ムラサキイモの６次産業化について。８月15日に宮古島市いも生産販売組合の定期総会が開催さ

れ、55トンの実績の報告がされました。もともとの予定では120トンということであったというふうに思

いますけれども、これについて非常に見通しが甘かったのではないかということが指摘されているという

ふうに思いますけども、これについての見解をよろしくお願いします。

生産農家が147名ということでありましたので、これも非常に多過ぎるのではないかというふうに思っ

ております。計画的に期間募集をしながら少しずつ面積も拡大していくべきだったんじゃないかというふ

うに思いますけれども、これについてはいかがでしょうか。

また、その中で、一部の芋は売れないので、捨てたというふうにありましたけれども、例えばこれから
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もそういうふうな残渣物とか、廃棄物とかも出てくると思うんですけれども、それを牛とか、豚とか、そ

ういった家畜肥料として転用はできないのかということですね。一部畜産農家の方では、牛に上げるため

にわざわざ芋をつくっているという方もいらっしゃいますので、そういうふうな転用も可能だと思います。

であれば、余ったのであれば、そういうところに転用していけばまた畜産農家に対してもいろいろできる

んじゃないかというふうに思っております。これについての見解をよろしくお願いいたします。

次に、保育行政について。今回の議案に宮古島市子ども・子育て会議設置条例が上程されております。

この条例によりどのようにこれまでの保育行政というのが変わっていくのか。

また、支援３法成立に伴い、平成27年度から大きく変わるというふうになっておりますけれども、認可

外保育園だけではなく、ほかの関連も深い認可制度、また小規模保育事業、家庭的保育事業など細分化さ

れるというふうに聞いておりますけれども、これによりまた認可外、また認可園に対しての支援はどうい

うふうに拡充されていくのか、お教えください。

国の基準現在検討中とのことだが、いつごろ明示されるのか、もしおわかりであればお示しください。

また、今までそういうふうな認可園の中ではなかなかやってこなかったと思われる夜間保育のニーズ、

この調査をしたことはあるか。もししていれば現状はどうなのか。男女雇用機会均等法が施行されて以降、

夜遅い時間でも女性が働くというのがふえてきております。であればそういうふうな夜間保育のニーズも

高まっているのではないかというふうに推測するんですけれども、この現状はどうであるのか、お教えく

ださい。

次に、道路行政について。ばっしらいん交差点は、下地線から城辺線の交通量増加のため、迂回車両が

増加し、通勤時間帯の渋滞が発生していますけれども、そういうふうに右折矢印信号が設置されていない

ため、これの設置については考えていないのかどうか。以前も西里芳明議員が質問したようでありますけ

れども、これについてまたお願いをいたします。

近年続く猛暑により、道路の中央線、横断歩道や道路標識などが消えている箇所が各所に見られる。通

学路付近などは危険なので、優先的に整備をしてほしい。特に城辺線なんですけれども、城辺線の鏡原の

ファミリーマート前から下におりてからの曲がり角のほうですね、緩いカーブですけども、そちらの横断

歩道が結構消えているんですね。夜間になると余計に見にくいし、特に雨が降るとまた余計に反射をして

見えづらいという状況があります。こういったところしっかりと修繕していくことが子供たちの安心、安

全を守るためにも必要じゃないかということで質問をさせていただきます。

また、台風14号以降、カーブミラーなど破損されて再設置されていない箇所があるというふうに市民か

ら相談を受けましたけれども、当局はそれを把握しているのかどうか。これの一例でいいますと、アート

企画の後ろ側のほうに小さい道路があるんですけども、その出口付近に以前あったものがずっと直されて

いないと。現場を確認しましたら、基底部分はちゃんとあるんですけれども、上がもう折れたまんまで何

もないというふうな状況でありますので、こういうのはじゃどうしたらよいのかと、また相談があればす

ぐできるのかどうか、そちらもお願いいたします。

次に、超小型モビリティー導入促進事業について。こちらの事業概要の説明をお願いします。

今後宮古島市としてどのような展開をしていくのか、こちらもお教えください。

機種については選定をされているのかどうか、こちらも教えてください。
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多分電気自動車、ＥＶだと思いますけれども、充電所の設置は各箇所いろんなところに設置するのかど

うか、こちらも教えてください。

以上、答弁をお聞きして再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

県営広域公園に関するご質問でありました。キャンプ地への立候補はどうかと、またどういうスポーツ

を誘致したいと考えているかということであります。せんだって仲井眞弘多沖縄県知事が敬老会の日にお

見えになりました。その合間を縫って県営広域公園の早期取り組みについて要請をいたしました。2020年

東京オリンピックが７年後に開催されるので、この県営広域公園もできればそういうスポーツのキャンプ

地として使いたいと、だから早目にやってくれという要請をしたところ、理解を示していただきました。

2020年東京オリンピックの開催が９月８日早朝に決定し、半世紀ぶりに開催される夢の祭典に日本中が沸

いております。本市においても喜びや歓迎の声が上がっており、オリンピックのキャンプが本市で実現で

きれば国内外の代表選手、チームを間近に体感できる機会であり、市民に大きな夢と希望を与えてくれる

ものだと思います。また、スポーツの振興や宮古島のすばらしさを世界にアピールできる絶好の機会であ

り、本市に与える経済波及効果は、はかり知れないものになると大いに期待をいたしております。市とい

たしましては、市の体育関係者を中心に、どのスポーツを誘致したほうがいいのかどうか、その可能性に

ついてこれから検討してまいりたいというふうに思います。

◎企画政策部長（古堅宗和）

高吉幸光議員の超小型モビリティー導入促進事業についてのご質問にお答えいたします。

超小型モビリティー導入促進事業につきましては、国土交通省がその特性、魅力を引き出す創意工夫に

あふれ、低炭素・省エネ型まちづくりと一体となった先導・試行導入事業と位置づけまして支援を行うも

のです。本市におきましてはこの事業を活用しまして、株式会社東芝、それから本田技研工業株式会社、

株式会社本田技術研究所との４者で設立をしました協議会を実施主体としまして、軽自動車よりも小さな

２人乗り程度の超小型電動モビリティーを導入し、運輸部門におけるＣＯ２排出削減、移動の経済性向上、

それから災害時における緊急対策及びそれに伴う地域の活性化などを図るため、社会実験を実施いたしま

す。導入する車両につきましては本田技術研究所が開発する車両を導入予定であり、１回の充電で走行可

能な距離は60キロ程度、充電に要する時間は200ボルト充電で３時間未満、最高速度は車両の能力として

は時速80キロとなっております。なお、本事業と連携をして再生可能エネルギーと蓄電技術による電力供

給装置の導入を予定しており、現在構想としましては城辺、下地、伊良部の３庁舎に設置する計画として

おります。

◎福祉部長（渡真利健次）

高吉幸光議員の保育行政について４点ご質問がありましたので、お答えいたします。

まず最初に、子ども・子育て会議の設置によりどのように変わるのかとのご質問でありました。子ども

・子育て会議は、教育、保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に進める仕組みとして国の基本方針に

即した５年を１期とする子ども・子育て支援事業計画の策定に携わります。そして、子ども・子育て支援

事業計画の実施状況についても点検、評価、見直し等を行うとともに、地域の子育てニーズを一連の政策

プロセスに反映させる上で重要な役割を果たしていきます。平成27年度からの施行される新制度に向けて、
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宮古島市の子ども・子育て支援計画を策定する中で、子供の保護者や保育所、幼稚園施設等の従事者、そ

してまた子ども・子育て支援に関し知識、経験のある者等の参画によって、幅広く意見を聞くことにより

子ども・子育て支援に対する市民の関心を深めていくことにつながるものと考えております。

次に、子ども・子育て関連３法成立に伴い平成27年度から大きく変わるが、認可保育園の関連の深い「認

可制度」「小規模保育事業」「家庭的保育事業」など細分化されるようだが、これにより認可外への支援は

拡充されるのかというご質問にお答えします。既存の認可外保育施設への支援の拡充ということではあり

ません。しかし、地域の実情に合った現在の認可外保育施設も含め、小規模保育施設、家庭的な保育施設、

居宅訪問型保育施設等に細分化し、これらの保育事業を市町村による認可事業とした上で地域型保育給付

を対象としていくことになります。

次に、国の基準は現在検討中とのことだが、いつごろ明示されるのかというご質問にお答えします。国

の基準として、小規模保育、家庭的保育の利用定員数に関しましては現在示されておりますが、保育室の

面積とかそういった細かい部分に関しては今現在のところ明示はされておりません。沖縄県に確認したと

ころ、現在は国の子育て会議の中で検討中とのことでありました。国においては、平成25年度末をめどに

政令、省令等を制定するスケジュールとなっておりますので、これを注視していきたいと思っております。

次に、夜間保育のニーズを調査したことがあるか、調査していれば現状はどうなっているのかというご

質問にお答えします。これまでに夜間保育の必要性についての調査は行ったことはありませんが、今回子

ども・子育て会議のニーズ調査の実施に当たって調査項目の中に組み入れ、調査し、設置予定の子ども・

子育て会議の中で検討し、子ども・子育て支援事業計画に組み入れていきたいと考えております。

◎生活環境部長（平良哲則）

ばっしらいん前交差点の信号機についてでありますが、議員ご指摘の交差点における渋滞の解消につい

ては、旧宮古空港ターミナル方面から下ってきて城辺方面へ右折するための右折矢印信号の設置要請を宮

古島警察署へ行ってきました。要請に対しまして宮古島警察署からは、対面するイオンタウン側に右折レ

ーンが設置されていないことから、右折矢印信号の設置はできないとの回答であります。しかし、本市と

しましても同交差点の渋滞は認識しており、渋滞の解消のため今後は時差式信号機への変更について宮古

島警察署へ要請を行っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

ムラサキイモ６次産業化のご質問にお答えいたします。

１点目の見通しが甘かったのではないかというご質問にお答えします。宮古島産かんしょ６次産業化に

伴う加工施設設置計画書では、平成24年度の生産計画を120トンと計画しておりましたが、販売実績は55ト

ンにとどまりました。実施初年度ということで思うような取引業者との契約ができませんでしたが、今後

については工場側とも連携をし、地産地消も積極的に進めながら県内、県外の販路拡大に努めてまいりた

いと思っております。

２点目の生産農家が多過ぎたのではないかというご質問にお答えします。平成24年８月設立時の会費を

納めた会員は119名でした。先月の第２回定期総会後年会費を納めた方は、22名となっております。今後

は、植えつけ、出荷調整を生産者やムラサキイモペースト工場と連携を図りながら取り組んでまいりたい

と思っております。
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３点目の一部の芋が売れなかったので、捨てたとあったが、牛の家畜飼料として利用できないかのご質

問にお答えします。商品化にならなかった芋については、生産者及びペースト工場と調整を図りながら、

議員提案の家畜飼料としての活用も含め、有効利用できるよう取り組んでまいりたいと思っております。

◎建設部長（下地康教）

高吉幸光議員の道路の中央線、横断歩道や道路標識などが消えている箇所が各所に見られますと。通学

路付近などは危険なので、優先的に整備してほしいというご質問にお答えいたします。

議員ご指摘の道路の中央線、横断歩道や道路標識などが、各所において白線の色が薄れているのが確認

されております。平成25年度で予算計上をされていますので、その優先順位を決めて順次その白線を整備

していきたいというふうに考えております。

次に、台風14号以降、カーブミラーなどが破損されて、再設置されていない箇所があるので、それに対

して当局は把握をしているのかというご質問にお答えいたします。現状では、道路パトロールや要請、苦

情を受け、現場を確認している状況であります。カーブミラー等の設置につきましては交通安全対策特別

交付金事業を導入し、優先事業を決めて十分やっていきたいというふうに考えております。

◎高吉幸光議員

答弁ありがとうございました。順次再質問をしていきたいというふうに思います。

まず、県営広域公園のことについてでありますけども、非常に前向きなご答弁いただきました。つい先

日、下地島空港のことについて、東京のＪＡＬ本社のほうに富永元順副議長と一緒に要請に行ってまいり

ました。その中で同行していただいた遠山清彦衆議院議員が、そのお昼に安倍晋三首相と公明党の山口那

津男代表と一緒に懇談をしたそうでありますけども、その中で安倍首相のほうから、東京だけにお金が落

ちるような仕組みではなくて、各都道府県に接待する国を決めようというふうな構想があるというふうに

お話をしていたそうであります。ホストネーションとか、そういうふうな形になってくるんですけれども、

ぜひまたそういうふうなところでは宮古島市としてちゃんと手を挙げていただければなというふうに思っ

ております。

また、それの中で、宮古が受け入れるとすればどっちがいいかなというふうに考えると、やっぱりうえ

のドイツ文化村のことを考えたらドイツがいいのかなというふうに思うのですけれども、どの種目が来る

のか、ちょっとわかんないですけれども、そういったことも検討していっていただきたいなというふうに

思っております。

また、キャンプの誘致活動についても非常に有効的に考えていくということでありますので、これもよ

ろしくお願いいたします。

ムラサキイモの６次産業化についてでありますけれども、なかなか思うようにいかなかった部分がある

と思いますけれども、以前質問したときにちょっとのんでしまった部分があるんですけれども、コーラル

・ベジタブル株式会社のときと同じような展開を今続けているのではないかと。まだ今始まったばっかり

なので、しっかりとこの辺を進めていきたいなというふうに思っているんですけども、今回119名からま

た22名になったということで、少人数で始めていくのが本当は一番いいのかなと。また、余り島外に向か

ずに、島内から押さえていくのが大事かなというふうに思っております。これは新聞報道からですけど、

県全体としては2006年がピークで5,000トン余りと。その後は4,000トン台で推移して、2011年には3,600ト
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ンになってきたと。久米島では、2009年に11人で組合設立して年間20トンで、現在は25人で100トンにな

ると。石垣は農家15人で47トンのスタートでありましたけれども、需要の高まりによって現在では40人と

なって、60トンから65トンを見込んでいるというふうに、足元からやっぱり押さえないといけないかなと

いうふうに思っております。石垣は本当に島内の出荷に重点を置いて実績を伸ばしているということなの

で、まずは宮古島の島内からやっていただきたいなというふうに思います。つい先日も市長、ムラサキイ

モのパンお食べになったと思いますけれども、こういうふうなところから始めていったほうが本当はいい

のかなというふうに思うんですけれども、これもまた頑張っていただきたいというふうに思います。

それで、ムラサキイモの６次産業化についてでありますけれども、今後の計画はどういうふうに見直し

ていくのか、営業体制はどういうふうな体制をとっていくのか、現在またその営業に携わっているの何名

いるのか、こちらを教えていただきたいというふうに思います。

保育行政でありますけれども、認可自体が市町村におりてくるというようなイメージで考えていいのか

なと思っているんですけれども、もともと内閣のほうで示されているものは認定こども園とか幼保連携の

部分が非常に強いと思うんですけれども、沖縄はもともと幼小連携が強い地域でありますので、この辺の

自由度はどういうふうになっていくのかなというものもこの会議の中で話し合われていくのかどうか、こ

ちらを教えていただきたいというふうに思います。

また、この会議20名を上限としているということでありますけれども、つい先日認可外の保育園の園長

さんたちと懇談をする機会がありまして、この中にやっぱり宮古の保育の行政の中で一番大変なところ担

っているのは認可外の保育園であるというふうに思っておりますので、こちらの意見が吸い上げられる仕

組みということで１人でも２人でもそのメンバーの中に入っていただければなというふうに思っておりま

す。これに対しての見解をよろしくお願いをいたします。

夜間保育、この中でいろいろと伺っているんですけれども、認可外の保育園の園長さんがおっしゃって

おりました。１日に二、三件必ず電話があると。そっちで預かってくれませんかというふうなのがあると。

でも、定員数のことを考えるとちょっとお断りをせざるを得ない状況があると。非常に心苦しいけれども、

大変であると、そういうふうな、要は認可外が一生懸命認可園のフォローをする部分でやってきたわけで

すから、この中でいろいろと認可制度について、この小規模保育ですとか家庭的保育事業の部分が出てく

るので、そういったところがまた認可を求めていく場合にはじゃどうしていくのか、この辺もしっかりと

その会議の中で話し合いをされて、どのような制度にしていくのかというのを十分話し合っていただきた

いというふうに思います。この中では認可外の園長さんをこの会議の中に入れていただけるかどうか、ま

たその考えはあるかどうかをお答えください。

道路行政のほうについてでありますけれども、どんどん、どんどん道が変わっていきまして、道という

か、交通量が変わっていきまして、特にヤマダ電機ができ、またマクドナルドができて、あの辺の信号も

大変なんですけれども、もうその流れが真っすぐ行くと詰まっちゃうので、腰原のほうから抜けて空港方

面に抜けていくと。その坂をおりた手前ぐらいから今度は博龍菜館のほうに向けていくというような感じ

でどんどん、どんどん流れが変わってきたりするので、この部分を的確に捉えて、どのように標識、また

信号の設置をしていくかどうか、これも考えていただきたいなと。この連絡会議は、しっかりとやってい

ただきたいなというふうに思っております。よろしくお願いいたします。
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また、道路標示の件ですけれども、本当に坂で発進するようなところなんか非常に消えているんですね。

そこはスクールゾーンではないんですけれども、下地線に乗り上げる今交通量が相当多いところなんかも

全く消えてなくなっているという状況ですので、ぜひ対応をよろしくお願いいたします。

カーブミラーの設置については、要請また順次やっていくということですので、よろしくお願いします。

超小型モビリティー導入促進事業なんですけれども、こちら本田技術研究所製、走行距離60キロという

ことですけども、じゃこれは職員が使ってそのモニター実験をするということでよろしいのでしょうか。

また、これを民間の職場でカーシェアリングみたいな形でやるということも考えているのかどうか、こち

らのほうを教えていただきたいというふうに思います。

以上、またご答弁聞いて再質問するかどうか判断します。

◎企画政策部長（古堅宗和）

超小型電動モビリティーのご質問にお答えいたします。

職員がモニターとして使うのかということでありますが、現在のところそういう方向で考えております。

これ従来の選定された機種ではなくて、この社会実験の中で開発をされていくというような車でございま

すので、大きな目標としてはまず環境負荷が少ない交通システム、それから低コストな交通システム、そ

れから災害時にもですね、その車自体が蓄電池となって使えるような、あるいはその車に供給する充電設

備がですね、ソーラーを使っての、再生可能エネルギーでの充電設備のシステムというようなことからで

すね、そういった実証については一般の方というよりも現在のところ職員を使ってやるというような想定

で今考えております。ただ、年度内の５台以外のあと５台については、今後の状況として協議会の中で話

し合っていきたいと思いますんで、当面の５台についてのみですね、ということです。

◎福祉部長（渡真利健次）

認可外保育施設の園長等を会議のメンバーに組み入れる予定はないのかというご質問だったと思います

が、会議のメンバーについては幅広く委員の中に組み入れていくということで、20名程度の規模を想定し

ております。そこで、認可外保育園というのは、今までももう待機児童の解消、そういったものにしっか

り貢献は高いですので、今後はまたそういった認可外保育施設、あるいはまた今後小規模保育とか、そう

いった家庭的保育とかという市町村が認定してやっていく事業所、施設等についてもこの計画の中に組み

入れていく形で支援策をやっていくということになりますので、そういった方々の意見を広く組み入れる

ためにも会議のメンバーには入れていきたいというふうに考えております。

夜間保育については、先ほども答弁でも申し上げたとおり、子ども・子育て支援計画の中でこれは実施

していくという形に今のところ考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

今後ムラサキイモの６次産業化はどう進めていくかという件ですけども、これまでの営業が少しずつ実

を結びまして、沖縄製粉さんが香港へも初出荷をしてございます。こういったこれまでの取引先を今後と

も継続していきながら、やはりおっしゃるように地産地消という面から地元のほうにもっと活用していた

だきたいということで、ことし８月上旬、島内の福祉施設、菓子店、レストラン、保育所等に、116件の

関係機関にサンプルを、案内を送りました。その結果、38件の関係者が提供を受けて、それぞれの施設に

おいて利用方法や商品開発にも努めております。今後とも地産地消も含め、あるいは県内、県外にも販路
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を広めていきたいと思っております。

営業に携わる人員は何名かというご質問もありましたけど、まず製造しているところがまずは営業をし

ておりますけど、必要によっては農政課あるいは農林水産部の職員も同行して今後の営業に努めてまいり

たいと思っております。

◎高吉幸光議員

ありがとうございました。またしっかり実現できるよう頑張っていただきたいというふうに思います。

再々質問はありませんけれども、子ども・子育て会議のこれ非常に大事なことですので、また会議とい

うふうなもので形だけで終わってしまうような形ではなくて、しっかりと何回も何回も重ねて、本当に宮

古島市のためにいい制度になるように頑張っていただきたいなというふうに思っております。その認可外

の保育園の園長さんがおっしゃっていたのは、私たちって本当にボランティアだよね、でもやっぱり子供

が好きだからしっかりとその辺はやっていきたいと、また意見もやっぱり上げていきたい、そういうふう

な話をおっしゃっていました。本当にでもまたいろんな大変な部分もあると思うんですが、非常にまた元

気で、いろんな意見を聴取させていただいたんですけれども、そういうふうな一番大変なところが報われ

るようなやっぱり社会であってほしいし、子育ての環境をつくるのは一番基本的な部分でありますので、

これでしっかりと進めていただきたいというふうに思っております。

また、ムラサキイモの６次産業化も、しっかり足元を固めてから外に出て行くというような形を本当に

とらないと、先ほども言いましたけれども、コーラル・ベジタブル株式会社にかかわった者として、あの

非常に大変なことにならないうちにわかったのでよかったのかなというふうに思っているんですけれど

も、しっかりとね、この足元を固めて、ゆっくりとでもいいですし、着実に進めていく。そうしないと、

わあって集まって、もう取引先がなかなか引き取ってくれないからさあっと散っていく、こういうふうな

の繰り返していくと、今度は逆に行政に対してまた不信であったり、またこの組合に対して不信であった

り、そういったものが起こるのではないかなというふうに思っておりますので、この辺は計画をしっかり

と立てて、着実にいくものをやっていくというふうな形をとっていただきたいなというふうに思っており

ます。

道路行政非常に大変でありますけれども、また交通量なり、その優先順位を決めてというふうにおっし

ゃっております。また、市長が昨日そういうふうなのを全部また整理をして検討をしていくということで

ありました。この上に重ねて建設時期とかその修繕時期を年次において平準化していくような形をとって

いただければ、年度末になって本当に非常に工事がふえていくというようなことが減らしていけるのかな

というふうに思いますので、ぜひその辺も考慮していただいて、工事自体を年次で平準化していくような

形をとっていただきたいというふうに思っております。

超小型モビリティー導入促進事業ですけれども、こちら非常に小さいんですよね。１人乗りから２人乗

りぐらいの車両でありますけれども、これでちょっと心配をされるのは台風のときに大丈夫かなというふ

うなことぐらいで、あとはもう充電もソーラーでやるということですし、非常に小型ですから、前回のよ

うな電信柱が倒壊したりするような場所じゃないところを縫って走るようなことができると思うので、そ

ういった意味では非常にいいのかなというふうに思っているんですけれども、また電気で補充していくと。

ソーラーもありますし、今後天然ガスが活用できるようになったらその発電でもできるんじゃないかなと
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いうふうに思っておりますので、こちらはしっかりとまた企業さんといろんなモニターをしていただいて、

頑張っていただきたいなというふうに思います。

また、今回さよなら議会ということで勇退される皆様、大変にお疲れさまでした。また、今回また宮古

島市議会議員選挙に出馬する皆さんも本当に私も含めてぜひまたここに戻ってきて、皆さんと本当に相ま

みえていきたいというふうに思います。本日は、昨日の前川尚誼議員の提案によりまして、私も宮古織を

つけておりますけれども、そういった宮古の文化を発進する地でもありますし、またその文化をしっかり

と継承し、我々としても島外に発進をしていきたいというふうに思っております。

これで私の質問を終わりたいというふうに思います。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで高吉幸光議員の質問は終了いたしました。

◎前里光恵議員

９月定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。市長を初め当局の市民にわかりやすいご

説明、ご答弁をよろしくお願いいたします。

まず初めに、市長の政治姿勢についてご質問をいたします。１点目に、下地敏彦市長が就任してはや５

年目を迎えております。２期目の公約の主要政策の中に島の将来を支える人材育成を推進するとあります

が、人材育成の施策について具体的にご説明いただきたいと思います。

２点目に、同じく災害に強い島づくりの推進についての取り組みについてもお伺いいたします。

３点目に、中長期的な視点に立ったビッグプロジェクトの推進の中で、１つ、コンベンションホールの

建設についての進捗状況を示していただきたい。

２つ、図書館及び公民館の建設の進捗状況についてお伺いいたします。

３つ、総合庁舎の建設計画、構想についてあわせてお伺いいたします。

以上、質問した３点の事業の財政的予算の計画についても具体策をお示しをいただきたいと存じます。

４点目に、今議会に提案された議案第83号、宮古島市立学校施設条例の一部を改正する条例について、

次の２点について市長のご見解をお伺いいたします。１つ、教育委員会の下地敏彦市長への来間中学校の

廃校手続に必要な議案を市議会に提案するよう依頼したことに対して、今回の教育委員会の事務手続は民

主的、合法的な判断であり、手続であると市長は判断されるのか、下地敏彦市長のご見解をお尋ねいたし

ます。

２つ、来間自治会などの地域住民が来間中学校を廃校にする議案の取り下げを要請しましたが、市長は

拒否されました。その理由についてもご説明をいただきたいと存じます。

５点目に、下地敏彦市長は平成23年度の施政方針の中で、「学校規模適正化については、過小規模校の

解消に向け、校区の再編と弾力化、小規模特認校制度等も含めて検討していく」と述べられております。

この方針についてどのように検討し、実施してきたか、市長の見解をお伺いいたします。

６点目に、同じく平成23年度の施政方針の基本施策の中で、「島全体の均衡ある発展を図るためには高

齢化が著しい農村部や離島地域における若者層の定住促進と地域力の向上を図る必要がある」と述べられ

ましたが、地域の学校を廃校にして若者の定住促進や地域力の向上をどのようにして図ることができるの

か、市長のご見解を求めたいと思います。
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次に、教育行政についてお伺いいたします。まず、１点目に、今回の来間中学校の廃校については、来

間地域住民、保護者を完全に軽視し、さらには地方切り捨ての教育委員会の強権的かつ一方的な頭越しの

提案依頼であり、方針であると考えますが、宮國博教育委員長のご見解をお伺いいたします。

２点目に、来間中学校の廃校の議会提案依頼は拙速であり、改選後の議会でもっと時間をかけて議論を

し、提案依頼するよう申し入れたが、拒否されました。今定例会に提案するよう市長に依頼した最大の理

由は何か、宮國博教育委員長にご答弁をいただきたいと思います。

３点目に、小学校、中学校における問題行動には、暴力行為、器物破損、いじめ、家出、金銭せびり、

喫煙、飲酒、不登校等があるが、平成24年度、平成25年度のデータを小中学校でお示しを願いたいと思い

ます。

次に、福祉行政についてであります。まず、１点目に、ことし２月に発表された平均寿命の都道府県順

位の後退に強い危機感を持った県は、全庁的に健康行政を推進していくと発表しているが、宮古島市のこ

れまでの取り組み、あるいは今後の取り組みについてお伺いをいたします。

２点目に、私はこれまで一般質問で本市のシングルマザーの世帯、いわゆる非婚世帯に寡婦適用、いわ

ゆるみなし控除をするように要請をしてまいりましたが、公営住宅の家賃、幼稚園の保育料、住民税、所

得税等がありますけども、現在の市の取り組み状況についてお伺いいたします。

３点目に、鏡原幼稚園では、平成23年度が25名、平成24年度が32名、平成25年度が41名と年々増加傾向

にあり、鏡原幼稚園と併設して市立鏡原保育所を建設してほしいとの地域の保護者からの強い要望がござ

いますが、当局の見解をお伺いいたします。

次に、道路行政についてお尋ねをいたします。まず、１点目に、市道七原１号線の現在の進捗率は何％

か。それから、現在工事がストップしているその理由は何か。また、工事完成年度についてあわせてお尋

ねをいたします。

２点目に、市道野原越１号線、市道盛加１号線、盛加４号線、盛加５号線の道路整備計画についてお示

しを願いたいと思います。

３点目に、地盛地域の道路整備計画についてお伺いをいたします。あるかないか、お伺いをいたしたい

と思います。

次に、畜産行政についてお伺いいたします。１点目に、市はこれまで乳牛専業農家に対してどのような

助成や補助を実施してきたのか、その実績についてご質問をいたします。平成23年度、平成24年度、平成

25年度の実績でお願いをいたしたいと思います。

２点目に、宮古島市の学校給食用の牛乳は2001年から生乳100％となり、今年度の１学期終了まで継続

して提供されてきたところであるが、現在島内で必要な生乳の確保が困難となっているが、見通しについ

てご説明いただきたいと思います。

次に、農業行政についてであります。１点目に、本市の去った干ばつによる被害状況について、具体的

にお示しをいただきたい。

２点目に農作物への散水の実績についても、助成金等をお伺いしたいと思います。

３点目に、農業用水確保のための地下ダムの増設計画、これについてどのようにお考えか、お伺いしま

す。
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次に、宮古空港周辺の農地、国有地の払い下げについてお尋ねをいたします。宮古空港周辺の農地国有

地について、私は市がまず国から一括払い下げて、その後に各小作農家に払い下げていくべきであると考

えますが、下地敏彦市長のご見解をお聞かせいただきたいと思います。

次に、上水道行政についてであります。平成24年度未処分利益剰余金１億9,487万8,784円となっていま

す。これは黒字経営であり、上水道料金体系を見直し、水道料金を引き下げるべきであると考えますが、

当局の見解をお伺いいたします。

次に、環境未来税導入についてであります。環境未来税導入の推進について、宮古島市は新たな財源確

保に向け、法定外目的税、環境未来税、仮称ですけれども、導入に積極的に取り組んでいくという方針を

発表されました。進捗状況についてお伺いいたします。

最後に、牛まつり補助金についてお伺いをいたします。平成24年度の牛まつりは台風のため中止となっ

たが、補助金執行状況についてお伺いいたします。

以上質問し、答弁をお聞きして再質問をさせていただきます。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

まず、島の将来を支える人材育成の推進についてにお答えをいたします。

宮古島市の振興、発展のためには、人材の育成を図ることは必要であると考えております。まず、学校

施設や文化施設など子供たちの教育環境の充実に努めるとともに、教師力の向上を図りながら確かな学力

を身につけさせることが重要であると考えております。加えて国際交流や地域間交流、各種競技大会、文

化的コンクール等への参加の支援、一流の文化、芸術に接する機会の提供など、多くの豊かな体験を通し

て子供たちの将来の夢を育み、進路実現を支援することが島の将来を支える人材の育成につながると考え

ております。具体的には、市の教育委員会が教育ビジョンで掲げる重点施策を推進し、島の未来を開く新

たな時代に対応できる創造性あふれる人材育成など４つの教育目標を達成できるように、行政を担う者と

して支援をしていくことが大切であると考えております。

次に、コンベンションセンターのホールの建設についての進捗状況であります。ご質問のコンベンショ

ンホールは、一括交付金事業にてスポーツ観光交流拠点施設として整備、計画を進めているところです。

現在基本計画策定が完了しており、測量、進入路設計を進めております。来月上旬には施設本体の設計委

託業務発注を予定しており、今年度いっぱいで実施設計を完了する予定であります。

次に、学校の規模適正化に向けての教育委員会の事務手続は民主的、合法的な手続と判断しているのか

ということでありますが、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例について、教育委員会が市長へ

依頼したことは、民主的、合法的な手続を踏まえた上でなされたものだと考えております。

次に、地域住民から来間中学校を廃止する議案の取り下げを要請したが、市長は拒否したが、その理由

は何かということであります。教育行政を担う教育委員会が議論を重ね、子供たちの学校教育の環境をよ

りよくするためには学校規模の適正化が必要であるとの方針を定め、これに関連して今回来間中学校を下

地中学校に統合するための条例案の上程を依頼してまいりました。学校規模の適正化を推進することは市

の総合計画で８年前に決定しており、今はまさにそれをどう実行するか、実現に向けて論議をする時期で

あると考えております。教育委員会が依頼していたことに市長として取り下げることは適切でないと考え

ております。
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次に、校区再編と弾力化、小規模特認校制度等を含めて検討していくとしているが、その見解はという

ことであります。教育委員会では、これまで過小規模校の解消に向けた校区の弾力化の実施や小規模特認

校制度や山村留学制度等についても論議をしてきていることは報告を受けています。来間や福嶺、宮原な

ど学校規模適正化の対象地域でも児童生徒の確保に向けて尽力されていることは承知しておりますけれど

も、過小規模校の根本的な解決には至っていないのが実情であります。よりよい教育環境の早目の整備が

重要であると考えております。

次に、学校を廃校して若者の定住をどのように促進するかということでありますが、地域の振興を図る

ため、それぞれの地域特性を生かした施策を推進しているところであります。それにより地域経済の活力

は着実に向上しつつあります。一方、生活の利便性を求めて都市部への人口流出は確実に続いています。

その流れとして、児童生徒の数が減少する現実を見据え、新たな変化に対応した教育環境の整備は急務で

あり、これを行うのは教育行政の責務であります。あわせて今後も住みよい生活環境を整備し、定住化に

向けての施策を積極的に推進します。

◎副市長（長濱政治）

市長の政治姿勢について、市総合庁舎の建設設計に伴う事業の財政的予算の計画についてということで

ございます。市民の利便性の向上及び業務の効率化を図るためにも、市総合庁舎の建設は必要だと考えて

おります。一方で、庁舎建設には膨大な費用を必要とすることから、活用すべき財源や建設時期について

慎重に検討を進めているところでございます。

◎教育委員長（宮國 博）

今回の来間中学校の廃校について、地域住民、保護者を完全に無視していると、さらには地方切り捨て

の教育委員会の強権的かつ違法的な頭越しの提案依頼であるというふうなご指摘でございますが、来間中

学校の規模適正化については平成22年度の宮古島市学校規模適正化検討委員会の答申以降、教育委員会の

方針として地域の説明会や宮古島市議会の場で貴重なご意見や要望等をいただいてまいりました。今定例

会への宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例の提案については、教育委員会としては強権的で頭

越しの依頼だとは考えておりません。確かに本条例案に対する反対の声があることは承知しております。

子供たちの将来のためによりよい環境づくりは我々教育委員会の責務であり、このことにつきましては今

後もより積極的に取り組んでいかなければならないと考えているところでございます。

さらに、来間中学校の廃校の議案提出依頼は拙速であり、改選後の議会でもっと時間をかけて議論しと

いうようなことでございますが、本定例会に提案する最大の理由は何かということでございます。来間中

学校の学校規模適正化については、教育委員会の方針として平成26年度までに学校規模適正化を行うとい

うことを各地の説明会や議会のほうでも説明を行ってまいりました。教育委員会としましては、教職員の

配置の問題や両校間の、いわゆる下地中学校と来間中学校の両校の交流などを学校規模適正化に向けたス

ケジュールの中で総合的に判断し、今定例会への上程を依頼したと、こういう次第でございます。本案に

ついては、これまで現在の議員各位でご議論をいただきました。本案についての可否の判断は皆さんでし

ていただきたいと、するのがいいというのが私どもの考えでございまして、本議会への提案と依頼と、こ

ういうふうになったのでございます。

◎企画政策部長（古堅宗和）
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環境未来税導入の推進についてのご質問であります。

環境未来税、いわゆる法定外目的税についてでありますが、本市は平成18年度から地下水及び自然環境

保全のための自主財源確保を目的としまして、法定外目的税の導入に向け、調査及び資料収集に取り組ん

でまいりました。この間、平成20年度から政府の大型経済対策事業が相次いで実施されていること、また

消費税率の段階的な引き上げが予定されていること、そして昨年度から沖縄振興特別推進交付金、いわゆ

る一括交付金が導入されましたことにより、環境保全事業や観光振興事業に充てる財源確保ができている

ことから、法定外目的税の導入に向けた取り組みについては調査にとどめておりました。しかし、地下水

など自然環境の保全及び啓発活動に必要な財源、道路や観光施設の維持管理費など国庫などの補助事業で

対応することができない経費の増大が見込まれる中で、自主財源の乏しい本市におきまして新たな財源確

保に向けた取り組みが必要不可欠であります。そのため、今後は庁内において法定外目的税導入に向け、

検討を進めてまいりたいと考えております。

◎総務部長（安谷屋政秀）

前里光恵議員の災害に強い島づくりの推進についての取り組みについてお答え申し上げたいと思いま

す。

本市において災害に強い島づくりを推進するため、地域防災計画の見直し作業、防災マップの作成、与

那覇地区防災センターの建築に向けて現在作業を進めております。また、緊急物資の備蓄、海抜表示の設

置、津波避難施設の設置に向け、事業展開をしております。今後も地域住民を対象に防災講話、研修等を

実施し、地域の防災力を高めるとともに地域の防災リーダーの育成強化に努めてまいりたいと思います。

次に、中長期的な姿勢に立ったプロジェクト推進についての図書館及び公民館建設の進捗状況について

お答えしたいと思います。市は当初図書館のみの建設計画を進めてまいりましたが、現中央公民館の老朽

化等があり、平成24年３月、図書館・公民館の併設施設建設が決定をされました。これを受け、このたび

宮古島市未来創造センター（仮称）基本構想を策定し、新築工事設計業務に係るプロポーザルの手続を宮

古島市ホームページに９月５日から９月24日まで掲載し、一般に公開しています。今後の予定としまして

は、設計者選定及び特定のためのプロポーザル審査委員会において基本設計を行う事業者を特定し、今年

度中に基本設計を完了し、平成26年度に用地取得と実施設計、平成27年度に工事を開始し、平成28年度中

の開館を目指します。なお、建設費につきましては、概算で30億円から50億円を見込んでおりまして、財

源としましては合併特例債を活用したいと考えております。

次に、コンベンションホール、図書館、公民館、総合庁舎それぞれの財政的な予算の計画について具体

策を示せという質問についてお答えしたいと思います。コンベンションホール建設については、市長が述

べられているように沖縄振興特別推進交付金の活用で実施をしていきたいと思っております。図書館及び

公民館建設については、今述べたとおり合併特例債を活用します。総合庁舎については、これまでは一般

単独事業債を活用して財源としてきたところでありますが、建設に当たっては膨大な費用がかかることか

ら、財源の活用については慎重に検討していきたいと思っております。

次に、福祉行政について、寡婦控除の非婚世帯へのみなし適用について、住民税、所得税については見

直しができないかという質問だと思いますけど、寡婦控除の非婚世帯のみなし適用については地方税法の

寡婦控除の要件として非婚世帯は寡婦の定義に該当しませんので、住民税の寡婦控除は適用されません。
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これは所得税についても、所得税は国の税ですけれども、考え方は同じだと思います。

次に、宮古空港周辺の農地の国有地の払い下げについてお答えをしたいと思います。旧空港周辺の国有

地の払い下げにつきましては、所管する国の財務出張所としましては一括して払い下げを行うことがこれ

までの基本方針であり、個々の払い下げを行う考えはないとのことであります。市としましては、国有地

を買収し、農家に払い下げることは現在考えておりません。

◎福祉部長（渡真利健次）

前里光恵議員の福祉行政について、鏡原幼稚園と併設して市立鏡原保育所を建設してほしいと地域の保

護者から強い要望がありますが、当局の見解はとのご質問についてお答えします。

公立保育所等のあり方作業部会から、公立直営保育所は旧市町村ごとに１カ所設置し、障害児や病後児

等民間での保育が困難な乳幼児の受け入れに特化した保育を実施し、公立と民間の役割分担を明確にして

いくとの答申を受け、保育行政の充実に取り組んでおり、保育所の新たな設置については計画はございま

せんが、保育ニーズの多様性から幼児教育、保育業務の連携事業も含めて、公立幼稚園での預かり保育に

ついて、平成26年度以降実施に向け、教育委員会と協議、取り組む予定でありますので、鏡原幼稚園での

預かり保育についても利用ニーズ等を調査して検討してまいりたいと考えております。

◎生活環境部長（平良哲則）

健康行政の取り組みについて、宮古島市の取り組みについてでありますが、宮古島市の取り組みにつき

ましては病気の早期発見としてがん検診や特定健診の受診率の向上を目指して個別検診ができる医療機関

を拡大し、市民が受診しやすい環境づくりに努めていきたいというふうに考えております。また、検診結

果等から病気治療中の方でも保健指導の対象が少なくない状態があり、今後は早期発見、早期治療だけで

なく、重症化予防においても医療機関と連携し、個人指導を展開していきたいというふうに考えておりま

す。なお、子供食生活を対象にした沖縄県の事業であります健康行動実践モデル実証事業にも宮古島市は

参加し、県とともに健康長寿の復活に向けて取り組みをしてまいります。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、畜産行政について、宮古島市はこれまで乳牛専業農家に対しどのような助成や補助を実施してき

たかというご質問にお答えいたします。

宮古島市においては、乳牛専業農家に対する補助として、１つ目に施設整備に対する補助導入の支援、

２つ目に共済加入補助金、３つ目に飼料用種子購入補助金、４つ目に飼料用作物植えつけ補助金、５つ目

に和牛子牛適正出荷奨励補助金、６つ目に農業災害対策特別資金利子補給制度などがございます。平成23年

度、平成24年度、平成25年度はどのような助成をしてきたかということですが、共済加入については加入

実績がありませんので、補助金の支出はございません。次に、飼料用種子購入補助金、飼料用作物植えつ

け補助金についても申し込みがございませんので、支出はございません。和牛子牛適正出荷奨励補助金に

ついては、平成25年度１期目として該当牛がおりますので、申請があれば交付していく予定でございます。

農業災害対策利子補給制度がありますが、申し込みはありませんでした。以上のように市の補助対象は経

営基盤対策を中心にして行われております。

次に、去った干ばつによる被害状況について具体的に示せというご質問にお答えいたします。干ばつの

被害状況については、５月14日の梅雨入り以降、降雨量の少ない状況が続きました。宮古島気象台による
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と梅雨時期の降雨量も平年より少なく、７月14日から８月６日までの降水量も平年値の１％ということで

ありました。その影響により、特にサトウキビは少雨傾向の影響により、一部地域での生育阻害や７月に

接近した台風７号による北海岸及び東海岸方面の葉片裂傷と塩害が深刻な状況にありました。その具体的

な被害数値については、生産予想調査や収穫後の実績等を比較しないと具体的な数値は挙げられないと思

っております。

次に、農作物への散水実績についてお答えします。これは昨日も答弁申し上げましたが、今年度の干ば

つ対策かん水事業は宮古地区及び伊良部地区さとうきび糖業振興会のサトウキビ増産緊急対策事業を活用

して実施しております。補助額の内訳として、10トンタンク１台当たり農家負担1,500円で、補助金が

2,000円となっております。散水台数は、サトウキビで１万3,927台で、補助金は2,785万4,000円となって

おります。草地については99台散水されておりますが、補助金が19万8,000円。これについては、市の単

独補助事業で実施しております。

次に、農業用水確保の地下ダム増設についてのご質問にお答えいたします。議員ご質問の地下ダム増設

計画は、平成21年度から始まっている国営かんがい排水事業宮古伊良部地区のことと思いますが、概要を

申し上げます。受益面積が9,156ヘクタールで、受益者数１万454人、総事業費が523億円、事業工期が平

成21年度から平成32年度までの事業です。主要工事計画として、水源施設２カ所、ファームポンド２カ所、

貯水池１カ所、揚水機場６カ所、用水路55キロの事業計画となっております。

次に、牛まつり補助金についてのご質問にお答えいたします。平成24年度の牛まつり補助金については、

300万円を一般会計から支出してあります。支出率は、100％となっております。なお、同補助金は宮古牛

まつり実行委員会に対して行われており、実行委員会総会における決算認定が６月でありますが、平成25年

度の補助に関しては予算の査定段階的で前年度比較で160万円が減額され、140万円となっております。平

成24年度の宮古牛まつり実行委員会の予算執行につきましては、議員がおっしゃったように牛まつりは中

止となりましたが、開催のため諸費用等として、イベント事業として81万8,375円、これはポスターの制

作や図画コンクール、100日肥育、横断幕等の費用でございます。事務局運営費として19万5,249円、その

他県産食肉消費支援事業負担分として11万6,705円で、総支出額が113万329円で、執行率が37.6％となっ

ております。

◎建設部長（下地康教）

前里光恵議員の福祉行政についての関連質問としてお答えしたいと思います。

公営住宅家賃におけるシングルマザー世帯、いわゆる非婚世帯に対するみなし控除の適用がどのように

なっているのかというご質問にお答えいたします。公営住宅の家賃については、ことし８月19日に告示さ

れた宮古島市営住宅家賃の減免及び徴収猶予実施要綱においてみなし控除を適用し、家賃減免に取り組ん

でおります。

次に、道路行政についてでございます。市道七原１号線の現在の進捗率は何％か、現在工事がストップ

しているが、その理由はどういうものか、工事の完成年度についてとのご質問にお答えいたします。ご質

問の七原１号線は、総事業費１億140万円で、平成23年度に事業がスタートし、現在進捗率は事業費ベー

スで約35.3％となっております。今年度は１件の用地補償に係る相続手続が残っており、地権者による相

続が完了次第用地買収契約締結後工事を執行し、今年度で事業を完了する予定でございます。
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次に、その他道路整備に関するご質問について、一括してご答弁したいと思います。市道野原越１号線、

盛加１号線、盛加４号線、盛加５号線、地盛地域の道路整備計画については、現段階では整備計画はござ

いません。しかしながら、平成25年度に宮古島市全域を対象とした道路整備計画調査を検討しております

ので、その中で優先順位を判断していきたいというふうに考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

前里光恵議員の教育行政について、小中学校における問題行動の平成24年度、平成25年度のデータの公

表についてですが、現在宮古島市においては文部科学省依頼による児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸

問題に関する調査を年１回、沖縄県教育委員会依頼による毎月の問題行動等に関する調査を毎月１回実施

しております。学校で問題行動等が発生した場合においては、迅速に学校からの報告を受け、市教育委員

会の生徒指導関連関係機関との連携により、適切な対応に努めております。これら３種類の問題行動等の

把握については、相互にリンクしております。そのため、文部科学省が公表する前に宮古島市が独自に公

表することはできないと考えております。例年ならば７月ごろに文部科学省から前年度の結果が公表され

ていますが、今年度は公表がおくれております。ご理解ください。

次に、福祉行政について、みなし控除についてですが、幼稚園の保育料は世帯の状況にかかわらず一律

で、保育料の減免対象者は生活保護世帯、市民税非課税世帯、市民税の所得割非課税世帯となっておりま

す。母子、父子世帯にかかわらない減免区分になっていますので、非婚世帯に寡婦適用しても状況は変わ

りません。保育料減免が住民税に基づいて行われるため、住民税にみなし控除が適用されればおのずと保

育料減免にも反映されることになると考えております。

次に、畜産行政について、本市の学校給食用牛乳の中の生乳の確保が困難になっているが、見通しにつ

いてということですが、宮古島市の学校給食用牛乳は前里光恵議員の発言のとおり、2001年から生乳100％

となり、今年度１学期終了まで継続してきましたが、２学期の９月２日から加工乳に変更になっておりま

す。県教育委員会は加工乳に変更になった理由について、宮古地区についてはこれまで宮古島で搾乳され

た生乳100％を学校給食に適用してきたが、生産者の諸般の事情により、６月上旬より生乳の十分な供給

量確保が困難になり、関係機関で協議した結果、やむなく加工乳対応に決定したと説明しています。なお、

期間は９月２日から安定供給が可能になる時期までとなっております。

◎上下水道部長（川満好信）

前里光恵議員の上水道行政について、水道料金を引き下げるべきであると考えるが、当局の見解をとい

うことでございますけども、平成24年度水道事業会計の決算においては１億9,487万8,784円の黒字決算と

なっております。しかし、事業経営の根幹をなす給水収益は対前年度比2,835万7,773円減となっており、

今後とも給水収益の減少傾向は続くものと予想されます。一方、後年度においては、企業債償還等の義務

的経費に加え、老朽管路の改良や計装設備の更新、施設の耐震化等維持管理費等の増加が予想されます。

水道事業の安定経営を図る上でも、今のところ水道料金の引き下げは考えておりません。

◎前里光恵議員

再質問をさせていただきます。

ご答弁ありがとうございました。島の将来を支える人材育成については、市長はぜひ頑張っていただき

たいと思いますし、子供の教育を初めですね、人材育成に大いにお金を使っていいんじゃないかと。将来
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背負って立つ子供たち、世のため、人のために役に立つ人材として育んでいくと、大事なことだと思って

おります。学校施設、文化施設、国際交流等々も頑張っていただきたいと思っています。

災害に強い島づくりは、やはり急がなければならないと思います。コンベンションホールの建設計画も、

私はある意味では避難場所としてのね、計画でもあるということが答弁されていますので、ドーム型コン

ベンションホールの計画場所については嵩原弘議員が物言いをつけておりますけども、私はむしろあの場

所はベストだと思っています。宮古空港東側の建設場所なぜいいのかと。それは、宮古島市の中心に位置

する。それから、交通の利便性がある。それから、高台にあり、地震、津波災害時に避難場所として使用

できる。5,000名収容可能な施設でありますので、ロックフェスティバルとかそういう天候に左右されな

いイベントが開催できると。宮古空港に近いということから、島外から来る方々に利便性がある。あえて

加えれば、鏡原学区に位置しているということでございます。ぜひ市長、頑張って建設していただいて、

空港東側周辺のですね、これ一つの観光整備になりますし、ドーム型の屋根ですから、宮古のど真ん中で

すよというあかしにもなるかと、このように考えております。大いに賛成です。

それから、総合庁舎建設についても構想をお聞きいたしましたが、私はですね、やはり時間がかかると

思いますけども、中長期的な計画になるかと思いますが、しかし早い時期にですね、建設検討委員会を立

ち上げて、場所をどこにするかということを決めていただいてですね、用地をですね、先行取得をすると。

確保して、それに計画的に道路をつくったりと、こういうことを確保してですね、それで建設していくと

いう方法もあるんじゃないかと思っておりますが、この建設場所についても私が推薦したいんですよ。こ

れもですね、地盛地域、山中地域、七原地域、非常にですね、土地が広く、あいております。しかも、安

い値段で手に入ると思いますのでね、ぜひ市長、早目に買っていただきたいと思っております。宮古の中

心であるということ、それから地盛公民館が海抜55メートルです。七原コミュニティーセンターが62メー

トルです。そのぐらい安全な場所がこの地域だよということも申し上げておきたいと思っております。

今回の来間中学校廃校問題について、本当に私はですね、やはり教育委員会の今のやり方民主的である

とは思えない。やはり島の皆さん全員反対する中でですね、強行する、強引に持っていくということが果

たしていい結果を出すのかどうか。子供たちにとってもですね、子供たちこの学校で学びたいよと言って

いるのを、いや、廃校にするから別の学校行きなさいと、こういうですね、やはり強行なですね、やり方

というのがいかがなもんかと。民主的とは到底思えない。地域住民の理解を得てですね、コンセンサスを

得てやはり統廃合はされるべきであると。市長は、この過小規模校の解消に向けては、校区の再編と弾力

化、小規模特認校の制度と、こういうところまで踏み込んでですね、施政方針をされているのになぜこれ

が生かされていないのかなと。私は、この施政方針に非常に期待いたしました。やはり校区もプールにし

てですね、地方のむしろ行政がやるべきこと。地方の今小規模校、複式学級解消のために市街地の、我々

からすれば市街地の学校はマンモスですからね、マンモスの学校の児童生徒地方に行きませんかとスクー

ルバスを出して送り迎えして埋めていくと。要するに全市の小中学校の児童生徒の平準化、こういうこと

を図って努力していくべきことが課題じゃないかと。それを努力もせずに統廃合、統廃合と、私は非常に

疑問でなりません。

以前合併する前にですね、じゃ旧町村でどういうことをやっていたかということなんです。黙っていた

わけじゃないんですよね。旧平良市は黙っていましたけどね。旧城辺町は、出生祝金、Ｕターン、Ｉター
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ン者奨励金、住宅建築奨励金と。それから、旧上野村、出生祝金、住宅建築奨励金、旧下地町、結婚祝金、

出生祝金、住宅建築等奨励金、農林漁業専業者育成奨励金、伝統工芸専業育成奨励金、旧伊良部町、出生

祝金、こういうことを頑張ってですね、人口の流出防止あるいは少子化対策も頑張ってきたわけですよ。

ところが、合併後はこれが全くされていない。どんどん空き家もふえていくと。ぜひですね、やはりもう

一度考え直していただいてですね、地方を元気にする、地方の地域力を図るという方針をされているわけ

ですから、ぜひ考えていただきたい。若者が住める環境をつくると、定住促進と地域力の向上ということ

をうたっているのに見えないというのが私の感想でございます。

来間中学校の今回の廃校問題ですが、現在幼稚園児が２名、小学校５名、中学生４名、11名ですよね。

そんな中で中学校を廃校にすると。一緒に学んでいる子供たち11名を４名は下地に行きなさいと分断して

いるんじゃないですか。こういうこともむしろ子供たちにとっては大きなですね、精神的にダメージだと

思いますよ。校長先生も１人で併置校として頑張っている。

来間小中学校、先々週ですか、日曜日に運動会ありました。私も参加いたしました。午後１番、校歌斉

唱、遊戯をして、80名近い方々が運動会に参加されていました。来間小中幼稚園の運動会はね、学校だけ

の運動会じゃないですね。島ぐるみの自治会参加、合同の運動会なんですね。初めて見て本当にびっくり

しましたし、感動いたしました。こういう学校教育は、学校、家庭、地域、行政が一体となってやって初

めてできること。こういうすばらしい地域が、むしろ離島であるわけですから、モデルとして、特認校と

して指定をし、育成していくと、こういう方針が今一番求められているんじゃないかと、私はこう考えま

す。これを強引にですね、反対押し切ってやるというこの教育委員会の姿勢、これが今問われているんじ

ゃないでしょうか。児童生徒がふえてですね、本当に子供たちがよくなると、こういうことばっかり訴え

ているんですけども、そういうことであればなぜじゃ下地中学校と上野中学校の統廃合今方針示さないん

ですか。もっとふえて、もっとよくなるはずですよ。ぜひお示しください。これもあわせてやっていただ

きたいと思いますよ。そうすると、中間点になるでしょう。今の下地小学校、下地中学校は、もう一度移

動しないといけないですよ。来間小学校の子供たちは、２回引っ越しをしなきゃなりません。ぜひ考えて、

将来考えてですね、議論をしていただきたい、こう思います。

第28回県「少年の主張」宮古地区大会、主催、県青少年育成県民会議、宮古島市青少年育成市民会議が、

７日、市中央公民館で開催され、各学校の代表生徒が、学校、部活動、社会問題など幅広くテーマに沿っ

て堂々と主張した。最優秀賞、福嶺中学校２年生の中田光洋君、優秀賞、鏡原中学校２年生の狩俣奈生さ

ん、同じく優秀賞、下地中学校３年生の平良暁子さん、全部地方の生徒ですよ。堂々と発表してね。大勢

の表彰されている方々、生徒さんがいますけども、地方の子供たちが８割以上超えているんですよ、教育

委員長。何も劣ることはないですね。むしろ優秀なんですよ。こういうすばらしい環境をなぜなくすのか

と非常に理解に苦しみますね。

問題行動についてもね、発表できないということでね、やはりね、今高校生の飲酒、喫煙、深夜徘回ど

んどんふえているんですよ、高校生の皆さん担当でないと言うかもしれませんけど。本市の子供たちであ

ることには変わりがありません。ぜひですね、こういう問題に、もっとしっかり取り組んでいただきたい

と思います。

シングルマザーの件ですけども、住宅家賃について適用があるというお話だったと思いますが、何件あ
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るんでしょうか、お答えください。

鏡原幼稚園と併設した保育所については、ニーズに応えて幼稚園の預かり保育ということが可能だとい

うことでありますので、ぜひこの建設のことをお願いをいたしたいと思っております。

七原１号線も、ぜひですね、年度内に完成できますようにお願いいたしたいと思います。ほかの道路に

ついては計画はないと冷たく言われてショックです。道路行政、地盛地域もですね、非常に地域住民、こ

の地盛地域はですね、非常に学校が近いというすばらしい場所ですけども、民間アパート、マンションど

んどん建設されてですね、ふえておりまして、児童生徒も同時に非常に多くなっております。ところが、

歩道もない。交通安全上非常に危険な見通し、カーブの悪い道路が多くてですね、こういう地区をその区

画整理事業でできないのかねと非常に疑問に思います。いっぱいおうちができたから整備しようといって

も、補償金等々でむしろ金かかる。前もってやればきれいに環境づくりができるんじゃないかなと、こう

いう思いでございます。

畜産行政の中で、乳牛専業農家に対しての質問をいたしました。これこれまでの市の取り組みが弱かっ

たんじゃないのかなと。和牛生産組合には、生産者にはどんどん補助金、助成金出していますけども、一

番肝心な学校給食を担うこの乳牛専業農家、これ１法人しかないということもあってやはり品不足が生じ

ると。これは、小学校、中学校、それから教職員全部合わせて5,853人分の給食準備しないといかんとい

うことでありますのでね、すごい数字ですからね、やはり地産地消という観点からも地元で育成をして、

地元の子供たちに食育をしていくと、こういうこと、余ればまた我々市民も大いに買って協力もしますの

でね、ぜひこの乳牛専業農家の育成をですね、市長、助成金、補助金を出して頑張っていただきたいと。

いかがでしょうか、お答えいただきたいと思います。

宮古空港周辺の国有地については、これは平成22年９月定例会の私の一般質問で、国としては一括して

払い下げはできると、こういう新しいですね、これは国の判断が示されております。戦後68年間この問題

一生懸命頑張って、農家に返してほしいという運動までされた経緯がありますけども、今日現在返されて

おりません。下地島空港のですね、残地を県から払い下げて今頑張っているわけですから、市長、ぜひ次

はですね、この宮古空港周辺の残地、やはりこれ市が一時買い取ってですね、その後でしか解決方法はな

いし、ここに個人個人の農家に対してはやらないという国の考えもありますので、ぜひこれについてはも

う一度お考えをお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

しかも、国との契約ですのでね、どんどん一方的に賃貸契約を交わして値上げしているんですよ。本当

に農家は弱い立場にありますのでね、この土地をとられたら生活ができないということで契約をしてです

ね、頑張っていると、こういう状況がございます。ぜひですね、一日も早く払い下げて、農家の手にです

ね、戻していただきたいなと。こうしないと戦後処理もまだ終わっていないと私は思いますよ。あれだけ

62ヘクタールの土地が国有地としていまだにあるということ異常じゃないでしょうかと思いますし、国の

方針としては要らない土地はどんどん売却すると、こういうお話もありますので、ぜひ早目に買い取って

いただきたいと。もう一度市長、お願いしたいと思います。

教育委員長、ぜひですね、今の方針、やり方、姿勢、これはやはり対象校の方々から不信を買っていま

す。せんだって９月５日のですね、質疑に教育委員長がこのように答弁されています。この議案が通らな

ければ、私を初め全員総辞職をしますよと。私はね、こんな不適切な発言ないと思いますよ。私がやめま
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すと言うんならいいんですけど、教育委員全員やめたらこの宮古島市の教育行政どうなるんですか。とん

でもないと思いますよ。もし、チャンス与えますので、可能であれば発言……

（「それは通告外だよ」の声あり）

◎前里光恵議員

いやいや、いいですよ、だから。もし可能であればと言っていますよ。発言取り消して謝罪していただ

きたい。いかがでしょうか。

答弁聞いて再々質問いたします。

◎教育委員長（宮國 博）

前里光恵議員のいろんなご指摘ございましたけど、我々が今しようというのは教育環境の整備がまず最

優先されると。このためにやっているんだというふうなことでございましてね、現在の宮古島市の実情に

合わせた改善策を進めると、こういうことでございます。当初我々は、来間中学校、来間小学校同時にと

いうふうな考え方もございましたけれども、地域の方々を含め多くの方々から小学校を残してはどうかと

いうふうな、また議会のほうからもそのようなご意見ございましたね。それでもって中学校のほうから先

にしましょうと、こういうふうなことでございます。将来ともにこの教育環境の整備というのは、これあ

り得るわけなんですよ、ずっと。今回これもう将来ともにないということじゃないわけですからね。社会

の状況に応じて教育環境の整備というのは進んでいくわけですから、上野中学校と下地中学校を統合して

から来間中学校はやるべきだというふうな立場には立ちません。現在のところ上野中学校と下地中学校の

統合は、現在の時点においては考えておりません。我々は、いわゆる過小規模校の解消、そして小規模校

であったとしても将来は適正な規模の学校に持っていきたいという流れでございますのでね、ひとつその

辺はよろしくご理解をいただきたいと思います。

それから、地方の子供たちは優秀だというふうなことですが、地方の子供たちも優秀でございます、そ

ういう意味では。ひとつその辺はよろしくお願いしたいと。

それから、どうでしょうね。わびるべきですかね。責任を持って私どもやっておりますから、本議会の

ほうで我々がやっていることに対してあればそれなりの覚悟を持って我々は教育行政に臨んでいると、こ

ういうことであります。

◎総務部長（安谷屋政秀）

宮古空港周辺の農地の、国有地の払い下げについて、再質問にお答えしたいと思います。

市の考え方としては、今前里光恵議員が約62ヘクタールと言っておりまして、これは平成22年９月定例

会で答弁されております。62ヘクタールの133名の耕作者がいるということでありますので、払い下げを

希望する小作者同士で、いわば組織、組合を設立して直接国と調整することが望ましい対処法じゃないか

なと思っております。例えば約62ヘクタールを市が一括して買うとなると、これ一般財源で対応しなけれ

ばならなくなります。例えば畑が平米当たり2,000円としましても約12億4,000万円の一般財源を一時持ち

出すことになりますので、これは財政上非常に厳しいということになりますので、その該当している小作

者のほうで組織を立ち上げて国と交渉するのが一番ベターじゃないかなと思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

先ほども答弁しましたように、乳牛専業農家に対しても肉用牛と同様の助成事業は行っております。ま
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た、平成24年度まで生乳の供給も順調に供給してありますので、その供給不足となった原因が何なのか究

明し、経営者みずからがまずその対策を講じなければならないと思っております。

◎建設部長（下地康教）

みなし控除、いわゆるシングルマザーの非婚世帯に対する家賃のみなし控除があるのかと、それに何件

かということでございますが、今現在のところ調査中でございます。結果が出次第ご報告申し上げたいと

思います。

◎前里光恵議員

再々質問をいたします。

先ほどの答弁で教育委員長は、今定例会に提案した、依頼をした理由について伺いました。その中で、

これまで議論してきたのは現議員だから今定例会の提案だというお話でございますけども、改選後のね、

議会が構成されます。再来年、平成27年度方針として出ている宮原小学校、審議会で１年審議をして決め

るということになるんですよ。私はこれちょっと納得できないし、そういう説明には疑問を持たざるを得

ませんね。宮原小学校は、審議会の１年で決着をつけると。しかし、来間中学校については、今現職の議

員が４年間議論してきたからこれで決めてくれと。いかがですか。それについてどのようにお考えですか。

さて、本日まで私は市民の皆様の負託を受けてですね、４年間宮古島市議会議員として頑張ってまいり

ました。職責として一般質問はですね、本当に一度も休むことがありませんでした。頑張ってこれたと思

っております。市民の皆様には温かい励ましとご指導をいただき、大変お世話になりました。この場をお

かりして衷心より厚く御礼を申し上げます。まことにありがとうございました。

以上をもちまして私の一般質問は終わります。

◎教育委員長（宮國 博）

先ほども２つの理由を挙げてご説明申し上げましたけれども、来年度の４月１日をもっての来間中学校

の廃校でございますのでね、それから逆算をしてきて来間中学校が下地中学校に統合されるために準備期

間も含めて９月がタイムリミットですよと、こういうことで今定例会に上程依頼したということでござい

ます。ですから、また皆さん方のほうがずっとこれまでこの件については議論もしてこられましたのでね、

皆さん方の判断を仰ぐと、こういう立場でございます。ですから、今定例会におけるところの上程は、こ

の２つの理由をもって私どもは依頼したと、こういうことでございます。

◎議長（平良 隆）

これで前里光恵議員の質問は終了いたしました。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。

休憩します。

（休憩＝午前11時56分）

再開します。

（再開＝午後１時30分）

午前に引き続き、一般質問を行います。

順次質問の発言を許します。

◎垣花健志議員
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さよなら議会ということで、気持ちもどうも落ちつかないような、寂しいような気がしながら一般質問

に入りたいと思います。日ごろより、いろんな形でですね、行政に、当局にお願いをすることがあります。

特に道路に関してだったりとかですね、いろんな、池間の問題もそうでしたけれども、本当にいろんな問

題お願いしながらですね、それを積極的に、迅速に取り組んでいただいているということに非常に感謝を

いたしております。特に道路のこと、農林水産のことについてですね、部長の皆さんが積極的にすぐ取り

組んでいただいていることの姿勢にですね、心から感謝をしながら、本当にこのような姿勢こそ市民に求

められているんではないかというふうに思っております。今後ともご尽力を願いたいというふうに思いま

す。

それでは、通告に従いまして一般質問を行いたいと思います。まず、市長の政治姿勢についてでありま

す。これは皆さんもそうだと思うんですが、いろんな支持者の方々とですね、お話をするときに出てきた

話なんですけれども、市長については非常に人気がありましてね、大変いい評価をいただいております。

ただ、その中で、できたら直接市長に声を届けたいという方が何名かおりまして、その中で前市長の場合

には市長へ直接届くファクスがありましたよねということで話があってですね、非常に好評だったことを

思い出しました。そういうことができないのかどうかということで質問はしましたけれども、これについ

ては市民からの要望というふうな形で、答えていただかなくても結構ですが、答えたいということであり

ましたらどうぞひとつよろしくお願いしたいと思います。

次に、庁舎のＬＥＤ化についてでありますけれども、この電気の問題ではですね、本当にいろいろ取り

組みがなされているというふうに思っております。ただ、市民の中からですね、平良庁舎のほうは済んで

いるような気がするけれども、ほかの庁舎はどうなっているのかというふうな質問がありました。今後ど

のような形でこの問題に取り組んでいくのか、現状と今後についてをお教え願いたいと思います。

次に、飛行機の飛行ルートについてであります。実はこの問題は、大分前にも質問をいたしました。い

わゆる改善をされていたというふうに考えておりますし、下地地区の川満地域の皆さんもですね、いや、

昔はそうでもなかった、一度ひどかったんですけれども、取り組みした後そのルートが変更されて静かだ

ったという話をしておられました。ところが、最近、時期も時期でありまして、向こうにお伺いをする機

会がふえましてですね、座っておりましたら非常に、もう話ができないぐらいまでの騒音がすることがあ

ります。聞きましたら、やっぱり航空会社の参入によってちょっとルートが変わったのかなというふうな

話もしておりました。間違いなくルートが変更されているというふうに私は感じておりますけども、この

辺のところ調査されているのかどうか、その対応についてお伺いをしたいと思います。

次に、教育行政についてお伺いします。来間中学校の統廃合については何名かの議員の方が質問をされ

ておりまして、来間の皆さん、そして宮古の教育関係者の皆さん非常に今一番心配されているんではない

かなというふうに思っております。その中で私が質問をしたいのはですね、これは恐らく最終本会議で決

まるわけでありますけれども、もしこれが承認された場合ですね、統合についての例えば作業工程の中で

どういった委員会が設置されて、どのような取り組みがされていくのかということをお伺いをしておきた

いと思います。それは今聞きましたら、議会の議決がない限りそういったものに取り組めないということ

で、公にはなっていないということを聞いております。例えば私自身としては、もし統廃合された場合に

ですね、特にスクールバスとかですね、そういったことも含めて子供たちに対するいろんな処置が必要に
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なってくるというか、処置というよりもいろんな形で利便性の問題が出てくると思うので、その辺のとこ

ろをどうなっていくのか、統合に向けた作業工程というのがあるのかどうかですね、その辺のところをお

教え願いたいというふうに思います。

次に、来間中学校の生徒たちと下地中学校との交流があったか、体験入学等のことがあったかというふ

うなことでありますけれども、これも実は聞き取りをしますと、こういうことをすると統廃合ありきだと

いうふうなことで、そういったことはしてこなかったという話を聞いております。特に下地中学校の校長

にもこの問題についての話は何もしていないということを聞いておりますけれども、今後もし統廃合が決

まった場合ですね、それが決まるまでの間にそういった体験入学的なことはされるのかどうか、お伺いを

しておきたいと思います。

次に、福祉行政についてお伺いをいたします。これは何名かの議員が聞いていると思いますが、保健師

の確保についてですね、市の取り組み状況がありましたらお教え願いたいと思います。

それと、保育所のですね、用地について、６月の一般質問でですね、国有地の提供についての質問をい

たしました。６月の定例会の中の答弁はですね、６月末に説明に来るということで答弁をいただきました

が、その後認可外保育所の皆さんと国のですね、用地についてのお話をしてあるそうでありますが、いた

だいた資料では非常に面積が狭隘でですね、これで本当に満足なのかというか、充実した施設がつくれる

のかどうかというふうな感じがします。この辺についてですね、実際のところを、この敷地についての当

局の考えを聞かせていただきたいというふうに思います。

次に、無認可保育所の助成についてでありますけれども、これは高吉幸光議員も質問していたかと思い

ますが、一番ですね、この待機児童の対策については、やっぱり無認可保育所の充実、拡大が必要だとい

うふうに思います。その中で、市がどれだけこの認可外保育所にですね、助成をしていけるのか、認可外

がどれだけ取り組んでいけるのかというのが大きな要因になってくると思いますので、その辺のところを

ですね、今後助成についてどのような助成を考えていらっしゃるのか、お伺いしたいと思います。

次に、農林水産業行政についてでありますが、干ばつ対策についてということでありますけど、これに

ついては砂川明寛議員と前里光恵議員に詳しく答弁されておりますので、割愛をさせていただきたいと思

います。

次に、農商工連携事業についてということでありますけれども、これは県の事業だそうであります。た

だ、県の事業とはいいましてもですね、実際漁協にいる組合員の皆さんからいうと非常に直接的な問題が

ありましてですね、特に事業内容がどのようなものがあったのか。

それと、半生モズク機の稼働についてということでありますけれども、実はこれは大分前に導入されて

いるようでありますが、これが稼働をしていないということを聞いております。組合員からは、なぜあれ

だけ高価なものを導入していながらそれが使えないのかと。特にご存じのように、もしモズクを半生にし

たり、乾燥したりするとですね、島外に販売することがすごく容易になってくるというふうなことでこの

半生モズク機の導入に至ったというふうに思いますけれども、現在稼働をしていないと聞いておりまして、

これも結構長い期間だと思いますけど、これがなぜ稼働をしていないのか、調べがついているようでした

らお教え願いたいというふうに思います。そして、できましたらその責任の所在もはっきりしていただけ

るとありがたいと思います。
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次に、池間島の野そ対策についてであります。これは、６月定例会の一般質問でも行いました。非常に

もう多い。実は車を走らせて、昼ですよ。車を走らせていてもその道を横断していくぐらいですね、いる

んですね。本当に驚きました。その後、先月でしたか、地元の新聞にですね、その野その被害、キビの被

害状況が載っておりました。皆さんもごらんになったというふうに思いますけれども、この被害状況につ

いてどのような被害があったのか、どれぐらい被害があったのかですね、お教え願いたいと思います。

それと、空中散布について、これは下地明議員も質問されたかと思いますけれども、聞くところによる

とやはり向こうには野鳥が非常に多いということで、飛来するということでですね、その野鳥の会の皆さ

んの反対があるのかなというふうな気もしますけれども、いや、もうこれは、もうこういうこと言ってい

る場合ではないと思うんですね。私が６月で一般質問したときには、要するにツツガムシ病というのがあ

るということで、実際病気になった人もいるわけですし、実は血圧の高い人がそれにかかって、直接の原

因ではなかったけど、そのせいもあったんじゃないかと言われている人もいるんですね。だから、ツツガ

ムシ病をなくすためにもぜひこの野そ対策は強力にやっていただきたいというふうに思いますけれども、

空中散布についてできるのかどうか、どうしていくのかをちょっとお教え願いたいと思います。

次に、圃場整備についてお伺いいたします。これは大浦地区の土地改良についてということであります

けれども、これは農林水産部長にもお話をしましたが、入り口のほうでですね、県道から大浦に入るとこ

ろはどちらかというと部落上がっていましてね、左側、右側の畑には大雨のときにその部落からの水が物

すごい量流れてくるんですね。集水ますがあるんですけれども、これがもうその役目を果たしていない。

私呼ばれて行きましたら、畑の土が物すごい量流されているんですね。夏植えやっていなかったからよか

ったようなものの、あれ夏植えやっていましたらね、完全にもう一度植え直しという状況でした。それを

聞きましたら、いや、これはもう土地改良すべきだというふうなことを話しされていたと思うんですが、

地元の人に話をしましたら、いや、もうぜひ我々としても土地改良をしたいという話がありました。これ

についてですね、例えばその圃場についての説明会は大浦地区では開かれているのかどうかも含めてぜひ

説明をお願いしたいと思います。

次に、サンゴ礁の保全についてお伺いいたします。これは、実は６月の29、30日にですね、沖縄本島の

ほうで地球温暖化防止とサンゴ礁保全に関する国際会議というのがあったんですね。これは非常に、宮古

島でもご存じのように八重干瀬というのがあるわけでですね、特に八重干瀬というのは、実はこれ本から

の抜粋ですけども、「１年に３日だけ姿をあらわす幻の島」という題であるんですが、「潮が引いて露出し

たときには、南北約10キロメートル、南西約７キロメートルという宮古島の10分の１の大きさの浅瀬にな

る。国内最大のサンゴ礁群である」というふうに書いてあるんですね。私がこれ見たときに、もっとこの

サンゴ礁、そしてこの八重干瀬をですね、日本国中にＰＲしていいんではないかというふうに思ったわけ

であります。このサンゴ礁に関する会議が来年も沖縄で開催されるということでありますけれども、これ

に対してですね、その誘致をするという気持ちがないのかどうか。ぜひ誘致活動を行っていただきたいと

いうふうに考えますけども、それについての市長のお考えをお聞かせ願いたいと思います。

次に、トラッシュ率についてであります。これは、それぞれの農家はですね、１カ所にしか納めていな

くて、他社のトラッシュ率については余りわからないと思うんですね。ところが、業種によっては両方に

またがって仕事をしている人がいまして、全然違うんだというふうな話をしておりました。高いとか安い
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とかという前に、そのトラッシュ率はできればやはり同じであるべきだと思いますし、なぜその辺の違い

があるのかどうかをお聞かせ願いたいというふうに思います。

道路行政についてお伺いいたします。市道の管理についてでありますが、腰原12号線というのは比嘉不

動産のほうからずっと富士製菓製パンのほうに抜ける道路だというふうに思いますけれども、特に比嘉不

動産の前はですね、雨のときには水がたまるし、晴れると砂ぼこりが出て、非常にもう大変な道路であり

ます。これは前にもやったことあるんですが、現在も補修というか、改修がされていません。この辺につ

いての改修の予定とかですね、そういうものがないのかどうか、お伺いしたいと思います。

高野９号線につきましては、実は実際行ってきまして、恐らく担当の方が何なりの処置を行っていると

いうことで、これについては割愛させていただきます。

環境行政についてお伺いします。不法投棄についてであります。これはもう本当何回もやっているんで

すが、とりあえず今回はですね、平成24年度と平成25年度の処理実績について報告を願いたいと思います。

それと、不法投棄監視パトロールについてでありますけれども、実は私が１カ所、長北のほうでですね、

農道を通っておりましたら異臭がするので、行ってみるとですね、不法投棄がされていたんですね。非常

に残念な思いがしました。下地敏彦市長になってから本当に真剣にこの問題に取り組んできてですね、テ

レビでのＰＲもやっていますし、いろんな宮古テレビでも映していただいたりとかしていながらですね、

いまだに不法投棄があるということについて、非常にはっきり言えば我々島の人間のですね、モラルの問

題でありますから、そういう意味では非常に寂しい思いがしました。不法投棄の監視パトロールをもっと

強化していただきたいという意味での質問であります。これらについてお答え願いたいと思います。

今後の取り組みについてでありますけれども、なぜ不法投棄がなくならないのかということなんですが、

取り締まり方法に問題があるのかと書いてありますが、私は何度も言っていますように、やはり名前を公

表すべきだというふうに思っております。聞きましたら、マスコミのほうでも一度もその名前を公表した

覚えがないということでした。そういう意味では我々がというか、我々島民がですね、この不法投棄に対

して、悪く言えば不法投棄したって捕まらないし、名前が出るわけでもないし、罰金があるわけではない

と。わからなければ何やってもいいんだというふうな感覚にいるのかなというですね、非常に悲しい思い

がしました。そういう意味でも、もし不法投棄のですね、名前がわかるようでしたらぜひ公表していただ

きたいと思いますが、その辺についてのご答弁をお聞きしてから再質問したいと思いますので、よろしく

お願いします。

（「議長、済みません。休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後１時49分）

再開いたします。

（再開＝午後１時50分）

◎市長（下地敏彦）

せっかくですから、市長への意見等を聞いてもらいたいというのについてのお答えをしたいと思います。

現在、市長への手紙というか、ファクスの制度はありません。今、市民生活課の市民相談係を事務局にで
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すね、目安箱、電話、ファクス、手紙、メールあるいは具体的に来所していただくという形で意見等を受

け付けて、そしてそれぞれの市の関係する部署にですね、その旨連絡して対応しております。それぞれの

部や課で対応が難しい、あるいはこれは市長に直接したほうがいいというものについては私にも連絡がご

ざいます。したがって、市民からの意見等については一応私に届けられるようにはなっております。直接

ファクスという形がいいのかどうか、そうすると一々これをまた各部に仕分けるという作業もやらなきゃ

ならないということで、とりあえず窓口をですね、市民生活課市民相談係というのがあります。そちらの

ほうにとりあえずご連絡をいただければありがたいと思います。

◎副市長（長濱政治）

不法投棄について、平成24年度、平成25年度処理実績についてでございます。平成24年度の処理実績に

つきましては、一括交付金を活用いたしまして約5,500トンの処理をいたしております。平成25年度は、

８月末現在で約23トンの不法投棄ごみの処理をいたしております。

続きまして、不法投棄監視パトロールについてでございます。不法投棄監視パトロールにつきましては、

本市が各地域に委嘱しておりますクリーン指導員13名の方が活動しておりまして、不法投棄現場を発見し

た場合は環境衛生課のほうにすぐ連絡してもらい、連携して対応するという体制になっております。また、

毎月の活動状況報告書を提出していただいて、活動状況を把握しているところでございます。

続きまして、同じく不法投棄について、今後の取り組みについてでございます。ごみの不法投棄は違法

行為であり、環境破壊につながると機会あるごとに新聞、広報誌、テレビＣＭ及び清掃活動を通して周知

してきたところですが、いまだになくならないというのが現状でございます。不法投棄を行う者に対しま

しては、本人と特定できる証拠を提示し、廃棄物の法律及び宮古島市の条例に基づき、指導、指示書、始

末書を提出させ、処理期日を明記した上で期日まで処理できない場合には宮古島警察署に告発してまいり

たいというふうに考えております。その時点で名前を市のほうで公表するかどうかというふうなことにつ

きましては、これは非常に微妙な問題で、実際に告発して本当にその人なのかどうかというところが、捜

査権のあるところでやっていただかないと簡単に公表というわけにはこれまいらないというところがあり

ますので、その辺はご理解いただきたいと思います。

◎総務部長（安谷屋政秀）

垣花健志議員の庁舎のＬＥＤ化についてお答えしたいと思います。

平良庁舎については、平成21年度に省エネ照明器具に切りかえてあります。平良庁舎以外の庁舎につい

ては照明器具の取りかえに多額の経費が必要となるため、順次検討しながら進めていきたいと思っており

ます。

◎福祉部長（渡真利健次）

垣花健志議員の福祉行政について、待機児童対策について３点の質問がありましたので、順次お答えし

たいと思います。

保育士の確保について要請活動等はどのようになっているのかというご質問でありましたが、最初に本

市のですね、待機児童数は、何回もご説明申し上げているとおり、平成25年度の４月１日で80人となって

おりますが、本市では待機児童の対策といたしまして、待機児童の要因である保育士不足解消に向けて法

人保育園で組織する宮古島市法人保育連盟と合同で、８月５日と６日の２日間、沖縄本島の保育士養成大
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学や専門学校を訪問いたしまして、宮古島出身者の学生に対してですね、地元保育園への就職呼びかけを

実施しております。今後も待機児童解消のため、保育士の新規確保や退職保育士のパート活用等可能な限

り保育士確保に取り組んでまいりたいと考えております。

次に、保育所用地の国有地提供についてお答えします。保育所用地への国有地提供については、沖縄総

合事務局財務部から去る５月27日に説明がありました。宮古島市における国有地の提供予定地は、国家公

務員宿舎、これは気象台の南側の用地であります。面積4,000平米のうち、現在更地部分で約1,000平米に

ついて提供可能であること、そして提供方法については売買もしくは有償定期借地権を想定しているとの

説明でありました。それで、沖縄総合事務局からの説明を受けて、７月４日に認可外保育施設の園長会議

において内容等を説明しております。

次に、無認可保育所への助成についてお答えします。市としましても、認可外保育園が待機児童の受け

皿として果たしてきた役割は大きいものだと認識はしております。認可外保育所への助成については、今

年度市単独補助金も含めて昨年度より451万1,000円を増額して1,853万7,000円の予算措置をしてありま

す。認可外保育園の支援強化については、今後も取り組んでいきたいと考えております。

◎生活環境部長（平良哲則）

まず１点目に、航空機の飛行ルートについてでありますが、航空機の騒音につきましては、本市は平成

18年度に下地の川満団地とほか２カ所において、離陸、着陸全便を対象に測定した結果、調査地点３カ所

は当時環境基準以下でありました。現在の飛行ルートの変更について県に問い合わせたところ、平成25年

３月に変更しているとのことでありました。この飛行ルートの変更等の決定は国が行うということであり

ますので、今後この変更経緯等について確認していきたいというふうに思っております。

次に、サンゴ礁の保全についてでありますが、サンゴ礁保全に関する国際会議につきましては、ことし

の６月29、30日に開催されておりますが、今回宮古島市はレセプションのみの参加でありまして、次回か

らは会議にも参加したいというふうに思っております。この八重干瀬は国指定の文化財になっており、こ

の広大なサンゴ礁を全国へアピールするため、毎年八重干瀬まつりを開催しております。今後とも宮古島

観光協会と連携して取り組んでまいります。

なお、サンゴ礁の保全に関する国際会議の宮古島市誘致につきましては、主催している環境省と県にこ

の八重干瀬の国指定の文化財に指定された実情等も示しながら誘致の要望をしていきたいというふうに考

えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

最初に、農商工連携事業について、１点目に事業内容について、２点目に進捗状況について、３点目に

半生モズク機の稼働について、一括してご答弁申し上げます。

ご質問の農商工連携事業は経済産業省が所管する補助事業で、宮古島漁業協同組合と藤枝市の西光エン

ジニアリング株式会社が連携体となり、宮古島のモズクをグリーンモズクや半乾燥モズクにして販売し、

新たな市場開拓を行う内容となっております。

進捗状況については、平成24年度は2.1トンのモズクを加工し、グリーンモズクとして販売していると

のことです。

半生モズク機については、設備の一部不良により稼働及びモズクの販売が計画どおりに進んでいない状
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況にあるとのことですが、今年度において漁業協同組合、モズク生産者、西光エンジニアリング株式会社

のメンバーにより今後の展開について話し合いを行い、計画の達成に努めていくと聞いております。

次に、池間島の野そ対策について、１点目のキビ被害の現状についてご答弁申し上げます。沖縄県病害

虫防除技術センター宮古駐在によると、池間島に多く見られるのは雑食性のクマネズミで、被害状況は、

池間地区で平成24年６月から12月の調査の調査平均が2.39％、池間島を除く宮古本島の平均が0.76％とな

っております。平成25年８月現在では、池間地区が3.13％、宮古本島では0.63％となっております。

２点目に、空中散布についてご答弁申し上げます。これはきのうも答弁申し上げましたが、これまで池

間地区においては地上防除でお願いしておりました。今年度も、８月26日に地上用の薬剤を配布してあり

ます。ただ、地元からは航空防除ができないかという要望もございますので、今年度は10月末に宮古本島、

伊良部地区で予定している航空防除を池間地区においても湿原や住宅地を除く圃場及び雑木林を対象に実

施し、野その被害状況などの経過を監視してまいりたいと思っております。

次に、大浦地区の土地改良についてでございます。議員のほうから、大雨による土の流出があるという

電話を受けました。そこで、担当課のほうで現場を確認しております。その結果、やはり圃場整備をしな

ければ今後とも大雨のときには土砂が流出するということで、担当課の職員が現地に赴いた際にその地区

の受益者の皆さんが何人かいらっしゃったと聞いております。その際、その受益者の皆さんに口頭で圃場

整備あるいはかんがい排水事業の手順等について説明したと聞いておりますので、早目にですね、15名以

上の推進員を決めて、代表者を決めていただいて要請していただければと思っております。

次に、トラッシュ率についてご答弁申し上げます。サトウキビのトラッシュ率は、サトウキビの品質測

定を公平かつ的確に行うため、さとうきび品質取引実施測定要綱に基づき実施しております。各工場とも

サンプル採取重量はコアサンプラーによる無作為に約８キロのサンプリングをし、トラッシュを測定して

おります。各工場のトラッシュ率が違うという指摘がありますが、圃場の条件、天候、生育状況、また手

刈り及びハーベスター等収穫条件が各原料搬入状況により違っているため、その地区によるトラッシュ率

が変わることがあるかと思っております。沖縄製糖管内では、手刈りが1.04％、ハーベスター刈りが

12.79％。宮古製糖城辺工場が、手刈りが0.82％、ハーベスター刈りが13.13％。宮古製糖伊良部工場で、

手刈りが1.3％、ハーベスターが14.07％となっております。この際、このサンプリングするところでは農

家代表の方が立ち会っておりますので、公平に行われているものだと理解しております。

◎建設部長（下地康教）

垣花健志議員の道路行政について、比嘉不動産から富士製菓製パンへ抜ける腰原12号線のご質問につい

てお答えしたいと思います。

ご指摘の箇所は、以前より雨水処理が施されておらず、雨天時には通行に支障を来し、また一部破損箇

所もあるため、今年度浸透ます設置、路面補修工事を予定をしております。しかし、この一帯においては

全体的な雨水処理改善が必要だと考えておりますので、状況を見据えて段階的に改善措置を行っていきた

いというふうに考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

垣花健志議員の教育行政について、来間中学校の統廃合について、統廃合に向けての委員会の設置ある

いは来間中学校の生徒たちと下地中学校との交流等についてのご質問ですが、学校規模適正化の議会議決
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後、地域住民や保護者、学校関係者等を含めた推進委員会を設置していきたいと考えております。推進委

員会の中で通学手段等について協議を深めていきたいとも考えております。

次に、下地中学校との交流についてですが、去った６月に来間中学校の校長を講師に平和に関する講話

が下地中学校で開催されたと伺っております。また、実力テストの合同開催もあると伺っております。教

育委員会としても、今後両校の交流について学校と協議しながら進めていけるよう尽力していきたいと考

えております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後２時10分）

再開します。

（再開＝午後２時10分）

◎垣花健志議員

答弁ありがとうございました。

市長への意見、要望についてでは、非常に細かい答弁をありがとうございました。やはり確かに考えて

も、いろんなファクスとか要望が来たとしても、全部各課に振るとすると同じようなことになってしまう

のかなと。また、本来であるなら我々議員がその役目を果たすべきでもあるわけでありますから、その辺

のところはぜひ要望が来ましたら適切な措置をお願いをしたいというふうに思います。

庁舎のＬＥＤの使用状況についてですが、平良庁舎はもう済んでいるということで、上野、下地、城辺、

伊良部の庁舎がまだだという話でありますけれども、順次取り組んでいただきたいというふうに思います。

航空機の飛行ルートについては、ことしの３月に変更されたという答弁でしたよね。それがなぜ変更さ

れたのか。それと、正直申し上げて非常にうるさい。ぜひその辺のところはですね、迅速に対応していた

だきたいということで、今ルートになった理由とかですね、そしてできましたらその騒音の調査もしてい

ただきたいなというふうに思います。ただ、調査以前に実際そこで生活をしていて非常に迷惑というか、

電話も聞こえない、話も途中でとまるというふうな、会話も途中でとまるという状況でありますので、こ

の辺のところはぜひもとのルートへ戻していただけるようにですね、お願いをしていただきたいというふ

うに思います。

来間中学校の統廃合についてでありますけれども、もし議決後ですね、本当に子供たちが中学校に行っ

たときにどのようなことになるのか、正直言って島民の方も我々も初めてのことでありますから、どうな

るのかわからないという心配があるかと思います。そういう意味でも、ぜひそういう不安を払拭するため

にもですね、今後どのようになっていくのかというものは的確な本当は答弁が欲しかったなという気がし

ます。特に私としては、スクールバス等も含めてですね、実際に現実的な答弁がいただければなと思って

おります。

福祉行政につきましては、就職活動の呼びかけを８月５日と６日に行ったということでありますけど、

その結果についても少しお教え願いたいというふうに思います。正直申し上げて、保育士の待遇がですね、

私はいいとは考えておりません。そういう意味でも、今後その保育士の待遇を改善していくことによって
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待機児童の問題も片づいていくのかなというふうな気がします。この保育所の説明のものを見ていまして

ですね、その研修事業で上限額13万円、研修受講等というふうに書いてあるんですけど、この13万円とい

う額がどの額なのかをちょっと教えていただきたいというふうに思います。

それと、先ほど福祉部長のほうから説明がありました沖縄総合事務局から提案のされたその土地の件で

ありますけども、1,000平米、約300坪、これは使えないんじゃないですか。小さいと思いますけれども、

なぜこのような土地を提案をしてくるのか。確かに借りることもできますし、買うこともできる。借りる

んでしたら10年から30年とかですね、いろんな要件はあるんですが、実際それ以前にこの用地そのものが

使える広さがないというのが本当のところなんですけど、この辺のところはその沖縄総合事務局の担当の

方とは話しされなかったのかどうか、その辺をちょっとお教え願いたいと思います。聞きましたら、２カ

所ぐらいの保育園がもし用地があったらぜひ建築をしてそこに移転をしたいというふうな話もあるそうで

あります。この辺のところの確認をですね、ぜひお願いをしたいなと思います。

先ほども休憩をして聞きましたけれども、池間島の野そ対策、皆さんも確認したと思いますが、平成

25年、ことしの８月の段階で3.18％が池間島のキビの被害、そして島内は0.63％と、非常にあの小さな島

でこれだけのキビの被害が出ていると。本当に真剣に取り組まなきゃいけない問題だというふうに思いま

す。ぜひこの辺のところですね、取り組みの強化をお願いをしたいというふうに思います。

それと、半生モズク機の稼働についてでありますけれども、計画どおり進んでいないというだけの答弁

だったんですが、稼働していないと聞いているんですね。実際やっていてそれが計画どおり進んでいない

ということなのか、計画したとおり稼働していないのかどうか、その辺のところちょっとお教え願いたい

というふうに思います。

時間が余りないので、私サンゴ礁についてのですね、ことをやっておきたいと思います。答弁でですね、

国の指定を受けたという答弁がありましたね。国指定の文化財であると。これはいつ指定を受けたのか、

ちょっとお教え願いたいと思います。

実はこのサンゴ礁についてはですね、八重干瀬については柳田国男さんが非常に積極的に調べて、そし

てそのサミットも開いているぐらいのことでですね、この八重干瀬のことについてお米のことから始まっ

てくるんですね。この島に八重干瀬渡るために大陸からお米の種を持ってきて、宮古島で生活をして、稲

を植えて、その稲が米として北上していったという説があるんですね。そういう意味では、この八重干瀬

をですね、もっとやっぱり日本だけじゃなく、僕は世界にもっとアピールしていいと思うんです。そうい

う意味では、文化財としてというよりも、もっと大きな取り組みができないものなのかどうか、ぜひこの

国際会議をですね、二通りあるわけですね、地球温暖化防止と、そしてサンゴ礁の保全。ですから、サン

ゴ礁の保全についてだけでもですね、ぜひこの誘致活動を積極的に行っていただきたいというふうに思い

ますけど、ぜひご答弁をいただいて、少しばかり再々質問をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

◎福祉部長（渡真利健次）

垣花健志議員の再質問で、保育士の待遇改善、そして就職要請活動の成果はどうなっているかという再

質問にお答えします。

保育士の待遇改善等については、法人保育所の連盟の方々とお話しした中でも非常に積極的に取り組ん
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でいくと。そして、要請活動の中でもそのように大学、専門学校の担当の方にはですね、そういう形で待

遇改善に努めておりますので、ぜひお願いしますという形で取り組んでおられていました。そして、成果

についてはですね、今何人の方が応募をなさっているのかというのは今時期はちょっと答えられないです。

というのは、法人のほうが２月ごろにならないと確定、応募してきて内定するというのが年明けになると

いうことですので、そういう時期にならないと何名の方が応募してきたかというのはご説明申し上げられ

ないということです。

次に、議員お示しの資料で、研修事業費で上限13万円という金額の件なんですが、これは認可外保育施

設のですね、１施設の研修費用として上限額を13万円としますということであります。ですから、今現在

市のほうでは認可外保育施設等の研修費用として30万円ほど予算を確保しております。

次に、国有地の1,000平米について使い勝手が悪いんじゃないのか、狭くないのかというご質問でした

が、国のほうの方針は公務員宿舎については年次をかけてですね、将来的には撤退する予定ですが、とり

あえず今すぐに提供できる用地としましては、それは更地になっている部分しか提供できないと。あとの

3,000平米相当分についてはまだ公務員住宅が建っている状況で、これは今後しばらくは使うということ

ですので、そういう形での説明でありました。

◎生活環境部長（平良哲則）

八重干瀬の国指定でありますが、これはことしの３月27日に指定されておりまして、指定の理由が宮古

島に固有の生活文化とのつながりのもとに親しまれてきた優秀な海浜の風致景観であり、我が国最大の卓

上サンゴ礁群として重要ということで名所及び天然記念物というふうに指定されております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

先ほど申し上げた農商工連携事業は、宮古島漁業協同組合及び西光エンジニアリング株式会社のほかに

地元業者も出資し、ＬＬＰによって運営されております。先ほど申し上げたように、平成24年度は2.1ト

ンのモズク加工がありましたが、平成25年、今年度においては設備の一部不良もあって稼働していないと

いうことであります。先ほど申し上げたように、今年度において漁業協同組合、漁業者、西光エンジニア

リング株式会社で今後については話し合いが持たれると聞いておりますので、要望があれば市もその話し

合いに参加して、必要とされる支援があれば支援してまいりたいと考えております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午後２時24分）

再開いたします。

（再開＝午後２時24分）

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

一つの通学手段等の例としまして、スクールバスをまず想定していますけど、その運行時刻あるいは回

数、ルート等も含めて協議していくことになるかと思いますけど、そのほか来間中学校の記念室とか、あ

るいはその他地域に関する教育の関連事項等多々協議していくことがあるかなというふうに考えておりま

す。
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◎生活環境部長（平良哲則）

航空機の飛行ルートについての再質問にお答えします。

この飛行ルートの変更については、先ほど申しましたとおりに国がこれ決定するということで、今後変

更した経緯をですね、国に確認していきたいということであります。もう一点は、まだ地元からそういっ

た要請とか、そういうのが来ていないということであります。

◎垣花健志議員

ご答弁ありがとうございました。特に教育長職務代行者教育部長の答弁ですね、ぜひ地元の方の本当に

不満も重々理解もできるし、そうかといって子供たちのですね、今後のことを考えたら本当に大変な作業

だなという気がしますけれども、ぜひ頑張っていただきたいなというふうに思います。

それと、騒音問題でありますけれども、地元からの声がないというのはちょっと答弁として少しどうか

なと思うんですね。議員がその声を聞いて、そしてここで地元の代弁者として私は質問をしているつもり

であります。そういう意味では、地元から何もないというのはどうかなと思いますけれども、先ほどの農

林水産部長の圃場整備にしてもやはり地元に行って、それを見てやはりそういった話が出てくるわけであ

りますから、その辺のところはぜひご理解とご協力をお願いしたいなというふうに思います。

これまでもたくさんの議員がさよなら議会の話をされておりました。私も補欠選挙から５年間、宮古島

市の議員としてこの場に立たせていただいて、市民のいろんな話をさせていただきました。退職される皆

さんには本当にお疲れさまでしたと申し上げたいし、これまで頑張っていただいた皆さんにですね、敬意

を表したいと思います。そして、残った我々は、精いっぱい頑張ってまたこの議会へ戻ってきてですね、

市民の生活福祉向上のため、そして宮古島市の発展のためですね、頑張っていければいいなというふうに

思っているところであります。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで垣花健志議員の質問は終了いたしました。

◎新城啓世議員

夏休みで帰省した早稲田大学で宇宙工学を専攻する友人の息子が、将来下地島で仕事ができたらいいな

と父親に話したそうです。なぜ下地島かと聞くと、自分は長男だからと言ったそうです。今どきなかなか

できた子供だなと思いましたけれども、大分前にも一般質問で触れたことがありますが、十七、八年ほど

前に宇宙開発事業団関係者が下地島をロケット発射基地候補として視察に来たことがあります。その後に

ついてはよくわかりませんけれども、また文部科学省の事務次官をされた方が二、三年前下地島空港のロ

ケット基地としての可能性に触れた資料がネット配信されています。ただ、ある国で駐在大使も務められ

たこの方は鹿児島下地島という表現をしていますので、ちょっと気になりますけれども、21世紀後半を背

景にしたＳＦ美少女航空アクションアニメで国連直轄防衛機関の天体危機管理機構が下地島に置かれ、４

人の少女が下地島を航空基地として大空を舞台に繰り広げる物語が、ネット配信、ＤＶＤ発売されている

そうです。続きまして、17年前の私の業界誌に投稿した「新年の見果てぬ夢」では、200X年に橋でつなが

った伊良部下地島から宇宙旅行へとロケットが飛び立っています。下地島空港利用で沖縄県が本格的に乗

り出しました。宇宙への発進基地としての下地島空港が夢ではなくなる日が来るかもしれないという話で
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自分を奮い立たせながら一般質問を進めてまいりたいと思います。

まず、市民の健康問題について伺いますが、厚生労働省がこのほど発表した2010年沖縄県内市町村別生

命表によると、宮古島市男性の平均寿命は県下最下位、女性も下から２番目という新聞報道です。そして、

2011年度県内11市の特定健診の有所見者割合を見ると、男性のメタボリックシンドローム該当者及び予備

群が62.4％、その代表的な項目である肥満率は53.2％と、いずれも２位以下を大きく引き離しています。

糖尿病も12.9％、高血圧も59.3％と県下ワースト。女性もほとんどが下位に位置している結果について生

活環境部は、「新たな対策が必要だが、本人の意識が大切。詳しい原因はわからないが、この結果を踏ま

えて検討したい」としています。市民の健康問題は市の財政にあらゆる形で大きく影響するわけですから、

緊急に取り組まなくてはならない最重要課題かと考えます。

そこで伺いますが、2008年から始まったこの特定健診ですが、この対象者数とその受診者数、つまり受

診率の推移についてご説明をいただきたいと思います。

２番目に、2012年度までの５年間の受診率や保健指導実施率の目標到達度によって何らかのペナルティ

ーがあるようですが、これに対する市の見解と今後の対応策等についてお聞かせいただきたいと思います。

３つ目に、厚生労働省が発表した宮古島市の実態に対する市の見解ですが、市民の40歳から74歳までが

特定健診の対象となっています。男性でその53％が肥満、60％が高血圧という実態を含めて市民の健康問

題をどのように捉えているのか、お聞かせいただきたいと思います。

そして、これまで取り組んできた結果を検証して今後の取り組みについてどのようにお考えか、お聞か

せいただきたいと思います。

次に、この国民健康保険の特定健診対象者以外の市民の健康。この特定健診は、公的医療保険加入者が

その対象者となっていますけれども、国民健康保険加入者以外の社会保険等に加入している市民の健康に

ついて、実態を把握していればそれについてもご説明をいただきたいと思います。

次に、介護保険被保険者の健康について伺います。質問通告では後期高齢者となっていますけれども、

介護保険被保険者対象でお答えいただきたいと思います。介護サービス受給者の実態について、介護区分

ごとの人口比、被保険者比ですね。及び在宅介護か施設介護の区別等についてお聞かせいただきたいと思

います。

本市の介護サービス費用はどのくらいになっているのか、そして市の負担とその原資はどうなっている

のかについてもご説明ください。

介護サービス費用の市の負担額は12.5％という数字がありますけれども、この負担減額のために市はど

のように取り組んでいるのか、お聞かせいただきたいと思います。

それから、最近介護施設の車がよく見受けられます。この介護施設の実態について、事業所の形態とか、

そういったものについてご説明いただければと思います。

それと、施設の収容者数に関しまして、その需給バランスについても把握しておれば説明をしていただ

きたいと思います。

それから、介護サービス等についての問題点と今後の施策についてもお聞かせいただければと思います。

続いて、児童生徒の健康問題について伺います。小中学校の運動会の入場行進を見るときに、10人に１

人は明らかに肥満児と見ます。統計によれば、30年前に比較して全国的に子供の肥満は２倍にふえている
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そうです。子供のメタボリックシンドロームの判断基準は、中学生でウエストが80センチ以上、小学生で

75センチ以上といいますから、市民の皆様の周囲を見渡したとき、心当たりはないでしょうか。子供の肥

満の70％は成人になっても移行するといいますから、大人のメタボリックシンドローム予備群が運動場を

走り回っているわけです。また、子供の高度な肥満は糖尿病や高血圧などの生活習慣病を併発することも

あるということですが、宮古島市の子供たちの肥満の実態はどのような数値を示しているか、お聞かせい

ただきたいと思います。

次に、特定健診の結果、宮古の肥満率は男性で53％、女性で38％と出ていますけれども、子供のころの

肥満がそのまま平行移動したと単純に考えたら、子供の肥満を解消することが大人の生活習慣病予防の近

道ではないのか。子供の肥満の背景を市はどのように捉えているのか、そしてそれを改善する手だてはな

いのか、お聞かせいただきたいと思います。

それから、予期せぬ闘病生活を強いられている宮古の子供たちの実態はどうなっているのか。自宅ある

いは病院で長期療養中の子供たちの実態と、それに対する行政の経済的あるいは教育の支援体制はどうな

っているのか、お聞かせいただきたいと思います。

それから、市職員の健康問題について伺います。市民の生活福祉の向上のために業務に精励する市職員

は、心身ともに健康であって初めてその職務が遂行できると思います。「隗より始めよ」という中国の故

事があります。行政を進めるに当たってはまずみずから襟を正さなくてはならないという観点から、市長

を先頭に職員を挙げて取り組むことが求められています。ちなみに某議員もメタボリックシンドローム予

備群から脱出するために日々努力をしておりますけれども、そこで伺いますが、市職員のメタボリックシ

ンドロームの実態はいかがか、男女別にお答えいただきたいと思います。

私は、エコアイランドにふさわしく、自転車通勤を推奨していますが、今後のメタボリックシンドロー

ム対象取り組みについてお聞かせいただきたいと思います。

次に、教育問題について伺います。今定例会の最大の焦点になっている学校統廃合について伺います。

昨日もきょうも質問でこの問題が取り上げられておりますが、先日の新聞投稿でも反対の厳しい論調が掲

載されています。９月23日には、庁舎前駐車場で反対集会が開かれるとも聞いています。そこで伺います

が、まず来間自治会の学校の存続を求める請願書に対する見解についてお聞かせいただきたいと思います。

宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例で来間中学校の廃校、下地中学校への統合案を上程して

おりますが、この問題については９月５日の本会議の質疑でも、11日の文教社会委員会でも議論され、今

定例会の最重要議案として受けとめられています。来間自治会から議会へと提出された来間中学校の存続

を求める請願書については、所管の文教社会委員会で審査されました。この請願書の内容が来間住民の意

思の集約と捉えられるかと思いますが、教育委員会はこの請願書をどのように受けとめるのか。文教社会

委員会の審査の中で、請願書の紹介議員と質疑を交わしましたが、要領を得ませんでしたので、幾つか取

り上げて教育委員会の見解をお聞きしたいと思います。これらのことを恐らくこれまでの説明会の中でも

答えてきたことと思いますが、教育委員会の説明会に臨む姿勢に対して批判が大きい中、懇切丁寧にお答

えいただきたいと思います。

まず、１点目に、通学距離５キロは精神的、体力的負担となり、学校生活への影響が大きいという問題

について教育委員会はどのように受けとめるのか。もしそうであるとすればその解決策はあるのか。
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２点目に、台風発生時や冬場の通学は安全上、健康管理上大きな課題と指摘しているが、このことにつ

いてどう捉えるのか。

３点目に、保護者に経済的負担、精神的負担を強いることは人権上、福祉上の権利が損なわれるとして

いるが、保護者の経済的負担、精神的負担についてどのように理解しているのか。また、それは保護者の

人権、福祉にかかわることになるのか。

４点目に、統合で今以上の学習環境にはならず、むしろマイナスのリスクが大きいと訴えているが、当

局はどのように考えているのか。

５点目に、来間中学校の廃校は憲法で定めた教育を受ける権利を著しく侵害することになるのかについ

てお答えいただきたいと思いますが、以上この請願書から抜粋して今お聞きしていますけれども、このよ

うな問題点が請願書として記されることは、住民に対する説明不足を指摘されても仕方のないことかと思

われます。請願書を出された来間自治会が少しでも統合に対して理解が得られるような説明、答弁を求め

ます。

次に、小中一貫教育についてですが、先ごろの新聞に名護市教育委員会が屋我地に小中一貫校の設立を

目指しているとの報道です。沖縄県では久志小中学校に次いで２番目になりますが、現在の生徒数は小学

校61名、中学校32名ですから、本市では西辺小中学校の規模になります。これからの学校統廃合の進め方

において参考になるかもしれませんが、通告では下地小中一貫教育とありますけれども、下地も含めた統

合対象校の総体的な見解をお聞かせいただきたいと思います。

続いて、行政サービスについてお伺いします。平成17年10月１日、５市町村が合併、宮古島市が誕生し

て満８年になります。市内全域に旧市町村名を冠した看板標識等が見受けられます。行政の怠慢だと指摘

する手厳し市民もいますけれども、名残として懐かしむ市民もいます。新市が誕生してまちの景観にどの

ような変化があったかというと、従来の役所、役場の看板が書きかえられた程度かと思われます。平良庁

舎の２階、４階は特にお年寄りやお子さん連れの市民が駆けつけるところです。それだけに最も細やかな

配慮が必要な部署になるはずですが、あれだけのスペースで気配りのきいた市民サービスができるのか、

常々疑問に感じております。市長は新庁舎建設を公約に掲げておられますが、合併特例債期間が延長され

たとはいえ、徹底した市民サービスのためには早急な庁舎建設が求められているかと思います。この件に

ついては先ほど前里光恵議員からも指摘されていましたが、この庁舎建設の計画について改めてお聞かせ

いただきたいと思います。

今検討中の段階のようですけれども、これ希望といいますか、要望というか、これを話しておきたいと

思います。ぜひですね、庁舎建設計画は、庁舎そのものが宮古島市のランドマークになるような、宮古全

域から眺望できるような、しかも生産性のあるお金が産めるような展望台を併設した庁舎にしていただき

たいと思っております。

関連して聞きますけれども、どこの国に行っても、地方に行っても、国や市を代表する象徴するような

自然景観や造形物があります。これがいわゆるランドマークと言われるようですけれども、宮古島市のラ

ンドマークは一体何なのかというふうなことについて、市の見解をお聞かせいただきたいと思います。

そして、これは質問とお願いになりますけれども、５市町村が合併して一つになったわけですから、こ

の象徴的な合併の象徴、新市誕生の象徴的なモニュメントの建設計画はないのか。もしあったら聞かせて
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いただきたいし、なかったらぜひつくっていただきたいと要望しておきたいと思います。

それでは次に、また同僚議員の中には耳の痛い話になるかもしれませんけれども、今定例会でも取り上

げました。宮古島市は庁舎内禁煙、学校敷地内も禁煙となっているはずですが、実態はどうなっているの

か、詳しくお聞かせいただきたいと思います。

次に、職員のサービス業としての意識改革について伺います。地域住民の志向や要求にスピーディーに

対応するためとして、行政は最大のサービス産業として取り組んだ先駆けは島根県の出雲市と言われてい

ます。サービス業が顧客からそっぽを向かれたら会社は倒産ですが、宮古島市の職員はこのことについて

どのように受けとめているのか。もし職員がサービス業従事者であるとの認識があれば、特に窓口業務の

職員の来庁者への応対は若干違ってくるものと思われます。市民に対する職員の応対に点数をつけるとす

ればどの程度か、宮古島市は職員の意識の改革にどのように取り組んでいるか、お聞かせいただきたいと

思います。

次に、最後の質問ですけれども、市道の里親制度の拡充についてお聞きします。平成17年、当時の平良

市道路建設課長、狩俣照雄氏が発案した県内初の道路の里親制度は、翌年も受け継がれて以来、第１給油

所から東側の信号交差点まで市民有志の手によって植栽ますが管理されてきております。合併時を挟んで

一時休止したものの、再開。昨年は、道路と公園の里親制度として新たに３団体が認定されています。ア

ダプト・プログラムは、一定区間の場所を養子に見立てて愛情を持って面倒を見るというボランティア事

業の一つの呼称で、公園や道路がその対象となり、全国的に展開されています。県内では那覇市が行って

いるようですが、平良市時代に始まった制度は現在どのようにされているのか、今後どのように活動して

いくのか、お聞かせいただきたいと思います。

また、この制度を全ての集落道路に拡大できないか、あるいは自分の家の前の道路は自分で管理すべき

といった観点から義務化するような条例化はできないか、お聞かせいただければと思います。

答弁を聞いた上で再質問します。

◎市長（下地敏彦）

総合庁舎とシンボルタワーの建設についてお答えをいたします。

まず、総合庁舎につきましては、市民の利便性の向上、それから業務の効率を図るためには、やはり総

合庁舎の建設というのが必要であるというふうに考えておりますし、行財政改革の中でも将来その方向が

一番望ましいというふうに示しております。しかしながら、一方で建設費が膨大になりますし、財源の確

保等についても慎重に検討しなければならないということで、目下どうするかということを検討している

ところです。総合庁舎のあり方については、東日本大震災後防災機能というのが非常に重視をされました。

今、市の防災計画も見直しを進めております。そういうのも含めてですね、検討しなければならないとい

うふうに思っています。総合庁舎ですから、宮古島市のシンボルとなるような、あれが宮古島市の総合庁

舎なんだというふうなのがわかるような議員のおっしゃる宮古のランドマーク的なイメージは必要であろ

うというふうに思いますし、そのランドマークそのものが一つのモニュメントというイメージにもつなが

るだろうなというふうに思っておりまして、そういう形の庁舎ができればいいなというふうに思っており

ます。これについては、当然市民の皆様方のご意見、あるいは建築家の皆さん方のご意見等々いろいろと

お聞きしながらですね、どういう形のものが宮古島市のイメージなのか、どういう形にすれば象徴的な建
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物になるのか、使い勝手はどうなのか、市民への利用度としてどれが利便性があるのか、そういうふうな

ものはこれから検討してまいりたいというふうに思っております。

次に、市の職員のサービス業としての意識の改革ということでありますが、市役所は文字どおり市民に

役立つところでなければなりません。そのため、市の職員は全体の奉仕者であるということを自覚して親

切丁寧に市民に接しなければならないということは、私が言うまでもありません。このために職員が共通

認識を常に持って仕事をするという意識改革が必要であると考えております。職務の能力向上の研さん、

市民へのサービス向上に向けた接遇の研修などこれまでもやってまいりましたけれども、今後ともしっか

りとそういう市民に対する対応についての研修等を進めてまいりたいというふうに思っております。

◎副市長（長濱政治）

特定健診についてでございます。４点ほどございました。一括してお答えいたします。

その対象者数とその受診者数、受診率の推移ということでございますけども、平成21年度１万1,850人、

これが対象者です。受診者が3,895人、32.9％。平成22年度１万1,801人、これ対象者。受診者4,371人、37％

の受診率。平成23年度１万1,896人、対象者ですね。受診者4,481人、37.7％。それから、現在平成24年度

の対象者数が１万1,805名で、受診者が4,415名。最終的な受診率は11月中旬に最終決定いたしますけれど

も、９月６日現在で37.4％の受診率となっておりまして、去年、前年度の37.7％を超えるんではないかと

いうふうに考えております。このように少しずつではございますけれども、受診率は上がってきてまいっ

ております。ちなみに平成23年度の県内11市の特定健診の平均受診率は、35.8％でございました。宮古島

市は37.7％で、11市のうち４位と中ぐらいに位置しております。しかしながら、さらに受診率アップに積

極的に取り組む必要があると考えておりますので、またさらなる取り組みをしていきたいというふうに考

えております。

その受診率向上対策でございますけれども、基本的に本人が自覚を持って受診していただくのが一番で

ございますけども、そういうわけにもいきませんので、受診率向上対象の参考にするために、検診日程、

場所などをどのように知ったか、なぜ行かないのか、広報誌やチラシの告示の方法はわかりやすいのか、

もっとデータが必要なのかといったアンケート調査を実施して受診率アップにつなげていきたいというふ

うに考えております。また、各団体、事業所等も含めまして、各団体に対しましても協力をお願いいたし

まして、検診についての説明会を実施させていただいております。

あと、県内市町村別生命表の結果から本市の実態に関する見解と取り組みということでございます。県

内市町村別生命表では、宮古島市の男性の平均寿命が78歳で県内で最も低く、女性も県内37位と最下位か

ら２番目に短い平均寿命であるということは、議員ご指摘のとおりでございます。特定健診未受診者に検

診所見に異常が出てくる方が多く、放置しているとさらに平均寿命の低下につながるおそれがあることか

ら、未受診者対策を積極的に推進していく必要があると考えております。特に平均寿命が短い主な要因は、

食生活の乱れ、飲酒過多、それから運動不足等が考えられることから、食育の徹底や禁煙の推進、節酒や

過度の飲酒への弊害の説明会、それにウオーキング、それからノルディックウオーキングや軽運動などの

促進等積極的に進めているところでございます。できるだけ市民の生命、財産を守るためにしっかりと取

り組んでいきたいと思っておりますけども、なかなかこれだけは本人の意識が非常に大事だと思いますの

で、本人の意識向上に役立つようにもっともっとＰＲしていきたいというふうに思っております。



- 186 -

◎教育委員長（宮國 博）

来間自治会からの請願書の内容について、どのように教育委員会は考えているのかというふうなご質問

だということでお答えをしたいと思います。

議員ご指摘のとおり、５項目に分けて答えるわけですが、まず通学にかかる負担というのは下地中学校

までの通学距離が長くなるということで、生徒や保護者等に負担がかかることを懸念しているということ

だろうと思います。

次の台風発生時などの安全管理とは、強風の中で通学の安全性を指していることだと思います。

それから、保護者の経済的、精神的負担とは、通学距離が長くなることによって生徒の送り迎えに係る

経済的な面や登下校の時間の安心、安全面に対する精神的負担だと思われます。

それから、統合は学習環境の悪化ということは、過小規模校から大きな学校に移ることによっていじめ

等の問題等が起こるのではないかという懸念を指しているというふうに考えております。

それから、廃校は教育を受ける権利を侵害するということは、児童生徒は希望する学校に、要するに来

間で教育を受ける権利を持っているということを言っているだろうと思います。それで、教育委員会とし

ては、通学に関してもスクールバス等の適正配置を検討しております。通学時の安心、安全面については、

十分万全を期して対応することで児童生徒の、あるいは保護者の通学に関する心配、負担の軽減はできる

ものと考えております。

教育を受ける権利につきましては、現在の状態よりもよりよい教育環境の中で学校生活が過ごせるもの

と考えているわけでございます。したがって、教育を受ける権利の侵害にはならないと。むしろ教育の権

利の充実、拡大になるものと思っております。

それから、いじめの問題があるんじゃないかというふうな懸念に対してはですね、受ける側の下地中学

校も校長を初め職員、生徒が十分に心配りをしながらですね、そのようなことが起こらないよう取り組み

をするわけでございます。また、来間の生徒に対しては、ソーシャルワーカーあるいは臨床心理士等が教

育委員会にはおりますので、十分な精神的なケアが図られるものと思っております。

議員ご指摘のように、この問題がなぜこれだけ説明が不十分だというような話になるのかということな

んですが、これについては我々ももちろん十分反省しなきゃならないところもたくさんありますが、この

議論のかみ合うようなですね、今後の事業の進め方の中では、事前にも調整しながらですね、やっていか

なきゃならないと思っております。そもそも学校の児童生徒の教育を受ける権利、これをどのようにして

我々も考えていくかというふうなことがこの問題の本質だろうとは思っております。少し長くなりますけ

れどもですね、大変いい機会ですので、議員の皆さん方にもご理解いただくためにですね、少し長くなり

ますが、私どもの考えを述べたいと思います。

憲法で「すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を

有する。」とあるわけです。これを受けて教育基本法ができるわけですね。その教育基本法の中で、「義務

教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎を培

い、また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的として行われるもの

とする。」とうたわれているわけです。ですから、この教育基本法のうたわれていることを実現するため

に中学校設置基準、いわゆる学校設置基準ですね、１学級の生徒数は40人以下、学級は原則として同学年
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の生徒で編制すると言っているわけです。また、通学区域については、適正な規模の学校と教育内容を保

障し、これによって教育の機会均等とその水準の維持向上を図る観点から、通学距離はおおむね６キロ以

内とするとあるわけです。ですから、憲法及び教育基本法に照らした場合、今の来間中学校にはさきに述

べたような要件を満たしておらず、今後もですね、大きな変化ないものとして我々も考えておりますので、

行政を預かる者としては生徒の能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎を培うために適正規模

の学校での教育を共有させることが生徒の将来を考えた場合よりよい選択であると考えています。教育を

受ける権利を侵害しているのではとの質問ですが、行政はよりよい教育環境を整備していく責務があるが

ゆえに生徒たちが質のよい、高い教育を受ける権利を保障するための努力を我々していかなきゃならない

と、このように考えているところでございます。

◎総務部長（安谷屋政秀）

新城啓世議員の市職員のメタボリックシンドロームの実態についてお答えしたいと思います。

平成24年度の職場健診の結果、メタボリックシンドロームと診断された職員は、男性で受診者386名中

124名、女性で271名中９名がメタボリックシンドロームと診断されております。それに予備群と言われて

いる職員を含めますと256名となります。なお、今後の取り組みについては、メタボリックシンドローム

の該当者や予備群になっている職員については特定保健指導事業により保健指導を行っております。内容

としましては、食生活、それと運動等の指導を行っております。

次に、庁舎内喫煙室の設置でありますが、現在宮古島市の各庁舎内は基本的には全面禁煙となっており

ます。平良庁舎では正面玄関入り口の左側に喫煙コーナーを設けてありますが、庁舎内に喫煙室を設ける

スペースは困難であると考えております。

◎福祉部長（渡真利健次）

新城啓世議員の市民の健康問題、後期高齢者市民の健康ということで５点ほどご質問がありましたんで、

お答えしたいと思います。

まず最初に、後期高齢者ということであったんですが、一般の被保険者ということで介護サービスの第

１号被保険者数及び介護サービス受給者の実態についてというご質問にお答えしたいと思います。平成

24年度末で介護保険の第１号被保険者数は１万2,133人で、介護認定区分ごとの介護サービス受給者数は、

要支援１が256名、要支援２が242名、要介護１が452名、要介護２が505名、要介護３が496名、要介護４

が423名、要介護５が338名で、要支援、要介護サービス受給者は全体で2,712人となっております。なお、

ご質問のひとり暮らしの介護世帯に関しては、介護給付サービス認定において世帯構成の分類を行ってい

ないため、そのひとり暮らしの介護受給者という数字は把握しておりませんので、申しわけありませんが、

数字で示すことはできません。次に、自宅介護か施設介護の区分については、自宅介護給付で2,115人、

施設介護給付で597人となっております。

次に、2012年度介護サービス費用総額及び市の負担額とその原資というご質問でありました。介護保険

給付費の負担割合は、公費分として国が25％、県が12.5％、市が12.5％になり、保険料負担で第１号被保

険者が21％、第２号被保険者が29％の負担割合となっております。平成24年度の介護保険給付費は総額で

52億5,180万1,220円となっており、市の負担額は総額の12.5％相当額の負担となりますので、６億5,647万

5,152円となっております。
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次に、負担減額のためどのような施策を行っているのか、事業内容とサービス等について説明申し上げ

ます。本市では、高齢者が運動を通して要支援や要介護状態にならないように、平良、上野、下地、城辺、

伊良部地区で看護師や運動指導士による転倒骨折予防教室、そしてまた筋力を鍛えていつまでも元気で過

ごせるように筋力アップ教室とか、それらの介護予防事業に取り組んでおります。そして、介護予防事業

の推進によって要支援者、要介護者になるのを防ぐとともに、要介護者の重度化を予防することによって

介護給付費の抑制に努めております。また、本市では、国保連合会の介護給付適正化システムの活用及び

居宅介護支援専門員等の職員を配置して、ケアプランのチェック及び居宅サービス給付費の適正給付に努

めております。

次に、介護施設の実態、事業所の概要とか入所者数、従業者数等についてのご質問にお答えします。介

護保険法上の介護施設は、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設の３種類がありま

す。介護老人福祉施設、俗に特別養護老人ホームと呼ばれておりますが、その概要は、常時介護が必要で

居宅での生活が困難な方が入所して日常生活上の支援や介護が受けられる施設となっております。本市に

は養護老人福祉施設は４施設ありまして、収容能力は210人、入所者も210人となっております。施設に働

かれていらっしゃる従業員数は、142名となっております。次に、介護老人保健施設の概要についてです

が、状態が安定している方が在宅復帰できるようにリハビリテーションを主としたケアを行う施設であり

まして、本市には介護老人保健施設は２つあります。２施設ですね。そして、収容能力は180人、入所者

も180人となっております。２施設に従事なされている職員は、従事者数は154名となっております。次に、

介護療養型医療施設ですが、概要といたしましては医療法に基づき、病状が安定期にある要介護者に対し

て医学的管理のもとに介護、その他の世話や必要な医療を行う施設であります。これは、本市には２つの

施設がありまして、収容能力は115人、入所者も115人となっております。今申し上げた施設以外にもです

ね、入所のできる指定及び無指定の有料老人ホーム等が14カ所あり、確認された収容能力は349人で、入

居者数は現在314人となっております。

次に、問題点と今後の施策ということで、老老介護ですか、老人が老人を介護するとか、あるいは施設

入所など経済的に苦しい世帯に対する市の支援策についてというご質問でありました。介護保険制度では、

介護保険施設等を利用の低所得者の方には負担低減の制度がございます。介護保険施設に入所した場合、

介護サービス費の１割の負担、そして利用施設に係る居住費、食費、日常生活費の全額が利用者負担とな

りますが、低所得者の介護施設利用が困難とならないように、所得に応じた負担限度額までを自己負担と

して、残りの基準額との差額分は介護保険から給付されるということになります。つまり低所得者は、生

活困難者等の方々には、施設の利用負担額の減額が設けられているということになります。そしてまた、

利用者負担が高額になった場合については、サービス利用月で所得に応じた上限額が決められております

ので、この上限額を超えた場合、申請に基づいて超えた分が高額介護サービス費として支給されるという

ことになります。

◎生活環境部長（平良哲則）

特定健診対象者以外の市民の健康実態ということでありますが、40歳以上が特定健診の対象となります

が、それ以外については市で若いうちからの健康を重視し、20歳以上の方に基本健診の受診勧奨を行って

おります。受診者は年々ふえており、昨年は約250名の方が受診しております。受診の結果は男性の肥満
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が多く、40歳以上と同様に生活習慣の見直しが課題であるというふうになっております。また、特定健診

以外では全ての市民にがん検診を実施しておりますが、年々受診率が低下しているのが実態でありまして、

がんは死因の第１位で約３割を占めておりますので、がん検診受診率向上に向けて力を入れていきたいと

いうふうに今考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

新城啓世議員の市道の里親制度の拡充についてのご質問にお答えいたします。

里親制度は、農林水産部のみどり推進課のほうが担当することになりますので、私のほうでお答えいた

します。里親制度につきましては、年々市民の皆様にも浸透しており、認定者数も徐々にふえております。

現在の認定者数は46団体が認定を受けて活動しております。また、年１ないし２回花木等の管理講習会を

開いて会員の皆様の技術の向上を図っております。里親制度は、必ずしも植栽ますがあるところだけでは

なくて、団体から申請があった場合、その設置箇所を担当部長のほうが確認しまして、交通に支障のない

ところであれば認めております。ただ、プランターは申請団体のご負担になりますが、肥料、土あるいは

苗木等は市のほうで配布しております。この里親制度を活用して市民の皆さんがますます美化活動に励ん

でいただくことを希望しております。

それと、条例によって義務化してはどうかというご質問がございましたが、やはり美化活動については

ボランティアでの推進が望ましいかと考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

新城啓世議員の市民の健康問題、児童生徒の健康について、肥満の状況、市の取り組み、そして地域療

養者の実態と行政の支援のあり方について、一括してお答えいたします。

平成24年度の学校保健統計調査報告書からですと、この報告書の中で示されている数字では肥満度20％

以上を肥満傾向児、20％以下を痩身傾向児とし、その対象児の割合を示してあります。宮古地区小学校男

子では2.06％、女子で1.14％、小学校沖縄県全体で男子1.87％、女子1.32％、中学校男子宮古地区で0.75

％、女子で0.7％、沖縄県全体で中学校男子0.73％、女子で0.74％。この宮古地区の場合には、多良間村

も含まれてございます。以上のデータとなっており、小中学校とも男子がやや肥満傾向の子が多いという

のが現状です。各学校においては、自校の保健データを踏まえ、学校保健委員会での対応を初め、校務分

掌上に食育担当者を置き、各学年ごとの年間指導計画のもとに計画的、継続的に養護教諭及び各学級担任

との連携を図りながら、食に対する正しい知識と情報、そして健康の保持、増進等について指導を行って

います。本市教育委員会としても、福祉部担当課と連携に努めるとともに各学校の食育、健康教育の取り

組み充実への支援に努めております。なお、入院等による長期療養を要する児童生徒については、宮古島

市管内には現在おりません。病弱と長期療養が必要で医学的に通常の学校生活ができないもしくは一定期

間学校への通学は困難と判断された場合、病院内に設置された院内学級への編入等の対応が必要となりま

す。

次に、教育行政について、下地小中学校の一貫教育の考えはないかということですが、教育委員会とし

ても県内の先進地の視察で小中一貫校を視察しています。現在教育委員会の中で小中一貫校が正式議題に

上がったことはありませんが、勉強会の中ではいろいろな事例報告もなされていますので、今後議論し、

考えていかなければいけない問題でもあると考えております。
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◎新城啓世議員

答弁を聞かせていただいて、再質問したい箇所何カ所か出てきましたけども、時間が随分過ぎています

ので、３点だけお伺いしたいと思います。

市民の健康問題についてでありますけども、肥満、脂質、糖尿病、血圧、腎機能等これはいずれにして

も飲酒との関係が指摘されているわけで、本市の飲酒習慣のいわゆるオトーリのあり方が医療関係者から

も問題視されています。そういうことを考えた場合に、市民の健康は生活環境部が言う本人の問題として

だけでは片づけられない社会問題にすべきではないかとも考えるわけですが、長年の生活習慣を直すこと

は困難であっても、何らかの警鐘を鳴らす時期に来ているのではないかと思うわけです、このオトーリの

問題についてはですね。これについていかがお考えかお聞かせいただきたいと、社会問題にすべきでない

かという私の考えにつきましてどう考えられるか、お聞かせいただきたいと思います。

次に、介護サービスについてですけども、先日の新聞報道によれば特別養護老人ホームの入所要件で介

護１、２が除外されるおそれがあると言っています。そうなった場合、先ほど答弁していただきました宮

古の４つの施設、210名ですか、の入所をしていますけども、もしこの入所基準が引き上げられた場合、

１、２が除外された場合、何名の人が退所することになるのか。あるいはまた、待機組があると思います

けれども、何名の方が入所を断念せざるを得なくなるか、もし数字があればお答えいただきたいと思いま

す。

児童生徒の健康問題についてですけども、小学生が3,400名、中学生が1,800名、約5,200名がこの宮古

の児童生徒数ですけれども、１人も闘病生活をしている子はいないということは非常にすばらしいことだ

と思います。しかし、このほど配付された第１次宮古島市総合計画後期計画の中に、健やかな生活を支え

る健康づくりの推進施策の中で、虫歯予防対策以外に子供の健康問題に関する項目が見当たりません。先

述しましたが、子供がメタボリックシンドロームだった場合、早くから動脈硬化が進み、三、四十代で心

臓病や脳卒中などを起こす危険性が高まると言われています。また、30代で心筋梗塞になった人の100％

がメタボリックシンドロームであったことがわかったそうです。そして、子供がメタボリックシンドロー

ムになりすやい生活習慣は、清涼飲料水、ファストフード、夜食、間食、夜型社会、朝食抜き、テレビゲ

ームのやり過ぎ等を挙げています。これからすると、宮古島市の子供たちは明らかにメタボリックシンド

ロームが育つ好条件の真っただ中にあり、大人の50％以上はメタボリックシンドロームですから、宮古島

市は日本一のメタボリックシンドローム大国、メタボリックシンドローム島市になりかねません。大人は

もとより、いずれ大人になるべき子供たちの健康問題への重点的な取り組みに沿うことを希望しておきた

いと思います。

まだありますけれども、時間がございませんので、その３点につきましてお答えをいただいてから改め

て登壇したいと思いますので、よろしくお願いします。

◎副市長（長濱政治）

市民の健康問題について、特に飲酒が大きな要因があるということで、何らかの警鐘を鳴らすべきであ

るということのご提案でございますけども、これまでの生活習慣等を考えますとなかなか難しいものがご

ざいますけども、保健所と、それからうちの健康増進課などと担当部局との話をしながら、具体的にどう

いったことが可能なのか、特に保健所あたりでは何かオトーリのレッドカードとか、イエローカードとか、
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そういったものを発行なさっているようでございますから、その辺のことも視野に入れながら話し合いを

して、適切な手段が講じられるように頑張っていきたいと思います。

◎福祉部長（渡真利健次）

新聞報道によりますと、要介護１、要介護２の老人福祉施設等からの入所の基準が厳しくなってという

ご質問であるかと思います。福祉部の介護長寿課のほうとしましても、この件についてはまだ正式な通知

とか、そういった改正に向けてなりますよというのは届いてはいませんが、新聞報道の中での解釈でいき

ますと、今現在要介護１と２で施設に入所されている方が28名ほどおりますので、その28名の方が影響を

受けるんじゃないかと思っております。

◎新城啓世議員

先ほど教育委員長の説明を伺いましたけれども、建前論が強過ぎて真意が余り伝わっていないのかなと

いうふうな思いがしました。これにつきましては、やっぱり機会があればですね、どんどん、どんどん不

安解消のためにもっともっとよくしていただく必要あるかなというふうな思いがします。よろしくお願い

します。

それでは、終わりに当たりまして一言申し上げたいと思います。３期12年間の議員生活最後の一般質問

を終えますけれども、市民の健康問題について今回は重点的に質問いたしました。一般家庭においても病

人を抱えることは精神的、経済的に大きな負担になるわけですから、やはり市においても市民が健康で明

るい豊かな宮古島市であってほしいと願うものであります。

本定例会で大きな焦点となった来間中学校の統合問題について、私見を述べたいと思います。私は、文

教社会委員会で来間中学校の存続を求める請願書及び来間中学校を廃校にするための条例案をあわせた形

で統合賛成論を述べさせていただきましたが、学校規模適正化検討委員会の立ち上げから議案上程になる

までの経緯については、一般市民からもその手法に対しては批判のあることは承知しております。しかし、

私は上程に至るまでのプロセスの是非を問うのは越権との立場から上程議案の審議に加わり、統合はぜひ

進めるべきとの結論を得たわけです。学校の存続問題は、地域のためにあらず、親のためにあるものでも

なく、子供の教育の立場で考えるべきとの結論になりました。フューチャースクールという先進的事業に

取り組む下地中学校が５キロ先にあるのに３年後の来間中学校を女の子２人の学校にしてはいけません。

先日来間小中学校の大運動会の入場行進を見せてもらいましたけれども、地域を挙げての運動会もできな

くなるとの声がありました。学校行事としてではなく、これまでと同じ形で地域行事としてむしろ子供た

ちが多くのクラスメートや先生方を引き連れてやってくれば、もっともっとにぎわうのではないでしょう

か。今、来間島には、国内外からの移住者で新しい形の地域社会が形成されつつあります。来間島の新し

い形の地域活動の中で培われた活力、息吹を下地地区、ひいては宮古全域のＰＴＡ活動に反映させること

ができれば、島はもっともっと活性するのではないでしょうか。委員会を傍聴に来られた市民の私に対す

る射るような厳しい視線が近い将来優しいまなざしに変わることを期待したいと思います。

去った日曜日、福嶺幼小中学校及び北中学校の運動会を見せてもらいました。両校の直線距離はせいぜ

い十五、六キロ、車で25分しかかからないそのありようの違いの大きさから、宮古島市の子供たちの学校

はこのままでよいのかという疑問が生じます。学校の規模適正化に揺れる宮古島市ですが、学校の再編は

対象地域だけではなく、宮古島市全域の問題として捉えなくてはならないと考えます。
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さて、12年前市町村合併を何としてもなし遂げたいという思いで平良市議会議員になり、合併後の宮古

島市議会議員も２期務めさせていただいてきておりますが、在任中一件の条例案提示もできなかったこと

を残念に思っています。特に宮古島市の議会がどうあるべきかを示す議会基本条例と宮古島市議員がどう

あるべきかを示す議員政治倫理条例の制定に手がつけられなかったことは、まことに残念であります。10月

の選挙で挑戦される同僚議員の皆様が全員戻ってこられて、この難題を解決されることを期待したいと思

います。市町村合併を強力に推進、新宮古島市の誕生に立ち会い、行政手腕にたけた市長を迎えて、市政

の安定を見届け、引退できることは、議員冥利に尽きます。

余談ですけれども、ただ市町村合併して１つだけ目算が違ったことがあります。市町村大合併で議員の

数が大幅に減少、議員年金制度が廃止され、年金がもらえなくなったことであります。しかし、これは国

会が決めたことですからやむを得ません。12年間市民のご理解とご支援のもと議員活動ができたことに心

から感謝を申し上げたいと思います。

終わりに、下地敏彦市政も２期５年目に入り、行政刷新で本来の行政を取り戻し、改革に改革を重ね、

宮古島市政に対する県内外の評価を高めたことには敬意を表したいと思います。職員の皆様が一層市民サ

ービス業に徹することを希望し、ご指導いただいた議会事務局の皆様方に感謝を申し上げ、そして市民の

皆様のご健勝、ご多幸を祈念申し上げまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで新城啓世議員の質問は終了いたしました。

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長します。

しばらく休憩して、３時55分から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後３時37分）

再開いたします。

（再開＝午後３時55分）

休憩前に引き続き一般質問を行います。

質問の発言を許します。

◎嘉手納 学議員

長い時間がたっていますけど、本日のトリを務めさせていただきたいなと思っております。

敬老の日や、市主催の敬老会が各地区でありました。その中で、きょう一般質問もされながら方言の、

きのうかな、前川尚誼議員が話しされていたんですけど、やはり敬老を迎えたおじいちゃん、おばあちゃ

んと今核家族になってなかなか住む機会が少なくなっていると。やはりこのおじいちゃん、おばあちゃん

と住む中で方言というのはしっかりした継承と、そしてプラスして先人たちが培ってきた知恵というんで

すかね、生きる知恵、そして昔のおじいちゃん、おばあちゃん、先人の皆さんが培ってきた宮古の伝統、

文化、そういうのを教えていただけるということで、伊良部地区の敬老会の挨拶で私は、親というのはい

るだけで丸もうけだと。親は自分の子供を注視して、何名いようが注視して、まともに誰よりも一番見る

んじゃないかなというふうなのは感じました。そういう意味でまた敬老を迎えた皆さんがますますご健康

であられることを願いながら一般質問に入っていきたいというふうに思っております。
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さて、最初の質問でありますが、今まで質問してきた内容の中でですね、何点か取り上げさせてもらっ

ています。その中で、下地島と伊良部島の間の入り江の環境整備について。この入り江環境整備について

は６月定例会でも質問いたしましたが、最初の初年度で300万円、そして500万円ということで予算が計上

されて、そして今回大きな形で取り上げていくというふうな経緯を僕は予想しているんですけど、この入

り江を大きく整備すると同時にですね、伊良部地域の観光行政が大きくさま変わりするんじゃないかなと、

伊良部地域の。というふうなことを今考えています。その中で、以前副市長から少し説明を受けましたが、

佐和田の浜のほうからですね、佐和田地域のほうから徐々に、今水が通らないような状況から少しずつそ

れをスムーズに流れるような感じでやっていくというふうなお話を聞きましたけど、その計画とですね、

年次計画等があるのか、大体いつまでの時期にやっていくのかですね、そこら辺を聞かせていただきたい

と思っております。

次にですね、下地島残地の有効利活用ということでありますけど、今現在城辺にある農業試験場をです

ね、下地島に移転する案が宮古島市から沖縄県に要望として上げるというふうに聞いていますが、宮古島

市が農業的利用ゾーンとして85ヘクタールを整備して、無農薬の野菜、果樹栽培を計画する中で農業試験

場を下地島へ移転することは、今後の下地島の残地の有効利用と宮古島市の農業振興に大きな期待が寄せ

られるのではないかと思いますが、沖縄県と宮古島市の調整はどうなっているのかと、聞かせてください

ということであります。やはり今市が買い上げてですね、残地を利用していくと、その近くでやはり反収

の高い農業、そして基盤整備をしていくと、そして担い手を育成していくという観点からも、このほうは

ぜひ進めていくべきことじゃないかなというふうに思っておりますので、答弁をお願いしたいと思ってお

ります。

次に、都市計画区域の見直しについて。以前この質問をいたしましたが、伊良部地域の都市計画につい

て、都市計画区域に編入された場合、道路の幅員の関係上、セットバックさえも設定できない。そうなれ

ば自然に再建築はできない状況が発生しますが、再建築が可能な場所と再建築ができなくなってしまう場

所が特に北区、佐良浜においては相当の割合で生じてくることについての具体的な対策はあるのか、現段

階で当局はどのように考えているのか。また、沖縄県との調整等も含めてですね、進捗状況を聞かせてい

ただきたいと思っております。

次に、スカイマーク社の再運航後のですね、状況についてでありますが、やはりこのスカイマーク社の

再運航ということの問題に関しては、宮古島市圏内の本当に観光産業、また生活の交通面というんですか

ね、それですごい大事なことと思っております。スカイマーク社の再運航後の利用状況は現在どうなって

いるのか、私たちの生活路線からしても、観光的な見地から考えてもスカイマーク社の継続は大きな役割

を果たしてくれていますので、利用促進はどのような状況になっているのか、聞かせてください。

次に、宮古島市総合庁舎の建設計画について。新城啓世議員もシンボルマークも含めて質問をされてい

ましたが、旧町村には現在も支所がありますが、支所はなくてはならないと地域の住民は考えていますが、

最低限の業務以外は職員定数の合理化、市民への行政サービスと利便性を考えた場合、どうしても総合庁

舎は必要不可欠だと思っていますが、市長はどのように考えているのか、具体的な計画があれば聞かせて

ください。このことについてはですね、私はやはり市民が各支所の安定を求めれば求めるほどですね、そ

こには職員の配置、そして臨時職員の配置も必ずふえなくちゃいけないというふうに思っております。し
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かし、そういう観点もやはりもう今後の行政サービスを考えた場合には統合せざるを得ないかなというふ

うに思っておりますので、ぜひよろしくお願いします。

次に、路線バスの見直しについてということであります。伊良部大橋完成後のバス路線見直しの案はで

きているのか。市民へのサービス向上と観光的な見地から、金額を幾らか設定して１日乗り放題の料金等

の設定はできないものかということであります。伊良部地域から例えばの話、病院関係、またいろんな利

用でですね、バスを、伊良部大橋ができた、完成した後に来てもですね、一旦おりてまた利用した場合に

やはり幾らかの負担が大きくなると思うんですよ。何年か前に京都にちょっと観光旅行させていただきま

した。そのときに市内を500円で乗り放題とかですね、あるんですよね。やはりすごい観光的な見地から

も、また市民的なサービスでも、もちろん無料が一番いいんですけど、またそれがなかなか難しければで

すね、やはりそういうふうな案もあっていいんじゃないかなというふうに思っておりますので、答弁を聞

いてから再質問をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

県の農業試験場を下地島に移転することについて、調整状況を聞かせてくださいということであります。

市は、下地島の農業的利用ゾーンの振興や先進的農業の導入、後継者の育成及び農業技術の開発による強

い農業の推進に向け、県の農業研究センター宮古島支所を下地島空港周辺の残地に移転するよう、８月に

開催した宮古管内県出先機関との意見交換会において要望をいたしました。これに対し沖縄県は、研究機

関は特殊な気象要因等の影響を受けない箇所で実施する必要があると。そのため、現在の農業試験場は島

の中央に設置していると。また、空港残地は海岸に近いことから、台風襲来時には塩害を受けるおそれが

あるなど試験圃場の適地としては言いがたいという回答がありました。しかしながら、市としましては宮

古島における適地作目の育成を考えた場合、むしろ宮古島は常に塩害を受けているという地域であります

から、塩害への対処する研究など宮古島地域の気象条件等を考慮した調査研究も必要であるということで、

今後も引き続き要請を続けてまいりたいというふうに思っております。

次に、総合庁舎に伴う支所の問題についてであります。総合庁舎については、市民の利便性の向上及び

業務の効率化を図るためにも建設が必要であるというふうには考えております。一方で、やはり庁舎建設

には膨大な費用を要しますことから、財源や建設時期について慎重に検討を進めているところであります。

総合庁舎の整備計画を進める中でですね、将来の支所機能もどうするかというのも一緒になってそのあり

方を検討していく必要があるというふうに考えておりまして、今のところは城辺、下地、上野の支所的な

機能を維持するという形にならざるを得ないなというふうに考えているところです。

◎副市長（長濱政治）

スカイマーク再運航後の状況についてでございます。

スカイマーク社は、６月から宮古―那覇間の運航を開始しております。再開後の航空路線の利用状況は、

６月の搭乗率が31.4％と低迷したものの、７月の搭乗率は55.7％、８月は86.0％と搭乗率は好調に推移し

ており、昨年度と比較しても搭乗率は向上しております。スカイマーク社が運航を再開したことにより航

空運賃の低減化が図られており、市民生活の負担軽減や観光振興にも大きく寄与していることから、市と

しても職員に対し利用促進の周知を図っているところでございます。今後ともスカイマーク社が継続的に

運航を実施していくよう、搭乗率の向上に向けた取り組みを推進していきたいと考えております。また、



- 195 -

機会を見ましてスカイマーク本社を訪問し、継続運航に向けて働きかけていきたいと考えております。

◎建設部長（下地康教）

嘉手納学議員の都市計画区域の見直しについてですが、伊良部地区を都市計画区域に編入した場合、建

築基準法が適用され、セットバックしても新たな家屋を建築できない箇所が発生すると考えられるが、市

はどのように対応するのかとのご質問にお答えいたします。

伊良部地域の都市計画編入については、区域編入と同時に建築基準法が適用されることから、昨年度に

建築基準法に基づいた道路の指定を行うための基準となる道路台帳を制作をしております。なお、現段階

の取り組みとして、昨年作成した道路台帳をもとに伊良部地区、佐良浜地区に分け、建築基準法に基づく

指定道路の判定会議を県の関係機関と行っております。今後は、指定道路の判定会議の内容をまとめた報

告書等を参考に都市計画区域の編入について検討をしていきます。

◎観光商工局長（下地信男）

路線バスの見直しについてご質問ですが、本市の生活バス路線につきましては伊良部大橋完成やバス交

通結節点、いわゆる乗り継ぎをスムーズにするためのターミナル機能の確保等の課題に向けて今後バス路

線の見直しを行うこととしております。今後県あるいはバス会社と協議しながらですね、やっぱり市民の

利便性を考慮して構築を図っていきたいと考えております。議論はこれからですから、まだ見直し案はで

きておりません。

それから、もう一点の提案です。一定料金による１日乗り放題について、これもたびたび議会から提案

をいただいておりますが、そのたびにバス会社に確認をしておりますが、バス会社のほうではですね、や

っぱり路線バス事業はもう赤字経営の状況にありまして、赤字を助長する可能性があるこのような取り組

みについては、なかなか料金を改定していくこのような制度を導入していくことはかなり困難であるとい

う回答を得ております。

◎伊良部支所長（川満勝彦）

伊良部島と下地島間の入り江の環境整備について、現在の進捗状況と今後の計画についてご説明いたし

ます。

６月定例会でも答弁申し上げましたが、平成24年度一括交付金事業により入り江の水質調査を実施しま

した。平成25年度においては、測量業務、雑排水処理検討調査並びに水域環境調査業務を行う予定であり、

現在一括交付金の増額について沖縄県に申請中でございます。平成26年度以降は順次整備を進めますが、

水産生物希少種の調査及び水路の作澪並びに生活雑排水の浄化施設の建設等を実施してまいります。事業

の完成は平成29年度を予定しておりますが、完成後は水産生物の種苗生産、放流や継続的な環境浄化の取

り組みとして地域住民への啓蒙普及を図ってまいります。

◎嘉手納 学議員

答弁ありがとうございました。

この入江の環境整備ですね、平成29年度完成を目指しているということであります。以前にも申し上げ

たとおり、希少動物が大変少なくなってきているんじゃないかなというふうな思いがしていると同時に、

やはり向こうで昔エビを養殖していた時期がありましてですね、やはりエビがとれると要するにヘドロも

ふえたわけですよ。それと、僕らの島ではタウナズと言うんですけど、ウナギがね、とれるのがふえたと



- 196 -

いうことであります。やはりそこには海の汚染が進んでいるんじゃないかなと思うんですね。ただ、あり

がたいことに一括交付金を利用いたしまして、このような状況で整備されていくことは、私たちは幼いこ

ろ、向こうで泳いで、潜って、足で海ぶどうひっかけて食べたという記憶もあります。それほどきれいな

海だったというふうに考えていただければですね、今逆に土や砂の中に生きていくエビやウナギがたくさ

んふえているということは非常に悲しいことであります。復旧に近い状況なら、また支所長ですね、ぜひ

また事業の計画を一日でも早く完成、平成29年度ですけど、すばらしいものにしていただけるようにお願

いをいたします。

下地島残地の有効利用ということで、今市長から説明がありました。ただ、ちょっと残念だなというの

があるんですけど、市長もまた強い農業を目指していくという段階的なことでですね、やっぱり下地島の

残地を、農業試験場を逆に向こうの残地の真ん中ら辺に持っていくという考え方もあるんじゃないかなと。

逆に下地島という利点を生かして、島でありますから、その島全体を無農薬でもっていくのも一つの利点

かなと。やはり島内、宮古島本島で全てを無農薬にということにはいかないと思うんですよね。ただし、

下地島地域、下地島内は全て無農薬以外はだめですよと、そしてそれを、そこでつくられた農産物を最終

的にはブランド化していくというふうな取り組みはできないものかなというふうに思っております。それ

も一つの案としてですね、やはり取り上げていただければありがたいなと。やはりこれが逆に言えば島だ

からこそ実現できる可能性の高い場所じゃないかなと思っていますので、この点についてはできれば再答

弁をお願いしたいなと思っております。

都市計画区域の編入、これは何回か質問をさせていただきました。きょう述べるのも２回目なんですが、

やはり北区と南区はもう全く道の形成も違えばですね、通称さん（岩）から下と言われる場所は、今要す

るにさん（岩）から下というよりそのさんの部分、岩の部分ですね、これがちょっとした地震等でも崩れ

落ちたりしているというお話も聞こえております。そういう中で、消防法でもひっかかる部分が多々あっ

てですね、万が一火事が起きたとしても消防車が入れない場所等もあるというのはご存じだというふうに

思っております。だから、そこら辺も含めてやはり今後見直しを考えていく。しかしながら、最初の質問

で申し上げたとおり、セットバックの基準にさえ達しない、２項道路にも達して、いわゆる条件満たさな

いというふうな、本当に僕らでもたまにお祝いとかいろんな場所で招待されると、家が見えるだけど、道

がどっからどう行っていいかわからないというのは現実的にあるんですよ。非常にですね、なぜこういう

ふうになったかなと思ったら、以前申し上げたように南区は農業で、馬車で生活する。北区は漁師であり

まして、乗り物は要らない。もりを担いで通れる道があればいいという生活環境が整ってしまったという

もので道路の環境が違ってきたのかなというふうに私はいつも思っておりますが、そこで本当に最悪の場

合、建設部長ね、北区と南区と分けて編入しなくちゃいかんのかなとか思ったりですね、また場合によっ

ては上のほうにその住居全体を下地地区で、今の観光商工局長は以前携わってやった、何棟か100坪ぐら

いずつ道路、電気、水道整備されて、分配した場所がありますね。そのような形でやっていく方法も一つ

の方法じゃないかなと。あれは過疎対策か何かでできたと思うんですよ。だから、そういう部分もですね、

いわゆる過疎地域でありますので、当時それを少し調べてほしいというふうにお願いした場合にですね、

伊良部に住んでいるという限定でやっていたんですよ。ところが、そうじゃなくて、伊良部出身の若い皆

さんが宮古島本島で結構多数住んでおられます。そういう方も含めてですね、アンケート調査してやって、
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そういうふうな形でやってもいいんじゃないかなというふうに思っておりますので、そこら辺も検討課題

の一つじゃないかなというふうに思っておりますので、そこら辺は答弁できるんなら答弁できてもいいし、

また今後の考えも聞かせてもらえればと思っております。

スカイマーク社の再運航後の状況についてですね、６月、７月、８月と非常に右肩上がりで数字が伸び

ております。やはり最初スカイマーク社が導入されたときに安さで皆さん喜んだと思うんですけど、やは

りまた行政もＪＴＡも今まで全日空も本当にいろんな部分で宮古島市に貢献してきたと思うんですが、た

だスカイマーク社が来た途端にやはり我々の市民生活というんですか、観光的にも土日とかですね、金曜

日の夕方来て日曜日のお昼帰るとか、そういうふうな観光的な産業もふえているというふうに聞いており

ます。この私たちの宮古島市で22％前後の自主財源であってこの一括交付金が今ある中で、交付税減額は

平成28年度から段階的に行われ30億円ぐらいの削減が出てくる。じゃ、その中で約30億円削減が出てきた

場合に何がどうなるかというと、自主財源が少なければやはり公共的な工事が出るのが少なくなることは

間違いなく私は思っています。その中で、じゃ今のうちから特にこの一括交付金があるうちに取り組んで

いかなくちゃいけないのは何なのかなと考えた場合に、やはり農業の振興と観光振興の２つを結びつけた

ものにしっかりと今取り組んでいかなければですね、ならないんじゃないかなというふうに思っておりま

す。大変厳しいことを言うかもしれませんが、建設関係はやはり道路、土地改良、そして今下地敏彦市長

が要するに宮古病院や図書館や総合庁舎もう着手に入っていこうとしています。そういう大々的なものが

つくられて終わった後に建設関係でどれだけの工事請負が出てくるかというのは、私は減ってもふえるこ

とはないというふうに思っております。それを宮古島のこういう地域で考えた場合には、やはり農業と観

光を生かすべきだというふうに思っておりますので、そういう中でスカイマーク社が低減、低運賃を促進

するような形でですね、ＪＴＡ、全日空、スカイマーク社の３社ありますけど、これ非常に大きいことで

す。継続しなければ宮古島の将来も僕は危ういというふうな感じで思っていますので、みんなで、市民も

ですね、一丸となって、３社はもちろん運航して、３社とも動けたほういいので、できるだけ３社の利用

でですね、いっていただければなというふうに思っておりますので、また市民の皆さんにぜひですね、ま

た市としてもまたぜひぜひ取り組んでいただきたいなと思っております。

総合庁舎の建設計画についてでありますが、私はたまに若い皆さんとか、いろんな地域の皆さんに問い

かけをしたことが何度かあります。伊良部の総合支所はなくてはいけないと。しかし、私は最低限の証明

書と各分野で最低限に将来は抑えなくちゃいけないと。じゃ、なくてはならないと強く言うんですが、じ

ゃあなたは大変申しわけないですけど、ことし何回市役所行きましたか。介護福祉、生活保護、そして児

童関係は結構行くんですけど、それ以外はなかなか市役所に用事がないという方が多いんですよ。ただ、

その中でやはり財政上を考えた場合に人件費というのは、職員の人件費、そして支所があればあるほど、

そこには本採用の職員はもちろんでありますが、嘱託、臨時職員が多数います。それも一つの宮古島の特

質かなというふうなお声もあるんですけど、ただ合併して、新城啓世議員が話されていましたが、議員が

大分減らされました。しかし、議員だけではなくて、当時の市町村長を初め、教育長、三役を含めて削減

したら約４億5,000万円ぐらいと言われていたんですが、それもやっぱり私たちの宮古地域の全体考えた

場合にはやむなしということで、当時合併特例も適用せずに、特に郡部の議員はそれに手を挙げたと。変

な話、自分で自分の首を切るような決断をした多数の諸先輩の議員の皆さんがいたということは事実であ
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ります。それで、私も２期７年というふうになっておりますが、伊良部町時代は。ただ、うるま市あたり

はですね、合併特例を適用して100名以上の議員がいたという事態がありました。だから、私は逆に言え

ば宮古島市の当時の諸先輩の議員の皆さんがですね、英断を下していただいたと。合併特例は適用しない

と、即選挙に入るんだと、私はそれ高い評価を先輩方には思っております。やはりそういう中で、庁舎も

もちろん人が多ければ多いほどそれはこしたことないんですが、総合庁舎は今検討中とおっしゃられます

けど、やはり人件費とかいろんなやっぱり職員の合理化、部局の合理化も含めてしっかりと対策して臨ん

でいくべきというふうに、できるだけ早いほうがいいんじゃないかなと私は思っております。

それと、路線バスの見直しについてでありますが、この１日乗り放題の料金の設定は厳しいということ

ですが、市民の皆さんからこういうことを、がらあきよりは逆に１日乗り放題設定してやったほうがいい

んじゃないかと、まずそれを試しもしないでというふうな声も多々あるんですよ。今言ったようにですね、

結局レンタカーを借りて旅行をする人もいるんですけど、バスでゆっくり島を１周できたらという観光客

もいるというふうにお聞きしております。そういう中で、期限を決めて夏場あたりとかでもいいですし、

冬はやはり日が沈むのが早いんで、そのほかには土日限定とかでもいろんな方法でですね、観光客を考え

ながらの再検討をしていただけるのか、以上のこと一応答弁をお聞きして再度質問したいと思いますので、

よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

沖縄県の農業試験場の関連で先ほど説明をいたしました。沖縄県も行革を進めているわけですね。そし

て、沖縄県の行革の本部はですね、当時宮古、八重山の農業試験場を沖縄本島に集約したいという原案を

出しました。それに対して当時県の農林水産部はいかなる返事をしたかといいますと、宮古、八重山は沖

縄本島とは気候条件、風土全然違うと。地域の特性というふうなものを生かした形でいろんな試験栽培を

しなければ効果が上がらないと、そういう理屈で残りました。その理屈でいくと、宮古の特性は何かとい

うことになれば、沖縄本島に比べて島の面積は小さいと。したがって、潮や風の影響を受ける度合いは非

常に大きいと。ならば、潮、風、そしてアルカリ性土壌という特性を生かした形で試験研究を進めるべき

であるというふうに思います。先ほど言ったように、島の中央じゃなければ塩害にという案の回答につい

ては、納得いかないということをあの場でも申し上げました。むしろ潮や風やその土壌の違う条件という

ものをしっかりと考えた場合には下地島の真ん中でもいいんじゃないのと、なぜ必ず宮古島の真ん中じゃ

なければだめなんだと、海からの距離を考えてみてもそんなに変わるかという論議等をいたしております。

あわせてやはりこれからはサトウキビを除いて清浄野菜と、ハウスにおける栽培というのも盛んになって

くるというふうに思います。そうすると、かなりの農地面積も必要になってくるということであれば、そ

れを確保するという意味でも下地島の県有地を利用するというのはいかがですかという話をしておりま

す。やはりそういう安心、安全な作物をつくるということは差別化を図ることであり、農業の付加価値を

高めるという形になりますんで、この問題はそう簡単には引き下がろうとは思っておりません。引き続き

努力をしてまいります。

次に、スカイマーク社の件でありますけれども、スカイマーク社先ほど副市長が説明したように、利用

率が高まってきております。今、宮古空港手狭になってまいりました。したがって、宮古空港については

来年度から整備計画が始まります。そういう意味では、観光客にとっても利便性の高い空港を今後つくっ
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てまいりますけれども、その中においてもやはりスカイマーク社についても使い勝手のいい形にしていき

たいというふうに思っております。おとついスカイマーク社の西久保愼一代表取締役社長宮古にお見えに

なっております。そして、いろいろと社内の話をしていてお帰りになりましたけれども、その中において

宮古の支所長に対してスカイマーク社としては宮古は絶対残すと。個人的にも自分は宮古が大好きだと、

だから残したいと。それで、宮古空港所長に対してもっとＰＲをして頑張れというふうなことを言ってお

帰りになったそうです。この話宮古空港所長から聞いた話でありまして、そういうことであれば私どもも

やはりスカイマーク社が来たことによって航空運賃かなり低減化できましたので、いろんな機会でですね、

市民の皆様方が利用していただければありがたいなというふうに思っております。

総合庁舎につきましては、今私どもは一括交付金があるうちに大きな事業をぜひ進めておきたいと。10年

というスパンの中で、宮古の振興発展のためのいろんな施設をここでやっておかなければならないという

ふうに思ってやっているところであります。したがって、それを整理し、そして財政の状況を見ながらと

いう形になりますけれども、しばらく時間がかかるのかなという気がいたしております。いずれにしまし

ても、市民へのサービスとしての総合庁舎です。しっかりとした庁舎をつくり、市民へのサービス向上に

努めてまいりたいと思っております。その中で、伊良部についても、当然城辺、上野、下地についても全

部どうするというものを検討することになります。よろしくお願いします。

◎副市長（長濱政治）

伊良部地域の都市計画編入の問題でございますけども、平成17年に合併して５つの市町村が一緒になっ

て、そこで伊良部だけ都市計画編入がないというのはこれはだめだというのは、これはもう多分理解して

いただけると思いますけども、問題はそのあり方なんですね。そのあり方で議員が一番心配しているとこ

ろだと思っておりまして、進めていく中で丁寧にですね、しかも具体的に、今この状況、この場面にある

ということを一つ一つ地域の住民の皆様方に説明して、それで問題点を一応吸収していきながらこれは解

決策を探っていくしかないのかなというふうに今本当に思っております。実際に２項道路できて、３項道

路でも家が建たないというふうな状況が見えてきているわけですから、その辺を本当に納得していただけ

るのかどうなのか、じゃ納得していただかなければどうすればいいのかということは、もう話し合いしな

がらですね、進めていくしかないのかなというふうに、今この場でこうだというふうな答えはちょっと出

せそうもございません。申しわけありませんが、その場面、場面できちんと丁寧に説明しながら解決策を

探っていきたいというふうに思っております。

◎嘉手納 学議員

答弁ありがとうございました。

市長ですが、言っていたようにも思いますけど、その農業試験場ですね、風土といえば、気候といえば、

私が今とっさに脳裏に浮かんだのがですね、ノニの木があります。ノニの木がですね、本土で育ったノニ

の木と特に伊良部の木が全く違うらしいんですよ。色の濃さとですね、質が全く違うと言われています。

それが塩害が逆に、塩害というか、塩分を含んだのが逆にいいのかなとか、やっぱりそういうのを、風土

と気候を逆にそれが生かされている植物もあるんじゃないかなというふうに思っておりますので、市長、

参考までにひとつまた。

都市計画の見直しは、本当に副市長、私もわかればわかるほど頭が痛くてですね、話し合いで納得する
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かなと思って、話し合いで納得できない可能性が高い部分において、先ほど提案した下地地区においての

方法論はいかがなものかなということで、これはあくまでも提案でありますので、また一つの参考例とし

て捉えていただければありがたいなというふうに思っております。

先ほど少し話しましたが、32歳で議員に出ることを決意いたして、33歳で当選させていただきました。

そして、７年間伊良部町の議員として務めさせていただきました。その中で合併問題、当時は合併、そし

て自衛隊誘致、２つ一緒であれば合併しなくていい、それでも合併はすべきだという中で、お互いが島を

二分にしたような形で苦渋の選択しながら、やはりあの当時どっちも本音で言えば嫌なんですけどと、合

併するもしないも。ただ、下地島空港があるということで選挙のたび、そしていろんな問題が出たときに、

必ず自衛隊、米軍、いろんな問題が取り上げられます。私は何回も議会で言ったんですけど、きょう現在

もし２町歩の畑があるとして、その畑を坪50万円で買いますから、あしたからあなた方東京に行きなさい、

沖縄本島に引っ越していきなさい、土地を提供してくださいと言われたら出て行くのかなと。当時伊良部

の人たちは、それを現実にさせられたというのがあります。だから、私は下地島空港が今、日本航空、全

日空が撤退してどうなるかという話も含めてですね、政府のあり方というのは何なのかなと、県のあり方

は何なのかなという思いも強く持っています。やはり伊良部地域に生きてきた人間の一人として、私はこ

れをどうしても、下地島残地も含めてですけど、空港施設も含めてですね、国や県はもっと考えるべきだ

というふうに思っております。合併して当初議員の皆さん同士も初心で、お互い初対面で、僕らの当時は

野党の皆さんとも、飲んでけんかをしたり、言い合ったりしたときもありましたが、与野党お互いが今は

笑って話せる。すごいお互いが立場、見解は違おうが、宮古島市の発展のために自分の立場からお互いが

一生懸命所見を述べて取り組んでいらっしゃるというふうに思っております。

10月27日に宮古島市議会議員選挙の投開票があります。20日の告示でありますが、再度挑戦される皆様

方の私は勇気と、そして勇気を持って当選していただいて、またやっていただきたいなと思っております。

出馬するには１カ月間悩みましたけれども、勇退するには１年半以上もかかりました。そして、きょうの

朝、元同僚議員の一人が８時半ごろ、なぜ勇退するんだと泣きながら電話がありました。非常に身に余る

光栄でですね、本当に市民の皆様一人一人に支えていただきまして、15年という議員生活をさせていただ

きました。その中で自分なりに一生懸命走ったつもりでありますが、至らぬ部分は同僚議員の皆さん、そ

して周囲の皆さんにいつも支えられてきました。下地敏彦市長が誕生し、やはり島が大きく動くような形

を私は感じておりますが、伊良部大橋もやがて完成であります。その時代の流れにおいているべき人がい

て、去り行く人は去り行く、私はそういうふうな思いもしています。

来間中学校の統廃合の問題でありますが、私は個人的には賛成、反対を表に取り上げるという観点より

も、私自身は人というのは多くの人と触れ合い、そして多くの書物に出会い、多くの地域でいろんな環境

に交わって人は成長していくものと思っております。そういう流れの中で、やはり一人でも多くの人に触

れてほしい、そして一つでも多くの選択肢を持てる人間に一人一人の人間がなってほしいという思いを持

っております。そういう意味で、やはり伊良部地域の中学校も平成31年度までに統合される予定でありま

すが、私は一人一人の子供たちの未来のためならば、見解の違いもあるかもしれないんですが、そのとき

には私は統合すべきというふうな認識を持って臨みたいなというふうに思っております。

また、市長を支える皆様方にも本当に８年間お世話になりました。旧伊良部町時代から15年間お世話に
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なった担当課長、いろいろな皆さんがいます。これからも宮古島市の発展に、私はそばから見守りますが、

また皆様方のご活躍をご祈願申し上げながら私の一般質問を終わりたいと思います。本当にありがとうご

ざいました。

◎議長（平良 隆）

これで嘉手納学議員の質問は終了いたしました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後４時45分）
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第５号のとおりであります。

この際、日程第１、一般質問について、昨日に続き質問を行います。

本日は、西里芳明議員からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎西里芳明議員

きょうは十五夜で、中秋の名月となっています。また、牛の競りもあるということで、高値で取引がで

きればいいなと思っています。

初めに、市長を初め当局の皆さんにお礼を申し上げてから質問をしたいと思います。長年の懸案であり

ました旧城辺中央公民館の解体工事も無事に終了いたしまして、きれいに整地がされております。ありが

とうございます。要望どおり児童館が建設されるものと喜んでおります。

それでは、一般質問を始めてまいりたいと思います。質問５項目あるんですが、２日間にわたって同僚

議員がもう３項目も質問してありますけど、これを割愛すると私の質問が全くなくなるということで、再

質問みたいな形でやっていきたいと思います。

まず、１点目、旧城辺庁舎についてであります。今回の９月定例会に解体工事費が補正されているので

すが、この解体工事はいつごろ行われるかお聞かせくださいという質問なんですけど、その件については

昨日下地明議員に対して年内解体とお答えしているのですが、具体的に何月ごろをめどにしているのかお

聞かせください。

２点目、旧城辺庁舎跡地利用検討委員会というのが立ち上げられて、８月28日に第２回目の委員会が開

かれたと聞いていますが、どのような案が出されたのか、当局はこれについてどう対応していかれるのか

お示しくださいという質問なんですが、この件もですね、下地明議員に対して継続審議の施設６件、新た

に提案された施設３件とお答えしておるんですが、それぞれの施設についてですね、具体的にお答え願え

ればなと思っております。

次に、観光行政についてであります。新城海岸のトイレ、シャワーについてでありますが、年々ふえ続

ける観光客の皆さんや市民の皆さんの声が、トイレ、シャワー施設の老朽化が激しく進み、それでもって

手狭なため、どうしても建てかえ工事をしていただきたいという声が大分寄せられています。これ通告書

には駐車場の件は抜けているんですけど、昨年駐車場も整備されているのですがね、それでも足りずにお

りていく道路の途中までずっと車が長蛇の列をなしていると。これも駐車場も何とか増設できないものか

どうかお聞かせください。

３点目、道路行政についてであります。市道Ａ―76号線の改修工事はなされないかとの質問なんですけ

ど、この道路は凹凸も激しく、市道と私有地の区別もしづらく、側溝もないため、雨の日は雨水が私有地

の敷地内に氾濫して入ってきてしまうので、どうしても改修工事を行ってほしいのですが、当局の考えは

どんなものかお聞かせください。この件に関してもですね、嵩原弘議員の質問に対して、事業費が３億円
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以上もかかると。県の補助金で対応して、県と調整してやっていくというふうな答弁になっているんです

けども、全額補助金というわけにはいかないと思うんですよね。それで、県の持ち分とか市の持ち出し分

とか、そういったのがわかればぜひともお聞かせください。よろしくお願いします。

次に、ばっしらいん交差点前の信号機の時差式信号について。私は、この３月議会でも質問をいたしま

したが、公安委員会と調整を行うということで答弁をいただいたんですがね、県公安委員会とはどのよう

な調整がされているのか。何回ぐらい県と調整されているのかお聞かせください。というのもですね、こ

の１カ月前ぐらいですかね、信号機がＬＥＤに変わったんですね。それで、これと同時に時差式信号にか

えてくれるもんかなと思ったらそのまんまの状態が続いているということで、詳しく説明していただけな

いでしょうか。

次に、消防行政についてであります。城辺地区に城辺出張所をつくる考えはないかという質問なんです。

というのもこれ県立宮古病院がですね、新築移転してしまって、城辺地区から車で約10分ぐらいですかね、

遠くなって距離が延びてしまっていると。救急車両で行かれても約５分ぐらい距離が延びて、城辺地区の

住民が相当不安がっているんですよ。また、この場所がですね、城辺からどうもアクセス道路のほうがち

ょっとわかりづらいということもありまして、よく私のところにどうやって宮古病院に行ったら早いのと

聞く方が多いんです。私もどうやって行けばいいかわからないもんだから、こう行ってマティダ市民劇場

まで行って、そこから左に曲がったほうが早いんじゃないかとか、狩俣砕石の前から曲がって下地線に出

てぱっと行ったほうが早いんじゃないかとか、いろいろ言うんですけど、やはり年寄りの方はね、昼も夜

も心配で、何かあった場合に宮古病院に行くのにどうやって行けば近いのかとかよく聞かれるんですよ。

その辺のところも含めてよろしくお願いします。

５点目、宮古島市城辺陸上競技場のナイター施設についてであります。たび重なる台風の襲来で陸上競

技場のナイター施設が壊れて全然つかない状態になっている。この城辺地域の市民の体力増進とかですね、

また仕事帰りのトレーニングなどに支障を来している。早急に復旧していただきたいと思うのですが、当

局の考えをお聞かせください。よろしくお願いします。

答弁を聞いてから再質問したいと思います。

◎副市長（長濱政治）

城辺庁舎の解体はいつごろかというご質問です。具体的には９月定例会、本定例会を終了した後入札、

そして10月の下旬ごろには着工したいというふうに考えております。

それから、城辺庁舎の跡地利用検討委員会の件でございます。跡地の利用につきましては、これまでに

２回の委員会を開催いたしました。先月行われました委員会においては、事務局より旧城辺町役場跡地利

用計画の整備方針を提案しております。協議の結果、次回の委員会においては継続審議の施設６点と新た

に提案された施設３点について、事務局で資料作成を行い、協議することとなります。その具体的な継続

審議になった施設６点、屋内ゲートボール場の施設整備、それから福祉関連の施設整備、道の駅の施設整

備、トレーニングジムの施設整備、多目的屋内施設の整備、多目的広場の整備、それから新たに提案され

た施設３点、消防施設、それから図書館と資料館の複合施設、それからミニ総合交流施設の３点でござい

ます。

◎生活環境部長（平良哲則）
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道路行政について、ばっしらいん前の交差点の信号機についてでありますが、ばっしらいん前の交差点

の信号につきましては、昨日の高吉幸光議員にも答弁いたしましたが、同交差点の交通渋滞の解消のため、

時差式信号機への変更について、ことしの３月28日に宮古島警察署へ要請をしております。要請に対しま

して宮古島警察署からは、時差式信号機への変更には手続上いろいろな調査をする必要があり、現在調査

中であるということであります。調査に際しましては、現在全国的に右折信号機あるいは時差式信号機の

設置された交差点におきまして交通事故が多発しているということもありまして、変更に際しましては調

査、検討に期間を要するという回答がありました。

◎建設部長（下地康教）

市道Ａ―76号線の整備計画についてでございますが、当道路は沖縄電力の第一発電所前からクリーンセ

ンターに抜ける道路でございます。これは、平成24年度に市の単独予算で調査測量設計委託業務を発注し

ております。平成25年の２月に住民説明会を実施しまして、総事業費は概算で約３億円となっており、平

成26年度から新規事業として実施できるよう県と調整中であります。

それで、さらに補助率はという質問でございましたんですが、従来の道路事業と同様に補助率、交付率

でございますが、それは８割というふうになってございます。２割が市の負担という形になります。

◎観光商工局長（下地信男）

新城海岸のトイレ、シャワー施設及び駐車場についての改修工事は行わないのかと。新城海岸は、宮古

島への観光入客の増加に伴いまして訪れる観光客も年々増加傾向にあります。今や宮古島を代表する観光

地となっております。新城海岸のトイレ、シャワー施設、老朽化が進んでおります。また、利用者の増加

に伴いまして十分に対応できていないという状況にあると聞いております。今後駐車場施設の拡充も含め

て改築等検討してまいります。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

宮古島市城辺陸上競技場のナイター設備が壊れており、早急に改善工事を行ってほしいということでご

ざいます。ご指摘の照明設備は、６月の台風４号の影響や老朽化による腐食などにより、破損や照明方向

が違うなど改善する必要があることは確認をしております。７月に修繕費の見積もりを依頼したところ、

約1,100万円と多額の費用がかかることや昨年10月からナイター利用者の使用申請もなく、現在はウオー

キングをする市民が利用している状況であります。そういう現状を踏まえ、現在利用者が影響を受けない

程度に照明灯の数を減らすことも含め、修繕する方向で検討しているところであります。

◎消防長（来間 克）

消防行政について、城辺地区に城辺出張所をつくる考えはないのか。宮古病院の移転に伴い城辺地区か

ら距離が伸びているということでございます。お答えします。

市民の生命及び財産を保護することは、消防行政にとって重要な使命であります。そのため消防機能の

機動性、効率性を考慮し、消防本部、消防署、空港、上野及び伊良部出張所を配置し、92名の職員と消防

車両資機材を配備し、消防業務を行っているところであります。城辺地区については、昨年９月に城辺詰

所を配置し、災害支援車と救急支援員を３名配置したところであります。しかしながら、出張所を配置す

るには施設の整備、常備消防職員の配置が必要なことから、現在の城辺詰所を段階的に体制強化をしてま

いります。
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もう一点、移転に伴うアクセス道路であります。これ上野出張所において独自に調査してあります。緊

急調査してあります。現在城辺地区からの救急搬送については、中休を経由しまして空港下地線に出ます。

それで、島の駅を通り、宮古病院に行くという道路があります。これについては、距離が４キロほど延び

ております。時間にして三、四分でございます。もう一方法は、旧宮古病院東側の十字路を南に左折しま

して、サンエーカママヒルズ店のほうから宮古病院へたどるルートがございます。ご指摘のとおり、移転

に伴って城辺地区からの救急搬送については、現場から宮古病院に到着するまでは、上野出張所の統計に

よりますと、３分か４分は延びているということになっております。

◎西里芳明議員

ご答弁ありがとうございます。二、三点ほど再質問をさせていただきます。

新城海岸のシャワー、トイレ施設、順次検討してできるようにするということなんですけども、地元の

皆さんが道路に駐車をされるとどうも漁に行きづらいという声が上がってきています。やっぱりトイレ、

シャワーについてもですね、１人が入ればもう入れないという状況が出ていると。夏場になると五、六十

台の車が来るわけですから、１人、２人ではちょっと無理じゃないかな。あと２つぐらいトイレもシャワ

ーもふやしていただければ混まずに使えると思いますので、できるだけやっていっていただきたいと思い

ます。

次に、消防行政についてですね、城辺出張所の件なんですよ。城辺詰所を段階的に強化していくと答弁

しているんですが、昨日の前川尚誼議員の質問にですね、平成32年度までに82名に消防職員を削減すると

答えているんですね。じゃ、消防職員が減るのに段階的にどう詰所を強化していくのかなと私にはわかり

かねますのでね、この件もぜひとも答弁していただきたい。

次に、旧城辺庁舎跡地なんですけど、継続審議となった屋内ゲートボール場、福祉関連施設、道の駅、

トレーニングジム、屋内施設、多目的広場、また新たに提案された消防施設、図書館と資料館、ミニ総合

交流施設というふうないろんな案が出されているんですが、これ城辺地域のためにはこの役場跡地という

のは、やっぱり城辺地域が振興していくためにはぜひとも必要なことですのでね、慌てず急がずに検討し

ていただきたい。また、あと何回ぐらい検討委員会というのが開かれるのかお聞かせ願いたいと思います。

もう一点、道路行政については、Ａ―76号線、県の補助率が80％で、従来どおり市の持ち出しが20％と

いうことですのでね、やっぱり検討してどうしてもやっていただきたいなと思います。

答弁を聞いてから再々質問することを決めたいと思います。よろしくお願いします。

◎副市長（長濱政治）

旧城辺庁舎の跡地利用についてあと何回ぐらいかということですけども、これ回数を設けるのはちょっ

とよくないと思っておりましてですね、これはしっかりと議論を進めていく中で、これ地域にとって大変

大切な場所でございますので、しっかりとみんなの意思統一ができるような形の会義に持っていきたいと

いうふうに思っております。

それから、消防の件でございますけれども、今現在３人配置されておりますけれども、これを段階的に、

例えば１人、それから２人というふうな形のやり方、それともう一つは、伊良部大橋が開通いたしますと、

伊良部の支所がございますけども、あの支所のあり方も一緒に見直さなければいけないというふうに思っ

ております。その中でどのような形、体制に持っていけるのか、その辺は考えないといけないなというふ
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うに思っております。一応段階的にということはそういうことを意味しております。

◎西里芳明議員

答弁をいただきました。ありがとうございます。

城辺の旧役場跡地には、やっぱり何回でも検討委員会を開いて、城辺地域住民が納得するまで検討委員

会を開くというふうなことでありますので、ぜひともそうやっていただきたいと思います。

また、城辺詰所なんですがね、やはり上野出張所にですね、救急車が１台しかいないという不安もある

と思うんですよ。下地に出たり、上野に出たりして、同時刻ぐらいに城辺地域で救急車の依頼があった場

合にですね、平良から来るような事態になると。できれば、ぜひともですね、城辺詰所に救急車の一台で

も入れていただきたいなと思います。

答弁は要りませんので、私の質問はこれで終わりますが、今９月定例会で話題となっております来間中

学校閉校問題について、私見を述べてから終わりたいと思います。私は、どちらかといえば賛成なんです、

来間中を下地中に統廃合するというのは。むしろ遅いぐらいだと考えております。また、中学校先行あり

きも私は余り望んでいません。できれば小学校から一緒に大勢の皆さんで勉強していただきたい。また、

下地を先行するということも私は余り望まない。どうしてそうなのかというと、これから統廃合しなくち

ゃいけない学校がいっぱいあるんですよ。複式学級の解消だからとか、そういう話になっていますけど、

私は複式学級をしている子供さんたちの姿を見て本当に寂しい思いがします。背中合わせで学習したり、

例えば１年生が勉強しているとき、２年生は自習と。それでは学力的にも追いつかないと思います。子供

たちの切磋琢磨する姿を見たい、またこれから子供たちの成長を見たいという理由から、私はそういうふ

うに思います。最近運動会を見る機会が多いんですね。福嶺幼小中とか城辺幼小中とか合同の運動会がご

ざいますが、これはもう学校の運動会というよりもＰＴＡの運動会になってしまっている。もう催し物の

間にしょっちゅうＰＴＡ役員の父母会の皆さんとかここを卒業した皆さんの同窓の催し物とか、それでは

学校の運動会とは言えないんじゃないかなと思います。

最後に、市民の皆様、当局の皆様、また同僚議員の皆様、４年間大変ありがとうございました。まだま

だ勉強不足ではありますが、４年間頑張ることができましたのも市民の皆様方のご協力のおかげだと感謝

しております。ありがとうございます。この次もこの場に立たせていただくことを祈願して、私の一般質

問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで西里芳明議員の質問は終了しました。

◎池間 豊議員

４年間の締めくくりの議会ということで、さよなら議会ということで25名の方が通告しておりますけど

も、しっかりと４年間仕事したぞという意味も含めているかと思っていますんで、当局にはまたそれなり

にしっかりとした答弁をお願いしたいなというふうに思っております。

質問をする前に私からもお礼があります。一月ちょっと前なんですけども、お風呂にも入れない、食事

もつくれないという方がおりました。大変若い方でしたので、介護も受けられないということでありまし

たので、じゃどうするかということで地域の民生委員の方と相談しましたら、しっかりと障がい福祉課の

ほうで二、三日後から迅速に対応していただいたということでね、すごく喜びの電話がありました。行政
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サービスというのがどういうものかというのを考えたときに、私はやっぱりそこに原点があるんじゃない

かなというふうな思いがあります。市長、この方の行政に対する信頼というのはもう大変なものだと思い

ますので、ぜひ障がい福祉課の皆さんにもねぎらいと申しますか、お褒めの言葉でもいただければなとい

うふうに思いますので、よろしくお願いします。

それでは、通告に従いまして質問をいたします。まず初めに、学校統廃合についてであります。来間中

学校の統廃合について３点ほど伺います。１点目に、なぜ解散議会でこの議案を提案したのか。２点目に、

新選良の次の年度でもよかったのではないか。この２点に関しては、私はこういうふうに考えておりまし

た。残り期間の一月ちょっとしかない任期の中でその議案を提案してしっかりと責任が持てるのかと、一

人一人の議員の方が責任持ってこれを採決できるのかと思ったときに、今までの議会の中では、大変恥ず

かしい話ですけども、カメラの陰に隠れてこういうふうに挙手したりとか、そういった責任の持てないよ

うな採決なんかも幾つかありました。ですから、この議案に対して一人一人がしっかり責任を持たないで

大勢の賛成の中でただ賛成するのかと、そういった心配もありました。ただ、きのうの新城啓世議員、嘉

手納学議員、そして今の西里芳明議員のテレビを前にしっかりとした自分の意見を言った中で賛成をする

というふうなことを聞きまして、私は１点目と２点目に関しての部分は、私の考えが少し甘かったのかな

というふうな思いがあります。ただ、教育委員会に対しての考えというのはどうなのかということはまた

別ですから、その件に関してはしっかりと答えをいただきたい。

３点目、学校規模適正化を理由に子供たちの人権をないがしろにしたり、またはパトカーを呼ぶような

騒動があったりとかありましたけども、教育委員長はそのことに対してどういうふうに考えているのか。

私が思うには、教育委員長のこれまでの答弁の中には、地域との意見が全くかみ合わないというのがもう

都度、都度出てきております。これは、教育委員長が地域の意見とかみ合わないという部分と教育委員長

の考えに地域もかみ合わないということ、これはイコールなんです。ですから、それではもうどこまで行

ってもやっぱり教育委員長のおっしゃるとおりにこれ平行線なんです。そこでは、解決に向けての糸口と

いうのがなかなか100年たってもできないんじゃないかなというふうに思います。そこでですね、これは

ある不動産屋の例でありますけども、親から譲り受けた大切な畑を不動産屋の方が買いに行きましたんだ

けども、もちろんお金にも困っていないから売りはしない。その中で、もうじゃ不動産屋もぜひ欲しいけ

ど、じゃ諦めるのかと。諦めずに毎日毎日365日通いました。２カ年目も通いました。最初のころは塩を

まいて帰されていたんですけども、毎日顔を合わせていたらやはり情が移ってくるんですね。そして、あ

とはお茶も出すようになりました。そういうふうな中から人と人とのつながりは、最初は塩をまいてでも

帰していた人がなぜそういうふうに情が移るのか。やはり人の心というのは、どういうふうにしてつない

でいくのかということに僕は基本的な部分があるんじゃないかなと。地域とかみ合わない、自分の意見に

合わないから、かみ合わない、ただそれだけではうまくいかない、そう思います。ですから、これは今後

の統廃合問題もありますから、その部分のことに関してもお答えいただきたい。

次の２点目も大体似たようなことでありますけども、なぜこれほどまで各地域住民の強い反対があるの

か、手続の進め方、手法に問題があるのではないかということであります。そもそも教育委員会から宮古

島市学校規模適正化検討委員会を立ち上げたときに、諮問を出したときにはですね、中学校を先にという

答申でありました。にもかかわらず小学校も、むしろ小学校が先だということになって、中学校を先にと
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いう答申のときには新聞等でもさほど波風も立たずにおったんですけど、小学校というふうな、先にとい

うことが公表された途端にもうこの該当する地域ではそれこそ大騒ぎなんですね。そこら辺にもやはり教

育委員長のやり方、進め方に問題があったのじゃないかなというふうに思っております。これらについて

もお答えいただきたい。

３点目に、統廃合問題は地域の活性化、経済問題と表裏一体であり、説明会では具体案を示しながら同

時に説明すべきではないかと思います。今後の説明会をどう考えているのか。この件に関しては、市長も

ぜひ経済の部分も、教育の部分といっても表裏一体の部分ありますから、お答えをいただきたい。平成28年

度から年間約７億円ほど、５カ年計画で35億円の交付金も削られるというふうなのもあります。この宮古

島市の経済問題を考えるにつけては、私も中学校問題には、本当に来間中の来間の方々には大変心が痛い

思いでありますけども、この来間中学校統廃合には賛成をいたします。ただ、やはり市長としてはですね、

来間の皆さんに中学校の跡地をどうするのか、来間の皆さんの、先日も新城啓世議員が話しておりますけ

ども、地域でどういうふうな皆さんが来て活性化するか、どういった事業を持っていって活性するか、そ

ういったのも具体案を出しながらですね、しっかりと示していただければ、必ずしも来間の皆さんも満足

はしなくても少しばかりは、100分の１でも100分の２でも気持ちに潤いはできるんじゃないかなというふ

うな思いでありますので、ぜひその件についてもお伺いいたします。

次に、狩俣学区の貯水タンクについてをお伺いいたします。これは、狩俣地区に遠見台というところが

ありますけども、大神の見える高い遠見台というのがあります。そこに狩俣地区をみんな給水を賄ってい

る大きなタンクがありますけども、これがかなり老朽化しております。丸いタンクですから、表面上も、

ひび割れではないんですけども、しみのようなね、ああいうのが見えますし、それから配水と給水ポンプ

が、鋼鉄でありますけども、かなりさびくっていて、ねじももう機械で回してもこれあけられないぐらい

の腐食の仕方なんですね。タンクが壊れたときに下に住んでいる、すぐ真下に住んでいる住民はとても心

配をしております。ですから、この建設年度は何年度か、そしてあとはどの程度の強度があるのか、そし

て腐食したパイプの取りかえはできるのかできないのか、またパイプを取りかえた一番新しい年度はいつ

なのかと、そのことをお伺いいたします。

次に、観光地の保全と美化についてを伺います。観光地の保全については、砂山の件でありますけども、

砂山は私たちの子供のころは、今は人が２人ぐらい通れるほどの小さい狭隘な通路になっておりますけど

も、昔は通路というよりもそのまま一つの丘のような砂が盛り上がっていました。これがどんどん、どん

どん削られて、人が通るたびに削られて、今もう目の高さほどにもとの砂がありまして、これから下がも

う削られているという状況なんですね。ですから、そういったのはもとのような状況に戻せないのかなと。

下崎地区の住民ももとあった状況をすごく懐かしむと言いながら、もとに戻ってほしいなという、こうい

う強い気持ちもよく聞きますし、またやはり私が考えてもですね、こういった狭いところからこう行くの

と、乗るときは大変きついんですけどもね、てっぺんに乗ったときの全体の海の見晴らしというのと、そ

ういうのが全然違うのじゃないかなというふうな思いもあります。その保全ということと、もう一点は、

美化ということに関しては、狩俣の西平安名崎の道路にですね、毎年清掃をしてもらっておりますけども、

やはり草木の伸び方が早いもんですから、もう対向車線とすれ違えないぐらいに伸びてくるんです。これ

は、狩俣の西平安名崎だけじゃなくてほかでも見受けられますけども、そういったところを事故が起こら
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ない前に早目に清掃できないものか。

それから、池間島への、池間大橋のたもとにトイレもありますけども、そういったところの清掃なども

なかなか手が行き届かないらしくて汚い。その辺の清掃美化についてもお伺いをいたします。

答弁をお伺いして再質問いたします。

◎教育委員長（宮國 博）

質問の最初に、これは中学校の統合には賛成していただくというふうなご発言がありましたので、大変

意を強くしているところでございます。さすがに日ごろから敬愛する池間豊議員のご発言だと、本当に感

謝を申し上げたいと思います。

さて、ご質問の中でですね、２つ、３つほどありますか、ございますので、順を追って答弁したいと思

うんですが、まず私どもは来間中学校の規模適正化につきましては、平成22年度の宮古島市学校規模適正

化検討委員会の答申以来、平成26年度、来年度の実施を方針として上げておりまして、その作業の中で教

職員の配置や両校の交流等などの処理しなきゃならない作業工程がございます。そのようなこと等を総合

的に判断してですね、今議会での提案依頼となりました。これは、きのうもお答えしたとおりでございま

す。

それから、生徒の教育環境の整備は、今現在そこに学んでいる生徒たちの将来も見据えて検討する必要

がありますので、現在の議員の皆さんで長い間、時間かけてこの問題につきましては話をしていただきま

した。問題、課題等についても十分にご認識、熟知していただきました。任期満了後の次の選挙で選出さ

れる議員で審議することになりますと、また相当な時間が必要になります。そうしますと、今そこに学ん

でいる生徒もしくは次に進む生徒たちのことを考えると、これは本議会に提案するのが適当であるという

ふうな判断に立ったわけでございます。これまでも教育委員会は常に生徒のよりよい教育環境の整備充実

を念頭にですね、教育行政を行っておりますので、ひとつ議員の皆さん方の本議会の提案のことにつきま

してはご理解いただきたいと思います。

それから、来間地区での説明会当日ですね、パトカーの出動要請をしたようでございます。これは、私

どものほうでしたわけではございません。地域の人が要請したと話も聞いております。教育委員会として

は、生徒のですね、教育環境の整備の観点から、これからの作業はさらに地域との話し合いをもっと深め

るように努力していきたいと思っております。

大まかの答えにはなっていると思いますが、もし不足であればまた再質問でしたいと思います。よろし

くお願いします。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時47分）

再開いたします。

（再開＝午前10時47分）

◎教育委員長（宮國 博）

子供の人権問題というふうなことですが、これはむしろですね、今のような状態よりも子供の教育権の



- 213 -

充実、拡大、それから人権の保障と、教育権の保障というふうな意味ではさらにいい環境のほうに我々は

つくり上げていくべきと、こういうふうな思いをしているわけでございます。したがって、決して子供の

人権がそこで侵されるというようなことは考えておりませんし、そういう認識もございません。

それから、パトカーが来たということに対することどう考えているかということですが、私どもはあの

ような状態がそれほど、騒動というような言葉で表現されるほどの形ではないと思っております。これは、

意見の対立というのはございますけれども、騒動というふうな形ではないと思っております。激しい意見

の対立はございますけれども、そういうふうな認識はしておりません。

◎市長（下地敏彦）

学校の規模適正化に関して、地域の活性化も表裏一体ではないかというご質問でありました。私は、こ

れまでもそうですけれども、圏域全体の均衡ある発展を重要な政策として推進をしております。均衡ある

地域の発展を図ると、あるいは活性化を図るという主体は地域の人々になります。したがって、この政策

を進める場合においても、やはり地域の人たちがどういう形で自分の地域を活性化させたいか、あるいは

経済的にもいろんな基盤整備等も含めてどういうふうなものをやりたいのか、そういう意見をぜひその地

域の人たちと話をしながらですね、事業化を進めてまいりたいと思っておりますし、これまでもそういう

ふうにやってまいりました。これからも地域の経済の活性化に向けては真摯に取り組んでまいりたいと思

います。

◎副市長（長濱政治）

観光地の保全について、砂山ビーチです。ご指摘のとおり駐車場から砂浜へ至る通路は、雑草や木が茂

っておりまして通路が狭くなっております。このまま放置すれば通行に支障を来す状況が予想されるため、

この土地の所有者に伐採の申し入れをいたしまして改善を図っていきたいというふうに考えております。

この土地は、所有者が別にいらっしゃるわけでございまして、その方にお願いするしかないということが

１つございます。そこの方に依頼していきたいというふうに思っております。

それから、観光地の美化清掃についてです。西平安名崎ですね。観光地へのアクセス道路でもあり、雑

草の繁茂は幅員を狭め、景観的、交通安全の面からもよくないと思います。今後所管課と連携をとりなが

ら早目の対応を行っていきたいと思います。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時52分）

再開します。

（再開＝午前10時53分）

◎上下水道部長（川満好信）

狩俣配水池は、昭和40年度に竣工しまして、48年経過しております。当配水池は、耐用年数60年とされ

ており、目視調査では上塗りの一部が剥離状態はありますけども、現在良好でございます。今後施設の全

体計画見直しの中で移転または廃止も含めて検討したいと考えております。

また、議員ご指摘の配管箇所については、昭和60年度に取りかえてあります。腐食の部分ございますの
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で、現在部品を手配しておりまして、早急に対応してまいります。

◎池間 豊議員

宮國教育委員長、答弁をなさっているつもりでしょうけども、私からすれば答弁には余りなっていませ

んね。パトカーが来る騒動もそれほど騒動には思っていないという、ここはそのことよりもやはりそのプ

ロセスがどうであったかということが聞きたかったんですよ。そして、子供に対する、子供の人権もない

がしろにするということに対しても、やはり地域とかみ合わないというのと全く同じでですね、先にこの

言葉自体が出たということに対して気持ちがそこにあらわれているんじゃないかなと僕は思ったんですけ

ども、教育委員長はそのことも言っていない。ですから、やはりこれからのことがあるんですよ。これか

ら統廃合するについて、地域の気持ちを大切にしなくちゃいけない。地域の気持ちを聞かなくちゃいけな

い。そこの子供たちの声聞かなくちゃいけない。ＰＴＡの気持ちを聞かなくちゃいけない。一番最高の立

場にある方がその部分に触れないでどうして答弁と言えますか。僕は、それを確認したいんですよ。今後

ありますから、先ほど西里芳明議員が言ったようにですね、これからたくさんのところが出てきます。大

きな仕事であり、対象地域住民にとっても大変なことでありますから、そこら辺をしっかりと答えていた

だきたい。特にこれは、またこれから選挙を迎える僕らにとっても、対象地域の皆さんにとっては大変な

問題ですからね、賛成するか反対するかで落選するか当選するかの瀬戸際にもなりますよ。しかし、私も

私なりに、島尻、対象地域であります。狩俣も対象地域であります。やはりＰＴＡの皆さんあるいは地域

の皆さんの声もそれなりにはお伺いをしています。ですから、中学校に関してはもういたし方がないだろ

うという意見も幾つか漏れています。また、小学校とはまた別問題だというふうな話もありますから、こ

れはまた今後の部分もあります。そういう意味も含めてですね、ぜひ気持ちを真っ白にして、オープンに

して、それからのスタートということでやっていただきたい。もう前提にありきですからね、もう一度そ

の辺のご答弁をお願いしたいと思います。

それから、砂山の土地は今初めて知りましたけども、こういうふうに砂山に行くまでの間にそういう地

権者の土地が横たわっていたら大変不便をするところでしょうと思いますから、買い上げとか、そういっ

たのは考えていないのかどうか、その辺もお伺いしたいと思います。

それと、貯水タンクに関してはですね、心配はないということですから、タンクの真下に住む皆さんに

も私からもこれはあと20年は大丈夫だよということはしっかりと申し上げておきますし、またパイプにつ

いても修理は早目にやるということと、ただ今狩俣地区に住んでいながらですね、水道の蛇口から出る圧

力といいますか、それがやっぱり町なかの状況とはもう全く違います。シャワーを使っていて台所か洗濯

機かどっちか一方を使いますと、もうシャワーではないんですね。本当にやわらかい、ふわあっとした、

ふうっとの水しか、シャワーしか出ません。この部分もタンクからの圧力だけでやっているから、そうな

っているのかというふうに、僕は素人ながらの考えだけども、先ほど局長が言った移転してのこれからの

ありようということに関してもですね、ぜひやはり遠い地域であっても町なかと同じような圧力で出てく

るようなシステムにしていただければなというふうに思っていますので、よろしくお願いします。

答弁聞いてあと１回だけ登壇いたします。よろしくお願いします。

◎教育委員長（宮國 博）

池間豊議員のご質問はですね、地域の声を聞くべきだというふうな強いご指摘がございました。それは、
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私どもも重々承知をいたしております。地域の声も含めてですね、宮古島市全体の市民の声というのも私

どもの考えの判断の材料になると、大きな材料になると思っております。これは、どなたかの議員、質疑

のときでしたかね、市民のいわゆる声なき声を聞くのも行政側にあるところの我々の務めではないだろう

かというふうな思いもしております。本議会で賛否の問われる極めて重大な議案が上程されて、それが近

々行われるところの議会議員の選挙に影響があるんでないかというふうなご指摘ではございますけれど

も、決してそのようなことに宮古を及ぼさないようなですね、皆さんが全員25名当選していただけるよう

に、26名ですか、心からお願いを、祈っておるところでございます。

児童生徒の成長も含めてですね、我々もこれからの作業はですね、まだたくさん残りますので、長い期

間かけて行わなきゃならない作業でございますので、今回初めて宮古島市が経験するところの学校の統合、

いわゆる適正配置という作業の中では、幾つかのそごもあったと思うんですが、これから長い時間かけて

進める作業の中でですね、我々教育委員会としても多くの容量を蓄積しながら、市民の理解得ながらこの

作業は進めていかなきゃならないと思っております。これからの議員のご指導よろしくお願いしたいと思

います。

◎副市長（長濱政治）

砂山のあの一帯を買い上げるという考えは持っておりません。

◎池間 豊議員

答弁ありがとうございます。

副市長、僕が買い上げと言ったのはですね、通路にかかわる部分だけについてを思って言ったんですけ

ど、あの一帯をということになると大変な予算がかかるはずですから、その辺のご検討いただきたいと思

います。よろしくお願いします。

４年間の２期目で選ばれた皆さんも勇退される方がいますし、また再度挑戦するという方もおります。

大変お疲れさまでした。ただ、次に挑戦される方はまた頑張っていただいて、私も頑張りたいと思います

から、この場でお会いすることを期待します。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで池間豊議員の質問は終了しました。

◎山里雅彦議員

私もですね、始まる前に、嘉手納学議員も敬老者の皆さんのお祝いの話をされておりました。私もです

ね、去った15、16日と何カ所かお祝いをさせていただきました。その中で、やっぱり敬老者の皆さんは人

生経験といいますかね、一人一人が本当に信念と自信を持ってこれまで頑張ってきたんだなという表情を

されておりました。嘉手納学議員もですね、これから我々も、そういった先輩方の知恵といいますかね、

いろんな知識をですね、これから我々も引き継ぎ、そして後輩へと、次の世代へとバトンタッチしていか

なければならないということを話されておりました。

またそしてですね、議会初日ですか、前川尚誼議員が宮古織りを着てですね、宮古織りの普及促進、そ

してまた島言葉の日、きのうですか、昨日島言葉でクゥートゥーバ、９．十．８ということでの県議会で

の条例案だという話でありましたが、地域の方言はやっぱり語り継いで、そして引き継いでいかなければ

ならないということであります。我々もそういう時期に来ているんじゃないかと思いますので、ぜひ予算
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もですね、知恵もそうですけど、予算も割いてですね、そういうことにも頑張っていかなければならない

んじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。

それでは、通告に従いまして一般質問を行います。初めに、宮古島市伝統工芸館建設事業についてであ

ります。現在宮古伝統工芸品研究センターは、旧宮古神社跡地に隣接し、築38年が経過。老朽化している

ことから、宮古島市上野トロピカルフルーツ内市有地に来年２月完成に向け、建設工事が始まっておりま

す。本市の伝統工芸の振興という面においては大変重要な事業だと思いますが、新聞報道によると本年４

月から８月まで宮古上布が一反も完成されず、宮古上布というのは十字かすりということのようですね。

一反も完成されず、非常に厳しい状況にあると取り上げられております。現在の織物事業協同組合の状況

についてですね、宮古伝統工芸品、宮古上布について心配する市民の声がありましたので、なぜそうなっ

ているのかわかりやすく説明していただきたいと思います。

２点目に、平成25年度施政方針の中で、老朽化した宮古伝統工芸品研究センターについては移転新築し、

上布の生産向上と後継者の育成を図り、伝統工芸の振興に努めるとうたっております。これまでも伝統工

芸の普及促進に取り組んできたと思いますが、これまでの取り組み、内容ですか、についてですね、主だ

ったもので結構ですから、お伺いしたいと思います。

次、３点目に、現在の宮古伝統工芸品研究センターの運営状況も非常に厳しいという状況にあると聞い

ておりますが、建設中の新しい宮古島市伝統工芸館の健全な運営といいますかね、に関する取り組み、事

業内容等についてですね、お伺いしたいと思います。

次に、サトウキビ対策補助金事業の取り組みについてであります。去った製糖期の生産実績を見ると、

県全体の生産量は67万5,346トン、このうちですね、宮古地域は32万5,567トンと大幅に増加しております。

実にですね、沖縄県全体の48.2％を占めております。迎える製糖期においても、７月に発生した台風７号

による被害や塩害や７月から８月にかけての少雨による干ばつ傾向が続いておりましたが、宮古島市の干

ばつ対策調整会義等を行いですね、早急にかん水作業などの塩害や干ばつ対策を実施しており、来る製糖

期においても現在の良好な気象条件が続けば増産が期待されると言われております。

そこで、お伺いします。本定例会において一般会計補正予算の中で、農業振興費負担金補助及び交付金

としてさとうきび株出管理機補助金1,920万円補正計上されております。補助率など、事業内容、実施時

期についてお伺いしたいと思います。

２点目に、同じく農業振興費負担金補助及び交付金の中で緩効性肥料購入補助金1,617万1,000円補正計

上されております。同じく補助率など事業内容、申し込み方法、実施時期ですね、について市民への周知

徹底という点からもわかりやすく説明していただきたいと思います。

次に、交通安全、出会い頭のですね、事故防止についてお伺いします。７月末日ですね、宮古島警察署

交通課課長より交通安全事故防止について話を聞く機会がありました。その中で宮古島署管内では交差点

での出会い頭の事故がことし１月から６月までの上半期で23件もあり、農道と市道の交差点、または農道

同士の事故も数多く発生しているということであります。原因としては、道幅が同じような間隔で、停止

線、それから標識、それからカーブミラー等ですね、そういうのがなくてどちらが優先なのか、お互いが

進んでしまって、優先道路がですね、はっきりしない状況の中での交差点での出会い頭の事故が多いとい

うことであります。そういうことが大きな要因ということでありました。今後ですね、そういった出会い
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頭の事故防止、改善策としてですね、宮古島署としても県警、県公安委員会ですか、から調査員を派遣し

て、市道や農道のそういった箇所の調査を先月８月ごろをめどにですね、進めていくという話をされてお

りました。市としても交通安全、出会い頭の事故防止のためにですね、標識等の設置はもちろんされてい

ると思いますが、台風等ですね、高吉幸光議員も話をされておりましたが、いろんなところで破損してお

ります。そういったものも設置、そして停止線、そしてカーブミラー等ですね、確認という意味でですね、

と同時に設置してですね、いただきたいと思いますので、農道整備の状況、そして今後の取り組みについ

てお伺いしたいと思います。

次に、宮古島市立小中学校運動場のですね、全天候型タータン整備についてでありますが、ちょっとだ

け資料を読み上げてからですね、これ宮古島市総合計画後期計画でありますが、その中でですね、スポー

ツアイランドの推進ということで本市が進めておりますが、現状と課題ということであります。読み上げ

てから質問したいと思います。「本市は、スポーツアイランドの実現に向け、全日本トライアスロン宮古

島大会を初めとするスポーツイベントの開催やプロ野球球団のキャンプ誘致など、スポーツアイランド構

想に基づく数多くの取り組みを展開してきました。その中で、スポーツアイランドとしての知名度は全国

区となり、交流人口の増加による地域経済への波及効果も一定の成果が上がっています。また、市民がス

ポーツに親しめる環境整備も進んでおり、スポーツアイランド構想の目的は達成されつつあります。スポ

ーツアイランド構想は、スポーツを活用した人材育成と交流促進を基本とする地域活性化戦略として昭和

63年に策定され、これまでの宮古圏域の活性化に大きく貢献してきました。しかし、策定から20年以上が

経過。その間の社会情勢は目まぐるしく変化しており、社会的ニーズも大きく変化しています。今後も市

民がスポーツアイランドとして歩み続けるためには、現状のニーズを踏まえた構想として再構築し、スポ

ーツアイランドとしての新たな展望を開く時期に来ています。今後は、スポーツイベントの開催や各種ス

ポーツチームのキャンプ誘致活動、スポーツ施設の整備など継続して実施していくとともに、スポーツア

イランド構想の見直しを図り、新たな取り組みを展開していく必要があります」。その次にですね、施策

の推進ということで１から９まであります。それを読み上げるとあれですから、そしてですね、その中の

⑦ですね、「既存のスポーツ施設の設備や運営を充実させ、いつでもどこでもスポーツを楽しめる環境を

整えます」、そういうことであります。いつでもどこでもスポーツを楽しめる環境といいますとですね、

一番早くそういった形で接することができるのはですね、小中学校の運動場だと思うんですよ。そういっ

た意味では、ぜひですね、宮古島市の市立小中学校の運動場にですね、全天候型タータン整備、それをで

すね、一括交付金事業でできないのかお伺いしたいと思います。

次に、西辺小中学校プール建設についてでありますが、今現在ですね、西辺中学校のプールは老朽化が

進み、プールのですね、底にひびやフェンスの崩壊など、業者の調査結果によるとかなりの修繕費が必要

ということであります。もう一度これを取り上げてみますが、そういった意味でもですね、池間豊議員も

話をされておりましたが、計画的な行財政運営の推進ということで、その中でですね、池間豊議員も取り

上げておりました。平成27年度には地方交付税の合併による特例措置が期限を迎え、平成28年度から５年

間で段階的に削減されることから、歳入の大幅な減少が見込まれます。今後は、歳入の確保に向け、自主

財源の柱である市税の徴収率の伸び、向上及び滞納案件の早期整理に取り組むとともに、財政調整基金へ

の積み立てなど将来に備えた財政運営に努めることが必要であります。そういった観点から見ますと、池
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間豊議員もおっしゃったようにですね、35億円の地方交付税が段階的に平成28年度から削減されていきま

す。統廃合しないという前提でありますが、ここでですね、西辺小中学校は隣同士、隣接しております。

可能であればですね、西辺小中学校併用のですね、プール建設はできないのかお伺いしたいと思います。

次にですね、学校統廃合、来間中学校廃校案についてであります。2014年度下地中と来間中との統廃合

に向け、来間中学校の廃校案を教育委員会は提出しております。学校統廃合問題は、地域住民との十分な

議論がなされるべきであり、住民との合意形成が最も必要、重要だと私は思っております。今回教育委員

会による来間中学校の廃校案提出は、問題なく正しい判断であると思われるのか、教育委員長にお伺いし

たいと思います。

以上、答弁を聞いて再質問を行います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

サトウキビ関連のご質問にお答えをいたします。

まず１つ目、さとうきび株出管理機補助金事業についてであります。宮古地区においては、サトウキビ

土壌害虫の防御技術の向上により、株出し栽培が急速に進んでおります。そのため全体の面積に占める割

合は32％に達し、収穫後の肥培管理が課題となっています。そのため株出し管理機及びプラソイラーなど

の機械利用を推進し、サトウキビの増産につなげるため、株出し管理委託料を10アール当たり4,000円、

これの80％以内を補助したいと思っております。また、作業の委託は宮古地区さとうきび糖業振興会が中

心となり、今月設立予定の宮古地区さとうきび管理組合にしたいと考えております。

次に、緩効性肥料購入の補助についてであります。現在サトウキビ農家のほとんどは、速効性の化学肥

料を使用しております。同肥料は、作物に吸収される前に地下浸透し、その効果を十分発揮されないばか

りでなく、地下水への影響等があることから、改善をする必要があるというふうに考えております。その

ため肥料の効果の改善や地下水保全の観点から緩効性肥料を推進し、普及に努めてまいります。事業内容

は、春植え、株出し用に10アール当たり３袋を基準に50％以内の補助を行います。申し込みは、行政連絡

員を通して11月から12月ごろに実施をいたします。そして、肥料の配布の時期は来年の１月から３月ごろ

を予定をいたしております。

◎副市長（長濱政治）

宮古島市伝統工芸館建設事業について、関連して３点ほど質問がございます。一括してお答えしたいと

思います。

現在の宮古織物事業協同組合の宮古上布生産の状況ですが、現在研修を終えた織り手が準備や、それか

ら織る作業に時間をちょっと要しているということが１つですね。それから、ベテランの織り手が宮古上

布ではなく宮古織り、そういったものに力を割いているということと、それからいわゆる宮古上布、藍染

めの十字かすりですけども、の織り手が高齢化で減少してきているというところがそういった生産に影響

を及ぼしているということでございます。

それから、課題といたしましては、織り子の後継者育成と販路の拡大でございます。後継者の育成につ

きましては、初級者を対象とした織りの初歩的な技術の習得を図っているところでございます。宮古上布

の織りの技術の習得には10年以上の経験を有することから、継続的な支援を行っております。販路拡大に

つきましては、島内外でのＰＲ及び販売促進活動の支援を行っているところでございます。上布の注文は、
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前年度に比べ増加傾向にあることから、今後生産増強に努めることが必要だというふうに考えております。

それから、宮古島市伝統工芸館の内容ですけれども、現在の宮古伝統工芸品研究センターが抱えており

ます課題として、駐車場の確保、それから展示販売商談スペースを確保すること、それから原料である苧

麻畑のほか、工芸品販売室、工芸品展示室、織り子養成室、染色室、紙すき室等を設置し、消費者のニー

ズに合った新たな商品開発や販路拡大などを今後宮古織物事業の振興、発展に寄与するものと期待してい

るところでございます。

◎教育委員長（宮國 博）

学校規模適正化については、宮古島市総合計画を受け、平成22年度に宮古島市学校規模適正化検討委員

会を発足し、答申をいただきました。答申以降、教育委員会の方針に対し、地域の説明会や宮古島市議会

の場で貴重なご意見や要望等をいただいてまいりました。確かに本条例案に関する住民の反対の声がある

ことも承知をしておりますが、教育委員会としましては教職員の配置の問題や下地中学校と来間中学校の

両校間の交流、あるいは統合後の通学手段の検討、あるいは生徒の心のケア等、学校規模適正化に向けた

スケジュールの中で総合して今定例会への上程を決定した次第です。宮古島市立学校設置条例の一部を改

正する条例について、教育委員会が市長へ依頼したことは、民主的、合法的な手続を踏まえた上でなされ

たものであるという考えでございます。

◎農林水産部長（村吉順栄）

山里雅彦議員の道路行政について、交通安全のための農道整備状況、取り組み状況についてのご質問に

お答えいたします。

ご質問の農道整備状況については、合併前整備した県営、団体営一般農道に停止線や交通安全に伴う道

路標識などを警察及び公安委員会へ申請して整備してまいりました。県営、団体営一般農道は、農家の負

担金が発生しないので、事業費で整備することが可能でしたが、圃場整備と一体で整備する農道について

は、農家の負担金に影響が伴うため、停止線などの整備は行っていないのが現状であります。今後につい

ては、危険箇所での看板設置等について関係機関と協議して検討してまいりたいと思っております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

山里雅彦議員の教育行政について、小中学校の運動場の全天候型タータン整備はできないかということ

ですけど、スポーツアイランド構想から気軽に市民がスポーツに親しめるために学校の施設の開放を行っ

ているところでございます。全天候型のタータン整備については、費用あるいは利用、維持管理の面から

厳しいものがあるかなと考えております。

次に、西辺小中併用のプール建設についてですが、西辺中学校のプールは築後30年が経過しております。

老朽化により底の部分の全面的な改修が必要で、およそ700万円ほどかかると見積もられています。また、

今回修繕してもすぐに壊れる可能性もあるという指摘も受けております。本市の小中学校では、小学校で

18校、中学校で６校にプールが整備されていますが、久松小学校の築39年を最高に、６校のプールが築30年

以上となり、全体的に老朽化が進み、改築の時期に差しかかっております。教育委員会としては、今後の

学校プールの整備の方針を改めて検討する必要があると考えております。西辺地区における学校プールの

整備についても、この中で検討していきたいと考えております。この間プールのない学校の水泳授業につ

いては、対処策を検討し、授業に支障が出ないように支援してまいります。
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◎山里雅彦議員

再質問を行います。

まずですね、宮古島市伝統工芸館についてであります。管理運営費はですね、新しく建てるとなるとこ

れまでの面積も倍ぐらい、管理運営費はそれ以上発生すると思うんですよ。これまでの取り組みについて

ですね、これからの取り組みについて何点かですね、お伺いしたいと思います。新しい宮古島市伝統工芸

館に聞いたところですね、入館料が今度は発生するということで、そしてですね、それをいろんな観光体

験としてですね、進めていく考えだということをお伺いしておりますが、それを進めていこうにもですね、

これまでは、数年前までは宮古伝統工芸品研究センターは指定管理がされていたという話を聞いておりま

す。新しく今度宮古島市伝統工芸館ですね、建設後にはどのような形で進めていくつもりなのか。

そしてですね、いろんな運営方法あると思うんですよ。これまでの宮古島市伝統工芸館ということであ

りますが、そういう体験工芸村、植物園のですね、そういった新しい民芸品といいますか、工芸品もです

ね、あそこのほうとも連携していくことのほうが運営上も非常に安定した形で健全な運営ができるんじゃ

ないかと思いますが、ぜひですね、そういう面においてもいかがでしょうか。お伺いしたいと思います。

次ですね、農業振興費負担金補助及び交付金でありますが、サトウキビのですね、増産、農家所得の向

上のためには、台風による塩害、そして干ばつによる影響だけではなくてですね、こういったさとうきび

株出管理機補助金、緩効性肥料の購入補助金、そういったものもですね、増産、農家所得の向上にもつな

がりますので、１点だけですね、そういった事業がですね、この２つの事業、さとうきび株出管理機補助

金、そして緩効性肥料購入補助金のですね、今後のですね、本事業の継続性についてどのように考えてい

るのか、この１点だけですね、もう一度お伺いしたいと思います。

次の交通安全、出会い頭事故防止のためのですね、農道整備については、余りそういった意味では、聞

いたところびっくりしました。余り優先道路のそういった区分けもないような農道に関してはですね、話

をされておりましたので、宮古島署のほうもそういう交通安全に向けての取り組みをしっかり頑張ってい

るところでありますので、しっかりですね、公安委員会のほうとも連携して、いつもこれ、今定例会にお

いても何名かの議員もそういった面では取り上げておりましたが、ぜひですね、本腰を据えてやっていた

だきたいと思います。もう一度その点についてもお伺いしたいと思います。

次のですね、全天候型タータン整備については、今のところ高額で考えていないということであります。

じゃ、高額ということは、まず１校ですね、やるとしたら、トラックといいますか、走る部分だけでもい

いです。幾らかかるのか、その点もう一度お伺いしたいと思います。

そしてですね、嵩原弘議員も取り上げておりましたが、東京オリンピックがですね、56年ぶりに日本で

開催されるんですよね。そういった意味でも、そういうことを設置することによりですね、７年後であり

ます。オリンピック選手が育つ可能性もあるんですよ。今月１日ですね、西辺学区の協議会がありました。

物すごく風の強い日でありました。そのときは、狩俣の協議会もあったという話を聞いております。もう

すごいほこり、土ぼこりがひどい状況でありまして、目もあけられないくらいですね。そういった面でも、

やっぱりそういった部分においても、これから全国的な流れもありますし、芝生を併用して、芝生でやっ

ているという都道府県もあるそうであります。高額だからやらないんじゃなくて、これはですね、一括交

付金事業で僕はできると思うんですよ。一括交付金事業の交付要綱はですね、沖縄の特殊性に起因する事
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業、そして沖縄の自立的戦略に資する事業、そういった意味では気象条件、台風とかですね、風が強いの

が沖縄の特性であります。そういったものに対して、この事業は本市の自立、特殊性がある事業だと、戦

略的に資すると私は思っているんですが、市長ね、教育委員会もぜひ、全部が無理だとしたら、まず私の

母校である西辺小中学校をですね、モデル地区として、モデル地域としてですね、全天候型のタータン整

備できないのか。考えてみてくださいよ。宮古全域の小中学校がタータン整備されれば最高ですよ、皆さ

ん。近くでスポーツアイランド、遠くに行く必要ないですよ。運動場できますよ。今まで15秒台で走って

いた子供たち、もう12秒、11秒ぐらいで走りますよ。私は、そういう可能性があると思っております。ぜ

ひですね、そういった意味でも、市内に住む何名かの方に話を聞く機会ありました。風の強い日はもう目

もあけられない、洗濯物も干せないぐらいの状況あるという話聞いておりますので、教育長職務代行者、

そんなの高額だからできないという、こんな簡単に片づけるんじゃなくて、まずは西辺小中をモデル地域

として、ぜひやっていただきたい。

（議員の声あり）

◎山里雅彦議員

いやいや、そういうことがないことを前提としております。ぜひその辺もお願いしたいと思います。

次に、来間中学校の統廃合の件でありますが、教育委員長ね、学校統廃合についてはこれまでの答弁で

も教育委員会としても十分反省しなければならない部分はたくさんあるとしながらも、教育委員会と地元

地域との議論がかみ合わない、そういった状況にあると何度も何度も繰り返し答弁がされております。今

定例会における質問の中でですね、下地博盛議員が教育委員長の主観ではないという話をされておりまし

た。私も同感であります。地元地域との議論がかみ合わない、話し合える状況にないというのが教育委員

長の考えだと思いますが、そういうふうに断定するのはですね、よくない、私は思っております。そうい

った中においても十分な議論がなされるべきであり、その中で住民の合意形成が大前提、必要不可欠だと

私は思っております。ここにですね、そのときの新聞報道記事があります。その中で、市教育委員会は話

し合える状況にないと説明会を断念。引き揚げようとする市教育委員に住民側が説明を求め、詰め寄るな

ど騒然となり、宮古島警察署員が出動する異例の事態となった。警察官立ち会いのもと、双方の代表が話

し合い、市教育委員会は２日に委員会を開いてこの状況について協議後、住民と話し合うことを確約した

ということであります。池間豊議員も先ほど取り上げておりましたが、あってはならないことなんですよ、

こういうこと、教育に関しては。そこに参加された方の意見も添えておりますので、紹介しますが、これ

までの市教育委員会の姿勢はただの説明で、住民の声を全然聞こうとしない。我々の質問も何ひとつ回答

をもらえていない。同意を求めるならば何度も地域に足を運べばいいんではないか。統廃合を軽く見てい

る。住民あっての行政なのか。住民の疑問や不安に応える具体的な教育ビジョンが見えないということで

あります。ぜひですね、そういった声もありますので、そういったことを払拭、そういった部分で払拭す

るためにも、今後統廃合問題を進めていくためには、していく上では今のやり方ではですね、これもっと

もっとひどくなる、こういった状況が発生する可能性も十分にありますと思うんですが、教育委員長ね、

であるならばやっぱりそういうことも踏まえて、もうただここの教育委員会の考えを説明しに行くだけじ

ゃなくて、本当に真摯にですね、ゼロベースで地域住民、父兄の皆さんともですね、向き合って今後のそ

ういった話し合いといいますかね、やっていただきたい、そういうふうに思っております。
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時間もありませんが、答弁を聞いて再度質問したいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

株出し管理機の件について今後どういうふうに考えているかということですが、株出し栽培、急速にふ

えてきておりまして、先ほど説明したようにもう32％ぐらいが株出しだという状況であります。今宮古島

市にある株出し管理機、これが平成17年から平成24年までに導入した台数でありますが、宮古地区が約

50台、伊良部地区が11台ございます。かなりの管理機が入っております。したがって、どれぐらい株出し

をこれから農家の人たちが進めていくかという状況を見ながらですね、追加で入れるかどうかというふう

なものは考えていきたいというふうに思っております。

次に、緩効性肥料、これはもうぜひやりたい。これは、もう地下水の保全という観点から見ても、これ

はもうぜひやりたいし、肥料の効率的な使い方という意味でもぜひ必要だというふうに思っております。

値段は少々かかるということは聞いておりますけれども、宮古島の島全体の環境保全という観点から、こ

れはぜひやってみたいと思っています。

◎副市長（長濱政治）

新宮古島市伝統工芸館の管理運営ということでございますけども、新しい宮古島市伝統工芸館につきま

しては指定管理をしたいというふうに思っております。

それから、体験工芸村との関連づけた運営が必要だろうというご提案でございます。現在もですね、体

験工芸村のほうに織りの体験と、それから染めですね。藍染めの体験を観光客や市民の方々に提供してお

ります。それに今度は苧麻で紙をすくやつをですね、整備しまして、これも紙すきの体験もできるという

形をとろうと思っております。もちろん新しいところでも体験はできるような形にして、どちらでも料金

を取れるという改正に持っていければと思っております。

◎教育委員長（宮國 博）

学校規模適正化の作業は、相当長い期間をかけての完結になるわけでございますので、これから多くの

作業が残されます。その作業の工程の中においてですね、私どももいろいろ工夫をしながら、議員ご指摘

のとおりですね、地域の方々の理解を求める方策を、方法をさらに検討し、深めていきたいと、このよう

に思っております。大変ご心配をおかけしております。ありがとうございました。

◎農林水産部長（村吉順栄）

農道での交通安全対策については、全ての十字路というわけにはいかないと思いますけど、警察等関係

機関と優先順位を決めまして順次整備してまいりたいと思っております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

タータン整備についての１コースの走路整備にどれぐらいかかるかということですけど、まだ資料がご

ざいませんので、お答えできませんけど……

（「休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

今答弁中だから、ちょっと待って。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

タータン整備以外にも児童生徒の健康、情操面から芝生がよいという意見等も出ています。土ぼこりに
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ついては、その防止について芝生の整備あるいは散水等の施設の整備、多面的な各方向から見ていきたい

と考えております。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前11時50分）

再開します。

（再開＝午前11時51分）

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

私今手元にございませんので、確認し次第また資料を提供したいと思います。

◎山里雅彦議員

教育部長ね、そういった形でですね、答弁しないでくださいよ。根拠があって答弁してくださいよ。

那覇の久茂地小学校の前島小との合併もあります。あの跡地にですね、那覇市は那覇市民会館の建設が

決定しております。そういった形でですね、もし進めるんであればそういった方向で住民との対話も可能

だと思いますので、よろしくお願いします。

そしてですね、体験工芸村、ぜひ宮古島市伝統工芸館とですね、タイアップして、あのエリアですね、

いろんなことができると思うんですよ。しっかりですね、伝統工芸の普及、上布のこれからの伝統普及と

いうのはそういう面では大変だと思いますが、しっかり取り組んでいただきたいと思っております。

私も終わる前に、もう何を言おうとしていたか……

（議員の声あり）

◎山里雅彦議員

これはですね、勇退される議員も何名か話をされておりました。多様化する市民のニーズに我々は、議

会も市も当局も応えてサービス提供しなければなりません。嘉手納学議員が先輩方の知恵、知識の継承の

話をされておりました。そして、新城啓世議員もたくさん話されましたが、議会の改革についての話をさ

れておりました。そして、前川尚誼議員も島言葉、方言の大事さを話をされておりました。上布の件もで

すね。そして、砂川明寛議員は農業ですね、サトウキビ産業、その有効活用の話をされておりました。そ

ういったもろもろをですね、またこれから議会の場で議論をし、そして当局ですね、いろんな形で議論、

結果を出しながらですね、多様化する市民のニーズに応えていかなければならないと私は思っております。

そういった意味でもしっかり我々議会も頑張っていきましょう。これで私の一般質問終わります。ありが

とうございました。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

資料届きましたので、費用についてお答えいたします。

芝が平米当たり1,148円、タータンになると平米当たり１万3,786円ということで、いろんな種類がある

んですけど、単価を見る限りでも10倍以上の違いがあるということで、費用が高額になるということです。

◎議長（平良 隆）

これで山里雅彦議員の質問は終了しました。
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午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開します。

休憩します。

（休憩＝午前11時55分）

再開いたします。

（再開＝午後１時30分）

午前に引き続き一般質問を行います。

順次質問の発言を許します。

◎仲間則人議員

昼の１番ということで、予想もしていませんでした。一般質問に入る前に所見を交えながら一般質問に

入っていきたいと思っております。

９月に入り、各地区では敬老会、そしてまた子供たちの運動会、それに対して市当局の皆さんが各地域

へ行き、お年寄りを敬愛し、そのお祝いの言葉、本当に地域のお年寄りも非常に喜んでいるところであり

ます。

また、宮古地区における葉たばこ買い入れが９月の８日をもって無事終了しました。総額に直しますと、

宮古全体で27億2,500万円、キロ単価2,012円、これは過去最高の単価として、一農家本当に喜んでおりま

す。１戸平均1,650万円という高所得を得て、また10アール当たり42万円という成績になっております。

これもひとえに市長部局、本当に行政機関の協力のもと、達成できたんじゃないかなと、この場をかりて

御礼申し上げます。

それでは、通告に従いまして一般質問をしていきたいと思いますので、市当局のわかりやすい市民の納

得のいくご答弁をよろしくお願いいたします。

まず、市長の政治姿勢についてであります。スポーツ観光交流拠点施設についてでありますが、先ほど

先輩議員、同僚議員がたびたび質問しておりますが、自分としてもせっかく取り上げた以上は質問してい

きたいなと思っております。スポーツ観光交流拠点施設についてでありますが、年間を通して軽スポーツ

や、またイベント等、本当に宮古は毎週イベントが多い。しかしながら、天気に左右され、延期また中止

せざるを得ない今事実があります。この交流拠点施設は、プロスポーツチームのキャンプ誘致や、また修

学旅行の民泊も盛んになっており、恵まれた美しい自然環境を生かした観光の発展により、観光入客数も

年々増加しつつあります。しかしながら、先ほど話したとおり雨天時は観光客の活動範囲が限られており、

より快適な観光を楽しんでもらうためには観光交流拠点施設も必要ではないかなと思っております。また、

地域の伝統芸能、そこを交流コンベンションセンターというのかな、中で地域にある伝統芸能が一堂に見

られるというのも一つの宮古島市のイベントとしてできるんじゃないかなと思っております。

そこで、宮古島市として用地を整備するに当たり、この用地を賃貸借するのか、または買い上げにする

のか、その辺の市のお考えを伺いたいなと思っております。前回嵩原弘議員のほうにも答弁ありましたと

おり、一応市としては貸借したいとかというふうな話でありましたけど、自治会との話し合いの中でどの

ような形でどのようにしたいというのも多分話が出ているんじゃないかなと思っておりますので、この辺

も交えながらお伺いしたいと思います。

２番目に、完成後年間の利用率または計画、それに対する収支の面はどのようになっているのか、そこ
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ら辺をお聞きしたいので、よろしくお願いいたします。

３番目に、同施設の西側、同じ両自治会の土地であります。空港そばにある両自治会の西側の空いた土

地もぜひとも有効利用できないのか、またその計画はないのか、市としての10年後ないし５年後、この計

画があればお聞かせください。

次に、道路行政についてであります。信号機設置について。これは、前の議会でも質問しました。あず

き屋前の信号機設置はできないか。本当に今宮古の中心はあのバイパス沿いにあるんじゃないかと、過言

ではないんではないかと思います。このあずき屋前、前回も児童生徒が危うく事故に巻き込まれそうにな

る場面がありました。ぜひともこのあずき屋前信号、確かにその間には横断歩道あります。しかし、カマ

マ嶺公園から南下してくる子供を東へ西へ横断歩道を渡って、これも距離的に、学校へ登校時間が大分か

かるんじゃないかなと。そこに時差式の押しボタンの信号機は設置できないのか、再度お伺いいたします。

２番目に、伊良部大橋、１年半後開通予定であります。今まさに久松小中学校、生徒数が右肩上がりの

ようにふえつつあります。そこで、この久松小中学校の正門前に同じように押しボタンが設置できないの

か。これ４年前にも質問しています。その辺もあわせてお伺いいたします。

２番目に、大きい２番目ね。街灯整備についてであります。松原29号線、久松から徳洲会へ行く通りで

あります。この通り、本当に夜になると全く見えません。そこで、本当に子供たちの、生徒数がふえてい

る中、そこを通る子供たちも多々います。そこに街灯の設置のほうは、これも何度か一般質問に取り上げ

ている場所でありますので、ぜひとも進展があるご答弁をいただきたいなと思っております。

同じく道路整備についてであります。松原32号線、早期の道路の整備はできないのかと。前々回ですか

ね、優先順位が低いということで何かあしらわれたような感じでありますが、ぜひとも32号線、今まさし

く建設ラッシュであります。その道路際に本当におうちが建たないうちに、物件補償が少ないうちに、子

供たちの登校がスムーズにできるよう、この松原32号線、早期の整備はできないのか再度お伺いいたしま

す。

次に、久貝19―２号線と中学校前の県道との間に道路計画はないのか。これは、トゥリバーからの道路

と、また久松中学校側の道路、ちょうどＶ型になっていて、第一建設工業付近のほうに今住宅がどんどん、

どんどん建っております。生徒たちが登校時にバイパスに一旦行って、それから学校へ登校すると。その

間に何か１本道路ができれば子供たちも安全、安心、学校に登校できるのではないかなと思っております。

その計画はないかお伺いいたします。

３点目に、村づくり交付金で久松地区農道整備が行われています。これは、赤浜、ちょっと海岸線です

ね、が行われています。その農道にちょうど切れ目、一番西側の切れ目と伊良部大橋のたもとのほうに道

路がありません。そこを何らかの形で伊良部大橋のたもとまで市の道路が別の角度でできないものか。伊

良部島で、道の駅というんかな、総合センターが今危ぶまれています。その道路が開通すれば、宮古がも

うそのまままさしく一周道路として活用できるんじゃないかなと。そして、赤浜の夕日も観光スポットに

ない場所でありますので、隠れたスポットです。そこも観光客も見に行けるんじゃないかなと思っていま

す。ぜひとも伊良部大橋たもとまでの道路計画をよろしくお願いいたします。その考えがないかお伺いい

たします。

大きい３、農業振興についてでありますが、さとうきび株出管理機補助金については山里議員のほうが
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たくさん質問され、準備していたものがほとんど答えが出ました。さとうきび株出管理機補助金について

は、割愛させていただきます。

緩効性肥料購入についてでありますが、詳しく説明してもらいたいと。それも山里雅彦議員の質問の中

にほとんどの答えがありました。ちょっと角度を変えて、今現在まいている804肥料とか699とかいろいろ、

硫安肥料とかありますが、春植え、株出しに緩効性肥料、この単価はどれぐらいになるのか。それで、補

助率が50％以内でも大体どれぐらいの単価になるのか、そこら辺をお教え願いたいと思っております。

３番目に、スプリンクラーについてでありますが、これは前回下地明議員もおっしゃっていたと思いま

すが、新しいというか、土地改良、今やっている場所のスプリンクラーでありますが、１つのメーターか

ら自分がかけたい部分だけに本当はかけたいんだけど、他人の畑までも全部スプリンクラーが回ってしま

うと。それで、相手に対してまきたくないのに水がまかれたと。その根本のバルブの設置ができないかと

いうことであります、スプリンクラーの根本に、全部に。そしたら、他人の畑の散布も防げるし、そこら

辺で隣の畑の方とちょっとしたトラブルが起きたり、そういったのが今聞こえております。その辺につい

て設置ができないかお伺いいたします。

最後に、村づくり交付金、久松地区整備の進捗状況をお伺いしたいと思います。

以上、答弁を聞いて再質問させていただきます。

◎副市長（長濱政治）

スポーツ観光交流拠点施設で３点ございました。１番目の用地整備、借地か買い上げかということにつ

いてお答えいたします。現在建設予定地を所有しております久貝、松原の両自治会に２回ほど事業説明を

行って、用地使用に関するお願いをしているところでございます。用地の借地か買い上げかということに

つきましては、両自治会と今後とも話し合いを重ね、検討を行っていきたいというふうに考えております。

それから、同じくスポーツ観光交流拠点施設の完成後、年間の利用計画、利用率、収益ということでご

ざいますが、利用率についてでございますが、県内他市町村の類似施設利用率を参考にした上で、離島で

あることも鑑み、試算した結果、興行、イベント利用で年間47回、それからスポーツ、レク利用で260回、

会議室等利用で時間にして1,915時間、日数にして240日程度と算定しております。収益についてですが、

興行、イベント、スポーツ、レク、会議室使用料などの施設利用料収入及び現在計画しておりますネーミ

ングライツ収入等で年間約1,400万円程度の収入を算定しております。

それから、３番目の同施設の西側の利用計画についてです。現在計画はございません。しかしながら、

同地域は市の中心地域でもございますし、今後市全体の振興、発展を図る観点から検討してみたいと考え

ております。

◎生活環境部長（平良哲則）

道路行政について、１点目にあずき屋前に信号機設置はできないか、２点目が久松小中学校前に信号機

設置はできないかというご質問でありますが、まずあずき屋前の交差点は国道390号と市道が交差する変

則十字路交差点で、交通の安全と円滑を図るため、信号機の設置要請を宮古島警察署に行っております。

宮古島警察署は、交通規制状況等を調査した結果、押しボタン式信号機の設置の必要性を認め、現在申請

中であるということであります。

次に、久松小学校正門前のボタン式信号機の設置要請に対する宮古島警察署からの回答でありますが、
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同地点は交通量も少なく、見通しも良好であるということから、また横断歩道が設置されていることから、

現段階においては横断歩道の再整備を申請中であるということであります。久松中学校正門前につきまし

ては、歩行者の安全確保と交通の安全と円滑を図る上からも必要性を認識しておりまして、今後宮古島警

察署と連携をして設置要請を行ってまいります。

◎農林水産部長（村吉順栄）

仲間則人議員の緩効性肥料についてのご質問にお答えいたします。

緩効性肥料については、先ほど答弁したとおりでございますが、予定としましては540ヘクタールに10ア

ール当たり３袋ということで、１万6,171袋を予定しております。これまで多く使用されている804がＪＡ

の販売価格にしますと2,083円で、今度予定しております緩効性肥料は春きび一番を予定しております。

これが2,663円。これは、先ほど申し上げました申し込み数にもよりますけど、仮に50％としますと1,331円

の補助ということになります。

次に、スプリンクラーの件なんですけど、先日嵩原弘議員にも答弁したとおりでございます。宮古国営

関連事業建設技術検討会議で補助事業による経費の二重投資じゃないかという指摘があり、県営、団体営

での統一が図られた経緯があり、補助事業でスプリンクラーの立ち上がり部分に取水口を設置することは

できません。なお、散水ホースで部分的に使用する対策としては、給水ボックス内にある取水口を設置し

てありますので、そちらのほうをご活用していただきたいと思っております。

次に、村づくり交付金事業の久松地区の整備の進捗率についてでございます。久松地区村づくり交付金

事業は、農業生産基盤整備と生活基盤整備を目的に平成18年度から事業を開始して、今年度で農道整備及

び農用地保全整備事業を行い、事業完了となっております。総事業費が５億1,500万円で、前年度までの

執行率が４億5,235万7,000円ということで、前年度までの進捗率は88％でございます。

◎建設部長（下地康教）

仲間則人議員の松原29号線に街灯整備はできないのかというご質問にお答えいたします。

これ徳洲会病院前から久松へ向かう道路であります。平成24年９月の定例会でも答弁しておりますけれ

ども、現在道路街路灯設置の補助メニューが今のところはありません。県のほうのですね。それで、なか

なか補助事業で取り組めないということがありまして、現在のところ整備を行うんであればもう単費事業

という形になります。その事業の規模、事業費の規模等を検討しながら、財政課のほうと調整をしていき

たいというふうに考えています。

次に、松原32号線の道路整備はできないのかということでございますが、道路の全延長が871メートル

のうちですね、未整備区間は350メートルあります。未整備区間につきましては、現時点では緊急性、危

険性はないものと判断をしております。しかし、本路線周辺の住宅建築が増加傾向にあり、それに伴い交

通量もふえてきているということは我々としても認識をしております。したがいまして、平成26年度にお

いて市全域を対象とした道路整備計画調査の中でですね、その優先順位を判断していきたいというふうに

考えております。

次に、久貝19―２号線と中学校前の県道との間に道路整備計画はあるのかというご質問でございますが、

これ伊良部大橋の現場事務所から第一建設工業に抜ける道路でございます。本路線は、現段階では道路整

備計画はありません。したがいまして、先ほど申し上げましたように平成26年度の道路調査に向けてです
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ね、それを検討していきたいというふうに考えています。

最後に、村づくり交付金で久松地区農道整備が行われている、赤浜地区というとこでございますが、伊

良部大橋のたもとからこの農道への道路計画は考えていないのかというご質問でございます。ご指摘の路

線は、今現在のところもう予定はありません。しかし、今後伊良部大橋が開通して交通量のですね、増加

が予想されます。それで、路線の必要性、利便性を考察しながら今度検討をしていきたいと考えておりま

す。

◎仲間則人議員

順を追って再質問なり、また要望なりしていきたいなと思っております。

まず、スポーツ観光交流拠点施設についてでありますが、市民も大分喜ぶんじゃないかなと思っており

ます。また、両自治会とも話が折り合うよう我々も地元の議員として一生懸命協力してまいりますので、

ぜひとも平成28年度完成するようよろしくお願いいたします。

同施設の西側の利用計画は今のとこはないというんですけど、せっかくこういうふうな30億円もかけて

立派な施設ができ上がるんですので、何か大きなまた総合庁舎なり、また鏡原地区の発展のためにも、何

らかのね、大きな施設ができれば幸いかなと思っております。せっかく空港の一時避難場所ということで

もありますので、総合庁舎の検討委員会も今後立ち上がるということでありますので、ぜひ、もしよけれ

ばこの西側の利用計画も参考に入れればいいんじゃないかなと思っております。

次に、あずき屋前の信号設置はできるということでありますので、本当にありがとうございます。

また、街灯整備でありますが、ぜひともね、何らかの形で松原29号線、街灯整備をしてほしいなと思っ

ております。その辺は単費でも、子供たちが、また市民が安心して通れる市道であるようにやっていただ

ければうれしいなと思っております。

次に、松原32号線については、もう４カ年間言い続けてきたんですが、本当に危険道であり、また利用

率、全ての面で大変重要な、ちょうど中央線じゃないかなと我々は思っております。今まさにこの道路の

南側、またアパートが建つ計画があるようであります。大きな建物が建つ前に、物件補償がないうちに、

その整備もやってもらいたいなと思います。その辺に対して、部長、もう一度、意欲のほどをひとつよろ

しくお願いいたします。平成26年度に最初に入れてもらえるようお願いいたします。

久貝19―２号線というのは、今部長がおっしゃったとおり、伊良部大橋の土木事務所と第一建設工業路

線と県道、ちょうどＶ型になります、Ｖ字型に。その間に何らかの形で１本道路を出していただいて、来

年ですかね、土地の見直しとかなんとかあります。その中で都市計画という形で、その道路を起点にして

再度、宮古島市の場合は後から整備が入るもんですから、事前にこの辺も都市計画をやってもらいたい。

それが一番わかりやすいのがあけぼの保育園、それと亀寿しあたり。そこどこ行っても行きどまりです。

これは、まさに都市計画のおくれかなと思っております。近くに避難所もありながら抜け道がない。この

道路を、こんなような都市計画じゃなく、前もって早目に１本道路を出して、老人福祉センターあたりの

環境整備にもつながっていくんじゃないかなと、都市計画につながっていくんじゃないかなと思っていま

すので、その辺は早目に都市計画していただけないものか再度お尋ねいたします。

緩効性肥料についてでありますが、春きび一番が2,663円、もし満額50％補助対象になった場合1,331円

ということであります。ぜひね、株出し、春植えじゃなく、次年度当初予算から、じゃ夏植えでもできな
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いものか、それをお伺いしたいなと思っています。当初予算から、夏植えにも、春植え、株出しだけじゃ

なく、夏植えにもできないものかお伺いいたします。

スプリンクラーについてでありますが、部長が答弁していたようなものではありません。根本です。取

り出し口じゃなくスプリンクラー本体のバルブです。取り出し口じゃなくバルブ、これを設置できないか。

ちょっと違った答えでありましたので、スプリンクラー本体自体にバルブを取りつけることはできないか

ということで質問しました。

以上、答弁を聞いてから再質問します。

◎市長（下地敏彦）

緩効性肥料を夏植えにも適用できないかというお話ですが、まず新しい制度として春植えから始まると

いうのが１つ。もう一つは、サトウキビの年内操業に移管したいという、市の政策の方針として持ってい

るということですので、当面は夏植えは考えておりません。

◎農林水産部長（村吉順栄）

スプリンクラーの取水口ではなくストップ弁のことですね。ストップする仕切り弁のほうは可能でござ

います。

◎建設部長（下地康教）

松原32号線は、周辺にかなり住宅がもう建築されてきているということで、その前に道路の歩道をつけ

た拡幅整備が必要じゃないのかということでございますが、先ほどもお答えしましたとおり、平成26年度、

来年度ですね、そういった状況等もですね、調査をしながら道路整備の計画づくりをしていきます。その

中で十分検討しましてですね、優先順位というのが決まってくると思いますので、しっかりと整備の理由、

内容をですね、検討して整備に当たっていきたいというふうに考えております。

次に、久貝19―２号線、伊良部大橋の現場事務所から第一建設工業に向かう道路と県道との間を結ぶ道

路が１本必要ではないのかというご質問だと思いますけれども、確かに都市計画の中で云々ということが

ありますけれども、基本的には都市計画の場合は用途地域に限られた、市街地と言われるところですね、

その中で計画を張りつけていくんですけども、今の地域、該当する地域は白地地域になっておりまして、

これ都市計画というよりは先ほど申し上げました道路計画という形になっていきます。なので、これもで

すね、また道路整備計画の調査を行いまして、しっかりと取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。

◎仲間則人議員

ご答弁ありがとうございました。

市長、夏植えにももしできれば農家としては、年内操業目的でありますけど、また夏植えにもこういっ

た、次は夏きび一番ですかね、それも多分あると思います。そのほうにもまた補助をやっていただければ

農家としても生産意欲が駆り立てられるんじゃないかなと思っております。

この１期４年間、先輩議員、また同僚議員、本当に至らないところも多々ありながら、勉強しながらこ

の４年間頑張ってまいりました。今回の議会の焦点である学校統廃合、私たちとしてもやっぱり議会の場

として、子供が受ける権利、またみんなと遊んで切磋琢磨できる子供たちをつくるためにも、我々は統廃

合に関しては一歩進めなければいけないんじゃないかなと思っております。実際私たち、久松中学校、小
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学校も複式学級になる手前でありました。しかしながら、地域の方々、そしてみんなで努力の上に、行政

の力もかりながら立派に、今では宮古でも唯一右肩上がりの学校となりました。統合されても来間の皆さ

んも一緒になって、地域を挙げて来間を盛り上げていってもいいんじゃないかなと思います。４年間当局

の皆さん、また執行部の皆さん、本当に勉強になりました。また皆さんとともに再選してこの場で一緒に

論戦ができるよう頑張りますので、よろしくお願いします。

それでは、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで仲間則人議員の質問は終了いたしました。

◎富永元順議員

質問に入る前に、私の来間中学校の下地中への統合について一言所見を述べたいと思います。

２年半前に起きました東日本大震災で、みずからも災難に遭いながらもお互いに助け合う日本人の心の

きずなが世界中の人々に感動を与えました。お互いを助け合い、励まし合う心のきずなこそ教育の原点で

あると思います。子供たちにとっても、多くの友達の中で切磋琢磨しながら、お互いを助け合いながら学

び合っていくことが最も大事であると思います。子供は、家族にとっても宝であります。地域にとっても

宝であります。ひいては社会、そして世界の宝であると思っております。子供たちにとってよりよい学校

の環境整備に模索をしながらもこれまで取り組んできた教育委員会に敬意を表したいと思います。

最後に、来間の子どもたちに対する私の思いを述べたいと思います。やむなく来間中学校がなくなった

としても、来間で生まれ育ったことを生涯にわたり誇りに思って、両親に感謝しながら、地域の方々に感

謝しながら、これからの学校生活を力強く生きていくことを心から期待をしております。

それでは、さよなら議会、９月定例会に当たって一般質問を行ってまいりますので、市長並びに当局の

誠意あるご答弁をよろしくお願いいたします。市長の政治姿勢についての１点目に、宮古島薬草健康アイ

ランド構想について述べてみたいと思います。昨日の新城啓世議員は質問の中で、宮古島市の特定健診の

状況、児童の肥満についての指摘がありました。これまで日本一の長寿県と言われてきました沖縄県は、

現在その名を他県に奪われております。2013年の厚生労働省の発表によりますと、日本人の平均寿命は男

性が79.59歳、女性が86.35歳であります。都道府県別では、日本一長寿県は男女ともに長野県で、男性が

80.88歳、女性が87.18歳です。沖縄県の女性は87.02歳で３位に落ち、男性に至っては79.4歳で30位と全

国平均寿命を下回っております。

先日宮古福祉保健所が開いた気軽にできる健康実践の秘訣をテーマに開催されたがんずぅー講演会で、

講師の伊是名カエ管理栄養士は、宮古地区は県下市町村の中でも男女の肥満率が高く、生活習慣病の疾病

者も県下ワーストであると指摘をしております。宮古の人は、県内他地域より野菜を食べていない。食卓

に栄養豊富な島野菜を多く取り入れることを提言をしております。

そこで、提案でありますけれども、市民の健康を考える上で、薬草の宝庫と言われておりますこの宮古

島において、日ごろから薬草を家庭料理や学校給食に取り入れていくことを進めたらいかがなものかと考

えております。そこで、一例として、奇跡の木、または生命の木とも言われておりますモリンガについて

紹介したいと思います。実は市長の家の庭にもすくすくと育っております。成長が早いもんですから、市

長も大変その成長に困っておるそうでございます。この中にもモリンガ茶を飲んだことがあるという方は
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いると思いますけれども、県内においては約７年前からビニールハウスでも栽培されていると聞いており

ます。和名をワサビの木といいますが、葉っぱを生でかじるとワサビの味がします。原産地は北インド、

北限は沖縄と言われていて、葉っぱはお茶やスパイス、花はフラワーティーや香料、強壮剤、実はインド

ではカレーの具として料理されており、人間に必要なアミノ酸、各種ミネラル、抗酸化作用があって、糖

尿病予防にも効き、オレンジの７倍のビタミン、ヨーグルトの２倍のたんぱく質、赤ワインの８倍のポリ

フェノール、牛乳４倍のカルシウム、ニンジン４倍のビタミン源、バナナの３倍のカリウムなど、アフリ

カでは子供たちの栄養補助食品として摂取されていると聞いております。モリンガを宮古で栽培をしてい

る私の友人によりますと、モリンガの森には他の場所には感じられない、こういった新鮮な空気が漂って、

いろんな鳥やけものが集まってくるということであります。そういう不思議な環境があるというふうに感

想を語っております。その友人も宮古島の市民の県下ワーストの健康状態を何とかできないものかと私に

宮古島での薬草を活用した健康アイランド構想を熱く語っておりました。それを受けて、この宮古島薬草

健康アイランドを提案をした次第でありますけれども、市長の見解をお伺いしたいと思います。

次に、下地島空港と残地の利用についてお伺いしたいと思います。先週の金曜日、13日でありますけれ

ども、私と高吉幸光議員は公明党沖縄方面議長、遠山清彦衆議院議員と公明党の県本部代表の糸洲県議と

一緒に東京都品川の日本航空株式会社、ＪＡＬ本社を訪ねてまいりました。沖縄振興に向けた航空事業の

拡大を要望してまいりました。要望内容の１番目に、２年前に撤退したＪＡＬに対して下地島空港におけ

る実機訓練の再開を盛り込み、２番目に、東日本大震災復興の象徴として沖縄福島路線の再開、３番目に、

沖縄県内や県外を結ぶ利便性の高い航空ネットワークの構築、４番目に、フライトシミュレーター訓練施

設の沖縄県内への誘致の４項目でありました。これに対して、対応してくれましたＪＡＬの日岡裕之総務

本部長は、公明党とも協力して地域振興と経済発展へできることから実施していきたいとして、下地島空

港における実機訓練の再開について地元との協議を開始したいと明言をしていただきました。一昨日その

ことについては市長にもその要望書について報告してまいっておりますけれども、市としての県への下地

島空港の利活用については何点か要望しておりますけれども、実機訓練の再開への市の取り組みと、あわ

せて市長の見解ををお伺いしたいと思います。

次に、残地の利活用についてであります。県より払い下げした85ヘクタールの農業的利用ゾーンに関し

ては、収益性の高い作物の生産に力を入れていくとの市長のこれまでの考えであると思いますけれども、

さきに提案した宮古島薬草健康アイランド構想とも関連いたしますけれども、ビニールハウスでのモリン

ガの生産やイタリア料理に欠かせないバジル、また現在絶対量の足りないウコンの栽培などが適している

のではないかと思いますけれども、当局の取り組みについてお伺いしたいと思います。

また、他のゾーンにおいては、国際リゾート施設の誘致に取り組む必要があると思いますけれども、当

局の見解をお伺いしたいと思います。

次に、下地島と伊良部島間の水路の整備についてであります。これについては、昨日嘉手納学議員も取

り上げております。事業の概要については、おおむね把握できておりますけれども、この水路の水質保全

対策について現在どのように取り組んでいるのかについてお伺いしたいと思います。

次に、八重干瀬の世界遺産登録についてお伺いしたいと思います。八重干瀬についても昨日の垣花健志

議員が質問の中で、サンゴの保全や八重干瀬の全国アピールというんですか、それを取り上げておりまし
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たけれども、ことし2013年３月27日に、宮古島固有の生活文化のつながりのもとに親しまれてきた優秀な

海浜の風致景観であり、我が国最大の卓上のサンゴ礁群としても重要であるとして、名勝及び天然記念物

に指定されております。それを聞いております。それを踏まえて、この八重干瀬を世界遺産に登録を申請

すべきではないかと思いますけれども、もし八重干瀬が世界遺産にですね、登録されればサンゴの保全に

も世界中の関心が集まってまいります。また、同時に宮古島市の観光振興にも大いに貢献するものと考え

ておりますけれども、この世界遺産登録への市の取り組みについてお伺いしたいと思います。

次に、全島防犯灯ＬＥＤ化計画についてお伺いしたいと思います。実は先日、ことしの初めごろ、ＬＥ

Ｄの防犯灯を設置した方から呼ばれまして、夜その場所を見てまいりました。約300メートルの一直線の

道路で、ちょうどその中間に設置されておりますけれども、このＬＥＤの光がですね、両端まで届いてい

るのを見てですね、正直驚きました。ＬＥＤの照明の威力、すごいなというのを感じました。その照明威

力のあるＬＥＤ防犯灯を宮古島の全域に設置をしていけば島が一段と明るくなると同時に、防犯上も大変

役立っていくし、またＬＥＤの電気の消費量削減にも大いに貢献すると思いますけれども、一括交付金を

利用できるかどうかも当局として探しながらですね、その補助メニューを探しながら、ぜひですね、この

宮古島全島の防犯灯をＬＥＤ化していただきたいと思いますけれども、当局の考えをお聞きしたいと思い

ます。

次に、市営団地の雨戸の設置についてであります。現在宮古島市の市営団地にはどれだけの雨戸が設置

されているのかお伺いしたいと思います。今年度は何カ所、また今後の設置計画についてもお伺いしたい

と思います。台風のたびにですね、雨戸のない団地に住んでいる方は、やはり台風、過去の14号の台風を

思い出して安心して寝られないということもよく聞いております。そういった意味で、早急に団地に雨戸

の設置をお願いしたいと思いますけれども、当局の計画についてお伺いしたいと思います。

次に、県立水産試験場の建設誘致についてであります。昨日市長は、嘉手納学議員への答弁の中で、現

在の県の農業試験場を下地島に移設したいと、そういうことを県に強く要望しているということで聞いて

おります。しかしながら、水産試験場は宮古島市にはありません。隣の石垣市には国立の試験場もありま

す。何ら県や国の施設が、研究所が宮古島には少ない。そういった中で、やはり宮古島のこれからの水産

業の振興のためにもぜひとも県立の水産試験場の建設誘致が必要であると思いますけども、当局のお考え

をお聞きしたいと思います。

次に、ＩＴ企業の積極的誘致で雇用の創出と若者の起業についてお伺いしたいと思います。現在宮古島

市は、このことについてですね、ＩＴ企業についてどのような取り組みをしているのか、その取り組み状

況をお聞きしたいと思います。

次に、パイナガマ公園整備計画とその進捗状況についてお伺いしたいと思います。長年旧平良市議会か

らこのパイナガマ公園の事業計画をですね、二転三転しながらもいよいよその事業に取りかかると聞いて

おります。この事業の内容についてご説明を願いたいと思います。

次に、コンベンションホール建設計画とその周辺地域でのモータースポーツ施設の建設計画についてお

伺いしたいと思います。この施設に関しては、いろんな数名の議員の方が質問しておりますけども、その

中身についてでありません。膨大な、莫大なですね、予算をつぎ込むわけですけども、一番議員の中でも

心配しているのは、これをどこが運営していくのか、そしてどのぐらいの維持管理費がかかるのか、それ
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が宮古島市の財政にどういった影響を与えていくのかというのがやはり一番関心というか、を持っている

と思いますので、それについての説明をお願いしたいと思います。

あわせて、以前はモータースポーツ愛好家の中でですね、特にモトクロスをやっている若者がですね、

以前は白川田周辺の原野というんだか、そこをコースをつくってやっていたんですけども、そのコースも

なくなりました。今そういうモータースポーツを愛する若者のこういった大会なりする会場がありません。

ですから、せっかくコンベンションホールを建設するというんであればその周辺、コンベンションの中で

もそういったスポーツができるのかどうかも含めてですね、その周辺にモトクロスの施設、会場というか、

それができないのかどうかについてもお伺いしたいと思います。

次に、男女共同参画社会における女性の登用についてお伺いしたいと思います。平成11年６月23日に男

女共同参画社会基本法が施行されております。以来、宮古島市も社会状況の進展に伴って女性職員の登用

率の向上には取り組んできているものと思いますけれども、現在どのようになっているのかご説明を願い

たいと思います。残念ながらこの議場には、女性は亀濱玲子議員一人であります。そういう部長クラスの

ですね、職員がおりません。そういった意味でも、この宮古島市においてもですね、係長以上の女性、管

理職の職員をですね、ぜひ登用していくように宮古島市としてはどういうふうに取り組んでいるのか、そ

れについてお聞きしたいと思います。

次に、独居老人対策についてお伺いしたいと思います。ことしの夏は、異常気象が長く続いて、全国で

は多くの高齢者が熱中症にかかって生命を失っていくというニュースが多く聞かれました。その中でもひ

とり暮らしのお年寄り、発見が早ければ助かったというケースもあったとよく聞きます。突発的な災害が

起きても対応できる独居老人に対する対策も含めてですね、現在宮古島市における独居老人対策はどうな

っているのか。特に緊急通報システムというのが宮古島市にももう何年も前から導入されていると思いま

すけども、その利用状況についてお聞きしたいと思います。中にはこういった制度があるということわか

んない方も回ってみてわかりました。そういった中で、この制度の周知徹底はどのように行っているのか、

それについてもあわせてお聞きしたいと思います。

次に、観光行政についてお伺いしたいと思います。１点目に、宮古島市における観光地の公衆トイレ、

依然として和式も多く見られます。そういった中で、市民や観光客の要望として全部できれば、もう学校

でもみんな小学校から洋式トイレ、家庭でも使っております。そういった中で、やはり宮古島市挙げてで

すね、観光地のトイレ全て洋式化にしていくというのが大事じゃないかなと思っておりますので、その取

り組み状況についてお伺いしたいと思います。

２点目に、クルーズ船の受け入れ計画についてお伺いしたいと思います。先日アメリカのクルーズ船の

関係者が宮古島市への寄港を希望していると報道されております。現在宮古島市でその受け入れ態勢はど

うなっているのか。ガイドさんや通訳、それから交通機関である観光バス、タクシー、また来た方にお土

産としてどういった物産を提供していくのか、そういったものもあわせて受け入れ態勢についてお伺いし

たいと思います。

次に、道路行政であります。１点目に、宮古高校東通りの道路拡幅整備計画についてであります。何回

もこの場所については取り上げておりますけれども、将来近くに空港東側にコンベンションホールもでき

る。そうなると、富名腰地域一帯はますます住宅化が進みます。生徒もふえます。そういった中で、この
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高校東通り、子供たちの通学路としてもどうしても整備が必要であると思いますけれども、宮古島市の道

路整備の全体計画の中で優先順位を決めてやっていくということでありますけれども、やはり最優先にし

ていただいて取り組んでいただきたいと思います。

次に、出口通りの道路拡幅整備でございます。これもぜひとも、夏場には特に側溝から出るにおい、そ

れから道が狭いために対向車が側溝のふたを通行する音がうるさい、そういったいろんな状況があります

ので、早急な整備が必要であると思います。この計画についてもお伺いしたいと思います。

３点目に、私道の整備についてでございます。市内にあって長年生活道として利用されております道路

が個人名義になっていてなかなか整備ができない。そうした中で、私も何回か議会で取り上げて、宮古島

市の私道整備補助金交付要綱が施行されております。平成22年４月１日から施行されておりますけれども、

これまで何件の道路がこの補助金制度を活用して整備されてきたのかお伺いしたいと思います。また、そ

の補助金交付要綱の中身についても少し市民にもわかるように説明をお願いしたいと思います。

答弁を聞いて再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

宮古島薬草健康アイランド構想についてでありますが、市民の健康と長寿を目指すという宮古島薬草健

康アイランド構想の提案いただきました。大変ありがとうございます。メタボリックシンドロームを改善

するためにも非常に効果がある中身にしたいというふうに思っておりまして、今後具体的な方策について

検討いたします。

次に、県立水産試験場を誘致したらどうかということですが、沖縄県は平成25年７月に県の水産試験場

と水産普及センターを統合した海洋技術センターを糸満市に開所をしたばかりであります。県も同様に行

革を進めている中で統合したというこの実態を見た場合に、宮古島に水産試験場を誘致するということは

余り期待できないというふうに思っております。市は、海業センターを平成26年度で整備強化する計画を

しております。県に対しましては、市の職員に対する養殖あるいは増殖技術などの指導、助言をさらに強

化してもらいたいと、そういう要請をしてまいりたいと思います。

◎副市長（長濱政治）

観光行政について、観光地の公衆トイレについてでございます。

観光地のトイレにつきましては、障害者を含め全ての人が利用できるバリアフリー化等の設置、いわゆ

る洋式トイレですね、を設置するということで、改築に合わせて随時変更していきたいというふうに考え

ております。

それから、クルーズ船の受け入れ、これクルーズ船の受け入れは特に大型クルーズ船の場合に寄港でき

ない、要するに接岸できるバースがないというところが１つ大きな問題がございましたけれども、この間

いらっしゃっておりましたアメリカのクルーズ船、これはいわゆる小型というやつと中型というやつで、

現在のバースでも一応接岸可能なところということで、受け入れは十分可能であるということでお話はい

たしました。そして、ガイドとか、それからバス、通訳とかお土産などにつきまして、ガイド、これは船

のほうから要請があれば一応バス会社と話をしてガイドをつけてもらうということ、それから通訳につき

ましては、基本的には要請があれば誰かをお願いするということになりますけれども、船のほうで通訳を

つけてくるというところが一応考えられております。それから、バスの要請があればもちろんバスも手配
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いたします。それから、お土産につきましては、基本的には市街地でいろいろとお土産品店がございます

ので、そのあたりを案内するか、もしくは必要であれば入港と、それから出港の前にちょっとした店舗み

たいなものをテーブルを並べて販売するということもそれぞれやっております。どういう形になっていく

のかはそのときの対応の仕方だと思います。ただ、基本的には大きな船が現在なかなか着くことができな

いということと、それからＳＯＬＡＳといいまして外国船が来るときにその地域、港湾施設の中で外国船

が来ても対応できる、外国船が来る場合にはこの施設を持たないといけないという国際的な取り決めがご

ざいまして、それが今のところ下崎のほうにしかないということでございますね。それが現在平良港のほ

うに今申請中でありまして、これが来年の５月ごろには多分できるということでございます。以上のよう

な形で受け入れていくということでございます。

◎企画政策部長（古堅宗和）

まず最初に、下地島空港と残地の利活用についてのご質問であります。

下地島空港利活用につきましては、現在県は実現可能案としました５案を基本に誘致活動に取り組んで

いるところであります。その中でＪＴＡの訓練利用が新聞等で報道されており、またＪＡＬにつきまして

は2014年、来年４月以降ですね、2010年に経営破綻後のパイロットとして入社しながら地上職に職種転換

となった113名を対象にしまして、パイロット養成の再開を現在検討中との情報も入ってございます。そ

ういったことから、下地島空港は訓練飛行場として建設されておりますので、ＪＴＡ、それからＪＡＬの

訓練利用を含め、他のエアラインや大学等の実機訓練が実現すれば再利用の利活用と考えております。

次に、残地の利活用についてでありますが、市は農業ゾーンの部分を県より購入し、その利活用に向け

て宮古島市下地島農業基本計画書を策定し、取り組んでいるところであります。その他の関連ゾーンにつ

きましても、県が開催します各種専門部会において協議をしてまいりたいと思っております。

◎福祉部長（渡真利健次）

富永元順議員の市長の政治姿勢について、独居老人対策についての緊急通報システム等の事業概要と周

知はどのように行っているのかというご質問にお答えします。

独居老人対策としまして、本市では緊急通報システム事業と高齢者見守り事業を実施しております。緊

急通報システム事業は、在宅のひとり暮らし老人等の急病または事故等の緊急時に迅速に対応できるよう

緊急通報システムを整備して、日常生活の安全確保と不安の解消を図るために実施しております。現在こ

のシステムを活用されている方は、11名の方が利用されております。

次に、高齢者見守り事業については、24時間365日対応の定期巡回・随時対応サービスにより、高齢者

が住みなれた地域で安心して生活できるようにということで実施しております。高齢者見守り事業は、65歳

以上のひとり暮らしの高齢者と65歳以上の高齢者のみの世帯に属する者で支援が必要な方が対象となって

おりまして、見守り事業については８月末現在で150世帯の方が利用されております。

緊急通報システム事業と高齢者見守り事業の周知についてなんですが、「広報みやこじま」への掲載と

か、そしてまた介護サービスを受けている方々には訪問介護事業所等を通じてですね、事業の周知を図っ

ております。

◎生活環境部長（平良哲則）

全島防犯灯ＬＥＤ化計画についてでありますが、宮古島市が管理している防犯灯は290基で、そのうち
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ＬＥＤは41基であります。市設置の防犯灯については、平成22年度設置分から基本的にＬＥＤを使用して

おります。防犯灯設置の一括交付金対応は厳しいと考えますが、防犯灯ＬＥＤ化につきましては今後とも

継続して実施していきたいというふうに考えております。

◎観光商工局長（下地信男）

本市におけるＩＴ関連産業誘致の取り組み状況について、本市ではＩＴ関連産業の誘致及び育成による

雇用の創出を図ることを目的に、平成19年度においてＩＴ新事業体制強化事業を導入いたしまして、城辺

庁舎２階にＩＴ産業センターを設置しております。平成20年度の供用開始と同時にコールセンター企業が

入居いたしまして、現在46名が雇用されておりまして、雇用の場の創出という面で一定の効果が上がって

いると考えております。また、ＩＴ関連の事業を始める際に必要となる事務所スペースを低廉な価格で提

供する仕組みを整え、これ一般にはインキュベート施設と言っておりますが、ＩＴ関連の企業促進を図っ

ているところです。今後とも企業促進と雇用の場の確保に向けて本センターの活用を促進してまいります。

◎建設部長（下地康教）

市営団地の雨戸の設置についてでございますが、市営団地の雨戸設置は、平成15年の台風14号被害の後

ですね、設置は進んでいるものの、設置されていない団地もございます。未設置団地については、構造上

の問題など設置できない団地もあることから、現状を調査し、設置に向けて検討してまいりたいというふ

うに考えておりまして、ご質問の中に現在どのぐらい設置されているのかということと、今年度の設置数

はということと、将来どういう形で設置されるのかというご質問もございました。まず、今現在団地はで

すね、75棟ございます、宮古島市市営団地がですね。そのうち５割程度は、設置は進んでございます。今

年度、その設置に関する調査を実施しましてですね、平成26年度、次年度に予算化をしまして、順次設置

をしていきたいというふうに思っておりまして、今年度の設置はなしということでございます。

次に、パイナガマ公園の整備計画と進捗状況についてのご質問でございました。パイナガマ公園整備事

業は、平成８年度より事業を開始し、現在のところ平成28年度に事業を完了する予定となっております。

今年度は、広場等の造成工事を行う予定でございまして、次年度より園路、広場、駐車場の整備を行い、

続けてバーベキュー施設や管理棟などの施設整備を行っていく予定でございます。進捗率としまして、現

在68.4％というふうになってございます。

次に、コンベンションホール建設計画とその周辺でのモータースポーツの施設計画についてというご質

問でございますが、コンベンションホールは一括交付金事業にてスポーツ観光交流拠点施設として整備計

画を進めているところでございます。整備概要としましては、敷地面積が２万1,000平米、建築面積は現

在のところ約5,200平米程度を予定しております。駐車スペースを500台程度考えておりまして、基本的に

周辺でのモータースポーツの計画は現在のところ考えていません。

また、ドーム内でのモトクロス云々ということがございますが、これは構造上いろいろな制限がかかっ

てくると思いますので、これはしっかりと調査をしましてですね、できるかできないか判断したいという

ふうに思っております。

施設管理の方法はということでございますが、指定管理を検討してございます。

それと、維持管理費についてでございますが、まず人件費、各設備等保守点検費、修繕費等を含む施設

内維持管理費、消耗品費、光熱費、清掃管理費等、想定される支出はですね、年間でおよそ1,700万円程
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度を予測してございます。

次に、道路行政についてでございます。宮古高校東通りの道路拡幅整備についてのご質問でございます。

当路線は、平成14年度から道路所管の交通安全施設整備事業で整備しております。延長が400メートル程

度の道路でございますが、今年度宮古高校校舎側の歩道整備を行い、事業を完了する予定となっておりま

す。ご質問は、この高校東線から東側の区間の拡幅計画だと思いますが、当該区間の整備については今後

事業継続路線の進捗状況を見ながら、必要性、緊急性を総合的に判断し、県と調整しながら採択に向けて

努力をしていきたいというふうに考えております。

次に、出口通り道路拡幅整備計画についてでございます。当路線は、福嶺医院十字路前の交差点から東

に向けアツママ御嶽南側の交差点までの約320メートルの区間で、これは県道78号線でございます。拡幅

整備計画については、宮古土木事務所都市港湾班に確認したところ、現在拡幅の改良計画はないというこ

とでございました。しかしながら、やはりまちづくりとしてはですね、の観点からは歩道が必要な道路だ

というふうに我々も認識してございます。

次に、私道の整備に関してのご質問でございました。私道の整備に関しましては、平成22年度から宮古

島市私道整備補助金交付要綱に基づき、要綱の要件を満たせば最大で180万円の補助金を交付しておりま

す。実績としましては、平成22年度に２件、平成23年度にも２件、平成24年度に５件が整備されておりま

す。今年度においても２件の補助金を交付しており、１件は工事が完了しております。もう一件は、今月

中にもですね、完了が予定されております。今後もですね、要望等があればこの制度を活用して整備をし

ていただきたいというふうに考えております。

また、要綱の内容といいますか、はどういったものかということでございますが、詳しいものはですね、

宮古島市のホームページの中に、例規集で見ることができるんですけれども、基本的にはですね、道路で

ある。つまり私有地といいますか、個人財産であっても地目が公衆用道路というふうになっていて、６メ

ートル以上または条件によっては４メートル以上の幅員があれば申請ができるというふうになっておりま

す。

◎企画政策部長（古堅宗和）

済みません。１件答弁漏れがございました。

本市の女性登用率の状況についてのご質問にお答えいたします。本市の各種審議会などにおける女性委

員の登用率は、平成25年３月31日現在におきまして22.5％となっております。各種審議会におきます女性

委員の登用につきましては、毎年関係部署に協力願いの通知を行っているところであります。また、市の

幹部職女性職員の登用につきましては、係長以上の役職員は12.7％となっており、今後もさらなる登用率

の向上に向けて頑張っていきたいと思っております。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

八重干瀬の世界自然遺産登録についてであります。

池間島北方に位置する八重干瀬は、議員ご指摘のとおり平成25年３月27日に国指定名勝及び天然記念物、

地質としての指定を受けております。文化財保護の観点からすると、今後はフデ岩と八重干瀬北端のウツ

グスを含む海域を保護が必要な範囲として取り扱うことを検討しております。また、平成26年度には保存

管理計画策定事業に着手し、現状変更の取り扱いに関する詳細をまとめ、貴重な文化財の適切な保護管理
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を図ってまいります。議員ご指摘の世界自然遺産登録の取り組みにつきましては、登録の可能性について

登録基準等など県担当部局及び文化庁担当部署へ情報収集をしてまいりたいと思います。

◎伊良部支所長（川満勝彦）

下地島と伊良部島間の水路の整備計画について、水質保全対策ということでございますので、ご説明い

たします。

平成24年度、一括交付金事業により入り江の水質調査を実施いたしました。水質についてはおおむね良

好でありますが、家庭及び畜産排水の流入や窒素の流入も多く確認されております。なお、水質保全対策

につきましては、平成26年度以降、順次入り江の整備を進めていきますので、その中で水質改善のための

水路の作澪や生活雑排水の浄化施設等の建設を実施してまいりたいと考えております。

◎富永元順議員

それでは、再質問をしたいと思います。

まず初めに、宮古島薬草健康アイランド構想、ぜひですね、やはりどの市町村にもないようなですね、

宮古島薬草健康アイランド構想実現をして、市民のこういう健康を守っていく、ぜひとも取り上げていた

だきたい。市長も前向きに答弁していただきましたので、大変ありがとうございます。

それと、下地島空港と残地の利活用でありますけれども、下地島空港の利活用とあわせてですね、今、

全日空空輸が那覇空港を利用して、深夜便ですか、深夜の便を、期間を利用してソウル、チンタオ、上海、

香港、バンコク、台北へ日本の関西、中部、それから羽田、成田からこういう貨物をですね、運んで、そ

れを再度また送るというふうな国際貨物のハブ事業を進めております。これ2009年にスタートしておりま

す。現在2013年、四、五年になりますけれども、当初の取り扱いのですね、200倍にふえたということを

聞いております。そういった意味で、できれば下地島空港も、全日空じゃなくて日本航空がこれから国際

貨物をですね、ますますふえてくる国際貨物のハブ事業が下地島において展開できないかどうかについて

ですね、ぜひ市長、その見解をお伺いしたいと思います。

次に、八重干瀬の世界遺産登録でありますけども、関係部署とですね、積極的に連携とってですね、ぜ

ひとも八重干瀬の世界遺産登録を実現していただきたいと思っております。私も今回の選挙公約に掲げて

おりますので、ぜひこれには取り組んでいきたいと思っておりますので、本当にそのことによって宮古の

サンゴ礁を守る、日本唯一のですね、卓上のすばらしいサンゴ礁を守っていく。それがやはり観光にも産

業にもつながっていくというふうに思っておりますので、ぜひとも宮古島市挙げてですね、取り組んでい

っていただきたいと思っております。

それで、全島ＬＥＤ化、これについてもですね、290基あって、防犯灯が41基がＬＥＤ、防犯灯に関し

てもＬＥＤを進めていくということでありますけれども、これまでの290基の中にですね、もう壊れて使

用できないようなところがある。それに対しても市のほうでＬＥＤ化をするということで何とか手当てで

きないのか、それについてお伺いしたいと思います。

雨戸の設置については、今年度はなかったということでありますけども、平成26年度、本当に市民が安

心して夜を過ごせるようなですね、体制をとっていただきたいと思っております。

県立水産試験場、これは海業センターを整備、拡充していくということでありますので、宮古の水産振

興のためにもそういった試験場のですね、整備というのは必要でありますので、ぜひとも進めていってい
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ただきたいと思います。

それと、パイナガマ公園整備計画、これから駐車場、それからバーベキュー施設をつくるということで

ありますけども、パイナガマを利用する方々からですね、何か当初の計画は駐車場の位置が南側にあると、

それをぜひともパイナガマビーチに近いところにつくっていただきたいという要望がありましたけども、

それに対してはどうなっているのかお聞きしたいと思います。

男女共同参画社会、これは何か資料によりますとですね、平成10年度が係長以上の登用率が20.八何％

だけど、部長が答弁したのはそれよりも数字が下がっているんですけど、ちょっと確認をしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

では、もう２分となりましたので、最後に私道整備、本当に宮古島市が私道整備をですね、宮古島市私

道整備補助金交付要綱をつくったおかげでもうこれまで手つかずだったそういう舗装されない私道がです

ね、私道が整備されている、これに対して本当に市民が大変喜んでおります。ぜひとも予算もですね、180万

円、額的には不十分なところもあると思いますけれども、今後増額を含めた取り組みをしていただきたい

と要望しておきたいと思っております。

最後に、私もこの４年間、同僚議員の皆様と一緒に宮古島市発展のために頑張ってきたつもりでござい

ます。また、市の職員とも一緒にですね、この議会活動通じてやってまいりました。その中で、今回勇退

する５人の同僚議員の皆さん、大変もう本当に、できれば一緒にまた再度この宮古島市発展のために頑張

っていきたいと思っておりますけれども、本当にそれぞれの分野でまた宮古島市の発展のためにぜひとも

活躍していただきたい。また、挑戦する我々としては、頑張って再選してまたこの場に戻ってきて宮古島

市の発展のために頑張っていきたいとお誓い申し上げまして、私の一般質問を終わります。ありがとうご

ざいました。

◎市長（下地敏彦）

下地島空港を貨物便のハブ空港にできないかという提案であります。これについては、前にも県と話を

してみたことがございます。実際に貨物便を運航しているＪＡＬ、ＡＮＡはですね、できるだけ飛行機を

効率的に使いたいと。したがって、貨物が集積しているところに来て積んですぐ行く、そういう形じゃな

いと貨物便はうまくいかないよと。そういう意味では、今那覇空港、全ての貨物があそこに集積されると

いう点を持っておりまして、それを下地島空港に持ってきて飛行機が飛んできて積んでまた行くという、

効率が悪くて、これはちょっと難しいという話でありました。したがって、今の空港の利活用で、私ども

これ提案してみましたけれども、そういう返事が返ってきたということです。

◎企画政策部長（古堅宗和）

男女共同参画についてのご質問にお答えします。

「うぃ・ずぅプラン」の計画がございますが、その目標値では各種審議会委員については目標値を30％

と定めてございます。これが先ほどご答弁しましたように22.5％という達成率になっております。それか

ら、市の係長以上の女性職員の登用率もこれ目標値が20％で、現在12.7％ということでございます。今後

もさらに上がっていくように努力したいと思っております。よろしくお願いします。

◎建設部長（下地康教）

パイナガマ事業の駐車場に関する件だというふうに思いますが、パイナガマの公園は従来のパイナガマ
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ビーチの背後のエリアと、それとこれから整備をする南側のエリアに大きく分けられます。現在駐車場が

あるんですけれども、これから整備する駐車場に関しては両エリアの利用客が十分利用されるような、恐

らく中間的な、両エリアの真ん中に位置するような駐車場をですね、整備したいというふうに考えており

ます。

◎議長（平良 隆）

これで富永元順議員の質問は終了いたしました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後３時09分）
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、24名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第６号のとおりであります。

この際、日程第１、一般質問について、先日に続き質問を行います。

本日は、亀濱玲子議員からであります。

これより順次質問の発言を許します。

◎亀濱玲子議員

通告に従いまして一般質問をさせていただきたいと思います。まず、質問を始めます前に、今議会で私

の一般質問の通告書がちょっと違ったのを出してしまったことから、議員の皆様にお時間を割いていただ

いて議会運営委員会を開いていただいたりしたこと、あるいは事務局が対応していただいたことに感謝申

し上げます。

それでは、私見を交えながら一般質問をさせていただきたいと思います。まず初めに、市長の政治姿勢

についてお伺いいたします。私は、これまで議会の多くの質問の中にこのことを取り上げてまいりました。

６月定例会にも質問いたしましたけれども、今宮古島を取り巻く状況、あるいは下地島を取り巻く状況が

いろんな動きがあるということから、もう一度市長にお考えをただしたいというふうに思います。防衛大

綱の中では、もう随分島嶼防衛ということで宮古島、与那国もそうですけれども、下地島が話題になって

おります。この間、驚いたことに、これ新聞を見ていただくともう皆さんご存じなんですが、ＰＡＣ３配

備の調査が開始されたということが載っております。これはどうしてこれを市長がお認めになったかとい

うことを疑問を持つわけですけど、場所がですね、大嶽城址公園、そしてトゥリバー、平良港、下崎ふ頭、

いずれをとっても市民が生活の中で行くところです。特に公園というのは、いつでも誰でもそこに行くこ

とができます。そういうところをＰＡＣ３の配備を、調査の段階とはいえ市有地を許可したということに

関しては、この島嶼防衛の中で順々とひたひたと、本当に私たちの暮らしの中に押し寄せてきている、そ

んな感じがします。自治体のかじをとるトップとしては、暮らしの中に武器が近くにあるということに対

して、石垣でもそうだったんですけど、港に置かれたものに自衛隊の銃口がどこに向けられていたかとい

うことが新聞でも書かれたりいたしておりました。暮らしの中にこういうことが入ってくるということを

私はあってはならないことと思っています。市長の見解を求めます。

もう一点は、下地島空港のことですけれども、この間私はずっとこのことを実は取り上げてまいりまし

た。建設当時の当初の目的を国に責任を持って遂行させるべきだというのが私の考えです。国内における

実機訓練を国外でするということを国が力を持って、力というのは補助を出したり、さまざまな形で国内

で訓練をするようにということを県と市が国に要請すべきということを言ってまいりました。このことが

新聞でも先日も取り上げられておりましたので、これについてもっと積極的に市も県に働きかけ、そして

国に働きかけていただきたいというふうに思います。これについて、市長のお考えをお聞かせいただきた

いというように思います。

続いて、福祉行政について。これも難病患者、あるいはがん患者に係る渡航費の一部の助成なんですが、
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これが今年度スタートいたしました。スタート時は、例えば申請のドクターの署名が宮古島内における総

合病院というふうに決まっておりましたけれども、これが主治医であれば島外でもよいというようなこと

になっています。そして、中には難病、小児があるいは難病だったりするのの付き添いが11歳までという

ふうに認められておりましたけども、現在18歳というふうになっています。私は、年齢に関係なく、渡航

するのに付き添いが必要というのが主治医の見解として出された場合は、これは認めるべきというような

考えです。見ていただきたいんですが、これダウンロードできるんですが、ここにチェックする、申請書

の中に５つのチェック項目があるんです。これはなぜこれによって認めてほしいというかというと、審査

会というのが置かれていないからです。これは判断するのはその担当ができるということではありません

ので、審査会のない中では主治医が出す放射線が必要なため、あるいは専門性の高い疾患のため、大量の

出血が予測される手術のため、本市では困難な治療方法のため、定期検査のためというふうにうたわれて

おります。このことを主治医がレ点ですね、チェックをして出すとそれがスムーズに通るというのが石垣

市でもとられている方法です。ぜひ宮古島市でもやっていただきたい。６月定例会では余りはっきりした

お答えいただけなかったので、これについてはお答えいただきたいということと、セカンドオピニオンと

いうのは石垣市では島内ではできない治療を当事者が望んで島外に出るということに関しても、これは認

められているものです。これについてもぜひ認めて、スムーズな利用というものをしていただきたいとい

うふうに思います。

ちなみに、６月定例会で聞けなかったこと、これはスタートしてからこれまでどれだけの方が申請をし

てどれだけの方が利用したかということとあわせてお答えいただきたいと思います。

続いて、ハンセン病問題の取り組みについてですが、６月の議会はとてもファジーな答え、検討します、

検討します、検討します。市職員対象の問題もしかり、そして宮古南静園の将来構想もしかり、検討しま

すということでした。どういうことができるか検討しますということでしたので、今議会で提案をさせて

いただきたいと思います。今宮古南静園は、ハンセン病資料館、そして交流センター、これ仮称ですけど、

今年度既存の施設を改修という形で今年度でき上がります。来年度はそれが資料館に向けて、いつオープ

ンというのは決まっておりませんけども、オープンに向けて準備が始まります。なので、宮古島市が所在

自治体の責任において私は予算も含めて人的にも、そして予算的にも資料館に対して参画というんですか、

かかわっていただきたいというふうに思っています。これについてはお考えをお聞かせください。

そしてもう一点、偏見、差別をなくすために人権学習として職員の研修に入れていただきたい、これは

検討できるようなお返事でした。これについては具体的に、じゃ来年度、新年度からそれを入れたいとい

うことを計画できるかということをお答えいただきたい。

もう一点、教育委員会で人権学習としてこれを教職員の研修として入れていただけるかということにつ

いても、お答えいただきたいと思います。

続いて、これも６月定例会でも伺ったんですが、ひとり親世帯、母子家庭、父子家庭の支援について現

状と課題についてということでお聞きしたんですが、６月は国の支給する特別児童手当、あるいは医療支

援、医療の助成ですね、そして３名、あるいは４名が利用している就職に向けての資格を取るということ

をお答えいただいたんですが、これは市独自の動きではありません。国がやる補助の範囲のことですので、

宮古島市はこの母子世帯の支援についてどういうふうに捉えているかということをもう一回掘り下げたい
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と思います。この母子、父子というのが一緒くたになって今相談のまとめになっているようですが、一体

どれぐらいの相談を受けて、どういう内容で相談を受けて、今宮古島市はどういう課題を持っているのか、

母子支援、父子支援についてですね、これをもう一回掘り下げてみたいと思いますので、お答えいただき

たいと思います。

続いて、商工労働行政ですけれども、これはまとめて２つ一緒に質問してみたいと思うんですが、県は

一括交付金で５年間で200台のノンステップバスを県下自治体に導入する方針であると。なぜか宮古島市

はなかなか進まない。1,500万円の県の補助がある、事業所が1,000万円の補助、であるならばこれを例え

ば500万円を市が補助するという形ででも市内にノンステップバスが走る。そして、市街地を周遊、ぐる

ぐると回るところにまずはノンステップバスを導入していただきたい、これについてお答えいただきたい

というふうに思います。

続いて、教育行政ですが、これは教育委員長にも、そして市長にもお答えいただきたいと思います。ま

ず、２点お答えいただいてから再質問したいと思います。さきの６月議会で地域説明会における、６月定

例会以降ですね、来間の中での状況というものをどう捉えていらっしゃるのかということをまずは教育委

員長に……私はその場にいました。教育委員長が住民の中での話し合いを断ち切って出ていく姿も見まし

た。私はとめました。そのときに住民は、戻ってきて僕たちの話を聞いてください、当事者、小中学生も

そのように言って教育委員長を引っ張って連れてきた。その中でまた教育委員長はお話をとめて出ていく。

この間の教育委員会がとっている手法というのが、本当にこれでよいのかということについてはお答えい

ただきたいと思います。

ついては、市長も、市長の施政方針の中でうたっている学校規模適正化が、市長はこの間教育委員会が

やっているのに進めていくというお答えですが、こういうような地域でのやりとりをごらんになって、本

当に今宮古島市が進めようとしている学校の統廃合が時宜を得たものなのかということを、私は市長はみ

ずから答える責任があるというふうに思っています。なので、この地域における状況というものを市長が

どのようにごらんになっていらっしゃるのかということをお答えいただきたいと思います。

さきに私は６月定例会で、丁寧に地域の声をしっかり受けとめることが求められると質問しました。そ

のときは、教育長職務代行者はこう答えました。今後の進め方について対象地域から説明会の要望があれ

ば話し合いの場を設置し、学校規模適正化が円滑に進められるようにということは前段にあったとしても、

意見交換を深めていきたいと確認をしていますということです。このことは、出来レースを想定してのこ

とじゃないですよね。これは、時間をかけて地域に入って話を聞きますよというような答弁にこれはなっ

ているんじゃないですか。その後、その前にも５月の中央公民館で教育委員長は何度でも足を運びますよ

っておっしゃいました。そういうふうに市民は信じますよ。しかしながら、委員会の中で部長は今９月に

決めなければ来年の４月のスタートに間に合わないんですっておっしゃった。はなから計算してこのこと

が進められているとしか思えないような委員会での答弁でした。この丁寧に進めていくということをこの

議場でお答えになったことは何なんですか。それは適当に答えたことになるんですか。本当にそうであっ

たらそうであったというふうに動かなきゃいけないですよ。このときの答弁がどういう状態であったかと

いうことをしっかりと確認をしてから、再質問をしたいというふうに思います。

市の幼稚園の職員数及び配置についてなんですが、６月定例会で少し私は理解しづらかったんですが、
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障害児対応の職員の配置はできているようなお答えだったかと思いますが、私が求めているのはそれ以上

に複数の職員の配置を求めたいというふうに思っているんです。特に子供たちがいる午前中でも、これは

正規の職員が無理としても臨時の職員でも、小さなクラスであったとしても複数の先生がどうしても子供

たちの安全には必要だと、私はこれはもうどうしても一日でも早くやっていただきたい。４月からこれが

できるかということについて、お答えいただきたいと思います。

そして、図書館サービスの充実に向けてお伺いいたしますけれども、遠隔地住民サービスの充実の取り

組みはどうなっているのか。２点目、障害者、高齢者のサービスの向上についてはどうなっているのかと

いうことをお答えください。

新図書館なんですが、要綱をいただいたんですけれども、かいつまんで……今までも答えていらっしゃ

るので、かいつまんで建設に向けての予算と今後の取り組みをお聞きしたいと思います。

答弁をお聞きいたしましてから再質問をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時17分）

再開いたします。

（再開＝午前10時18分）

◎市長（下地敏彦）

学校規模適正化についてのご質問でございました。その説明会の会場において、いろいろと発言があっ

て、十分な説明ができなかったという報告は受けております。教育委員会が学校規模適正化についてその

考え方を説明しようと出向いているのに、説明する前にですね、この件は白紙撤回せよと、そういうこと

ではなくて、まず委員会の意見を聞いて後に論議をすると、そういう形で説明会を進めてもらえばよかっ

たなと、そう思います。

◎副市長（長濱政治）

まちなかコミュニティーバス、それから生活路線バスの小型ノンステップバスの導入について、ノンス

テップバスについてお答えいたします。小型ノンステップバスの導入につきましては、１台当たりの購入

費用が議員おっしゃるとおり2,500万円近く、国、県の補助金で1,500万円というふうな補助があると、そ

ういう制度を活用しても事業者負担が大きくて、なかなか導入は進まないという話はございます。議員が

おっしゃいますように、その1,000万円のうちの500万円を市が助成したら買えるじゃないかというふうな

話をおっしゃっておりましたけども、その提案も事業者側にやりまして、それでも無理であるというふう

な話はあるようでございます。そういった報告を受けております。しかしながら、バス会社としましては、

買いかえの際は安価な中古のワンステップバスを購入する方針で検討しているというふうに聞いておりま

す。

◎教育委員長（宮國 博）

教育委員会としては、地域の説明会を含め地域からの要請を受けてですね、説明会を開いたり、あるい

は事務方が出向いて意見等を聴取と、こういうふうな作業がありましたけれども、残念ながら結果として
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ですね、なかなか教育委員会と地域の人たちとの議論がかみ合わなかったというふうな実情があるという

ことは承知しております。教育委員会としては、今後も教育環境整備のために意見交換会等々をですね、

積極的に行って学校規模適正化を進めていきたいと、このように考えております。

◎総務部長（安谷屋政秀）

亀濱玲子議員の新中央図書館の建設に向けての予算と今後の取り組みについてお答えをしたいと思いま

す。

平成24年３月、図書館、公民館の併設施設建設が決定されておりまして、これを受けまして宮古島市未

来創造センター（仮称）の基本計画を策定し、新築工事設計業務に係るプロポーザルの手続を宮古島市ホ

ームページにて９月９日から24日まで掲載をしております。今後の予定としましては、設計者選定及び特

定のためのプロポーザル審査委員会において基本設計を行う事業者を特定し、今年度中に基本設計を完了、

平成26年度中に用地取得と実施設計、平成27年度に工事を開始し、平成28年度中の開館を目指しておりま

す。建設につきましては、概算で約30億円から35億円を見込んでおります。主要財源としましては、合併

特例債の活用を考えております。

◎福祉部長（渡真利健次）

亀濱玲子議員の福祉行政について、本市における母子、父子家庭の相談支援状況についてということで

の質問にお答えします。

市においては、女性相談員１名、家庭児童相談員２名によって多種多様な相談並びに支援を行っており

ます。平成24年度実績における女性相談の内容の主なものを申し上げますと、夫等の暴力が延べ16件、離

婚問題が延べ61件、子供の問題が延べ19件、住居、経済関係が延べ44件、その他36件、合計176件となっ

ております。また、家庭児童相談の内容の主なものを申し上げますと、学校生活等が延べ47件、家族関係

が延べ42件、環境福祉が延べ439件、その他延べ99件で合計627件となっております。これらの相談内容に

よってはその問題解決に向けて、就職関係についてはハローワーク、そして住居とか仕事、あるいはまた

金銭、そういった問題については生活福祉課のほうにつないで問題解決するというふうに、関係機関との

連携を図りながら支援を行っております。

◎生活環境部長（平良哲則）

まず、難病患者等に係る渡航費助成事業についてでありますが、１点目に付き添いの年齢制限について、

渡航の際に付き添いの助成を受けられる条件としては、対象者、患者の年齢が18歳未満までとしておりま

すが、18歳以上の患者の場合ということで今のところ医師に確認をとるか、あるいは患者の状況、これを

見て判断しているということであります。

次に、セカンドオピニオンについての対応でありますが、この事業のスタート時点でセカンドオピニオ

ンは治療ではなく相談としての認識で事業をスタートしておりますので、助成の対象というふうには捉え

ておりません。

３点目に、これまでの実績でありますが、この事業は本年度から始まった事業ですが、これまでの渡航

費助成事業の実績としましては、８月末現在で悪性新生物疾患が16件、小児慢性疾患が２件、特定疾病が

８件の計26件でありまして、それに同行者が５件ということになっております。支給金額の合計が37万

4,000円となっております。この事業は、今後とも患者さんやご家族の一助になる、そういった支援事業
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にしていきたいというふうに考えております。

次に、ハンセン病問題の取り組みについて、宮古島市の取り組みでありますが、宮古南静園におきまし

ては来年度ハンセン病資料館がオープンするということであります。宮古島市は先月宮古南静園と資料館

について意見交換を行い、継続して話をするということになっております。今後は県とも連携を図りなが

ら、資料館の充実を含め園の環境整備に協力していきたいと、そういう旨を伝えてあります。

次に、ハンセン病の啓発への取り組みということでありますが、これにつきましては６月定例会で職員

を対象とした講演会等は開催できないか、検討しますと答弁しております。市全体を対象とした講演会等

につきましては、やはり年度当初から計画しなければ厳しいものがありますので、これにつきましては次

年度に向けての取り組みにしたいというふうに考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

亀濱玲子議員の福祉行政について、ハンセン病問題の取り組み、偏見、差別をなくすための教育関係者

を対象とした啓発等についてですが、子供たち一人一人に確かな人権意識を育み、望ましい人間関係や社

会参加への意識の基盤づくりに努めることは、教育の重要な課題だと強く認識しているところです。各学

校においては、毎月の人権の日や12月の人権週間を設定し、全体集会や学級活動において偏見や差別につ

いてもともに考え、自他を愛する心の大切さなど、人権意識の高揚を図る指導に計画的に取り組んでおり

ます。本市においては、ハンセン病問題について偏見や差別、人権について深く考えるべき課題だと考え

ております。学校によっては独自に関係資料をもとに取り組んでいる学校もあります。教育委員会としま

しても、厚生労働省や県福祉部の資料等の学校での活用を促進するとともに、ハンセン病問題の歴史とハ

ンセン病への正しい認識を図るとともに、教職員一人一人の人権意識の高揚を図る取り組みを検討してい

きたいと考えております。議員ご提案の教育関係者等を対象にした講演会等の開催による啓発に向けた取

り組みについても、教職員はもとより子供たちにかかわる全関係者への人権意識の高揚を図る方策の一つ

として、今後検討していきたいと考えております。

次に、幼稚園教諭の複数配置については、６月議会でも答弁したように学級定数の引き下げや幼稚園に

おける預かり保育のあり方、こども園等の幼保連携、幼稚園規模の適正化等、さまざまな観点から福祉部

とも連携して総合的に検討していきたいと考えております。

◎生涯学習部長（垣花徳亮）

図書館サービスの充実に向けて、２点ほどのご質問でございます。まず、１点目に遠隔地住民サービス

の充実についての取り組みでございますが、平良図書館、城辺図書館ではこれまでも移動図書館車による

遠隔地の住民へのサービスを行っております。平成25年度は図書館サービスの重点目標に移動図書館車の

利用促進を掲げており、効率よい巡回、ステーションの拡充などを図り、積極的に地域へ出張し、さらに

遠隔地のサービスに努めております。西辺地区では小学校と公民館にステーションを設け、地域の皆様へ

サービスの提供をしております。また、今年度新たに添道地区において、地域の皆様のご要望により添道

おはなし会を添道公民館あさつゆの里で開催し、移動図書館車、懐かしい宮古のＤＶＤ上映会、人形劇な

どを開催し、地域住民の皆様に楽しんでいただきました。また、市主催イベントなどに移動図書館車を派

遣し、サービスの浸透、利用拡大に努めております。

次に、障害者、高齢者へのサービスについてでございます。今年度より狩俣地区の就労移行支援施設、
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それから上野地区の老人施設へ団体貸し出しサービスや移動図書館車のステーションなどでサービスを実

施しているところでございます。また、沖縄県立宮古病院の新築移転に伴い、移動図書館車のステーショ

ン設置のご協力をいただき、近々開設する予定になっております。今後も、地域住民の皆様に親しまれる

図書館としてサービス提供に努力してまいります。

（「１つ答えていただけていないのがあるんですけど」

の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時35分）

再開いたします。

（再開＝午前10時35分）

◎亀濱玲子議員

お答えいただきましたので、再質問をさせていただきたいと思います。

では、６月定例会でも聞いた質問ではあるんですが、市長にはぜひお答えいただきたいですので、防衛

計画の大綱の中の下地島がですね、所在自治体として民間航空機以外は使用させないとする屋良覚書、西

銘確認書を遵守するという、この姿勢は貫くということについての市長のお考えを再度確認をしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

それと、難病、がん患者の渡航費の一部支援ですけれども、先ほど18歳以外の年齢の方では医師と相談

しながら判断ということですので、これはできているというふうに判断していいわけですね。ありがとう

ございます。

この主治医の意見書なんですが、これは島外、あるいは県外、本土の病院でも主治医が本土にいたらそ

の申請も可能という判断でいいですかということをお聞きしたいと思います。

ハンセン病回復者の相談支援事業についてをちょっと質問するのは忘れておりましたけれど、６月には

県と調整をして検討していきたいということだったんですが、ぜひですね、市長が県がなかなか腰が重い

んだよねということをおっしゃっていたんですが、ぜひこれはテーブルをまず県とつくっていただいて、

沖縄には500名を超えるという退所者、そして非入所者が400名を超えるというふうに言われておりますか

ら、ハンセン病回復者の問題を県の問題、あるいは所在自治体の問題として積極的に取り組んでいただき

たい。ついては、県とテーブルをつくるという、そういう作業をしていただきたい、これについてはお答

えいただきたいというふうに思います。

ひとり親世帯についてですけど、今相談の件数を教えていただいたんですが、その中で自立支援につな

いだ件数は何割ぐらいありますか。627件の相談の中でですね。そして、担当は今宮古島市の母子家庭、

あるいは父子家庭の自立に向けての課題は何だというふうに捉えていますか。まとめてお答えできるよう

でしたらよろしくお願いいたします。

コミュニティーバスなんですが、これは少し外れるかもしれませんが、このノンステップバスはぜひ一

日でも早く実現してほしい、努力をしていただきたいと思いますが、新年度コースを生活路線バスとして

のコースを変更できる……なかなかこれが私もバス会社に行って話したことはあるんですが、コースを変



- 250 -

更するのはなかなか難しいような感じがするんですが、例えば大神の方からのお声で島尻港までの延長と

いうこととか、そういうふうに全体の中でとても不便を来していて、そこまで延長するということに関し

ての検討というのはバス会社と向き合うことはできるかということについて、もしお答えが可能なのであ

ればお答えいただきたいと思います。

続いて、図書館なんですけど、プロポーザル方式で建設計画をとおっしゃっているんですけど、これま

で当局は基本計画はできているので、図書館については。中央公民館だけですよというふうにお答えいた

だいていたんですけど、それは全部を新しく設計をするというふうに変わったのか。

そして、もう一点なんですけれども、その中で決まったとして市民のアイデアとか市民の声とかという

のをそこに入れていくという、そういう何か作業というのは可能なのかということをお聞かせいただきた

いと思います。

続いて、学校統廃合の件ですけど、私は返す返すもですけれども、これまで宮古島市が目標としている

12学級から18学級、１学級40名というのは、とても宮古島市に合っていない目標を立てているというふう

にずっと思っているんですね。実は国会でもこういうやりとりがあるというのが見つかりました。これは

2001年の平成13年２月27日の文部科学委員会です。山谷えり子委員ですが、果たして12から18学級という

のが今もってまだ適正であるのか、今の時代、あるいはこれから先適正規模というのはどういうふうに考

えていったらいいんだろうと問題があると思いますが、その辺はいかがかということを文部科学大臣に問

うているわけですね。そうすると、当時の町村信孝文部科学大臣は、昭和31年できるだけ統合しましょう

ということ云々とあって、あったでしょうが、昭和48年に余り無理な統廃合をしなくてもいいんですよと

いう軌道修正を実はやっておりまして、地域住民の十分な理解と協力を得て、そして行えるように努めて

くださいということになっておりますというのが国の文部科学大臣の答弁です。そこで繰り返し、余り無

理に統廃合を今進めなければならないということではないというふうに私どもは理解しておりますという

ふうに答えているんですね。教育委員会が、あるいは教育委員長がずっとこのことをかざして40名と12学

級から18学級が目標なんだというと、宮古島市の中でこれが本当に適正な形なのかということを論議する

ことから始めないと、宮古島市のあるべき学校の姿というのは見えてこないというふうに私は思うんです。

そのことがまずできていない。それをずっと時間をかけてやるべき、だから視察に行った文教社会委員の

皆さんが宮古島は拙速過ぎるというふうに皆さん感想を持たれた。だけど、帰ってくるとまた違う考えに

もなっていらっしゃるけれども、実際本当に拙速過ぎる状況の中でこれが進んでいるというのが現状です。

なぜなら、地域の住民が合意されていないからです。

昭和48年、文部省の小中学校統廃合についてのＵターン通達というんだそうですけど、出した通達がこ

れがとても何か無理があったということで、もう一回通達を出し直している。それ以降は出していないで

すから、2001年こういうことが国会で論議されているわけです。なので質問します。これに照らし合わせ

てお答えいただきたいと思うんですが、これは教育委員長の主観、あるいは私見を述べていただかなくて

結構です。これは教育委員会として答えられることをきちっと答えてください。

１、無理な統廃合の禁止というのがこれでうたわれています。昭和48年の通知でですね。２、地域住民

との合意、これをとるようにというふうにうたわれております。３、小規模の学校の尊重、それは考える

べきだというふうになっています。４、学校の地域的意義を考慮すること。そのようなことを考えると、
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今の教育委員会の進め方は、とてもとても強引なやり方で進めているとしか言わざるを得ないんです。な

ので、この12学級から18学級の40人の１クラスというのが理想だなんて掲げてやるというのは、これは国

が文部科学省がこれでは無理なやり方ですよというふうになったということが１点。

もう一つ挙げますけれども、新・公立義務教育諸学校教職員定数改善計画の中では、20年ぶりですか、

平成22年これは出されましたけれども、１クラス40人というのは多過ぎる、35人から30人にかえる、これ

が今の流れです。そういう流れをさておいておいて、なぜか40人学級を振りかざしてこれに向かって進め

と言っているのが今の宮古島市の統廃合の目標です。向かっています。だから、統廃合をという、この学

校規模適正化とおっしゃいますけど、何が宮古島市の学校規模適正化なのかという、そういう教育的モデ

ルなんてまだ話し合われていないじゃないですか。それなのに、そのずっとずっと前のそれこそ反省に立

った、反省すべきと言われた数字を目の前にかざして、これに向かって進むべきだというふうにどの説明

会に行っても教育委員長はおっしゃっている。このこと自体が私は今見直されるべきだというふうに思っ

ていて、これは振り出しに戻ってもう一回きちっと議論されて、宮古島市の学校のスタイルはどうあるべ

きかというのを地域におろして話して初めて地域の合意が得られて、理想的な形はどうあるべきかという

話になっていくんじゃないですか。

今この挙げた５つの点についてお答えをいただきたいと思います。お答えいただいてから再質問させて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦）

下地島の空港の関連でございました。これまでも再三議会でも表明をしております。下地島空港につい

ては民間航空機以外は使用しないとする屋良覚書、西銘確認書に基づいて活用すべきと考えております。

◎副市長（長濱政治）

ハンセン病の件でございますけども、このハンセン病の件につきましては今度資料館を国のほうでつく

るという話、特に今度の全国ハンセン病療養所所在市町連絡協議会で資料館を見せていただきました。我

々もぜひ必要だと、今つくらなきゃだめだということで、戻ってすぐ宮古南静園と話をしに行きましたら、

ちょうどことしつくるんだということで、ただその資料をどうするのか、それから展示の仕方をどうする

のかというふうなこと等の相談がございまして、市のほうも力をかしてくれということがございまして、

これはもちろん喜んでやりますということで、これを含めて県も一緒になって巻き込んでこの資料館の建

設をですね、ぜひ進めていきたいということで、一つのこれをきっかけにして県とのテーブルを一つにし

ようというふうには考えております。

それから、いわゆる生活路線バス、まちなかコミュニティーバス、これはどっちかなというふうに思っ

たんですが、結局島尻のことを引き合いに出したのでコミュニティーバスではないかなということで、路

線バスというふうなところでお答えしたいと思います。伊良部大橋が開通をすると、あそことの行き来が

バス路線をどうしても持たなければいけないということで、全体的なバス路線のあり方というふうなもの

を見直そうと考えております。ですから、その中でいろいろ市民の意見、それからバス会社、それから県

や国とか市、いろんな方々と話をする中で、どのような路線がいいのかというふうなことの全体的な見直

しをやってみたいというふうに思っております。

それから、新中央図書館の建設ですけれども、ご存じのとおり新図書館については基本構想、基本計画
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もうできておりまして、その中で部屋はこういう部屋、何平米ぐらいというふうなものはこれ全部生かし

ます、当然。当然生かします。そういう中で、中央公民館もこれは基本構想を出しておりますので、基本

計画出しておりますので、それを合体したような形、それをトータルとして未来創造センターというふう

な仮称の呼び方で大きな一つのコンセプトをちょっとつくりまして、そこの中で使いやすいようなものを

つくろうというふうなことになっているわけでございまして、図書館についてはもうでき上がっていると、

これは市民の意見をもちろん聞いたということでございますけども、中央公民館、それから未来創造セン

ターというふうなものの考え方というふうなものの中には、こういった基本構想、基本計画をつくる中で

は、特に基本構想の中では高校生も検討委員会の中に入っていただいた、そして障害者の方も代表者とし

て入っていただくと、いろんな方々の意見を取り入れた形でまとめたというふうに思っております。これ

を今から後に戻すということにはなりません。これはもう決まっているということでございます。今から

基本設計に入っていくと、そのためのプロポーザルをやるということでございます。

◎教育委員長（宮國 博）

この学校規模適正化の問題はですね、前にもお話しした覚えがありますけど、これは質疑の中でありま

したですかね。いわゆる行財政改革の中で昭和の大合併というのがあって、その流れの中で今日まで進む

わけですけれども、その流れの中で極めて激しい抵抗のある地域があったという場面での文部省の通達で

ございました。その後ですね、この学校規模適正化の問題というのはどういうふうに扱うかというふうな

のは国会等でもいろいろ議論がありました。先ほど当時の町村文部科学大臣の答弁等が引き合いに出され

ましたけれども、そういう流れの中でですね、国としては40人学級という今までの法律がありますが、こ

れを数を少なくしていこうという流れはあるわけです。ただ、法律の改正はまだされておりませんが、現

在小学校１年生、それから学年進行で小学校２年生は35人学級になっておりますね。そういう流れはござ

います。そういう流れを受けてですね、教育再生会議というのが発足してそこでいろいろ議論をされてお

りますが、その中でもですね、教育現場におけるところの児童生徒の切磋琢磨を促して努力する学校と、

こういうふうなうたい方をしているわけなんですね。それで、そういうふうな学校をつくるためには学校

の適正配置を進め、教育効果を高めるというのがいわゆる国の進めるところの国民総がかりの教育再生の

流れでございます。

さて、じゃ沖縄はどうなっているかというとですね、これは知事選あたりでの公約の中にもあったと思

うんですが、30人学級を沖縄は持っていきたいというふうな公約等が知事にありましたね。じゃ、我々宮

古島市ではどうなっているかというとですね、これは前にも議会のほうで報告をし、答弁をしたわけです

が、まず宮古島市学校規模適正化の答申を受けると、その中では複式学級の解消を目指し、学級数の確保

を原則としながらも、１学年１学級の場合でもグループまたは班編成などの学級活動の活性化が図れるよ

うな工夫を推進していくことで宮古島らしい学校規模適正化を進めなさいと、こういうふうに答申はいた

だいております。つまるところ、私どもは複式学級を解消し、仮に１学年１学級のクラスがあったとして

も、それがいわゆる複数の班に分かれて班活動や学級活動などが行われるような学校をつくっていきたい

と、こういうふうな考えはあるわけです。これは議会の中でまた教育長も答弁をしておりますが、我々教

育委員会としてはまず30人学級、そして２つのクラス、このような状況に持っていけないものかと、こう

いうふうな考えはしているわけでございます。それが私どもの教育委員会としての考えでありますし、本
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議会においてもそのように表明をしております。このような状態がいわゆる学校力を高めると、こういう

認識であります。

それから、地域の合意、地域における学校の意義とかいうような幾つかの指摘がございますけれども、

地域の合意についてのご指摘、ご批判は多くのたくさんの議員の皆さん方から受けているところでござい

ます。私どもも宮古島で初めての作業でございました、経験する作業でございました。したがって、地域

の合意のとり方について手法等についての批判は甘んじて受けます。今後、長いスパンでこの宮古島の学

校規模適正化というのは進むわけでございますから、その中でこれまでの皆さん方からのご指摘、ご指導

等は十分生かしながら今後の学校規模適正化については進めていきますが、少なくとも議員ご指摘のとお

り宮古島市として学校はどのような形のどの規模の学校がいいかというふうなのは、今申し上げたとおり

でございます。

◎福祉部長（渡真利健次）

福祉行政における母子、父子家庭の相談支援事業について、どれぐらいの解決がなされたかという質問

についてお答えします。就職あっせんとか、あるいはまた住宅、生活困窮に関する相談等については、お

おむね解決されているものと考えております。その他、法律的な問題等については、弁護士とかですね、

そういった方々に取りつないで問題解決に当たるということに取り組んでおります。

今後の支援策の取り組みについてはどのように考えているのかという件についてお答えします。相談を

受けて支援問題等への解決に取り組むと同時にですね、それに加えて現在多種多様な相談に至った経緯、

あるいは環境等についてもですね、今後これからも調査しながらですね、支援策はできるだけ早期に解決

できるような支援策に取り組んでいきたいと考えております。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時59分）

再開いたします。

（再開＝午前11時00分）

◎教育委員長（宮國 博）

いわゆる文部省通達、昭和48年でしたか通達はですね、前にも申し上げたとおり実はあのころの社会的

背景をぜひとも我々は知らないといかんと思っているんですよ。昭和48年というと今から何年前の話です

か。約40年前の話なんですね。そのときの社会的背景というのはですね、統合をすると本当に山を越えな

きゃならない、川を越えなきゃならないという、そういう状況の中であっての統合に対する反対の議論な

んです。交通手段も含めですね、十分に届いていないと。ところが、今日ですね、我が宮古島市において

果たしてあのような状況の、いわゆる文部省通達が今日の宮古島市の状況にどのように反映されていくべ

きかということを私たちは考えなきゃならないと、こう考えております。そうすると、地域的配慮という

ことになりますが、例えば来間中と下地中が合併します。そうしますと、果たして下地中と来間中が地域

的に相入れないような状況の今日の社会的なあり方なのか、地域のあり方なのかということなんです。だ

から、言葉そのものは非常に私は強く言ってしまう性質があって非常に誤解を招く、議員の皆さん方から
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誤解を招く形にあるんですが、来間の……

（議員の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

ちょっと待ってくださいよ。来間の地域性と下地の地域性と相入れないような状況の中に我々は統合し

ようと言っているわけではないと、いわゆる地域性というのはそういうものなんです。

（「玲子議員はそんなこと聞いていないよ。答えになっ

てない」の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

じゃ、地域性というのは何を私は答えればいいんですか。

◎議長（平良 隆）

静かにしてください。

（「議長がちゃんと指摘しないと。答弁になっていない

でしょう」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前11時03分）

再開します。

（再開＝午前11時03分）

◎教育委員長（宮國 博）

だから、地域的配慮というのはそういうふうな問題を含めての地域的配慮でございましたので、そうい

う意味では統合したとしても、先ほど私が述べたところの宮古島市の学校のあり方の形からして、地域的

配慮があって統合ができないという条件には当たらないと私は思っております。

◎亀濱玲子議員

教育委員長、質問にちゃんと答えてください。さっき話したじゃないですか。ご自分の持論というのは

皆持っていらっしゃる。でも、言っている……例えばなぜそういうことを聞くかというと、74戸の来間の

住民の72戸までこれを認めていない、反対している人たちの中で無理な統合をしているんじゃないですか

というのに、全然これには触れようとしないで、なぜほかの……教育委員長がおっしゃっているかつてあ

ったことは既に乗り越えて、2001年に文部科学大臣はそれでもなおかつ無理な統合はしないほうがいいと

いうのを言っているわけです。それをだから私はさきに出しているわけです。ここに最後に言っているん

です。最後の判断はそれぞれの地域の市町村教育委員会、あるいは都道府県の教育委員会でご判断いただ

くということになりますが、余り無理に統廃合を進めてはならないということ、それだけは理解していま

すというふうに、今現在ですよ、2001年、これは今の判断です。それを何でさきの話を出そうとするんで

すか。

それと、さっきの答弁で40人学級、12学級から18学級を今否定されましたね。県は35名から30名に向か

っている、僕たちもそう思っていると今おっしゃいましたね。であるならば、何でこの40名というのがか

ざされて、これに向かっていくべきという方針になるんですかということです。宮古島の地域に合った宮
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古島らしい教育というものをもっと深めて議論するところから始まるんじゃないですかと、そこができて

いないままに無理に統合しようというのが私は無理に統廃合しようとしている、地域は納得していないで

す。そこを向き合うべきじゃないですか。そういう答えだったんじゃないですか。６月定例会の職務代行

者は、これから論議を深めてまいりますというふうに答弁されたんですよ、ここで。そのことについてお

答えいただきたいと思います。その40人学級というのは根底はもう崩れていますねということについて、

お答えいただきたいと思います。

それと、市長に私はぜひ聞いてみたいことがあります。私はこれにとても進むべきだと思っていたので、

平成23年度の施政方針の中で市長はこういうふうに述べているんですね。小規模特認校制度も含めて検討

してまいります。宮古島市の学校は、地域に点在している学校のよさをそれぞれを認めてそこに向かって

いく特認校を置くという方向で一度かじを切ったんじゃないですか。私はそう捉えています。だから、さ

すがと、宮古の地域地域にある小さな学校も大事にして、希望する生徒はそこに向かってまずスクールバ

スでも何でもいいですけど、行かせる。個性があってここの学校に合うかもしれないという子が選んでい

く、そういうことを宮古島市はやろうと選んだのが平成23年度の施政方針に書かれたんじゃないですか。

その施政方針が何の試しもないまま平成24年度に、あるいは今年度に急に学校統廃合というのがぼんと出

てきて、それをどうしても来年の４月から１つの学校を閉じて統合するのだという乱暴な話になっている

わけです。これはぜひ足踏みするべきです。市長は、この特認校というのはどういうふうにこれが取り組

まれ、そしてどう検証されたからこの言葉がその翌年からなくなっていったのかをお答えいただきたいと

いうふうに思います。

私は、まさにこの議会、節目の議会が行政の根幹、そして議会のありようというのを大きく市民に問わ

れている議会だというふうに思っています。できるだけ地域の人たちが何を望み、市長が約束した地域の

隅々まで輝く均衡ある発展というのを望んで合併したわけですから、それをする責任がこの議会にあると

思っています。この象徴が学校の統廃合だと思っています。ぜひ、来間中学校の砂川君が僕たちの声を聞

いてくれ、小さな学校でもいいところがいっぱいあるんだということを教育委員会はわかっていないとい

うこの声をぜひ聞いていただきたいと思います。

私の一般質問をこれで終わります。

◎市長（下地敏彦）

平成23年度の施政方針の中で、特認校のことも検討に付すべきであろうというのは述べました。しかし、

特認校というようなのを考えた場合にですね、それはほかの地域と統合することができないような状況に

ある地域を想定しているわけですね。そうすると、来間がそういう地域にあるのかという問題が１つあり

ます。それは、離島であった時代はそういうふうな形で処理はできたでしょう。でも、今現に橋がかかっ

ている。近くに下地中学という中学もある。現に４名しかいないというこの本当に規模の小さい学校の中

で子供たちの教育環境がいいと言えるのかと、そういう観点から特認校の制度というのはこの部分には適

用しないというふうに考えました。やはり子供たちは切磋琢磨して教育を受けるべきだと。あの橋の距離

がそんなに長いとは思えない。その分の手当ては別途ちゃんとやろうということですから、やはりしっか

りとした教育環境の中で子供を教育するということが行政に課せられた責務であるというふうに思ってい

ます。
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◎教育委員長（宮國 博）

公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律の中での40人学級ですね、これはま

だ公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律が改定されておりませんので、この

40人学級というのはまだ生きてはいるんですよ、国のあり方としてはですね。ただ、問題はそのような流

れの中でいわゆる35人学級にしてきたと、あの法律はそのまま残しながらやってきたということはあるわ

けです。各都道府県は、それぞれの考え方で幾つかの学級、１学級数の適当と思われる人数を皆挙げてで

すね、その方向に向かおうとしています。ですから、私がいつでしたかね、40人学級が基本ですよという

ふうなのはあの法律に基づいた発言であって、私どもの宮古島市においては先ほど申し上げたとおり30人

の２クラスの方向に持っていきたいというふうなのは、何度もこの議会のほうで私どもは申し上げており

ますし、説明会の中でも数度にわたって私のほうから説明はしてあります。来間からのいわゆる意見書等

々はたくさんもらいましたし、それについての議論も教育委員会のほうでやりました。ただ、問題は子供

たちをどのような環境の中でどのような状況の中で教育をしていくかというふうな本質から外れてです

ね、議論するわけにはいかないので、私どもはずっとその立場に立って議論をし、今の来間中と下地中の

統合の案をつくり、そしてそれを教育委員会として確認をして議会のほうには出してあるという、こうい

う流れがあるわけですから、あのことについて我々が聞かないとか知らないとか見ないとかということじ

ゃなく、一生懸命あのことについても議論をし、しかしそれでもなおかつ子供たちをどうするかという場

面に立ち返った今の状態でございますので、どうぞ議会の皆さん、よろしくご判断をもう委ねる以外ござ

いませんので、お願いしたいと思います。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前11時14分）

再開いたします。

（再開＝午前11時15分）

これで亀濱玲子議員の質問は終了いたしました。

◎眞榮城德彦議員

通告に従いまして一般質問をさせていただきます。非常に雰囲気的に議論が白熱した後ですから、やり

にくい部分はあるんですけども、私は私なりに一生懸命努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

私が今回の議会で取り上げたのは４点ございます。まず、１つ目にですね、先日新聞報道にありました

県市町村民所得についてでありますけれども、これ2010年度ベースしかデータが載っていないということ

でありますので、それに基づいてお答えいただければいいかなと思っています。宮古島市は2010年度ベー

スで1,058億4,400万円、これが宮古島市の純生産高として取り上げられております。これは対前年度比で

増加率が３％、これは11市の中では糸満市の4.1％に続き第２位となっておりますけれども、まだまだ平

均所得は低く、県平均と比較しますとそれの94.9％でしかない。そして、11市の中では上から６番目とな

っているわけであります。ちなみにですね、隣の石垣市は101.4％で第３位となっており、県平均を上回
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っております。私がこの案件を取り上げました理由は、宮古島市の平均所得の低迷原因、それの究明とそ

の分析というものが今後の宮古島市の産業、あるいは経済構造を考える上で極めて重要だと考えたからで

あります。そのためにですね、各産業分野における構成比率と所得分布を見きわめた上で現在の宮古島市

の経済構成とその特徴、そして今後の課題等を考察する必要があると考えておりますので、当局の皆様方

には詳細なデータの説明をお願いしたいと思います。

では、質問に入りますけれども、１点目に第１次産業、これは農業、漁業等ですけども、宮古島市内の

純生産額、これは総売上高でもいいんですけど、これは幾らになっているか、お示しください。

それから２点目には、第２次産業、建設業、加工業等の市内純生産額は幾らになっているのか。

３点目、第３次産業、サービス業等の市内純生産額は幾らか。

４点目に、宮古島市の平均所得は幾らか。

そして最後に、第１次産業、第２次産業、第３次産業それぞれの平均所得は幾らか、詳しく教えてほし

いと思っておりますので、よろしくお願いします。

２番目に、道路行政についてお伺いいたします。次の３つの道路計画について説明をしてくださるよう

お願いしたいんですけども、最初にマクラム通り、これは毎日新聞社から、それから第一給油所ですね、

そこから下里通りの旧日進電気、これまでは拡幅が決まっておりまして、既に工事等も始まっております

けれども、その後ですね、その延長、その下里通りの十字路からサンエーカママヒルズ店、これが大原区

画整理事業と重なっていてですね、なかなか進捗がはっきり見通しがついていないということであります

ので、そのマクラム通りの延長部分についてですね、これをお示しいただきたい。どのような計画になっ

て、いつごろできるのか、できないのか、その点も含めてお教え願いたいと思います。

それから、大道線、これ「ダイドウ」線でいいんですかね、ほかに呼び方があったら教えてください。

この大道線がですね、全長何メートルで、これ地点はどこからどこまでか。これもですね、大原区画整理

事業にかかわってくる道路になっていますので、これを早急にですね、整備していただきたいなと実は前

々から思っておりまして、この全長ですね、どこからどこまでということを教えていただいて、そして計

画があればその計画もお聞かせください。

そして、３番目に荷川取線になるんですけれども、宮古病院裏の通りが既に整備が終わっております。

問題は、そこから荷川取漁港あたりまでの計画はですね、いつごろになるのか。この東西の北学区におけ

る荷川取線の完成というものはですね、私は宮古島市の市街地の北の部分が大きくさま変わりする大事な

道路になるんではないかと、幹線道路になるんではないかと期待しておりますから、地域の皆様方も非常

に期待している部分があるわけですから、この荷川取線をですね、何としてでも早く仕上げていただきた

い。予算の都合もあるでしょうけども、当局におかれましてはこの計画などをお聞かせいただければと思

っております。

次に、教育行政について。初日に佐久本洋介議員も取り上げておられましたけども、いろいろ結果が、

全国学力テストの結果が出ております。その結果を皆さんご存じだと思うんですけども、まず沖縄県の平

均正答率から見ますとですね、中学校全４教科で全国最下位、小学校は２教科、国語Ａと算数Ｂで46位だ

ったんですけども、国語Ｂと算数Ａは最下位だったというふうに発表されております。そこで、お聞きし

ますけども、宮古島市立学校の、小学校、中学校のですね、平均正答率とそれを学年、小学校６年と中学
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３年ですね、教科別に説明をしていただきたいと思っております。

それから２番目に、各学年のですね、教科別の全国平均との比較、これも示していただきたい。

それから、県内における宮古島市の各学校の学年の成績順位ですね、これは当然教育委員会の皆様方は

把握していると思いますので、これを示していただきたい。

最後にですね、結果を受けての……結果は芳しくないものであったわけですから、それについての教育

委員会と学校関係者のですね、見解と総括を早急にまとめて示していただきたい、そのように思っており

ます。

４番目に、財政についてお伺いいたします。９月決算が発表されました。そこで、幾つかお聞きしたい

と思うんですけども、おおむね宮古島市監査委員の皆さんの意見書、審査意見書ですね、これを見ますと

おおむね良好であると、財政状況は。気になった点が３点ほどありましたので、取り上げましたけども、

まず市税が平成23年度に比べて減少しております。市税の減少とですね、と同時に自主財源比率も下がっ

ておりますので、その低下要因ですね、これについての説明をお願いいたします。

ずっと宮古島市は、次になるんですけども、財政力指数が0.31でずっと変わらず来ておりますけれども、

当然財政力指数というのは１に近いほうが非常にいいわけですから、0.31という数字はですね、非常に私

は低いと思っております。ここ数年、下地市長が就任しましてから財政状況が好転しているということは

我々も実感として得られますし、数字上もそのようにあらわれてきていると思いますけども、なぜか財政

力指数というのがなかなか伸びてこない。これは財政課の担当の方の話ですと、税収等とですね、基準財

政需要額、これ宮古島市の場合は大体218億円ぐらいになるんですけども、との関係が関連するという話

なんですけども、これについてももし詳しい説明ができればお願いしたいと思います。0.31という数字は

過去３年間の平均ですから、そんなに変わらないと言うかもしれませんけども、しかしながら0.31のまま

でずっとあっていいわけはないんで、これを改善するためにはどうしたらいいのか、そのことも含めてお

答え願いたいと思います。

経常収支比率なんですけども、これが平成22年度が86.5％、平成23年度が87.7％、そして今回発表され

ました平成24年度の決算では91.4％、どんどん、どんどん上がってきております。悪い方向に行っている

わけです。経常収支比率が上がるということは財政構造の弾力性を示す指標ですから、これが高くなって

いって財政の硬直度が増してくると、行政運営が停滞し、市民サービスにも大きな影響が出てくるかもし

れないという懸念を持っておりますので、なぜこの経常収支比率が上がり続けているのか、その理由を説

明していただきたいと思います。

答弁をお聞きしてから再質問したいと思いますので、よろしくお願いします。

◎副市長（長濱政治）

財政状況についてでございます。１番目の市税の減少と自主財源比率の低下の理由について申し上げま

す。市税の減少の理由といたしましては、固定資産の評価がえによります固定資産税の現年度分の調定額

が前年度より8,437万7,000円の減額がございました。徴収率は逆に伸びているんですが、徴収率が伸びて

も収入額としては減額という形になってしまっております。

それから、自主財源比率が低下しているということでございますけども、議員ご指摘のとおり自主財源

比率が減っておりますけども、この自主財源の中の地方税、それから使用料、手数料、繰入金、繰越金等
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がございますが、その中の繰越金が減っております。これが８億2,000万円余り減っておりまして、結局

いわゆる自主財源の分が分子が減ったということが一つと、それから分母になってきますいわゆる県支出

金の増、これはいわゆる一括交付金の分ですね、そこのところが分子と分母でマイナスとプラスという話

になって今回自主財源比率が低下したということでございます。

それから、財政力指数が伸びない理由ですが、その要因としましては算定の基礎となる基準財政収入額

と基準財政需要額がほとんど変化がないということが原因でございます。いわゆる基準財政収入額の大も

とであります人口が余り変わっていないと、横ばいということと、それから需要額の数値の基礎となるも

のがいわゆる税収でございまして、その人口と税収が余り変わらないというのが実態でございまして、税

収が飛躍的に伸びるとか、それから人口が大幅に減少するとか、そういった話になってきますといわゆる

財政力指数が動いてくるということになろうかと思います。現在のところそのようなところにはなくて、

均衡しているというところがこの伸びない理由だというふうに思っております。

それから、経常収支比率が上がった理由でございます。経常収支比率が上がった理由といたしましては、

歳入におきましては地方交付税及び市税の一般財源の減額が挙げられております。それから、歳出におい

ては沖縄振興特別推進事業や情報系ネットワーク及び機器の強化、構築等による物件費が増加したこと、

さらには国民健康保険事業や介護保険事業等の社会保障費関係を中心とした繰出金における一般財源の構

成割合が前年度と比較して増加したことが挙げられております。経常比率がずっと上がっているというの

はなぜかというふうなところでございますけれども、平成18年度が93％、それから19、20、21年度が約90％

台でいきまして、それから平成22年度で86.5％、それから平成23年度で87.7％というふうなことで、一時

期90％を割った時期がございます。しかし、今回今申し上げました理由等により90％を超えてしまったと

いうところが実態でございます。

◎企画政策部長（古堅宗和）

第１次産業の市内純生産額は幾らか、それから第２次産業、第３次産業の純生産額は幾らか、それから

市の平均所得は幾らか等のご質問にお答えをいたします。

平成25年５月に沖縄県企画部統計課が発行しました平成22年度沖縄県市町村民所得によりますと、平成

22年度宮古島市内純生産額は1,058億4,400万円となっております。産業別に見ますと、第１次産業が92億

6,000万円、そのうち農業が88億2,300万円、水産業が４億3,700万円、それから第２次産業につきまして

は199億2,500万円で、うち建設業が165億1,700万円、製造業が33億1,700万円となっております。第３次

産業につきましては766億5,900万円で、うちサービス業が241億7,300万円となっております。また、宮古

島市の１人当たりの市民所得は192万2,000円で、県内では27位となっております。なお、産業別の市民所

得につきましては、県に問い合わせましたところ、市町村民所得調査の対象となっていないため算出して

いないということであります。

◎建設部長（下地康教）

まず、道路行政について３点ほどございました。まず、全体的な説明をちょっとさせていただきたいと

思います。大原区画整理事業は、去年度、平成24年度にですね、計画が変更されております。今ご指摘の

マクラム通り、それと大道線に関しては、これは区画整理事業ではなくて街路事業で整備することが決ま

っております。従来の区画整理事業においてはですね、地区計画というのを導入しまして、従来の道路を
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ですね、拡幅をしたり、また整備をしたりという計画に変わっていってございます。それを踏まえてご説

明を申し上げたいと思います。

まず、第１点目にマクラム通りのヤコブ保育園十字路からサンエーカママヒルズ十字路までの整備につ

いてでございますが、マクラム通りの道路計画についてでございますが、これは県道となっておりまして、

県の宮古土木事務所に確認したところ、現在本庁道路街路課と同路線について事業延伸に向けて調整中の

ことであります。現時点において、事業期間、計画幅員は未定とのことではありますが、できるだけ早い

うちに事業が延伸できるよう調整を行っているということで、本市としましても早期に事業を実現できる

よう働きかけていきたいというふうに考えております。

２点目に、大道線でございます。この大道線は起点がですね、サンエーカママヒルズ交差点から終点が

環状２号線までの結構かなり長い道路になっております。その大道線の未整備地区がサンエーカママヒル

ズから国道バイパスまでの距離がですね、未整備となっております。まず、平良第一小学校南側の下里東

通り交差点からサンエーカママヒルズ交差点までの区間約460メートルを、平成24年度から平成29年度ま

での事業期間で事業を推進しております。現在、物件調査等委託業務を行っており、平成28年度から平成

29年度で道路工事に入っていく予定でございます。また、引き続き平成29年度以降サンエーカママヒルズ

交差点より久松向け国道390号線、これバイパスですね、までの道路改良事業の事業認可に向けて取り組

んでいく予定でございます。

３点目に、荷川取線についてでございます。現在本市におきまして、市道下里通り線、それと大道線、

大原線の３路線の道路整備を現在進めております。荷川取線は既に都市計画決定されておりますので、ほ

かの事業の執行状況との関連もありますが、早期実現に向けて関係機関と協議を行い、事業着手に向けて

頑張りたいと思っております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

眞榮城議員の教育行政について、全国学力テストの結果についてですが、４点のご質問がございました。

まず、学年、教科別の正答率と全国との比較についてまとめてお答えいたします。本市の小学校の平均正

答率は、国語Ａが57.5％、国語Ｂが41.8％、算数Ａが71.1％、算数Ｂが49.4％になり、全国平均と比較す

ると国語Ａがマイナス5.2ポイント、国語Ｂがマイナス7.6ポイント、算数Ａがマイナス6.1ポイント、算

数Ｂがマイナス９ポイントの開きがあり、全国を下回っております。中学校の平均正答率は、国語Ａが

69.7％、国語Ｂが60.2％、数学Ａが54％、数学Ｂが29.9％になり、全国平均と比較すると国語Ａがマイナ

ス6.7ポイント、国語Ｂがマイナス7.2ポイント、数学Ａがマイナス9.7ポイント、数学Ｂがマイナス11.6ポ

イントの開きがあり、全国平均を下回っております。

次に、県内における各学年の順位ですが、沖縄県が市町村ごとの結果を公表しておらず、教育委員会と

しては県全体での順位を把握しておりません。

最後に、結果を受けての見解と総括についてお答えします。小学校は、実施した国語、算数の全ての教

科、領域で全国平均及び県平均正答率を下回る結果となりました。昨年度の結果と比較すると、全教科、

領域において全国及び県との差は縮まっております。中学校は、全国平均正答率は下回っています。県平

均率との比較では、国語Ａ、数学Ａ、数学Ｂの領域で県を上回りましたが、国語Ｂは県平均を下回る結果

となりました。課題としていた無回答率を少なくするという点では、小中学校とも全国との差が縮まり、
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改善の傾向にあると捉えております。全生徒への質問調査では、全国に比べて自己肯定感や学習意欲に関

する項目は高くなっており、家で予習や復習や読書を好む児童生徒の割合も高くなっております。その一

方で、早寝・早起き・朝ごはんに関する項目に課題がありました。これらの結果を受けて、正答率や無回

答率などの改善傾向は教育委員会と学校が連鎖し、学力向上の重点項目を明確にした取り組みが少なから

ず功を奏していると考えております。しかし、一方で学校教育の基盤となる早寝・早起き・朝ごはんなど

の基本的な生活習慣の確立には、これまで以上に家庭と連携した取り組みの充実が求められると考えてお

ります。今後教育委員会としては、学校と連鎖した重点項目の取り組みを初め教員を対象とした授業力向

上のための研修会の充実を図る一方、家庭とは家庭教育力を高めるための家庭教育講演会等の開催を通し

て、子供たちの学力向上に努めてまいりたいと考えております。

◎眞榮城德彦議員

再質問させていただきます。

まず、最初の県市町村民所得についてでありますけれども、各担当者から数字が出てまいりました。産

業構造、我々同じ宮古島に住んでいながら例えば農業がどれぐらい生産高を上げているのか、あるいは漁

業がどうなのか、建設業がどうなのかとか、こういった数字の割合ですね、これがなかなか今まで把握し

づらい部分があったと思うんですね。宮古島市の経済構造がどのような形になっているのかと知るという

ことは、これからの雇用に関してもですね、民間所得を向上していく上でも非常に重要なことだと思って

おりますので、これを徹底してですね、もう一回掘り下げたと申しますか、これ産業構造の分布をですね、

しっかりと確認していかなければならないと思っているわけです。

皆さんも意外に思われたでしょうが、宮古島市は農業の島である、つまり第１次産業の島であるという

考え方が非常に強く感じられるところがありましてですね、補助金とか助成金、こういったことも非常に

農業に手厚い部分があるわけです。これは国の施策でありますから当然でしょうけども、食を守るとか１

次産業を守っていくというのは地域を守っていくということですから、非常に大事なことでありますけれ

ども、しかしながら反面所得が伸びてこない。192万円という所得で生活をするというのを皆さんもイメ

ージしてもらいたいんですけども、これは決して楽な生活水準ができるような数字ではないと私は思って

おります。年間192万円の所得でどのような生活レベルか、経済水準かということを考えますとですね、

ちょっと心もとない部分があるんです。ですから、これ農業の生産高がですね、全体の今ざっと計算して

みましたところ、宮古島市の生産高のですね、９％を切るぐらいですね。漁業に至ってはですね、もう生

産高は年間４億円ぐらいしかないと。この１次産業をどうしていくのか、どうやって改善をしていってど

うやって１次産業に従事している方々の所得を上げていけばいいのか、私は根本的にそこから考えてみな

ければならないと思っているわけです。ですから、ただ単にサトウキビ何十万トンとか30万トンとか、い

ろんな目標掲げてやるわけですけども、実際にサトウキビを生産して、あるいはマンゴーとか野菜とかを

生産して年間所得どのくらい稼いでいるのか、このことをですね、現実的な問題としてもっと考えていか

なければですね、なかなか収益は上がってこない、このように思うわけです。

ですから、第２次産業、製造業にしましてもですね、建設業は全部で199億円のうちの165億円、それか

ら製造業が33億円、この製造業の33億円というのは地域から見ますとですね、非常に少ないんじゃないか

と、もっともっと製造業を活発化させていかないと雇用は生まれませんし、若者の働く場所もそんなに多
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くはなっていかない。第３次産業、サービス産業いろんなものがありますから、これは分野が広いですか

ら766億円、全体の80％近い数字になるわけですけども、ただ第３次産業の場合も賃金が安いという問題

があるんですね。全体としては766億円なんですけども、一人一人の所得に照らし合わせてみれば、そん

なに皆さん高い給料、高い報酬をもらっているわけでもないと。

そして、トータルとして宮古島市の平均所得が192万円というふうに行き着くわけなんですけども、ど

うですかね、皆さん、どのくらいの所得があればまあまあ宮古島市で生活できていくというような実感と

いうものは幾らぐらいだと思いますかね。私は、宮古島市の職員のですね、行政職員の平均給与なんです

けども、年間で大体415万円ぐらいだと把握しています。それに比べるとですね、民間の所得がいかに低

い、民間というか、そういったあれがいかに低いかということ、我々民間がもっと頑張ってですね、せめ

て宮古島市の職員の皆さんに少しでも追いつくようなことをしないとですね、なかなか島の活性化という

のはできてこないし、実感としてもですね、それがいい方向に向かわないんじゃないかと思っております

ので、ですから非常にお金の問題というのは言いにくいんですけども、市民所得に関してはですね、当局

も含めて議会も含めてですね、常に頭の中に入れておいて、宮古島市全体の平均所得を上げていくために

はどうしたらいいんだろうかということをこれからも考えていきたいと私は思っております。

市内41市町村の中では27番目という位置がこれもどうなのかと、もうちょっと頑張らなければいけない

んじゃないかと。少なくとも隣の石垣市に少しでも近づく努力を我々はしなければいけないんではないか

と、行政も含めてですね、そのことをずっと考えていきたいと思っていますので、そのことをデータとし

て一応頭に入れておきますけれども、行政の皆さんにこのじゃ解決方法、手だてはあるのかといったら、

そんなに簡単に答えは出てくるわけでもないのでですね、ただ各産業分野の分布をしっかり頭に入れてお

いてですね、これからも事あるごとにこの問題に関しては発言をしていきたいと思っております。

飛びますけども、全国学力テストの結果についてでありますけれども、教育部長に詳しい数字を出して

いただきましたけれども、毎年毎年本当にこの学力テストの時期が来て発表されるたびにですね、非常に

暗い気持ちになるわけですけども、なぜ宮古島市の、あるいは沖縄県の学力がこんなに低いのか、低迷し

ているのか、一朝一夕には簡単にはすんなり答えは出てこないんでしょうけども、ただ少しずつ光が見え

てきたという部分はありますので、それはそれで大いに評価したいと思うんですけども、少し教育部長も

触れられましたけども、沖縄の児童生徒の学力低下の要因として、いわゆる基本的生活習慣というのが多

くかかわっていると指摘する専門家もいらっしゃいます。

今教育部長がおっしゃった早寝・早起き・朝ごはんに象徴されるような基本的な生活習慣、これがほか

の県の子供たちと比べて非常に劣っていると、数字が悪いという実態が、これは琉球大学の西本先生とい

う方が発表されて報告されております。例えばちょっと比較してみますとですね、小学校６年生の場合、

設問がありましてですね、まず朝食の摂取率ですね、朝御飯をどのくらい食べているのかということを調

べますと、全国平均が88.7％、常に学力トップの秋田県が91.7％、沖縄県は85.8％というふうになってい

ます。また、次の設問ですね、毎日同じくらいの時刻に寝ていますかという規則正しい就寝に関する項目

では、全国平均が37.2％、秋田県が42.6％、沖縄は32.8％、これも低いです。３番目の毎日同じくらいの

時刻に起きていますかという規則正しい起床に関する項目でもですね、全国平均が58.5％、秋田県が

64.5％、沖縄県が53.9％、夜10時前の就寝率、10時前に寝ているのかという話なんですけども、全国が
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47.1％、秋田が55.9％、沖縄が39.8％と、大きく沖縄県はいずれの数字でも離されております。このよう

な沖縄の児童生徒の学力の低さはですね、こうした生活習慣の乱れと大きくかかわっていると考えられて

いると指摘されていまして、テストの得点よりもですね、むしろ深刻なのはこうした家庭を含めた生活習

慣の実態の差であると西本先生が鋭く指摘しております。

これは教育部長にお願いしたいんですけども、今早寝・早起き・朝ごはんに象徴されるような基本的生

活習慣、これ宮古島市でもですね、ぜひ全校でアンケート調査をしていただきたい。この数字と今私が述

べた全国平均とか秋田県とか沖縄県と比べて宮古島市の子供たちがどうなのかということをですね、調べ

ていただきたいと思っていますので、この件に関してご感想があればよろしくお願いします。

道路行政についてでありますけども、建設部長、これ優先順位が全くもう荷川取線はだめだということ

ですね。優先順位で事業をやるわけですから、つまり予算との関連で予算と相談しながらやるわけですか

らね。トップが大道線ですか。しかし、びっくりしたのはですね、最初に私大道線に手をつけるのはむし

ろ久松方面からハローワークを通っておりてくる坂のですね、サンエーカママヒルズ線から先に手をつけ

るのかなと思っていたんです。それを逆のほうから来るんですね、中心地のほうから。むしろそれ逆のほ

うから、バイパスのほうからやってもらったほうが非常に交通の利便性がよくなるんじゃないですか。そ

れは変更できませんか。これ、いずれにしても大道線は計画の中に入っているということですね。

それから、マクラム通りは県道ですから、県の計画次第ということですけども、今マクラム通りが拡幅

工事が始まっておりますけども、これが向こうで切れますとですね、またいびつな形の道路になってちょ

っと危険度が増すんじゃないかと思っていますので、できれば同時並行とは言いませんけども、第１次段

階が終わった段階ですぐそのヤコブ保育園の十字路からサンエーカママヒルズ線までは非常に早く着手し

てもらわないとですね、これは交通の安全性とか、そういったいろんな問題に関して問題が出てくると思

いますので、これはぜひ県に確認をしてください。

私荷川取線にこだわるのはですね、市内の北側のいわゆる北学区、東学区と言われるところのですね、

この荷川取線が東西に走ることによってですね、非常にあそこの景観とかいろんな物流とか、こういった

ものが変わってくると思っているんです。北学区は昔からの道路が非常に多くて細い道路がですね、今で

も混み合っている、特に荷川取地区とか西仲地区なんかそうなんですけども、この荷川取線が通ることに

よって北学区の景観が、あるいは交通のあれが非常に変わってきて、教育的にも、あるいは商業的にも大

きくさま変わりするんじゃないかという期待感をずっと持って見ていたわけですから、荷川取線、これを

計画した人は私はすばらしいと思って評価していたわけですから、これはぜひ早目にやり遂げていただき

たいと思っております。

それから、副市長がおっしゃった財政についての決算についてでありますけども、やっぱり気になるん

ですよ、副市長。経常収支比率がですね、こうやって上がっていくと、一旦下がってまた上がってきたと

いうことは、欠陥とは言いませんけど、どこかにですね、落とし穴があったんじゃないかと、財政的なで

すね。せっかく今まで高かった九十数％だった経常収支比率がどんどん、どんどん下がってきて、非常に

安定した状況になって私も喜んで見ていたんですけども、この二、三年、この３年がまた上がり続けてい

る。私どもがいつも予算とか決算を見るときにですね、もう今や財政健全化比率は宮古島市はもう関係な

くなりましたからいいんですけども、この経常収支比率と自主財源比率、これをみんなほかの同僚議員の
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皆さんも注意して見ていると思うんですね。ですから、こういったものが上がっていくということは非常

に財政にとってはよくないと。当然義務的経費の扶助費は社会保障の問題とかいろんなことでどんどん、

どんどん少子高齢化の問題でふえていくのが予想されますから、これはなかなか義務的経費も落ちてこな

い。人件費を幾ら減らしても、それから公債費を減らしても、この扶助費がどんどん、どんどん上昇して

いくというような形がこれからも続くわけですから、これを何とかみんなの努力で改善をしていかなけれ

ばならないと思っています。

それと、決算の資料を見ていて気になったのは物件費の伸びですね。よければ、この物件費がなぜ伸び

るのか、これの説明をもし……これ通告外になるんですかね。これ物件費がなぜ伸びたのかということを

簡単でいいですから、教えていただきたいと思います。

要望みたいな形になりましたけど、建設部長には予算の組み方、それから優先順位、これ含めてもう一

回説明をお願いしたいと思いますし、教育部長にはですね、学力テストの宮古でのこういった生活基本習

慣のアンケート調査ができるかできないか、これをやろうと思ったことはないのか、これをお願いしたい

と思います。

以上、まだ時間はありますけれども、これで私の一般質問を終わりたいと思いますけども、最後に私見

を述べさせていただきたいと思っております。今、今議会最大の関心事であります来間中の統合問題、統

廃合問題ですね、いろんな議員の皆さん私見を述べられておりますけれども、私もこの問題に関しては別

に来間に限ったことではなくて、学校統廃合全体を通してですね、何回か一般質問をさせていただきまし

た。いろんな価値観の違い、それからいろんな考え方、方向性議員一人一人が持っていると思いますので、

それぞれ考え方は違うでしょうけども、私はずっと前から宮古の子供たちは特に小さな学校の子供たちが

ですね、それでいいんだと、保護者も含めて。私たちはこのちっちゃな学校で、１学年私一人でもいいん

だというようなことであればですね、これは認めてもいいと心の中では思っていました。しかし、全体的

に見て、あるいは社会的に見て将来的に見て考えたときにですね、１学校に中学生が４人しかいないとか、

そういった状況が本当にこれでいいのだろうかと、この地域が子供たちの責任を見るということは一体ど

ういうことなのかと。

私は、地域には子供たちの責任を見る能力は私はないと思っています。本当にこの子供たちを守ってい

くのは親でしかありません。それと、学校でしかありません。親がそれでもいいんだと言うんだったら、

私はそれは認めていいと思いますけども、ただ教育的立場、あるいは教育委員会の立場、それから行政の

立場からしますとですね、市長がいみじくもおっしゃったようにこういう状況、この教育環境を見過ごす

わけにはいかないんじゃないですかと、私もそう思います。やっぱりある程度子供たちが１学年何十人か

のところで、切磋琢磨という言葉を仲間則人議員も西里芳明議員もきのう使いましたけども、私もそうな

んです。選択肢を広げて選択肢を多くして文化活動や、それから体育活動、いろんなことに挑戦してみる

のも私は学校統合の意味があると、大きなある程度のクラスに人数がいるのは意味がある、また意義があ

るということだと思っていますので、これは市長がおっしゃるように、また皆さんもおっしゃるように教

育環境の充実のためにはですね、私はこの統合は進めていかなければならないと思っております。

地域の皆さんにとっては、学校がなくなるということは切実な問題かもしれませんけども、しかしなが

ら子供たちの将来を見据えたときにですね、本当にどのような環境がこの子供たちにいいのかということ
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をもう一回私どもは掘り下げてこの議会の中で議論をしていかなければならないし、これからもこの問題

が続く限りですね、真摯に考えて結論を出していかなければならないと思っておりますので、私は今回の

来間中学の学校統合問題に関しては賛成をするものであります。

以上、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎副市長（長濱政治）

物件費の特に今回の増でございますけども、主な要因といたしましては沖縄振興特別推進市町村交付金、

一括交付金ですね、これが２億1,847万9,000円、電子計算機器、物件費、機器の取りかえ時期になってい

るそうでございまして、５カ年に１回だそうでございます。それから、予防接種の委託料、これが6,000万

円余り、それから賃金が4,000万円余りということで、トータルで５億1,000万円ちょっとの増が今回押し

上げた主な要因ということでございます。

◎建設部長（下地康教）

まず、県道マクラム通りの整備でございますが、現在毎日新聞社十字路前から下里通りまでの事業が進

められております。その事業が完了するまでにはですね、本市としても県に対して早期に継続事業が進む

ことをですね、積極的に働きかけていきたいというふうに考えております。

次に、大道線の整備でございます。議員ご質問の内容は、バイパス側からサンエーカママヒルズに向け

ての整備が先ではないのかというようなご質問があったと思いますけども、基本的に我々道路を整備する

場合は市街地、中心のほうから整備をしていきます。放射線状的にですね、整備をしていくというのが基

本でございます。バイパスというのは基本的に産業道路でございますので、やはり大きな車が市街地を外

れて目的地に向かうというのがバイパスでございます。なので、基本的に市街地の中から整備を行うとい

うことでございます。

次に、荷川取線の整備ということでございますけれども、これはもう既に先ほどお答えしましたように

都市計画が決定をされております。これは整備されなければならない道路でございます。これは今現在他

の事業との執行状況も関連をしてという、他の事業というのはですね、大道線と大原線でございます。こ

れはセットでございます。これは交通の流れが非常に関係してくる道路でございますので、これをセット

として我々捉えて、その道路が完了した時点で荷川取線に向けて実施に向けて頑張っていきたいというふ

うに考えております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

これまで教育委員会、あるいは教育事務所でも基本的生活習慣に係るアンケート等はずっととってきて

おります。その中で、朝御飯、低学年の場合に非常に高い摂取率があるんですけど、内容を聞いてみます

と菓子パン、ジュース、これは非常に食生活とのかかわりの部分も複雑に絡まっているのかなという感じ

もしてこのアンケート等はこれまで見てきていました。それで、基本的生活習慣に視点が当てられるよう

になっておりまして、この部分での改善もしていけるかなというふうに心強く思っております。学力向上

は、学校教育だけで成果が上がるものとは考えておりません。学力向上には、質を重視する学校教育に加

えて家庭での積極的なかかわり、地域の支えなど、社会全体で取り組む必要があって、学校、家庭、地域、

そして行政が連携を深めて、市民全体で学力向上の取り組みに推進していく機運を醸成していくことが必

要かなと考えておりますので、今後ともご協力よろしくお願いします。
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◎議長（平良 隆）

これで眞榮城德彦議員の質問は終了いたしました。

午前の会議はこれで休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。

休憩します。

（休憩＝午後零時06分）

◎副議長（富永元順）

再開します。

（再開＝午後１時30分）

午前に続き一般質問を行います。

順次質問の発言を許します。

◎上里 樹議員

日本共産党の上里樹です。通告に従いまして一般質問をさせていただきますが、質問の前に通告の順番

をあらかじめ入れかえておきたいと思います。１、２、３はそのままで、４項目と５項目、税の徴収と福

祉行政、それと最後の６項目の屠畜場を入れかえたいと思います。先に持っていきたいと思います。よろ

しくお願いします。

それでは、質問に入ります。さきの参議院選挙で自民党は議席では圧勝しましたが、国民が安倍政権を

無条件で支持したわけではない。そのことは、投票に行かなかった国民、それを合わせますと実に支持率

に置きかえましたら18％の支持率でしかないということからしても、国民が無条件に自民党を支持したわ

けではないと言えると思います。公約破りのＴＰＰ交渉参加、そして労働法の規制緩和、それから雇用の

問題、公的介護保険、医療、年金、保育の諸制度を大幅に改定する、そういう手順を定めたプログラムを

法案、そのプログラム法をですね、その骨子を閣議決定をしています。国民の多数の声と自民、公明の政

治、そのねじれはそのことにより、より一層深刻になります。日本共産党は、日本の政治の抜本的転換を

訴え議席倍増をかち取り、参院選で議案提案権を獲得しました。これからもより一層市民の声を届けるた

めに全力で頑張ってまいります。

さて、安倍政権の憲法改定や集団的自衛権をめぐる問題等々、国民との矛盾は深まり、課題は山積して

います。とりわけ防衛省の南西諸島への自衛隊増強、これは宮古島市民の平和と安全を脅かすものとして

断じて許すことはできません。そこで、市長にお伺いしますが、第１にＰＡＣ３配備と航空自衛隊宮古島

分屯基地内の工事についてですが、まず第１にＰＡＣ３配備についてです。北朝鮮の弾道ミサイル技術を

利用したロケットを迎撃するための地上発射型迎撃ミサイル、パトリオット、いわゆるＰＡＣ３と呼ばれ

ていますけども、その配備についてはこれまでも態度を表明しておりますように、国連の安保理決議1874号

が定める事態の平和的、外交的、かつ政治的解決の約束を求め、軍事的対応を戒めていることに反します。

同時に、北朝鮮の行為も同決議に反するもので、いかなる理由があっても許せるものではありません。そ

こでお伺いいたします。防衛省がＰＡＣ３の一時的な配備先を新たに検討するためとして、ＰＡＣ３の展

開候補地選定で市内３カ所調査を開始したという新聞の報道があります。制服姿で堂々と測量をしていま

すけども、この報道がありますけども、防衛省からは宮古島市へは要請とその説明はあったのでしょうか。

その内容はどのようなものだったのか、お伺いします。
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それから、市民の憩いの場である公園用地やリゾートホテル建設予定地、それから港湾施設用地など、

市有地の提供はすべきではないと考えます。また、公園法にも違反するはずです。市長はこのような市有

地をどのような理由で土地の提供を同意したんでしょうか、お伺いします。

次に、航空自衛隊宮古島分屯基地内工事についてです。防衛省は昨年４月と12月に航空自衛隊宮古島分

屯基地内工事にＰＡＣ３を配備しましたが、同基地が2017年度末までの工事期間中、ＰＡＣ３を配備でき

ないため防衛省が選んだ３候補地を測量し、周辺建物の有無などを確認したと報道されています。そこで

お伺いしますが、もう野原岳の自衛隊基地内は外側から見るだけでも次々と新しい設備、軍事施設が建設

されており、住民は不安を抱いています。さらに、ことし12月から同分屯基地で固定レーダー換装工事を

行うという新聞の報道ですけども、どのような工事でしょうか。また、建築確認申請は行われているので

しょうか、お伺いします。

次に、来間中学校の廃校の問題ですけども、これまでの住民説明会、それから議会での答弁、これを振

り返ってみますとですね、拙速にならないようにいきたい、2011年の９月定例会です。それから、同じく

９月定例会で、地域の人々の理解が大切です。地域住民に対し、丁寧に説明していきたい。何度でも足を

運ぶ。2011年の10月27日には、皆さんは統合ありきと考えているようだが、ありきではないということを

狩俣地域で説明会場でおっしゃっています。それから、８月31日には城辺地域で、保護者の説明会何回で

も出向いて説明会を開催すると、基本方針を説明している間市長が議会へ条例を提案することがないよう

にしたいと答えています。そこで、まず住民の声を無視して住民との合意を得ることなく統廃合を急ぐべ

きではないと私は思います。その統廃合の前にやるべきことがあると考えます。計画を直ちにそういった

意味で撤回して、住民の合意を図っていくことが大事だと考えますが、急ぐ理由は何でしょうか。行政手

続上、それでよいと考えますか。教育委員長と市長にお伺いします。

次に、子供にとって複式学級の解消が急務だとおっしゃいます。複式学級における教育に問題があると

地域の説明会場でも説明なさっておりますけども、現在の複式学級、これはもう既に数字としてはわかっ

ていますけども、市民の理解のためにも改めてお伺いします。複式の学校は何校あって、そのどこにどの

ような問題があるのか、具体的にご答弁ください。

それから３点目に、教育委員会の言う学校規模適正化、先ほどの亀濱玲子議員に対して、30人、２学級、

それが目標だとお答えになりました。これは来間中学校を下地中学校に統廃合しても達成できない目標で

すよね。８月30日、来間の住民が白紙撤回を求めて要求を教育委員会に行いましたけども、そのとき私も

同席しましたが、そのときに教育委員長はこうおっしゃいました。将来上野、下地も統廃合の対象になる

と明快におっしゃいました。砂川、西城、福嶺、島尻、池間など、将来は現在対象に挙がっていない地域

も統廃合の対象になるのでしょうか。明快にお答えください。

４点目に、これは住民合意との関係でも大変重要だと思いますけども、臨時教育委員会、これを私は傍

聴いたしました。たった10分で終わりましたけども、白紙撤回はしないと。そこの議論の中に、私は署名

が74世帯中72世帯の署名が集まっているというその事実、それを開会の前に教育委員長がきちんと説明を

するべきだったと思います。その委員の中に一人の委員がその事実を知らない、知らないまま議論に参加

している、そういう実態を目の当たりにし、これはその進め方、本当に乱暴に感じました。この問題、そ

ういう進め方で本当によしとするのか、見解を求めます。
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次に、ドーム型交流施設についてですが、既にさきの本員の質疑に答えて一定程度フレーム見えてまい

りましたけども、改めてお伺いします。この施設はどのような施設ですか。それから、事業計画はどのよ

うになっていますか。

２点目に、建設場所は空港東側の久松の字有地ということですけども、地番でお答えください。それか

ら、敷地面積と建設費は幾らになりますか。また、アクセス道路を建設する予定ですけども、造成など建

設関連の整備費は幾らで、宮古島市の負担額、これは本体も含めそのアクセス道を含めそれぞれ幾らにな

るのか、お答えをお願いします。

次に、屠畜場の建設についてですけども、宮古島市のど真ん中、いわゆる野原岳の土地で野原の集落の

住民が聖域として拝所もある、そういう場所なんですけども、そこに屠畜場の建設が予定されています。

私は、地下水を守る観点で質問したいと思います。まず、飲料水の保全に懸念があります。いわゆる予定

している屠畜場の処理水、それを地下浸透による放流、これを行うと言っています。いわゆる飲料用の水

源流域外になるから大丈夫だと、分水嶺から100メートル近く離れていると言うんですけども、だから大

丈夫とおっしゃいますけども、私はそういう数十メートルしか離れていない目視で見ましてもですね、い

わゆる分水嶺にそういう近い場所で屠畜場の排水が水道水源保全地域に流れないという、それが断定でき

るのかどうか、甚だ疑問です。それが妥当であるのか、お伺いします。

それから２つ目に、そもそも現地は誰がどのような経緯で決定したのかということです。私は現場を訪

ねましたけども、近くに予定されております宮古島市伝統工芸館、この建設工事が始まっていました。新

聞でも大きく報じられましたけども、工事現場の写真を撮ってまいりました。なぜ宮古島市伝統工芸館の

ことを質問するかといいますと、毎日新聞、いわゆる私たちへの説明、敷地面積が2,997平米と報道され

ています。また、説明でもそうでした。しかし、現場を見てですね、びっくりしたのは、その敷地工事面

積が4,538平米になっているんですね。この表示板を見て疑問に思いました。3,000平米超えれば許認可を

受けなければならない面積だと思います。2,997平米と私は理解してきましたけども、この4,000平米、し

かもここは敷地は農用地としてのそういう指定を受けている場所だと思いますが、違いますか。これは、

議員としてこの建設には私は反対をしましたけども、議会と行政が間違いを起こすと罰せられますから、

あえてお聞きします。

それともう一つ、この屠畜場建設の問題で平成24年度に市長宛てに陳情書が届けられているはずです。

これも通告外です、確かに。けれども、そういう行政の手続の問題としてですね、回答がないと聞いてび

っくりしたんです。住民が賛成しているのかどうか、現場に入ってお聞きした結果です。だから、そうい

うやり方でよいのか。よろしくお願いします。

それから次に、税の徴収についてお伺いいたします。滞納者に対する差し押さえ件数、これ質疑の中で

平成23年度が3,000件余り、平成24年度が2,000件余りという回答があったかと思いますけども、間違って

いれば訂正お願いします。それで、この件数ですね、どんな基準で差し押さえを進めているのか。それか

ら、どのようなものを差し押さえているのか、これも質疑でお答えいただきましたけども、改めてお伺い

いたします。

次に、納税相談、いわゆる払いたくても払えないという窓口相談に来られる方もいらっしゃると思いま

すけども、そこにまた窓口まで来れない、足が運べない市民大勢いらっしゃると思います。ですから、差
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し押さえがそういう数字になっていると思いますけども、これらがどういう実態にあるか。訪問による実

態と調査は行っているんでしょうか、お伺いいたします。

次に、福祉行政についてお伺いいたしますが、国保についてです。まず、第１に短期保険証の発行件数、

そして資格証明書の発行件数、未更新世帯数はどのようになっているのか、お伺いいたします。

次に、納税相談、これに対してどのような対応をし、それから未更新世帯数がかなりの件数に上ってい

ますから、そういった相談にも来れない状況が市民の中にあるわけですから、そういった方々の実態調査

は行っているのかどうか、お伺いしたいと思います。

３点目に、宮古島市の国保ですね、これは１人当たり幾らになっているのか、また税の負担率はどうな

っているのか、その金額、負担率ともに県内市町村の中でどの位置にあるのか、お伺いいたします。

次に、私ども日本共産党は高過ぎる、いわゆる支払い能力を超えてしまっている、負担能力を、その国

保税の引き下げを１人当たり１万円政策として引き下げる方向を持っていますけども、保険税の引き下げ

に当たって１万円引き下げるとすると幾らの財源が必要になるのか、このことをお伺いします。

これまでもその引き下げ、負担軽減のために国に国庫負担をふやすように、県へも支援するように求め

るように市長にはお願いしてまいりましたけども、県や国への要請は行っているんでしょうか、お伺いし

ます。

次の介護保険については、時間の都合上割愛したいと思います。

次に、子どもの医療費についてですけども、現在子どもの医療費、中学校３年生まで無料化が拡充され

ました。担当職員を初め市長に対して敬意を表したいと思いますけども、しかし名実ともに私は無料にし

ていくためにも、通院、入院とも無料にしていくべきだと考えております。そして、現在立てかえ払いを

し、申請をして払い戻しをするという形になっていますけども、それが来年４月１日からは、委員会の質

疑の中でも私の一般質問の中でも私が求めてまいりました一々手続をとらなくてもよい自動償還払い、こ

れが実現できると聞いて喜んでおります。

そこでお伺いしますけども、現在は中学３年生まで医療費は入院のみが無料になります。通院費も無料

にするのが私は求められると思いますけども、そのためには財源が幾ら必要になるのか、お伺いします。

それから、子どもの医療費、これまでは乳幼児医療費という条例でしたけども、子どもの医療費に条例

が変わっています。子供といえば児童生徒、高校３年生まで入ると思います。高校３年生までの医療費無

料化の拡充で幾らの財源が必要になるのか、お伺いいたします。

以上お伺いして再質問させていただきます。

◎市長（下地敏彦）

ＰＡＣ３の配備についてお答えします。

８月28日に沖縄防衛局が事前説明に来庁し、昨年４月と12月の北朝鮮による人工衛星と称するミサイル

発射の際、ＰＡＣ３を宮古島分屯基地に配備しましたが、ことしの12月から宮古島分屯基地の工事のため、

工事期間中に同様の事案が発生した場合に備え、別の配備候補地としてトゥリバー地区、大嶽城址公園、

下崎ふ頭の調査をしたいとの説明でございました。９月２日には測量調査のための申請書が提出されて、

調査の許可をいたしました。

次に、市有地の提供はすべきでないと考えるけれども、どうかということですが、今申し上げました３
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カ所の候補地は市は推薦したわけでもなく、防衛省のほうから提示されたものであり、現時点においては

調査の段階であり、土地の提供ではありません。

次に、来間中学校の統合の問題について、行政手続上それでよいと考えるのかということでありますが、

今上里樹議員は計画を直ちに撤回せよとおっしゃいましたけれども、学校規模を適切なものにするとの計

画は８年前に市議会の議決を経て決定をいたしております。上里樹議員もその当時から議員であり、それ

を撤回せよというのはいかがなものでしょうか。今はまさにその計画をどう実行するか、そういう時期で

あるというふうに思います。

◎副市長（長濱政治）

屠畜場の建設についてでございます。予定地の上野字野原1190番地の187は、地下水流域で川満流域に

当たります。川満流域は水道水源保全地域ではございません。食肉センターにおいて発生する事業排水等

は、水質汚濁防止法に基づき処理することになっておりますので、常にチェック体制をしっかり確保しな

がら対応していくことになります。市といたしましても、法令遵守についてしっかり監視してまいります。

誰がどのような経緯で決まったかというふうな話でございましたけども、これまで何度も再三申し上げ

てきたつもりでございます。食肉センターで設置しました事業導入検討委員会で審議され、そこで答申さ

れまして、食肉センターの取締役会で決定ということでございます。

◎教育委員長（宮國 博）

学校統廃合についての学校規模適正化についてのご質問でございます。まず、１番目の住民の声を無視

してと、合意を得ることなく統合を急ぐべきではないというようなことでございます。その立場に立って

の白紙撤回でございますけれども、これは先ほど市長も答弁なさいましたとおり、平成18年に議論をされ

て平成19年からスタートをしているところの宮古島市総合計画を受けての我々教育委員会の作業でござい

ます。したがいまして、学校の適正配置という作業については白紙という形には立てません。教育委員会

は平成22年度に宮古島市学校規模適正化検討委員会を発足し、答申を受けました。答申以降教育委員会の

方針に対しては、地域の説明会や宮古島市議会の場で貴重なご意見や要望等をいただいてまいりました。

確かに本条例案に関する住民の反対の声があることは承知しておりますが、教育委員会としましては教職

員の配置の問題や両校間の交流の問題、あるいは通学手段のこと、あるいは児童生徒の精神的なあるいは

ケア等々ですね、たくさんの工程を経てこの統合は進められますので、そのスケジュールの中で総合的に

判断し、今定例会の上程を依頼したということでございます。したがいまして、宮古島市立学校設置条例

の一部を改正する条例について教育委員会から市長へ依頼したことは、民主的、合法的な手続を踏まえた

上でなされたものと考えております。

次に、複式学級における教育についてどのような問題があるかと、そして複式学級は何校であるのかと

いうふうなことでございます。現在複式学級のある学校は小学校が６校あります。小学校全部で21校あり

ますので、そのうちの６校でございます。教育委員会が以前に行った小規模校への調査や各教育委員会研

究機関ですね、あるいは文部科学省のデータなどを見た場合に、教育委員会が基本方針で示したところの

６点の課題が当てはまるのではないかと思っております。また、学習指導要領とか各教科のですね、いわ

ゆる狙いの達成等々においても複式学級よりは単式学級のほうがしやすいと、こういうふうなことでござ

います。ちなみに、複式学級のある学校というのはどういうところかと申し上げますと、来間小学校、宮
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原小学校、福嶺小学校、宮島小学校、狩俣小学校、池間小学校の６校でございます。

それから、教育委員会が言うところの学校規模適正化は、現在計画されている対象校を統合しても達成

できませんというようなご指摘ですが、宮古島市学校規模適正化検討委員会からの答申の中にも複式学級

の解消も早くすべきであるというようなことでございます。ですから、複式学級の解消、これは大きなこ

の作業の中の一つになります。現在対象校の規模を適正化した場合でも、文部科学省の基準なり適正規模

の確保は困難な状況であることは承知しております。しかしながら、複式学級は解消されるということは

ございます。複式学級が解消された中でですね、子供たちの力、保護者の力、地域の力、教育予算を総合

してですね、束ねることによってよりよい教育環境が実現できるということで我々は考えております。

それから、将来現在対象に挙がっていない地域も統廃合の対象になるのかというふうなご質問でござい

ますが、これは将来の学校規模適正化については社会情勢や人口の動態ですね、このようないろんな要因

がかみ合わされて将来の時点において総合的に判断をしながら、宮古島市全体の学校規模の適正化を検討

をし、進めていくということでございます。したがって、社会の変化に応じた学校の規模適正化というの

は絶えず検討されるものと思っております。

次に、臨時教育委員会、これは８月29日でしたかね、来間に私どもが統合後の作業はこういうふうなこ

となどをしたいと思うんだが、いかがなものかというふうな説明しに行ったときの要望を受けての次の委

員会だったと思います。これはですね、臨時の委員会を急に開かなきゃならないという状況が当時あった

わけで、そのときに委員の一人が出張で島外に出ているわけです。しかしながら、来間の皆さん方に返事

を申し上げなきゃならないわけですから、しかも日にちを切ってこられましたからね、来間のほうから。

急遽この出張されている委員も電話で呼び戻してですね、この委員会に間に合わすという形があったわけ

です。そのときに、署名をする署名簿は既に届いておりましたので、この委員一人を除いて我々はページ

ごとに見ましてですね、いろいろやったんですが、この委員がお見えになるときがちょうどその委員会が

開会される時間のもうぎりぎりいっぱいです。委員会が開かれる理由については、来間からそういうふう

な署名簿も含めて要請の一つが出ていますよというふうなことでございますので、これは署名の存在を知

らないということではないです。知っておって来て、ただ開会の時間にぎりぎりに来たもんだから、この

署名の名簿を１枚１枚めくるという作業が委員一人の人はできなかったというふうなことでございます。

そこらの指摘ですので、本当でしたら委員会を開く前に私も時間を余裕をとって、ひとつ確認をさせると

いうふうな作業もあってよかったと反省はしておるわけですが、何しろ委員会を進めていく中で委員長職

になれないもんですから、そのような手続がなかったと、お一人に対してはですね、ちょっと確認してく

れというふうなのがなかったというのは、これは私の手落ちでございます、上里樹議員。これについては

深くおわびを申し上げます。これからはこういうことがないようにですね、委員会は開いていかなきゃな

らないと思っております。ひとつその点をご理解ください。よろしくお願いします。

◎企画政策部長（古堅宗和）

航空自衛隊宮古島分屯基地内の工事について、どのような工事か、また建築確認申請は行われているか

とのご質問にお答えをいたします。

今年度予定をされております工事は、建物解体工事、敷地造成工事ということであります。建物解体工

事には建築確認申請は必要ありませんが、県土木事務所に解体撤去申請が必要となります。また、敷地造
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成工事については500平米以上の場合は市景観条例による届け出が必要となっております。現時点で解体

撤去申請、また景観条例による届け出は出されておりません。

◎総務部長（安谷屋政秀）

上里樹議員の税の徴収の滞納者に対する差し押さえに当たりどのような基準で対応しているか、またど

のようなものを差し押さえの対象にしていますかという点と、２点目の納税相談はどのように対応してい

ますか、なお実態調査は行っていますかという点についてお答えをしたいと思います。

納期限内に納付がない場合には督促状を発送し、それでも納付がない場合は地方税法、国税徴収法に基

づき適正に差し押さえを執行しています。差し押さえの対象財産については、不動産、給与等、預貯金、

所得税や自動車税の還付金、賃料、自動車、売掛金、軽自動車等の動産を差し押さえの対象としておりま

す。平成23年度の差し押さえは3,854件で1,007人、平成24年度においては2,447件の822名の差し押さえを

執行しております。

それと、２点目の納税相談はどのように対応していますかということについてお答えしたいと思います。

税が一括で納付できないための分割納付をしたいという申し出があった場合には、収支状況を聞き取り、

納税誓約書を交わした上で分割納付を行っております。市税は自主納付が原則でありますので、督促して

も納付がない場合には、電話、文書等で催告を行っております。実態調査についてでありますが、訪問す

ることはないのかということについてでありますが、これについては高齢者世帯で例えば身内がなく、体

が不自由だと、どうしてももう無理だという特別なケースについては、直接訪問をしてお話をするケース

もあります。

◎福祉部長（渡真利健次）

上里樹議員の福祉行政について、子どもの医療費を高校３年生まで無料化にした場合に財源は幾らにな

りますかというご質問にお答えします。

中学３年生までの子ども医療費を無料にした場合、現在の子ども医療費の予算措置額に新たに必要と見

込まれる額を平成24年度国民健康保険加入者医療費データを参照して試算したところ、小学生通院分

3,457名、約4,276万5,000円、中学生通院分として1,828名、約1,909万1,000円、合計で約6,185万6,000円

が見込まれます。また、高校１年生から３年生までの子ども医療費を無料化した場合についても、同様に

その医療費データを参考にして試算したところ、高校生1,668名、金額にして約3,384万7,000円となり、

年齢拡充分として総合計で約9,570万3,000円の増が見込まれるということを試算しております。

◎生活環境部長（平良哲則）

国民健康保険についてでありますが、まず１点目に短期証の発行件数と資格証明書の発行件数、未更新

世帯数はどのようになっているのかというご質問でありますが、平成25年８月31日現在で国保加入世帯は

１万1,098世帯です。そのうち短期証発行世帯は907世帯で、短期証発行件数は1,390件であります。資格

証明書の発行件数はありません。未更新世帯数は723世帯で、未更新人数は887人となっております。

２点目に、納税相談の対応でありますが、納税相談には窓口での相談、電話での相談、曜日を決めた時

間外での納付相談、臨戸相談等を行っています。相談は、納税者の実情を把握した上で納税しやすい方法

を相談しております。また、電話督励や督促状、催告状を発送しても返答がない場合は、職員及び国保指

導員が訪問して住居の確認、就労調査、さらには財産調査などの実態調査を実施しております。
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３点目に、宮古島市の保険税は１人当たり幾らで、県内市町村の中でどの位置にあるのか、また税の負

担率はどうなっているのか、それは県内市町村の中でどの位置にあるのかというご質問でありますが、平

成24年８月発行の平成23年版国民健康保険の実態によりますと、宮古島市の１人当たりの国保税は５万

6,060円で、県内41市町村の中では23位に位置しており、税負担率は22.02％で、県内市町村の中では７番

目に位置しております。

４点目、国保税の引き下げに当たり、１万円引き下げのために幾ら財源が必要かというご質問ですが、

これ１人当たりですよね。国保加入者の１人当たり１万円国保税を引き下げると、加入者が２万200人で

２億200万円の財源が必要となります。また、引き上げに対しまして、市として国、県への要請は行って

おりません。

◎建設部長（下地康教）

ドーム型交流施設の件についてでございますが、まず１点目にどのような施設かということと事業計画

はどうなっているのかというご質問でございますが、ドーム型交流施設は一括交付金事業にて計画中のス

ポーツ観光交流拠点施設でございます。年間を通して軽スポーツが楽しめ、地域の伝統文化に親しむこと

ができる全天候型スポーツ・伝統文化交流拠点施設を予定しております。事業は平成24年度から開始して

おりまして、平成28年度までに事業を完了したいというふうに計画をしております。

次に、ドームの建設場所はどこですかということとアクセス道路の造成等の建設関連整備費は幾らにな

りますかというご質問でございますが、建設場所は地番で申し上げますと平良字下里2511番地１でござい

ます。空港の東側を予定しておりまして、敷地面積は約２万1,000平米程度を予定しており、賃貸料等用

地使用に関しましては今後所有者である松原、久貝地区の両自治会と話し合いを重ねて検討していく予定

でございます。建設費用は、造成やアクセス道路の整備を含め約30億円を予定しております。この原資で

ございますが、一括交付金で実施する予定であります。交付率は80％、残り10％は交付税で戻ってきます

ので、実質市の負担はその10％となりまして、約３億円となります。アクセス道路の工事費は、内訳とし

ましてその30億円の実質としまして約２億円でございます。これも実質10％の市が負担でございますので、

約2,000万円ほどとなっております。

◎上里 樹議員

再質問させていただきます。

まず、ＰＡＣ３の配備の予定地なんですけども、問い合わせがあったわけでも何でもなくて、現時点で

は土地の提供ではないとおっしゃいましたけども、市が所有する土地を測量しているわけですから、市長

としては意見を言ってもいいんではないかと思うんですね。現時点で提供でもないとおっしゃいますけど

も、仮にその土地を提供を求めてきた場合市長はどう判断なさるつもりなのか、お伺いします。

それから、今解体、造成中の基地内の工事の件ですけども、かつて合併前にですね、今の電波の傍受施

設、70億円余りもする施設なんですけども、それを建設するに当たって市に対して何ら説明がなかったん

ですよね。事後の説明で謝罪をしていましたけども、そういうことがないようにぜひ情報はきちんと市民

にも開示していただきたいと。お答えをお願いします。

それから、学校統廃合の問題についてですけども、平成18年から決まっていた総合計画で、上里樹議員

も賛成したから白紙撤回と言うのはおかしいとおっしゃいますけども、この第１次総合計画、財政難の中
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で職員が本当に手づくりでつくった結晶です。イラストも自前です。今のぴかぴかの後期計画出ています

けども、これは職員が本当に頑張ってつくった総合計画なんですね、自力で。それで、その中に学校統廃

合について学校教育の充実については、86ページの基本計画の中でうたわれています。その中で、１、２、

３、87ページにまたがるところで③のところで教育環境施設の整備、これを挙げていますけども、近年の

少子化に伴い小規模校が増加していますと。小規模校のあり方を含め、空き教室の有効活用や学校規模の

適正化を検討する必要がありますと。検討する必要がありますとうたっているものに賛成して何が悪いん

ですか。それは必要なものです。それを強引に今やれというわけではありません。

しかも、皆さん方は大変な私は手続を欠落させていると思うんですね。私は住民合意の尊重という立場

から言いたいと思いますけども、地域の子育てや地域の存続にかかわることだから、地域の住民はこれだ

け一生懸命になるんですよね。いわゆる行政がそうやって一方的に進めてはいけないことだと思うんです。

そういった意味でも徹底した住民合意が欠かせないと思います。これは地方自治、いわゆる教育における

本質的な課題だとも言えると思います。住民合意の尊重、これをやることがなぜ大事か。賛成、反対で垣

根をつくらないということです。一緒に話し合うことをそれが可能にします。計画が子供にとってどうな

のかという視点が私は大事だと思いますけども、そして２点目には地域にとってどうなのか、最後に住民

合意ですよ。それを具体的に検討し合えば、必ず道理ある立場を住民はつかむと思うんですね。そういう

検討を進める中で、反対も賛成もそういうつながり、いかにあるべきかと、そういう目標に向かって力を

合わせることができて、地域を支える確かな力にこれは変わっていくと確信します。

そこでお伺いしますけども、2011年の３月23日、宮古島市学校規模適正化検討委員会が宮古島市教育委

員会に宮古島市立学校規模適正化基本方針の最終答申を行いました。その際に、当時の教育部長がこう言

っています。地域、保護者の意見を重視することが必要で、反対意見があれば統廃合はできないと言って

います。地域との合意が得られなければ学校統廃合は行えないとの原則を説明しているんです。これをど

う受けとめますか。教育委員長と市長に見解を求めます。

次に、よりよいとかおっしゃいますけども、文教社会委員会でなぜ急ぐのかを聞いたら、田場部長はこ

う答えました。９月にやらないと４月の人事異動に間に合わないと、あなたたちの都合じゃないですか、

それは。こんなことで大事な子供たちを、100年余りの歴史のある学校を閉校なんてとんでもないんです

よ。大事だと言うんでしたら、なぜほかの複式学級の学校、そこの子供たちは大事じゃないんですか。我

慢ならないとまで市長、教育委員長おっしゃいますよね、放置しておくことは我慢ならないと。そこまで

おっしゃるんでしたら、ほかの学校もそうじゃないですか。そういうことを言うべきじゃないんですよ。

一方的過ぎて乱暴なんですよね。ですから、あなた方がおっしゃる30人、２学級達成できない、そんな中

で現場の状況をあなたたちはどれだけ足を運んで確認しているか、私は疑問に思います。来間中は学級は

複式ですけども、学習の授業は複式になっていませんよね。そのことは地域の説明会場でもあなたは指摘

されました。それについての見解を求めます。

ですから、そういう地域が必要とする学校を、今この複式をされている主力はＩターンの方々です。南

小学校に通われていたいじめに遭っていた子供が、勉強もしない、精神的にも不安定、そんな状態の子供

が来間に移住して、温かい地域の環境の中で育って勉学に励み、今では学力も向上して元気にやっている

と。だから、小規模特認校制度、これは何も複式の解消を急ぐ余りそういう大事なこういう全学区から、
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校区外からね、いじめに遭っている子供やそういった方々が学ぶ場所として来間の中学校、小学校を大事

に守ってもいいと思うんです。来間に足を運べば、私は本当にすばらしい教育環境の島だと思うんですね。

絵本の中に出てくるようなそういう地域です。それから、若者たちがたくさん観光に訪れています。そし

て、間接的に若者たちの話を聞きますけども、グループで大勢来るんですね。ここに住みたいと、声が聞

こえてまいりました。だから、そういう環境のところをなぜあえて複式を解消すると、それを急ぐのか、

甚だ疑問です。お答えください。

それから、乱暴な点、もう一点指摘しておきたいと思います。あなたたちが会議録を議員に配りました、

文教社会委員会の求めで。一体これは要約して会議録というのはつくるもんなんでしょうか。発言してい

るものが載っていないんです。来間中の子供を下地中に移動するとか、とんでもない発言がありましたけ

ども、この中には全くないです。こんな会議録は会議録と言えません。ちゃんとしたものを出してくださ

い。

それから、複式の問題についていろいろ挙げましたけども、教育環境としてのいわゆる学力が劣るとか

いろいろ説明会場で質問に対して、複式の学級の子供たちが決してそういう面で劣っているわけではない

という、そういうこともおわかりになったと思います。だから、そういう複式が決してほかのものに劣る

わけではないということを指摘しておきたいと思います。

それから、屠畜場の建設の問題ですけども、大事な飲料水、地下水を守る立場から私は物申したいと思

いますけども、公聴会が行われて今意見公告・縦覧、意見を提出している段階ですよね。その意見の中で、

法律に基づいて処理するということに物申している市民がいます。いわゆる排水はこういう水質汚濁防止

法、下水道法ではそういう放流先、土壌浸透、地下浸透という、そういうことは書かれていないという指

摘で、ということはこれはやってはいけないことではないかと市長に対しても平成25年の９月13日付で意

見書が出ていると思います。私は、地下水を守る観点に立てば、不透水層で分水嶺から離れている場所だ

から大丈夫と言いますけども、そういう場所であっても将来、その地層をきれいに調べたわけではありま

せんから、亀裂が入っている可能性もありますよね。漏れていないという確証がなければ、予防原則に基

づいてしっかりと検討が加えられるべきだと思うんですね。ですから、私はいろいろある中で地下水を守

っていく、これは市長も施政方針でしっかりとうたっています。

そんな中で、財政の健全化に向けても統廃合が必要だみたいな、そういう議会の答弁もございました。

合併特例の算定がえが切れる、それもありました。私は、財政上の問題で教育、これを削減するようなこ

とがあってはならないと最後に物申しまして、質問を終わらせていただきます。ありがとうございます。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎副議長（富永元順）

休憩します。

（休憩＝午後２時28分）

再開します。

（再開＝午後２時30分）

◎市長（下地敏彦）

それでは、ＰＡＣ３の件であります。先ほども答弁いたしましたけれども、上野のあの施設は今改修工
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事をしていると、したがってあの地にＰＡＣ３を配備今はできないと。その間、もしまた北朝鮮が同じよ

うなことをした場合にどう対処するかということですよね。したがって、どこが適地か、３カ所挙げてこ

れを調査をしたいと言っているわけですから、これは別に問題ないだろうと。あの上野の地でできなけれ

ば、どこかにそれは設置しなければならないと私は思っています。市民の生命、財産を守るために、そし

てあらゆる危機に対し万全の対処策をとるというふうなのは、これは市長として当然の責務であります。

したがって、そのための調査をやると言っているわけですから、何ら支障はないというふうに思っており

ます。これに関しては、情報というのは常に開示をしているつもりで、一度もその情報を隠したことはあ

りませんし、常に開示をしております。これからもそういうふうにやってまいります。

次に、住民の……おっしゃっている言い方を聞いていると、完全なる合意がなければできないというふ

うな感じに聞こえるんですね。大多数の人間が合意をしない限り進めてはならないとお話ししています。

地域の住民がという、その地域というのをどの程度に限定するかという問題になると思います。来間だけ

が地域なのかと、宮古全域だって地域だよと。つまり市長として物事を判断する場合には宮古島圏域、こ

の地域全体をどういうふうにするかという視点でまず物事を判断いたします。学校教育の環境の整備につ

いても、ひとしくどの地域にいてもよりよい教育環境を提供する、そして子供の将来に向けてしっかりと

した形をつくってあげる、これが市長の責務であるというふうに思っております。先ほどから言っている

ように、総合計画をつくりました。総合計画は議会の場において議決を経ました。議員の皆様方は地域の

代表であります。その地域の代表が集まってこの計画をつくり、これで今後推進しなさいというふうに決

定をしているわけですから、そういう流れの中で作業を進めているわけですから、基本的な合意はできて

いるという前提で物事は進めておりまして、さらに子供の教育上何が重要かという、その判断のもとにや

っているということであります。

◎教育委員長（宮國 博）

ただいま市長がいろいろお答えをしましたけれども、教育委員会の私の答弁も市長がやってくださるの

かなと思うくらいのところです。まず、上里樹議員がおっしゃるところのこの計画は、我々が今進めよう

としている長いスパンで終了するところの学校規模適正化ですけれども、この計画が子供にとってどうな

のかということがまず第一であるということについては、全く我々もそうなんです。ですから、子供たち

が今のように１クラス１人とかいうような状況がいいのか、いわゆる宮古島市学校規模適正化検討委員会

から示されるところのあの６点を含めるところの状況に子供たちを置いての成長を願うべきなのかという

ふうなのが、この一点にかかってくると思います。ですから、我々としては宮古島市学校規模適正化検討

委員会から示されたところのあの６点の状況に子供たちを置いて成長を促したいと、こういうふうな思い

があって今の学校規模適正化が進んでいるというようなことでございます。

それから、複式学級でないというような言い方をしますけど、中学校に行くと複式学級を解消して単科

の授業をやりますね。この単科の授業が一人の先生が一人の生徒を教えている状況が続くんです、単科の。

これが複式学級ではないという形にはこれはなかなか判断ができないところで……

（議員の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

いや、これは学校の形態としてですよ。学校の形態として、先生１人に生徒１人の状態が学校の形態と
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していいのかどうかは、これは見解の違いと言ったら大変失礼になるかもしれない、どう考えるべきかと

いうのはありますよ。

（「生徒をふやせばいいじゃないですか」の声あり）

◎教育委員長（宮國 博）

ふやすのには大賛成です。どうぞぜひふやしてください。よろしくお願いします。

そういうふうな状態であるということをですね、議会はしっかりとご理解いただかないと、市民もです

ね、その辺をしっかりとご理解いただかないと、ただ単に生徒が１人おる、先生を１人置いて単式学級じ

ゃないかというふうな理屈には私は立てないと思っております。

◎副市長（長濱政治）

亀裂が入っているかもしれないと、そういう場所につくるべきではないというふうなご質問でございま

した。先ほど申し上げましたように、川満流域は水道水源保全地域ではないと、そしてそういう地域外で

は特に排水の規制は行っていないというのが現状でございます。それで、なおかつ水質汚濁防止法に基づ

いた基準に沿った排水をするということが、法律上は要するに排水の基準として出ているわけで、これ以

上のものは現在としてはありません。このような法令上は水質汚濁防止法の基準で排出するというふうな

ことで足りるというふうに思っております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎副議長（富永元順）

休憩します。

（休憩＝午後２時39分）

再開します。

（再開＝午後２時40分）

これで上里樹議員の質問は終了いたしました。

◎新里 聰議員

今定例会は、さよなら議会とマスコミでも報道されているように、今任期中で最後の議会であります。

同僚議員においては、再選に臨む議員、勇退される議員などがおりますが、再選に臨む議員においては全

員が当選をし、再び本議場において市政発展のための議論ができることを祈りたいと思います。一方、勇

退される議員については長年合併前の旧市町村時代から市政発展のために尽力されたことに敬意を表し、

今後ともおのおのの分野でご活躍されることを期待したいと思います。

それでは、通告に従い一般質問を行います。その前に、私の通告書の教育行政の４点目に「中間答申」

とあるんですけど、「最終答申」のほうに訂正をお願いしたいと思います。

今定例会の最重要議案は、来間中学校の廃校に関する議案だと思います。この議場にいる多くの議員は、

旧市町村時代から議員をしている方がほとんどであります。なぜ市町村合併に多くの市民とともに多くの

議員が合併にと進んだのか、原点に戻って考えてみてください。各市町村とも財政破綻寸前で、このまま

では第２の夕張市になるのではないかとの不安があったはずです。国の特例措置のあるうちに合併し、そ

のスケールメリットにより宮古島を立て直そうということだったと思います。つまり市町村合併は、一言

で言えば行政の行き過ぎたサービスを見直し、膨張した組織のスリム化を促す、そのために職員の徹底し
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た削減、もちろん議員なども含む特別職の削減があり、当然にして組織のスリム化ですから学校統廃合も

その中に含まれなければなりません。ですから、本市においては合併後最初の総合基本計画においてこの

ことを記述されていると私は認識しております。しかしながら、この議論は地域と密接にかかわりがあり、

必ず反対議論があることが想定されますので、前政権下では明確に市長の施政方針で述べることがなく、

先送りになっていたことと私は認識しております。このことからすると、現市長のこの問題をタブー視し

ないで着実に議論を進展をしていることに私は敬意を表したいと思います。

ところで、学校統廃合賛成ということと教育委員会が進める学校統廃合の進め方については、議論が別

ですので、４点ほど質問をしたいと思います。まず、１点目、教育委員会では学校統廃合の手法について

検証したことはあるかということでございます。私に聞こえる多くの市民の声は、学校の統廃合は進めな

いといけないと思うが、今の教育委員会の進め方では反対が起こるのは当然だよねということがあります。

今のやり方のどこがいけないかと問い直すと、教育委員会の考え方だけを一方的に推し進め、地域住民の

声を真摯に受けとめようとしないということであります。教育委員長のキャラクターがそういう印象を与

えるかわかりませんけども、ほとんどがそう言います。そこで、私は自分なりに検証してみました。そし

て、なるほど市民は行政のあり方をしっかり見ているということを思いました。

思い起こしましょう。平成22年４月に宮古島市学校規模適正化検討委員会設置要綱が定められ、14名の

宮古島市学校規模適正化検討委員会委員が選任、委嘱されました。委嘱された委員の名簿たるや、本市の

市民なら誰もが認める重層なメンバーであります。合併前の町村長を経験した地域づくり協議会長、現役、

退職者を含む小規模校校長、本市の教職員を統括する教育事務所所長、その他宮古地区ＰＴＡ連合会会長

などなどであります。この宮古島市学校規模適正化検討委員会が１年の歳月をかけて各地域へ出向き、地

域住民の意見を聴取し、さらにはアンケート調査を実施し、慎重な議論を積み上げ、宮古島らしい学校規

模適正化を進めることと決定し、期間も急激な変化をもたらさないよう15年間とし、小学校については地

域懇談会での意見や各地域からの要請等を宮古島市学校規模適正化検討委員会としても重く受けとめ、小

学校の規模適正化については中学校の規模適正化を検証しながら、その上に社会情勢や人口動態の急激な

変化等を考慮しつつ開始すべきであるという答申であります。しかしながら、教育委員会は委員会の基本

方針として、期間を８年に短縮し、小学校、幼稚園も含めて中学校と並行して進めるとの基本方針を決定

しました。このことが住民との意見に大きな乖離が生じ、今のような状況になったのではないかというふ

うに思います。いかがでしょうか、教育委員長、このことについて検証してみたことはあるのでしょうか。

お答えいただきたいと思います。

次に、学校統廃合対象地区において反対の意思表示として請願書や公開質問状が出されておりますが、

対象地区住民が激しく反対している原因について、市長及び教育委員会はどのように受けとめているのか、

お伺いします。市長がモットーとする丁寧な行政は教育行政にも生かされてしかるべきだと思いますけど

も、いかがでしょうか。

次に、私は素朴な疑問として、教育委員会で基本方針が示されても市長部局において廃校の地域おこし

のビジョンが示されていないことに不思議に思っております。地域においては、特に小規模集落において

は学校は心のよりどころであり、地域のあらゆる行事をすることの核になっていると思います。そして、

そこに勤務する教職員も地域の家族みたいな存在で、密接につながりを持っているものと思います。そう
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いった長年の歴史を持った学校がなくなるわけですから、行政としてはそのケアをする責任があるはずで

す。廃校してから考えるのではなく、並行して地域住民と議論を進めるべきだと思いますが、いかがでし

ょうか。今の状態で見ると、廃校しても何もないのかなという不安があることもつけ加えてお答えをいた

だきたいと思います。

次に、中学校の統廃合は基本方針どおりとしても、小学校については検討委員会答申に戻り、中学校の

推移を検証しながら実施するなど、柔軟な対応に変更することはできないのかということについてお伺い

いたします。教育委員長は、昭和48年文部省通達、いわゆる学校統廃合について学校規模を重視する余り

無理な学校統合を行い、地域住民などとの間に紛争を生じたり、通学上著しい困難を招いたりすることは

避けなければならないとの通達に、この通達は宮古島には当てはまらない、本土においては例えば同和地

区の問題だとか大きな山があって川があって社会的背景が違うというような答弁をされておりますが、私

からするとですね、このような答弁が市民の立場から見ると、この姿勢を見ると学校統廃合は賛成だけれ

ども、何かおかしいと、そういうふうに市民に映っているんではないかなと思うんですけども、通達はこ

れ全国に向けた通達でありますから、そして今も生きているわけですから、できればそういうことは言わ

ないようにですね、やっていただきたいと。そして、質問の要旨は答申どおり小学校は後、その検証をみ

んなでして推移を見ながらやってくれないかということについてお伺いしたいと思います。

次に、農政について、一括交付金による流通不利性解消事業を恒久的な事業として法整備することが農

業政策として最も重要であると考えるが、知事や県選出国会議員と一体となって国に要請していけないか

ということについてお伺いいたします。宮古農業で基幹作物と言われるいわゆるサトウキビ、畜産、葉た

ばこについては輸送費が制度として定着し、農家負担はございません。サトウキビについても、圃場から

製糖工場まで農家が負担しているということはございません。畜産についても、競りで落札された牛につ

いては１頭当たり１万5,000円ですか、ちゃんと輸送費がついております。葉たばこについても、乾燥場

から市内の集荷場まで運送するにしてもちゃんと輸送費がついております。しかしながら、野菜、果樹等

については輸送費がこれまで生産者負担として重くのしかかり、せっかく産地指定をして農家が努力をし

ても輸送費でかなりの部分がなくなるという状況であります。これが一括交付金の対象となり、野菜専業

でも生活ができる状況が見えてきました。農業を試みようとする若者にとっては、魅力のある制度だと思

います。しかし、一括交付金事業は恒久的な制度ではございません。10年間の期限つきであります。私た

ちは、流通コスト低減のため法律でもって制度化できるような行動を起こすべきだと思いますけども、市

長、これの制度化について市長のほうで音頭をとって積極的に行動していただけないでしょうか。見解を

求めたいと思います。

次に、何名かの議員からも指摘がありましたが、ムラサキイモ生産農家は当局の計画性のなさに不満を

抱いております。そこで、今後のムラサキイモ生産の方向性、見通しについて説明をしていただきたいと

思います。皆さんのしっかりとした答弁が生産農家を安心へと導くと思いますので、よろしくお願いいた

します。

次に、水産行政について、宮古地区の漁港整備については東地区、西地区の区域設定で整備が行われて

いると思いますが、西地区における久松漁港から川満漁港への航路しゅんせつ、そういったしゅんせつは

どうなっているのか、お伺いいたします。
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その２番目として、現行制度上しゅんせつ工事ができないということであれば、その解決方法はあるの

か、答弁を求めたいと思います。

最後に、道路行政についてでありますが、市道新豊線の改良工事の計画について、新豊線についてはこ

の道路を横断する農道については整備が進んでおりますけれども、この道路だけが手がつけられておりま

せん。当局の答弁を求めたいと思います。

以上、答弁を聞いて再質問をしたいと思います。

◎市長（下地敏彦）

学校の規模適正化について、対象地区住民が激しく反対しているのを聞いてどう受けとめるかというこ

とであります。行政を預かる者として、生徒の能力を伸ばしつつ社会において自立する基礎を培うために

は、適正規模の学校での教育を享受させることが生徒の将来を考えた場合、よりよい選択であるというふ

うに考えております。

次に、流通不利性解消事業についてでありますが、改正された沖縄振興特別措置法の中で沖縄振興一括

交付金により行われている事業であります。離島県である沖縄県が農林水産業を振興していく上で本土と

の格差を解消できる重要な事業であると認識をしており、この制度が恒久的な事業として継続されるよう

関係機関と連携して取り組んでまいりたいと思います。

◎教育委員長（宮國 博）

手法についてのご指摘でございました。本作業の進め方に当たってはですね、私どもも全国の各地の学

校規模適正化に関する情報等、資料等を集めていろいろ検討もしますし、それから２度の先進地域視察の

中で現地を訪問してですね、地域の保護者や学校関係者の皆さん方からの意見等も伺ってまいりました。

それを踏まえて、私どもは地域の説明会並びに私どもの考え方の本旨を説明して続けてまいりましたけれ

ども、いささか理解を得られない部分がございますことは十分承知しております。このことを踏まえてで

すね、今後私たちがこの学校規模適正化の作業を進めていく中では、いろんな方策を考え、進めていかな

ければならないというふうなのは教育委員会の中でも議論をしているところではございます。学校規模適

正化の問題について、ご指摘のとおり宮古島市学校規模適正化検討委員会の中から諮問されたものについ

て我々が一歩踏み込んだというふうなことが、大きな教育委員会に対する手法の批判というふうなことが

ありますが、私どもが宮古島市学校規模適正化検討委員会を設置し、そこに検討を依頼したそのスタート

において過小規模校の問題を強く提示し切れなかったというふうな部分については、教育委員会としては

非常に反省をしているところでございます。ですから、この辺はですね、私どもが勇気を持って踏み込ん

で発言をし、市民にこの実状を投げたというふうなことでご理解をいただきたいと思います。今後の作業

の中でですね、さらに理解を得られるように私どもは努めてまいりたいと、このように思っております。

ビジョンが示されていないということについて教育委員会からの説明を求めるというんですけども、こ

れはこれまでいろいろ私ども議会でも答弁しましたけれども、地域と行政が連携したビジョンの策定が必

要であるというふうなことは、前から私申し上げているところでございます。ですから、教育委員会とし

て各地でですね、その辺の説明会の中で跡地利用のことも先進地域の事例を持ち出して説明をしたいとい

うふうなことなんですが、これは統合ありきじゃないかというふうなこと等がありましたので、この辺に

ついては市長部局との連携をしながら今後の協議を重ねていこうと、対象地域に示されるような対応を示
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していくと、こういう考えでございます。

それから、中学校の推移を見守りながら検証する柔軟な対応に変更することはできないかというふうな

ご指摘ですが、当初１回目に我々の方針を持って各地域を回りました。そしたら、小学校についてはもう

少し待たんかと、待ったほうがいいですよというふうな等々の意見が出ましたので、これについてはこの

意見を踏まえて第２回目の方針の出し方というふうなことでございます。宮原についての来年度、再来年

度の方針は出してありますが、宮原については新しい校舎をつくったり、あるいは新しい作業をするとい

うのが非常に少ない作業になりますので、そういうふうな形で我々出したというふうなことでございます。

ですから、いろいろこの学校規模適正化の作業を進めていく中での問題が、課題が整理次第、このことは

絶えず議会のほうにも、市民のほうにも提示しながら進めていきたいと、このように思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

新里聰議員のムラサキイモに関するご質問にお答えいたします。

昨年度は実施初年度ということもありまして、思うように取引業者との契約ができませんでしたが、今

後とも６次産業化と位置づけて推進してまいりたいと思っております。今後については、生産農家、ムラ

サキイモペースト工場、農政課で連携し、作付、出荷調整を計画的に行うとともに地産地消も積極的に進

めながら、県内、県外の販路拡大に努めてまいります。

次に、水産行政について、西地区における久松漁港から川満漁港への航路しゅんせつはどうなっている

か、また現行制度上しゅんせつ工事ができないということであれば、その解決方法はあるかというご質問

にお答えいたします。ご指摘の箇所については、これまでも答弁したとおり漁港区域外であり、現在補助

事業の導入ができない状況にあります。国、県においては、漁船数が20隻未満の漁港を対象に周辺漁港と

の統合を検討する方針であります。今後、国、県の方針が具体的に決定次第、久松漁港と川満漁港の統合

作業を進めながら事業導入の検討を進めたいと考えております。

◎建設部長（下地康教）

市道新豊線の改良工事の計画はないのかというご質問でございます。当該路線は、上野線を起点として

宮古空港滑走路に分断されて下地線を終点とする延長約２キロメートルの道路でございます。空港滑走路

から下地線へ抜ける約500メートルの区間は市町村合併以前に舗装されておりますが、上野線から空港前

道路までの約1.5キロの区間の整備がまだされておりません。未整備地区においては、宮古島市スポーツ

観光交流拠点施設がその近くで計画されておりますので、当該施設の完成を見据えながら整備計画を検討

していきたいというふうに考えております。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

◎副議長（富永元順）

休憩します。

（休憩＝午後３時06分）

再開します。

（再開＝午後３時06分）

◎市長（下地敏彦）

まさに今教育委員会において、学校の規模適正化について具体的な箇所について論議をしているわけで
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あります。その論議がまだ十分煮詰まっていないという状況にあります。先ほど教育委員長も話があった

ようにですね、この論議が煮詰まるということであれば、それを十分踏まえた上での地域の振興策という

ふうなのも考えてまいりますし、仮にそれがなかったとしても、その地域の振興策というふうなものは地

域の特性を生かして現在もやっていますし、これからも続けてまいります。

◎新里 聰議員

ありがとうございました。なかなか難しいことでありますけども、教育委員長の答弁、その検証すると

いうこと、諮問するときに教育委員会が複式学級の解消も強く言っていなかったということには反省する

という答弁されているんですけども、そうではないという感じを私は受けるんですよね。やっぱり教育委

員会が前もってこうしたいと、その自分たちの考えだけを述べてそれを説明するから、非常に地域住民と

の意見が合わないと。それは最初から宮古島市学校規模適正化検討委員会が行って真っ白のところで段階

を踏んでそこで意見聴取して、さらにアンケートをとって、宮古島市学校規模適正化検討委員会が答申を

出したというそのものに僕は地域住民の声が相当あらわれているというふうに思うんです。まず、１つ目

に宮古島らしい学校規模適正化をしていこうと、それと２番目に期間についても急激な変化をもたらさな

いように15年にしようとか、これは地域住民の声を聞いての話なんだよね。３点目に、小学校については

地域懇談会の意見や各地域からの要請等を宮古島市学校規模適正化検討委員会としても重く受けとめ、先

行する中学校の推移を検証しながら弾力的にやっていこうと、そういうのが宮古島市学校規模適正化検討

委員会の中の僕は答申に含まれているというふうに思うんですけども、だからそれを検証したということ

を私は聞いているんですけどもね。

だから、そのところをもう一遍教育委員長、お答えいただきましょうね。私も合併賛成だと、そのため

に市町村合併あったんだと思うんだけども、あれだけ反対が起こるということは、やっぱり地域住民と教

育委員会の接し方がちょっとおかしいんではないのかなという、それは私だけじゃなくて周囲の市民が見

て話してくるのも、自分たちも賛成なんだけど、今のやり方見ているとなという意見につながってくると

思うんです。ですから、そのところをですね、教育委員会の考え方はこうなんだけども、やっぱり皆さん

の話も聞きましょうよと、お互い妥協点を見出しながらやっていきましょうよという感じでの進め方にな

らないのか、もう一度この辺は説明を求めたいなと思います。

それと、市長部局の来間中廃校後のビジョンですね、まさに今その議論中で、やろうにもやれない状況

にあるという話なんですけども、やっぱり教育委員会も基本方針を出した、そういう形で進めるというの

であれば、市長部局においては早速それをフォローするというような形で行動があってもいいんではない

のかなというふうに思います。それでですね、例えば地域の方たちが自分の地域をどう発展させるか、そ

ういった知恵を重んじるということも大事ですけども、それには地域住民がじゃ誰が中心になってどうい

う議論をしてどういう方法でやればというのがなかなかわからないと思いますんで、自分の考え方をちょ

っと述べてみたいと思いますが、一つの例としてですね、例えば平成24年度の決算ベースで来間中学校の

維持管理費として支出された金額は430万9,000円です。今後他の地域との関連もありますので、この際来

間地区をモデルケースとして、来間中学校へ支出されていた金額、いわゆる400万円程度を活用してです

ね、廃校後の校舎利活用を含めた地域活性化のプランを地元住民と協働で取り組む体制、そういったもの

が整えられないのかというふうに思います。例えば校舎とか敷地については、条件をつけながら期限を設
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けながらも、いついつまでは無料で賃貸しますよとか、でもその維持管理は自分たちでやってくださいと

か、いろんなものを協議をしながらですね、やっていただければなと思います。それをですね、これは自

分なりに考えてみると、企画政策部に廃校後の地域プランの担当窓口みたいなものを置いて、来間だけじ

ゃないわけですから、今後管理していくわけですから、そういったものを設置してその地元の住民と並行

して議論をしていく、そういう体制づくりはできないのかということについて、これは市長部局のほうか

らお答えをいただきたいと思います。

あとは、農林水産物流通条件不利性解消事業、重要な事業ということで関係機関にも継続して求めてい

きたいという市長のありがたい答弁ですけども、私はもっと踏み込んでですね、やっぱり制度化、法律で

もって制度化する。何でサトウキビはできるのか、何で畜産はできるのか、何で葉たばこはできるのか、

でもどうして野菜、果樹ができないのか。やっぱりそういったものを考えて、野菜、果樹についてもこれ

が法制度化できるということであれば、これは宮古は日本におけるまさに食料の生産基地だというふうに

思うんですけども、これを今すぐにはできなくても、知事とかあるいは県選出の国会議員だとか、いろん

なところに要請申し上げて、できるだけ今の沖縄振興策の一括交付金のある中で次の準備をして制度化に

持っていくという手続、その準備というのかな、そういうものをぜひ市長が音頭をとって議会も一丸とな

ってそれを応援していくということについて、さらなる市長の踏み込んだ見解を伺いたいと思います。

それから、芋生産については、販路を開拓して計画的な生産で農家に不満が出ないような、十分生産調

整をしてやっていただきたいということだけを求めておきたいと思います。

次の川満漁港、今の状況ではなかなかできないということですが、久松漁港と川満漁港の統合というん

ですか、そういった統合すればできるような話にもうかがえますんで、そうするとどういう手続でもって

久松の皆さん、あるいは川満の皆さんとどういった協議がなされてやっていけるかというものを、もう少

し内容を聞かせていただければと思います。

道路についても、ドーム型の施設ができればそれに並行して道路もやっていきたいということでありま

すので、ぜひ計画を持ってお願いしたいと思います。

以上、答弁を聞いて、時間もたくさんありますけども、私の今度の定例会の一般質問は終わりたいと思

います。次の議会でもここに立てるように頑張りたいと思いますが、よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

学校の統廃合が先か、それとも地域の振興策も一緒にやるかと、どっちが先かという問題なんですよね。

じゃ、もし統合したらこんな感じのものをやりますよということを地域の人に提示したとしましょう。そ

うすると、受け取る側は統合前提なんだなと、もうやるんだなという形になってしまうんですね。そうな

ると、いやもうそれだったら説明は受けないというのが今の現状なんです。だから、今教育委員会がそう

いうのも皆さん方の意見を聞きながらやりたいんですよと言うと、そんなことはやったら統合を認めたこ

とになるというふうにいってしまうもんですから、なかなか難しい。したがって、私どもは今条例改正の

提案をいたしております。これがもし承認を得られたら、当然のようにその地域の新しい振興のあり方と

いうのは検討してまいります。そういう形でしかできないだろうなというふうに思っております。

それから、農林水産物流通条件不利性解消事業についてです。これは、やっと私どもが再三お願いして

できた今の一括交付金の制度であります。先ほどおっしゃるようにサトウキビについてはちゃんと制度化
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されているだろうと、これについてもやるべきだというご意見ですけれども、野菜とかですね、果樹を対

象とするとちょっと条件が違うわけです。野菜と果樹というのは日本全国でつくっているわけですよね、

種類は違うんだけれども。だから、じゃそれどうするのというもう一つの解決しなければならない課題が

あるんですけれども、私どもは離島振興法というのがございます。離島の特性という意味でですね、そう

いう流通の問題は非常に不利があるんだよという主張を今までも続けております。したがって、そういう

離島振興法、あるいは過疎法、こういうものの中でこれがうたえるかどうか、まさに九州市長会でも論議

をしておりまして、これはしっかりとこれからも制度化に向けて努力をしてまいります。ありがとうござ

います。

◎教育委員長（宮國 博）

新里聰議員のご指摘のとおりですね、余り人に好かれないキャラクターというのがありまして、私がや

っていることは非常に強引だなというふうな感じをお受けになられたようですけれども、決して私はそう

いう人ではなくしてですね、この今我々が抱えている問題があくまでも子供たちの教育環境の整備という

この一点を私どもは訴え続けているわけでございまして、その辺をひとつ議会の皆さんも市民の皆さん方

にもご理解をいただきたいと、こう思っております。ですから、宮古島市学校規模適正化検討委員会から

答申されたことについて、私どものほうで踏み込んだ意見を出したと、さらにそれを持って地域に回りま

すといろんな意見が出るもんだから、さらに直して２回目の答申を出したと、こういうふうなことでござ

いますので、決していつか前里光恵議員が私に頑固だというふうなことの説明ありましたけど、頑固さも

なければいけませんが、しなやかに対応してきているという思いはあるんです。ただ、ご理解をいただけ

ない部分があるというのは非常に残念に思っておりますが、長いスパンの中での今度の作業でございます

ので、長いスパンの中では市民の皆さん方から、十分に教育委員会はやっているよというようなご理解を

得られるような今後の教育委員会にぜひなってもらいたいと、このように思っております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

先ほど答弁しましたように、漁船数が20隻未満の漁港については統合する方針でありますけど、具体的

にどういった方向で統合するかということがまだ示されておりませんので、はっきりしたことは申し上げ

られませんが、一漁港として認定を受ければ一体として整備計画が立てられるということとなると思いま

す。今博愛漁港がそうであるように久松漁港、川満漁港というのは漁港名は残りますけど、１つの漁港区

域としての認定になるかと思っております。

◎副議長（富永元順）

これで新里聰議員の質問は終了いたしました。

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長します。

しばらく休憩して、３時40分から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後３時24分）

再開します。

（再開＝午後３時40分）

休憩前に引き続き一般質問を行います。
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質問の発言を許します。

◎下地博盛議員

きょう最後の登壇であります。皆さん大変お疲れでしょうけれども、しばらくおつき合いをいただきた

いと思います。

私もまず最初に教育行政、学校の統廃合について、特に来間中の廃校の議案を中心に一般質問をしてま

いりたいと思います。通告をしておりますとおりですね、４点ほど質問をいたします。学校の統廃合関係

ですけれども、学校の規模適正化、あるいは複式学級の解消というのがこれまでの教育委員会の目標、こ

ういった２つの大きな柱でもって統合の方針を立ててまいりまして、今回、来年度に迫っておりますけれ

ども、来間中の廃校、そして下地中への統合ということになっておりますけども、こういった来間中学校

を廃校にし、下地中に統合するということでこの学校の規模適正化、もうちょっと詳しく言えば複式学級

の解消という、こういった主目標の何が達成されるのか、このあたりをまず先に伺いたいと思います。

それから、現時点では来間に住む市民の下地中への統廃合についての合意というものは、住民の側、あ

るいは生徒の父母等からの合意は全く得られておりません。これは98％が反対をしていると、来間の住民

のですね。あと残り２％の皆さんは、自力で署名ができないという、寝たきりであるとか、そういった困

難な方々だというふうに聞いております。この間の文部省の通達、今は文科省ですけれども、この通達の

中では住民合意というものも統合の大変大きな重要な要件として定めておりますけども、これを満たして

いないということがあります。この重要要件を顧みていないということで、教育委員会のこれは不手際と

言えると思いますけれども、教育委員会現在の姿勢としてはもう住民の合意は要りませんということで、

もう問答無用というような感じがいたします。そうでありながらなぜこうまで統合の実績づくりを急ぐの

か、あるいは実績づくりにこだわるのか、その理由をお聞かせください。

そういう面で住民合意を統合の重要要件としておりますけれども、市長は常々法令遵守、これを信条と

しております。このあたりについて、もう一度お聞かせをいただきたいと思います。

それから、３番目ですけれども、教育委員会の予定する来年４月の統合、これは過小規模校が廃校され、

比較的規模の大きい学校に吸収されていくという構図にならざるを得ないというふうに思われますけれど

も、両校の生徒間にですね、こういうやり方では対等な統合意識というものは生まれにくいと。小規模校

の生徒への配慮というものが相当欠けるんじゃないかと、著しく欠けるというふうに思われます。その中

で、両校の生徒の対等な統合意識を醸成するための今後ですね、これからそれなりの相応の準備期間とい

いますか、ならし期間というものが必要じゃないのかなというふうに思いますけれども、その必要性等に

ついて伺います。

それから、４番目ですけれども、これは今の準備期間ということとも関連しますけれども、教育委員会

はですね、今後上程議案、今提出されておりますけれども、この上程議案を留保し、複数年をかけてもう

ちょっと時間かけながら手厚い統合のあり方を探る意思というものは持っていないのか、その辺について

伺います。

次に、旧城辺庁舎跡地の利活用については、これはさきに質問がありました下地明議員、それから西里

芳明議員からも質問がありましたので、重複するところもありますので、一、二点だけお聞きをしたいと

思います。旧城辺庁舎の跡地利用策定委員会の構成について教えていただきたいなと、人数とですね、そ
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れからどういう役職の方々が委員になっているのか、その中で委員の男女の比率はどうなっているのかと

いうことについて伺います。

それから、いろいろこれまで２回ほど跡地利用策定委員会が開かれているということでありますけれど

も、今後のスケジュール、それからそのあたりについてどういう具体的な計画が委員会の中で話し合われ

ているのか、そのあたりも触れていただければと思っています。

次です。ムラサキイモ生産に係る市の取り組み及び宮古島市いも生産販売組合の今後について、これも

たくさんの同僚議員の皆さんから質問があります。重複する部分がありますので、そのあたりを省きまし

て、宮古島市いも生産販売組合の現状につきましては現在宮古島市内におけるムラサキイモの加工製造業

者、農家数はよろしいかと思いますけれども、加工製造業者の数についてですね、業者数について教えて

いただきたいということと、もう一つ今後の計画等については事業計画の練り直しは今後されると思いま

すけれども、具体的な方針というものをもう一度お聞かせをいただきたいというふうに思います。

それから、保良漁港の水深調査及びしゅんせつについて伺います。去る６月定例会で測量設計委託料が

承認されたということで、その水深調査についてその後の進捗状況について伺います。

それから、４番目です。市職員のですね、定員適正化計画及び市の保有する車両について伺います。ま

ず、職員数についてですけれども、宮古島市のホームページによりますと、市職員の定員適正化計画です

が、平成25年度で830名、平成26年度では798名、平成32年度で668名……通告では660名としておりますけ

れども、詳しくは668名という計画であります。そういうことで、平成25年現在の４月時点でいいと思い

ますけれども、実数を教えてください。

それから、これも平成25年の４月１日でよろしいかと思いますけれども、臨時職員の数はどのぐらいい

らっしゃるのかを教えてください。

もう一つ、車両の保有台数についても伺います。職員数とかなり密接につながりがあるというような答

弁をさきの６月定例会でいただいておりますので、関連でお聞きをします。ことしの６月時点での保有台

数ですけれども、これは６月定例会の答弁ですけれども、総台数の中でですね、347台ということであり

ました。その中で普通乗用車の数、それと軽自動車の数、これを教えていただきたいと思います。

それから、市が業務に供している市が所有するバイク、50㏄以下の数も教えていただきたいというふう

に思います。

一応、以上お聞きしまして、以上聞いた上で再質問をさせていただきたいと思います。

◎市長（下地敏彦）

来間中学の下地中学への統合は法令遵守されているのかということであります。憲法は、すべて国民は、

法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を有すると第26条で規定をし

ております。この規定を受け、教育基本法第５条で、義務教育として行われる普通教育は、各個人の有す

る能力を伸ばしつつ社会において自律的に生きる基礎を培い、また国家及び社会の形成者として必要とさ

れる基本的な資質を養うことを目的とするとうたっております。さらに、このことを実現するため、中学

校設置基準では１学級当たりの生徒数は40人以下、学級は原則同学年の生徒で編制するとしております。

また、通学区域については適正な規模の学校と教育内容を保障し、これによって教育の機会均等とその水

準の維持、向上を図る観点から通学距離はおおむね６キロ以内としております。憲法及び教育基本法など



- 287 -

に照らして考えた場合、今の来間中学校は今述べた要件を満たしておりません。さらに、今後も現状に大

きな変化はないものと認識をいたしております。行政は、よりよい教育環境を整備していく必要があるこ

とから、生徒たちがより質の高い教育を受けられるよう努めていく必要があります。教育委員会の手続は、

法令に沿って処理されているものと理解をしております。

◎副市長（長濱政治）

旧城辺庁舎跡地の利活用についてでございます。宮古島市旧城辺町役場跡地利用検討委員会の構成、人

数、役職、男女比率についてお答えいたします。

宮古島市旧城辺町役場跡地利用検討委員会は、10名で構成されております。役職は、城辺地域審議会会

長、城辺地区地域づくり協議会会長、福嶺学区自治会長会会長、城辺学区自治会長会会長、西城学区自治

会長、それから砂川学区自治会長、宮古島市老人クラブ城辺支部長、城辺小学校ＰＴＡ会長、城辺中学校

ＰＴＡ会長、ＪＡおきなわ青壮年部城辺支部長となっております。この10名中10名が男性となっておりま

す。

それから、具体的な跡地利用の計画策定及び今後のスケジュールについてお答えいたします。これまで

も申し上げましたとおり、旧城辺庁舎の取り壊しは年内を予定しております。跡地の利用については、こ

れまでに２回の委員会を開催いたしました。先月行われました委員会においては、事務局より旧城辺町役

場跡地利用計画の整備方針を提案いたしております。協議の結果、次回の委員会においては継続審議の施

設６点と新たに提案された施設３点について事務局で資料作成を行い、協議することとなります。今後の

スケジュールといたしましては、年度内に３回程度の委員会で協議を行っていくこととしておりますが、

意見集約を早期に取りまとめ、市の総合振興計画に沿って実現に向けて取り組んでまいりたいというふう

に考えております。継続審議となった施設と新たに提案された施設、これは９件ございますが、継続審議

になった施設６件、屋内ゲートボール場の施設整備、福祉関連の施設整備、道の駅の施設整備、トレーニ

ングジムの施設整備、多目的屋内施設の整備、多目的広場の整備、新たに提案された施設、消防施設、図

書館と資料館の複合施設、それからミニ総合交流施設となっております。

◎教育委員長（宮國 博）

学校規模適正化の中で目標として掲げているところの複式学級の解消、これは来間中学校の下地中学校

への統合によって達成できるのかというようなご質問でございます。平成25年の４月の私どもが立てたと

ころの基本方針では、１学級25人から30人で構成される学校規模を目指すことと、その中で児童生徒の生

きる力を育てると、こういう教育行政を進めたいということになります。そういう意味からして、来間中

学校の下地中学校への統合の中でその目標は達成できるものだと考えております。

それから、大きい学校に小さい学校が統合されるということになると、両校生徒たちに対等な統合意識

が生まれにくいというふうなご指摘でございます。ご指摘のとおり、生徒数、下地中学校は105名、来間

中学校は３年生……来年度は２年生が３名、１年生が１人、４名になるわけですが、そういう状況の中で

の統合になります。しかしながら、そういう一方の生徒が吸収されるんだというふうなそういう生徒たち

の意識は発生しないようにですね、あくまでもみんなで学校をつくっていくんだよというような形をつく

っていくためには、私どもは両校の交流学習とか、あるいはいわゆるスクールソーシャルワーカーとか、

そういうもろもろの工程をですね、組んで来年の４月を迎えたいと、こういうふうなことでございます。
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したがって、保護者や学校等々連携を強化しながらですね、対等な意識の醸成に努めてまいりたいと、こ

のように思っております。

それから、本定例会におけるところの上程議案を留保することはないかというふうなことですが、私ど

も教育委員会としましては学校規模適正化基本方針の中で宮古島市全体としての学校規模適正化に関する

計画を示しております。本議案を留保するとすればですね、その間また子供たちは日々成長していきます

ので、教育の機会均等という観点から本議案を留保することは考えておりません。

◎総務部長（安谷屋政秀）

市の職員の適正化計画及び市の保有車両についてお答えします。

まず、職員数については８月末現在で823名、それと臨時職員の数が424名となっております。それと、

市の保有車両台数についてでありますが、347台のうちの普通乗用車が110台、軽自動車が77台、50㏄以下

のバイクが１台となっております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

下地博盛議員のムラサキイモに係るご質問にお答えいたします。

まず、市内における加工製造業者についてのご質問ですが、市内における加工製造業者数については農

政課では加工製造業者を明確には把握しておりませんが、ことし８月上旬に島内の福祉施設、菓子店、レ

ストラン、保育所等116件にムラサキイモペーストサンプルを配付案内を行ったところ、38件の関係者が

提供を受け、それぞれの施設において利用方法や商品開発に取り組んでおります。

次に、販売先及び販売ルートの確立については、島内での周知活動を行うとともに、沖縄食材の店とし

て登録されている店舗への周知と、利用促進を目的としたサンプルの配付を行っていきたいと思っており

ます。

それから、県内企業において宮古島産ムラサキイモペーストを香港へ出荷を始めております。また、10月

１日からは、これ最初に宮古島産のペーストを利用した大手のコンビニではありますけど、そちらのほう

が10月１日から全国での店舗でムラサキイモペーストを使用した商品の販売をすることとなっておりま

す。少しずつではありますが、販路は拡大しつつありますので、これまでの取引を継続しながら積極的に

販路拡大に努めてまいりたいと思っております。

次に、今後の計画について具体的な方針はあるかというご質問にお答えします。まず、現在の会員22名

とムラサキイモペースト工場と連携し、計画を策定します。その計画に基づいて、作付調整、出荷調整を

行うとともに、地産地消を積極的に推進するとともに県内、県外への販路拡大にも努めてまいりたいと思

っております。

次に、保良漁港の水深及びしゅんせつについてお答えいたします。議員ご指摘のように、去った６月定

例会のほうで予算を承認していただきました。来月、10月に発注予定でございます。

◎下地博盛議員

答弁をいただきました。再質問をしていきたいと思います。

まず、学校統廃合の問題ですけれども、答弁をいただきましたけれども、ほとんど全くと言っていいん

ですが、納得できません。来間中の廃校については、やはり拙速かつ強引という面は排除できないという

ふうに思います。これは、来間中の統廃合はやむなしと考えている市議会議員の皆さんであるとか、ある
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いは市民にあっても、この拙速であるとか、あるいは強引であるとか、乱暴じゃないかというような認識

というものはおおよそ共有できるものだと思います。もう少し丁寧な進め方ができないものかというのが

偽らざる私の考えであります。学校の統廃合が全国的に進められているということは、皆さんご承知のと

おりでありますけれども、そういう状況の中で県内外の事例についても自分自身もいろいろ調べてみまし

た。私も実は福嶺地域づくり協議会に所属しておりましたので、当初から学校統廃合の策定といいますか、

委員に入っておりましたので、この間ずっと責任を感じまして、ほとんどの説明会について回りまして、

状況をつぶさに見てまいりました。伊良部までも渡りました。一番たくさん行ったのが来間です。

そういう中で、これまで感じたことをちょっと私見を交えながら再質問させていただきますけれども、

現在宮古島市の教育委員会が取り組んでいる来間中の下地中への統廃合、この手法なんですけれども、こ

れは残念ながら最悪というふうに自分自身は感じています。このままの手法だと、平成27年度に教育委員

会が予定している宮原小の鏡原小への統合は、来間中の現在行われている廃校、あるいは将来起こり得る

かもしれない廃校以上に激しい反対運動が起きるだろうというふうに、そう予測しております。県内外の

学校統合、特に中学校の場合、多くの対象校が少なくともですね、最低１年間統合のための準備期間を設

け、その期間に対象校同士が相互の学校の特徴であるとか、あるいはその学校の持つ歴史であるとか伝統

であるとか、それを相互に学び合って交流を深め、それから新たな学校文化を形成していくと、そういう

過程を特に大事にしております。そういう準備期間というのは、これはどうしても必要です。そこには前

提として、統合というのであればそれはあくまで対等統合でなければなりません。生徒同士が、そして保

護者も含めてですけれども、地域も含めて対等の関係を築かなければならない。小規模校が統合に当たっ

てそこで引け目を感じたり、比較的大きな学校に属する生徒や保護者、あるいは大きな規模の学校の地域

がですね、小規模校に対して優越感、優越意識を持つような統合の仕方は決してあってはならないという

ふうに思っております。そういうことが統合に関しては動かせないというような前提であります。

教育委員会も統廃合対象校も、そのあたりというのは厳正に対処しなければならないというふうに思っ

ています。現在進められている来間中と下地中の統合のあり方は、これを見る限り吸収合併そのものです。

これでは、来間中の生徒も来間の保護者や地域の皆さんも本当に不安でしようがない。それでもなお生徒

であるとか保護者、地域の皆さんに対して、教育委員会のほうから下地中に統合したほうが皆さんのため

になるんですよ、来年の４月からは下地中に進学しなさいと説得を試みても、それは当事者にとってみれ

ば大変理不尽な説得にしか見えない。子供たちは大人が考える以上に大変デリケートなんです。実際本土

では生徒の自殺まで起きているんです。これは皆さん報道等で記憶にあると思います。

現在百歩譲ってですけれども、宮古島市の教育委員会が手始めに行うべきだったこと、これは統合を進

めたいというのであれば、対等統合を前提にまず中学校間の事前交流を１年ないし２年ほど行うように指

導すべきではなかったのか、あるいは支援すべきではなかったのか。その交流内容は、例えば年間十数回

の交流事業であるとか、これは部活動も含めますけれども、そのほか合同のスポーツ大会、合同ピクニッ

ク、合同宿泊体験学習、合同文化祭などの開催が必要だったというふうに思われています。これらを可能

な限り両方の相互の学校で行って相互理解を深めていく、このあたりのケアといいますか、こういう指導

をやってこなかった。下地中の先生方も来間中の先生方もほとんど蚊帳の外で、教育委員会だけで性急に

事を進めようとしたというのがこの間のあり方じゃなかったのかと。これらのことを現時点で振り返って
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みれば、そして来年４月にスタートしようということであれば、同僚議員が６月定例会でも発言したよう

にこれは時間的にも物理的にも全く無理であります。教育委員会のほうは、来間中と下地中とで合同授業

や合同文化祭を行えば統廃合への布告だと思われるので、それは難しかったと言うのであれば、これは言

いわけにもなりません。特にこれらの催しの半分近くをこの間来間中で行えば、私は事情はかなり違って

いたと思います。これは結果論でしかありませんけれども、こういうことは必要だったと思います。

そればかりではないんです。行政に関してはですね、統廃合対象校の説明会、このあたりも全く出てい

ただけませんでした。そういう意味で行政というものは、行政は教育委員会も含めて来間の歴史、伝統文

化、来間の人々の愛郷心、島という空間のコミュニティー、来間の人々の誇りも、それから100年以上も

歴史を持つ学校への人々の愛着、これらに全く目を向けてこなかった。これは大変残念なことであります。

中学校の廃校という瀬戸際に立たされているこの時期、では今後の来間地域の振興や発展、活性化、若者

定住策、これはどうするのか、残念ながら市長部局は一度も誰も説明会に同席してこなかった。私は、統

廃合対象校に傍聴に行ったときに必ずそのことを要求をしました。市長部局の皆さんも連れてきて、今後

廃校、あるいは統合するんであれば同時にこれは進めないと地域の人々は納得しません。そういう意味で

は誰も説明会に同席してこなかったんです。教育委員会だけが頑張ったんですね。これはいい結果を生み

ませんでした。そういうことで、結果的に対象地域を軽視したと、その上で島から学校だけを取り上げよ

うとしているというふうに見られたというふうに思っています。これらが現在来間の島を挙げての反対運

動のおおよその原因だろうというふうに思います。

来間の子供たちの教育環境の整備ということを教育委員会は、要するに教育環境の整備ということを何

度も何度も教育委員会は統合の理由に挙げますけれども、教育環境の整備とはですね、子供たちが安心し

て誇りを持って通学できて、保護者や地域も同様ですけれども、先ほど述べた十分な準備期間の設定こそ

が教育環境の整備、それに当たるのではないかというふうに私は思っています。多くの生徒たちの中で切

磋琢磨という言葉がたくさん使われました。そして、社会性を身につけるという言葉もたくさん使われま

した。私は、これを一概に否定はしません。それでもなお子供たちや地域の同意は現在も得られておりま

せん。教育委員会の県内、県外の事例を視察をされたと、教育委員会ですね、その結果が生徒や住民が反

対でもとにかく勇猛果敢に、悪く言えば結構荒っぽくても統廃合を断固やり抜くという結論だとすれば、

これは大変残念なことです。再来年の宮原小、続く伊良部の２つの中学校、城辺の４中学校にも同様な手

法はとられる可能性があって、大変憂慮をしております。こういうことでは各地に傷を残すことになりか

ねないと思っております。

再度伺いますけれども、先ほど一旦留保されたらどうかという質問をいたしました。今議会に上程され

た議案第83号 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例の可決、否決にかかわらず、平成25年度施

行を留保してしばらく足踏みをという発言もありました。相応の準備期間を新たに設定する考えはないの

か。１年くらいかけてですね、地域ともう一度どのようにすればいいのか、そのあたりをもう一度検討で

きないのか、再度伺います。

それから、旧城辺庁舎の跡地関係です。これは城辺地域、少子高齢化、そして過疎化が進む地域です。

地域の力も非常に落ちております。そのような中で、どのような観点で論議が進められているのか、これ

を知るのが質問の趣旨であります。主たる産業は農業です。その上、すぐれた景勝地を有しているのが城
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辺の特徴です。これらを念頭に論議がなされているというふうに予定をしております。これは通告外です

けれども、先ほどの副市長の答弁の中でもございましたけれども、じゃこの施設を運用するとして、開設

されたとして管理運営はどこが主体になるのかですね。市が行うのか、あるいは地域自治会なのか、ある

いはそれ以外の団体なのかをお聞かせをいただきたいというふうに思います。

それから、ムラサキイモに係る取り組み関係、やっぱり６次産業化大事です。しっかり頑張っていただ

きたいと思います。ただ、市内における製造業者の数を教えていただいたのは、まず地産地消という言葉

がずっと出ています。宮古の地域で宮古島市民に愛されるような製品でないものは、よそに持っていって

も恐らく愛されないというふうに思います。あるいは、宮古の人たちが余り好きでもないものをよその人

たちが好んで食べるということはあり得ないわけですから、そういった県内外でも通用する製品であると

いう自信に裏打ちされて移出することが大事だろうというふうに思います。ぜひ宮古圏域で高い評価を受

けて、同時に県内外への移出も考えていただきたいということであります。

それから、保良漁港の水深調査、早速やりますということでありますけども、これは何をやるのかです

ね、調査をやるのかということでまず調査から行って、その後調査の結果に基づいて行うという意味なの

か。いわゆる行うというのは、調査のみじゃなくて例えばしゅんせつということも含めてですね、お答え

をもう一度いただければと思います。

それから、やっぱりさきの６月定例会でもお聞きをしましたけれども、どうも車両台数本当に多いんで

すね。那覇市でさえ職員が2,082名いるのに270台しかない。隣の石垣市139台、469名職員数です。類似市

の南城市、332名職員がいますけれども、127台、宮古島市826名でしたかね、ことしの４月。だけども、

車両保有台数347台、要するに那覇市よりも多いということもあって、これはちょっと……職員数が多い

というのは今削減といいますか、適正化のあるいはそのあたりの途中ですから、それはいたし方ない部分

もあります。職員定数の削減も少しおくれている状況にありますので、その辺も含めてやっぱり車両保有

台数の適正化、そういった努力とあわせて燃費の節減を行うことも大事だろうというふうに思っておりま

す。そういうことで、普通乗用車を軽自動車にかえていくということも大事なことだと思いますし、単純

な見方ですけれども、近い場所、業務で移動する際にはバイクも確かに経費節減になり得るんじゃないか

と思いますので、そのあたりの努力ももう一度促したいなと思います。もう一度そのあたりの努力をどの

ように考えていらっしゃるのか、伺います。

また、時間が少しありますので、登壇の必要があれば再々質問させていただきます。

◎副市長（長濱政治）

旧城辺庁舎跡地の利活用で、いろんな施設をつくって誰が管理運営を行うのかということでございます

けれども、どういった施設が設置されるのかによってこれは変わってくるのではないかと思います。市の

ほうで管理したほうがいい施設である場合もあるし、それから地域にお願いする場合がいい施設であるか

もしれません。今一概にここで誰が管理するということは、お答えしかねるとお答えしたいと思います。

◎教育委員長（宮國 博）

いろいろ統合する場面におけるところの問題点の指摘をされるわけでございますが、下地地区と来間地

区とのいわゆる下地中と来間中との統合の中で、小さい数の少ない来間中の生徒たちに対して下地中の子

供たちが優越感を持つんじゃないかというふうなご心配、ご指摘でありますが、それについては先ほども
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説明をいたしましたとおりですね、下地中についても来間中についても我々教育委員会からはこれからの

相当な働きかけをいたします。その作業の主管するところは学校教育課でございます。その中で、いわゆ

る私どもはケアというふうな言葉を使っておるんですが、生徒に対するケアはしっかりとやっていきたい

と思っております。

それから、手法についてのご指摘がございました。いわゆる作業の進め方についての手法ですね。これ

については、下地博盛議員から大変真心からのご指摘でございます。これは私どもですね、真正面から受

けとめまして、そして真摯にこれを考えます。ですから、今後の学校規模適正化の作業については下地博

盛議員のご指摘を十分に生かしながらですね、進めてまいりたいと思っております。

それから、施行の留保なんですが、これにつきましては何度もお話し申し上げておりますとおり、おく

れればおくれるほど子供たちの今の状態をそのままにしておくという形があるわけですから、私どもは今

の状態をできるだけいい方向に一日も早く持っていきたいわけですから、改善をしたいわけですから、こ

れについては留保というふうなことは現時点では考えておりません。

◎総務部長（安谷屋政秀）

まず、職員数ですけど、平成25年度の定員適正化では830名です。現在はですね、823名で、マイナス７

名の状態であります。それと、車両が多いんじゃないかということなんですけど、これはまず小学校、中

学校で64台保有しております。教育委員会全体で生涯学習部、教育部、生涯学習部の場合は各施設に車が

ありますので、教育委員会だけで111台ということで、やはり施設の統廃合を進めない限り車両も減らな

いんじゃないかなという現状があります。

◎農林水産部長（村吉順栄）

保良漁港の件なんですけど、先ほど10月発注と申し上げましたのは、台風時期を避けて10月に発注する

ことになりました。最初は水深調査を行ってしゅんせつにということを考えていたんですけど、やはり早

目に漁船が出入港できるためにはしゅんせつをしたほうがいいということで、しゅんせつすることにしま

した。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎副議長（富永元順）

休憩します。

（休憩＝午後４時29分）

再開します。

（再開＝午後４時30分）

◎下地博盛議員

教育委員長、ご自分ではかなりしなやかだというふうにご自分のことをおっしゃっていましたけれども、

そうでもないようです。ただですね、今から下地中、そして来間中の子供たちに最大のケアをするといっ

たって、あと６カ月しかないんですよね。その中で、年末を迎え、そして年明ければ新学期を迎えるとい

うような状況の中で、これが果たしてどこまでできるかということはあるわけですから、１年ぐらいどう

して……足踏みしてもいいんじゃないかなというふうに、そんなに急がなきゃならないというのがちょっ

と理解できないので、その辺をですね、このままじゃちょっとあとの学校に与える影響が大きいですよと
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いうことで、最初からですね、このあたり１年ぐらいずらしたっていいので、そのあたり最低限やってい

ただければなというふうに思っているんですが、そのあたりはお考えにならないんでしょうか。その１点

だけお聞かせいただければと思います。

◎教育委員長（宮國 博）

本定例会でこの学校規模適正化に向けての来間中の廃校案がですね、議決されればこういう作業をした

いよというふうなのが実は先ほどの話の中の私の……つくってあるんです、シミュレーションはある程度。

ただですね、これだけじゃないんです。その前にもいろんなことをやっておりますが、これについては具

体的にですね、あるんです、下地中と来間中との交流事業はですね。具体的には教育部長のほうからお答

えさせますので、全く何もやらずに今の状態にあるということではないということをご理解ください。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

今年度来間中学校と下地中学校は、６月の慰霊の日の平和教育に向けての講演会を来間中学校の校長先

生が合同でなさったという話は聞いております。

（「休憩お願いします」の声あり）

◎副議長（富永元順）

休憩します。

（休憩＝午後４時34分）

再開します。

（再開＝午後４時35分）

◎教育委員長（宮國 博）

実はその辺も含めて、この間の説明会には持っていったんです、私も資料も含めて。ところが、もう全

くそれは、いわゆる統合ありきだからそれは受けないというふうな話なんで、私も持ち帰ったんですが、

そのシミュレーションはつくってあるんです、教育部のほうでですね。それをお示しするということにな

るんですか、たくさんなのがありますが、あります。それはちゃんと私どもはタイムに応じて、スケジュ

ールに応じていろんな想定される作業を準備してあります。

◎副議長（富永元順）

これで下地博盛議員の質問は終了いたしました。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎副議長（富永元順）

ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議はこれにて延会いたします。

（延会＝午後４時36分）
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前10時00分）

本日の出席議員は、24名で定足数に達しております。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第７号のとおりであります。

この際、日程第１、一般質問について、先日に続き質問を行います。

本日は、新城元吉議員からであります。

これより順次発言を許します。

◎新城元吉議員

いよいよ今議会の、我々が選出された議会の一般質問の最終日の一番最初をやるわけですけど、あした

は非常に楽な議会になるんで、きょう一生懸命一般質問をみんなで聞いた上でですね、充実した議会だっ

たということをみんなで確認し合う意味で、お聞きのほどよろしくお願いします。

通告に従いまして一般質問を行います。最初に、教育行政について６点挙げて質問することになってい

るんですけど、６番目は３番目とくっついて質問する形にしたいと思います。

まず、１番目の学校統廃合について、学校規模適正化の関連についてですね、学校統廃合については行

政側がですね、小規模校を廃止したいとする際に用いられる理由が小規模校には切磋琢磨がなく競争力が

育たないとか、人間関係が固定化するとか、クラブ活動ができないなどと教育にかかわる根拠を挙げて地

域住民、保護者を説得しようとすることが一部の自治体に見られるが、これ全国的な傾向ですけど、まさ

に宮古島市もそのようなことで統廃合の理由に掲げているんじゃないかと思います。しかし、この適正規

模というのは、本当はですね、国の法令である学校教育法施行規則及び義務教育費国庫負担法施行令を根

拠にして導き出されたものであるんですね。子供の実態や教育学的見地から検討されたものではないとい

うことはっきりしておるわけです。これは、その後国の法令はですね、どんどん変わっていく。市町村合

併に伴っていわゆる統廃合が進む。そういう中で国の法令も変わっていっている。流れを見ますと、1956年

に中央教育審議会の答申でですね、学校統廃合の基本方針と基準に基づいて出されていた文部省次官通達、

「公立小・中学校の統合方策について」にこれは示されています。そのときに示された望ましい学校の基

準こそが12学級ないし18学級、通学距離、小学校６キロ、中学校４キロ、中学校は６キロと限度とするも

のであると、これが適正規模の基準になったんですね。ですから、教育的な理由、教育学的な見地からこ

の適正規模がされたわけじゃないんだけど、宮古島市においてはこの適正規模を推し進めようとするやり

方が、あくまでも切磋琢磨がないとかですね、クラブ活動できないとか、教育的な理由をかなり前面に押

し出してきているんです。ところが、実際はこの流れからすると、国の法律によって決められたのは、学

校規模というのはですね、こういう流れで決まっているわけですから、今一生懸命教育委員会が説明して

いる学校規模の適正化を進める場合の理由に上げていることは、全く教育学的見地からは当たらないとい

うことを認識してもらいたいと思います。さらに、このことはですね、地方の過疎化が進んだ1970年に過

疎地域対策緊急措置法が成立し、過疎地域の多くの学校の統廃合が生み出されたんです。1970年ですね。

昭和の合併ですよ。これに反発、反対する住民の紛争が多発したため、本議会でもしょっちゅう出てくる

んですけど、1973年に文部省は無理な統廃合は避けて小規模校と存置し、充実するほうが望ましい場合も
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あるとする通達をこのときに出しているんですよね。それで、ようやくそれまでの統廃合推進策を転換す

るに至ったわけです、推進策をね。教育委員会教育委員長はですね、学校統廃合について検討委員会の答

申を盾にどうしても計画どおりにやるんだということを徹頭徹尾述べておられるんで、果たして宮古島市

学校規模適正化検討委員会のですね、この答申は絶対的なものであると受けとめているのかどうかの見解

を伺いたいと思います。教育委員長にも市長にも学校規模適正化の根拠と、それからどうしてもこれを進

めるという宮古島市学校規模適正化検討委員会の答申、こういうものを絶対的なものと受けとめているか

どうかということをお尋ねします。

次に、来間中学校を廃校にする教育委員会の行政手法は妥当なのかどうかという点についてであります。

大体地域住民の長年の生活環境とか教育環境に直結した学校統廃合を行政側の都合だけで一方的に計画

し、実行しようとしているのがまさに来間中学校の廃校問題であります。１回ないし２回の説明会を持っ

ただけでですね、こう決めたから学校統廃合に協力してほしいといった住民不在のやり方ではですね、合

意は得られないばかりか、行政側に対して不信感を募らせ、反発を招くのは当然だと思わなければなりま

せん。実際にそういう大きな行動が今起きています。それで、これはもう宮古島市がですね、教育問題に

対して考えていく大きなきっかけを与えているんじゃないかと思います。もう99％の住民が立ち上がって

ですね、自分たちの身辺に起きた廃校の問題に対して立ち上がっているということは十分認識していると

思うんです。大体教育委員会、本市がですね、どうしても統廃合が必要と、住民のため、あるいは子供の

教育のために必要だというならばですね、行政側としては、何回も言われていることですが、幾度も回を

重ねて、廃校問題に対する見解や展望を説明し、解決することの価値があることを訴え、住民側からです

ね、提起される要望、批判をきちんと受けとめ、地域住民との間に広く合意を得られるように努力すべき

ではありませんか。しかし、それはほとんどされていないと思うから、ああやって猛烈な反発、反対運動

が起きているわけですよ。ですから、学校統廃合については全国的にこういう問題が一応起きているんで

すよ。これは、地域のですね、学校というのは長い間すごく地域と密着し、そして愛着もある。極めて強

い反発を受けやすい。住民運動に発展する可能性が大きいだけにですね、行政への住民参加を必要とする

典型的な領域なんですね。ですから、まさにこのことはもう住民の自治ルールにかかわる重大な領域でも

ありますし、民主主義の根幹にかかわる重大な問題として受けとめている住民が多いわけですよ。ですか

ら、こういうことなどに対する説明責任あるいは合意形成が得られるまでのたび重なる話し合い、こうい

うものがおろそかにされた結果、今日を招いているんじゃないかと思うんですけど、教育委員会や行政の

長である市長は今の学校統廃合問題の取り組み方を妥当なやり方だと断言できますか。教育委員長と市長

の見解を伺います。

それから、３番目、複式学級の存在についてですね、学校統廃合のまた理由の大きな点にされているの

が複式学級の存在であります。宮古島市の複式学級の存在はですね、教育委員会はどのように捉えている

んですか。もう根本的にですね。どのような問題があると捉えて、複式学級の解消こそが喫緊の課題であ

ると徹頭徹尾委員長述べているんですけど、この複式学級というのはどのように悪い点があるのか、いい

点があるのか、これも明らかに議会ではされてはいるんですけど、しかし市民もまだわからない。それで、

この複式の問題点がですね、複式の学校でないところと比べて学力の差、知、体、徳ですね、教育の基本

的な目標と言われる知、徳、体において複式がもたらす悪い影響というのがあるのか、あるとすればどう
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いう点に具体的にあらわれているのか。

６番目に掲げた2013年度の学力テストにおける宮古島のことなんですけど、これは宮原小や福嶺小など

は学力テストは、沖縄県や全国平均、特に福嶺小学校の場合は今回の学力テストはですね、６年生の点数

は全国よりも、それから学力県と言われている秋田県、福井県よりもかなり上位にあると校長先生がＰＴ

Ａの方々に報告して、ＰＴＡから聞いた話なので、これを校長に確認したらそのとおりだということでし

た。ということで、やはり複式学級であるということは必ずしもですね、喫緊の課題と、子供の教育にと

ってよくないということは絶対あり得ないということの証左だと思いますから、この６番目の学力テスト

の問題についてはその点だけにお答えください。この問題については、眞榮城德彦議員が詳しく結果なり

問題点を指摘されたんで、それ以上は説明を求めません。要するに複式学級の中で学力が下がるのかどう

か、その点を明らかにしてもらいたい。むしろかえって高いんだという証拠を宮原小学校、福嶺小学校の

今年度の試験、学力テストについての結果を通して説明してください。

次に、福祉行政についてであります。今回、昨年ですね、子ども・子育て関連法というのが国会で成立

しました。その概要はですね、それに基づいて、概要の説明、それに基づいて、この子ども・子育て関連

法に基づいて大きく保育行政が変わろうとしているわけですから、それに基づく本市の取り組み計画はど

うなっているのか。また、それによって市の保育行政はどのように変わっていくいくのかをご説明願いた

いと思います。

次に、特に子ども・子育て支援の概要とその取り組み計画について伺います。これ子ども・子育て３法

の中でですね、この子ども・子育て支援についてはですね、市町村、国、県それぞれ役割があって、特に

市町村については、市については子育て支援の義務化が課せられている条項があります。これの説明とで

すね、それに基づいて本市はどういうふうに取り組もうとしているのか。これは、もう平成26年から施行

するいわゆる消費税が８％になれば、これを財源にして子育て支援事業は新たな出発を迎えるという意味

で、消費税との関連があっておくれているんですけど、しかし法律は制定されています。ですから、そう

いうものは十分に本市にも届いていると思いますので、そういう場合はどういうぐあいになっているかと

いうことをお尋ねします。

それから、２番目、宮古島市の保育所の状況についてであります。平成25年度のですね、公立、法人の

入所数、入所率、待機児童はどうなっているかという点なんですけど、平成24年度の決算書においてね、

公立、法人保育所の中で入所率がかなり違うんですよ。公立の場合の入所率が大体60％から65％。しかし、

法人の場合には100％から120％あるんです。何で公立がですね、入所率が低くて法人が高いのか。このと

きは、保育士不足だということ説明していたんですけど、待機児童も90名いたわけですから、平成25年度

は果たしてどういうぐあいになっているのか、この推移がですね、それを説明してもらいたい。その場合

に、何で公立保育所は保育士不足を来しているのか。また、法人保育所からもですね、議員の皆さん方に

もあったと思うんですけど、いわゆる保育士がなかなか、全国的あるいは全県的にも、それから宮古島市

においても不足している。これは、保育所の待遇に原因があるんじゃないかということをわかってほしい

という内容の訴えがありましたね。その訴えのとおりなのかどうかね、保育士の待遇というのは本当に悪

いのかどうか。これが原因で保育資格免許を持っていてもなかなか保育士にならない。そのために保育士

不足を来しているのか。これが大きな要因だと言っているわけですからね、待機児童が発生し、公立保育
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所が入所率が低いというのは保育士不足だということ言っているわけですから、そのことに関連して本年

度はどうなっているかご説明願います。

それから、児童館設置についてであります。児童館は、城辺地域における児童館の設置なんですけど、

何カ所かにあることはわかります。旧郡部、それから旧平良市内でもかなりの児童館があります。平成24年

９月の議会でですね、福祉保健部長、当時のね、城辺町公民館の跡地に児童館を設置してほしいと言った

ら、いい環境と思われるので、ここの中に、いわゆる中央公民館跡に設置したいと思うけど、これは教育

委員会が所管する行政財産であるため、教育委員会側の意向を踏まえながら検討してまいりますと答弁し

ているんですけど、更地となった今ですね、この児童館建設の計画はどのようにありますか。

それから、よそのほかの児童館の利用がどのようにですね、なされているのか、その利用のされ方、そ

ういったことについても説明お願いします。

次に、高齢者福祉施策についてでありますけど、これも前の議員の皆さん方がかなり質問していました

んで、私はですね、この２番目、いわゆる高齢者の生きがい健康づくりや介護サービス事業はどうなって

いるかということなんですけど、これは地元の、幾つかの集落からの要望があってね、その集落センター

をフルに活用して足腰の動ける要支援１、２になる手前、あるいは要支援の方々の一部の人たちが地域ボ

ランティアによって公民館を利用した活動、いろんな活動、サービス活動することによってこれがある程

度、いわゆる老人に対するサービスが行われるんじゃないかという要望がありますので、そういうことな

どをどういうぐあいに受けとめ、そして本当に利用できるんであればボランティアといえどもやはりそこ

にお茶菓子をサービスする係員というの必要ですので、そういったものに対して助成措置などができるか

どうかと、これを聞いてみてくれということだったんで、お聞きする点はそこのみにとどめておきたいと

思います。

それから、３番目の市長の政治姿勢について、地域の過疎化問題について。これは、私がもう議員にな

って以来、最初から旧城辺庁舎の移転の問題、牛を飼えと言ったという発言から引っ張ってきてですね、

下地市政になってから、ほかの郡部わからないんですけど、特に旧城辺町の場合はもう本当に閑散として

ね、合併に対する不満あるいは格差に対する不満、こういったものが非常にあって、今根強くあるわけで

すよ。そういうことで、徹頭徹尾議会のたびに過疎化の問題を取り上げてきたんですけども、最後になり

ますから、もう一度ですね、確認をする意味で、合併後ね、市長は過疎化の問題をどういうぐあいに就任

してから受けとめてね、どういうような対策、手だてをしたことがあるのかどうか伺いたいと思うんです

よ。ハード面、定住自立圏構想などを見ると過疎化対策ののはほとんど、圃場整備とかかん水、こういっ

たものにほとんど予算が使われて、こういうハード面ばかり整備してもですね、農業の後継者が育ってい

ない現実があって、そして若者の流出はひどい。そういうようないわゆるソフトの面の事業面の過疎化対

策が全くなされていないというような感じを受けるわけですよね。ですから、定住自立圏構想の中にもあ

るように、若者あるいは働ける人が住めるような状況をつくってほしいというんで、公営住宅をつくって

ほしいとか、それから空き家を行政側で確保して、Ｉターンの人たちを初め、そこに田舎に住みたいとい

う人たちに住まいを提供してほしいと言っても、もうキャパシティーが決まっておるんで、公営住宅はつ

くれないとか、それから平良地域に民間住宅が十分に供給されているからつくるつもりはないとか、もう

こういう答弁がしょっちゅう繰り返されているんですね。ですから、そういうことで、じゃどうすればで
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すね、ソフト面での本当に実効性のある過疎化対策ができるんですか。できないならできない、やるつも

りはないんならやるつもりないと、もうこの際はっきり申し上げたほうが私の背景にいる地域住民からの

後押しに対してもですね、私も非常に気が楽になる。こればっかり責められている。それは、もう身につ

まされているからですね、それぞれの過疎化の地域の住民たちがこのことを訴えていることを本当に受け

とめてください。

次に、ドーム型施設の建設について、これについてもいろいろ説明がありました、前回の議員の答弁の

中で。ただ１点だけですね、お伺いしたいのは、いわゆる総事業費30億円をかけて、これに一括交付金を

活用するということですけど、一括交付金を活用するとすれば毎年10億円の一括交付金が３年間これで消

えていくということで、非常にこんなことにお金を使って無駄遣いにならないのか、もっと使い道が、一

括交付金が、あるんじゃないかと、いろんなね。そういうような声を市民の間からよく聞きます。ですか

ら、財源措置、これを実現するに当たっての財源の措置はどうなっているかということを１点伺うことと、

それから今までの質問の答弁の中で副市長は、ドームからの収益が年間1,400万円、経費、総支出が1,700万

円かかると富永元順議員に説明していました。しかし、これ足し算、引き算でやりますと毎年マイナス300万

円の赤字ではないですか。総収入と総支出額、これに管理費、維持費、人件費と、そういったものが含ま

れているのかどうか、その点についてだけお伺いいたします。

次に、仲原には宮古でも有名な景勝地があります。仲原ムイガーの展望台ですね。これ旧城辺町が早い

うちに整備して、眺めが、眺望がいいもんですから、整備してあったんですけど、これがもうほとんどコ

ンクリートが壊れ、階段が壊れ、トイレもみんな壊れている状況にあるわけです。ここは、伊良部に畑か

んの給水をするために新しいダムがつくられたときにいろんな事業が地元側に説明されて、その中で要望

があるわけですよ。ムイガーの整備計画をやってほしいと。６つばかり要望がありまして、そのうちの４

つは実現されているんですけど、ムイガーの整備、これはもう観光地としても非常に将来性のある、ある

いは今でもかなり眺望の点においてはもう宮古でも３本の指に入ると言われるぐらいの場所であります。

このムイガーの整備はですね、平成21年にね、下地智議員が質問した中で、平成21年の村づくり交付金事

業で新規採択されると思いますというような答弁をしているんですよね。ですから、この事業は継続して

やるつもりでいるのかどうか。それから、そういう計画ないんであれば新たにですね、私はかねがね思う

んですけど、宮古の観光地、いわゆる眺望20選とかね、眺めのいい場所を20カ所指定して、観光客がここ

を回るというような新規観光コースの開拓などはどうかと思うときに、このムイガーの眺望のよさという

のはもう宮古随一じゃないかと思いますので、その点も含めてですね、ムイガーの整備をやる気があるの

かどうか、これについてお答え願いたいと思います。

それから次に、新城地区のいわゆる湧水池、湧き水ですね。これは、新城啓世議員が一生懸命頑張って

一つのめどづけをしたんですけど、その後一向に進展がないために地元住民からどうなっているかという

こと近々よく聞くんですよ。それで、向こうの場所は個人名義の土地になっているんで、こういう問題な

どはどういうぐあいに処理されるんだろうかというようなことなどありますので、こういう問題を含めて

進捗状況について説明をお願いしたいと思います。

あとは、答弁を聞いてから再質問いたします。

◎教育委員長（宮國 博）
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まず、学校統廃合と学校規模適正化の関連でございます。

教育委員会の学校規模適正化の基本的な考え方として、クラスがえのできる複数学級が基本的には欲し

いと。学級における生徒の、児童生徒の数は25人から30人で構成される学校規模が確立できるようにした

ら大変望ましいと、こういう考え方でございます。その中において、児童生徒の力、教職員の力、保護者

の力、教育予算の効率的、効果的な利用、その中におけるところの児童生徒の生きる力を育む教育行政を

進めていくと、これが私どもが統廃合、いわゆる学校規模適正化に対する考え方でございます。

次に、来間中学校を廃校にする教育委員会の行政手法は妥当であるかというふうなことなんですが、来

間中学校の規模適正化については地方教育行政の組織及び運営に関する法律等々がございますので、その

法律に基づいて手続をしておりますので、行政手法としては妥当なあり方だと考えております。その中に

おけるところの地域との対話というふうなことなんですが、多くの議員の皆さんからご指摘のありますと

おり、地域との対話をもっとすべきだというふうなご指摘があることは承知しております。ただ、地域に

は私ども三、四回、事務方も含めて５回ほどお伺いしておりますけれども、地域との話し合いが白紙撤回

が条件だと、前提条件ですよというふうな形になっていきますと、私どもとしてはもう説明会の形を整え

るのが大変難しい状況にございました。その辺はご理解ください。

次に、複式学級の存在を教育委員会は学校教育においてどのように捉えているのかというふうなことで

ございます。教育委員会が小規模校、それから過小規模校に聞き取りをした調査内容の中では、学び合い

の機会等、人数が少ないことによる課題が見られます。小規模校あるいは過小規模校に関しては、多くの

研究機関でメリット、デメリットが論じられていますが、子供の教育についてある一定程度の人数が確保

された教育環境で生きる力を育んでいくと、そういう教育が望ましいということで教育委員会は考えてお

ります。

次に、教育委員会は教育環境改善のために統合が必要としているが、その根拠をというふうなことでご

ざいます。教育委員会の基本方針の中で、学校規模適正化については、社会への適応性、協調性をより育

てていくことはですね、お互いの切磋琢磨や向上心をより高めていくこと、集団活動や特色のある教育活

動がより必要なこと、そのためには一定の人数の中での教育が必要であるということです。それから、よ

り充実した学校施設設備が必要なこと、教職員の適切な配置が必要なことなどから、いわゆる我々が言う

ところの学校力を高めて、児童生徒の生きる力を育んでいくことにあると私どもは考えております。

学力テストにつきましては、教育長職務代行者が答えてくれると思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

学校規模適正化についての市長の見解ということですが、教育委員会、これまでも学校規模適正化の基

本的な考え方というのを定義し、それに基づき作業を進めているところであります。この教育委員会が示

した基本的な考え方、これは中学校設置基準に沿っているものであり、妥当であるというふうに考えてお

ります。

次に、行政手法は妥当かということですが、教育委員会は地方教育行政の組織及び運営に関する法律に

のっとって手続を進めており、妥当であると考えております。

◎福祉部長（渡真利健次）

新城元吉議員の子育て支援について、子ども・子育て関連３法についての概要、そして本市の取り組み
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計画に関する２つの質問がございましたので、一括してお答えします。

子ども・子育て関連３法とは、子ども・子育て支援法、そして認定こども園法の一部を改正する法律及

びこれらの法律の改正に伴い児童福祉法、社会福祉法、幼稚園教育に関連する法律等に基づく規定整備、

経過措置を行うものであります。３法の概要といたしまして、全ての子供の良質な育成環境を保障して、

子ども・子育て家庭を社会全体で支援することを目的として、平成27年度から子ども・子育て支援関連に

おける現行の幼稚園、保育園制度財源を一元化して新しい仕組みを構築し、質の高い幼児期の学校教育、

保育の一体的な提供及び小規模保育、家庭的保育等、地域型保育の量的拡充、支援給付の充実を図ること

であります。市の取り組みといたしましては、地域における学校教育、保育等、子ども・子育てに係る施

設環境整備及び子育て支援ニーズの見込み等を調査して、平成27年度を初年度とした５カ年計画の子ども

・子育て支援事業計画を平成26年度に策定し、同事業計画に基づいて今後は子ども・子育て支援に関する

支援事業、給付事業を、施策を実施していくことになります。

次に、子育て支援について、宮古島市の保育所の状況について、平成25年度の公立、法人のそれぞれの

入所者数、入所率、待機児童数はどのようになっていますかというご質問にお答えします。平成25年４月

１日現在の待機児童数は80人であります。年齢別では、ゼロ歳児が20人、１歳児が30人、２歳児が19人、

３歳児が５人、４歳児が６人となっております。法人、公立保育所の入所者数でありますが、平成25年９

月１日現在、公立保育所10カ所で656名、法人保育所12園で949名、合計で1,605名となっております。入

所率は、公立保育所では定数815名に対して入所者は656名、入所率80％、法人保育所では定数855名に対

して、入所者949人で、入所率111％となっております。なお、保育士の確保についてはですね、随時ハロ

ーワークを通して募集は行っているんですが、応募者がなかなかいない状況になっております。

次に、児童館設置について、宮古島市には幾つの児童館施設があって、その運営、利用状況はどのよう

になっていますか、城辺地域における児童館設置計画はどのようになっていますかとのご質問に一括して

お答えします。本市における児童館は、平良地区に２カ所、伊良部地区に２カ所、下地地区に１カ所、そ

して今年度新たに上野地区に児童館建設を着工しております。

次に、運営についてでありますが、平良地区児童センターと平良地区南小型児童館、下地児童館の３つ

の児童館については業務委託をしております。各児童館の利用状況は、平成24年度の年間利用実績は平良

地区児童センターは延べ１万844人、平良地区南小型児童館は延べ１万1,864人、池間添児童館は延べ

8,849人、佐和田児童館は延べ１万2,487人、下地児童館は延べ１万1,190人の利用となっております。城

辺地区における児童館建設については、今年度城辺中央公民館が解体されましたので、公民館の跡地利用

計画と並行してですね、建設に向けて次年度以降取り組んでまいりたいと考えております。

次に、福祉行政の高齢者福祉施策について、平成12年度から介護保険制度が実施されていますが、本市

において現在在宅サービス、施設介護サービスを利用している人は何人なのか、今後の推移はどうなって

いくかというご質問にお答えします。本市の８月末現在の在宅介護サービス受給者は2,258人で、施設介

護サービス受給者は489人となっております。現在宮古島市では、訪問介護サービスが増加の状況にあり

ますので、介護予防事業や介護給付適正化事業によって適正な介護サービスを提供できるように事業を進

め、将来の事業所等の利用者の増減等を的確に把握しながら、施設等の過不足のないように整備を図って

いきたいと考えております。
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次に、高齢者福祉施策の高齢者の生きがい健康づくりや介護予防サービス事業はどのようになっていま

すか、各集落センターを利用した老人サービス事業の展開要望がありますというご質問にお答えします。

高齢者の生きがい健康づくりについては、高齢者が地域の中で健康で毎日生き生きとした生活が送れ、趣

味や人間関係を築き、閉じこもりなどにならないようにいきいき教室の事業を行っております。そして、

介護予防サービス事業については、要支援や要介護にならない期間をできるだけ長く維持できるように、

平良、上野、下地、城辺、伊良部の５つの地区で、看護師や運動指導士を中心として転倒骨折予防教室等

を実施しております。また、筋力を鍛え、いつまでも若々しく過ごせるように筋力アップ教室とか、高齢

者になっても指や頭を使い、常に新しいことにチャレンジして認知症にならないように認知症予防パソコ

ン教室等の事業も行っております。地域で場所やほかの事業内容などの要望がありましたら、実施可能な

のかを調整して、一人でも多くの高齢者の方が住みなれたおのおのの地域でですね、生きがいを持ち、健

康で安心して生活できるように介護予防事業に取り組んでまいりたいと考えております。

（議員の声あり）

◎福祉部長（渡真利健次）

失礼しました。保育士の待遇については、法人保育所の非常勤職と公立の保育所の保育士における日給

については、さほど差はございません。今現在宮古島市の保育士の賃金については、日給7,000円となっ

ております。公立保育所の全体でも平均して7,000円となっております。

◎生活環境部長（平良哲則）

地域の過疎化問題について、旧郡部の過疎化問題に対する現状認識とその対策についてでございますが、

議員ご指摘のとおり旧郡部において若年層の市街地への流出に伴う過疎化が進んでいることについては認

識をしております。宮古島市が合併時の目標であります島全体の均衡ある活性化を目指し、時代の進展に

沿って望ましい形で発展していくためには、小さな島であるがゆえに地域の一体感や連帯感がしっかりと

構築された島であり続けることが大事であるというふうに考えております。市としましては、地域を活性

化するためには地域住民が主体となった地域づくりを行うことが重要であると考えております。そのため

に地域づくり活動のキーマンとなる人材育成を図るため、エリアコーディネーターの育成を行っておりま

す。また、地域づくり支援事業や地域活性化モデル地区支援事業では、各地域づくり協議会や地域活性化

モデル地区などが取り組んでいる地域づくり活動に対し予算措置をするなどの活動支援を行っているとこ

ろであります。現在市は、人材育成事業、地域づくり実践活動事業、地域拠点整備事業並びに人的ネット

ワークの整備事業等の４項目を中心に事業を実施しております。今後とも地域づくりに欠かせないのは人

材であるとの観点から引き続き人材育成を図っていくとともに、地域活性化に向けた活動の支援も行って

いきたいというふうに考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、１点目の仲原ムイガー周辺整備事業についてのご質問にお答えいたします。

景勝地城辺仲原ムイガー周辺整備事業が新規採択されていると思うが、その後どうなっているかという

ご質問ですが、現在仲原地区では村づくり交付金事業を実施しております。事業の主な内容としましては、

圃場整備が3.95ヘクタール、農業用排水施設整備が同じく3.95ヘクタール、農業集落排水施設整備が

1,339メートル、集落防災安全施設整備、これは防犯灯ですが、これが13基、地域農業活動拠点施設整備
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が220平米、これはコミュニティー施設が事業メニューとなっております。同事業においてのムイガー周

辺整備の計画はございません。また、村づくり交付金事業の採択要件としては、集落における農業生産基

盤整備と生活環境整備基盤を総合的に整備するという事業の目的であることから、景勝地及び観光地の整

備は困難だと考えております。

議員のご質問の中に、仲原地下ダムを建設する際に地元から要望があったというご質問がございました。

確かに仲原自治会及び仲原部落地下ダム協議会から幾つかの要望事項が上がっております。その中で、ム

イガー周辺の整備も入ってございます。それを受けて、１度地元と話し合いを持ちましたが、その中では

手すりをつけてほしい、あるいはフェンスを設置してほしいという意見もありましたが、中には景勝地、

観光地ということで手すりは必要ないという意見もございましたので、そのときは意見の集約ができませ

んでしたが、今月26日に、あさってになりますが、どの事業で要望事項の何を整備するかということにつ

いて地元と話し合いをする予定になっております。

次に、新城湧水池の整備事業が進展を見せないがというご質問にお答えいたします。新城地区湧水池の

整備については、現在地元役員と整備範囲の調整及び議員のご質問にもありました地主がいらっしゃいま

すので、その地主との相続権の調整等を進めているところでございます。なお、設計委託の発注は10月を

予定しており、委託業務発注後は地元役員及び関係者を交えて要望やご意見を伺いながら詳細な設計を行

っていきたいと考えております。

◎建設部長（下地康教）

スポーツ観光交流拠点施設の建設費とですね、また発生する管理費の中に人件費が含まれているのかと

いうご質問でございました。まず、事業費ですが、平成24年度から平成28年度までの５カ年間で、総事業

費30億円の事業費を一括交付金で賄いたいというふうに考えております。管理費の中に人件費が含まれて

いるということでございます。支出費の中には、各種設備費と保守管理費があわせて含まれております。

そういったことで、管理費の中に人件費が含まれているということでございます。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

新城元吉議員の教育行政について、2013年度の学力テストの結果、そしてそれを踏まえてどのような認

識を持っているか、そしてどのように総括しているかというご質問にお答えいたします。

結果を受けて、正答率や無解答率などの改善傾向については、教育委員会と学校が連鎖し、学力向上の

重点項目を明確にした取り組みが功を奏していると考えています。一方、学校教育の基盤となる早寝早起

き朝御飯などの基本的な生活習慣の確立には、これまで以上に家庭と連携した取り組みの充実が求められ

ていると考えております。今後教育委員会として、学校とは連鎖した重点項目の取り組みを初め、教員を

対象とした研修会の充実を図る一方、家庭とは家庭教育力を高めるための家庭教育講演会等の開催を通し

て子供たちの学力向上に努めてまいりたいと思っています。学力向上は、学校教育だけで成果が上がるも

のではありません。社会全体で取り組む必要があり、学校、家庭、地域、そして行政が連携を深め、市民

全体で学力向上の取り組みを推進していく機運を醸成していくことが必要であると考えております。各学

校の調査結果については、各学校長の判断で保護者、地域の皆さんに公表し、学力向上に連携して取り組

んでおります。教育委員会としましては、各学校の結果については公表をしておりません。ご理解くださ

い。
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（議員の声あり）

◎議長（平良 隆）

休憩します。

（休憩＝午前10時52分）

再開いたします。

（再開＝午前10時53分）

◎新城元吉議員

再質問をいたします。

何かね、今一般質問でずっとこう議会のたびに聞くんですけど、答弁者は時間たっぷりあって、定義か

らこういろいろ話していて時間かなり食っているんですよ。ところが、議員はもうはしょってはしょって

説明しても30分じゃ足りないという状況を物すごく感じるんですよね。ですから、角度を変えている質問

に対してはですね、もう前の議員に言ったような答弁はしないでね、核心に触れた、聞いたことだけにつ

いて答えてくださいよ。

学校の統廃合の問題についてはですね、先ほども申し上げましたように、これは教育学的見地とか教育

の問題として出てきた適正規模じゃないということは、もう行政の流れからしてわかるんじゃないですか。

それを認識しているかどうかということを聞いたんですよ。宮古島独自の適正規模、30人学級にしてやり

たいとかなんとか教育委員長は言ったりしているんですけど、これ宮古島が決めた適正規模なんだよね。

ところが、国全体の流れとしては学校の適正規模というのは、私が最初申し上げたようにちゃんと法律に

基づいて、これを施行していく段階で市町村統廃合などがあったりしてなかなか、市町村合併などあった

りしてそぐわないから、これは財政措置をするためにね、どんどん、どんどん変えていったんですよ、国

は。中央教育審議会の答申に基づいてできたのが学級の問題であって、全然教育の問題と関係ないんです

よ、教育学的見地からは。これを踏まえてちゃんと説明しなければ、皆さん方はですね、十分地域住民に

対して説明しているというように言っているけど、たった２回しかやっていないですよ、我々の地域でも。

それも２回目は逃げるように、ＰＴＡだけ集めて、卒業していく生徒の父兄集めて、いろんな問題点を提

起して、それで終わり。そんなばかなね、行政の態度というのはありませんよ。行政と住民というのは、

あくまでも話し合い。話し合いをして、合意して、納得して初めて計画は実行されるという過程を踏まな

いとですね、もうあらゆる問題で紛争起きてきますよ。これは、下地市長の行政の進め方の審議会、検討

委員会、こういうのをつくって、その答申に基づいてやっていく。その答申どおりやるんだというような

形でいろんな問題が進められていて非常に気になるんですけど、学校問題についてだけはですね、非常に

何でこんなに地元からいろんなあれが出ているかということ本当に考えることありますか。こういうぐあ

いに決めたから、こういうぐあいにしますから、こういうぐあいにやりますよというのを説明しているの

が今の実態ですよ。ですから、地元住民はどういうぐあいに思いますかということを徹頭徹尾聞いて、納

得いくようにね、いろんな法律の問題、それから子供の教育上、環境として適切な環境を提供すると、こ

ういうものを十分話し合って、納得して合意を得てから統廃合に手をつけるというのがやり方じゃないで

すか。住民と行政というのは、これがない限りですね、何もかもうまくいきませんよ。これが民主主義で

すよ。民主主義の根幹に触れるような大事な問題だとかねがね指摘しているんだけど、住民の意見とか考
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え方とか批判とか要望とかこういうものを聞き入れて、そしゃくして自分たちの問題として捉えて、それ

でお互いに歩み寄ってどうやって解決すればいいかと、そこまで至るのが合意であって、その合意に基づ

いて、地元がそれでも嫌というんであれば諦める、行政は。市町村によってはですね、全国の、合併して

ほしいというところはどんどんやっていますよ。しかし、反対をやっているところは諦めてやっていない、

こういうのがたくさんあります。そういう事例も十分調べて対処してください。

それから、これはね、皆さんが金科玉条に大事にしている学校指導要領の中で、第１章第４、学習指導

要領の中にですね、地域住民と学校との関係がかなり、こうしなさい、ああしなさいということが述べら

れている。まずそれは、「学校がその目的を達成するため、地域や学校の実態等に応じ、家庭や地域の人

々の協力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また、小学校間、幼稚園や保育所、中学校及

び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習

や高齢者などとの交流の機会を設けること」というのが第１章第４の２の（12）にちゃんとあります。教

育基本法第13条で、家庭、学校、地域住民との関係、そういったものがかなりうたわれてですね、その中

で注目すべきは、学校がその目的を達成するためには家庭や地域の人々とともに児童を育てていくという

視点に立ち……

◎議長（平良 隆）

時間です。

◎新城元吉議員

家庭、地域社会の連携を深め、学校内外を通じた児童生徒の充実、活性化を図るということですが、ま

さに来間地域のあれをイメージした場合にですね、やはり……

◎議長（平良 隆）

元吉議員、時間ですよ。

◎新城元吉議員

はい、はい。結論を言います。

そういうようなね、ことなどがかなりあるわけですから、まだまだ議論が足りないわけですからね、統

廃合についてはもっともっと時間をかけて、１年間でも２年間でも待ってですね、十分に教育とは何かと

か、そういうものを話し合った上で対処するように要望して、一般質問を終わります。そのことについて

の答弁も要求します。

◎教育委員長（宮國 博）

ご指摘の地域との話し合いをメーンとする幅広いご指摘がございましたけれどもね、少なくとも今進め

られるところの宮古島におけるところの学校規模適正化の計画は、個別にですね、ここ、ここというふう

な捉え方ではなくて、宮古島市全体の中で学校をどういう形に適正に配置していくかというふうな立場に

立つご議論がこれまでも進められてきましたし、今後もそのような形での進め方になると思います。今後

の取り組みとしましてはですね、例えば来間中と下地中の統合がございますが、今後の行政サービスの中

でですね、行政サービスというのは地域の人々が心配するいろんな事柄がございますので、それを解決す

るための行政サービスがこれから行われるわけですが、その中で地域の理解が得られるようにですね、私

ども教育委員会としては徹底的に努力をしていきたいと、その中でさらにまた理解を深める努力をしてい
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きたいと、このように思っております。

◎議長（平良 隆）

これで新城元吉議員の質問は終了いたしました。

休憩します。

（休憩＝午前11時02分）

再開いたします。

（再開＝午前11時03分）

◎上地博通議員

通告に従いまして質問をしたいと思います。

まず、市長の政治姿勢についてでありますけども、最初に地域間格差をなくすためにどんな政策を行っ

ているのかということでありますけれども、市長はですね、地域の均衡ある発展をうたっておりますが、

合併してから地域間の格差があり過ぎるという声があります。合併前は、各市町村で振興策を定めていろ

いろな政策を行ってきましたけれども、合併後はその政策が全部なくなってしまいました。しかし、地方

に人が住まなくなると地域が寂れていくことは、もう論をまつまでもありません。地方に若者が住みたく

なるような政策を復活させるべきだと思いますが、市長の考えをお聞きします。例えば昔の市町村でした

ら出産祝金とかですね、新築祝金、いろいろなのが、政策があったと思うんですが、こういうものの復活

は考えられないのかどうかをお聞きをしたいと思います。

それから次に、産業の振興についてでありますけれども、地方の振興にとっては産業の発展は欠かせな

いものだと思っております。ところが、宮古島では製造業がほとんどありません。そこで、まずお聞きを

しますけれども、将来宮古島で可能性のある産業は何かお聞かせいただきたいと思います。そして、どの

ようにして産業を振興していくのかですね、宮古島には第一線をリタイアした元気な方々が大勢いらっし

ゃいます。この方たちの活力を社会の役に立てることができればすばらしいことだと思っておりますけど

も、現在このような取り組みがなされているとはちょっと考えられません。そこで、お聞きをしますけれ

ども、この方々に活躍してもらうような政策はとれないのかどうなのかをお聞きします。こういう方々が

ですね、産業の振興に、いろんな経験を持っている、実績のある方々もいらっしゃると思いますので、こ

ういう方々を活用して、何かの方法で宮古の産業を発展させてもらいたいと思いますが、そういうことが

できないかどうかですね、お聞きをしたいと思います。

それから、天然ガスの試掘作業が始まりましたけれども、天然ガスの活用についてはこれまで多くの同

僚議員か質問してきましたが、私は１つだけお聞きします。現在県が行っている試掘調査は、ガスの利用

については地産地消が原則だと聞いております。宮古島では、電力会社以外にガスを用いるところはどう

いうところが考えられるのかですね、お聞きをします。例えば特区を申請して宮古島の乗用車を全部ガス

にかえるというようなことが可能かどうかということもですね、検討してみたことがあるのか、また可能

性があるのかどうかというのもお聞きをしたいと思います。

次に、農業の振興についてお聞きをしたいと思いますけれども、畜産の振興についてでありますが、ま

ずことしのですね、子牛の販売単価、これはもう雄、雌別にですね、それから出荷頭数、それから肥育牛

の出荷実績等がありましたらこれをまず示していただきたいと思います。宮古の畜産農家は、老齢化が進
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んでおります。お年寄りが安心して畜産ができる環境をつくっていくことも行政の大事な務めだと思いま

すが、その対策をどのように考えているのかお聞きします。

また、今頑張っている若者を支援することはできないかどうか、そして宮古島市は肥育牛の指定産地を

受けましたけれども、肥育をしている方がおりません。産地指定を受けたのに肥育農家が育たないのはな

ぜなのか。せっかく肥育産地の指定を受けたわけですから、行政が肥育牛をふやす政策をとっていただき

たいと思っております。それには補助事業を導入して肥育農家を育てることはもちろんのこと、最初は小

規模ながらも肥育を始める農家に餌代の補助を行うというようなことから始めていくべきじゃないかと思

っております。現在雌の老廃牛に対しては餌代の補助を行っておりますけれども、それを雄の肥育にも拡

大することはできないのかどうなのかですね。だから、農家が肥育をやりたくなるような制度をつくって

肥育農家を応援するということをやるべきだと思います。これについては、もしできましたら餌代の補助

とかだけじゃなくてですね、もし別のことがありましたらそれもあわせてお聞きをしたいと思います。

私は、宮古牛と石垣牛のブランド力の違いというのは、地元に肥育牛がいるかいないかの違いだと思っ

ております。いくら子牛で評価されてもですね、肥育牛がいないと松阪牛などのようなブランド牛にはな

り得ません。肥育牛のいない宮古牛がブランド化できないのは、このためだと思っております。子牛の段

階では宮古牛は石垣牛に引けをとりません。むしろ系統的にも宮古牛がすぐれておりますし、市場の評価

も宮古のほうが高いです。しかし、肉牛となるとそこは違いましてですね、そのことを当局は理解してい

るのかどうなのか、これをどのように考えているのかですね、そして今後ブランド化に向けてどのような

政策をとるつもりなのかをお聞かせ願いたいと思います。

次に、サトウキビの振興についてお聞きします。ことしは、もう大豊作になることは間違いありません。

昨年の収穫状況からしましてもハーベスター利用率が非常に高くなってきております。そこで、気象的に

も雨の少ない12月を活用して土地の有効利用等も考えて、今期こそは長年の懸案である年内操業を実施す

べきだと思っております。市長は、製糖工場に対してどのような相談をしているのかですね、どのように

対処をお願いしていっているのかですね、その辺のお考えをお聞きしたいと思います。

先日市長は、春植えを奨励し、緩効性の肥料に対して補助金の交付を行う旨の答弁をなさいましたけれ

ども、具体的に説明をしていただきたいと思います。できましたらですね、これについて１戸当たりの面

積制限はあるのかとか、植えつけ時期は春植えというのはじゃ何月から何月までを指すのかですね、こう

いうのが詳しくわかればその辺の説明を求めたいと思います。

次に、施設園芸の振興についてお聞きをします。県が行っている農林水産物流通条件不利性解消事業、

すなわち輸送費の補助事業ですね、によって宮古島の施設園芸は大発展をするものだと思っております。

この制度はですね、しかし期限つきでありますから、10年という期限が設けられております。先日新里聰

議員からもこの制度を恒久的なものとするように国とか県に対して働きかけてほしいという要望がありま

したけれども、もう私もこれに大賛成ですね。宮古島の野菜の将来というのは、この制度のありなしにか

かっているんじゃないかというくらいの気持ちを持っておりますし、またそういう気持ちで当局側にも取

り組んでいただきたいと思っておりますが、市長の決意のほどをお伺いしたいと思います。

そして、野菜に関しましてはですね、もしできましたら各品目ごとの総量、単位収量、それから単価、

できましたら出荷売上額ですね、この辺を教えていただきたいと思います。さらに、県の補助事業に該当
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するような輸送費というのは幾らの補助が宮古島にあったのかということもあわせてお聞きをしたいと思

います。

次に、露地野菜の振興策についてお聞きしますけれども、宮古島にはカボチャ、オクラ、枝豆、タマネ

ギ等、それにジャガイモとか島ラッキョウのような露地野菜がありますが、現在は限られた人々が細々と

栽培しているような品目であります。都市部へ流通量をふやしてですね、宮古の特産品になるように農協

と協力をしてですね、生産拡大をしていったほうがいいんじゃないかと思っておりますけれども、またこ

の中からですね、将来有望に宮古の本当の基幹作物になるようなものが出てくる可能性もあるんじゃない

かと考えてですね、こういうことができないかどうなのかですね、それをやってもらいたいと。それとも

う一つは、今あるものだけじゃなくて新しい作物に対して試験栽培等を導入してですね、これを宮古の本

当に産物としてできるかどうか、市がこれについて積極的に介入していくことはできないのかどうなのか

をお聞きしたいと思います。

次に、マンゴーの販売戦略についてお聞きをします。現在宮古島市は、マンゴーまつりを開催してマン

ゴーの振興に頑張っております。しかし、マンゴーはもう島内ではちょっと飽和状態のような感じになっ

ておりましてですね、島外販売に力を入れるべきだと思っております。市場へ農協を通して出荷をしたり、

個人で出荷したりしておりますけれども、農家が再生産を行っていけるような価格での取引は厳しい現状

があります。市場は、本当は宮古島のマンゴーを物すごく欲しがっているんですけれども、なかなかいい

ものが届かないとなっているのが現状のようであります。そこで、市がですね、中心になって市場や食料

品店等への売り込みをしてほしいと思っておりますけども、その考えはないかどうかをお聞きをします。

また、輸送に関しましては、ことしも積み残しが少し出ましたけれども、むしろ生産量をですね、あと

500トンぐらいふやして、逆にですね、量をふやして毎日貨物機をチャーターするというぐらいの生産量

を確保して、宮古島のマンゴーで大都市の市場を席巻するくらいの計画を立ててもよいのではないかと思

います。今宮古島から島外に出荷をして誇れるものというのは、このマンゴーが一番だと思っております

から、これを重点的にやっていくというのが一番いいんじゃないかと考えておりますが、市長のお考えを

お聞きします。

宮古島の農産物で販売されるものは、やっぱりマンゴーだと思うんですよね。価格では宮崎県産が一番

高く売れているわけでありますけれども、生産量ではもう市町村別で宮古島が一番、日本一であります。

ですから、量でも価格でも日本一になるようにですね、市長が先頭になって特段の配慮をしていただきた

いと思っておりますが、その見解をお聞きをしたいと思います。

次に、観光の振興についてお聞きします。観光産業の課題についてでありますが、最初に直行便につい

てであります。宮古島では、今観光が大きな産業に成長しております。観光で宮古島を訪れる人は年間40万

人にもなり、今後もふえて、将来とも有望だと期待されております。それもこれまで多くの先人たちが宮

古島の活性化を図るためにご足労いただいたたまものだと深く感謝申し上げます。特に東京や大阪への直

行便の開設に当たりましては、多くの困難を乗り越えて、政治折衝なども行い、直行便をかち取ったとい

う表現がぴったりであります。それだけ苦労してかち取った直行便が現在消滅しようとしております。航

空会社も経営の合理化などで不採算部門の見直しを行い、路線によっては整理縮小も辞さないと考えてい

るようです。我が宮古島も過去には東京も大阪もそれぞれ２便の直行便が運行されておりましたけれども、
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今は東京便１便が運行されているのが現状であります。過去には福岡便も開設されておりました。開設時

には、宮古島の総力を挙げて取り組むんですけれども、開設されたら後はどうなっているのか、ちょっと

これについては力を入れてそれの存続を要望するというようなことが今まで行われていないように感じて

おります。宮古の人の熱しやすく冷めやすい性格をそのままあらわしているようであります。ちなみに、

お隣の石垣島ではですね、東京、大阪、広島、福岡、名古屋と直行便が開設されております。路線が多い

ということは、台風などの自然災害にとっても物すごく強みを発揮しているわけであります。例えば那覇

に台風が来ましても、本土の各都市へ路線があるわけですから、影響が少なくて済みますが、現在の宮古

島では那覇に台風が来ますともう全便がストップして、ほとんどの観光客が宮古に来ないというのが現状

になっております。よって、石垣みたいにですね、宮古からもいろんな都市に直行便を開設して、それを

大いに観光に役立てていただきたいと思うんですけれども、市長の見解をお聞きをしたいと思います。

それと次に、宮古島でですね、例えばよそと違っているところ、すなわち特徴はこれは何かということ

考えてですね、何をＰＲしていけば宮古島に観光客がお見えになるかということですね、何を売りにして

いくかということをこれお聞きをしたいと思います。ダイビングとか農業の体験とかいろいろあると思う

んですけれども、何に力を入れてこれから観光産業の振興を図っていくかということお聞きをしたいと思

います。

それと次に、イベント等についてでありますけれども、やっぱり宮古島の特産品を島外に売り込むほう

に力を入れていただきたいと思っておりますので、マンゴーまつりとか牛まつりのこの２つの祭りを島内

でやるんじゃなくて島外で、それもできるだけ大都市あたりで開催していただきたいと思いますが、そう

いう考えはできないのかどうなのかですね、予算の問題いろいろあると思うんですけれども、こういうこ

とも考えてみる必要あるんじゃないかと思いますが、これについての答弁を求めたいと思います。

次に、自衛隊の配備についてお聞きをします。国は、南西諸島の防衛を強化するということで先島に陸

上自衛隊を配備すると発表して、与那国にはもう配備が決定いたしております。宮古、石垣にも配備をし

たいということでありますけれども、現在宮古島市に対して打診はあるのかですね、もし話があった場合

市長はどうするのか。どうも市民の一部の方々はですね、基地があったら戦争になるという、いつもこう

いうことを言います。果たしてそうでしょうか。逆に世界の歴史を見ますと、軍事力を持たない国は他の

外国からですね、侵略を受けたりして国民が非常に苦難を味わったりしております。現に昔の琉球国でさ

え軍がなかったおかげで薩摩の3,000人の兵にですね、たった１週間で滅ぼされてしまい、その後は宮古

の島民も含めてですね、全ての島民が物すごく苦しい思いをしたという現実もあります。外国は、少しで

もすきを見せるとすぐ侵略をしたり、とりに来たりします。現に2013年のですね、５月８日付中国共産党

の機関誌である人民日報は、琉球国が昔中国へ朝貢していたということを理由にですね、沖縄の帰属につ

いて議論すべきだと。一部の節では、もう沖縄は中国の領土だと言っているような論調も見られます。そ

ういうふうにして六十数回も領海侵犯を繰り返しているわけであります。この状況を見ましてもですね、

本当にいまだ外国を信じていくべきなんでしょうか。自衛隊が配備されると戦争が起こると言っている市

民の方々はですね、日本の軍隊はすぐ戦争をするけれども、外国の軍隊は戦争はしないと思っているのか

どうかですね、それとも中国になることを望んでいるということはないと思うんですが、どうなんでしょ

うかね。ちょっと聞いてみたいと思っております。国土防衛は、国の専権事項でありますけれども、行政
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の長として住民の安全、安心を守るためには国に対して早急に対処するように要請をすべきだと思います

が、市長の見解をお聞きをしたいと思います。

また、外国公船の領海侵犯で宮古島の漁民が怖くて漁にも行けないと言っております。この問題は、直

接的な被害ばかりでなく、住民の心理的影響が非常に大きいと思います。いつ外国が攻めてくるかわから

ないという状況ではおちおち夜も眠れません。このことについて市長はどのようにお考えなのかお聞きを

したいと思います。

次の自衛隊の配備に対する経済効果については、これについてはちょっと割愛をしたいと思います。

次に、焼却炉の撤去についてでありますけれども、宮古清掃施設組合時代のですね、焼却炉が役目を終

えて何年もたつのにいまだ撤去されずに残っております。この問題は、これまで何回も議会で取り上げて、

危険な建築物ですので、早急に撤去してほしいと要請しておりますけれども、いまだ撤去されておりませ

ん。臨時の交付金で撤去するような計画もあったようですが、取りやめになってしまって、そのままの状

態が続いております。そこで、お聞きをしますけれども、撤去の計画はどうなっているのか、やるのかや

らないのか、やらないとしたらなぜやらないのか、できないのか、納得のいくような説明をしてほしいと

思います。

答弁をお聞きしまして再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

まずは、地域間格差をなくすためにどのようなことを考えているかということであります。宮古島市は、

合併から満８年を迎えようとしています。この間私は、地域の均衡ある発展を市政運営の基本姿勢として、

特色ある地域資源を最大限に活用した産業の振興による活性化を進めてまいりました。例えば平良地区に

おいては、島全体の牽引役に位置づけ、都市基盤の整備を初め、福祉や医療、スポーツ施設など中核施設

の整備を進めてまいりました。城辺地区では、地域産業の特色である農業基盤の充実を促進するため、畑

地やかんがい施設整備に巨費を投じ整備するとともに、各種農業関係補助金を手厚くするなど、農業経営

の安定と農業後継者の育成に積極的に取り組んでまいりました。そして、長く調査が進められていた天然

ガスの試掘調査が保良地区で始まりました。新たな産業及び雇用の創出に弾みがつくものと大きな期待を

しております。上野地区においては、城辺地区と同様に農業基盤の充実と農家支援を初め、上野地区のシ

ンボルであるうえのドイツ文化村の再整備を行うとともに、施設を指定管理化し、運営の安定化を図りま

した。そして、懸案でありました児童館の整備についても着手したところであります。下地地区は、恵ま

れた農業基盤を生かした農業支援を初め、バイオエタノール施設の推進、中学校におけるフューチャース

クール授業の実施、与那覇地区防災センターの整備に着手するなど、他の先進モデルとなる事業を展開し

てきたところであります。伊良部地区においては、水道施設等の生活基盤の整備を初め、製氷施設の整備

など漁業振興を積極的に進めています。また、伊良部大橋の供用に伴い、生活用水、農業用水、これらの

送水施設の整備が進められており、これにより生活及び農業基盤の充実化が図られるものと思っておりま

す。そして、下地島空港や周辺残地の活用についても、空港の効果的な活用、空港周囲に広がる農地の有

効活用、また通り池を初め、周辺部の恵まれた自然資源を生かした観光振興など、今後積極的に取り組む

考えであります。このほかにも、地域づくりを促進するための人材育成事業や地域おこしに積極的に取り

組む自治会等を支援するための事業として、地域づくり支援事業、地域活性化モデル地区支援事業など、
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ソフト事業も重点的に実施しているところであります。今後も地域の特色ある産業基盤と恵まれた観光資

源を生かした島づくりを推進し、均衡ある発展の実現に全力で取り組んでまいります。

提言がありました定住化を促進するための出生祝金等いろいろあった事業については、今後考えてみて

もいいのかなというふうに思っています。これは、子育ての支援あるいは少子化の対策という視点でです

ね、十分検討に値するというふうに思っております。

次に、産業の振興をどのように図っていくかということであります。宮古島市の産業構造は、第１次産

業と第３次産業に大きく偏り、いわゆる製造業などの第２次産業が占める割合が極めて低い構造となって

います。製造業が活性化しない地域は、住民所得が低く、企業の求人倍率も低いと言われており、本市に

おいても同様の課題があります。市といたしましては、環境モデル都市としてエコ関連産業の創出など、

島の特色を生かした島発物づくり産業の振興を中心に取り組む考えであります。その中核的な事業として

期待している天然ガスの試掘調査が城辺の保良で始まりました。天然ガスは、発電や燃料としての利用を

初め、天然ガスに付随する温水やヨードなどはスパ保養施設や農業、そして医療などさまざまな分野での

利用が期待でき、その産業化によって経済振興の大きな柱になるものと期待をしております。これらの恵

まれた資源を最大限に活用した産業の振興、雇用の創出を今後も積極的に取り組んでまいります。

次に、自衛隊に関する質問であります。国防上自衛隊の配備は必要と考えるが市長の見解は、２つ目が

外国公船の領海侵犯が多発しているが、宮古島への影響はという２つのご質問にお答えをいたします。自

衛隊は、国防上また市民の生命、財産を守るために必要であると考えておりますけれども、自衛隊を宮古

島に積極的に誘致するということは考えておりません。国防上どうしても必要というならば、十分な論議

をしてみる余地はあると考えております。

また、外国公船の領海侵犯の宮古島への影響については、尖閣諸島海域での中国公船の領海侵犯が繰り

返される中、宮古島や八重山地区の漁業者へ多大な不安を与えています。そのためこれまで数回にわたり

美ぎ島美しゃ市町村会で漁業者の安全操業、巡視船等による監視体制の強化を国に働きかけるよう県に要

請をしているところであります。

◎副市長（長濱政治）

宮古島市の観光分野における課題等について聞きたいということについてお答えいたします。

宮古島観光産業の課題といたしましては、まず魅力ある観光地づくりが挙げられます。宮古島の魅力を

高めるため、観光資源である海を初め、島全体が花や緑で包まれた美しい観光地づくりを進める必要があ

ります。２つ目に、航空路線の拡大及び空港、港湾機能の強化でございます。航空便は、島外からアクセ

スできる唯一の交通手段であり、既存の路線の利便性の向上と新たな路線の開拓が必要です。また、海外

からの観光客を誘致するため、宮古空港の国際線ロビーの開設やクルーズ船受け入れのためのインフラ整

備が必要です。３つ目に、観光消費額の増加に向けての取り組みです。観光経済効果調査では、１人当た

りの観光消費額が前回の調査に比べ約１割落ち込んでいます。特産品を活用した土産品の開発や新たな観

光サービスづくりなど、観光消費を増加させる仕組みづくりが必要となっています。４つ目に、伊良部大

橋開通後の伊良部地区の観光地づくりで、独自に豊かな自然環境を観光に生かす戦略が必要です。５つ目

に、観光資源の掘り起こしです。地域の歴史、文化、芸能は、他の地域と差別化を図る最たるものでござ

います。これらと観光客を結びつける細やかな取り組みが求められております。６つ目に、効果的な誘客
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活動です。宮古島に関心を高める仕掛けや動機づけをどう展開していくか、観光入客に結びつく大きな課

題です。そのほかにも、人材の育成、先島圏域の連携、受け入れキャパの拡充の課題がございます。これ

らの課題に対して、宮古島観光協会と連携しながら、また市民の協力を得ながら、本市の観光振興に取り

組んでまいりたいと思います。特に直行便についてどうかということでございました。直行便につきまし

ては、現在関西、福岡につきまして年内、できれば11月ごろまでには市長が直接要請をしに行くという考

え方を持っておりまして、ただ問題はいわゆる格安航空と、それから通常の定期便がございます。その辺

の取り扱いをどうするのかというところはもう少し議論しなければいけないのではないかというふうに考

えております。

それから、観光産業の振興について、宮古島市をどう観光ＰＲをしていくのかということでございます。

宮古島の観光資源は、島を縁取る白い砂浜、エメラルドグリーンの海、ホスピタリティあふれる人の温か

さです。また、年間を通して開催される各種スポーツイベントやミュージックイベント、冬場でも楽しめ

るゴルフ場、先進的なエコ関連施設などが挙げられます。これらの観光資源やイベントに加えて、マンゴ

ーや宮古牛の宮古島特産品をあわせてＰＲしていくことが観光振興を図る観点から大事なポイントになる

と考えております。また、今後伊良部大橋の開通に伴い、伊良部島、下地島の有する観光資源をどう磨き

上げ、ＰＲしていくかは大きな課題でございます。宮古島観光協会や観光関連事業者と連携して取り組ん

でまいりたいというふうに考えております。

それから、イベント等は今のままでよいのかということについてでございます。トライアスロンやマラ

ソン大会等の各種イベントは、地域経済の活性化を主たる目的として開催しており、島外から多くの参加

を得て、イベントの成果は十分あらわれており、さまざまな分野で波及効果が及んでおります。島外から

の誘客による経済効果、島内の農水産物の消費拡大及び雇用の拡充等を図る観点から、特色あるイベント

は個別に実施したいと考えております。

それから、島外での開催はどうかということでございましたけど、これは予算の問題、それから効果の

問題、それからどのような形で開催していくのか、ちょっと課題がたくさんあるような感じがしておりま

す。

当面この大会を、例えばマンゴーまつりであるとか宮古牛まつりであるとかこの辺、それからエコアイ

ランド宮古島マラソンもそうでございますけども、トライアスロンはもう大体定着しております。その辺

のほかのイベントをもっと定着させてですね、もっともっと逆に呼び込んだほうが島の潤い、活況、活気

というものはとれるのではないかというふうには思っております。

◎生活環境部長（平良哲則）

上野地区新里のごみ焼却炉の解体撤去についてでありますが、これまで県と撤去に伴う補助事業の導入

を調整してきましたが、撤去跡地に廃棄物関連施設を整備することが補助対象の条件となることから、調

整が進展しておりません。このため今後は、民間事業の導入による解体撤去や跡地利用計画等も含めて早

い時期に撤去の方法、方向性を決めていきたいというふうに考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず最初に、畜産振興についてお答えいたします。

まず、現在の子牛の価格はどうなっているかというご質問でした。９月の競りの状況では、雌牛が45万
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5,102円、去勢牛が52万2,329円、子牛平均で49万2,268円。

それから、肥育の出荷状況ということでございました。平成22年が208頭、格付がＡの３以上が77.5％、

平成23年、191頭、同じくＡの３以上が89.5％、平成24年、182頭、同じく格付でＡの３以上が91.3％と非

常に品質的には向上しております。子牛の価格においては、購買者より質量兼備の牛との評価がありまし

たが、宮古における肥育の格付も年々上昇し、現在その格付が先ほど述べたように91.3％となっておりま

す。

そこで、肥育について振興あるいは支援はどうかというご質問でしたけど、肥育については長期的な経

営支援に立って行うものでありますが、技術的支援として経産牛肥育に対する補助を実施しておりますが、

子牛価格が高い現状にあっては肥育を行う農家が育たないのが現状であります。

次に、サトウキビ振興についてお答えいたします。サトウキビ振興については、機械化一貫体系を推進

するとともに、先ほどご質問がありました環境に優しい農業を確立する観点から、化学肥料等の肥効改善

や地下水保全の観点から、緩効性肥料を推進して農家所得の向上に努めていきたいと思っております。具

体的にどういった方向で緩効性肥料を助成するかというご質問でしたけど、前にも答弁しましたが、11月

から12月ごろ、行政連絡員を通して申し込みを行います。配布時期は、１月から３月を予定しております。

１農家当たり、特に面積の制限を設ける予定はございません。10アール当たり３袋を基準として50％以内

の補助を予定しております。

それから、降雨の少ない12月での年内操業はというご質問がございました。年内操業については、生産

者の意向を考慮しなければならないことから、各さとうきび生産組合の役員等、関係機関と協議して判断

してまいりたいと思っております。

次に、野菜についてでございますが、野菜の振興については拠点産地品目を中心とし、県外出荷の農業

生産が進展されており、今後も出荷量の増加が見込まれることから、ＪＡにおいて集出荷施設を整備し、

一元集荷による共選、共販体制の効率的な集出荷体制に努めて、流通販売のコスト軽減を図り、安定した

農家所得向上に努めてまいりたいと思っております。

品目ごとの販売実績ということでございました。これは、ＪＡ取り扱い分しかつかめておりませんので、

ご理解願いたいと思っております。カボチャのほうで317.9トン、金額にしまして１億1,741万8,000円、

ゴーヤで720.5トン、２億9,397万3,000円、トウガンのほうが969トン、金額にしまして１億8,682万

6,000円、マンゴーはこれＪＡ出荷で、これは10トン、1,629万7,000円、オクラのほうが61トン、金額に

しまして5,008万6,000円、タマネギが34.6トン、716万4,000円等となっております。これは、平成24年度

の実績でございます。

次に、露地野菜の品目と振興については、県の拠点産地認定を受けているカボチャ、オクラを中心に、

関係機関と連携を図りながら、産地形成に向け、今後も積極的に生産体制を支援してまいりたいと思って

おります。今年度からカボチャのほうには風対策としての防風垣やオクラの早期出荷のためのトンネル等

の助成も実施してまいります。

次に、マンゴーの販売戦略ということでございました。今年度整備されるＪＡの集出荷場に選果機及び

糖度センサー等が導入されることから、各生産農家及び関係機関が一致団結し、市場出荷については一元

出荷を図り、早急に宮古島ブランド化を確立する必要があると考えております。



- 316 -

ご質問の中に面積を拡大して生産量をふやしたらどうかというご質問があったかと思いますが、現在宮

古で収穫される面積が大体73ヘクタールから75ヘクタールでございます。これでことし、今期が約580ト

ンということでありますが、県の指標からすれば大体10アール当たり1.5トンですので、今の収穫面積か

らしてその指標に近づけば1,000トンを超える計算になります。そのためにも各生産農家の技術の向上を

今後とも図ってまいりたいと思っております。

◎上地博通議員

再質問をしたいと思います。

地域間格差の解消についてでありますけど、いろんな事業をやっておりますけども、なかなか地域間格

差が埋まらないというような状況じゃないかなと思っております。実はですね、今各地方に、昔といいま

すか、各市町村時代にですね、学校近辺にほとんどの市町村が団地等をつくって、生徒の誘致とかいろん

なことをやってきたんですけども、今は市営団地がですね、若い者じゃなくてほとんどが老人の住居にも

う成りかわっているんですよ。だから、学校近辺にあって若い者が希望していてもなかなかそこに入れな

いというのが現状のような状況になっておりますので、こういうののですね、解消もどうすればこういう

のが解消できるかということも考えていかなきゃいけないんじゃないかと。せっかくの学校が本当寂れて

いくというのは非常につらいことですので、これをなくすためにも近くにある団地には若い者を、特に子

供のいる家庭を入居させていただきたいと思いますけれども、いろんな面でこれが難しいということであ

りますが、この辺の対策が何とかとれないかどうかですね、この辺は法律上どうしてもだめなのか、その

辺をお聞きをしたいと思っております。

それから、産業の振興についてでありますけれども、やっぱり製造業が少ないということはそれだけそ

ういう産業形態が脆弱だということもあると思うんですよね。第１次産業、農業と観光業だけが今元気に

なっておりますけれども、しかしやっぱりいろんなことを考えていった場合に、製造業もあって、特に宮

古島では農産物が豊富にとれるわけですから、これを利用した加工産業があってもいいんじゃないかと思

っておりますので、そういうものも考えてですね、原料としての作物の導入、それに合わせた、それから

工場といいますか、の誘致とかも考えていかなきゃいけないんじゃないかと思っておりますが、この辺が

できないのかどうなのかもお聞きをしたいと思います。

それから、農業の振興についてでありますけれども、もう畜産についてはですね、これはもう本当お年

寄りの方々がふえているというのが、特に若い者が続かないというのが現状でありまして、本当子牛が高

いんで肥育が続かないというのは、これは現実としてあるんですが、これまでしかし常に子牛が高かった

わけじゃないわけですよね。子牛が安いときもあったけれども、肥育がなかなかできなかったというのは

やっぱり肥育に目を向けてこなかったということのあらわれじゃないかなと思っておりますから、例えば

宮古牛のブランドが確立されますとね、宮古牛を要するにブランド化していけば物すごい経済的なメリッ

ト、それから宮古島に牛肉を召し上がりに、例えばステーキを食べに来るというお客さんもふえると思っ

ておりますので、こういうことをやっぱりやっていくのも今後の宮古島の発展のためには欠かせないこと

じゃないかと思っておりますから大々的に、特に今説明がありましたけれども、肥育のですね、結果を見

ますと物すごく成績的にはいいんですよね。Ａの３以上が去年なんかはもう90％を超えているということ

でありますから、これはやっぱり成績的には問題ないんじゃないかと、Ａの４、Ａの５の比率も出してい
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ただくと非常によかったんですが、そういうのでですね、宮古島市はある程度肥育をしてももうかるよう

な体制ができるんじゃないかと考えておりますから、こういうことが考えられないかどうかですね、これ

を推進といいますか、奨励していっていただきたいと思いますが、こういうこともう一度答弁をいただき

たいと思います。

野菜とかについては、いろいろ補助の観点からも奨励していくのは当たり前なんですけれども、これは

ですね、今例えば輸送費の補助事業がなくなっても継続して生産ができるようなね、やっぱり生産基盤の

強化というのは大事なことですから、これを例えばあと10年後でも大産地として宮古島が生き残れるよう

な政策を、今のそういう政策があるうちにですね、補助事業あるうちに対策を立てていただきたいと思っ

ておりますから、これについては要望としてお願いしたいと思います。

マンゴーにつきましては、今の面積でいきますと73ヘクタールですからということですのでね、正直言

いまして宮古島の平均反収が700キロ、800キロなんですよ。これは、言っているように県の平均といいま

すか、県の指標は1.5トンになっておりますが、沖縄県もまだ１トンぐらいしかないわけですね、平均は。

そうしますと、やっぱり１トンとか700キロじゃなくてですね、１トン500、２トンとか３トンとっている

方々もたまにはいるわけですから、こういう方々のですね、技術をやっぱり広めてですね、宮古のマンゴ

ーが本当1,000トンになって毎日チャーター便で、貨物の大型チャーター便が来てマンゴーを運んでいく

というのができれば一番いいんじゃないかと思っておりますから、こういうことになるようにですね、ぜ

ひ技術的な応援、それから栽培技術の確立をですね、当局も中心になっていただきたいと思っております。

自衛隊の配備についてでありますけども、市長は積極的に自衛隊の誘致をするということはしないと申

しておりますが、私も別に積極的にやるというのは、これはやっぱり行政がやらなくてもいいのかなとい

う気もします。しかし、自分の身は自分で守るというのがこれ国の原則だと思いますし、住民の考えであ

りますから、やっぱりなぜそのままなのか、これを何とかしてほしいという、誘致してほしいと言わない

までも、国に対しては早く対処をしてほしいということは申し上げていくべきじゃないかと思っておりま

すので、ぜひ住民が安心するためにもですね、やっていただきたいと、このように思っております。

中国がこのように宮古島、沖縄県に対しても触手を伸ばしているということは、もう皆さん周知の事実

でありますから、これをですね、我々も黙って見ているわけにはいきませんので、絶対に沖縄は中国には

ならないと、ニーハオという言葉を使うようなことはしないということをぜひ決意を持ってやっていただ

きたいと、このように思っております。

それから、上野地区新里の焼却炉につきましてはですね、これもう毎回毎回話をしておりますが、早目

に撤去していただくように、これも要望になりますんで、それお願いしたいと思います。

最後になりましたけれども、市民の皆様にお礼と少し所見を述べてみたいと思います。旧上野村時代か

ら二十数年間、議員を務めさせていただきました。これもひとえに市民の皆様のおかげと御礼申し上げま

す。少しでも宮古島市のお役に立てればと思って行動してまいりましたけれども、この評価というのは、

私の評価というのは、もう市民の皆様にお任せをしたいと思っております。

今宮古島市は、下地市長を先頭にですね、議員、それから職員の方々が市民の幸福のために頑張ってお

ります。克服すべき問題も数多くあります。農業の発展、観光業の充実、そして行財政改革と、特に今行

財政改革の中で使われている学校統廃合問題等も、挙げればもう切りがありません。行政は、終了という
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のはありません。常に何らかの課題が出てまいります。市長、職員、それから議員の皆さんもですね、ぜ

ひ一致団結をして宮古島市の発展のために頑張っていただきたいと、このように思っております。私も一

市民としてこれからも協力をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。本

当に長い間ありがとうございました。

これで私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございます。

◎市長（下地敏彦）

合併前の旧町村の役場の近くには、それぞれ町営住宅あるいは村営住宅というのがあって、そこには若

い人が全部入っていたんだと。でも、だんだんみんな年とって、今は若い人がいないと、その周辺にある

団地にですね、若い人を入れるにはどうすればいいかという、これは提言と今受けとめておきましょう。

まさか追い出すわけにもいかないし、どうすればいいのか、これは少し考えてみる必要があると思います。

それから、第２次産業を振興するためにという、どうすればいいかというお話でありましたが、結局宮

古島は農産物を主体にした製造業あるいは加工業を主にやらざるを得ないというふうに思っています。や

っぱり６次産業化だなということを思っておりまして、マンゴーの規格外品の利活用、アロエの加工品、

ゴーヤ、パパイヤ、そういう今私どもが生産している農産物を主体にした形の加工業を少し強化をしてい

きたいと思います。

牛についてですけれども、子牛のブランド化はもうほぼ確立したのかなというふうに思っております。

今後は、やはり肥育をどうやってブランド化させていくかというのにやや力点を置いた政策を進めていく

必要があるというふうに考えておりまして、提言のあった若者をこれにどうやって参入させるかという政

策をしっかりと考えてみたいというふうに思っております。

マンゴーについては、今の73ヘクタール、しっかり頑張れば今の倍の生産はできるというマニュアルは

あると、県はそう発表しているわけですから、やっぱり農家の技術力の向上というのがこれからは求めら

れると。マンゴー施設を拡大するというよりも、技術力の向上による生産量のアップという方向に行きた

い。そういう意味でも、技術者の導入あるいは農家相互の技術力の切磋琢磨、そういうふうなのをしっか

りとサポートしていきたいと思います。

◎議長（平良 隆）

これで上地博通議員の質問は終了いたしました。

午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開します。

休憩します。

（休憩＝午後零時01分）

再開いたします。

（再開＝午後１時30分）

午前に引き続き、一般質問を行います。

順次質問の発言を許します。

◎長崎富夫議員

通告に従い、私見を交えて一般質問を行います。当局のご答弁をよろしくお願いいたします。

まず、市長の政治姿勢についてお伺いいたしますが、１点目に宮古圏域空港の利活用に関する検討委員
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会についてお伺いいたします。2012年度に開催された下地島空港利活用検討委員会に引き続き、去る８月

30日、宮古圏域空港の利活用に関する検討委員会が、会議が開かれております。2012年度の検討委員会で

は、下地島空港と宮古空港の役割などについて４つの案が示されております。この案につきましては、宮

古島市は１圏域２空港としての下地島空港、宮古空港の特性を生かした２空港を存続させる方向で協議を

進めてこられております。新しく設置した検討会議では、下地島空港利活用検討委員会で示された実現可

能性のある提案を踏まえて、宮古圏域空港の利活用に関する検討会議を発足し、圏域全体における下地島、

宮古の両空港の今後の利活用について、実現に取り組む具体的策を検討しております。実現可能性の利活

用案といたしまして、１つ目に航空会社のパイロット訓練、２つ目に研究機関や航空機メーカーの飛行訓

練、３つ目に小型人工衛星発射ロケット搭載航空機の離着陸の拠点、４つ目に宇宙旅行者の事前訓練など

商業的な宇宙港、５つ目に富裕層のプライベートジェット離着陸拠点の５つの案が提案されております。

この示された５つの案の中で宮古島市が目指す２空港を存続させていくために最もふさわしい案はどれで

あるのかお答えをいただきたいと思っております。

次に、一括交付金を活用した野鳥観察のネットワークづくりと体験観光の推進についてお伺いいたしま

す。１つ目に、与那覇湾についてでありますが、国の特別保護地区に指定されている与那覇湾が平成24年

７月に特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約、いわゆるラムサール条約で湿地登録さ

れました。総面積1,336ヘクタールが鳥獣保護区域に指定されております。また、区域内の水面積や植物

群落等の計704ヘクタールが特別保護地区に指定されております。その広大な湿地帯は、水鳥の生息地と

して、また水面域のマングローブなどの植物群落として貴重な観光資源であり、教育学習の面でも大いに

活用すべきと考えております。そこで、与那覇湾環境保全総合整備計画事業の中で一括交付金等を活用し、

例えば久松側の与那覇湾にある通称一郎島は与那覇湾を360度見渡せます。その一郎島に同じようにラム

サール条約登録湿地で那覇市にある漫湖公園に類似した生態系の観察センターを整備するお考えはないの

かお伺いいたします。

２つ目に、池間湿原についてであります。生い茂った水草でどこからどこまでが湿地帯か区別もつきま

せん。水鳥の観察もどこで行えるか、観光客からも不評を買っているとお聞きいたしております。私も数

年前にその湿原には行ったことありますが、なかなか案内人がいなければわからないような老朽化した観

察所がありました。湿原を観光資源として活用するためにも、水草を除去し、野鳥や多様性昆虫類の生態

系の保存が必要と思いますが、その観察所も含めて整備するお考えはないのかお聞かせいただきたいと思

っております。

３つ目に、伊良部島を含めた島内の入り江水域の整備についてでありますが、宮古島には嘉手苅入り江

や伊良部島と下地島の間の入り江など、水鳥や野鳥の生息する貴重な入り江が多くあります。しかし、赤

土の流入や自然災害などで野鳥の生息地が狭められております。その赤土を除去し、野鳥の生息地として

整備することはできないかお答えいただきたいと思います。

次に、財政についてお伺いします。１点目に、本市では大型公共工事がこれからめじろ押しであります。

着工いたしました宮古島市伝統工芸館、新ごみ処理施設、いわゆる図書館と公民館を併設した未来創造セ

ンター、ドーム型交流施設、平良港漲水地区再開発、市総合庁舎建設など、それぞれの財源の内訳を示し

ていただきたい。
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２点目に、財政計画についてであります。平成22年８月に宮古島市中期財政計画、これは平成26年度ま

での計画が示されました。本市において、平成27年度で合併算定がえ分の交付税特別枠30億円の交付額が

終了し、平成28年度から交付税の削減が始まります。先ほど述べましたように大型工事が始まるが、その

財源、財政計画に向けた平成27年度以降の中期財政計画は策定されているかお伺いします。

３つ目に、平成24年度の決算における市債額、新聞にも公表されましたが、再度市民にも、この場でお

答えいただきたいと思っております。その借金額は幾らなのか、市民１人当たりの借金額は幾らかお答え

いただきたいと思います。

次に、久松漁港の埋立地の活用についてお伺いします。この件については、何回も質問をさせていただ

いております。平成22年度の早い時期に地元漁業者と意見交換を持ちたいとお答えしておりますが、なか

なか具体的な進展が見られておりません。どのような意見や要望等があったかお聞かせいただきたいと思

っております。

次に、第二次集中改革プランについてお伺いします。定員管理適正化についてお伺いいたしますが、改

革案によりますと宮古島市定員適正化計画で平成25年度の職員数を830名としております。21人の採用を

当初予定したということですが、40名が採用されております。その理由と適正化計画との整合性をお伺い

いたします。

次に、道路行政についてお伺いします。松原29号線の道路植栽についてお伺いします。この件につきま

しても何回も質問させていただいております。平成21年の12月議会答弁で、調査したところ、クロキのほ

とんどは折れたり枯れたりして景観を損ねている。早急に取り除く方向で対応したいとご答弁されており

ますが、まだ９割以上のクロキが枯れたり折れたりしてですね、道路に傾いた危険な状況も見えます。少

なくとも枯れたクロキの除去をしていただきたいと思っておりますが、その植栽の植えかえについていつ

ごろを予定しているのか、これはやるのかやらないのかも含めてご答弁をお願いいたします。

次に、新豊線の道路整備についてお伺いします。平成22年の６月議会で副市長は、ほかに整備を優先す

る道路があるということで、今後検討する必要があるとお答えされておりますが、その道路についてもな

かなか工事が進んでおりません。最近近辺にはドーム型交流施設も計画されていることから新豊線の道路

整備は必要と思いますが、その計画についてお示しいただきたいと思っております。

次に、西里通り整備についてお伺いいたします。平成18年２月に当時の沖縄県宮古支庁土木建築課は、

西里通り整備の可能性調査結果について西里通り会員にご説明を、これ沖縄海邦銀行の２階でやりました。

当時私も都市計画課長の立場からこの説明会に参加しております。調査の結果として、４つの案について

道路整備可能性調査結果の報告がありまして、その結果、西里通りの最も可能性の高い２つの案が提案さ

れております。Ａ案として現道幅員整備での歩行者専用道路、Ｂ案、現道整備による１車線歩行者共存道

路、いわゆるコミュニティー道路であります。この２つの案が補助の採択基準であるＢバイＣ、いわゆる

費用対効果の基準を満たしており、同通りの最も可能な計画と判断するというご提案がありました。あの

説明から７年経過しております。多分都市計画課にはその資料はまだ残っていると思いますが、同通りの

計画に関してコミュニティー道路の整備が望ましいとの本市の方針は示されているものの、整備計画は一

向に進展しません。その原因はどこにあるかお答えいただきたいと思っております。

次に、農政についてお伺いいたします。宮古島産ムラサキイモの安定生産、供給についてであります。
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宮古島市いも生産販売組合の第２回総会で2012年度の実績が報告されております。初年度は、販売量120ト

ンを計画したが、実績はその半分以下の55トンで、つくったけど、過剰在庫を理由に買い取ってくれなか

ったとの不満や一部の芋は売れないのでもう捨てたと、農家の努力を無駄にしてほしくない、安定した生

産、販売体制を確立してほしいなどの要望が出たと報道されております。市が奨励して生産させておきな

がら、過剰在庫を理由に買い取らないということはどのようなことが原因なのか、また今後の対応策も示

していただきたいと思っております。

次に、教育行政についてお伺いしますが、まず２点目の学校統合問題についてからお伺いいたします。

教育委員会は、宮古島市全域の小中学校を対象に学校規模適正化を進めようとしております。その手始め

として、来間中を下地中に統合し、来間中を廃校にする議案を上程されております。これ住民からこうい

う声がありました、なぜ来間中が先か。その住民の話によると、今下地地区には議員がいない。だから、

反対する議員いないから、まずは来間中からでしょう。なるほど、教育委員長、そういうことですか。し

かし、来間中を下地中に統合してもなお小規模校に変わりません。また、同じように問題が起きる可能性

は否定できません。教育委員長は、学校規模として30人から35人規模の２クラス以上が望ましいとお答え

をされております。仮に下地中に統合した場合にこれ何人になりますか。なお小規模校に変わりないと思

っております。であるならば、適正規模にするためにはいま一度立ちどまって別の学校との統合案も示す

べきだと思っておりますが、いかがでしょうか。

教育委員会の進める学校規模適正化をした場合、宮古島市に小学校、中学校、それぞれ何校になるのか、

その将来的な適正規模の作業の手順も示していただきたいと思っております。

次に、市長の進める教育行政の理念についてお伺いいたします。市長は、来間中学校の統廃合に関しま

して、来間の住民側から議案の取り下げを要請されたことに対し、私が取り下げる理由はどこにもないと

し、市長の見解を問われたことに対しても、私がどう思っているかではなく、教育行政は独立している。

この問題は、教育委員会が決めることであり、議案として上程されれば議会が決めることと述べられてお

ります。私から見ますと、まるで他人事のように発言されております。議案が上程されればじゃなくて、

議会への提出議案は教育委員会でなく市長自身にあるわけですから、また住民説明会の出席要請に対して

も、説明会は市教育委員会が主体的になっていること、私が出れば私に対して質問が来るでしょうと述べ

られております。これ当たり前の話であります。議案の提案者は市長ですから、そこで議案の提案者であ

る市長の進める教育理念を示しておればまだ何らかの形でこの問題が進展したかもわからないだろうと私

は思っております。市長の進める教育理念を示していただきたいと思っております。

次に、教職員の働き方の改善、いわゆる教職員のメンタルヘルス対策についてお伺いいたします。2013年

３月29日の文部科学省がまとめた教職員のメンタルヘルスに関する現状の概要があります。学校教育は、

教職員と児童生徒との人格的な触れ合いを通じて行われるため、教職員が心身ともに健康でかかわること

が重要とあります。しかし、現状は精神疾患による教員の病気休職者数が、2011年度の統計なんですが、

全国で5,300名と、依然として高水準にあり、今深刻な状態となっております。県内見ますと、教職員数

１万4,508人のうち病気のため休職した小中学校及び特別支援学校の教職員は373人、うち精神性疾患によ

る休職者が158人で、その全体の42.3％を占めて、いずれも全国と比較して一番多いということに統計上

なっております。ちなみに、教員数の類似県で、三重県は教員数１万5,459人、病気休職者が135人、熊本
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県が教員数１万5,618人、休職者数117人と、沖縄県の３分の１程度で、県内の病気休職者の多さは深刻な

問題であります。そこで、お伺いいたしますが、休職者の多くが精神的なことからするとメンタルヘルス

の重要さが指摘されます。市単位での労働安全衛生委員会の設置等はできないのかお伺いいたします。

最後に、福祉行政についてお伺いします。市町村別生命表、2010年の統計が発表されました。宮古島市

の平均寿命は県内で37位、男性の平均寿命は県内ワーストとなっており、これ深刻な状況であります。県

においては、知事を先頭に健康長寿沖縄の復活に向けて推進本部を設置しております。宮古島市の長寿沖

縄一を目指す取り組みをお伺いしたいと思っております。

以上、ご答弁をお聞きしまして再質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦）

市長の考える、考えるというか、進める教育行政の理念についてということであります。

島の将来を支える人材の育成、それから島の歴史、文化の振興、これを図るための環境を整備していく

ことが大切であると考えます。教育委員会は、市民の代表者、それから関係団体の代表者、そして有識者

などで構成する教育ビジョン検討委員会、この委員会においてまとめた答申をもとに教育ビジョンを策定

しています。その中で大きく４つの教育目標を掲げ、その達成のためにさまざまな重点施策を計画し、ま

た実行しております。市長としては、教育ビジョンに盛り込まれたさまざまな計画が実現できるように最

大限の支援をしていくことが使命であると考えております。

◎副市長（長濱政治）

第二次集中改革プランについて、宮古島市定員適正化計画でのお話でございます。

平成25年度の職員数を830名として、21名の採用を予定していたが、40名を採用したと。これはですね、

平成24年の職員、適正化計画でですよ。あくまでも計画の段階ですが、平成24年の職員数が854人で、定

年退職者が45名、予定ですね。差し引きますと809名でございます。そして、830名が平成25年の定数です

から、その差額の21名ということで当初計画いたしておりましたけれども、定年退職者以外に勧奨退職と

か普通退職、それから死亡退職とか、そういうふうなものが出ておりまして、実際的には実際の定員は789名

でございました。実際の職員数ですね。789名です。それで、平成25年４月１日の職員数が830名ですから、

41名の採用を一応考えて、830名になるためには41名の職員数が必要になりますので、41名を採用しよう

といたしておりましたけれども、１人辞退者が出まして、結局40名の採用ということになっております。

◎教育委員長（宮國 博）

宮古島市の学校の規模適正化を進めるんであれば宮古島市全域の市立小中学校を対象とした議論を進め

るべきだというようなご指摘でございます。宮古島市学校規模適正化検討委員会の中でもそのような指摘

はございまして、そして我々教育委員会の中でも学校規模適正化方針はそのような立場で立てられており

ます。学校の規模適正化は、これはもう宮古島市全体の問題だと考えております。まずは、過小規模校、

小規模校の解消を目指しております。それから、市街地の学校に関しても校区の再編成等の必要性がある

というような認識でございます。

来間中学校と下地中学校と統合してもなお小規模校であるというふうなことには変わりはないとのご指

摘でございます。実際そういう状況にはございますが、過小規模校の解消という意味でのご理解をいただ

きたいと思います。小規模校、過小規模校を統合することによってよりよい教育環境の実現ができるとい



- 323 -

うふうに我々は考えております。

文部科学省の基準での適正規模校にした場合、宮古島市では小学校、中学校ともに幾つぐらいの学校に

なるのかというふうなことなんですが、これは５ないし６校ぐらいになるのじゃないかと考えております。

しかしながら、我々教育委員会としては必ずしもその数までに統合を進めるということではありません。

また、将来的な適正化計画についてですが、教育委員会の基本方針として出した案以外にですね、社会情

勢や人口動態等、今後の変化がございますので、それらをしっかりとにらみながらですね、総合的に判断

していく必要があると考えております。

下地中と来間中を統合したらどれくらいの人数になるかというふうなことなんですが、次年度ではです

ね、105名になる計算でございます。

◎企画政策部長（古堅宗和）

宮古圏域空港の利活用に関する検討会議についてのご質問であります。宮古圏域空港の利活用につきま

しては、利用が低迷している下地島空港の活用促進を図るため、昨年度沖縄県が下地島空港利活用検討会

議を設置し、市から提案しました国際線の就航、国際的な航空機整備基地、災害時の緊急物資備蓄基地な

どの利活用案を含め、県の提示案とあわせて実現の可能性について議論をしたところであります。今年度

は、昨年度の利活用検討会議で議論されました利活用案の中から５つの案を抽出し、その実現に向けてさ

らに調査を進めることになったものであります。８月30日に開催されました第１回の会議では、この５つ

の案が実現可能な案として提示され、その実現に向け、県が次回の会議までに誘致に向けて調査をするこ

とになっております。市としましては、１圏域２空港のメリットを最大限に生かすため、下地島空港につ

きましては現状のパイロット訓練の継続、エアラインの拡大など、活用を強く求めていく考えであります。

◎総務部長（安谷屋政秀）

長崎富夫議員の財政についての大型公共工事、未来創造センターの建設費は幾らほどを見込んでいるか

という質問についてお答えしたいと思います。

宮古島市未来創造センター（仮称）建設につきましては、用地費、用地取得を含め概算で30億円から35億

円を見込んでおります。使用財源としましては、合併特例債を活用させていただきます。

２点目の平成27年度以降の中期財政計画は策定されているかの点についてお答えしたいと思います。本

市の中期財政計画は、平成27年度から平成31年度までの５カ年間の施策を具体的にするため策定します。

なお、策定に当たっては、期間内に合併算定がえが終了する普通交付税や公共事業の財源の起債等を反映

して、平成26年度で取り組んでまいりたいと思います。

次に、平成24年度の決算における市債残高は幾らか、また１人当たりの起債残高は幾らかについてお答

えしたいと思います。平成24年度末の本市の起債残高は、一般会計で349億2,096万6,000円、水道事業を

含む公営企業会計分を含めますと445億4,553万6,000円となっております。この残高を平成25年３月末人

口である５万4,519人の対象としますと、１人当たり81万7,000円となります。

◎生活環境部長（平良哲則）

１点目に、野鳥観察のネットワークづくりと体験観光を推進するための与那覇湾、池間湿原、嘉手苅入

り江、伊良部島などの入り江水域の整備についてでありますが、まず与那覇湾につきましては、野鳥観察

施設について下地地区側の通称サニツ浜近辺で、（仮称）与那覇湾湿地水鳥学習館、そして同じく仮称で
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すが、希少生物保護センターの整備を計画しております。池間湿原につきましては、平成23年11月に池間

島全域が国指定鳥獣保護区に指定され、池間湿原の管理は環境省が行っております。現在環境省は、管理

方針の策定を進めており、宮古島市としましてもこの方針に沿って水草除去等に協力していきたいという

ふうに考えております。また、伊良部島の入り江については、一括交付金事業を活用した事業の計画をし

ております。また、下地地区の嘉手苅入り江等に関しましては、今のところ計画はありません。

次に、大型公共工事について、新ごみ処理施設等建設の事業概要及び財源内訳についてお答えをいたし

ます。ごみ焼却施設の概要は、ストーカ式焼却炉による１日16時間運転の准連続燃焼方式で、１日63トン

の処理能力施設であります。リサイクルセンターの工場棟の概要は、処理方針として破砕、選別、圧縮方

式とし、処理能力は１日11トンを計画しております。また、リサイクルプラザ等の概要は、リサイクル展

示室、再生工房、多目的工房、視聴覚室、多目的ホール等を設置し、市民の環境学習の場となる機能を備

えた施設を計画しております。これらの事業は、循環型社会形成推進交付金事業実施計画に基づいて進め

ることになります。その計画に基づいて試算すると、総事業費は約59億円になります。財源内訳としては、

国からの交付金は約24億3,000万円余、地方債は約34億6,000万円余と試算しております。

次に、福祉行政について、健康長寿への取り組みについてでありますが、宮古島市の取り組みとしまし

ては、がん検診や特定健診の受診率を向上させるため、個別検診ができる医療機関の拡大など受診しやす

い環境づくりに努めていきたいというふうに考えております。また、宮古島市国民健康保険加入者や中小

企業の従業員等が加入する協会けんぽの特定健診結果等から、治療中の方でも保健指導の対象となってい

る方が多いことから、今後はさらに早期発見、早期治療の推進だけでなく、重症化予防の視点で市内各医

療機関とも連携を強化し、個々に合った指導を展開していきたいというふうに考えております。また、今

年度から始まった健康長寿沖縄県を復活させるプロジェクトの一環として、県が実施している健康行動実

践実証モデル事業にも市として参加することが決定しており、今後は県と連携を図りながら健康長寿復活

に向けての取り組みをしていきたいというふうに考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

１点目の久松漁港の埋立地の活用についてのご質問ですが、平成24年５月に久松漁港事業計画の意見交

換会を松原、久貝両自治会長及び地元漁業関係者を交えて行いました。地元からの要望は特になかったと

聞いております。今後の活用につきましては、宮古島市地域防災計画の中で緊急時海上輸送ルートの物資

保管用地として利用する計画を考えております。

次に、ムラサキイモの生産安定供給についてのご質問にお答えいたします。宮古島産かんしょ６次産業

化に伴う加工施設設置計画書では、2012年度の生産計画を120トンという数値目標を立てて取り組んでま

いりましたが、目標の約半分となった原因としましては、実施初年度ということもあり、思うように取引

業者との契約に至らず、計画とする目標までの結果を出すことができませんでした。結果的に生産農家に

も経済栽培としてのムラサキイモ購入が行き届かなかったことを踏まえ、今後の運営については生産組合

事務局が行ってきた運営を農政課に移行し、生産農家、ムラサキイモペースト工場と連携し、計画的な作

付から出荷調整を行うとともに、地産地消も積極的に進めながら、県内外の販路拡大に努めてまいりたい

と思っております。

◎建設部長（下地康教）
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まず、財政について、大型公共工事の財源はどうなっているのかということでございます。

まず、ドーム型交流施設の財源の内訳でございますが、スポーツ観光交流拠点施設整備事業の総事業費

は30億円でございます。事業費の約８割を、24億円を平成24年度から平成28年度までの５カ年間の間で一

括交付金を利用して活用していきます。ちなみに、その１割がですね、交付税として戻ってくるという形

になっていまして、最終的には市の負担は１割という形になります。

次に、もう一点、大型公共工事の事業の内訳でございますが、これは平良港漲水地区の複合一貫輸送タ

ーミナル改良事業でございます。これは、総事業費が47億円でございます。国の直轄事業として、岸壁、

これ耐震バースでございますが、これが220メートル、その背後の港湾施設用地が２万1,000平米の整備を

行い、直轄事業の事業費が31億円で、市の負担がその５％となりますので、１億5,500万円というふうに

なります。さらに、47億円うちの16億円を市が施行いたします。それの工事の内容でございますが、ふ頭

用地を３万平米造成をいたします。それの中に緑地もございまして、16億円のうち11億円が起債事業とい

うふうになってございます。あとの残りの事業が補助事業という形になります。

次に、道路行政でございます。松原29号線の植栽が枯れているということでございますが、これにどう

いう形で対応したのかということで、ご質問の内容は徳洲会病院前から久松地区における道路でございま

す。この路線の植栽が枯れているということは我々のほうも認識しておりまして、ほかのですね、路線の

植樹ますの撤去が発生した場合に発生樹木をですね、逐次移植をしていくという形で考えています。今後

11月以降にですね、植栽を行っていくという計画をしております。

次に、新豊線の道路整備についてでございます。これは、新里聰議員のご質問もございましたんですけ

れども、これは今度ですね、スポーツ交流拠点施設の整備事業に絡めまして、それの整備に合わせて今回

の道路工事をですね、検討していきたいというふうに考えております。

次に、西里通りの整備についてということでございます。西里通りは県道平良城辺線で、整備につきま

しては県宮古土木事務所の管轄事業になっております。整備方針について、県はコミュニティー道路とし

て整備をするということが決定をしており、通り会の皆様方にその説明をしております。なお、事業着工

においては県の整備方針に対し、通り会の皆様方と合意形成を進めていきたいというふうに思っておりま

して、我々市としてもそれに沿って調整を進めていきたいというふうに考えています。

◎観光商工局長（下地信男）

大型公共工事の財源について、伝統工芸館整備事業でありますが、総事業費は３億599万8,000円でござ

います。今一括交付金を活用して整備を進めているところです。事業の財源は、国庫補助80％、２億4,479万

9,000円、市の負担分20％で、6,119万9,000円のうち10％は後年度特別交付税により措置されるというこ

とになりますので、市の実質的な負担は3,059万9,000円程度と理解しております。

◎教育長職務代行者教育部長（田場秀樹）

長崎議員の教育行政について、教職員の働き方の改善について、市町村単位で労働安全衛生委員会の設

置ができないかというご質問ですが、労働安全衛生法では一定の基準に該当する事業所で、安全委員会も

しくは衛生委員会を設置しなければなりません。学校は、衛生委員会の範疇になりますが、本市において

設置しなければならない規模、常時50人以上の学校はございません。現在学校現場では、衛生推進者を選

任し、労働安全衛生管理体制をとっており、管理職、主任等及び関係機関との連携により、メンタルヘル
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ス研修や校務遂行に係る職員面談及び相談などに取り組んでおります。ご質問の教育委員会単位での設置

については、現段階において考えておりませんが、今後は衛生推進者の活動を推進できるような要綱制定

や研修など、環境整備を進めてまいります。

◎長崎富夫議員

再質問をさせていただきます。

まず、第二次集中改革プランについてでありますが、先ほどご答弁いただきました。プランの中にあり

ます定員管理の適正化において、今後も勧奨退職制度の積極的運用や新規職員の計画的採用を行う。つま

り平成26年度、次年度になりますが、再任用制度の導入により再任用職員が見込まれることから、今年度

定年を迎える職員へのアンケートを事前に行い、再任用予定職員の人数を把握していく必要があるとして

おりますが、再任用職員は平成26年度適正化予定の798人とはこれ別枠としての任用になるのかお伺いい

たします。

次に、西里通りについてでありますが、商店街は下里通り、市場通りの３通りを中心にして栄えてきた

ところでありまして、今日においても一番元気な通りで、にぎわいを見せております。観光客も多いとこ

ろですが、排水路の悪臭、あれをどうにかしろということの声が多くあります。これについては、早急な

整備が必要でありますが、また１つには同通りの、要するに宮古グチでマッチャグヮーで宮古島で残して

ほしい町並みの一つでもあります。幸いにして今あの西里通り商店街組合ではまちづくり講演会など開催

し、中心市街地再生に向けて取り組みを進めていることは大変喜ばしいことであります。電線の地中化や

下水道も含めた整備ができればもっともっとにぎやかで元気になると思いますが、ぜひ宮古島市の強いリ

ーダーシップを発揮して、通り会と整備方針を本当に緊急に協議していただければいいまちづくりになる

ことが期待されます。ご見解をお伺いいたします。

次、ムラサキイモについてでありますが、市長は平成24年度の施政方針で、宮古島産かんしょ、これ芋

について６次産業化の戦略品目と位置づけ、おいしい宮古島産芋の安定供給を図り、換金作物として他の

かんしょと連携した６次産業化に取り組むため、関係団体とのプロジェクトを推進します。平成25年度の

施政方針でも、６次産業化の戦略目標である宮古島芋については、年間を通した安定生産と計画的な出荷

体制を整備し、新たな土産品としての消費拡大に努めますと、２年続けて施政方針でも述べており、ムラ

サキイモの産地化に並々ならぬ決意を示しておられます。施政方針聞いたときに、これ数十年前、これ旧

平良市でのことなんですが、ニンジンの産地化に取り組んだ経緯がありますが、なかなか成功を見ません

でした。その教訓生かしてしっかりと取り組んでくれることを期待いたしましたが、初年度の実績は惨た

んたる状況であります。農林水産部長は、初年度で思うようにできなかったとかご答弁されておりますが、

生産農家にとってはこれはまさに死活問題であり、仮にＴＰＰにキビや畜産などの品目が入ると宮古島の

農家は壊滅的な被害を受けることは報道されているとおりでありますので、そのためにもキビにかわる農

産物の産地化は喫緊の課題であります。ムラサキイモの産地化は大いに期待されているところですが、初

年度の結果としては残念であります。市当局は、所期の目的を達成するため、今後とも販路拡大を含めて

支援していきたいとしておりますが、販路拡大には市長のトップセールスがぜひ必要であります。どのよ

うな対策をとられるか、市長のご見解をお伺いいたします。

教育行政についてでありますが、統合問題、私は宮古島市でも少子高齢化が進む中で将来的に避けて通
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れない問題であることは承知しております。同じ会派を組む下地博盛議員から、今日に至るまでの教育委

員会の手法について、当初から検討委員会にかかわった委員としての思いと見直しを熱く語っていただき

ました。全く同感であります。確かに市町村合併時の第１次宮古島市総合計画で学校統廃合に関しては示

されておりますが、私が拙速だと申し上げるのは、３年前検討委員会を立ち上げて、１年以上の検討委員

会を重ね、市長に答申してからわずかな期間で、これは強引にと言ったら語弊があるかもしれませんが、

物事を進めていることを私は拙速な手法だと申し上げているわけであります。

お伺いいたしますが、文部科学省通達にある住民合意のない統合をしてならないことからして、来間島

住民の98％が反対し、全く合意が得られていない中ではいま一度立ちどまって、住民を含めた両校生徒の

対等な統合意識を持たすために、下地博盛議員もおっしゃいましたように、ならし期間、いわゆる準備期

間が必要と思うが、どうなのかお伺いいたします。例えばの話、１学期の４月から７月までは１年中で比

較的穏やかな気候であります。来間中の生徒が来間大橋を渡り、下地中で学び、ＰＴＡの行事は来間中で

行い、住民を交えた交流を深めるとか、そのような準備期間を置けば状況は変わっていくだろうと思いま

すが、いかがでしょうか。お答えをいただきたいと思っております。

同じく教育行政についてでありますが、市長の理念についてはお伺いいたしました。市長は、施政方針

で行政の基本は市民の意見に耳を傾け、スピーディー、丁寧に対処することであると述べておられます。

しかし、この学校統廃合問題については、市民や地域の意見に耳を傾けているとは到底私には思えません。

拙速なスピーディーさだけが目立ち、丁寧さは全く見えません。教育行政は独立しているとし、教育委員

会だけに責任を押しつけているように思えます。市長は、学校統廃合問題で各地の住民説明会に何回行か

れたでしょうか。新里聰議員へのご答弁にもありましたが、統廃合問題と地域振興策は別問題で、説明会

で振興策を言うと統廃合ありきと捉えられるとお答えされております。これは、私には説明会に行かない

言いわけとしか思えません。これまでも説明会に各地区から市長への出席要請があったと思いますが、多

分一回も参加されていないと思います。市長が説明会に出向き、住民に対し、地域の振興策も含めて市長

の教育行政に対する先ほど申された理念をお示しいただければ状況は変わっていたかもわかりません。市

長、これについてどう思うのかお答えいただきたいと思っております。施政方針で示された丁寧な行政、

ぜひこれを地域住民にしっかりと丁寧に説明していただきたいと思っております。

以上、お答えいただいて再度質問させていただきます。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

学校の規模適正化について、各地域での説明会に市長も出るべきではなかったかというお話であります。

統合というか、学校規模適正化の問題は、すぐれて教育環境をどうするかというのに１点に絞られた形

で論議が進められるべきであるというふうに考えております。これまでもずっと一貫して答弁しているよ

うに、地域の振興策は振興策としてこれまでもやってまいりましたし、これからもやってまいります。統

合は統合でしっかりとやってもらえればいいというふうに思っています。

◎副市長（長濱政治）

宮古島市定員適正化計画の中で再任用制度、次年度の798名は別枠かという話でございますけども、こ

の再任用制度そのものがまだ具体的な段階に入っておりません。ですから、次年度が採用枠に入っている

かどうかというふうな話にはお答えできかねますけども、基本的には再任用される方は嘱託でございます
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ので、いわゆる定数の中に入るということではございません。

◎農林水産部長（村吉順栄）

芋の６次産業化については、香港への出荷も始まり、地元及び県内、国内の販売を含めますと月量で10ト

ン程度はいく計算になっております。今後とも市長のトップセールスも含めて、加工業者と連携しながら

販路拡大に努めて、所期の目的を達成していきたいと思っております。

◎建設部長（下地康教）

再質問の内容は、西里通りのですね、整備は今後どうなるのかということだと思いますけれども、先ほ

ど申し上げましたように西里通りは県の所管になっておりまして、直接的には県が整備をするという形に

なりますが、西里通りを含めた中心市街地のまちづくりという観点からはですね、やはり先進地事例を参

考にしながらですね、地域の皆さん方、地権者の皆さん方とさまざまな知恵を出し合いながらまちづくり

を進めていく必要があるというふうに考えております。

◎教育委員長（宮國 博）

これからの我々の取り組みなんですが、まず住民合意がない中でというふうなご指摘がございます。反

対のご意見があるというのは重々認識しておりますが、しかしながら宮古島の学校規模適正化の計画とい

うのは、これは宮古島市全体を鳥瞰する中での作業でございますので、そのような立場で今後は進めてい

くと、こういう考えでございます。

それから、ならし期間というのが必要だというふうなのは、さきにも質問がございました。長崎富夫議

員の質問ですね。これにつきましてはですね、私ども統合が進むという決定がされた時点において、来年

の４月１日を迎えるための案、作業の案はつくってはあるんです。ですから、それが早速展開されるとい

うふうなことでございます。これから行政の説明あるいは行政サービスの中でですね、地域の人たち、児

童生徒が抱える不安、これは解決していかなきゃならないと。そういう意味ではさらなる努力が教育委員

会に求められると、このように認識をしているところです。

◎長崎富夫議員

最後に、学校問題、統合問題について私見も述べながら終わりたいと思っているんですが、先ほど申し

上げたように少子高齢化が進む中では将来的に避けて通れません。ただ、住民の合意を得ない統廃合は民

主的とは思えません。これまでの議論の中で統廃合に賛成を述べられた議員も多くおりますが、多くの人

数で切磋琢磨とか、運動会を見たが、少人数で惨めだったとか、生徒の出番が少なくＰＴＡと地域の運動

会であったとか、こういうことはいいじゃないですか。それを地域が望んでいれば、まずはその子供たち

が何を望んでいるか、地域が何を望んでいるか、お話をよく聞く必要がある、重要だと思います。学校を

なくすためにどうするかではなく、まずは学校をどう存続させていくかというのも行政のまずは立場じゃ

ないかなと私は思っております。市長の丁寧な振興策を含めたですね、説明も必要であると考えます。教

育委員会委員長ですね、将来的な学校規模適正化を進める傾向を示しておられますが、10月27日に改選さ

れる新議員の地域もそれはいずれ統廃合の対象になっていくことだろうと思っております。

ところで、宮國博教育委員長は12月に任期を迎えます。再任されればまたこの大役を担っていくだろう

ということになるかと思います。ただ、この間半年間ですね、教育長不在の中でこの難しい問題に取り組

んでこられた教育委員長または事務方に関しては敬意を表しますが、ただ申したように住民との合意形成
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をしっかり図ってですね、住民が納得する民主的な教育行政を行っていただくことをお願い申し上げます。

最後に、私にとってもあっという間の４年間でありました。行政から議会に入り、戸惑いを感じながら

もこれまで４年間、26名の議員と仲間として、あるいは活発な議論も通しながらやらせていただきました。

大変貴重な経験でありました。これまで私に対する市民の叱咤激励、あるいは提言やご指導があったこと

を心から感謝申し上げ、私の一般質問を終わります。大変ありがとうございました。

◎議長（平良 隆）

これで長崎富夫議員の質問は終了いたしました。

◎下地 智議員

今議会一般質問も最終日を迎え、いよいよ私と棚原芳樹議員、２人となりました。そして、私たち任期

満了、任期間のですね、最後の議会でありますが、その中にあって５名の同僚議員が勇退なされるとお伺

いしています。市民からはね、勇退するには早過ぎる、もっと市民のために頑張ってほしいというエール

が送られているのも事実ですし、私もそう思います。しかしながら、それぞれに今後のご計画があっての

ことだと思いますので、これまでの皆さんの培ってきた経験をですね、宮古島市の発展のためにおのおの

の立場で頑張ってほしいと思います。また、再選に挑む私を含めて21名の同僚議員は、再びね、またこの

議場で再会でき、市政の発展のために頑張らせていただきますように、市民の皆さんのご理解をよろしく

お願いしたいと思っております。

さて、一般質問に入る前ですね、今議会議論の焦点となっている来間中学校廃校に関する議案について、

私なりの私見を述べさせていただきたいと思います。これまで同僚議員から賛否両論いろいろありました

が、私は今の状況でですね、賛否を問うためにこの議案が熟成された議案ではないと考えております。私

たち議員は、市民の声を議会に反映するという大きな職責を担っております。98％近い地域住民が反対し

ているということを踏まえますと、教育委員会は住民の理解を得るための地ならしをすべきで、そのこと

が十分なされないまま教育委員会のスケジュールだけで強引に議案の上程を求めるのはすべきでないし、

今後統廃合を進めていく中で住民紛争に発展する懸念を抱えることになりかねないと、私はそう思います。

行政と市民の信頼関係の構築なくして地域の発展はありません。これらを踏まえ、もう少し猶予期間を置

いて、教育委員会にはもっと地域住民と向き合って論議を尽くしていただきたいと強く要望しておきたい

と思います。

これより一般質問に入らせていただきますが、任期最後の議会ですので、私がこれまで取り上げてきた

質問の中から抜粋してその検証と今後の計画等について質問したいと思います。最後から２番目というこ

とで、重複する部分がかなりございますので、角度を変えながら質問いたします。当局の誠意ある答弁を

よろしくお願い申し上げます。

まず最初に、市長の政治姿勢についての１点目で、スカイマークの利用状況と継続運航の可能性につい

てお伺いします。この件については、せんだって嘉手納学議員に対する答弁で、搭乗率は６月が31.4％、

７月、55.7％、８月、86％と、好調に推移しているとの報告がございました。また、市としてもですね、

職員に対し利用促進を図っていき、そしてスカイマーク本社に出向いて継続運航に向けて要請をしたいと

いう答弁がございました。早い時期にですね、要請をしていただきたいと思いますが、具体的な予定があ

ればお聞かせ願いたいと思います。
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スカイマーク社の運航継続は、他社の運賃低減化に向けての自助努力を促し、本市の観光客増加、また

市民の那覇への往来等に大いに貢献しており、本市の経済に及ぼす影響ははかり知れないものがあり、当

局にはしっかり取り組んでいただきたいと思います。スカイマーク本社への要請の際には、那覇宮古間の

運航継続は当然ですが、ぜひ宮古石垣、宮古台北間の運航についても要望してはいかがでしょうかと思う

んですが、見解を賜りたいと思います。

次に、先島航路の旅客船運航についてでありますが、私はもうこの件については何回も何回も質問して

まいりました。昨年離島航路就航可能性調査を県が実施し、さきの６月議会で私の質問で企画政策部長は、

いろんなパターンを設定して調査したところ、単年度経常収支で25億円から50億円の赤字が見込まれると

いうことで、その理由をるる述べられております。これからすると非常に厳しい印象を受けるわけですね。

私は、これまで述べてきておりますが、日本全国見渡しても有人島において旅客船が運航していないのは

この那覇宮古石垣間だけだと聞いております。採算は度外視してもですね、これは、国、県の責任でぜひ

運航を再開すべきだと考えますが、今後市としてどのように働きかけをやるのかお伺いしたいと思います。

また、民間の運航会社へのですね、要請と働きかけはなされているのか、その点についてもお伺いいたし

ます。

次に、先島圏域として観光振興の可能性についてでありますが、ご存じのように石垣市は新石垣空港の

開港に伴い、石垣、本土及び外国からの直行便の路線の拡大が進められ、今後観光客が飛躍的に伸びるこ

とが予想され、今年度は80万人突破する勢いであります。本市も観光客40万人前後で推移しております。

これまでは、どちらかといえばおのおのの地域で頑張ってきたわけですが、これからはですね、やっぱり

グローバルな視点で、先島圏域を一つのエリアとして捉え、互いに相乗効果を引き出していくためにも模

索する転換期を迎えているんだと思います。そのことが本市のみならず先島圏域全体、特に多良間島なん

かはね、やっぱりもう中間でなかなか観光客も行かないわけですから、この先島圏域の全体のですね、観

光産業の振興の底上げをね、図る上でも非常にこれは大事だと私は考えております。これからは、先島圏

域がそれぞれの特性を生かして、圏域全体が魅力ある観光資源の開発、こういうのも急がれるだろうと、

そこら辺について当局のですね、見解をお伺いしたいと思います。

次に、比嘉加治道排水路の整備についてですが、私はこの件については、排水路がですね、やはり雑木

が繁茂して排水路の機能を妨げていること、また蚊の発生源となっており、衛生面で非常に問題があると

いうことで再三整備の必要性を訴えてきましたが、さきの定例会で農林水産部長は、下地明議員の質問に

対する答弁で、「これまで農地・水・環境保全対策支援事業で平成21年から平成23年にかけては約750メー

トルの区間を清掃しておりますが、清掃範囲が広いため、本事業での全体的な排水路の清掃は困難であり、

別メニューの水利用調整・高度化事業を導入し、施設の安全性の向上と維持管理の省力化を図ります」と、

「なお、本年度の調査設計を６月中に発注し、調査設計完了後、11月ごろには工事着工できるものだと思

っています」と答弁されております。そこで、お伺いしますが、この事業は予定どおり進められているの

かお伺いいたします。

次に、旧城辺庁舎跡地利用について、この件についてはせんだって下地明議員、西里芳明議員の質問に

対する答弁で、２回のね、検討会が開かれていると。そして、９項目の活用策が示されております。今後

ですね、この９項目に絞って決定がなされているのか、まずこれからお伺いしたいと思います。
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次に、水溶性天然ガス開発の今後の開発と活用策と相乗効果についてでありますが、この件についても

同僚議員からの質問の内容である程度理解できました。私はちょっと角度を変えて質問しますが、現在行

われている試掘調査、これは来年５月ごろまでにね、県へ調査報告がされると聞いております。調査後、

調査結果によると思うのですが、今現在試掘している現場ですね、調査が終わった後どのように処理をさ

れるのか。撤去するのか、そのまま残してこれを活用して今後いろんな開発につなげていくのかですね、

その点。そして、非常に調査結果が気になるわけですが、その開発をね、実施するための条件といいます

か、例えば埋蔵量がどれぐらいの加工が見込まれないとだめですよとかですね、それと成分、成分もいろ

いろこう有効に活用できる成分、例えばヨウ素等などがあると聞いておりますので、そこら辺の説明もあ

わせてお願いしたいと思います。

次に、墓地集団化に向けての取り組み状況についてでありますが、平成22年度に県から墓地事務の権限

移譲に伴い、市は平成24年２月に宮古島市墓地基本計画を策定しております。そして、平成25年度中に本

市に適合した基準やルールづくりを目指し、条例制定に向けて作業を進めると聞いているのですが、作業

の進捗状況、これはどうなっているのかお伺いいたします。

次に、農業振興についてですが、まず１点目に、農林水産物流通条件不利性解消事業についてですが、

この事業は那覇から本土までね、農林水産物輸送に対し、航空運賃は花卉、水産物でキロ140円以内、野

菜、果物等で115円以内と、船舶輸送の場合、全品目35円以内で助成をするという制度であります。本市

のですね、生産者に交付された助成額の実績、これがどうなっているのでしょうか。実績を報告していた

だきたいと思います。

次に、２点目に、本市の農林水産従事者の島外出荷に際してですね、大きなやはりネックになっている

のが離島がゆえの輸送コストの格差であります。輸送コストの格差是正が本市の農業、水産の振興の鍵を

握っていると言っても過言ではありません。それを踏まえて、さきに質問した県の農林水産物流通条件不

利性解消事業を継続させていくために、国、県に対しての働きかけと同時にですね、現在宮古那覇間の輸

送補助も同時に実施することが全体的な流通不利性の解消につながっていくと思います。幸い本市も当初

予算で宮古那覇間の助成策である生鮮水産物流通不利性解消事業を予算計上してあるんですが、それはど

ういうふうになっているのかですね、そこら辺をまずはお伺いしたいと思います。

以上、答弁をお聞きして再質問いたします。よろしくお願い申し上げます。

◎市長（下地敏彦）

天然ガス関連のご質問についてお答えをいたします。

天然ガス試掘調査事業については、本格的な試掘調査が始まっており、今後は今年度末をめどに天然ガ

スや副産物である温泉水等を採取し、その成分分析を行うこととしております。天然ガスの利活用につい

ては、ガス成分等の分析結果にもよりますが、天然ガスを利用した発電、自動車の燃料としての利用、付

随水の温泉を利用したスパ等の保養施設、観光施設、農業用水としての利用、さらに付随水に含まれるヨ

ード利用等、さまざまな分野での活用が期待され、その相乗効果は地元のみならず島内における雇用創出

など、当市の経済に対して大きなインパクトを与えるものと考えております。市といたしましては、調査

結果を踏まえ、県と協力して未来に向けて本市の発展に寄与するようなさまざまな方策を検討してまいり

たいと思います。当然今掘っている井戸については活用するという方向で県と調整をしたいというふうに
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考えています。

◎企画政策部長（古堅宗和）

先島航路の旅客船運航についてのご質問で、県への働きかけはどうっているか、また運航会社への働き

かけはどうなっているかとのご質問にお答えいたします。

先島航路の旅客船運航につきましては、これまでも機会あるごとに県並びに県議会に対しまして運航再

開に向けた働きかけを行っております。県においては、採算性などの課題により航路再開に向けては厳し

いとのことでありますが、離島航路は先ほど議員も話されましたように重要な交通基盤であり、より安定

的な交通手段の維持確保を講じていただくよう、去った８月28日に美ぎ島美しゃ市町村会におきまして、

先島旅客航路の再開について県並びに見解に対し要請をしたところであります。また、運航会社への働き

かけにつきましては、就航した際大幅な赤字が予測されるため、その赤字をどうカバーするのか、運航に

おいては毎年多額な補助を続ける方策が不可欠となることから、現在運航会社ではなく県に対して打開策

を講じるよう要請をしております。

◎生活環境部長（平良哲則）

１点目に、旧城辺町役場跡地検討委員会での取り組み状況でありますが、次回の予定している検討委員

会におきましては、継続審議の施設６点と新たに提案された施設３点について、事務局で資料作成を行い

まして、協議することになっております。そして、その中で委員の中から新しい提案が出た場合には、そ

れは検討委員会の中でどう取り扱うか協議していくということになっております。

次に、墓地集団化に向けての取り組み状況についてでありますが、本市は無秩序に立てられた墓地によ

る生活環境の悪化や計画的な土地利用への支障といった問題を解決するため、宮古島市墓地・埋葬に関す

る条例、これ仮称ですが、その制定に取り組んでおります。現在この条例は、平成26年の３月議会に上程

をする予定で今取り組みをしております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

まず、１点目の比嘉加治道排水路の今後の取り組みについてということについてお答えいたします。

比嘉加治道集落排水路の清掃について、議員ご指摘のとおりこれまで農地・水・環境保全対策支援事業

において実施してきましたが、総延長が約４キロに及ぶことや事業費との絡み等もあり、単年度での整備

が難しい状況でありました。今年度から新たに水利用調整・高度化推進事業を導入し、整備を行います。

今年度は、比嘉入り口から城辺中央クリニック裏側までの約1.2キロを整備する予定であります。施工方

法としましては、排水路ののり面平均４メートルないし５メートルを防草マットで覆い、雑草、雑木等が

繁茂しないような施工をする予定であります。なお、工事着工時期については10月中旬ごろを予定してお

ります。

次に、農業振興についての農林水産物流通条件不利性解消事業についての実績はどうなっているかとい

うご質問にお答えいたします。農林水産物流通条件不利性解消事業は、沖縄県が事業実施主体となってお

ります。平成24年度の実績としましては、野菜が出荷重量1,494トン、補助額にしまして１億431万4,200円、

花卉出荷重量15トン、補助額が140万500円、果樹出荷重量が１トンで、補助額が12万3,300円、その他薬

用作物類が2,500円となっております。水産物出荷重量では300トン、補助額が1,542万400円、全体としま

しては出荷重量1,810トン、補助額が１億2,126万900円となっております。
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次に、生鮮水産物流通条件不利性解消事業はどうなっているかというご質問にお答えいたします。生鮮

水産物流通条件不利性解消事業は、離島の水産業が抱える地理的な不利性を解消するため、本市から沖縄

本島へ出荷する生鮮水産物について１キロ当たり55円の輸送費助成を行うものであり、沖縄振興特別推進

交付金での実施を要望しております。しかしながら、事業の採択については内閣府からたび重なる質問事

項、確認事項を受けており、５月末の１次採択並びに６月末の２次採択においても事業の採択がなされて

おらず、いまだ事業の実施を開始できる状況ではありません。現在９月末の３次採択に向けて内閣府との

やりとりを重ねているところであり、採択が実現すれば10月より事業開始が可能であると考えております。

◎観光商工局長（下地信男）

まず、スカイマーク社への継続運航の要請について、８月の搭乗率は86％、昨年に比べてですね、３倍

強の搭乗率を達成して好調な数値を示しております。しかし、冬場は昨年と同様、同じようにですね、搭

乗率は落ち込むことが予想されますので、冬場、10月の下旬から11月中に要請ができればと考えておりま

すけども、スカイマーク社の社長さん大変忙しい方でですね、３月もなかなか調整がつきませんでした。

今回早目に調整してまいりたいと思います。

それからもう一点は、先島圏域としての観光振興の可能性について。新石垣空港は、開港から６カ月が

経過し、格安航空会社の参入や乗り入れ便の増便などによって八重山地区の観光入客は大きく伸びており

ます。それと同時に、石垣島から宮古島への入客も昨年度と比較して300人から400名ほど増加しており、

新石垣空港の効果が宮古島や先島全体に及んでいることが考えられます。これを契機として、先島圏域の

観光振興を図っていくためには、先島圏域の各地域がそれぞれの特性を発揮しつつ、お互いの観光特性を

しっかりと認識した上で、観光商品の開発や誘客などの連携を図っていく必要があると考えております。

航空会社や観光関連企業などとの連携により、先島圏域を一つの観光エリアとして形成すれば、これ議員

ご指摘のとおりでございます。先島全体の観光振興の可能性は高まってくるものと考えております。ＪＴ

Ａでは、台湾の旅行会社と連携してですね、先島周遊ツアーなるものの企画をこれから始めるという動き

が出てきておりますので、今後そのような展開が期待されます。

◎下地 智議員

答弁ありがとうございました。それでは、再質問をさせていただきたいと思います。

まずですね、スカイマークの運航継続の件なんですが、これは早い時期にですね、10月から11月にかけ

て、早い時期に要請をしたいということでありますから、冬場に入る前にね、社長と調整を図って、ぜひ

早目の要請をお願いしたいと思います。本市と那覇間でスカイマークが運航しているわけですが、格安航

空会社ですね。今後はですね、スカイマークのみならずＬＣＣ、航空会社たくさんございますので、そこ

ら辺も含めて要請をしていただきたいなという思いもありますが、これがね、やはり本市の観光の飛躍的

発展に必ずやつなげていけると、そういうふうに思いますので、そこら辺もお聞かせ願えたらと思ってお

ります。

次に、先島航路の旅客船運航についてであります。この事業は、もうやはり部長もおっしゃっているよ

うに、交通基盤の整備という観点からもですね、どうしてもやってもらわないといけない私は事業だと思

っております。強く県に要請してですね、一括交付金の活用等もお願いしながら、どういった形で運航が

可能かというね、話し合いをぜひ進めていただきたい。これは、美ぎ島美しゃ市町村会を抱き込んでです
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ね、ぜひ強いお願いをしていただきたいと、そういうふうに思います。これは要望にしておきます。

それと、気になるのはですね、県のアンケート調査の結果、これはもう出ておりますよね。そこもわか

れば、簡単でよろしいですので、ちょっと報告していただければと思います。

次に、先島圏域としての観光振興の可能性についてであります。先ほど部長も話しておりました。やは

り今後先島圏域を一つのエリアと捉えて、おのおののね、特性をしっかりと出しながら相乗効果が出るよ

うな仕掛けをですね、ぜひやっていただきたい。そのためにはですね、美ぎ島美しゃ市町村会がございま

すよね。この中で先島圏域の観光の可能性について、議会として、市長、ぜひ話し合いを持っていただい

てですね、交通アクセスの充実等も含めて協議をしていただきたいと。やはり郷土意識をですね、ぜひ先

島圏域の市町村長持っていただいてですね、取り組んでいただきたいと、そういうふうに思います。そこ

ら辺市長どうお考えかちょっとお聞かせ願いたいと思います。

次に、比嘉加治道排水路の整備についてですが、平成25年度で1.2キロメートル整備をすると、工事の

内容も説明を受けました。これまでイタチごっこのようにですね、ちょっとやってまた移動してやってい

るうちにやったところはまた繁茂すると、そういう感じじゃなくて、一挙にこうやっていただけるという

ことですから、非常に感謝しております。これ２年にまたがる事業だと聞いておりますんで、平成26年は

どの部分を工事するのか、その説明もお願いしたいなと思っております。

集落排水路は、３つに分かれているんですよね。さっき言った城辺中央クリニックの裏の排水路、比嘉

と加治道の間を走る排水路、それと加治道公民館の西側を通る排水路があります。これ１つになって、主

流が１つになってトンネルに行くような排水路ですから、これ全体で平成26年度で本当に完了できるのか、

その説明と、それと事業費ですね、どれぐらいの事業費を見込んでいるのか、その説明もあわせてお願い

したいと思います。

次に、旧城辺町庁舎跡地利用についてであります。示されている９項目以外にも提案があれば順次取り

上げながら検討していくという旨の答弁でございました。この９項目ですね、やはり一つ一つをするのじ

ゃなくて、これを複合的にですね、かみ合わせて総合的な施設をつくるということもぜひ考慮していただ

きたいと思います。例えばですね、児童館、これもこの施設につくったらどうか。それと、ミニ整備事業、

こういうのも抱き合わせながら、そういう項目を２つか３つ取り入れて１つの施設にするとかですね、い

ろんなパターンが考えられると思うんですよ。私の私見なんですが、私はですね、あそこに、市長も述べ

られておりますが、島の将来を支える人材育成の推進、そのためにもですね、国内外からの人的交流、こ

れ必要だと思うんですね。その拠点をぜひつくっていただきたいなという思いが実はあります。理由とし

てですね、城辺地区に教育委員会も所在しております。そして、太陽光発電実証実験もございます。地下

ダム資料館もあります。そして、いよいよ天然ガスの試掘事業も始まりました。そういったいろんな面で

のエコ関連学習の場、これが散在していてですね、非常にそういう人的交流の場として最適な地じゃない

かと私思うんです。ぜひそこら辺も考慮してですね、何とか10項目めにそういうのも取り入れてトータル

的な整備を図っていく、そういうこともぜひ考えていただきたいと思います。市長にもその見解をぜひお

答え願いたいと思います。

次に、天然ガス、今後の計画と活用策、相乗効果を詳しく、市長、説明していただきました。非常に地

元住民もですね、これについては期待をしておりますし、地域の活性化につながるという思いでおります。
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ただですね、地域住民の懸念するのは、地下ダムもそうなんですが、地元の資源として城辺に存在してい

るわけですが、なかなかそのメリットが地元に返ってこないと。きのうも模合でそういう話が出ました。

地下ダムもある。天然ガスもこれから試掘される。でも、城辺にどれだけのメリットがあるかなという話

題が出ておりましてですね、ぜひそこら辺も何とか地域のメリットになるような施策の展開をですね、す

ばらしい天然ガスの開発でありますから、ぜひ期待したいと思います。

そして、私がさっき質問したのは、開発に至るまでにどれだけの埋蔵量があればゴーサインが出るのか

というの非常に気になるところなので、そこら辺具体的な数字がわかっていればですね、どれだけあれば

開発行為として可能ですよという数字が示されればぜひお願いしたいと思います。

それと、墓地の集団化に向けての取り組みなんですが、平成26年度の３月で条例が制定されるというこ

とであります。私は気になるのはね、どんどん、どんどんお墓建設やっていますよね。条例が制定してす

ぐその運用がですね、効果的に運用がされるのかというのを非常に懸念しているんですが、そこら辺はど

ういうふうな整合性を持って進めていくのかですね、それについてもちょっと見解を賜りたいと思います。

答弁を聞いて再々質問いたします。よろしくお願いします。

◎市長（下地敏彦）

まずは、スカイマーク関連であります。

なるべく早くスカイマークの社長さんにお会いしたいということで申し入れはしておりまして、なるべ

く早く行って調整をいたします。その他のＬＣＣの導入についても同様に考えておりますので、要請はや

ってまいります。

それから、先島の観光の可能性というお話でありましたけれども、沖縄振興計画、これまでの計画は宮

古圏域、八重山圏域と別々に分かれて記述されていたんですね。これが今回からは一つの圏域という形で

記述されていて、沖縄県全体としても一つの圏域だという捉え方をいたしております。当然私どもも美ぎ

島美しゃ市町村会議において、宮古、八重山は１つだという前提のもとでいろいろと要請活動もこれまで

もやっております。特に今回取り上げたのは、多良間石垣間の飛行機、それから石垣波照間の飛行機とか、

そういうふうな離島間を結ぶ小型の飛行機もぜひやるようにというふうな形でですね、要望しておりまし

て、圏域全体のバランスのいい形でやろうという形でこれは進めております。

それから、旧城辺庁舎跡地の利用について今議員から提案がございました。複合的に利用したらどうか

という提案であります。とてもいい提案であるというふうに思っております。一方では児童館は別の手だ

てでやるという話もありますけれども、今おっしゃるように１つにしてですね、総合的な利用のための施

設というのがいいのかもしれないというふうに思っておりますんで、これは私ども市の事務局としても話

をしてみたいなというふうに思っております。

それから、天然ガスについて城辺地区にちょっと色をつけたらどうかというお話ですけれども、当然天

然ガス掘りますと温泉水出てまいります。そうすると、保養施設は当然のようにその場所でしかできない

という形になります。そういう意味では、利便性が一番高い形でできるだろうというふうに思います。そ

れから、天然ガスを利用した農業用のビニールハウスへの利用というのもありますから、そうするとそれ

もやっぱり城辺の地域が一番地の利がいいという形になってまいります。そういう意味では、地の利とい

うふうなのが非常に生かせる形でですね、他の地域よりも促進できるだろうというふうに思っております。
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◎副市長（長濱政治）

墓地です。条例が制定されても効果的な運用はできるかということでございました。条例はですね、来

年の３月ごろには出したいというふうに思っております。その条例の中で、個人墓地を設置する禁止区域

であるとか、既存の墓地について禁止区域以外や公営墓地等への誘導を進めるというふうな方針を一応出

していきます。しかしながら、公営墓地をすぐやるかというと、なかなかうまくセットできるとはちょっ

と思えない部分がございまして、平成25年から平成29年までの間で墓地をつくりたいというふうなところ

につきましては、民間霊園とか墓地経営許可を受けた個人墓地によって供給するという形をとっていきた

いというふうに思っております。ただ、いずれにしろ墓地を建設する際に必要な経営許可申請制度、これ

を周知徹底するということ、これを特に条例制定と抱き合わせでですね、住民に強く訴えていきたいとい

うふうに思います。ただ、この条例ができて本当に可能かということになりますと、規制されるよという

ことを強く市民に周知しながらですね、悪質なものは摘発していくというふうな形で取り組んでまいりた

いというふうに思っております。

◎企画政策部長（古堅宗和）

県が実施しました先島航路の旅客船運航についてのアンケート調査結果の内容はとの再質問がありまし

たので、お答えいたします。

県は、昨年離島航路就航可能性調査を実施し、住民ニーズのアンケート調査、それから就航船舶の確保

方法及び方法別の取得費用について、船舶業界関係者へのヒアリング調査を行っております。調査結果に

よりますと、航路再開利用時の利用意向は、宮古島住民38％、石垣島住民45％となっております。この利

用意向率をもとに算出しますと、年間の船舶旅客需要は２万5,377名となり、平成18年実績の約87％程度

の需要しか見込めないこととなっております。旅客収入は１億1,700万円余となっております。これに対

し船舶業界関係者へのヒアリング調査を行った結果、６月議会でも答弁しましたように、新たに建造した

場合、それから現在の貨物船を50人規模の貨客船に改造する場合、それから既存の貨物船を修学旅行利用

にも対応できる定員150人規模の旅客船に改造した場合など幾つかのパターンで試算をしました結果、毎

年約25億円から55億円の赤字が見込まれ、航路事業者に毎年大幅な補助を続ける方策が不可欠となること

から、航路再開に向けては非常に厳しいとのことであります。しかしながら、県に対しましては採算性だ

けで離島振興策を講ずることがないよう、引き続き旅客船就航実現に向けまして美ぎ島美しゃ圏域が一体

となりまして、県を初め関係機関に働きかけてまいりたいと考えております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

下地智議員の比嘉加治道排水路の再質問にお答えいたします。

議員おっしゃったように比嘉加治道排水路は、基幹１号かん水路、２号かん水路、３号かん水路がござ

います。今年度は、１号かん水路と２号かん水路の一部を実施します。残りの３号かん水路あるいは１号

かん水路、２号かん水路の残りの部分については平成26年度を予定しておりますが、この事業は排水路の

整備と浸透地フェンスの補修、修繕あるいはスプリンクラーの改修等も事業の内容になっておりますので、

排水路だけの事業費としましては今年度、来年度で約9,000万円を予定しております。ただ、9,000万円で

は今のところ全体を清掃、伐開あるいは防草のマットを施工するのは厳しいかなと思っておりますので、

来年度の事業費の増を県にお願いするとして、もしできなければ、これは平成26年度までの事業なんです
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けど、それの延長をお願いするということにしたいと思っております。

◎下地 智議員

ご答弁ありがとうございました。再々質問をさせていただきたいと思います。

農業振興についての質問で、２点目の農林水産生産者の島外出荷、生鮮水産物流通不利性解消事業、本

市が予定していた事業ですよね。これがまだ県との、内閣府ですか、との調整がつかないということなん

ですが、この事業極めて重要な事業でありますから、どうして調整がつかないのかね、この理由をちょっ

と教えていただけますか。よろしくお願いします。

それと、比嘉集落排水の事業について質問します。平成25年、平成26年度で約9,000万円の予算が見込

まれるということで、これだけでは３つの排水路を工事完了することは厳しいと。そのために平成26年か、

もしくは増額をして平成26年度でお願いをしていくということなんですが、ぜひこれですね、予算確保に

向けては、部長、しっかり取り組んでいただきたい。まさか残すようなことだけはしないでくださいね、

予算が足りないということで。ぜひお願いしたいと思います。

あわせてですね、今後の展開として、この３つの排水路が工事完了した後でですね、前から私よく言っ

ておりますトンネルですね、これの入り口付近にやっぱり公園、あそこもう本当に宮古島内で１キロもあ

るトンネルですから、非常に活用すればおもしろいものができると思うんですね。せめてその安全対策上

の調査費とかですね、そういうのが予算化できればなという思いがあるんですが、そこら辺の部長の見解

をですね、お聞かせ願いたいと思っております。

時間となっておりますので、答弁を聞いて私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎市長（下地敏彦）

まずは、生鮮水産物流通不利性解消事業のまだ採択されていない理由なんですが、内閣府のほうからで

すね、こういう意見が出されています。この事業に対して県漁連の考え方はどうなんだと。この事業をも

し宮古那覇間をやった場合、結局沖縄本島への漁業者の影響が出るんじゃないかと。沖縄本島からの漁業

者からの不満も出るだろうと。だから、そういうのが出ないようにどうなっているのかという意思の確認

をしてくれという質問がございました。したがって、これを受けて県と県漁連と、それから泊の魚市場が

あります。そこと、それから宮古島市が８月の７日に会議を開いてですね、この問題について論議をした

結果、特に問題はないという意見で集約できました。その結果を９月の５日に内閣府に送ってあります。

まだ回答が来ないという状況が今の状況だということであります。

もう一つ、比嘉の排水路についてでありますが、今やっている事業だけでは多分足りないだろうという

ふうに思っております。したがって、別のメニューも探さなければならないということで、目下それを探

しているところであります。整備後の１キロ当たりの水路を活用した公園ということですが、まずは整備

をしてから考えてみたいというふうに思います。よろしくお願いします。

◎議長（平良 隆）

これで下地智議員の質問は終了いたしました。

本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長いたします。

しばらく休憩いたしまして、３時50分より再開いたします。

（休憩＝午後３時32分）
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再開いたします。

（再開＝午後３時50分）

一般質問をする前に答弁の訂正があるそうですから、長崎富夫議員に対する答弁訂正があるそうですか

ら。

◎副市長（長濱政治）

答弁の訂正をさせてください。大変申しわけありませんでした。

長崎富夫議員の再任用は定数の枠内かということでございまして、私嘱託と勘違いいたしておりまして、

あくまでも任用という形をとるということで、定数の枠内ということでございます。訂正させてください。

失礼しました。

◎議長（平良 隆）

引き続き一般質問を行います。

質問の発言を許します。

◎棚原芳樹議員

さよなら議会最後の質問となりました。最後となりますと似たような質問も多々あろうかと思いますが、

再質問あたりで私なりに私見を交えながら意見を述べていきたいと思っておりますので、当局の皆様方の

誠意あるご答弁をよろしくお願いします。

それでは、通告に従いまして一般質問を行います。最初に、市長の政治姿勢についてお伺いいたします。

まず、伊良部大橋についてでございますが、伊良部大橋は昭和49年の架橋実現要請以来39年がたっており

ます。離島である伊良部島と宮古島を結ぶことにより、離島苦の解消はもとより、物流のコストの低減、

市場拡大による地域経済の活性化、医療、教育、福祉の向上が図られ、宮古圏域の発展と農業、漁業、観

光業の振興に大きな役割を果たすものと大きく期待されております。平成25年３月完成予定でありました

が、２年おくれて平成27年１月完成を目指して、国、県とも力強く取り組んでいるわけでございますが、

現在の進捗状況をお聞かせください。

引き続き、県営公園の整備計画についてでございますが、総合運動公園としての整備と防災公園として

の機能を持った県営公園整備計画の進捗状況をお聞かせください。

引き続き、伊良部島と下地島間の入り江環境整備計画についてでございますが、嘉手納学議員を初め、

何人かの議員の皆様も質問しておりますが、私も再質問あたりで私見を交えながら質問をしますので、現

在の進捗状況と今後の計画についてお聞かせください。

引き続き、伊良部地区観光地環境整備について、現在の取り組み状況をお聞かせください。

引き続き、下地島残地の農業的利用ゾーンの整備について、現在の進捗状況と今後の計画をお聞かせく

ださい。

引き続き、伊良部字佐和田のコミュニティーセンターの建設について伺います。この佐和田地区は、古

くなった公民館を取り壊し、児童館を建設しておりますが、地区の公民館としての使用もできず、地域の

行事や集会などにも支障を来しております。地域の皆様が津波や災害時の避難用施設としても使用できる

公民館及びコミュニティーセンター建設はできないものかお伺いします。

引き続き、伊良部地区での海洋深層水事業計画の推進についてでございますが、下地島残地や下地島の
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農業的利用ゾーンあたりで海洋深層水を活用した事業の導入はできないものかお伺いいたします。

引き続き、伊良部大橋橋詰広場整備計画について、厳しい状況とは聞いておりますが、現在の進捗状況

と今後の計画をお聞かせください。

引き続き、全天候型スポーツ観光交流拠点施設整備計画についてでございますが、総事業費と施設の規

模と内容についてお聞かせください。

また、中央図書館、中央公民館新築工事についても総事業費と施設の規模、内容についてお伺いいたし

ます。

引き続き、伊良部地区生活雑排水の適切な処理でございますが、現在海へ直接流している状況でござい

ます。きれいな伊良部の海や環境を守っていく上でも、行政として何らかの方法や対策はできないのかお

伺いいたします。

引き続き、宮古島市のオニヒトデ駆除に対する取り組みについてでございますが、多良間や水納島周辺、

また石垣島でも大量のオニヒトデが発生し、地元のダイバーや漁師の皆さんによる駆除がなされておりま

す。島の宝である美しい海が失われ続ければ、環境や漁業にも大きな被害が広がることを懸念すると同時

に、次世代の子供たちに宝の海を残すためにも、今オニヒトデ駆除への取り組みをしっかりやっていかな

くてはと思うわけでございますが、宮古島市の現在の取り組みについてお聞かせください。

引き続き、国有地の払い下げについてでございますが、前里光恵議員も質問しておりました。各小作農

家に払い下げていくべきであるということでした。私もそのように思うわけでございますが、市としては

一括払い下げの考えと133人の小作者が組合を立ち上げて国との話し合いをしていくのが望ましいと言っ

ているわけでございますが、市として先頭に立って国への要請をしていく考えはないのかお伺いいたしま

す。

引き続き、トゥリバー地区リゾート開発計画についてでございますが、あれから何年もたっております

が、ほとんど前進しない状況でございます。現在の進捗状況と今後の計画をお聞かせください。

引き続き、伊良部下地島の通称中の島でのトイレ、シャワー施設、駐車場整備はできないのかお伺いい

たします。

総合庁舎建設計画についても、建設場所、時期、規模、総事業費についてお伺いいたします。

引き続き、伊良部地区乗瀬橋の整備計画についても、現在どうなっているのか状況をお聞かせください。

引き続き、近年伊良部地区において枝豆生産が非常に盛んになっております。この二、三年、生産農家

もふえ、今後の有望な作物として期待されておりますが、現在の伊良部地区における枝豆生産の現状と今

後の計画、また選果施設の建設計画はあるのか、またどうなっているのかお伺いいたします。

引き続き、道路行政についてお伺いいたします。伊良部地区市道35号線道路整備計画でございますが、

私は合併当初よりこの道路整備について何回も質問をしてきましたが、なかなかできないこの道路でござ

います。県との調整も厳しい状況であると聞いておりますが、現在の状況をお聞かせください。

引き続き、トゥリバー地区臨港道路伊良部線整備計画についてでございますが、10年ほど前から伊良部

大橋開通までにぜひ道路の整備をと何度もお願いをしてまいりましたが、現在の状況と今後の計画につい

てお聞かせください。また、道路計画での上水道の計画はあるのかお伺いいたします。

引き続き、伊良部大橋伊良部側つけ根のほうから長山港への道路の整備計画についてでございますが、
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どういう計画になっているのかお伺いいたします。

引き続き、沖縄クボタ宮古営業所より富士製パンに抜ける道路整備についてお伺いいたします。近年ア

パートや住宅なども建設されており、通勤通学の人や子供たちも多く見られます。道路幅が３メートルか

ら４メートルの道路で、直角になっている場所もあり、非常に危険な状況でございます。周辺はほとんど

国有地であり、旧海軍飛行場跡地でございます。戦後68年になっても戦争の爪跡が残るこの地域でござい

ます。ぜひこの地域の方々が安心して暮らしていくためにも、生活道路の拡幅工事はできないものかお伺

いいたします。

引き続き、イオンタウン宮古南ショッピングセンター丁字路と宮古電水土木前の信号機設置についてで

ございますが、最近車の交通量が多く、大変危険な状態でございます。１年半後に伊良部大橋が開通する

と、今よりももっと大変な状態になることと思われますので、早目の信号機設置ができないものかお伺い

いたします。

引き続き、宮古島市の平成20年度から平成24年度の医療費の推移についてでございますが、どうなって

いるのか、また宮古島市として市の医療費削減対策についてもどうやっておられるのかをお伺いいたしま

す。

ご答弁をお聞きしまして再質問をしますので、よろしくお願いいたします。

◎市長（下地敏彦）

トゥリバー地区のリゾート開発に関連して、進捗状況と今後の計画ということであります。セキュアー

ド・キャピタル・インベストメント・マネジメント株式会社では、当初の開発計画策定時とは事業を取り

巻く環境が変化しており、開発計画の見直しの作業を今進めているということであります。本件のような

大規模開発プロジェクトでは、基本設計の策定、設計、ホテルオペレーターや各種コンサルタントの選任、

金融機関との交渉等に時間を要し、着工までには１年半から２年程度の時間を要し、11月８日までの工事

着工は困難な状況にあるとし、着工期限の再延長を申し出ております。市といたしましては、再延長の申

し出を受け入れ、早期の事業着手に向け今後も働きかけてまいりたいと思います。

◎副市長（長濱政治）

下地島空港残地の農業的利用ゾーンの整備についてでございます。宮古島市は、農業と地域の振興に寄

与する農業振興方策の指針となる下地島農業基本計画を平成24年２月に策定し、計画の具体化に向けて農

業的利用ゾーンを平成24年12月に県から買い受け、基盤整備やかんがい排水事業導入に向けた農業振興地

域編入を５月20日に受けております。また、耕作者とは利用権の設定作業を、ことしじゅうにはその設定

作業を並行して進めていきたいと思っております。

◎企画政策部長（古堅宗和）

まず最初に、伊良部大橋の進捗状況についてお答えをいたします。

伊良部大橋建設現場事務所によりますと、平成24年度末の進捗率は事業費ベースで全体の89％となって

おりましたが、４月16日に主航路部の中央径間の架設が終了し、現在は伊良部側のＰＣ上部工の架設が７

月20日から開始されているとのことであります。なお、８月下旬の進捗率は、上部工が74％、下部工が100％

となっております。今後の工程としましては、上部工の残りと橋詰広場建設などを進めていくことになっ

ております。開通は、平成27年１月を予定をしてございます。
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続きまして、伊良部地区での海洋深層水事業計画についてのご質問であります。海洋深層水総合利用施

設整備につきましては、これまで沖縄振興計画の意見交換会及び沖縄県離島振興協議会等において要望し

てきたところであります。また、本市としましても海洋深層水の地域振興への可能性について、久米島町

にあります沖縄県海洋深層水研究所や久米島海洋深層水開発株式会社及び久米島町役場へ去った８月に調

査及び資料収集を実施しております。伊良部地区から海洋深層水の要件を満たす取水地点までの距離が長

く、膨大な建設費が見込まれるなどの課題がありますが、海洋深層水利用に関する商品開発に向けた企業

動向や市場性、事業採算性、管理運営主体などを引き続き調査したいと考えております。

◎総務部長（安谷屋政秀）

棚原芳樹議員の中央図書館、中央公民館新築工事、仮称ですが、宮古島市未来創造センターの総事業費

と施設の規模と内容についてお答えしたいと思います。

総事業費としましては、概算でありますが、30億円から35億円程度を想定しております。施設の規模と

しましては、図書館部分、これが一般室、児童室、郷土資料コーナー、市史編さん室、書庫等で3,146平

米を予定しております。また、中央公民館の部分としましては、多目的ホール、研修室４室、スタジオ、

和室、調理室等で2,083平米、その他玄関ホールや展示コーナー等を合わせて延べ面積で6,940平米の計画

を予定しております。土地の購入については、現在国と協議を進めております。

次に、国有地の払い下げについて市でも要請できないかという質問についてお答えしたいと思います。

去った９月18日の前里光恵議員の質問で、国有地の農地については一括して払い下げを行うことが基本方

針であり、個々の払い下げを行う考えはないとのことでありますという答弁を行ったところですが、先日

総合事務局のほうに問い合わせたところ、先週の金曜日返答がありまして、財務省所管普通財産のうち畑

などの農地として貸し付けを行っている国有地については、耕作者からの買い受け要望等を踏まえ、沖縄

総合事務局財務部において売り払いできるかどうかも含めて検討を行っているということであります。ま

た、農地以外の土地については使用形態が違うと、いわば雑種地、原野、宅地という使用形態が違う土地

については取り扱いがそれぞれ異なるということですので、買い受け等を希望する方は宮古財務出張所の

ほうに問い合わせてほしいという返答がありました。

◎副市長（長濱政治）

総合庁舎建設計画についてお答えいたします。

建設場所、時期、規模、総事業費について、市民の利便性の向上及び業務の効率化を図るためにも、市

総合庁舎の建設は必要だと考えております。一方で、庁舎建設には膨大な費用を必要とすることから、活

用すべき財源や建設時期について慎重に検討を進めているところです。建設時期については、合併特例債

の期限内に整備をしたいと考えており、規模や総事業費については現在検討中でございます。なお、建設

場所につきましては、現時点において決定しておりませんが、市民の利便性の観点から総合的に判断した

いと考えております。

◎生活環境部長（平良哲則）

まず、１点目に、伊良部字佐和田のコミュニティーセンターの建設についてでありますが、コミュニテ

ィーセンターの建設及びそれに類似する施設につきましては、さきの下地明議員にも答弁したとおり、一

括交付金の活用が可能かどうか県と調整をします。また、他地区で整備された農業関係の集落基盤整備事
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業で補助メニューが該当するかどうかも検討したいというふうに考えております。

次に、信号機設置についてでありますが、議員ご指摘のイオンタウン宮古南ショッピングセンター丁字

路の信号機設置につきましては、イオンタウンの出入り口側を含め変形の十字路となっており、交通安全

確保のため宮古島警察署へ要請を行っております。要請に対し宮古島警察署からは、同交差点の交通量は

多いものの、視認性、見通しはよく、また同交差点からそれぞれ約70メートルと約160メートル地点に信

号機が設置されていることから、交通の安全や円滑を図ることは可能で、またイオンタウン出入り口側を

閉鎖したことで交通の危険性は低く、現段階において信号機の必要性は低いとの回答でありました。

宮古電水土木前交差点の信号機については、要請に対しまして同十字路交差点は交通量は多いものの視

認性はよく、交通規制状況は道路標識や道路標示で主従ははっきりしており、また同交差点から約70メー

トル地点の国道390号に信号機が設置されていることから、交通の安全と円滑を図ることは可能で、現段

階における交通信号機の必要性は低いとの回答でありました。しかしながら、本市におきましては同交差

点の交通量が今後ふえることが予想されておりますので、交通の安全と円滑を図る上からも今後とも引き

続き宮古島警察署と連携して要請をしてまいります。

次に、宮古島市の平成20年度から平成24年度の医療費の推移についてでありますが、宮古島市の医療費

の推移につきましては、平成20年度は43億1,400万円、平成21年度は44億6,500万円、平成22年度は46億

1,200万円、平成23年度は48億4,600万円、平成24年度は48億200万円となっておりまして、平成24年度の

医療費は前年度と比較して4,300万円の減となっております。この減の理由として挙げるのは、１人当た

りの医療費は微増となっておりますが、被保険者が前年より372名の減となっていることが要因というふ

うに考えられております。宮古島市の医療費削減対策としましては、市民の健康増進事業としましては、

食育事業と体にいい運動を中心にした健康増進事業を行っており、これらの事業は医療費にお世話になる

前の予防を主眼とした事業というふうになっております。

◎農林水産部長（村吉順栄）

伊良部地区の枝豆生産は、当初10名程度で、約４ヘクタールの秋植え栽培を中心に取り組んできたとこ

ろ、市場や消費者より高い評価を受けるとともに、生産増の要望等もあり、秋植えから年２作型の秋植え

と春植え栽培に取り組んでおり、優良農家を対象に規模拡大を図っており、現在生産者約30名、栽培面積

が約35ヘクタールで、伊良部島の特産物として定着しつつあります。現在活用している集荷施設は、最盛

期になれば手狭で利用効率が悪いことは理解しており、市としましても集出荷施設の必要性は認識してお

りますので、栽培農家の意見等を集約して関係機関と協議し、取り組んでいるところでございます。

◎建設部長（下地康教）

まず初めに、県営公園の整備計画についてでございます。

沖縄県においては、今年度宮古圏域広域公園基本構想検討業務が委託をされております。当基本構想は、

宮古広域公園に求められる機能の整理を行い、公園コンセプトに対応した適地を候補地として選定するこ

ととしております。今後も県営公園早期実現に向け、要請、協議を行ってまいりたいと考えております。

なお、県は今月末、本市との意見交換を予定をしております。

次に、全天候型のスポーツ観光交流拠点施設の整備について、総事業費とその施設の規模と内容につい

てというご質問でございました。まず、総事業費は約30億円を予定をしております。その内容としまして
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は、敷地面積が２万1,000平米程度、駐車スペースが約500台、延べ床面積が約5,200平米、アリーナ面積

が3,600平米、収容人数は約5,000人を予定をしております。アリーナ部分では、ゲートボール場が６面配

置可能というふうに計画をしております。

次に、道路行政で伊良部地区における通称乗瀬橋の整備計画についてというご質問でございました。ご

質問の路線は、市道伊良部148号線の乗瀬橋で、橋の老朽化に伴い、平成24年に市で取り壊し撤去工事を

完了しております。引き続き県は県道平良下地島空港線として整備していく計画となっております。乗瀬

橋の整備計画は、今年度で実施設計を行い、平成26年度で下部工の片側、平成27年度で残りの下部工の整

備を行い、平成28年度で上部工の整備を完了する計画となっております。

次に、道路行政で伊良部地区市道35号線の整備計画についてのご質問でございました。市道伊良部35号

線は、平成24年度新規採択に向け、現道拡幅整備事業で新規要望を行っておりましたが、県との調整段階

において拡幅整備での採択はできないという結果に至っております。本市としては、当路線を通学路、通

勤路として重要な路線であると認識しておりまして、現在他の事業継続路線の進捗状況等を勘案し、今後

どのような事業内容で要望していくか再検討を行い、引き続き関係機関と調整していきたいというふうに

考えております。

次に、トゥリバー地区臨港道路伊良部島線整備計画についてでございます。現在の進捗状況と今後の計

画についてというご質問でございます。港湾課の担当する臨港道路伊良部島線は、平成24年度に事業採択

され、事業が着手されております。事業計画は、全体事業費で約３億1,000万円、道路延長が525メートル、

幅員が15.5メートル、附帯施設として街路等整備を行っていきます。平成24年度現在の進捗率は、事業費

ベースで16.7％でございます。今後は、用地買収を進めながら道路工事を行い、平成27年度の供用開始を

目指しております。

次に、伊良部大橋の伊良部側つけ根から長山港への道路整備計画についてというご質問でございました。

ご質問の路線は、市道伊良部103号線の一部で、県道平良下地島空港線として路線認定されている道路で

ございます。当該路線区間については、県の道路事業で平成26年度に実施設計を行い、平成27年度以降、

用地買収、物件補償、本工事等を実施していく計画となっております。

次に、沖縄クボタ宮古営業所より富士製パンに抜ける道路拡幅整備計画についてというご質問でござい

ました。当路線の現状は、対面交通がですね、可能な道路で、舗装整備もなされており、集落道的機能を

果たしていると捉えております。このことから、整備の必要性や緊急性を検討した結果、現時点での拡幅

整備計画は検討はしておりません。しかしながら、当路線の排水不良箇所については問題を解消するため、

浸透ます設置工事等を今年度で実施していく予定となっております。

◎観光商工局長（下地信男）

本市におけるオニヒトデ駆除に対する取り組み状況についてでございます。

本市におけるオニヒトデ駆除事業は、ダイバーのオニヒトデによる刺傷事故を受けまして、海洋利用者

の安全確保という観点で昨年から一括交付金を活用して実施しております。今年度は、７月から12月にか

けてダイビングポイントを中心に大きく５つのエリアに分けて駆除を実施することとしております。この

５つの駆除エリアですが、まず１つ目に池間島から八重干瀬周辺、２つ目に砂山から西平安名崎沖、それ

から３つ目に伊良部島北東から下地島周辺、４つ目に宮古島南海岸、これシギラからインギャー沖、５つ
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目に宮古島東海岸東平安名崎パナリから高野漁港沖の５つのエリアで期間中30回の駆除活動を行う予定で

進めております。７月に２回行いまして、全体で648体の駆除を実施しております。今後12月まで約30回

の回数で駆除を進めてまいります。

◎上下水道部長（川満好信）

トゥリバー地区臨港道路伊良部島線に上水道の計画はないかというご質問でございますけども、上水道

の計画については現在のところ計画はありませんが、今後住宅建設等、状況を見きわめながら対処してい

きたいと考えております。

◎伊良部支所長（川満勝彦）

５点ほどございますので、順次お答えいたします。

まず、伊良部島と下地島間の入り江環境整備計画の進捗状況と今後の計画及び生活雑排水の適切な処理

について、一括してお答えいたします。平成24年度、一括交付金事業により入り江の水質調査を実施いた

しました。平成25年度においては、測量業務、雑排水処理検討調査並びに水域環境調査業務を行う予定で

あり、現在一括交付金の増額について県のほうに申請中でございます。平成26年度以降は、順次整備を進

めますが、水産生物希少種の調査及び水路の作澪並びに生活雑排水の浄化施設の建設等を実施してまいり

ます。事業の完成は平成29年度を予定しておりますが、完成後は水産生物の種苗生産放流や継続的な環境

浄化の取り組みとして地域住民への啓蒙普及を図ってまいりたいと考えております。

次に、伊良部地区観光地環境整備についてお答えいたします。伊良部地区の観光地の環境整備について

は、財団法人宮古島市公共施設管理公社の解散に伴いまして、平成25年度より伊良部支所地域づくり課に

おいて清掃作業員を雇用し、清掃を実施しております。今年度は、各観光地ともに１巡目の清掃を終了し

ております。しかしながら、雨期による雑草の繁茂が早く、現予算では満足のできる観光地としての整備

ができない状況にございます。なお、今議会において補正予算をお願いしているところであり、予算の確

保ができ次第、引き続き２巡目、３巡目の清掃作業を実施し、観光地の環境美化に努めてまいります。

次に、伊良部大橋橋詰広場整備計画における伊良部地域振興施設建設の進捗状況と今後の計画について

お答えいたします。伊良部地域振興施設は、伊良部大橋橋詰広場整備事業とあわせて建設することになっ

ております。設計は既に完了しております。現在宮古島市も事業主体である県に協力し、地権者と用地交

渉を進めておりますが、用地単価の再鑑定による見直しを行ったことや地域振興施設のかかわりについて

話し合い等行ったことなどから、関係する４人の地権者のうち１人は契約しております。地権者の皆さん

は、事業には賛成していることから、市としても引き続き用地取得に協力してまいりたいと考えておりま

す。なお、用地取得費は県の繰り越し事業であることから、ことし10月末ごろまでに地権者の合意が得ら

れなければ同施設の整備は困難となり、市の次年度の関連予算は計上できなくなります。

次に、伊良部下地島にある通称中の島にトイレ、シャワー施設、駐車場の整備はできないかとの質問に

お答えいたします。現在トイレについては、通り池のトイレ及び入り江のトイレを活用しており、シャワ

ー施設については渡口の浜に整備した２カ所の既存施設を活用していただいております。伊良部全域は、

平成７年に伊良部県立自然公園として指定を受けております。当該地域は、その中でも重要度の高い第１

種特別地域に指定されており、風致を維持する必要性が最も高い地域として現在の景観を極力保護しなく

てはならない重要な地域であり、施設整備は最小限にしたいと考えております。
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◎棚原芳樹議員

再質問を行います。明確な答弁ありがとうございました。それでは、再質問を行います。

伊良部大橋については、平成27年１月完成に向けて、国、県一生懸命頑張っておられるということでご

ざいます。本当に伊良部の方々からすれば、もう約40年来の夢の大橋であるわけです。一月も一日もね、

おくれないように、しっかりと平成27年１月には開通してもらいたいと思っております。

県営公園の整備についても今月末、宮古島市と県との話し合いがあるということでございます。ぜひ県

営運動公園の整備も、やはりあの場所でやってよかったと市民が10年後、20年後、30年後でも納得するよ

うな場所と、また内容ですね、運動公園の内容が、本当にすばらしい県営公園ができたねと市民が納得す

るようなやり方をぜひ県とも調整してほしいと思っております。

伊良部島と下地島間の入り江整備については、もう平成26年よりいろいろ始まって、平成29年に完成す

ると、供用開始みたいになるということでございます。ヘドロがたまったり、赤土がたまったり、もう砂

利が土砂みたいにたまったりですね、水路を大分塞いでおります。全部が全部きれいに取れないまでも、

ある程度今の事業で取ってもらっていたほうが、今後もまた少しずつは赤土とか土砂とかはたまるだろう

と思いますので、本当にきれいな海水が入ってきて、泳いだり、カヌーではしゃいだり、またいろんな漁

業の振興にも種苗の生産にも貢献できるような、そういうすばらしい事業をやってほしいと思っておりま

す。嘉手納学議員も何年も言ってきたということでございますので、嘉手納学議員が勇退する前にね、ス

タートできて本当によかったと思っております。よろしくお願いします。

伊良部地区の観光地、環境美化も１回目が終わって、やはりあっちこっち見て回ると、雨も降っている

せいか、大分雑草が伸びたりしておりますので、２回、３回と予算づけしてしっかり環境美化の整備をや

ってもらいたいと思っております。

農業的利用ゾーンも現在順調に県との調整も終わり、また宮古島市として計画が進んでいるということ

でございます。大いに伊良部の耕作者の皆様方も期待をしておりますので、よろしくお願いいたします。

佐和田のコミュニティーセンター建設についてでございますが、城辺長間の公民館建設とあわせて一括

交付金で整備できるか、また別のメニューで整備できるかということでございますが、児童館だけしかな

くてですね、大変使用勝手が悪く、困っているところでございます。ぜひ防災機能も兼ね備えたそういう

公民館並びにコミュニティーセンターの建設ができればというのが佐和田地区の住民の皆様方の大きな願

いであり、要望でございますので、ぜひ長間地区ともあわせて伊良部の佐和田地区のほうもお願いしたい

と思います。

伊良部地区での海洋深層水事業計画についてでありますが、事業費が大幅にかかるということでござい

ますので、どうぞできたら下地島でやってほしいという願いを込めて質問をしました。別対応でできるの

であればまたこの辺もお願いしたいと思います。

伊良部大橋橋詰広場については、10月末までに話し合いがつかなければもうタイムリミットになって、

市の計画は断念せざるを得ないということでございます。これ伊良部側でできないとき、久松側でまたや

ったりするのか、また伊良部側が場所を少しずらしてやるつもりなのか、それとももう断念なのか、その

辺をお聞かせください。

全天候型スポーツ観光交流拠点施設、総事業費約30億円前後ということでございますし、また中央公民



- 346 -

館、中央図書館が30億円から35億円ということでございます。いつも私が懸念しているのは、こういうふ

うな大型工事をやると起債も、やはり借金も膨らんで、本当に箱物は後で維持管理費が出ると、指定管理

にもする考えもあると聞いておりますが、その辺を危惧しているんですよ。ですから、慎重に５年後、10年

後、やっぱりあれだけの工事をやらなければよかったと市民が言うのか、またやってよかったと言うのか

を慎重に考えて行財政運営をやってほしいという願いでございます。

伊良部地区の生活雑排水の適切な処理についても、やはりあれだけ水路をもうきれいな水路にしていく

という考えがあるわけでありますから、そこにまた生活雑排水が砂利や石ころや赤土などもまぜて流れて

いっているわけでございますから、沈砂池なり、私は余り詳しいそういう処理の方法はわかりませんが、

今後計画している水路がまた10年後も20年後も50年後もきれいなままでいられるような対策をしてほしい

と思っております。

オニヒトデについても７月から12月までまた一生懸命駆除していると。そして、宮古島海域５カ所で頑

張っているということでございます。ぜひ我々の子や孫に本当に美しい海を、サンゴ礁を残すためにも、

今一番大事な時期だと思っております。また、漁業者の未来もやはり今しっかりオニヒトデを駆除するこ

とに大きな未来があると信じておりますので、この辺もよろしくお願いしたいと思います。

国有地の払い下げについては、財務出張所といろいろ話し合った結果、農地においては今後考えていけ

るということでございます。これもまた戦後68年、本当に旧海軍飛行場跡地としてもう半ば強制的に取り

上げて使ってきたところでございますので、やはり戦後処理の一環としてもぜひ返せるところは小作地に

返してですね、しっかり農業もやってもらいたいなと思っております。

トゥリバー地区リゾート計画について、着工はもう当分不可能だということでございます。１年半から

２年になろうかということでありますが、やはりこのトゥリバーに対しては、宮古島市民のみならず圏域

の方々が大きな期待をして取り組んだ事業でございます。このまま立ち往生してそれでいいのか、また市

がこの40億円の土地を買い取ってまた別の企業に売却できるのか、今後どういうふうな方向を見据えてい

るのかを少し説明をお願いしたいと思います。

伊良部中の島の件でありますが、やはり最近伊良部に行くたびに行くんですけど、駐車場の整備だけで

もお願いしたいなというのは、もう二、三百メートルぐらい片側に車が並んでですね、大変危険な状態に

なっています。１年半後に伊良部大橋が開通したときにあの北海岸、長浜海岸、比嘉海岸、そういった海

岸あたりのあの車の状況に、似たような状況になると私は思っております。今の観光業者に聞くと、伊良

部大橋が開通すると今の５倍以上は観光客確実に来ますよということをおっしゃっておるわけでございま

すので、急には予算化して駐車場も何もつくれません。ぜひ安全のためにも、北海岸の長浜海岸あたりの

ようにならないためにも、今から行政として考えておかなくてはいけないと私は思っておりますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。

総合庁舎建設についても、やはり多額の資金が必要でございます。この方も添えて真剣に、また慎重に

建設場所、時期、規模、事業費等は考えてもらいたいなと思っております。

伊良部地区の通称乗瀬橋ももう平成26年度から着工して、平成28年度には完成するということでござい

ます。大変重要な橋でございますので、この橋の整備も早目にお願いしたいと思います。

農業行政について、枝豆生産も現在また真剣に取り組んでおられるということでございます。ぜひです
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ね、一括交付金あたりも活用して、来年度には必ず選果施設の整備ができますようによろしくお願いをい

たします。

道路行政については、もう伊良部市道35号線は大変厳しい状況でございます。

トゥリバー臨港道路伊良部島線もですね、平成27年の１月に伊良部大橋が開通するわけでありますから、

その１月に間に合ってもらわないと、平成27年度内にということであれば私はいかがなものかと思います

ので、できたら平成27年度の12月には終わってもらえるようにお願いしたいと思います。

上水道の整備計画は、現在なしということでございます。平成27年度にこの道路が完成すると、もう１

年もしない、半年もしないでいろんな建物やいろんな商売、事業をやろうとしている方々が、もういろい

ろ考えているんですよ。それ今ありません、そういう建築の計画がまだ出ていません。当たり前。道路が

できないと建築できないんですよ。道路ができたらすぐ建築許可を求めて殺到するのは間違いないと私は

思います。道路整備とともに上水道ぐらい引いてやっても私はおかしくないと思います。道路整備してか

ら建築許可をとって、それから歩道を掘ってまたやり直して上水道をつくる、私はいかがなものかなとこ

れだけは思っておりますので、どうぞ今の道路整備計画でやれば、大した予算はかからないんですよ、こ

こは。ぜひお願いしたいと思います。後手に回らないようにね、行政が。

伊良部大橋つけ根のほうからも計画されているということでございます。

沖縄クボタ宮古営業所より富士製パンに抜ける道路は、やはり３メートルから４メートルで、周辺はま

たみんな旧海軍飛行場跡地でですね、大変都市計画、まちづくりに支障を来していると言っても過言じゃ

ないと私は思っておりますので、その辺も戦後補償とまでは言いませんが、少し考えてやってもいいので

はないかと思っております。

イオンタウン宮古南ショッピングセンター丁字路と宮古電水土木の信号機設置でございますが、やはり

伊良部大橋が１年半後に開通するとあの辺はもう劇的に交通量が変わると思います。今からお願いしてお

願いしていっても１年半後にできるかできないかわかんないこの信号機の設置の難しさ、厳しさは、お互

いご承知のことかと思いますが、必ずここは１年半後には大混雑する道路になると思いますので、安心、

安全面からも早目の設置をお願いしたいと思います。

医療行政についてでございますが、宮古島市の医療費の推移がですね、やはり平成20年度に43億1,400万

円、平成21年度に44億6,500万円、平成22年度が46億1,200万円、平成23年度が48億4,600万円、平成24年

度が48億200万円。平成20年度から平成24年度まででやると約５億円医療費が伸びているんですよ。５億

円というのは恐ろしい金額ですよ。しかし、また被保険者が372人減をしたということで、平成24年度に

初めて4,300万円減になっております。平成22年度から平成23年度、１年間で２億3,000万円もふえている。

やはりこの医療費の削減は、もう行政圧迫しておりますので、真剣にね、考えていかなくちゃいけないと

思っております。

ちなみに、私が２年前に言った質問の中でですね、埼玉県坂戸市で坂戸市葉酸プロジェクトという事業、

これによってテレビで出ていたんですけど、埼玉県坂戸市は年間に医療費を約４億円削減したというふう

におっしゃっておりました。坂戸市の人口が10万人ちょっとでございますので、我々宮古島市が努力すれ

ば、５万3,000人前後ということでですね、我々も努力すれば４億円じゃなくて２億円ぐらいは医療費…

…
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（議員の声あり）

◎棚原芳樹議員

だから、宮古島市でやれば２億円ぐらいはできると私は思っております。私もこの葉酸プロジェクト余

りわかんないんですけど、宮古島市が埼玉県坂戸市に問い合わせてですね、どういうふうなものかを勉強

して医療費削減に努めてもらえればなと私は思っております。

最後に、来間中学校の問題、本当に大変な問題でございます。私も一言私見を交えたいと思います。や

はり学校は地域の宝ということでございますし、また子供は夫婦の宝だけじゃありません。地域の宝、宮

古島市の宝でございます。やはり私も、宝であればこそ小さい地域で大事にすることもいいんですけど、

大きな地域、また大勢の子供の方々と交わり合って、価値観も違う、考え方も違う、思いも違う、そうい

うことをいろいろ勉強させて、やはりあのとき統合してよかったと思えるように私はやってほしいなと思

っております。１人になっても２人になっても学校は学校であるといいますが、やはり大勢の方々と学ん

で、いい勉強して、いい友達をつくってほしいと思います。

最後になりました。このたび宮古島市議会議員を勇退される新城啓世議員、上地博通議員、砂川明寛議

員、嘉手納学議員、前川尚誼議員、本当にお疲れさまでございました。旧市町村時代より、そして今日の

宮古島市があるのも、長年にわたり皆様方が旧市町村の発展はもとより、宮古島市の発展のためご尽力な

されたおかげでございます。心より御礼申し上げます。今後とも健康に留意されましてますますご活躍さ

れますとともに、宮古島市のさらなる発展のため、変わらぬご支援、ご指導、ご協力賜りますよう心より

お願いを申し上げまして、私の一般質問はこれで終わります。ありがとうございました。

◎市長（下地敏彦）

３点ほどあったと思いますんで、それに一括してお答えをしたいと思います。

まず、橋詰広場についてであります。10月の末までにもし合意が得られなかった場合、伊良部側につく

る考えは一切ありません。

それから、トゥリバー地区のホテル建設について、今再度延長の申請がございます。その動向を見きわ

めてみたいというふうに思います。

それから、トゥリバー地区の臨港道路に併設して、整備と並行して上水道の整備はすべきだという提言

でありますが、これは十分検討できると思います。あの地域、これから道路を整備することによって急速

に発展するということが考えられます。そういう意味では、上水道の整備というのは十分検討します。

◎議長（平良 隆）

これで棚原芳樹議員の質問は終了しました。

これをもちまして一般質問を終わります。

本日の日程は、これで終了しました。

よって、本日の会議はこれにて散会いたします。

（散会＝午後４時57分）



 

平 成 25 年 

第５回宮古島市議会(定例会)会議録 
 

 

 

９月25日（水）  最終日 

（委員長報告、質疑、討論、表決） 
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）議事日程第８号

平成２５年９月２５日（水）午前１０時開議

日程第 １ 請願書第 ２ 号 来間中学校の存続を求める請願書 （委員長報告）

〃 第 ２ 議案第８３号 宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ３ 〃 第８１号 宮古島市税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ４ 〃 第８２号 宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ５ 〃 第８４号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例 （ 〃 ）

〃 第 ６ 〃 第８５号 宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例 （ 〃 ）

〃 第 ７ 〃 第８６号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 （ 〃 ）

〃 第 ８ 〃 第８７号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例 （ 〃 ）

〃 第 ９ 〃 第７３号 平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号） （ 〃 ）

〃 第１０ 〃 第７４号 平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１１ 〃 第７５号 平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号）

（ 〃 ）

〃 第１２ 〃 第７６号 平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１３ 〃 第７７号 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１４ 〃 第７８号 平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１５ 〃 第７９号 平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（ 〃 ）

〃 第１６ 〃 第８０号 平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） （ 〃 ）

〃 第１７ 〃 第８８号 市道路線の認定について （ 〃 ）

〃 第１８ 〃 第８９号 平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処分について （ 〃 ）

〃 第１９ 認定第 １ 号 平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について（ 〃 ）

〃 第２０ 〃 第 ２ 号 平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （ 〃 ）

〃 第２１ 〃 第 ３ 号 平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２２ 〃 第 ４ 号 平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （ 〃 ）

〃 第２３ 〃 第 ５ 号 平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
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（委員長報告）

日程第２４ 認定第 ６ 号 平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２５ 〃 第 ７ 号 平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（ 〃 ）

〃 第２６ 〃 第 ８ 号 平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定について （ 〃 ）

〃 第２７ 請願書第 １ 号 国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を求め

る請願書 （ 〃 ）

〃 第２８ 陳情書第 ２ 号 宮古食肉センター建設の早期実現について要請 （ 〃 ）

〃 第２９ 〃 第 ８ 号 灌水施設の設置について（要請） （ 〃 ）

〃 第３０ 〃 第 ９ 号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）

（ 〃 ）

〃 第３１ 〃 第１１号 教職員の過重労働を軽減し、児童・生徒の学習指導に力を注げるようにす

るための陳情 （ 〃 ）

〃 第３２ 諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （市長提出）

〃 第３３ 〃 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３４ 〃 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３５ 〃 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３６ 〃 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （ 〃 ）

〃 第３７ 意見書案第 ７ 号 地方税財源の充実確保を求める意見書 （総務財政委員会提出）

〃 第３８ 〃 第 ８ 号 国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を求め

る意見書 （文教社会委員会提出）

◎会議に付した事件

議事日程に同じ
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平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

総務財政委員会

委員長 嘉手納 学

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２５年度宮古島市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

第７３号

議案
宮古島市税条例の一部を改正する条例 〃

第８１号

議案
宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 〃

第８６号

認定
平成２４年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 １ 号
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平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

総務財政委員会

委員長 嘉手納 学

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に

より報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

陳情書 採択すべ
地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）

第 ９ 号 きもの

◎採択の理由

陳情書第９号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。



- 353 -

平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

文教社会委員会

委員長 佐久本 洋 介

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２５年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

第７４号

議案
平成２５年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃

第７８号

議案
平成２５年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

第７９号

議案
宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃

第８２号

議案
宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例 〃

第８３号

議案
宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例 〃

第８４号

議案
宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例 〃

第８５号

議案
宮古島市子ども・子育て会議設置条例 〃

第８７号

認定
平成２４年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ２ 号

認定
平成２４年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ６ 号



- 354 -

議案番号 件 名 結 果

認定
平成２４年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ７ 号

◎議案第８３号

議案第８３号については、「住民の合意を得ることなく強引にだされたものであり、認められない」との

反対意見と、「教育環境の観点からしてみれば、文化・クラブ活動をするにあたっては切磋琢磨して行うの

がよいので、認めるべき」との賛成意見があった。採決の結果、可否同数となり、委員長裁決により原案可

決された。

◎議案第８７号

議案第８７号については、「新制度は規制緩和を大前提にし、現行制度の水準を後退させる危険性がある。

国の言いなりではなく、現行制度で拡充、さらなる支援をしていくべき」との反対意見があった。採決の結

果、賛成多数となり、原案可決された。
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平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

文教社会委員会

委員長 佐久本 洋 介

請願書及び陳情書審査結果報告書

本委員会は、付託された請願書及び陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２

条の規定により報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

請願書 国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を 採択すべ

第 １ 号 求める請願書 きもの

請願書 不採択と
来間中学校の存続を求める請願書 すべきも

第 ２ 号 の

陳情書 教職員の過重労働を軽減し、児童・生徒の学習指導に力を注げるよう 一部採択
すべきも

第１１号 にするための陳情 の

◎採択の理由

請願書第１号については、請願書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。

◎一部採択の理由

陳情書第１１号については、要請事項として二つある項目のうち「１．児童・生徒にきめの細かい学習指

導が行えるよう人員の配置やそれに準ずる処置を行うよう、特に学校用務員が欠員している学校への完全配

置について市当局に要請すること。」との要請項目については、現場の状況・現場の声が明確化されていな

いとの理由により認められないとし、採決の結果、全員異議なく同要請事項を除く部分は採択となり、一部

採択すべきものと決した。

◎不採択の理由

請願書第２号については、「複式学級の解消は、子供たちのためにも早い方が望ましい。また、地域の問

題と子供たちの成長、学業は切り離していくべき」との反対意見と、「もっと、時間をかけて地域の声を聞
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くべき、住民の合意なき学校統合はやめるべき」との賛成意見があり、採決の結果、可否同数により委員長

裁決で不採択とすべきものと決した。
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平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

経済工務委員会

委員長 嵩 原 弘

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ

り報告します。

記

議案番号 件 名 結 果

議案
平成２５年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

第７５号

議案
平成２５年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第７６号

議案
平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第７７号

議案
平成２５年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第８０号

議案
市道路線の認定について 〃

第８８号

議案
平成２４年度宮古島市水道事業会計利益の処分について 〃

第８９号

認定
平成２４年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

第 ３ 号

認定
平成２４年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ４ 号

認定
平成２４年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

第 ５ 号

認定
平成２４年度宮古島市水道事業会計決算認定について 〃

第 ８ 号



- 358 -

平成２５年９月２５日

宮古島市議会

議長 平 良 隆 殿

経済工務委員会

委員長 嵩 原 弘

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に

より報告します。

記

議案番号 件 名 結 果 措 置

陳情書 採択すべ
宮古食肉センター建設の早期実現について要請

第 ２ 号 きもの

陳情書
灌水施設の設置について（要請） 〃

第 ８ 号

※陳情書第２号は、平成２５年第１回宮古島市議会定例会（３月）からの再継続審査事件。

◎採択の理由

陳情書第２号、陳情書第８号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）会議録

平成２５年９月２５日

（開議＝午前11時15分）

◎出席議員（２６名） （閉会＝午後１時11分）

議 長（４ 番） 平 良 隆 議 員（１３番） 新 城 元 吉

副 議 長（２３〃） 富 永 元 順 〃 （１４〃） 亀 濱 玲 子

議 員（１ 〃） 高 吉 幸 光 〃 （１５〃） 前 里 光 恵

〃 （２ 〃） 仲 間 則 人 〃 （１６〃） 山 里 雅 彦

〃 （３ 〃） 西 里 芳 明 〃 （１７〃） 上 地 博 通

〃 （５ 〃） 下 地 博 盛 〃 （１８〃） 下 地 明

〃 （６ 〃） 長 崎 富 夫 〃 （１９〃） 佐 久 本 洋 介

〃 （７ 〃） 前 川 尚 誼 〃 （２０〃） 新 城 啓 世

〃 （８ 〃） 上 里 樹 〃 （２１〃） 嘉 手 納 学

〃 （９ 〃） 嵩 原 弘 〃 （２２〃） 垣 花 健 志

〃 （１０〃） 棚 原 芳 樹 〃 （２４〃） 池 間 豊

〃 （１１〃） 砂 川 明 寛 〃 （２５〃） 下 地 智

〃 （１２〃） 眞 榮 城 德 彦 〃 （２６〃） 新 里 聰

◎欠席議員（０名）

◎説 明 員

市 長 下 地 敏 彦 上 下 水 道 部 長 川 満 好 信

副 市 長 長 濱 政 治 会 計 管 理 者 奥 原 一 秀

企 画 政 策 部 長 古 堅 宗 和 伊 良 部 支 所 長 川 満 勝 彦

総 務 部 長 安 谷 屋 政 秀 消 防 長 来 間 克

教育長職務代行者
福 祉 部 長 渡 真 利 健 次 田 場 秀 樹

教 育 部 長

生 活 環 境 部 長 平 良 哲 則 生 涯 学 習 部 長 垣 花 徳 亮

企 画 政 策 部 次 長
観 光 商 工 局 長 下 地 信 男 友 利 克

兼 企 画 調 整 課 長

総 務 部 次 長
建 設 部 長 下 地 康 教 兼 総 務 課 長 砂 川 一 弘

兼行財政改革班長

農 林 水 産 部 長 村 吉 順 栄 財 政 課 長 仲 宗 根 均

◎議会事務局職員出席者

事 務 局 長 荷 川 取 辰 美 議 事 係 調 整 官 仲 間 清 人

次 長 伊 波 則 知 議 事 係 下 地 博 正

補 佐 兼 議 事 係 長 友 利 毅 彦
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平成２５年第５回宮古島市議会定例会（９月）諸般の報告書

平成２５年９月２５日（水）

９月２５日 会議前に議会運営委員会が開催され、「市長から申し出の『認定第８号平成２４年

度宮古島市水道事業会計決算認定についての訂正について』」諮問したところ、本件

は、決算書の附属書類中であること、また、決算の額に影響を及ぼすものでないこと

から、正誤表により処理することが決定された。

この決定を受け、関係案件の付託委員会である経済工務委員会に通知するとともに、

その正誤表の写しをお手元に配付したところであります。

以上
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◎議長（平良 隆）

これより本日の会議を開きます。

（開議＝午前11時15分）

本日の出席議員は、26名で全員出席であります。

本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第８号のとおりであります。

この際、諸般の報告をいたします。

事務局長から報告させます。

◎事務局長（荷川取辰美）

本日、会議前に議会運営委員会が開催され、市長から申し出の認定第８号平成24年度宮古島市水道事業

会計決算認定についての訂正について諮問したところ、本件は決算書の附属書類中であること、また決算

の額に影響を及ぼすものでないことから、正誤表により処理することが決定されました。この決定を受け、

関係案件の付託委員会である経済工務委員会に通知するとともに、その正誤表の写しをお手元に配付した

ところであります。

以上で諸般の報告を終わります。

◎議長（平良 隆）

この際、日程第１、請願書第２号から日程第31、陳情書第11号までの計31件を一括議題とし、各所管委

員長からの審査結果の報告を求めます。

◎総務財政委員会委員長（嘉手納 学議員）

委員会審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。総務財政委員会委員長、嘉手納学。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定によ

り報告します。

議案第73号、平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）、原案可決。

議案第81号、宮古島市税条例の一部を改正する条例、原案可決。

議案第86号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例、原案可決。

認定第１号、平成24年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について、認定。

陳情書審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。総務財政委員会委員長、嘉手納学。

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定に

より報告します。

陳情書第９号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）、採択すべきもの。

採択の理由。陳情書第９号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

委員会審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。文教社会委員会委員長、佐久本洋介。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定によ
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り報告します。

議案第74号、平成25年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第78号、平成25年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第79号、平成25年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第82号、宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例、原案可決。

議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例、原案可決。

議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例、原案可決。

議案第85号、宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例、原案可決。

議案第87号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例、原案可決。

認定第２号、平成24年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第６号、平成24年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第７号、平成24年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

議案第83号。議案第83号については、「住民の合意を得ることなく強引にだされたものであり、認めら

れない」との反対意見と、「教育環境の観点からしてみれば、文化・クラブ活動をするにあたっては切磋

琢磨して行うのがよいので、認めるべき」との賛成意見があった。採決の結果、可否同数となり、委員長

裁決により原案可決された。

議案第87号。議案第87号については、「新制度は規制緩和を大前提にし、現行制度の水準を後退させる

危険性がある。国の言いなりではなく、現行制度で拡充、さらなる支援をしていくべき」との反対意見が

あった。採決の結果、賛成多数となり、原案可決された。

請願書及び陳情書審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。文教社会委員会委員長、佐久本洋介。

本委員会は、付託された請願書及び陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条

の規定により報告します。

請願書第１号、国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を求める請願書、採

択すべきもの。

請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書、不採択とすべきもの。

陳情書第11号、教職員の過重労働を軽減し、児童・生徒の学習指導に力を注げるようにするための陳情、

一部採択すべきもの。

採択の理由。請願書第１号については、請願書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。

一部採択の理由。陳情書第11号については、要請事項として二つある項目のうち「１．児童・生徒にき

めの細かい学習指導が行えるよう人員の配置やそれに準ずる処置を行うよう、特に学校用務員が欠員して

いる学校への完全配置について市当局に要請すること。」との要請項目については、現場の状況・現場の

声が明確化されていないとの理由により認められないとし、採決の結果、全員異議なく同要請事項を除く

部分は採択となり、一部採択すべきものと決した。

不採択の理由。請願書第２号については、「複式学級の解消は、子供たちのためにも早い方が望ましい。

また、地域の問題と子供たちの成長、学業は切り離していくべき」との反対意見と、「もっと、時間をか
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けて地域の声を聞くべき、住民の合意なく学校統合はやめるべき」との賛成意見があり、採決の結果、可

否同数により委員長裁決で不採択とすべきものと決した。

◎経済工務委員会委員長（嵩原 弘議員）

委員会審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。経済工務委員会委員長、嵩原弘。

本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定によ

り報告します。

議案第75号、平成25年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。

議案第76号、平成25年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第77号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第80号、平成25年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）、原案可決。

議案第88号、市道路線の認定について、原案可決。

議案第89号、平成24年度宮古島市水道事業会計利益の処分について、原案可決。

認定第３号、平成24年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第４号、平成24年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第５号、平成24年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第８号、平成24年度宮古島市水道事業会計決算認定について、認定。

陳情書審査結果報告書。

宮古島市議会議長、平良隆殿。経済工務委員会委員長、嵩原弘。

本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定に

より報告します。

陳情書第２号、宮古食肉センター建設の早期実現について要請、採択すべきもの。

陳情書第８号、灌水施設の設置について（要請）、採択すべきもの。

陳情書第２号は、平成25年第１回宮古島市議会定例会（３月）からの再継続審査事件。

採択の理由。陳情書第２号、陳情書第８号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべ

きものと決した。

◎議長（平良 隆）

これより委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

◎上里 樹議員

総務財政委員会委員長にお伺いいたします。

まず、議案第81号、宮古島市税条例の一部を改正する条例について、どのような議論があったのか。

それから２つ目に、陳情書第９号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）、ど

のような議論があったのかお伺いします。

◎総務財政委員会委員長（嘉手納 学議員）

議案第81号、宮古島市税条例の一部を改正する条例については、ほとんど議論というか、一応確認とい
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う形でですね、ありまして、議論という議論が交わされたことはありません。

それと、陳情書第９号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）においてはです

ね、以前も同じような内容が出されたということで、確認という形で目を通して、それで前回も採択した

という経緯を踏まえながらですね、全会一致で採択ということに決しました。

◎新城元吉議員

請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書について質疑をしたいと思います。

この文教社会委員会でですね、地域住民に対する説明が十分行われていないということに対しての意見

などはどういう形で出されたんですか。

それから、この請願書にある何度でも説明してほしいという要求に対しての説明がされていない。それ

から、住民の説明会に対する不満、それから合意形成が図れないというように、非常に重大な問題であり

ます。

もう一つお尋ねしたいことは、教育委員会の複式学級の解消、２クラス以上の人数でクラスがえができ

る規模と、学校の適正規模、こういうことなどについても十分に話し合いが行われないまま説明会が十分

されなかったというような指摘などがあるわけですけど、複式学級の解消について文教社会委員会でも意

見が出たようなんですけど、これはどういうような形でやりとりされたのか。

以上２点についてお伺いいたします。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

両方の意見は十分に出ました。住民の合意なき、あるいは教育上どうしても必要だという両方の意見が

出ました。これは、どちらの意見も正しいというふうに決して委員長裁決となりました。

それから、複式学級の解消、これに対してもやはり賛成、反対の意見がありましたので、内容はここに

書いてあるとおりです。細かい面は多々ありましたけど、一応文教社会委員会としては可否同数となり、

やはりお互いの意見が対立したままではもうこれは前に進みませんので、委員長裁決となりました。

◎新城元吉議員

この請願書の中で最も注目すべきは、先ほども申し上げたんですけど、地域住民への説明がない。それ

に基づいて合意形成がなかなかないところで一方的にこの廃校の条例が提案されていることに対する非常

に憤りとか不満とか、こういったものがあらわに記されています。

それと、複式学級の解消が一番大事なようなことで教育委員会の説明がなされているんですけど、複式

学級のどこが悪くて、これを解消するために学校規模適正化を進めて、これを廃校にしようとしているの

かというような話し合いはどういう形で具体的に行われたかということを再度お聞きしたいわけですよ

ね。要するにそういうこの２点をめぐっての議論は十分なされたのかどうか。なされていればどういうや

りとりがあったかということをお尋ねしたいわけです。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

複式学級の解消についてはですね、やはり子供たちに十分な教育環境を与えるべきだという意見と、そ

れから今おっしゃっているような複式学級のどこが悪いのかと言われても、それは私の感性として今ここ

で述べるわけにいきません。委員からは、やはり複式学級でもいいんじゃないかという意見はありました。

ただし、全体１つになったわけじゃありませんので、それもまた委員長裁決となりました。
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それから、もう一つは何でしたか。住民の合意を得るということですか。これについてももちろん住民

の合意を得たほうがいいんじゃないかという意見と、それから今子供たちにどういう教育環境を与えるべ

きか、その２つの意見がありました。そして、可否同数となり、委員長裁決としました。

◎新城元吉議員

ただいま文教社会委員会の結果をお伺いしますと、可否同数で委員長裁決で採択したということなんで

すけど、文教社会委員会委員長はですね、それぞれの意見を聞いてどういう点に着目して委員長裁決とい

う形でこれを決着したんですか。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

さっきから申し上げているように両方の意見同数です。そして、それは私の委員長としての、あるいは

委員としての自分の立場を明確にしたということです。

◎下地博盛議員

文教社会委員会委員長にお尋ねをします。

請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書、委員長報告では不採択されております。それと、議

案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例、これは原案を可決しています。これ請願書に

関してはですね、来間の皆さんから出された請願書については可否同数ということで、先ほどからありま

すように委員長の裁決になって、委員長の判断をもって請願書に関しては不採択。それから、条例に関し

ては、議案第83号に関しては可決という形になっています。そういう経過の中でですね、大変委員長は重

い判断をしなければならないというような状況の中で、先ほど新城元吉議員からもありましたけれども、

可否同数となった時点で委員長が責任を持って裁決をしたと。その中身をですね、どういう内容で、立場

を鮮明にしたという立場を鮮明にした内容についてお聞かせをいただきたいというふうに思っています。

それと同時に、文教社会委員長にですね、他の選択肢というのは考えられなかったのか、そのあたりも含

めて教えてください。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

先ほど新城元吉議員にもお答えしましたとおり、可否同数になって、これはもう私としての立場を明確

にしなくちゃいけないわけですから、それは私の立場を明確にしたということです。

それから、請願書についてももう同じように可否が４人、４人で来ましたので、その場合もやはりもう

私の立場を明確にしなくちゃならなくなりましたので、それは明確にしました。

◎下地博盛議員

ですから、明確にする立場というのがございますよね。その内容をどういう内容でもって委員長が……

（議員の声あり）

◎下地博盛議員

どういう内容でもってそれを決定したか、裁決をしたかというその中身を聞いているわけですよ。

（議員の声あり）

◎下地博盛議員

それは、理由があるからやったわけでしょう。だから、どういう内容で裁決をしたか、ご自分の意見と

いうものを出してくださいと言っているわけです。理由は必要でしょう。
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◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

両方の意見を聞いてですね、私としてはやはり子供たちにはよい教育環境を与えるべきだということで

私の立場を明確にしました。

それから、細かい内容とか、これは審査結果報告書ですから、私の細かいところまでは述べることはで

きません。

◎下地博盛議員

ですから、先ほどから申し上げているとおり可否同数である場合は委員長裁決ということになるんです。

その場合、委員長というのは責任を持って判断しなきゃいけない。それは、大変重い責任があるわけです

から、その責任を果たすためには明確なこうだからという結論があって、自分なりの結論があっていいと

思うんですね。それはそのとおりもうちょっと丁寧にそれを説明していただきたいということです。大変

内容は重いんですよ。この結果は重いんです。

それと、他にですね、選択肢というのは考えなかったのかということです。委員長が不採択とした理由

あるいは可決した理由、例えば継続審査にしたりとか、あるいは統合実施、これは可決をされたにしても

年度をもうちょっと繰り下げて１年ぐらいの猶予は必要じゃないかという附帯意見とかですね、そのあた

りは考えなかったのか、あるいは意見はなかったのかですね、そのあたりをもう一度お聞かせください。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

他の選択肢はというのは出されていませんので、それはどっちかを選ぶしかないです。

それから、責任の重さはもちろん感じています。無責任に決めたわけではありません。

◎長崎富夫議員

請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書についてですね、私も質疑をしたいと思っております。

来間中学校の存続を求める請願書に紹介議員として名を連ねた立場から議論に参加いたしますが、この

議会においては各団体から陳情書及び請願書などですね、いろいろな要請がありますが、中でも請願書第

２号に関しては最も重たい要請だと理解しております。この請願書は、文教社会委員会に付託されまして

審査されたんですが、その中で来間の住民も文教社会委員会の判断を直接確認したいということで傍聴さ

れております。その中で、請願書の審査の前に住民代表２人から意見を述べる機会を与えたというのは、

これ文教社会委員会委員長の大変いいことだと高評価いたしますが、住民から学校存続を求める住民の切

実な声に耳を傾けてほしいとかですね、教育委員会は住民との約束を果たしていない、あるいは住民の合

意を得られないまま不採択とするのは民主的ではないといういろんな意見が出されたと新聞で見ておりま

す。僕一番思うのは、民主的でないという部分について、今定例会に来間島の住民の98％が反対している

のに宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例を議案として出すということ自体、私も理解できない

部分があります。例えば住民の皆さんが賛成、反対、これが拮抗していれば、やはり議会にこの問題委ね

るということは私はやぶさかでないと思っております。これは、最も民主的な方法と思っているんですが、

ただ１点、98％が反対しているものについて議会にこれを提案するということ自体強引な行政手法だと批

判されても仕方ないかなと思っております。

その中で、文教社会委員長にお聞きしますが、文教社会委員会の中で来間島の住民２人がですね、意見

を述べられた。これに関して文教社会委員会でどのような質疑があったかですね、来間島の住民に対して
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丁寧な説明があったかどうかですね、その辺文教社会委員長にお聞かせいただきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

住民の皆さんからは、本当に文教社会委員会室の中に入っていただいて意見も十分聞きました。意見も

十分聞きましたけど、やはり委員の中でも評価が分かれたり、それはたくさんありました。そして、最終

的にはやはり子供たちにはよい教育環境を与えるべきだということが優先されてこういう結果になりまし

た。

それから、民主的ではないと言いましたけど、民主主義はやはり賛成、反対あってしかるべきだと思い

ますので、一方的じゃなかったと思っています。

◎長崎富夫議員

民主的なとの話なんですが、これは98％の来間島住民が反対しているわけですよ。これを例えば確かに

今議会構成の中で与党が多数を占めているわけでありますが、この案件を、ほぼ100％の来間島住民が反

対している案件をですね、何が何でも議会で結論出すということは、結果的に見れば確かに議案さえ出せ

ばこれ通る可能性が十分にあるということなんですね。その中で、私が民主的でないというのはそういう

理由から申しているんですけれど、この請願書について５名、６名ですか、６名の紹介議員しか名を連ね

ておりませんが、もっとやはり文教社会委員会の中でもしっかりこの重みをですね、受けとめてほしかっ

たというのが率直な気持ちであります。

子供たちの海を隔てた学校への精神的な、あるいは体力的な負担などについて、この文教社会委員会で

多分審議されていると思うんですが、この辺についてどういうご意見があったかですね、この辺もお聞か

せしていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

来間の皆さんの非常につらい思いはよくわかります。しかし、今やっているのは宮古島市全体の教育環

境の整備ということですので、それをご理解いただきたいと思います。

◎長崎富夫議員

いや、文教社会委員会委員長ですね、今来間の問題について議論しているんですよ。宮古島市全体のも

のはまだ教育委員会からも話はありませんので、今来間の議論なんですが、これを何か宮古全域のことに

すりかえていることに関しては納得がいきません。私が聞いているのは、来間の子供たちが、確かに橋は

かかっているんですが、海を隔てて来間中学校に通うということ自体、これ後の条件整備でスクールバス

になるか、あるいはそうでなければ親にも負担が来るだろうし、特に冬場あたりは大変橋を渡るのにも子

供たちには苦痛な季節に、時期だと思うんですが、その辺について子供たちの精神的、体力的負担などに

ついて委員からはどういう意見があったかということをお聞きしたいんです。よろしくお願いいたします。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

まだ宮古島市全体の教育環境の整備について語る段階ではないと言いますけど、やはり手をつけなくち

ゃいけないという部分もあるはずですよね。全体を考えたときには、複式学級の解消とか小規模校の解消

とか、こういうのはやはり宮古島市全体の教育環境の整備の一つとして考えるべきだと思います。

それから、どういう意見があったかということですけど、これはもう委員長報告ですから、賛否両論が
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あった。私の思いまでそこは述べることはできませんので、住民の意見を聞いて、たくさんの反対、賛成

ありました。

（「委員長、ちょっと待ってください。今聞いているの

は、海を隔てた学校への通学の来間の子供たちの精

神的な負担とかね、あるいは体力的な負担ですよ。

そういう意見、来間の住民が請願書で要望している

わけですから、これについて意見はありましたか、

なかったんですかということをお聞きしているんで

す」の声あり）

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

それは、もちろん意見はありました。それに対して住民の負担、精神的負担、経済的負担、それありま

した。それに対しては、もちろんまた賛成、反対で拮抗しました。これは、さっきも申し上げましたよう

に私の思いまでは委員長報告ではできませんので、意見があったということだけです。

◎前里光恵議員

文教社会委員会の委員長にお伺いします。

議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例、先ほどの文教社会委員長の答弁を聞いて

いますとちょっと勘違いがあるんじゃないかと思うんですね。それは、今回の判断、委員長の裁決で可否

同数だから可決したと、こういう答弁をされていますけども、委員長の判断は継続審査とすることも判断

としては出ていたはずだと思いますが、なぜそういう判断ができなかったのか、これをまずお伺いしたい

んですね。委員長の判断は、必ずしも賛成、反対という判断をすることだけじゃないんですよね。可決す

ることも否決する判断も、また継続審査とする判断もできたと思いますよ。なぜそういう判断ができなか

ったのか。もっとこれについて時間をかけて議論する必要があると判断すれば継続審査にするという方法

もあったと思いますけど、どうですか。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

時間をかけて議論すべきだという意見はありましたけど、継続審査とするべきだという意見はありませ

んでした。

◎前里光恵議員

継続審査という意見があるなしじゃないと思うんですよ。可否同数だから、これを可決するのか否決す

るのか、あるいは継続審査にするのかというのは委員長の判断じゃないのかと聞いているんですよ。そし

て……

（議員の声あり）

◎前里光恵議員

いや、だから意見がなかったからと言っているから、僕はあえて言っているんですよ。判断は３つでき

たはずですよと。ちょっとその経過を報告してください。

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

ですから、選択肢として委員長裁決ということになりました。



- 369 -

◎議長（平良 隆）

ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、日程第１、請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書に対する討論の発言を許します。

◎上里 樹議員

請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書に賛成の立場から討論いたします。

地域の子育て、地域の存続に深くかかわることだけに、学校の統廃合は行政が一方的に進めてはならず、

徹底した住民の合意が大切だと考えます。どういう学校をつくるかは住民が決めていく、そういう教育に

おける地方自治の本質的な問題とも考えます。地域住民の合意のない民主主義の原則を踏み破る学校統廃

合は断じて許せません。

教育委員会は、地域が反対であることは十分承知している。子供のためよりよい教育環境の整備は行政

の責務といって廃校を決定したといいます。2011年３月23日、宮古島市学校規模適正化検討委員会が宮古

島市立学校適正化基本計画方針の最終答申を教育委員会に行った際に、当時の教育部長が地域と保護者の

意見を尊重することが必要で、反対意見があれば統廃合はできないと、地域の合意がなければ学校統合は

行えないとの原則を説明しています。また、地域の説明会でも、何回でも出向いて説明会を持ちます。統

廃合ありきではない。基本方針を説明している間、市長が議会へ条例を提案することがないようにします

と約束しています。議会の答弁でも、拙速のないようにいきたい。地域の人々の理解が大切です。地域住

民に対して丁寧に説明していきたい。何度でも足を運ぶ、と答弁しています。

来間地域の住民が去る５月に行われた中央公民館での地域住民を無視した説明会に反発し、その場で教

育委員長に来間地域の住民に再度説明会を行うことを約束させていたにもかかわらず、来間中学校廃校の

条例を市議会へ議案提出することを決定してしまいました。このようなやり方は、来間の住民にとっては

だまし討ち同然であり、住民を完全に無視した暴挙です。

来間の住民が来間中学校の存続を求め、住民の合意のない廃校の撤回を求めることは当然です。よって、

来間中学校の存続を求める請願書に賛成いたします。

◎新城啓世議員

私は、請願書第２号、来間中学校の存続を求める請願書について不採択とすべきという立場で討論しま

す。

この請願書で教育委員会に対する地元住民の不信感、相当のあつれきがあることは推察できますが、し

かし来間自治会が訴える来間中学校の存続問題では、来間中の下地中への統合は、１つ目に、生徒の通学

距離５キロが子供たちの精神的、体力的に負担になるとしているが、通学距離５キロは中学校の設置基準

の６キロ以内の範囲にあり、しかもスクールバスが運行されることで負担と捉えるべきではない。

２つ目に、台風発生時や冬場の通学は安全上、健康管理上問題としているが、通学はスクールバス等で

公的に安全が確保されるわけですから、何ら問題にならないと考えます。
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３つ目に、保護者の経済的、精神的負担については、これは子供を学校に送り出す親の抱える共通の負

担であり、それによって人権上、福祉上の基本的な権利が損なわれることにはならないと思います。

４つ目に、学習環境が悪化するとの捉え方は逆で、下地中学校は生徒の数からして、むしろ全人教育の

観点からも子供にとっては願ってもない環境と考えられます。もし学校を移ることでいじめや差別の対象

となって、それが学習環境の悪化につながると捉えているとすれば、それは両校のＰＴＡで解決できるこ

と、解決しなくてはならないことで、そのことを統合反対の理由にすべきではないと考えます。

５つ目に、学校の存続と地域の活性を絡めていますが、それは違う次元の問題であり、行政はその地域

における教育の振興を図るため、その実情に応じた教育に関する施策を講じなければならないという教育

基本法を尊重しなければなりません。

最後に、廃校が教育を受ける権利を著しく阻害するとあるが、全くの考え違いで、むしろ教育を受ける

権利をもっともっと拡大享受できるものと思います。

以上のことから、この請願書を採択することは来間の子供たちのためにはならないという考えから採択

すべきでないと反対いたします。私の母校も統廃合予定の対象校になっており、学校がなくなるという地

域住民の心情は理解はできますが、あくまでも子供たちのためという観点をご理解いただきたいと思いま

す。

◎亀濱玲子議員

今新城啓世議員が反対討論を述べられましたけど、私は出された請願書、請願書第２号、来間中学校の

存続を求める請願書に賛成の立場から討論をさせていただきます。

そもそも平成23年３月に宮古島市の学校規模適正化基本方針というのが宮古島市学校規模適正化検討委

員会から出されました。その後それは、地域で説明を受ける前に教育委員会が15年から８年と短くし、そ

して中学校からを小学校も入れるべきと変え、さまざまな形で教育委員会の主導でもって進められてきま

した。この中で性急な、拙速な進め方ということに関しては、これまで議員の皆さんはそのような認識で

あったというふうに私は思っています。それは、来間の皆さんがそれぞれの議員さんお一人お一人を訪ね

て自分たちの思いを一生懸命訴えてきょうまできました。そのことについては、皆さんのお気持ちはわか

る。けれども、僕たちは議案を提出されたら、与党だから、そういう答えが多かったというふうに伺って

います。

（議員の声あり）

◎亀濱玲子議員

72戸という多くの……

（「それは撤回してください。与党だから、誰がそんな

こと言ったんですか」の声あり）

◎議長（平良 隆）

議員の批判はね、しないほうがいいですよ。自分の立場で述べてください。

（「撤回してください」の声あり）

◎亀濱玲子議員

わかりました。では……
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（「やじをとめなさいよ、議長。討論者発言しているじ

ゃない」の声あり）

（議員の声あり）

◎議長（平良 隆）

静かにしてください。どうぞ。

◎亀濱玲子議員

いいですか。賛成討論を続けます。

72戸という多くの住民が、ほぼ全戸と言われる住民がこの願いを出しています。皆さんの中で複式学級

は子供にとって教育環境としてどうだろうという意見が出ていますけど、ここに来間中学校の生徒が書か

れた文書があります。「僕は、今まで１人で授業を受けてきましたが、決して嫌と思ったことはありませ

ん。運動会や学習会、そしてさまざまなところでみんなで泣いて笑って、そして時にはけんかもして、そ

してこの118年の思い出がたくさん詰まった学校、ここで育ってきた。それを残してほしい」というふう

に出ています。

住民が出している地域の住民の合意のない統合について待ったをする、このことが議会ではできるはず

です。もっときちっと教育ビジョンをつくって、そして宮古島の将来を見据えた宮古島にふさわしい地域

格差のない宮古島市全体が共有できるような学校規模適正化を定義していく、その今道半ばだというふう

に思っています。そのときに、まず足をとめて、そして宮古島市にとって何が一番望ましいのかという議

論を今まさにやっている最中で、１つの学校の歴史を終わらせる、そういう状況に今あります。

皆さんは、地域の活性化と生徒の学校の教育が別だという話もされましたけど、先日の地元紙にこうい

うのが載っていました……

（議員の声あり）

◎亀濱玲子議員

今賛成討論です。

来間地区における県の補助事業で花いっぱい来間島は笑顔の里という、そういう補助事業を2010年度か

ら2012年度までやりました。その中で、子供たちがしっかりと農業を身近に感じ、ふるさとへの意識も向

上したという地域とまさに一体となった取り組みを今来間の中では展開し、そしてこれから後、児童生徒

をふやす努力を地域が一生懸命しています。そして、住民が来間に移り住んで子供たちをここで子育てし

たい、そういう声を来間の人たちは一生懸命形にしようとしています。地域の隅々まで活性化していくと

いう、市長がおっしゃったまさにそのことを今来間はしようとしています。この請願書はそういった思い

があって、子供たちが育つ環境を残してほしいという切実な願いです。その拙速な教育委員会のやりよう

をまずとまってみんなで考えようということが議会はできるはずです。ぜひこの請願書をみんなで採択し

ていただいて、もう一回宮古島の教育についてみんなで考える機会を持ちたい、そういうふうに思ってこ

の請願書に賛成いたします。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）



- 372 -

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結します。

本件に対する委員長報告は不採択でありますので、会議規則第69条、賛成者先諮の原則に基づき、本件

について挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

請願書第２号について、これを採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手少数）

◎議長（平良 隆）

挙手少数であります。

よって、請願書第２号は不採択されました。

次に、日程第２、議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許

します。

◎上里 樹議員

議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例に反対の立場から討論いたします。

教育委員会が宮古島市学校規模適正化検討委員会の答申にない小中学校、そして幼稚園を含む統廃合を、

期間15年を８年に大幅に短縮した余りに拙速な進め方、これは当該地域の保護者、教職員など関係者の反

対や批判の声が上がり、計画が頓挫せざるを得ませんでした。その後中学校を優先して行うという方針を

決定して、学校規模適正化を進めているもののその論拠そのものが、教育環境の整備、いわゆる１学級25人

から30人、２学級というね、そういう教育環境の改善に至らない、そういうことが論戦を通して明らかに

なりました。ところが、宮古島市は来間中学校の廃校を住民の声を無視して乱暴に推し進めています。こ

れでは子供たちに与える影響を含め事態を深刻にするばかりか、宮古島市への信頼を大きく損なうことは

目に見えています。

来間地域は、Ｉターンによって若者が定住し、子供たちは１学級で先輩、後輩が切磋琢磨し学び、いじ

めもなく、落ちこぼれもありません。地域のおじい、おばあから地域の歴史、文化を直接学び、恵まれた

よい教育環境の中で元気に育っています。そういう来間地域で子育てがしたいと、そういう若者が移住を

現在願っています。中学校の廃校でその芽を摘んでしまってよいのでしょうか。それを大切にしてこそ市

町村合併によるこころつなぐ結いの島宮古の基本目標と市長がうたっております地域の均衡ある発展を遂

げるためにも、学校が少人数でも存続するということが若者が定住し、宮古島市に住み続けたいというま

ちづくりにつながる、そのように考えます。よって、住民の合意を図ることを最優先にして、真に子供た

ちの成長や教育条件、環境の改善の立場から、関係する学校の保護者や地域の住民、教職員、教育学の専

門家などを入れた協議の場を改めて設け、十分な話し合いをすることを求め、本条例に反対いたします。

◎下地 明議員

私は、議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例に賛成の立場から討論します。

その前に一言、亀濱玲子議員が先ほど与党だからというふうな言葉がありましたけど、このことはもち

ろん取り消してもらいたいし、我々与党としては一切個人個人の意見を縛りつけて利用するような与党で

はありません。特にこの問題に関しては２回ほど、議員はおのおの、個人個人意見持っておりますから、



- 373 -

自分の意見をちゃんと述べて、また考えを通してください、と私は与党議員団の会長としてそのことも申

し添えてありまして、一般質問する場合ももちろんそのとおりであります。一言申し添えて、賛成の立場

から討論を述べたいと思います。

宮古島市学校規模適正化検討委員会というのは、ご承知のとおり平成18年伊志嶺市政時代、今多くの皆

さん、反対している方々の与党時代でありました。まずは、なぜそのときに反対しなかったか、ちょっと

私は不可解でなりません。それはいいとして、立ち上げてですね、議論せずにそのまま置いたのが一番私

はよくなかったと思います。立ち上げたらすぐ議論を進めていくのが当たり前であったはずだけども、そ

のまんまほったらかしておった。この大事なことを、下地敏彦市政になって平成22年からこの問題に対し

て議論をして本日まで来ているのが事実ですよね。そのことから、学校を廃止するということは私自身非

常に、地域の方々、そして卒業なされたＯＢの皆さん、その方々の思いは本当に大変寂しい、そして忍び

ない、耐えがたい思いもあるとは思いますけれども、来間中学校の廃校については私も以前から議会でも

質問をしてきておりまして、その中にあって現役の中学校の校長、そしてやめられた校長からも去年も意

見は何度かお聞きしました。中学校がこういうふうな状況でしたら統合したほうがいいというふうなこと

を校長は、現役の校長もおやめになられた校長もはっきりと申し上げておりました。今までも今日でもそ

のとおりであります。それらのことからして、教育者である校長がそれらのことを私にも教えてくれまし

た。そのことを踏まえて、先ほど申し上げたとおり、非常に地域住民の気持ちや心情は本当にわかります

けども、やっぱり子供たちが切磋琢磨して、本当に多くの子供たちと元気で、そして学業面、いろんな面

において頑張ることが私は望ましいという観点から賛成をいたします。

◎亀濱玲子議員

議案第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例に反対の立場から討論します。

今、下地明議員が指摘いたしましたので、与党議員だからという言葉は、与野党関係なく議員としてこ

の問題を考えていただきたいと、もちろんそうなんですけど、そういうふうに言いかえます。よろしくお

願いいたします。

さて、子供たちのよい環境のためというのがこの統合の前提になっております。皆さん、思い返してみ

ていただきたいんですが、これが宮古島市の学校規模適正化についてです。私の一般質問で教育委員長が

おっしゃっている、この中でうたわれている、中学校の適正化規模についての最初にうたわれているのが

こううたわれているからですよ。国が定める中学校の適正規模は、学級数が12から18学級であり、１学級

40人が基準であるというふうに、このことを目標にして統合しようとするならば、本当に宮古島市らしい

統合ができるんですかということ、この議論から始めなければいけないということがまずはあって一般質

問もしたんですが、今皆さんがそれを進めるべきというときに、じゃ何が宮古島市の適正かって、まだ共

通認識は持てていないと私は思っているんです。それは、例えば現在国において教育効果が上がる、教育

効果等の観点から望ましい学校規模についての国の基準というのは示されていないはずです。ですから、

昭和31年に無理やり12学級から18学級に進めようとした際にさまざまな問題が起きて、昭和48年に文部省

がですね、当時の文部省が無理な統合を進めるべきではないということを通知しているわけですよ。その

ことを踏まえて宮古島市が考えていくという、この丁寧なやり方が求められているのであって、その議論

のまだ緒についたばかりのものを、だから私は当初からこの議案は議案として熟していないと。まだまだ
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そういうことを出すには足りていない議案を拙速に出しているのではないか。だから、文教社会委員会で

も可否同数になったり、さまざまな意見が出るわけです。なので、ここは本当に丁寧に、教育は百年の大

計に立つといいますけれども、来間の皆さんの思い、あるいは来間が頑張っている。この向こう何年間か

地域を活性化するために頑張っている。この動向を見ながら決めていくというのが丁寧なやり方ではない

でしょうか。その中で宮古島市が望む教育ビジョンというのは何なのかということを、残念ながらこれは

私は学校規模適正化の方針の本当に丁寧な説明になっていないものだというふうに思っています。恐らく

終わった後に、小学校、幼稚園を含む統合の基本計画は12行ですよ。何の方針もないです。これは、スケ

ジュールが書かれているだけの方針です。ですから、もっと中身をきちっと議論をするということを丁寧

にやるべきです。今条例の、文教社会委員会委員長がさっき全体の教育の中でこれは出されたんだとおっ

しゃったけれども、これは来間の統合を１行削除するだけの条例です。もしも本当に全体の教育を考えて

の条例というのであれば、もっともっと時間をかけて議論が必要なはずです。そのことは恐らく皆さん感

じていらっしゃる。

この条例に、拙速な条例の提案に反対いたします。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

◎砂川明寛議員

私は、この第83号、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例に賛成の立場で討論します。

皆さん、田舎の実情わかりますか。今急速に田舎は人間が減り、高齢化になっていっているんです。実

際に学校の人間が少ないです。生徒も少ない。４名ですよ。だから、教育環境を考えた場合には、この子

供たちをどういうふうに将来育てていこうかというのが教育行政だと思います。ですから、今過疎化が進

むこの田舎、もうおじい、おばあだけです。だから、それをとめようとするけども、急速には絶対にとめ

られません。だから、今本当に学校をまとめて、子供たちを切磋琢磨させて、進めるべきなんですよ。だ

から、学校規模適正化は進めなきゃいけません。私は、討論としてそれだけ言います。

そしてまた、やっぱり子供の観点、子供をどう思うかというのは親の自由でありますけども、子供が切

磋琢磨できる学校規模に行かしたほうがいい。４名の学校では私はどうかなという気がします。そのため

に賛成してほしいということです。

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結します。

これより議案第83号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、議案第83号は可決されました。

休憩します。
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（休憩＝午後零時24分）

再開いたします。

（再開＝午後零時24分）

次に、日程第３、議案第81号、宮古島市税条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許します。

◎上里 樹議員

議案第81号、宮古島市税条例の一部を改正する条例に反対の立場から討論いたします。

金融税制の一体化として、現行の上場株式等の配当、譲渡所得に対する損益通算特例を平成28年１月１

日から債券、公社債等の利子益、譲渡所得にも拡大することは、多くの金融資産を保有する資産家ほど税

制面の恩恵を受けることになり、格差拡大を促進するものです。今求められているのは、これら一部の資

産家、富裕層への課税を分相応に強めることです。そして、生活困窮者に対する市民税の減額、免除制度

を拡大することです。納税は能力に応じて行う、もうけたところは納めていただく、そういうことを原則

にすべきです。

以上の立場から反対いたします。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結します。

これより議案第81号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、議案第81号は可決されました。

次に、日程第４、議案第82号、宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に対する討論の発言

を許します。

◎上里 樹議員

あらかじめお断りいたします。この議案第82号は、文教社会委員会に付託された案件です。こういう富

裕層は宮古には存在しないということで、問題なしという判断で賛成をいたしましたけども、議案第81号

との関連で考え直しましたので、この件については文教社会委員会の判断と違いますけども、反対の立場

から討論させていただきます。

議案第82号、宮古島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に反対の立場から討論いたします。金

融税制の一体化として、現行の上場株式等、配当、譲渡所得に対する損益通算特例を平成29年１月１日か

ら債券、公社債等の利子益、譲渡所得にも拡大すれば、多くの金融資産を保有する資産家ほど税制面の恩

恵を受けることになるものです。今必要なことは、一部の資産家、富裕層への国民健康保険税を分相応に
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ふやすことです。そして、生活困窮者に対する減免制度を拡大することです。納税は能力に応じて行う、

もうけたところは納めていただく、そういうことを原則にすべきです。

以上の理由で反対いたします。

（「委員会で賛成していた」の声あり）

◎上里 樹議員

議長に断ってあります。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結します。

これより議案第82号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、議案第82号は可決されました。

次に、日程第５、議案第84号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例に対する討論の発言を

許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第84号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第84号は可決されました。

次に、日程第６、議案第85号、宮古島市伊良部Ｂ＆Ｇ海洋センター条例を廃止する条例に対する討論の

発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第85号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第85号は可決されました。

次に、日程第７、議案第86号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許し

ます。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第86号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第86号は可決されました。

次に、日程第８、議案第87号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例に対する討論の発言を許します。

◎上里 樹議員

議案第87号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例に反対の立場から討論を行います。

宮古島市子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法に基づき、自治体に努力義務として設置される

もので、次の３点を規定しています。１点目に、幼稚園、保育園、認定こども園などの施設ごとに設置者

が申請する利用定員に対し意見を述べること。２点目に、国の基本指針に則して子ども・子育て支援事業

計画の策定を行うこと。３点目に、当該施設の実施状況を調査、審議すること。以上３点ですけども、反

対の理由が３つあります。

まず反対理由の第１は、子ども・子育て新制度そのものの問題についてです。子ども・子育て新制度は、

自治体が保育の実施義務を負っている現在の保育制度の解体を狙う内容であり、福祉としての保育が介護

保険や障害者総合支援法のような利用者補助方式、直接契約方式で、保護者の自己責任による利用へと仕

組みを大きく変えることに有識者、保育関係者から大変厳しい批判が上がっています。また、新制度では

全ての子供の育ちのためとしながら、契約原理、市場原理を前提とする仕組みであり、必要な子供に対す

る福祉の意義と役割が薄められてしまいます。虐待を受けている子供や生活困窮世帯の子供、障害を持っ

ている子供など、契約原理、市場原理に乗れない特別な支援を必要とする子供に対応するためには特別な

仕組みを別枠で用意するしかなく、子供たちに差別と格差を持ち込むことにつながります。

反対理由の第２は、新制度が規制緩和を前提とし、現行制度の水準を後退させる危険性をはらんでいる

ことであります。保育の市場化、企業参入の促進、保育士配置基準や面積基準の引き下げなど、規制緩和

を前提に新制度の議論が行われてきました。安倍首相は、新制度は横浜方式を手本として、待機児童解消

と新制度を設計するとしています。横浜方式での待機児解消は、市独自でゼロ歳、１歳の子供は１人当た

りの面積を狭めて切り下げ、詰め込み保育を行い、園庭やプールを潰して園舎を増築する、保育士の大量
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退職など、保育環境が悪化してしまいます。保育園でも幼稚園でも学童クラブでも、本来子供一人一人の

豊かな成長と発達のためによりよい環境をつくり、保育水準を維持、向上させることを目的に営まれてい

る施設です。安定した運営と従事者の処遇改善が子供の最善の利益に通じるよう、現行制度は国と自治体

に保育への責任を明確に義務づけています。公的責任の後退と規制緩和や最低基準の引き下げを容認する

新制度は、保育の質の低下を招き、子供たちの安全や生命にも危険を及ぼすことから、絶対に認めること

はできません。

反対理由の第３は、子ども・子育て会議の役割と位置づけが明確でないことであります。市の子ども・

子育て会議は、子供の保護者、事業者代表と労働者代表、事業に従事する者、子ども・子育て支援に関し

知識、経験がある者、その他市長が適当と認める者、20名で構成され、子ども・子育て支援事業計画の策

定にかかわるといいます。会議では、計画の性質上、各事業、子育て支援の幅広い分野の取り組みを一つ

一つ丁寧に実情をつかみ、議論すべきであり、関係者、利用者からの意見を取り入れながら、充実の方向

性を議論することこそ求められますが、素案策定までの期間が短く、議論を進めるための実態調査を行う

こともできず、審議を尽くす機会も初めから十分に保障できないことは明らかです。さらに、支援事業計

画の基本指針は、国から示されていない、これが大事です。示されていない中で基本指針に基づいて計画

策定をすることだけ決められています。基本指針が子供たちの育ちを、総合的に制度の充実を図りたいと

いう現場や市民の願いに反している場合でも、水準の引き下げや基準緩和を会議で認める、お墨つきを与

えることになりかねません。会議そのものの位置づけと権能、市民への責任が問われています。

国言いなりに子ども・子育て支援法と新制度導入を急ぐのではなく、現行制度のもとで拡充とさらなる

支援の充実に自治体としての責任を果たすことを強く求めて、反対討論といたします。

◎議長（平良 隆）

なるべく討論はもっと完結にしてくださいね。

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第87号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、議案第87号は可決されました。

次に、日程第９、議案第73号、平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第３号）に対する討論の発言を

許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）
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これにて討論を終結いたします。

これより議案第73号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第73号は可決されました。

次に、日程第10、議案第74号、平成25年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に対

する討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第74号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第74号は可決されました。

次に、日程第11、議案第75号、平成25年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第２号）に対する討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第75号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第75号は可決されました。

次に、日程第12、議案第76号、平成25年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に

対する討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第76号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第76号は可決されました。

次に、日程第13、議案第77号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に対す

る討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第77号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第77号は可決されました。

次に、日程第14、議案第78号、平成25年度宮古島市介護保険特別会計補正予算（第１号）に対する討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第78号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第78号は可決されました。

次に、日程第15、議案第79号、平成25年度宮古島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に対す

る討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第79号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。
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よって、議案第79号は可決されました。

次に、日程第16、議案第80号、平成25年度宮古島市水道事業会計補正予算（第１号）に対する討論の発

言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第80号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第80号は可決されました。

次に、日程第17、議案第88号、市道路線の認定について討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第88号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第88号は可決されました。

次に、日程第18、議案第89号、平成24年度宮古島市水道事業会計利益の処分について討論の発言を許し

ます。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより議案第89号を採決いたします。

本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、議案第89号は可決されました。

次に、日程第19、認定第１号、平成24年度宮古島市一般会計歳入歳出決算認定について討論の発言を許

します。

（「討論なし」の声多数あり）



- 382 -

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第１号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第１号は認定されました。

次に、日程第20、認定第２号、平成24年度宮古島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第２号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第２号は認定されました。

次に、日程第21、認定第３号、平成24年度宮古島市港湾事業特別会計歳入歳出決算認定についての討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第３号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第３号は認定されました。

次に、日程第22、認定第４号、平成24年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第４号を採決いたします。
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本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第４号は認定されました。

次に、日程第23、認定第５号、平成24年度宮古島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第５号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第５号は認定されました。

次に、日程第24、認定第６号、平成24年度宮古島市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について討論の

発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第６号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第６号は認定されました。

次に、日程第25、認定第７号、平成24年度宮古島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第７号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）
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ご異議なしと認めます。

よって、認定第７号は認定されました。

次に、日程第26、認定第８号、平成24年度宮古島市水道事業会計決算認定について討論の発言を許しま

す。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより認定第８号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は認定であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、認定第８号は認定されました。

次に、日程第27、請願書第１号、国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を

求める請願書に対する討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより請願書第１号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、請願書第１号は採択されました。

次に、日程第28、陳情書第２号、宮古食肉センター建設の早期実現について要請に対する討論の発言を

許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第２号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第２号は採択されました。

次に、日程第29、陳情書第８号、灌水施設の設置について（要請）に対する討論の発言を許します。
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（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第８号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第８号は採択されました。

次に、日程第30、陳情書第９号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）に対す

る討論の発言を許します。

◎上里 樹議員

陳情書第９号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について（依頼）に反対の立場から討論い

たします。

依頼事項は２点です。１点目は、地方交付税の増額による一般財源総額の確保についてですけども、こ

のことについては異論はございません。２点目に、地方財源の充実確保等について。その２点目でこう挙

げていますけども、１つ目に国と地方の税配分を５対５にする、そのことを求めています。これは、消費

税の増税に道を与えることになるという立場から反対です。それから、４つ目に法人住民税は均等割の税

率を引き上げること、これは不景気の中で中小の法人企業に重大な打撃を与えるという立場で賛成できま

せん。

以上の理由で陳情書に反対をいたします。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第９号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本件は、採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、陳情書第９号は採択されました。

次に、日程第31、陳情書第11号、教職員の過重労働を軽減し、児童・生徒の学習指導に力を注げるよう

にするための陳情に対する討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）
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◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより陳情書第11号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は一部採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありません

か。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、陳情書第11号は一部採択されました。

次に、日程第32、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第１号を採決いたします。

本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第１号は適任と決しました。

次に、日程第33、諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第２号を採決いたします。

本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第２号は適任と決しました。

次に、日程第34、諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。
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これより諮問第３号を採決いたします。

本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第３号は適任と決しました。

次に、日程第35、諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第４号を採決いたします。

本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第４号は適任と決しました。

次に、日程第36、諮問第５号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより諮問第５号を採決いたします。

本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、諮問第５号は適任と決しました。

次に、日程第37、意見書案第７号及び日程第38、意見案第８号の計２件を一括議題とし、提案者から提

案理由の説明を求めます。

◎総務財政委員会委員長（嘉手納 学議員）

意見書案第７号、地方税財源の充実確保を求める意見書。みだしのことについて、別紙のとおり議会の

議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成25年９月25日、宮古島市

議会議長、平良隆殿。総務財政委員会委員長、嘉手納学。

宛先、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）。

本文を読み上げて提案理由の説明にかえさせていただきます。
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地方税財源の充実確保を求める意見書

地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いてい

る。

こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源

の充実確保が不可欠である。

よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について

（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映する

ことにより、一般財源総額を確保すること。

（２）特に地方の固有資源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能

が適切に発揮されるよう増額すること。

（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によるなく、地方交付税の法定率の引き上げによ

り対応すること。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠

を維持すること。

（５）地方公務員給与の引き下げを前提として、平成25年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財

源である地方交付税を国の政策誘導手段として用いることは避けること。

２．地方税源の充実確保等について

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」と

すること。

その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築するこ

と。

（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、

政策的な税額控除を導入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。

特に償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、現行制度を堅持す

ること。

（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。

（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕組みを含め

現行制度を堅持すること。

（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を

堅持すること。

（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに

創設するなど、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

以上地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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平成25年（2013年）９月25日

沖縄県宮古島市議会

◎文教社会委員会委員長（佐久本洋介議員）

意見書案第８号、国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を求める意見書。

みだしのことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案

を提出します。平成25年９月25日、宮古島市議会議長、平良隆殿。文教社会委員会委員長、佐久本洋介。

宛先、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣。

本文を読み上げて提案理由の説明にかえさせていただきます。

国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実を求める意見書

貴職におかれましては、日頃から医療・福祉の充実にご尽力いただき、心から感謝申し上げます。

強制隔離を骨格とする人権侵害の「らい予防法」は1996年に廃止され、2009年４月には「ハンセン病問

題の解決の促進に関する法律（以下「ハンセン病問題基本法」という）」が施行されました。

ハンセン病問題基本法はその基本理念において、ハンセン病問題に関する施策は、国の隔離政策による

被害を可能な限り回復することを旨として行われなければならないとしており、第七条では「国は、国立

ハンセン病療養所において、入所者に対して、必要な療養を行うものとする」、第十一条では「国は、医

師、看護師及び介護員の確保等国立ハンセン病療養所における医療及び介護に関する体制の整備のために

必要な措置を講ずるよう努めるものとする」としています。

入所者の平均年齢は82歳を超え、高齢化、障害の重度・重複化に対応した医療・看護・介護体制の強化

は喫緊の課題となっています。しかし、ハンセン病療養所の医療・看護・福祉の体制は、国家公務員の定

員削減計画によって連年にわたって職員が削減され続けてきたことによって、入所者の療養生活に深刻な

事態を及ぼす状況に陥っています。

2009年７月９日に衆議院、2010年５月21日には参議院で「国立ハンセン病療養所における療養体制の充

実に関する決議」が全会一致で決議されました。

国は、ハンセン病療養所入所者に十分な医療・生活を最後まで保障する責任があります。そして、その

責任を果たすためには、職員削減に歯止めをかけるとともに増員が絶対的に必要です。

入所者の療養生活・生存権をも脅かす国家公務員の定員削減、欠員不補充、新規採用抑制等の施策から

ハンセン病療養所を除外し、ハンセン病問題を真に解決し、国会決議に基づいて入所者の医療・生活権が

最後の一人まで保障されるよう以下の事項を強く要望いたします。

記

１．国家公務員の定員削減計画の対象から国立ハンセン病療養所職員を除外すること。

２．国立ハンセン病療養所の賃金職員の早期定員化に向けての長期計画を策定すること。

３．国立ハンセン病療養所の医師・看護師、介護員ほか行政職（二）職員の充足・増員を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年（2013年）９月25日

沖縄県宮古島市議会

◎議長（平良 隆）
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これで提案理由の説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。

（「質疑なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております２件については、委員会提出の案件でありますので、直ちに処理したい

と思います。

これより討論に入ります。

まず、日程第37、意見書案第７号、地方税財源の充実確保を求める意見書に対する討論の発言を許しま

す。

◎上里 樹議員

意見書案第７号、地方税財源の充実確保を求める意見書に反対の立場から討論します。

地方税財源の充実確保を求める意見書案についてですけども、本意見書案の社会保障関係費の増などの

地方財源需要を地方財政計画に的確に反映させることなど、地方交付税の増額による一般財源総額の確保

については賛同できます。しかし、意見書案で地方財源の充実確保を図るために地方消費税の充実を求め

るとしています。消費税法では、地方消費税の税率は国の消費税率の25％とされています。国の消費税率

は４％ですから、地方消費税は消費税率に換算しますと１％に相当し、国の消費税と地方消費税合わせて

５％となっております。地方消費税を充実させるとの主張は、国に対して消費税を増税を迫るものです。

消費税は、所得の少ない人に重くのしかかる最悪の不公平税制であり、国民の購買力を奪い、深刻な地方

経済の回復を阻害するもので、来年４月からの消費税増税の中止を求めます。地方経済の落ち込みは、地

方財源の充実確保にも大きく影響を及ぼします。さらに、法人住民税は均等割の税率を引き上げることと

ありますけども、これは中小の法人企業に重大な打撃を与えることになります。

よって、本意見書案に反対をいたします。

◎議長（平良 隆）

ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結します。

これより意見書案第７号を挙手により採決いたします。

なお、挙手のない者は否とみなします。

本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

◎議長（平良 隆）

挙手多数であります。

よって、意見書案第７号は可決されました。
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次に、日程第38、意見書案第８号、国立ハンセン病療養所の職員削減を行わず医療・看護・福祉の充実

を求める意見書に対する討論の発言を許します。

（「討論なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

これにて討論を終結いたします。

これより意見書案第８号を採決いたします。

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、意見書案第８号は可決されました。

これで今定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

お諮りいたします。今定例会において議決された各議案について、会議規則第43条の規定による条項、

字句、数字、その他の整理を要するものについては、これを議長に委任されたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

◎議長（平良 隆）

ご異議なしと認めます。

よって、そのとおり決しました。

次に、提出議案の議了に対し、市長からのご挨拶があります。

◎市長（下地敏彦）

９月定例会、全議案が承認されるという形で終了を迎えましたこと、本当にご協力ありがとうございま

した。また、本定例会をもちまして議員の皆様方は任期満了となります。この４年間、私ども執行部と、

そしてそれをチェックする議会という立場でお互いに議論をし合い、そして市政の発展のために相協力を

努めてまいりました。叱咤激励もいただきました。そしてまた、新たな提案というのもいろいろいただき

ました。やはり思いは１つであると思います。宮古島市がどうすればよりよく発展するのか、明るい宮古

島市になるのかという１点では、まさに同じ思いであったというふうに思っております。この４年間、本

当に議会活動、私どもに対するご意見あるいは叱咤激励、大変ありがとうございました。またこの議場で

お会いできればいいなというふうに思っております。長い間本当にご苦労さまでございました。

◎議長（平良 隆）

私からも一言だけご挨拶申し上げたいと思います。

今定例会は、皆様方もご承知のとおり、さよなら議会と言われております。これまで２年間、議員の皆

様方の温かいご協力によってスムーズな議会運営ができたことだと皆様方に心から御礼を申し上げたいと

思います。

下地敏彦市長を初め、当局の皆様方におかれましては、多くの議員からこの４年間においてたくさんの

ご意見、ご要望がございました。これもまた市政に反映させていただきまして、大変ありがとうございま
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す。

また、市民の皆様方におかれましては、我々26名の議員にいろいろとご指導、叱咤激励していただきま

した。おかげさまで26名の議員は元気で議会活動をすることができました。

また、皆様方ご承知のとおり、これが今期最後の議会でございます。今回勇退される５人の議員の皆様

方もいらっしゃいます。どうぞこの５人の議員の皆様方におかれましては、ぜひこれまで培ったいろんな

経験を生かして、おのおのの立場から宮古島市の発展のために頑張っていただきたいと思います。

また、再度挑戦される議員の皆様方におかれましては、全員が当選なされてまたこの議場で宮古島の発

展のために議論していただきますようにお願いを申し上げまして、これをもって平成25年第５回宮古島市

議会定例会を閉会いたします。

（閉会＝午後１時11分）

上記のとおり会議の顛末を記載し、相違なきことを証する為ここに署名する。

平成25年９月25日

宮古島市議会

議 長 平 良 隆

副議長 富 永 元 順

議 員 高 吉 幸 光

〃 新 城 元 吉


